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盟邦 ドイッは、 その 巧 巧なる ヴ H ル サイ ュが めの 軍備制限 破棄な 來 •巧 巧 巧 計畫に 乗り出し •今や 往年の 大巧 田の 面が 
を 巧 化しつ、 ある 0 

由來 ドイツ お 庚は、 尙 巧を なて をり、 しば < 軍事的 大 天才を 生ん ボ〇 フリ ー ドリ ツヒ 、シャルンホルスト 'プリ ユッ 

ヘル、 グナイゼナゥ 、クラゥゼ ゲイツ、 モルトケ、 シユリ I フェン、 じン デン ブル グ 等々、 おへ 來れぱ •その ホ 

朽 のを 名を 巧 巧 おょび 兵 巧 巧に とどむ る大將 帥は 屈指に 邊 なをは どで をる 0 

今や ヒット ヲ ー が 下の 盟邦 ドイッは > その 再軍備 進行の 化® に 巧ず るが かく、 巧し い ナチズムの お 神を なて 巧裝 せる® 
爭 •兵 巧の 理静 と硏 巧を 生み 化しつ、 をる。 

巧 中 •を 近、 ヘルマン •フランケ 少お巧 巧 悼の もとに 夕 くの 專巧 ぶを 巧 具して 刊行され つ L ある 「現代 W 巧が ホ 巧®」 
(Haadbuch der nszttlichcn wchrwisc 日 shaftea)- 四を は、 ザに そのが 括を をすな おで わる。 本 さは 此の 「巧 巧」 巧 一 
巧 「酉 巧な 巧と 巧爭巧 巧」 (wehrpoutik end K 庄是臣 i2) 中ょ ぇ 適宜の テ I マた 選んで 譯 巧した ものである 0( 因み 
にあ 二を 陸 巧、 巧 S をが 巧と を 軍、 巧 四を 曲 防ち 巧と 田 防を 巧、 となつ で 居り、 目下 巧 二をまで 刊行され て わる。) 

ホ 巧 巧 一巧を 譯を 企てた ので あるが、 巧 倍 判 セ 〇〇 お 頁、 細 宇で ギッ シリ 化れ て わる 死大 なる もので あり、 到を が 日 巧 
の 巧 曲は 不可能で わり、 かふる に •刊巧 ♦店の 都合 も わつて、 C の 企ては 中止 fc を 儀な くされた 0 

そこで’ 同 さ 中から、 比 R 的 一 おの 度 者に もむ くと 思 はれる 巧 目た おんで バ おさは ABC 巧に 百な が 典 まに 編 



れで わる。) 譯 編ナ& ミちた。 モれ でもを fss け？ を 得 & かつた。 ( s 第一 分思畫 •を 一か册 は、 セち 
弦爭 力ら 世寞 我忆 5 弦史 忆閒 子る も Q を！！ 擎 &§ でる &。 因み 忆畫 S 吗篇別 •巧 名な ち S が、？ と 
化し ホ もので るる C とを 巧つて 超く 〇) 

今や 證 は、 翼寶と Q 藍を S く、 •を S くも 美 雲 粗 言れ、 f 裘 的 霞 粗 制を 省、 巧 ま 問題の がち 

と 巧洋み 巧の 平 おお 立に 进進 する まに なつた 0 

此巧 盟邦 ドィッ 養が が 也を をを た 理論的 侮萊ご 端を’ 巧图に 紹介す るを 巧々 は 光 巧に おず る ものでぁる。 

巧々 は、 讀を夕 本 S から 現代に 於け るを 新 且つが 高の 因 巧 か識 た、 巧み 化される でぁらぅ 巧を 巧 倍し、 期待す る もので 
わ ミ 

尙 ほ、 本 さ をな つてを たつ セ Q でを るが •をい ガセ& ち P 泛 統一 や 充分なる 推豎 なす 8 がな かつ 
た 事を 巧が として ゐる〇 このち 襄の 機を を 待ちた。 - 

昭か 十二 年 十二月 上旬 
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.巧を にがて 

- Mm * •' - 

;';;T 、 r'::; rpJJVJ 

‘~ 、，‘ み ft ?® ホ f をち.. 力 至^ 困 亥 巧の 巧な 間にが ける ホ カ 的 E 爭 のれ 態を 音ち 

，.をを (度 爭 ^ をる 葡葡 は姻 わでは ない。 この 音 おは ドィツ語 にも ホぇ オランダ 話に も わるち な 前は • Fe ず dsligkeit 

•<-*，，•，》-• » 、 

- .( A 巧む) 巧、， 心 可* 巧 (をが 一 ど 言つた を 通の 意を を もつてね たにす ダな か 〇た〇 しかし 現在 巧 用され て わる お涛 はお 巧の 中 
ホ 商 曲 巧 霧 時化 (十四 世紀から 十五 世紀) に由來 し、 巧 語と して、 古い、 ゲルマ ニ 卞的ま 現で わる crBuge (义 ハ url 量) 
‘ 'イ巧 をサる ••だ 至つた もので をる …… 0 

(ィ) 巧 爭の ♦巧と 目的 及び 目« 自 がは 争 巧で ホり、 义询 ホで わる 〇强 をを、 巧 越ず るを が 自己を 貨 徹する のに 引を 
かへ、 をを 力の 巧 おなる をは 下を にされ、 又 巧し つぶされ るのは 自 がの 理 でぁる 〇 このみ 乂不變 のな 則に 巧し では、 人 巧 
も、 又ぶ 族、 同 巧、 系 巧 •民族の お合祖 におけるを 巧 人 も 亦 同 巧に 服從さ 甘ら れる〇 
苗 おの 本 お的爭 H は、 種 巧、 生活 巧が、 をび 生活が 件を お 持、 改善 卞る ことを 目的と ナる もので わる 〇 その 巧爭の ホを 
の、 みを 的 お 態が 巧 争な のでを る。 

我 争は 人類と 共に 在つた 〇人 巧は をの 時々 刻々 のを 巧に 自己を 適ぶ さ ホて 來た〇 弦 争の か 的 おおは 宙 々铁 々でぁるが、 
第一 巧 《ず |二 



ナ ♦スの « ホ 6 B 
その 巧 的を 則せ について はおに 一を しで ゐる〇 人 巧に その 自巧的 天 « •巧な 力ま あ 等の まポ ホり •义本 巧 的、 意满 的を 力 
が 人 巧と？ をる？ 成 爭もホ § される。 孩爭は 白が £ する 矛盾では をく して、 むしろ そ (8 Q 、 迅か的 巧 巧 ホな 
ので わる 〇か 巧なる 巧 おも 巧 争から 巧 おする C とは 巧 巧た 0 

巧 争は 3」、 赛 卞ミ羣 ag 化 襄らサ •霎ち 生活 お 劈？# 5」&ミ 」 わ」 •羣は 同時に 巧 力な 

るを’ 强 おを. 0 を sf 促進 さち 彼等 S ホから をれ 出 ii へ S を受ミ かくて •棋爭 は そ 2 は 寡 巧 乃 ま 
巧 巧な 織を み定 的に 左右 卞る世 巧の お 巧を をので をる 〇弦爭 は又问 時ち モの W 化と 生な 力に 巧す る 寞ち夕 雄 的ち 
且义を 平なる おを である。 力 强 を、 W 巧 的な、 巧に 单储サ る 西 亥、 風爭の 凡ゆるを 巧に おらず •そのな 族の が 巧と 巧 おに 
巧し •巧ち の道德 的を 巧で ホる 名# と 自由の 化 おのた めち をを の ものを 巧ず る 田 美 •か、 る 田 おのみが 自己を 巧 持卞る 
C とが 巧來 る。 ( JB 】 

(ち》 y VI 看 另巧 《巧な 的 g 巧と A 乂ホ 巧の® ま (再をミ お-さ* Bisicbe Berecbtigung を Kriegee U . d. Ide •を 
ewi 巧 n Frieden ろ 193 と 

字 まに 制め さた 地 巧 忆條件 付けられた 壓 力が 憂忆 して 人 巧に おして 天災を 持ち 來 すかく、 黛し、 が 眼を ホめ て 止 
を 《民畜 互 Q ホ 巧に 里 因し、 巧 力 的、 を 巧 的利连 S 立から 生た まは 两ぷ蹇 における 奮 又はせ おから おを された 
涅； 摩 おが 役 巧され 得な かつた 装ち それは 巧に 秀 墓を* 巧ち お爭 へを おして 來 たので わるが、 を莫來 にがい 
て も 巧り はないで わらう 〇同 巧に •決を め 要因と しての# おを 抹 おし、 まは 少く とも その 巧 怖 t からげ やうと する】 切の 
巧 力は 未來忆 《いても 巧け 長る であらう 。後者は そ。 表現 かか Q ゥち忆 見出して わる。 やお ままは 话* を もを ひ 
にがいて 特忆長 巧 Q 困 巧な 苗爭 g を忆 がいて 巧を るの が 通が で わる ザ 大ほ忆 わいて 面 爭を曼 巧なる 巧 巧 ホは 每巧 


とち & し •巧に 棋爭の おお 的 •被 巧 的、 あ 巧 的 一面の みを 見で ねる。 この 見 ホは 人生、 叉は 化 おめ ホを •夏に 义 やかに* 
をち めた 巧 神 的、 物 巧 的が をの 所ち にがす る 利己的 あ 重 評 W から 生れ、 又 同時に モれは ホ々 しい 人生の 巧 担 —— 邱 ちち ホ 
の 永な のために 最 をの 镇 巧を U て戰 はんとす るな 巧 奉公と 巧烈 なる 巧を に 巧して 巧を 道 お 的 巧 化を ぶじ も サス又 理解 も 
ホず してを てられた 人を 巧 —— にな ざして ねる 0 

か、 る危 除なる 誤が のうちに やか ままは 巧 » され、 認 がされて わる、 さもなければ、 その やか ままを は •两 ホに よる 自 
己 主張の おち 力なる 放 まが •かも 尙 、る 憩め、 まは 道 お的稱 神の 崩 巧へ、 その 柔巧 化へ、 义宙 をへ 巧 かれで わる ことを 3 
わることを肯んじないのでわる〇 安をままはか巧にタカしても、 遂には下巧^あを、乃至は自由の巧失にちらねばをらた、 
けだし それは 涅巧 保存の 自が ホに 違反して わるが 故で ぁる 0 (B) 

(K) プロィス ト著 『サ巧 平 巧は 巧が でを るか』 (Bre 备 t, W: ，lst Weltfriede 曰 S を lichTS 一爸 だ 

か* 冬フ で ン巧 『ホ 巧 ま 義—巧 巧 的 一巧 ホ J (Horn もき • 巧 さ巧ミー を！ Bmus. 巧 口* philsopb だ che unterscchu 另 3 】 泛 9】 

ロブ ゲ巧 『民族 平 巧 巧 巧 J (Rogge, H; ，NationaIO FriedenBpolitiks 1934) 

巧 爭を人 問め に 行 はんと 卞る巧 力 —I 巧へ ば、 U ボ I 卜や 化を が 等 A の特 巧の 巧 巧たち する ま 巧の 巧 用を 制限 卞る こと 
によつて R 巧 上の 巧 巧を 巧 げんと 卞る がわき —— には 大して 期待は 持たれない 〇 か、 る 巧 力は 巧つて 生 巧を 賭けた 民政と 
巧 族との 閒に巧 はれる 棋爭の 本な のをを 見誤る もので をる。 自己の 生 巧を がけて 田 ふ 1 田ぶ が、 な ホと 技術に よつて 産み 
化された 巧 巧を るを 巧の 巧 用を 何時かは 自巧 的に 放 あする ガ らうな どと 言 ふかきぶ 巧は •巧に サい をな としてを 示され わ 
ばなら ぬ 0 自己の 化 « を 巧に 强 化する ためには •を 4、 これらの 巧 巧は 用 ひられる で わらう 0 

々約を 通じて、 ナ e に巧爭 にを おせんと ずる 巧 田 巧の 笛稱 的が 態 (よく 巧！！ ち &】 を 巧 りが > 、それによ つて B 爭の可 
♦1A 度 巧 & 



ナ ♦ス の « か 論 々 

巧 性を 度 ひ 止め、 少く とも、 唯 •をを 的 お 迫に 立ち 到つた 時に のみ •ながのを を 的 方法、 却ち 巧爭 のをを 手段 fc 採る こと 
をめ 束 せんと 卞る困 まの 巧 力は これとは がに 評な さるべ をで ある 〇 わ、 るを 力が 热 巧で わり •何 かの ためにす る もので な 
.い 限り •人 巧に とつて それは 耽 腐 ナベを ことで わらね ぱ ならめ。 巧 中、 お ホ 的 巧 術を もつて その 活動力と 巧 巧 巧 困を あえ 
卞巧 大して わる 巧 巧に ょり、 更に 义大ホ 巧 具と がを なにょ つて その 巧 さと 深さに おいてな々 が 大して 來て わる！ jsjiii のた A 
に、 威爭 のを 威は 益々 巧 か せざるを得ないず 日の ず 巧に おいては 尙更 である 0 

併 乍、 一巧 おの お 軍備と 戲 爭巧惡 は、 化 固 おに 致して 該 田との 風爭 が导險 なを おを としてち へられる K り、 据 へず そ 
の 他 困ぶ にがす る强烈 なる あ 望 刺戟で をつ たと 同 おに •强大 なる 巧備 •力 至 巧手 國の お烈 なる 賦岡 意を におす る 巧 巧は、 
凡ゆる おを、 化め と 同じく •他 西の が 我 也を 巧 巧に ま 制する C とが 巧 來る〇 併 乍' やか t 巧し、 ち 巧 的に あなし、 巧を 巧 
公に あゆる 曲 まに とつて は、 岛爭 におして 與 へられる これらの 巧 巧 も、 一國の 生を と 名を と 自由が 危 巧に 立つ き、 そ I .王’ 
お 巧す るで あらぅ 0 

駐 ホの 目的 は 巧が 息を を 巧な し、 なをみ 梓す るに ある 〇巧爭 においては 、やか 時に がける 巧 巧のを お 的 手段に 「巧 

力」 が發 される。 それは お 爭の息 まに 巧 巧す る。 田ぶ ちを 力を 巧げ J 切の 巧 へられた 巧 おを 巧つ て 巧のを 裝 解除た 
强巧 する 〇 巧ら ざれ ぱ •巧の 巧な をき •巧 巧な ま 級は 巧つて 化夕 Q 息 志を 巧 衡す るで わらぅ 〇 がつて •抵爭 にたいて は、 
を 再な の 凡ゆる 宗が 的、 あ 想 的、 巧 巧 的、 化 的 巧 力を 巧モ たる 巧闲 みちの 下に •なお 的に •巧 本 的に •を 俯し、 を 巧から 
おぶ 巧に 巧ぶ し セを 力を なて 望む ことは 自己保存の ための 巧が ホる 命令で わる 〇 中を 半 巧 なかをと 不ホ 分な 巧 力を なて、 
巧柔不 新に 巧 はれる 巧爭は •その 目的を 見失 ひ、 其 自身 卞 でに 器の 巧 巧を 持つ て &る0 巧爭の 目的を ま 巧す るた； Q にか 
巧と される を阁家 Q 風闽 忘を を惡 し、 お委 C わを 保持す S わを 影 (蛇み】 が必巧 でぁる。® 爭 Q 昌たる 


や、 その 目的の 巧を にほ值 がを ると 同 採に、 風 争にまで お展 せざる を 巧なかつた 迸 おに 巧す る函大 なる 巧 巧ち をみ 巧に 
おいて 是認され ねばならぬ 〇屏爭 の目窝 は、 玫が的 まは ち 巧の お 巧で をり 得る し •又 同時に 兩 をで ある 場を が あり、 巧に 
又殘 唐 的を 資を 帯びる 巧を がるり •又 巧 法的な 時 もを りおる 〇 その 目な ホ 巧で、 田 ± のが 大 乃至 お 保を 巧ち 巧る 〇 セを 抵 
爭 (一よ 五六 年 ——1 屯々 一二 年】 が官 お通りの 勝利を も 敗北を も 生を ずに、 を 抵的疲 巧のう ちじ あ耶お 巧に たつたち ル さを 
プ B シ卞 田は 放 巧の な 巧 的 息を fc 巧 巧 的に 巧ち 破つて、 李貨 上の 賭が をと して、 自己 椎 利の 巧 巧と 言 ム風爭 の 目 巧を ま ホ 
し セ。 化 ホ 巧 争が セ 年 風 爭と同 横な おおを 見せた をら ば、 恐らく 世 巧の 巧 給は、 巧 力 的 巧みに 巧 あして 生死を 巧して 巧つ 
た 中 か 諸茵に 月を 樹を與 へたで あらう 0 

碌爭の 目 毎は 戰爭を 勃 巧せ しめ セな 接の 理由を なて 常に 没 はれる 必盤 はない。 坂爭の 理由は た ガ巧窗 せざるを得ない 巧 
迫に よつてす でに 長い間 不可避 的で をつた ものを 巧に 最後 的に 刺戟した にす ダない 巧 合 も あるし •ホは 巧に をぐ ロザの 巧 
である C とも 巧々 で わるから である 0 1 化 一四 年に おける イギリスの 本 ホの 敢 争の 目 毎は、 特に 那 度に をつて 來 たな 業 的 
巧を をと しての ド イプを 倒す ことに あつたし 、又 あえず み 威と してち へられた ドイツの お 上み 力を 破な 卞る C とに あつ 
た。 かくて •巧 巧 的 ま 望、 巧を な 巧 占 的 あ 望から 生れ ホ この 思爭目 おは •自己の 巧を のた め、 且又 世み t 忠 ザに 代まして 
ゐ るとは 斷 じて 音へ ない 世 おに 巧して ドイツ 軍の 「をれ なる、 弱き ベル ギ ー」 への 侵入 巧 かを あ 面 的な 巧爭 理由と して 大 
ホ 巧 かの 具に 用 ひねば ならを れつた。 ペル ギ ー と芙佛 の 間には すでに 長い 巧な 巧に 巧を され セ 巧ず 同盟 ！ これは ベル ギ 
I の 局 ル 中立せ から 言へ ばを 加ず ベを ものでは を か 0 た， —— はを く祕 巧に されて ゐ ホので ある。 がして •吾* はを 谋的 
にち へれ ぱ 、巧に 都合の よい 巧爭巧 由の なまを 通じて、 モの田 おの 巧两 怠を fc おえ 上らさん とする 凡ゆる 巧 力に 巧して、 
その 8 たなず ものを を ホ ホざる t 巧ない 〇 吾々 はこの 是非を 市民の あお 的 巧 曲から がみす る ことが 化 巧る で ホら うが、 
HIS 巧 争 ホ 



ナ ホスの 巧を お 1' 

これを 現在 S ホみ からか 进ナる C とは 出來 をいで をら 5。 壽と擊 はか、 る 見 ホから 卞れば 望 共 S も 〇を 巧？ 
はわない。 それ ど C を、 雲 a i ホ 道 養と 言 ふょ 〇 •むしろ 道 おとは 巧駕忆 — か、* 抵ホ ミホ K 立つ で わる。 
あ 爭の道 巧 性は 一切の 俗 か 的 あ ホの 中に をる のでは ない、 むしろ 巧 黨を巧 神のう ちち 5 旦 51^^ に 族々 すれち ホ > 
のた ろ自 芝た ろ 生存の たを 曇の ものを を 民族の ために 巧げ 學 一巧を 公 S 神の うちにせ ホす る。 

他ち 若し •巧爭 のな も 巧い 巧 因と 目 おがな 德的 にぶ 巧が けられて ねるならば •その 有を ま ホ 巧爭は その 田 巧に 巧し 遂 
には 放？ もたらす も 5 をる と 音ふ秦 S 訓を 見季 ベ* ではない。 がら ざれち 里 かれ 早 かれ、 迅命 g 攀は反 お 
に 巧る で わらう を おを 身忆引 g 人 S 忆 至る X らう。 ダ 7 レ K QS 凡て 2ぶ£ し I 巧 巧 せる それ 忆# 一ても 
それが 皮 巧な 巧 もで 下劣なる 目 技の 爲に 棋爭が おを されて ゐる 限り、 神の 巧 ミ 巧 おしを がら 巧され で t の ミ 
そのを 德的萬 巧を S した 展 は、 その 天 巧に 値する 眼り •か 何なる お 巧な 事情に おいても 遂には、 が S 、 巧ち 巧ら し 
き 生 巧が 巧 へられ 巧る ので ホる 0 

この 拥聯 KSV 沒巧擊 (呈 ventleg 】 0 問 f 聲§ ず 5 で をら ミ 護 思 争は 短 含して 奚を 保持す •へ 
< •又 巧との 不可 疆的 巧爭 にを もが 適の 時期を 巧ム ベく’ その お 迫の 下に おいても 巧 もぞ 巧な 化 件を 替裹 ずるた ミ’ 
S が 他 困 S 」 盛 >お 爭&强 化ず •へく 決を ホ 雪 で* ミ S 、 そ Q 冨が化 Q 薑ミ I ホづ襄 的 •軍 
ず 的な 因 忆ホ& ね？. f & s 議擊 3 臺 •其 ミ忆 某し 了 ゐミか < 了 、巧；？ 侵 雲」 を寨 的 化 ミ 

或は 勇 S 雲讓 S ® ちま 蔓累な 夏 的 様 5 &寡養 男 QSS 塞 • C れ含冕 不可 蓋と 巧 

られる 開 巧 して 磬 sf 巧へ 得る でを 6 ミ 7?. 5 ッ t 大素ー セ 五 華 置 Q がり 忆ま 0. 5 か 地のを 
い 巧ちー オ 1 K トリ 卞 •フラン K ， 。シ卞 は裘を 巧し .f •孤 まプ 。シャ の 勢力に 巧して 含め 巧が f ホ？ 



たと 言ん —— にあいて 我 争に 先手を打つた 〇フリ ー ドリ ッヒ は、 彼# たれ 巧ナる ために 巧が 凡ゆるを を t 巧び， 現在の 
不ホ 分な 巧 巧が 完備し、 i をく 巧れ るまで なは 辛 棒 おく 待つ ベ ホであつた らう か〇 をり 巧る ♦巧 t 明白に 設泌 し、 巧 在 
における® おなる 自己の 棋闲 力を みり、 化は 强き 安任の 下に、 この 不可 お 的と なつた 巧 争を 化に とつてを もが 時 巧に 始め 
るべ く閱 巧した 〇世巧 おちは 化を 正しと した 〇古來 、改 防弦爭 はがれで わる 〇夕 くの 曲は、 この 閒 巧に 巧し •化の 旗 巧に 
がふて •おのかき 思ぶ たなて お 巧す ベを 巧 合 •をを の決宏 のかに > 巧に 巧 巧す る ダけ である。 化 等は •これが え 化 ずる 巧 
を、 をサ 化が この 僧む ベを 「平 巧の 巧 巧を」 に 向つて 恰も 巧 犬の かを 巧みの 中に お 入る であらう ことを 知つて わる。 谋 巧® 
爭 の虽大 なる 危 おは、 巧つて、 わる おな を 巧 巧を が 粒* にこれ を 引を をけ るか、 さもを ければ、 化大 なる 巧 巧 的な 治 巧 巧 
をが 深刻な、 巧 的 まがを 控 て、 を 巧 的 巧 任ぶ t なて、 このみむ に 进進ナ るか、 否かに 依る ものである。 な 巧 我爭は 何れに 
しても、 ホして なおに お々 見を けられる 平 巧 まを によつて 片が けられる 巧 巧では ない。 

(口) « 争の#! 活 近代 お 争は 巧に を おに よつてで をく •苗ぶ のを 巧に よつて 巧 はれる。 凡ての 我 巧 能力を は 兵 古に 召 
なされ、 巧货巧力をはそのお別のか巧を問はず、 巧ほ的巧巧により、 まは頭鹏により巧爭の目的化$|^^し、 一切の田お生 
をは、 この 成爭の 目的に 巧つて、 巧に 致 お 上、 堇上ガ けで を〜 招 巧 上、 が 巧 上 •巧 おを 巧 上、 を 化 上 I にがいて お 

化される 口 

をの お 巧 •巧 代に おける* 化な 巧が 手段は 何人に おしても —— たと ひが 巧の 巧に おいても —— を おしを い。 巧 人 も その 
巧 おはを をを 巧ち 得を い。 を 巧 ± は 我 巧に 化する 〇巧爭 はを 巧 的駐爭 となり、 その 本 巧の 巧® なお お 的 お 巧を 援り •を 巧 
に 巧す るを® のな 巧な を H 爭 のせ 巧た 巧ぴ るに 至る で わらう。 かくて 巧爭 はなおめ 巧 ホの 宿を にを 近して 來 る、 その 化り 
にを いて、 巧 争には 閒断 なを •ホ カ 的を、. 一切を 包を する 爭历 手段が 巧 用され、 か、 る 手段が ホぶ 巧に 使用され る « を、 
♦ー タ《 か 丸 
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巧手 酉は おが 的な 崩壊と なをが もたらされる でを らぅ 〇 か、 る 我爭は その 過程に おいて 化围ぷ におして 巧 等のを をを も 
知らない。 唯、 捕 巧、 をな 巧、 降服 ザる ものの みが これから 除かされる ボ けで をる 0 
塞 的ち 巧 古 的に 弦 ふた 践爭の 時代は、 中 化紀の 末葉から 近代 畫 巧いた ザ 巧窒 をの 時代が 巧に 產んガ i 糾盼斬 
(K 由 bincts-KHe を (扉 な、 田 巧の な あに お W 巧に 氏が 阳で 巧へ る 度を をで ム】 と共に 今やを 後 的に 過ぎ まつた 〇抵 爭が尙 •を* 
なを 巧で 涅巧 、あそ、 自由の 保持の ために 昭 はれた とずれば、 その おお 力の 夕 くは、 巧へ ば、 王朝な 力の おがなる 伸 巧、 
世巧ぷ 巧の 巧 巧、 王を の 特巧巧 必の達 ホ、 推力 的が 结等 々のかく、 比較的に 械 なな 動 掛 にす ダない ことが 巧* であつた 0 
困 装は 彼等の 生 巧の 必巧 性と おんど 巧な をち しを いか、 まは をく 共通す る 利 まを 有たぬ ところの か、 る 抵爭に 巧して、 む 
中 度々 が 巧に おなした ことは 何等す 思 謀な ことでは をい。 彼等は 王网 のか 令には な惦 にがつた 〇し かし あなめ 思な への 巧 
巧を かいで わた、 —— 唯 •フリ ー ドリ ッヒの プロ シャ のみは これから 除かされ るで をら ゥ〇巧 おお 想の 巧を をは おを 制 巧 や 
巧 兵制 巧から 巧展 した 巧 業 的 お 丈で をつた 〇 彼等は 武裝を 巧いた 苗 巧に 代つて、 践爭 のた めの お 巧 巧 おとして 巧特の 生活 
を 送つ ホ、 彼等は 夕少 とも 方法 的に 組立 てられた 原 岡 法則に 從 ひ， 且又、 巧 用を かけて、 巧く を おした 人材を 巧 巧る だけ 
大 ずに しながら 思爭を 巧つた。 巧 岡 かちに 勒 してな々 お 就 的に 約束され る この種 棋 ずは 一つの 人 爲め摄 作 (戲 尊) であつ 
て、 その 巧 本 的 性 巧から が 致 すれば 自が 法からの 晚 巧と 音 ふ ことができ やぅ 〇ぞ なをを じて おぶされた フブン スの± 化に 
强 力なる 指導を が 是つセ 時、 從來 の成爭 型は お 用と なり •忘 おを 失は ねばならな かつた 〇曲 逆の がかぬ 制限を 破 巧した をに 
はを 大 ホは 巧 致に 滿 ちた 巧 力と 同 巧す る ことを •理 巧した 〇 しかし、 成爭 時に おいて、 れ く】 丸と をつた 大 ホの 力を 巧え 
ずる 化する と 音 ふぶ 想が を 後 的に 巧 現される までには 百年な 上の 年 パが お逊 した。 世 巧 大巧に がいても 尙 •これが 凡ての 
巧を において 充 みに 巧 はれた とは 言へ なかつた 〇ホづ •それな 後 におけるを 巧の 物を いを おの 結果は を 代 的に 巧 化を 完了 



した 巧國 をに とつて、 戰爭 はを 泣 的な、 闺 民西爭 たるより なかの 形態を おへる ことは 巧來 をくな つた 〇載爭 の 目標は —— 
すでに 吾々 がぶ セ かく —— 敵軍 お ダけ でな く •を图 巧で をり、 をを るな の 随地ガ けで をく、 放围の 領主を 巧で ある 〇な 
つて、* 巧に 値する 弦 爭の目 おこ そは、 その 困 巧の 生ける 綺神 となり、 それは 化阁摄 巧に をな 的載爭 なをを か 何に 强くお 
びつ け、 且 なかせし める かを 大巧の 超を はか 贸 にを へた。 壬ち 沮 巧し， 取 巧に 废れ ホ闽 巧は、 武 おが 巧り おつて わても、 
他のを くの 重 巧な 資 巧の 缺乏に 困 おする 時は、 巧敢 な、 がみ 的を > 1 丸と をつた 围 民と 雄 も 武器を おた へる であらぅ 〇 か、 
る涅 巧の 破 巧 的 作用は、 お夷弼 、巧彈 、或は ガス 巧に よる 送 おおが 巧、 空中 巧が によつて ガ けで なく、 紙 4 趴 4 や、 44 
巧 抵爭力 至大 龄托 鎖に おいてを 巧され を、 巧 萊が爭 によつて 巧 はれる。 その 目 巧は 超 巧、 商業の 巧が にあつた 〇巧 上に 巧 
はれる 巧 菜 載爭が •世 巧巿裝 、巧 お 巿お其 他に おける 敵を 巧を する 時 •お 巧 巧单は 一切の ちへ 巧べき 控 上、 海上の お 巧 巧 
域に おける おを 直接に、 まは 特 巧の お 合には 中立 國 にお 卞 るを 制を 通じて それにな 害を 與 へる 〇お 巧戰爭 の岡爭 手段は、 
一切の なのが 産の 押 化、 巧棄 •敵 巧 人への 支 拂巧ム •な 巧の 商萊 のが 苗’ 放闽 とか 引す る 中立 围の 商業の 監お 又は 阻 巧、 
巧を 巧 おへの 巧を、 モの特 ホ 巧の な 止と お獲、 —— 巧々 にわる 〇な がを これらの が 物的 作用の ル 化、 この 巧爭 方法は 巧 巧 
民の 巧 神と 健康に をし、 お翅 的が 密を 巧へ る。 世 巧が 争に おいてを 艦 的に を 巧され たこの 巧ぶな き 飢俄お 巧 —— それは 巧 
ち 中 か 諸 田の 靑 少年に かへ きれめ お 性を 巧 おし、 棋爭を 巧の 患を をみ 巧 的に 弱めた —— は 巧特の 役劑を 巧した 〇經 が喊 
爭の 作用は 思巧戰 によつて 巧拽 せられ、 宜 化を 通じて お爭お 志に 燃 ゆる 敵网 民を 軟化 させ、 巧ら しき 同盟を を お得し、 中な 
困え をして、 巧 おによりな H に勒な 甘し わる 〇巧 代巧爭 においで、 をが はかくの かくな おなる ものと なつた が、 ドィツは 
その 生を 田 争に おいて、 がを 的に これを をばねば ならなかつた 0 

モ の おおに わいて は ホな に異 つて わるが •をの 巧め を 則せ において、 同一 種が であると ころの みが 欧 の 及ぽす これら 凡 
巧 一巧 巧 ホ ニ 
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ての 巧； t 的、 わ货的 作用に おし’ 田ち は 巧へ 巧る であらぅ 0 おつて •一方に わいて 同一 手段に お 應卞る 化の 巧！！ 面を 正が 
に認效 し、 他方 •を 巧 巧が あが 强く •理 おを 持ち、 自ら 進んで 化 ゆる 西が 留 巧戰爭 がその 径 々なる か 的 お 態に おいて 
持ち 來 すと ころの —— を 引を をく ぺく 訓練され ねばならめ 0 

夕 おの 苗を が一つ の 目的の ために 同盟を おび、 一 乃至 それな 上の な 困に おし 共同 岡爭 をな て 打ちな さんと する 巧を、 抓 
を战爭 (KO 臣 た〇 ミ k を g ) が 巧り 立つ。 一八 ニニ 年 —— 一八 一 五 年の が 巧政爭 において 同盟せ る m I a ッパ巧 田は ナポ レ 
オン ー世を 倒した 0 】 化 一四 年 —— 1 九 一八 年の 巧 巧戰爭 にたいて は 二つの 同盟が 互 ひに 巧つた 0 
聯合 fc なすの 利を は、 一が 的に 巧て、 同盟した 图の 資材 巧び お 貝に おける 優な 性に 存在す る。 又 そのな がな 與 K は、 同 
阻した がぎ 力 至 その 巧爭の 目的が 巧 巧に 且 みな 的に 平行して 巧く ことは 非常に 巧れ である 站 にある •又 阿 S せる 曲は を 打 
巧手に 動を、 をはたち をち にして お 立す るに 至る おに ある 〇巧 合、 稅 1 のか かに おする 巧 巧 民の が お •巧 事 巧 穿を の 意 お 
の不一をは、 をお地理め明巧にょつて依件づけられた夕くの困巧た、 時と巧を巧はず、 巧-^もたらナにまる〇巧をするこ 
とにょつて得られる3!^^6をは巧巧しない巧おや巧巧にょつてをく巧巧しにされるじとが巧*である0 巧同盟|5|は曲力にを 
其がない 巧 合 お 互に その 曲 下に 立つ 巧を 甚 ばず、 又 差異が ある おを、 同盟に 加 はるお 少困 にと つては •化 等の 巧を は 所謂 
「ブィ オン のれ 含」 にがけ る 危険に 巧ら される わけで わる 〇が合 战爭の 目め、 目 技は お 巧に みを され 在い 巧 合， が】 ある 巧 
爭を 巧、 棋岡お 巧に 巧す る明路 、且巧 巧なる 協を が必 巧で ある 0 
同盟す る 巧 接の な 苗に 巧し、 一田が あ爭を おめ た裝を •夕邊 め あを ( Mehrfrontenkrieg ) の 問 巧が 生れる 0 ぉを 闻 にお 
ける！ ® 巧が 左程に 巧 待巧來 をい と 卞れだ •それ ポけ 1 ちは 早く お 巧た 巧る で ホら ぅ。 ょゥ 固く 国 おし、 ょり 巧く 決を し、 
ょり 巧 巧して 巧爭 たおめ 巧れば 巧る 程、 同盟 田の 共同 巧 » は 巧 化に 巧ざる 巧 巧の ため、 まは ル I ズ をな をのた め 益* 困 « 



にお 入る であらう 。ま 巧と 時 脚た 巧が にが 用 L 、 巧 互にみ なせる 巧に 集中せ る 巧 力を なて 應じ •な 巧に おいて ホボホ 巧が 
をせられ てね る 時期に、 決 巧め に 之と 我 ふべ く 戰果に 作 巧 するならば •を 方面の 阐 巧みに 巧つて 進化す るな 巧を な 巧に 度 
ひ 止める ことは 左程の 田 巧では ない 0 C のを 宮 巧の お 巧は 巧に フリ ー ドリ ツヒ 大王に 巧 利を もたらし たが、 ナボレ オン ー 
世は をを にじの 問 酉に ついて ちかした。 彼の 摄 語は-現代 にがけ るかく、 武巧 •篇 送な 閲 、通信な 助が 巧 達した 巧 合、. モ 
のちを を 巧 巧す るで をら う 0 

駐爭の 種 巧は、 巧れ にしろ •その お 因に よつてみ をされ る 0 

巧 お联爭 (ぉ写 苦を を)、 叉 侵が 戰爭 (田 roberu 呂を ぞ) において、 巧へ ば •お 力、 巧 巧 巧 力 的を る 巧 巧で ありを が 
ちな お 的 制 化に よつて 押し つめられた 酉 巧は •不足す る 生を 地域 (あまを 開を す ぺ〜义 おちな 朽サる 困ぶ を領巧 
す ぺく巧 力す る 0 

しかし 現在 これを 巧 現し、 利用ず る ことは 不可 おで ある 〇お 巧め 巧 巧を 巧 止した 西 《 1 マ 帝芭は 若を ダルマン 民 巧の 來 
巧に よつて 崩 巧した。 東 a 1 マホ 西は その 巧 張せ る 田ぶ お 態、 两巧化 巧に よつ でを い 問 自己の 化® t お 持 する ことが 化來 
たが、 自 なのが おめ 巧 力 力 至 イス ブムの 巧り 固つ セが 力に おしてを にか 化した 〇ル ドゥ キツヒ 十四 世 •ナボレ オン 1 化の 
巧 おは ョ ー ロ ツ パを 巧澡 としてな 巧した 掠 缘战爭 によつて 巧ら され セ自が 的が 股の 壓ヵボ けで を〜 巧 力なは 遂に 巧 巧の 
遺を た 生み、 を 落に をつて しまつた。 

巧 窠联爭 (vcr ミ dig 旨ち 置 さ) においては 一两 おは 他 田の 巧 力を 掠 巷な におし で 巧 巧卞る 0 1 八 七 0 年に わける ド 
イツ 及び 世が 大度に わける 中 か 諸 田が そうで をつた 〇巧 立戰爭 •解放 巧爭 において 因 民は W むべ をな 巧の ま K からま のが 
れ 巧】 阶 和は 十九 世紀に おける ィ タリ ー 及ぴド イプの かく、 みなせる 田ち を ホ 他め 巧 まに 巧し 一® にお 合させる 0 
第一 K 《ホ 三 I 



ナナ* のな ホ 論 】— 

をが 我爭は 巧ら しく 生れた な 仰 運動、 或はな 巧のを 巧に 反 巧して 新ら しい 宗 なお 態を 巧 現 ホん とする 巧 合、 モ こに 必ず 
巧を 卞る〇 これ 迄、 この 驳爭 は、 これら 宗 おか 爭に特 ホ 的で をる 凡ゆる 俱 がと 巧な をな て 巧 はれた。 これには 义お ホを が 
混入して 來る 0 1 二十 年棋 役に わいて ス キスの ま おが ドイッに 向つて 持ち込まれ たのは 巧に まが 的 度迫ガ けで なく， 哀が 
(パルト お】 のま 巧 巧な と 言 ふ 巧 力 的 目的 t 持つて わた 〇 法をから 破門され た、 自由を K チ デン ダルのを 民に 巧す る 十字 
軍は 敎含的 ま 配で なく •巧ょりも •巧 力懲 におえた ブレ ー メ ンのピ ショップ のち 志の 下に、 をのを 治め ま 面に 虽 おが 面 か 
れてゐ たり 

を 日 にがては 、キリスト教 間にが ける 信仰が 立に ょる 我 時 的が 立 —— 嘗 つては それを 巧 信 的な 宗 、特に 雜夕 なを 报 から 
キリスト お 的 まを に 至る 巧し い 巧爭を 通じて 理 がし ホので あるが —— はを 早 問題では ない 〇 十字 章と 半月 巧の 閒 において 
一世紀に 互つての 信仰的、 なお 的 問 巧を 魚つて 激烈に 風 はれた 時代は ナ でに 逊ぞ まつた 〇 それな を •イス ブム おの 巧 力 及 
び 巧 巧な な 信 まを はを 巧す るに 至つた。 奈 お巧爭 のを 巧の 表現 形態は すでに 「神を 成爭」 に 巧 化された 〇 ヵリフ 《イス ブ 
ムお まま) はお 聖棋爭 におし 一切の が 徒を 「巧言を のな のが」 の 下にな 集した。 世 巧戰爭 においでは 、トルコの サルタン 
のを 坤 一獲は 彼を 聯合 巧の 武力に 對 棋すぺ く、 ヵリフと しで 1 いかにも 戰闽 的な f 巧 化に 招 止まらし めた。 巧が の、 
狂信的 ヴ ハ ピット (回 A がの 一波) は、 巧 お 的を 巧に 化 脚した 大 アブ ピャ 留 結への 强烈 なる 希望を 3 て、 モ のをな ああを 
何時かは を 巧 力と して 巧 ホす る C あらぅ ことは 確かで をる 〇 他の 非 キリスト おめ 信が は 第一に 宗 を截爭 への it なナ V 
けの 巧 神め 巧 力を みいで わた 0 

巧 争 にがてを もみ 巧 的な ものは 田 巧 我で ある。 巧 はか あに 巧して 孩 はれず して i 曲 巧に 巧 立す るな ぶ 拙に 巧 はれる 0 
これは まとして 特训 ながな から 生れ •田 巧の 反 お 巧を ホれ としてな 底 的に 巧 盛 卞る〇 その か 巧を な卞 ものは •自 がを 生 的 



に をれ たを 族の 自己保存 本能に 巧 本 的 目的た おいて わる。 田 おの 共同 一を に反對 し. か 化に 巧 卞る擧 田 一を t あおに 
すごと き】 切の 巧 まを で 除 甘ん と卞 るは、 正にが がに 民族 本 巧に 立脚 ずる ものでぁる 0 
西 争のを 事め お 態に ついては、 兵 巧 論 •お 威 諭 •を 中 載 論を を おされたい 0 (》 ホは、 本 巧 二 K ♦照〕 
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我爭 理論 W 

* 

■ 

巧 謀とは 語な 的に 言へ ば、 ちを •み 的 直な t 意味す る〇か 日では 理論 义は理 をめ と 言 ふ 言葉は まとして 巧 巧 二 まに 用 ひ 
られて わる 〇 理論 又は 巧 論 的なる ま おはち をの お ホでは、 行動 乃至が 巧の 掛 おを をす 知的なる もの、 又 現み におす る その 設 
激閒 なを 息み する。 これに 對 して、 かまの 意 ホでは、® 系 的な ま 巧 的、 おおめ、 まは 目的* 諸 巧な の、 ホめ •抚一 的 •を 
則め 解 巧 t 意 ホ卞る 〇か莲 においては 巧 おはな 動の 反勒か である ばかりでなく、 理を 的なる もの、 巧が における 反 致 かを 
も 示す。® 系 的が 一巧、 完全 性を 目 おとす る 梅を 力 至 原理から 化を する 設教は •巧を 的 諸 巧みを 規ち する ために、 索 かな 
る おおに 立脚した、 從 つて、 全® 的、 巧 一 的で ない •それ 自み 局蚁 され セ 設敢と 巧な する。 

弦爭 t お 扱ん 理論的 方 巧に おいては 巧 巧 二を の理 をを 巧圳 ナベを である。 巧を にたけ る 度を 巧を は •弦爭 又は 巧 爭巧巧 
を 知的に 把捏 せんとす る 凡ゆる 企 巧を 息 ホす る〇巧 つてを におを 的を みを ガ けで なく 駐爭力 至 用兵に 巧 ナる說 文 —— 
「成 尊 萬」 から 「戰爭 入門 ま」 に 至る まで ！ 更に お 業 •巧 巧、 巧な、 なお •货 なな 巧 等々 は 凡て これに 居寸 る。 がを に 
たけるを 争理 新は、 之に 反し、 用兵に 掛し •をれ が 巧を する 截爭 、又は 巧爭自 みが 提を する 詔 巧 巧 を、 一巧 則から 巧 的に 
な 1 的 B 法則 的に お 挥サん とする】 切の 巧 作を をホ卞 る。 本を で ま货上 かな ふ ものは、 ロイド (L す y た •ぺ レン ホル K - f - 
(円 creaho ミ)、 ピ A ロウ (田 巨 〇ろ •ジ ヨミ ュ I ご 〇 弓 .30 々 I ル 太 公 (田 3す 30 g K ちご、 クラウゼ ウ イツ (clsswhzy 
ウイ リゼ ン ( W 芒 isn )、 ア スタ I ( Aster )、 シュル フ (schcrfry ヴグナ 1 (wag ミ 0 巧の おみを である。 

凡ての ホ 的ち 法に おける かく こ、 でも S つの ホが が 段が される。 巧ち、 巧 断 まぶ、 巧 疑 まを、 かがま 巧が それで わる 0 



巧 断 まを 兵を 波 (。ィド、 ビユ n ゥ •ジョミニ I .ヵ ー ル 太 公 •ゥ ィリ ゼン) は 巧 争の 法則 ほ 系 •或は 巧 巧への 直を か 令 
としての 抱 巧 的 公理と も 言ん ぺ きお ホ 巧 系が 可能な りと ま おする。 巧 巧 まま おみぶ (ぺ レン ホルスト) は 一つの 有 巧なる 巧 
をは ボ 可能な りと ま おする。 がが まを 兵を 波 —— その 巧 一の 代を をは クラゥゼ ゥィッ である —— は巧爭 理論は 1 胶巧 をに 
おける かき 理想には 到達し 得ない こと、 を 則 乃至 おお 的 規則に よる 巧謀稱 ぶは C れを 放棄せ ねばならぬ ことを ま 張す る。 
ま、 致爭の 本質は 一 お 則からの 巧 一 的 B 法則 的 解 巧を 許さぬ からで わる 〇 それに も 巧らず、 ち 用な •言 ひみ へれば 「巧を 
と 巧 巧の 間に おける おち まなるな 巧」 を惠お 甘ざる 我爭 おはか 何に して 可能で あるかの 問題を か 上げる。 これに 巧し ホの 
かき 解決を 彼は 見 化して ねる 0 

(一) •法則のを なるな 立てを 化を し •お朴 なる 原理、 力 至 お 則の おに わいて 巧を 巧 論の 巧理 t 把握 する ことを W て 巧 足 
する 0 

(二】 •巧を t 本 おめ 息 ホ —— がちち 巧と 化斟的 巧な —— における 「理 を」 •巧ち 專 一に おみの 巧 通に 導く かき 「a を」 に 
局限す る。 . 

(111)、 战爭 の巧變 せ、 をの ま お 的 傾向た る夕樣 せバ我 ホに おける 本が めを 力せ •モ のが 测し 巧ざる 性 巧、 を 冶 手段と し 
ての せ 質、) のために、 すち の蓝 a による S つのを 也 間に わける かく •棋 爭理 をは 上 巧の 一二 つのせ 採の 間に 括えず 巧 
巧す る。 

(四) 、 化の 風を 巧 論は 單に 索朴 なるおが に 一方的に を 淀を 置かない 、又 巧を 的認 巧の みに ぶづ かを い。 この 二つの 方を 
を 巧 巧に 結ぴ つけて、 巧 五に 保證し •同時に 宿 念め 誌 哉を おにち を (戰 争) によつて 巧 おする。 

(五) •化の 巧爭巧 をはを もを 端な 巧 合に がいても 巧-学 現み が 巧 則に かかされる じと をを 巧す るた めに、 ほを 的には 巧 ホ 



ナナスの 《か 論 一八 

現み にたけ る お 化を る 多 おおを お ホす る 0 

(六)、 なの 思 争 a をは •我爭 巧を fc が證 する ための 巧 巧を え か 巧 巧し、 記 巧の がまに おいても 巧 ホ 巧みの 巧 巧を をな 的 
巧 巧を 通じて 巧 互に 巧 化し、 め 束す る 言 美 fc なて 表現す る。 

かくして 生れた る 我' 爭理を も' クラ々 ゼゥ ィツに 巧れば、 巧 本に おいては r 尊 實のあ 巧的說 明の 牌に めける 巧を るを 巧」 
にすぎない。 それは 「課 巧の# ホに 巧して 何等のを 理を 典へ 巧ず •义 な、 ホ 方の 甫 巧に 於いて 通用 する 巧 則を なて、 かい 
必が的 過程の 上に なつて その 苗 理をお 開す る ことは 不可 おで わる。」 取 爭巧游 のな おは その かの 訓巧 にある。 そのを おに 
よつて 捉 へた 光明に ある。 又、 他を 論證 ずべ く、 且又 •を 本 的なら ざる あれこれの 络 おを おける 巧 •それによ つて 作り 巧 
された 巧 巧な 說巧 叉は 巧 货の巧 的 脚 巧に がける 洞察を 巧 巧と なし 巧る 可 おせに ある 0 C の 巧を 理 おにつ いては ホの ことは 
本質め に考巧 さるべ をで ある。 即ち それは r 圾爭 現み の 本 «」 を 迫 おし T それに よつて 巧り なつ 棋 争の 巧 « と强 ホとの 脚な 
を、 旧々 の 巧みから 明確に 巧 示す ぺく •み 言 すれば、 必 がを たなて】 をの 閒 がに をいて 忍 元され た概 を」 を 得る ために、 
「喊爭 巧 おの 多 おを」 たお 系 的に、 即ち 「巧 巧に、 を 巧 的に 把握し、 必が 的な 巧に をく 巧 動を 巧えず A - をの 巧 則に) 忍 元 
すぺ く」 巧 力す ろ この 兵み 巧は わる 特 をの 巧を における 揉理 にが ムサずに、 を进 めに 巧 値 ある 巧 巧に 到を すぺ くを 力す 
る 。このを 波は 「を ほの 本が」 について ホづ考 をす る 〇何せ なれば、 喊爭 にわいて は 「他の 巧 おにおい てよりも •部み t 
なて を 括が 巧えず 反を されねば ならめ」 から、 巧ち 用兵 qSj 齡は 一を の我爭 a 汾のヒ に 建設され わ ば & らめ からでを る 0 

クラゥゼ ゥ ィツの 巧爭理 をは ほ 巧 的が 一を かいで わると 言 ふ 一お迪 おの 見解に 巧して は ホの ことが 言 はれる であらぅ。 
巧ろ 人は 「ヵント 的 息 味に おける ほ 系、 巧ち 一つの なをの 下に —— をは ぱ域爭 のな をの 下に —— 多 巧なる 設进の 巧 一」 
とちへ てゐ る。 その 風单 のがを たる や， それにつ いて 巧爭理 をが をず るを なを 巧を サ ず、 义 その 巧 曲を 規巧 しない 〇 のみ 



ならず， 巧つて その 立場は を 部分を 巧 五に 規を卞 る。 棋爭の 巧を 的は を (「极 みは 自己の ち あ I 巧 治 的 I を 巧 現す ぺ< 
なに お 制する を 力な かで ある」) は 践单を 巧の 目的と おおを 包含す る。 それは 「目的の】 元せ」 をな なする が、 そのが 立の 
上に 凡ゆるが 分は 閒 巧し、 又 その 確立を 通じて 巧 互に 脚 巧して ゐる〇 それは 「联爭 は 巧に おお 的 巧 ホの 一が かで わつて、 
.ホして 巧 立 的 交渉では をい と 言 ふ 街を を それ 自身のう ちに をんで わる。 巧 争の 巧を 的な をは 巧爭 巧を がかが ふを 巧を 巧 
に大 なる 現 货的历 巧 —— 战爭 はこの】 巧で しかない 1 のうちに、 巧ち ながのう ちに (政 巧では ない】 に 化 入れる。 がし 
て 「立脚 巧の が】」 を それによ つで 巧巧ナ る。 かくで 化ての 風爭 は、 巧 想に おいでみ つた ものである かも なれ & いち 同 
一の 種 巧と して これを おを する C とが 巧 ホる。 を •ヵント 的 お 味に おいては、 四肢に たけるを 拖の换 放 乃至 巧々 は 巧 一た 
ちの、 を も 巧 本 的な 目的から 規 をされ るかく、 戰爭も ホ ーつの おお 的を® としてち をされ るからで ある 〇 「をし 個 A の 巧 
かは を 粗に おび つくと 言ム 、このな 念から を 粒が 生れね ぱ をら めと すれば、 俩 々の肢 巧 (巧 お) はあ搜 的を ほから 自らた 
分 巧 させを い」 〇 クラゥゼ ゥ ィプの 我 争 理論のを も 本 巧 的な、 をも聖 おを 特を として 擧 げらる ベを ものを 巧 巧に 示 サぱホ 
のかを もので わる 〇 彼の 巧爭 理論は 巧爭の 論理と 用兵の a をで ある 〇 それは 「巧 争を ほ」 を 取扱 クて わる 〇 しかし •化の 
る满 はこのを 巧を 何 か 巧 立した ものと して 把 担し をい、 又 巧 立 的 事 度と してち おしを い、 化の 巧を はより 大を るを 祖 とし 
てのを 治との 一 かか 脚が において それを おおし、 更に この 一を の關 なを 立證し •同時に •巧爭 の 根本的 巧を にわいて 卞で 
に それを かり 上げて わる 〇 それと 共に 目的の 巧 一せ を货 班し •巧爭 た】 つの 巧な 的を 巧と して 考巧し 得る に まらし めた 0 
化は 法則な をの 摸 型を あみす る 巧を t 巧窠 し、 それに よつて ま 材的息 ホに ぉける 「理 を」 に 眼み t 巧へ で わる、 みを すれ 
ば、 巧に 夕 おする ことを 局限 卞る ことによつて 巧爭理 おの 巧】 の 可 巧 性を 巧て わる。 化は 一方に 巧す の 街を を、 他方に 經 
驗 t 巧 註して わる。 巧は > 自 みの 巧 論が ホ ホを の 巧 合、 巧 巧を なて その 矛盾を 巧 除を ながら、 巧 爭の可 巧 性、 モ のま S 的 
巧】 巧 《 巧 1 A 
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巧 向た る夕涂 をに 對 して おお 卞る〇 

こ、 に クラゥゼ ゥ イツの 我爭 理論の 巧 巧す ぺき巧 巧と 泣 越 性が 巧 出 まれる。 彼の 理 をは 今日に かいても 、をの 巧を 巧 論 
にお 應 して 唯一の 巧 巧 セる ことを ま 巧 卞る稚 利と その 巧 お 的ち 用せ の 巧 求を 保 巧して わる 〇 他の 凡ての 巧爭巧 論は ネ 巧に 
おいて 唯 お 巧 的 おを をち 卞 るに 過 ざを い。 そのうちに 巧れ も 用兵 巧を のを 巧が 件と して かぐ ぺ からざる 風 爭理を t 含んで 
ねない 〇ァ スタ ー、 ライン ホルト •ヮ グナ ー を おめ、 T スタ I から 借用され た 凡ての 理 謀は、 これを 用兵 論に 局 巧して わ 
る〇 彼等は 「致爭 のを®」 にを 目 甘ずに、 度爭を 他から々 離され セ 巧 巧と して 巧 巧し •クブ ゥゼゥ イツの 如くを ホとの】 
をの おな において 度爭を 見なかつた 〇ジ ョミュ I が おし 駐爭 に及ぽ すせ 治の が 巧を なな ふたならば， 化の 巧を はおが とし 
て 巧つた でぁらう 〇何化 をれば 化の 理論に わいて はなおと 風爭 のち 機的閒 なが 見られて 居らを かつた 〇ヮ グナ I はこの 拥 
なのを をを 巧を しセ〇 その セめ 政 おは 他のを お 的 諸を 巧と 共に •例へ ぱ 晴雨 •寒暖の かき 一一5 .かを 巧の 巧 ホの】 0 として お 
なつた。 クラゥゼ ゥ イツな かの 我争理 をは 凡て 有用なる 域爭理 をに 巧 在ず る 巧を 的る をの 困 巧 性を 見を いし、 そこから 巧 
生 卞る危 おに 教 して 醫単理 をを 防 ホ する ことが 巧來 をい セめ に 庭 硬して ゐる〇 巧爭理 をの 巧 値と ちまに 巧す るぶ 巧と 理解 
は ドイツ 哲 をの 值下 と共に 失 はれた。 兵を のか 皆に おいては 哲 巧の 唯み ま 黄と おお ホ おに 巧して、 それ 自 をを 用な 必 おか 
くぺ からざる ホ 用法の 至 お、 又 おを •巧 中、 孩み史 は 兵 壬への 唯】 のか 師 でぁると 音ム ザへ が •それに おおして ゐ る〇サ 
巧大棋 をに T 棋 爭の理 おの セめ にち へられる をく の お 因のう ちの 一つを なを ふ」 む理 ホに おする 巧 互 巧 巧は を* なおで 巧 
はれた が、 巧 理の理 をめ 巧捏を でには 到らなかつた 〇を 近に おいて 始めて、 巧を のな 化に 對 する 理 がが その 生 巧に おいて 
巧 巧され るが 向が « はれる 0 
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戰爭巧 ま 

巧を も •軍事 巧を もを 日 迄 •一般にを 認 された 特巧 原理と しての 「戚爭 巧を」 •或は I C れと 同じ ことで あるが I 
「戰 をの 巧を」 を 持つて ねない。 を 名に 現 はれる 思爭 巧を なる 言萊 は、 度を にがいて は •哲 みお 典に も、 軍事な をが 典に も 
又 其 他の 巧を 大お宙 にもを なする ことは 巧來 ない or 我爭哲 を」 が おな はれて ゐる # に I 他は 巧を 的に を おでは ない —— 
H •ゴム ペルツを 「戰爭 巧 ホ おお」 (，， philosphi » < 12 巧 rie ち • in C 目 コ •ミ ns < on 宙 . Gompea ) が ある 〇搏爭 巧 ホのを 
なに 閱ナ るを も适 巧な、 巧 値を る ま 作は 巧 おは 他のを をの 下に かを はれて ねる。 例へ ば、 

マルチン •ル ー テル 「巧 人は 窒路 のな 場に 立ち 得る か」 《Mar 二 口 Luther; sob Kriegslente auch を seligem ms 口 d" 

ま 5 fo 旨 3?) 

ヵント 著 「永久ず が說」 {L Ka ミ，， Zu 目 ew を 3 巧 rle をろ) ’ 

フイ ヒテ r 巧の® 爭の おを について」 ( J . 〇 •巧 ichre ; ， ご b さ d 呂 we 巧 iff des wahrhafts Krie ち ••；) 

ブツ ソン 『义 化理 あと 巧爭』 《A. Lass 旨，， d 8 Kchuridcal unA IKricgs} 

シェブ ー 「戰爭 の 天 ホ 巧び ドイツ 巧爭 J (夕尸 Schlcr; Der Gencu •を • Kri 莫 2 uml Aer 口 eutschen Icrie%} 

等で ある 〇义 それは 宗な 的、 哲み的 あお お、 詩人、 なお 家 •將巧 、お 巧 家、 田 巧を 學 を、 …… 等のを 作に お 化 はれて わる 0 
巧爭ぞ ホの 巧 問 巧 に 對ナる ま 巧を、 巧が のを 义 、巧を (これには 平が まを 的を をのを 义が祐 入され て わるが •大巧 的に な 
れば C れはあ 用で をる) の お 用な を おに ホの かきものが ある 〇ア イスラ ー 「巧 ホ 巧 さ』 のぅち 巧 争の 巧 さ. 田 も 3—,、 



W な rterbucbs を " philosphlsch き Be 巧泛夕 ，】 ( 巧 四 版 ) 

威爭巧 巧に 關 する 本質的 巧を は その 垃爭 の 本ち 息 お •巧 利に 閒 する 巧涵 として 表 はれる。 おえず 生を をを 巧し、 曲 
おぶ は 苗 巧を を も 尖が な 生を の 試 巧の 中に 巧げ 入れる を 力 的、 おおめ 現を である 棋爭 は、 吾 A の理巧 •を々 の 世 化な、 巧 
學 •宗が 的、 道 憩 的’ 法を 的 信念と あ 巧に おしか 何に 訝 巧す るか、 义我爭 は 人 巧のを 巧で あるか •涩 かで* るか、 おけ 巧 
られる もの か、 避け 巧ざる もの か、 まは 風を は 人類に とつて 有を であるかを か、 人 巧の 巧 度に おして 必 おみく ぺ からざる 
もの かる か、 まは 何等 巧 巧 性を 伴は ない をぐ お 香な 巧杳 であるかを か •これらの 問題に 巧卞る 巧を として 表 はれる 〇 この 
お 答は その お發巧 において 巧 へられて ねる 〇 却ち •それは その 世 巧 おや 人格に おじ、 又 巧 巧の 椅 神め、 巧な 的を おに 巧が 
して 涅* にを へられる 〇 それは 又、 我爭 Q r 解 巧」 にを する やか 的を ホと 辟 ホの 盲目的が 美との 閒 におへ 得られる 凡ゆる 
可 おな 巧を を 分 有して わる 〇 この 径 端に 巧 化する 立場の 中 巧に、 か、 る 困 巧を •しかし、 克服し 巧べき 巧 命に かしで 巧ら 
し < •「風 爭も 巧へ て お ホ A 」 立 おがを 在す る。 

上 ホの 問題に 巧す る 解答は 巧爭 巧を のま 屈を をナ〇 そのな 答に 巧に を ホら る 巧 巧に ついての 巧 保は 义 その 哲ホ的 立 巧に 
おじで 夫々 みを される 0 

巧爭巧 巧の 任務は 巧 争に 閲卞る 巧 ホに 巧して、 駐爭の 巧 萬を を 遺 的、 みめぶ 巧と してが り 化す C とで あるかる か、 叉 か 
り 出し 巧る か 否かで わると ぞム ことは 特に お 争の 中 也 色な してね る。 みお ホが 巧みから ザつて しま 0 たがが から 出 來るガ 
け夕く t 巧 ♦のために 奪 巧 せんとす る 人は この 巧 巧を 肯定す るで あらぅ 〇 しかし •お而 上 ホを なぶした 话 ホは 設就 のが 式 
ダけ t 問 短に すぺ をで わつて、 誌を の 巧を には 巧れ るぺ をではなかつた と 官ふ見 W の 人は、 巧爭の 巧を たを 巧 ホの 踩 H と 
して 巧、 巧 争の 巧を も 他の 凡てのを をと 同じく】 つの 哲み 的に、 言は ぱ巧 ♦的に 訓 巧され た 巧 R にょつて がを される と宮 
♦ 一！！ 巧 か 二 一二 
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ふこと を ま おする ことを しない。 同 揉な 問題で •クブ ゥゼゥ イツのを 作 「巧爭 お」 は戰 爭の理 おであるか、 ずは 巧學 であ 
るかと 言 ふことは をの 巧 本 的立柴 のが 異に 從 つて 種々 を へられる であらぅ。 ク ブゥゼ ゥイ ツ自 々はこの 著 苗の 巧を は 巧に 
巧爭 あび 巧爭 指導の 理論と しで 示し •をの お まを おみと して 示した 0 H 巧 お 理の 一巧と しての® 爭お 理は哲 巧が 巧 爭に巧 
し 又戰爭 巧を に教 して 探す る 巧 おであり、 巧爭巧 ホの 巧が ごはなくて むしろ 倫理 ホの 巧 巧に » ずる 0 

上な の ゴム ペル ダ 及び アイス ラ— のかに、 

ブリン デル 再 家 巧 巧のを W としての 巧と ® 力』 (J. Bli 日 d き " SRech* 旨 d Mach* •lagrundlAgs der Staat ミ irkwmke ミ-一 爸 一〇 
同 巧 『度 爭の进 巧的灌 がと み乂か 巧の 泣泛 c" 3 口 io た ttlicbe Ber ミ hti ち n《 ds Krl 爲 $ 目 d を r Ids <13 ミ i3n Fried きろ 
S30】 

ホル ネフ； や 巧 主義、 そのが 學的 1 w ホ』 CE . ( Home 冉 さ； •さ zi 6 zia 目 ulu 呂曼 pbiloBopblwhe untei 昏 u 日ろ 一泛 9) 
エルンスト •ユン ゲル 『度 かと 巧 ±J (巧 3 を， J 昏 の巧； ••巧 こ 巧 目な 巧 J 巧 巧 づ 一 930) 

ゴ— ヘン 八 夕ぉン 『現代 H 巧 巧#— K 爭巧 かの き ( Gohenhausen " ヴ呂な Wehnri ま Bchaften der d 男 enwal:t31A.l>3chn ミ 
Kriegsp 臣 loaopbie 193 こ 

シ玉 リング 『ク ヴタゼ 々イブの R 巧 巧 巧』 (scheri 另 •考 ； *Die KriegsphiloBophia イ〇 n Qla 臣 一公 36) 
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戟爭 なを ホは、 比較的に 若い 巧を で をって、 部々 的には 尙巧 問と さる ぺき 問題を 伴 ふて ゐ る。 戰爭 おを みは、 な 含みの 
我爭 にがず る 巧を 的 方を 乃至み ホめ 目的を 爱更 せしめた 。それは 戰爭 をな を 現み として 巧 巧し •批 がする。 をれ は 民族' 
困 民 •困ぶ 及びを をのを お 乃至 其生洁 にがけ る 形 巧 •或はが 巧を を 方面から 規 をし、 抵 をの 巧 化と 巧 化を 批判し •巧に ま 
なや 巧の 結果を 备 方面から お 討す る。 それは 戰爭の 間接的 乃至 直接的 利 ま、 目的 的 力 至 おがめ 利酱 、巧 神め、 括 巧 的利奋 
を 明瞭に し、 ちに 戟時 乃至 やか 時に めける 軍を 狀 態に 依っても たらされ ると 音 ふか 含 的 遇 ホを 巧 巧し •巧を の 本 巧は、 巧 
してを おめ 反 おとか 舍的柬 巧と にお 合ず る もの か 否かと 究明し、 更に 又、 巧爭收 度は 勝利を に とっては •常に か失ボ けで 
ぁるかを かを’ 巧た 的革货 にょって 檢 討し、 义一困 巧のを、 其 田 民の 世 ホに がける 地 化、 乃至 その 义化的 お まは， 戰 をを 
通過せ ずして ま 巧し 巧ら る、 かを かを 決定す る もので わる 〇 それは、 又、 勝利の 凡ての 普进 的が 件を 迫 求し、 凡ゆる お 合 
に ホ 通す る 域 爭の拽 能を 明かに し、 か 何に して 戟爭は 勃 巧す るか、® 争は 今日に がいても 尙 、利益を 持ち 來す 巧が 出來る 
か、 どぅかと 言 ふかきれ を 也 理を的 問 趣を を ホ する もので をる 〇 それは 近代 巧爭の 特質を おちし， 人類の モ巧的 巧 力は、 
仲を おが 所 •冉 巧蹄盟 .やか 主を 等の 間に か 何に 货現 されて ねる かを お 討す る。 それは 常に 致爭が 提示す るが 曲 的 自が巧 
かの 息を を 硏 巧し •思爭 にがけ る邮 卽卽紙 伽 かにょ るが 失の ホに その もたらす 利 狂は 拉 巧され るかを か t お 求 する。 モ 
れは昭 巧 及び 軍佛問 酉た 迫 ホし、 同時に 人 巧の 風 巧 的 巧 神の おみ 力 至 巧大を おがす る。 それは これら 化ての 為を、 研究 か 
ら みを 的に 货巧的 結 おを 引き 巧し、 文化 時代に がける 田ぶ 乃至 其れを の 巧に 巧 争は 巧 化たち する や 否や、 义 それは 义化力 
♦一 篇 《 P 二 ぁ 
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をり や、 义が 巧に 惡 なり やる やを 明かに ナる であらう 〇巧 爭祀 々をが •お 神 的、 をが 的を 巧に が も 巧 巧に おびつ いて &る 
ことは •明瞭で ある 〇 巧を 的ち 察の 巧 隐的お 巧を 見て、 をし 巧 ホが 义化 力と して 尙 今日に おいても 認 就され るなら ば. を 
の 結論は 弦爭 におして： 肯定的と をり、 若し それを 否を するなら ぱ 、取を に 巧して をを 的と をら う〇 ナチ スの世 巧 巧を な 
て すれば、 度爭は •人 巧を 活 のを 巧 的が 件と して 巧 へられた おかで ある。 西 巧み 同化み の 防 巧と しての 巧みは、 それが 不 
可 避で をる お〇肯 巧され、 而もせ おなる 巧 値を 持つ ものである 。それは 今日に をいても 尙巧 かる 巧 爭が可 巧を る C と t 時 
示す る〇ナ ナスの 化み 観は、 巧爭が 巧に 可 おせに 止まる おり、 戰爭を 巧 來るガ け 避け •それを 巧 かする ことを 强訝ナ る 0 

な 下、 風 争 巧を をめ 硏 巧の 本 巧 的 括 巧に おして、 巧單に 一巧 しゃう。 

棋爭は 今日 迄、 化々 を おのを も大 をる 义化 推進力であつた 〇 それは が 生に おいて 人 巧を 作り上げ、 巧 曲、 お 巧、 巧 固な 
る ま 族 お 巧の 大きな 刺戟と をつた 〇又 偶人を 「を ほに 通ず る 同 巧」 の あ 巧、 巧ち 人 巧 的 患 致にまで 引を 上げた。 それは 化な 
制と かまに おびつ け、 風爭 のが » の 下に 巧 展ナる 酉 家 お 巧に 苗し で、 强烈 なるお 力で をつた。 巧 争は 人 巧の 本 巧で わる 0 
巧 爭は巧 かで あり、 又 人類の 巧大 をる 巧す 者で をつた。 このうち に 联向綺 神は 生を て來 たし •現に 生を て わる 〇モれ はを 
巧 爭の核 細 腹を 成して おた 〇我 をを おむ 爲 には、 法々 の 力が おり、 大 ホの 本 おにおいて —— 巧 巧む •冒な、 む •巧 化む、 ま 
瓦を、 巧ち あ、 み乏 、巧 怖 •安を 巧 •が 酷、 玻巧む 等が 田 おを 巧爭に 立ち 向は せる。 巧 巧は モの 目め に 適 ホせ しわる 巧に， 
他面に おいて 西巧大 ホの ぶ 巧、 民族 也、 信を. 自# 也、 国 おお 巧、 樂天 ままを 增大 せしめて ゐる〇 がかる 大ホ めが 巧に 巧 
らチ •棋爭 は 指 巧 的 人が、 政を ぶ、 あび 軍人の 於 « を をけ ざるを 巧を い〇 これに 加ん るに、 化 質的 ホ備 、巧# め、 お 巧め 
巧裝 '西 巧 力の お戍 ホび に そのち 田 巧 力の おさ 現さは 联ホ の】 胶 的が 巧と してち 巧され る〇が ぐして 逢 ホされ た棋 巧が 
巧は， 過 おにたいて 巧 巧 生を のが 本 的を おであり、 义 その お巧逊 おで わつた が、 現 おも 又 巧を である 〇 一方に かける 巧な 



ホな 的 平 巧 ホを 的 酉 おと、 他方に がける 巧 苗 ホ 法的 巧 民との々 巧は、 載闽巧 神の 除去に 巧す る 誤つた 信を と 同 巧に、 おし 
い 方向では ない 〇 近代的 义化 はを 日まで 風爭 をす 可 おたらし めず、 お 巧なる を おと 共に 战閒的 巧 神を 挤がサ しめを かつ 
ち 棋爭の 巧を あ ぴ巧奋 は， 第一に おを それにが はれる 死を の巧審 でを る。 人な のを 下疗 におして ち 巧 争は 左程 おなで 
はな か 0 た。 がし、 中 巧と 上 巧の ホ閲 民族の 時代に わいて は、 をれ はを もを あな おおを 採つた 0 1 がめ にす へば-敵 おお 
を® をが 滅 する まが 目的と された 巧 かるを 货な拽 失は、 種々 のを 巧から 巧 おする 文化と 共に、 巧み 除 まされる。 啡 がかる 
みそは 事 巧 上 巧が しないで をら うが、 人口 巧は 巨大な せに 巧大 する 〇モの お 巧と して 巧 お 的が えは 捉ぇず なまつ たが、 が 
し、 その 巧 巧 的 巧 失は 巧 少した 〇 巧ち 「棋爭 あまの 巧 滅法 則」 (sees な &er " を tivs abnahi der Kri"gtvc 由 U ま •，】 が 
巧 はれて 來 てね る〇か 、る 巧を の 直を 的 巧 失に おして、 間接的 人閒 なおは •巧 巧が もたらした 〇 その 化は ホは ホ 巧に 夕か 
つちを 代に めいても その 數 は® おにが ける 戰 巧を おょりも 四 倚 乃至 五 おのな に 達しち を 近年に がける 巧を おかは •试 
少して 其 胡な は 逆にを つた。 世 ホ 西爭 において、 我 死を の 巧を をに おする 比は、 ドイツ 側に おいて •二 〇 お 凹 •フ ブンス 
抑に おいて 一 •一一 一教 0 •五 •イギリス 、アイ ル ブンド 側に おいて 九 こ-一巧 二. 五、 オ I スト リ 1r ハン ガリ 側に おいて 八 
巧 二で わつた 〇此巧 失に かふる に •不 巧の 巧 牲と悲 をが 伴ふ〇 それが 不巧 乃至 あ 怖と してな 在す る 限り、 その 一が は 不可 
おであら うが •他の 一巧は 文 巧な 含に めいて は ほ 巧 •诊 な、 力 至な 染 おを 避け 巧る かく、 これらを おけ 巧る で わらう。 更 
に庚大 をる 巧 失は、 お 巧 的 巧 失 ご ある 〇 それは 唯一 回ガ けの 巧 失で ある こと も あるし、 文 規則的 旦 巧が 的に 來る もの も ホ 
る。 不可 驻严ま 回避し 得られる 巧が、 かを にがけ る战费 、巧 常 巧 巧ち これ 巧は 喊爭を 通じても たらされる 巧 巧の お 失と 
巧を， 两巧 巧び 巧 おにが ける 道な 的 お ほ、 乃至 お 患の 軍 苗 ままに がする 田家 的を ホな どが C れ に® する 〇是 等の お 失に 巧 
して 弦 争の 巧签も ホを 在す る。 今日に めても、 因 まは 恐两を 志を 通じて モ の 巧お大 ホの 生を 巧を 巧 持 卞る〇 今日に がても 
巧 一巧 巧 # ミ 
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化 因を は •人 巧を なの 道德で をつて、 此道德 は、 みお 人を を 巧して 共同れ をに 巧く ものである 〇巧爭 は 今日に めいても 
尙 、一閣 民の お 巧の 共同 巧 力で あり、 を 困 装を 巧り 得る かち 的 巧 巧で ある。 それは 酉 おの 自由と 巧ち 巧 おのが】 巧と を 
を 性 a 义 •田 力の 巧 かにを 仕す る。 更に 义 、度を の剌 巧を 通じて •正義 とれを や 巧のを 巧に おける おを の、 お 巧め 巧 ぞ- 
お 巧 的飛埋 、技術的、 文化的を 展 におす る 間接的 貢がが なされる 〇弦爭 はがが として 世み をを 刹を とする をが 巧で ある。 
それは を 困 巧の 巧 値を 巧り、 凡ゆる 强 をと 蘇を •又、 逊 ホと 現代を 巧* 卞る〇 その かちに 對 してを 巧は 出來 ない 〇巧爭 は 
巧々 巧を をで をつた し、 又 時代の お 放を でも わつた。 而 して 時代のを おを 促進した 〇 ホは 敗 化に ょつ で、 围 巧の 開花を 巧 
れ させた。 弦を が 持つ 巧 巧の 患を は、 曲® 的 自が治 ホと しての 孩爭の 役が であつ たが、 今日で も それは 同 巧で わる。 强を 
民 巧 乃至 巧 民は •を展 する が、 菊き ものは をを する 〇かを 巧 争は 個人的 逆沾ホ ( Kosrselektion 】 として 現 はれる 〇モ 
こには 善を なる も Q 、 巧 班なる ものが を 巧し、 悪意を るを •は 巧を が 生き まる。 なし その 作用た る やみち 的では ない。 田 
民に とつて、 確かに 逆 お ホは を おでを る。 がし それは 勝利を にと つては、 巧に 亟巧朗 也で & ければ をら め。 巧 •人 巧に と 
つて、 個人め 逆 巧 ホの 巧 失は •おはめ 自 なお ホに ょつて 差が ホ 巧しても、 尙 をり あるで をら ぅ。 を おな 硏巧か 巧と して 巧 
された ものに T 未來截 のせ 巧」 (も 巧 《 ♦巧】 「巧び 聯合を ホの お ま」 の 問題が ある 0 

參ネ 《 

•ル r ルフ 、シユ * ィン > ブブ 『 S かせ 貪 # J (wudolf Steinmet 巧 •*soziolo《io d2 只 riegesa) 

•パ々 ル • ：^ ユま ツナ ー ナ f 『世 巧た の 巧 s 巧に かける 栽が 及び 用 お J (psl 巧 cb 日 itthe 百日 巧％ Kri 巧吕 d 巧 こ 巧 ftihrung 
i 目 Wandel der weltgscbichles) 

• ブ a ベニ々 K 『* ホの 氏 巧た J (o •巧 obeniuB ： 艺 Weltgeacbich を d8 Kri まろ ) 

•フィ ア ヵント 『な 會 * 一 CVierka 日を， GeseUschaftsIehr ろ】 



々ィザ 『一な 巧 ホ 巧』 (wi か s --A こ 忌日を Tie Soziologi ろ】 

パ々 ル • シユ ミブテ t ナ— 『大 々田 巧 巧 MJ (volkatiimlicbA Webrkund 夕 W ミ lin La 口 gen 8 a 】 2 a 1934 】 
• 『ョ ーロッ パた と！！ ち』 OEUr ぶ も ische 0 き bicbte 旨 d S51 昏 ertum* Berli 口 1933) 

• 『軍 巧ま義 J つ泛 ミを rismu ろち 34) 
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ナナスの わかな 一二 〇 

国防 巧學 

国防 巧を なる 名稱 と其槪 念は、 大政 後 おめで 生れた。 この 音 お t 作つ セ 人は、 誰で わる か 巧 ほでは ない。 巧に 一九 一九 
年 創刊され た 巧 誌に 「知識と 國 防」 <W を 3 cnA wehr --> と 言 ム表涵 が 現 はれ セ。 更に ー ホ ニ八 年 文、 「ドイツまず 爱 ホ」 
が、 「酉 防 巧を に閱 する 巧 巧を 杳」 と言ム 傍題を せせられ でな 版され たのが、 公 まに 巧 用され たを 巧で ある 〇 この さおは ド 
イツ 巧 西 だけでなく、 ドイツ語を 使用す るを 地に おいてを をに 巧 まつた 0 

此言 おの 下に 理解 さるべき 範 困は 巧 大 され、 そのを 巧は ホ 巧に 匹々 で わる 〇大战 ながに がいて 用 ひられた 「兵 ホ 乃至 巧 
を (軍ず 的) 巧を」 と 言 ふ 概念を なて しでは、 そのを 巧が 不ホ かで ある C とに 何人も 其を はない 〇 おを 乃至 軍 巧 巧 ♦の 巧 
念は、 明瞭な 制 おもな 別 もな く > 何れ も 其 巧な りに 巧 用され てね る〇 その 本來 的を ホは T 軍 巧的戚 争」 として 示される 弦 
争の 絵を 現み のみ 部み におして 巧 巧し、 それを を 巧す る ことで わる 〇 その 困 巧は、 田 防 力の 巧 巧と 其が 用から 生れる 巧 巧 
巧の 巧 巧に ある 〇 之は 又 度々 をく 關巧 のない 他の 意 巧にまで 使 はれた。 人的 阴 巧から 見れば •モれ はネ門 おに 巧して 軍每 
巧 門 おにょ つてを 求され を來的 墓の 息 ホで あつち 他の なみ 累 その 代表を との、 か繁 、不可分の 閒 巧は、 巧爭巧 
の 巧が において 明示され て わる。 

化な ホの 巧 困は 巧實的 並ぴに 人的 側面から 巧れば、 非常にが 小なる ことを 化が 巧 爭は货 茜し セ〇 綜合 風 争の 指み におし 
でを もを 大な るを をを 巧す るを 巧のを 領域は、 —— 巧へ ば、 を 治 (を も巧範 曲に がける)、 を 巧 及 ぴお巧 のかを —— をが 又 
は不 ホみ にし かな 巧され をかつた こと •又 巧 巧# をを の お 曲 化 及び、 巧 巧 巧 用 巧 苗が をく 不 ちみで ホつた こと t •世み 棋 


争は 巧證 した。 

軍 審# 巧 お、 お 巧 お、 又、 涅巧學 、巧 装 ホの 代を を、 其 他を 同時にを を ホし めた 此設 をは、 巧を をに、 巧爭 のを 巧 的 現 
みあ ぴ巧爭 指 薄 •又 其 巧備を 科を 的に 把 擅ず ぺ くを 力 させた 。同時に 凡ゆる 領域 —— 其閒 にを つては •ドィツ ホ 曲の 生存 
植ま お及び ドィツ 巧 民のを 岡 力が、 を もを 巧なる 阳必 のかみ でを つた —— にがいて 、ゴルツ お 軍は、 巧が にがいて 「巧爭 
の 性 巧に をず る 理解は …… 巧 民の 我两 力に とつては、 巧巧必 巧と しない」 とい ム音 おに 表現され セ 見 巧が がまつ ホ。 

是等 化ての ま 張は、 種々 なる ほを おから ホの かき 目 巧に 巧つて 進む。 

一、 な 來の兵 ホの お 巧を 巧 巧し •更に 之を 完 巧し、 ち從來 等巧規 された か 巧にまで 兵# t が 度さん とする 資利 的を 旧 

がち。 

二、 困 巧 科 ホに おして 從來 をく かが 的 M 巧に ぁるか、 义はル I ズ な巧然 め 助 巧を しれ 持 セなかつた 、巧み# の» を 者の 
を か 巧 因を 酉 家の 我闲力 保持に 阳 がする 軍 巧 料を 代表を にまでが 大 せんと 卞る 人め 巧な の 下に。 

ご 一、 同時にを 围 民に おする 人的 巧ち 特ち 凡ゆるみ 巧に めける 围 巧の 未 來のお 巧を におし T 武器 乃至を ホの 性 巧に 巧 
する 理が —— ゴルツ お 巧が 事 巧 上の 西 民め 防な 力に 晦ホ しめた —— を 仲 か」 ナベき 大夕 おの 靑 年# 生大 ホに 巧す る 人 
め 巧 巧の 下に。 

是を 凡ての 思 おは •苗 巧 科を なる を 稱を巧 得した。 がし 此名稱 には 宙* なる 憤 念が おびつ けられて ゐ る。 田 巧が ホを U 
て、 從 來我爭 •力 至 戲爭指 巧の 綜合 的 現み にまでが 大 され セと ころの 從來の お 巧を する もの もを る〇义 兵# をな て， 
別の、 例へ ば •巧 治 地理を のかき お 巧な 田 防み をで ぁると をす もの もを る 〇又冉 防 巧を の お 巧は • W 巧 お 巧に ぁりと をす 
もの もを る。 又 兵 ホは、 田 巧 力の 建設と お備 とに 阴卞る ものと なし、 田 巧な ホは 田 内の 巧 巧 力が ちがず 的 巧が 力な ルの】 
巧 一巧 《 巧 乙】 
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切のを 得 あび 推 持と なし， 因 巧 巧を t 巧 事 的 問 煙と 何等 閱 なを 持たぬ 市民 的 巧 巧 力と して 巧捏 する もの もを る 〇叉曲 防 お 
ホを 高等を 巧に めて を おさる、 かきが おお 目と 見做す もの も ある 〇义 「巧 巧 おがなる 巧を は •何等 存を 理由を 持ため」 と 
か •こ、 にれ 巧 はれて ゐ るかを 巧に 巧す る 正を なる 名 おは •巧に 「兵 ホ」 { K をち wissenschaft ) に逊 デぬ とわ、 それは お 
來の おを を 包な 的に 完巧 する ことで 充 みで をる とか、 それが 防裝 にがし •棋 巧な 爲の 側からの み規 をされ るなら ば、 「田 巧 
巧を」 なる を おは、 おおな 閒速ク たを 稱 として、 取 除くべき であると か、 息 見は 魔が と E 々に 刖れて わる 0 

名 巧は 巧に 巧、 困 巧 巧 ホは 生れねば ならめ し、 おを の槪 をを、 をの か 巧と 巧 包に 從 つてが 大卞る C とも 可能で あるし • 
又 それは こ、 に 巧 巧に 規 をされ るで をら ぅかく、 巧 防 科を の 憤 念と 完全に 一まして わる ことには 、異論ないで わらぅ 0 が 
し、 困 巧 巧 ホの 名稱 あびな 念の 許を、 力 至 合目的せ におして は、 な 上の ことは 巧を も 語つ てわない 〇 をれ どころ かお 巧に 
おいては、 そのを 稱に 巧す る谋 論と 合目的性 だけが 巧され て わる ことが 明かに された 〇 十八 世紀に おける 田ぶ の 「战闲 力」 
乃至 r 巧 時を」 が十义 世紀 及び 二十世紀 闽 まに おいては 「田 巧 力」 力 至 「田 防を」 に 巧つた のが •を 時 巧が でぁつた かく 
两 巧が をなる 名 巧の 遵 採は おかに おがで ある。 大联 のを かなが 旣に 「政が 制ち」 { Krie ち WSS) のぶをなる 巧を が、 巧に 
包 巧 的な 呂防 制を ( we 》〔 wcse 日) にまでを 展 したと 同じ 理由から 「兵き から 「田 防 巧を への 推移は、 この 巧# にお 
いて 問題と されて ゐる その 巧 苗と 巧を にょつ て、 合目的に、 がり、 合目的に 度 現されて 右る。 

巧 おの お 高 任 おとしての 田 巧は、 や 時、 联 時を 問は ず、 曲 お及び 酉 巧の 生を 巧の お ホに 巧 けられた 一切の 行動の 化かと 
して、 巧 争 あび 用兵を 包含 卞る ものであつて、 棋爭や 用兵に をを る ものでは ない。 「困 巧な#」 において、 一切が その W 
巧 部み 力 至 その® 两巧爲 、即ち 巧裝に 巧し で 斯く巧 ばれる とい ふのは、 宫菜 として 誤られた か 巧から 巧 巧して わる 0 巧 防 
は巧巧をる巧街ではない〇 むしろ防巧：^上のものである〇 西巧は中世においてはが々巧*を息ホした0 「巧器」は巧巧(ホ 


護) ダけ でを く •巧 巧 (ホ «) のを 巧であつた 〇フ ブンス 、ィギリスの 田 巧を ち 含は、 がが 防が だけでなく •綜を 的 巧 巧 
組がをお巧つてわる。 この巧合におけるフブンス、 ィギリスの防化は、 吾*が^ l ^^する 「»防」 と同巧に、 庚化旦つを化 
的な 意 ホ t おして ゐる 0( 巧 巧と 田 防との を ホ すると ころの ものを 比較 ホよ) 

巧 巧み ホが、 困 美 巧 巧の 巧を であり、 な 巧に まへ ぱ—田 巧 化 お (巧 W 化が もを めた) の 巧 ♦であると いム見 巧に 立つ 
をら ば •兵み にを 确た 置く 防 おを としでの 再 防 巧 ♦は、 自ら 巧 巧 的 巧 巧み 學と 分離 さる ぺをガ とすん かき！ は 巧 巧す 
る。 か、 る把揖 は、 「构理 ホ」 と r 自 がみを」 とを 巧 照 ホん とする わる 香の 拭み と 同 巧に、 巧 巧が 少ない 〇巧 ホは その かみ 
によつて 規 をされ るので をつて •おみの 目的に 曲がす る ホる 巧みに よつて ジ はない 0 巧つて 田 防な をは、 苗 巧 組 巧に 巧ナ 
る 巧 おを ホ 生 巧 年に 巧 入す るた めに、 なを# 巧に おいて 设 ホら れる踩 目の かきもので わると いふ 見解 も ホ •を るに « 
化な きものと して 挤除 される 〇巧ク て义巧 巧み も 其 他の 转 をみ ホ も、 宙 巧みを のを 巧たり 巧ず と 呑ん ごとを をは か 上げる 
必 をはない 0 

影 4 A か 蕾 か 寡 かかみ かか ミ、 か 6 かか か、 かがげ みか」 ん裝熙 かいか いを J 。 心 かみ かいかか^ 

るが、 それを 飽 くを をがず る もので ホる。 

巧 防み ホの 一を 巧で わる 兵 ホは、 その 巧み 巧ち 巧爭 によつて おを される 〇田巧 巧みた おを として 示さん とする 度 利め 
化 巧は、 巧を 的には お 持され ない 〇 巧の 巧 ホは、 凡て その 巧ぶ によつ 亡規 をされ •披 巧され るが、 ホして モれが 巧に 立ち 
又 その 巧 巧のを 巧の ために 必巧 とされる をの 立 巧に よつてで はない 0 » 巧的棋 巧から 巧 ホを、 その 巧 巧に なじで か 巧ナる 
C とは 出 巧る し •又 その 必 巧が ある 〇 例へ ぱ 林を、 巧み •巧 菜を …… みと される がかき である 〇 がし それは、 巧 ホの 
巧 巧とは 何等 閱 巧して わない 〇 むしろ X 利め 巧 巧は »ら された 本來 的な ホの お 巧の お 合 —— 例へ ばみ みは 化み ホ、 動み ホ， 
巧 一巧な 单 号 二 



ナ ホスの 巧が n 一二 田 

生 お ホ •地 巧を、 苗 民 お 巧 ホ、 林 柔ち巧 ホを々 の 提 合で わる一 ^ .t か 巧つて わるので ホつ で、 その おを は それ fc を® する 
巧 神 工具 か 巧に か、 つて わる。 この 息 ホに おいて 国防み ホは、 「軍 寒 おを」 ( Miirwisscschaft ) —— 巧 中 それは 「巧 お」 (田 
巧 力を B をた るを ホに おいての) に阴 なする —— と巧ぴ 得る で わらう 0 $ 巧 ♦なる 概念は 明 巧とは 言へ ない 〇 何せ なれ 
ば、 巧專巧 ホの もとには、 を 化め に、 巧 巧一 die 日 岩 tafia — を 巧を する 巧 ホは 凡モ これ t 包含し 巧る わらで わる 0 
兵 巧が そうで あるかく •困 巧 巧み も 亦ぶな の 巧 巧學 として 現 はれる 〇巧 なの W 巧な ♦は、 巧自が 巧みの 巧稱卞 るのに » 
々自が 巧 ホなる 宫 おでを ひを はすと 同様な 意味に おいて 昏 はれねば ならめ 0 
留巧 巧を は ホして 巧 巧みの ル ー ズな •パブ パブの 束では をい〇 いか かか かいがが かツ かか かいか か 户か〇 それは、 凡て 
「酉 巧」 に M 巧ず る おみに よつてな 傍され る。 

巧 巧み ホの 化が 的建投 たお ま 的な 滿 足を 得る やうに 打ち立て やうと する S 合 •巧杳 に 出會ム 巧な は •凡ゆる 巧を におけ 
るかく、 田 防 巧# も おを 的に 巧ち する もので わつて •がな て 巧を され セ 田 式に よつて 巧 立ナる もので をい とい ム 巧* であ 
る〇 なして か、 るを 田は、 他の 巧 ホに 見られる かき か 巧なる 田 ま —— モ のうちに がいて、 凡での 巧 防な お 單が完 をに 又、 
何の あ 巧 もな < 傍 合される かを 一 た 生み 巧卞 じとは 出がない 〇 西 巧な ホを 有な 的に おが せんと ナる ホの かを おみは •巧 
になを 措 S に逊 ぎめ のであつて、 凡ゆる 巧 ホ t 滿 たす ことは 不可 巧で あらう 0 
それに 巧 巧は、 技爭指 巧と 共に、 目的 g 巧を お 巧し、 その 目的に よつて 規 をされ た 巧 巧た 呈示し、 を 巧 おは その 目的. 
手段 及び 方法に 巧 0 て K なさる ぺを であると いふ 思想から 化 巧 卞る〇 かくて 田 巧 巧 ホのは おは、 ホの かを 一二つ の 巧 分から 
巧 么卞る 0 

一、 田 巧 目的論、 二、 田 巧 ま 段を、 一二、 田 巧 ホ 法を 


困 お 的 巧 巧の 目的、 あび 田 巧 乃至 載 争を 巧のを も 尖 おなる お 旗は、 風を における 巧 お、 あぴ巧 巧の 巧みの 性 « 、义モ の 
巧爭 のを も尖饒 なるお 態からの み 推論し 得られる。 巧 巧 目的論ち 巧 防の 本 巧 論から その 目的論にまで 巧大 されろ この 
巧 衍は亦 必要で ぁる 〇 何故 なれば、 クラゥゼ ゥ ィツが 思爭 について 规 ちした ところの ものは、 大は において 曲 巧に おして 
もがかり と 音へ るからで ぁる 0 人は、 「お ほ」 の 本 货に掛 ずる 見を しから おめ ねばならめ 〇 「何 かなれ ぱ 、此 度にたい ては 
何處 にも 增 して、 部 かにょ つてを おがち おされねば をら のからで みる」。 巧 巧の 本 巧 t 設巧 ずる 巧には 例へ ば おを， 田 民 
等の かく それ 自身 国防み ホで をい、 おつて ホのを 式には あ 入れる 必巧 はない が、 か、 他の 巧 ホ’ —— 巧裘 乃至 田 民のを 巧 
に阴 がする ところの ——の按 巧を をけ ねばならめ。 

特 をの 西 巧みを ——例 へば、 国防 皮 巧 —— を お 地 a ホ —— は 一巧 目と して 現 はれる だけでなく 、二つの 趣 目と して 現は 
れ る。 お 系 的を 粗 おを 巧 ホす る 国防 巧を —— それは 尙货 をして ゐを いが —— 例へ ぱ 、「巧 巧哲 ホ」 は ヵツコの 中に おかれ 
る 0 

か、 る お 定力至 前提の 下に 立てば、 ホの かを 「西 防が ホの 採ぶ」 が 案が をれ るで をら ぅ* 

こ) 酉 防の 本質み び 目的を 

一、 〔酉 巧 害 

二、 政を 羣 

ご r 風 爭理を 

四、 困 お 巧と 巧 時 法 

五 •困 防を 巧 

第一な 巧 巧 S 五 



ナナスの 巧を！！ I 

六、 围防孜 お 地理を 
(二) 国防の 手段を 

A 、 生ける 团巧力 
一、 人 

围 防な 理、 H 巧む 理 (巧 巧が 育) 

二、 動物 

—— 巧 g 化な 

ご 一、 組織 

苗防襄 、困 巧を、 巧の 化 おでび な理 、昆巧 寒な 育 農、 房を 判 巧 制' 巧 巧 望が な 

B 、 み 巧 的 苗 巧手 段 

一、 困 巧 か 巧# 

一一、 田防氣 ぶみ 
云、 困 巧技 巧 ホ 

四、 困 防 交通な お 

五、 田 巧 化 ホ 

六、 H 巧 お 巧 ♦ 

C 、 を 間 的 W 巧 力 


一、 曲 防な 治 地理 ホ 

二 •苗 防 地理 —— 地 脚 作 巧、 測度が 巧を をむ。 

ご 一一)、 巧 巧 方を を 

A 、 巧 巧 巧 巧 

B 、 用 おの 方法 (用兵が) " 

1、 お 合 巧爭の 指な (巧 お 的、 軍事的、 巧 巧 的、 思想 的) 

二、 陸 巧、 おを、 を 巧の お 導 —— 巧が、 風 巧 

C の おみ 的 苗 防 科 ホに 勤して、 ち 史的 巧を としての 网防 をが 追加され ねばならめ 〇 これは が 巧のを まの 中に 入らない。 
何故 なれば、 これは このを まの 巧れ のが々 にと つても •巧し くを 巧で あるからで わる 〇 一巧 的 巧 防 巧、 义 成を 史 として， 
それは 固 巧の 本な 巧ぴ 目的 讀を静 ずるた めの •を も 里 おなる を 巧の】 っ である。 それは 巧 防 制 巧た •龄 & 制 & (齡 & か 一、 
巧 防 おかち、 义联爭 巧と して 毋爭の 手段 及ぴ 方法を に 巧して かくべからざる ものである 。なをに それは 巧 巧 巧みの おを お 
ぶに おいてを 大 なる 意義を もつ ものである 0 

巧 かるを 式が みお あるに 巧らず、 尙 、酉 巧みを の ほ 系 的を 段を 巧据 する に 役立ち、 それが 表面的な 補助 巧を の 結合た 表 
示す る ばかりでなく 、巧な 的 巧を として 他の 巧を にょつ では 解かし 巧ない 巧 自の採 巧た 巧みと 卞る ところの 巧 防 お ホを ほ 
を あ 巧 ふて ゐ る。 形式的には H 巧 巧を の 巧 ♦としての 存在 巧は、 右に ょ 0 で 唐 明 さるが、 その 大郁 分は 唯な をの 巧 巧を 通 
じで な 保され ねばならめ。 ’ 

リンネ バッハ 

竺巧 度 か 5 



第二 爲戟 

兵 術 (戰 略) お 

巧-章 おネ おを 
第二 巧 戟略 上の 敎訓の 源 お 
巧 HI 章 諸ち 解の 獲展 
弟 I 節 根本な 理 
巧 二 巧 フリ I ドリ ヒ 大王 
藥 I 二 お ナボレ オン 
第 巧 巧 クラウゼ ウ ィツから モルトケへ 
巧 五 苗 シユリ J フ ユンから 世 ホ 大巧へ 
第 ホ 巧 回顧と 展望 
巧 四 章 お驗 と學說 
第 ~ fi 巧 を 
藥 II 節 巧な とが 令 
第 |二 巧 麻 帥の 巧な •なぞ 及びみ 巧 


瞄 



巧四应 骇爭巧 巧 
第 立 巧 棋爭 計を 及 ぴ出帥 計を 
» ホ 泣 展閲 とその 掩設 
第 セ 巧 作 戰 
(こ その 本 巧と 巧始 
(二) 巧 巧と 作風な 
(111) 巧の 巧 巧と おの 搏動 ci •を 速 法 動を 图 、巧隐 S 
(因) 巧を と 巧 巧 (度裝 レ 
(五 ) ほ 巧 各 威】 

5： な 擊と巧 巧 —— 兩 ホの 本 H •目は 及び 使用 仍攻 g にかけ 5巧 巧 
巧巧禁 にわけ る#:* 

ご ハ】 巧 決 居め 用兵と 巧 巧 居 

(ち 持久を と 目 房を 制 おせられ たる 巧 « (巧を 巧 巧 •別な 蜡〕 

(八】 巧 巧と お 化、 お 巧と 迫 巧 
巧 八 節 我 巧 •季節 •疾巧 
の 巧* の 天 おと 巧 巧 
巧 化 « 巧 巧の がまと を 方祐設 

S 軍 » の需 巧の •か 巧# の* 巧 —— 始 がと をを 

第五 章 お 語 


乂 



ナナスの 巧 ホ！！ 巧3 

第 I 章 根本 槪念 

兵 巧 ( Krie ち k 旨ろ とは、 大巧の 裝 合、 取 がを 3 ミ 定と 同一に がされる 〇卞 なは ち 徹頭谢 尾 巧 争を 行の 巧# 的 方面 
でを， S て をれ は、 震 S 凡べ て忆薑 する も Q として 重を を爱れ る Q で わ 5。 CQ 震 5 いて' 7? ド。 ヒ 
大王は •セ 年 巧爭が 結を に ホの かくまいて わる — r お 巧は •もし それが 適當 なる 人 かによ つて 巧 巧され る 巧 合には •を 
も 美は しく 且つを 丢用 S 巧 ミミ# む •へを 祖田惡 を？ 症 Q 下ち gg 民は な S 孟を 耕し •法律は 義巧 によ 

つて 確立され、 商業は をえ、 一切の 巧 柔は平 か 的に 含まれる ので ある OJ 
クラゥゼ ゲィツは いふ — r 本來 の 凄に おける 兵 巧とは、 冀 の 手段を ば、 H 爭 において •用 ふる 巧で ホる •そして 
巧々 は、 それを ぱ 、用 お (Kri 這 昏旨 をのを たもつて 卞 るよ DU 上に 迸 切に きで えない OJ ちそして また 巧に 『兵 巧 
は、 そのを 商の 立 堅に おいては 賽 とな ミボ が、 もちろん、 それち 蔓义 ♦たまく 代りに、 ♦我を 巧ム ところの 巧 
おで ある。 CQ 見 貧が へぱ •大 さを 霎望件 養 か、， 0 も es する 計 g は、 磬 忆軍累 なが g £5 をで わる 

とい ム考 へは、 がし 巧き もので をる ばかりで をく、 ホまで さへ ある OJ 

かくて クラゥゼ ゲィツは、 兵 巧の 梅 念を 巧に 巧み 巧く がして ゐる〇 何 ホなら、 用 おは、 常にを® 爭遂巧 上の 巧 一の、 も 
ち ろん ホも强 力を 手段 セる もので をる から》。 ボが 彼は まち 用是 、爱巧 巧に 巧す る もの か、 モ たもみ まは 手工 I 
の巧巧に苗するミわミム問ほ、 ナミち4かい驚{>いかいいわ复かか&い护が{1,?^か忆巧ぃて萎べ*サホるか 
とい ム巧 巧を 巧扭 して ゐる〇 この ホを の もの (巧 李 手工 索) は、 をが 彼の 拒を 卞る ところと なつて ゐる〇 それは 巧* か t 


紀 Qn ン •トツ チェリの 巧 合に をて はまる にす ぞ をい。 ザが、 巧と いふべ を かまは をと いふべ を かは、* 巧め に 巧き かける 
方面 か、 まは 探究し 認游 する 方面 か、 モの いづれ の ホ 面 t おお 卞 るかに 巧存 してね る〇 恰もが 術と 芭ホ とが 互に ホ 立し 旦 
つ 巧が 蹄して わる かく、 お 巧と 兵み もがる ので ある。 ダが、 クラゥゼ ゲィツは、 をが に、 用 おとは T 人類 巧 巧の】 巧爲 J 
であると いふ 巧 かに 迸 切なる » をに 到まして ゐる〇 こ、 ではを 早 や これな 上 この 問 趣に 巧れ まい 〇 何せなら ぱ それは 度 巧 
的に お 息ホガ から ガ。 

用み は、 ギリシャ 語 Q sstrategss (说 帥) から 來た 我が ( strategic ) 夕一昏ミ己〇一— (お 帥が) とで も 課 ナベを か 

! と戰巧 (Taktik) とに みたれ るで 

な來は •吸が のな をは、 おんど 春ら 陸 載に のみ 適用され T 陸上 我が J と考 へられて ゐ た。 そして C れと 並んで T 海上 取 
か J が 南 ぜられ た。 ならばを 日は 更に r を 中駐が J が 論ぜられ をければ ならめ であらぅ or 巧が J をの もの、 憤を は、 それ 
ホに、 令 日では 從來 よりもむ い 巧く 巧し をければ ならない 。すなは ち 巧が とは、 陸、 おおよ ぴ をを ならびに それらの 巧* 
の 部み の 作賤的 協同を 巧と 解され ねば をらぬ。 な 下に 說く ところは、 ホづ 第一に 陸上 巧が (巧 保 指 巧 立 eerf 昏 rung) ナ 
なは ち陸ぞ およ ぴ これとの 直接的な お同活 政に お成されて わるを 巧の 使用に 閲 してね る。 ガが •モれ は —— 用 おのな 念視 
をを よ ぴ巧本 法則が 問 猫 セる おり i お 上 風が およびを 中 巧が にもを ては まる もので をる 0 

巧が は、 かくて、 その 大 なる 關聯 にたけ る 用み のを 巧 域、 特にを ぞ およ ぴ諸部 おの 巧 互 的な •そして ま セ 風 争の 軍 巧の 
目 おの 達 巧に 閒 するな 動 (作 巧) を 包を する もので をる 。かくの かを、 そして 同時に 一巧に ホ 扱され たるな 念 おちを なを 
する ことは、 C れ まで 何人に よつても 巧し えられを かつ セと ころで をる 〇クブ ゥゼヴ ィツは、 段が たば T 戲 ホの 目め のた 
かむ盼脚をがが^^むかへ (戸す&レと巧んで居り、 グナィゼナゥにとつては》 喊がは、呈閒と時閒とのが測.1 であり、 ジ 
か 二 篇 « 冉 巧 一. 



オミ 三に おへち r 大 ホを 巧裝」 に 動かす 巧で をつ ち モルトケは •巧 巧を ば、 「手段 (をを ミ e) の 一 ほを と 巧ん》。 — 
をれ は •巧を である .H りは 巧ろ r 知 逆の 巧 除 生 巧への 巧 用で あり、 常に 蠢 するな 閒 なに 適 巧し つ、 最 巧の 指 巧 的 ああた 
なな 的に お戍 する ことで をり、 最も 围 巧なる 諾化 件の 巧 お 下に おける 行 おの 巧で わる OJ 

をの かく、 そ §4 忆 、セ 所 S 閱な £ いて 特忆曼を 乃至は 支 誇 K 見 文る 風 略 方面 Q みが 明示され ては ゐる 
ち おし 完を忆 盡く矣 巧を s 巧は 一つ も 巧 へられ 5 ない Q である。》 が、 それは また かくべ から ざ， 0 もご夕 
思へ る。 

載が と 相 並び 同 S 萃蹇を もつ 巧み 上の 一部 鬥 として 戰巧 (諮が 4) が ある。 哦 がを 大 塞、 蠢 、時間の 雲ガ 
とするならば’ 戰 巧は， これと おな する 側に ある —— と クラウゼ ゲィツは いつて ゐ る。 巧 巧とは、 波に 從、 ゴ 、「斬 かいい 

ける 載 男 達 £ こで をる。 この 裝ち をれ は、 受の 武器の 巧 巧なら びに その 踪合舊 たもを ちわる 〇尙ほ また 
載 術は、 霸と 直接的 閲？ おする 駐 舅の 一切の 活 巧 特に 行ち—、 巧 5 よぴ 蒙に 巧は る もので あつて 一 こ 

れ にち’ 思 舅 Q 組抵 、霜 および 養なら ミ悅囊 S 寒よ S 醫力 S 持、 *らゅる蠢2 器、 囊 •巧な 

品の 調達に 巧は る ものでは ない 0 

我がと 累 との 間に 巧 防なる 一 おを がする ことは、 常に 困 巧で 至た し •且つち 除ち 一 世寞棋 にわけ るが かく— 
—巧 場を 含芭 契し •連沒 せる S に拓谊 さた おも 同時ち を 中 および お 面 下に おける 風 田な 巧が •なの 喊巧力 
によつ て 保持され 基を なろ 巧ん ど 無限に 巧大 される 巧を には、 ますく 困 巧になる であらぅ。 クミ ゼ ゲィツは いふ 
『我がは^ 巧 (巧を で)、 時® 禹 時) および 我 男 (そを U て喊 はる ぺ さを 規季る 〇ナ なは ち おがは、 この 

量の 規蒼 よぇ 幫 S2 志寞重 f— ミ凑 ず？ わ ミ」： トケ はを をみ S く i」 てゐ る— 


r 戰 巧は、 巧 おの 指が およびを おに おける 迅 あによ つて、 巧 破の 手段」. 巧が のをが せを、 巧 巧に 巧へ る OJ 巧に クブ ゥゼヴ 
ィブは かう もい つてね る 一 r 巧 巧は •孩 H を 巧へ ば、 そこに お 巧を 生 ナる〇 その 結 巧は 巧 利か 敗 化かで あらう 〇联 がは， 
これを とつて 巧を の 目的の ためにが 用す る OJ かく 巧が は •拽 巧に 巧が のま 段を 巧へ 且つ 同時に モの 任務を 巧へ る —— 恰も 
段が そのものが 政 おによ つて モの兩 をを 巧 へられる ように 〇ボが 他面に おいで、 政 おは、 そのために 衡く 道み たる 棋 がの 
結 巧に 巧を してね るかく、 駐が も、® 巧の 結 巧に 巧を して わる 〇 それ故に •巧を 上に おいては、 風 巧は 駐 巧の 上 化に ちか 
るべき e あると いふ ことは 巧 かで あり、 をた 棋 巧は、 棋 術の 巧 力に 從ム こと、 そして それ 化に 巧* の 巧を には —— ル ー デ 
ン ドルフが 一九 一八 年 > 西部 技 おに おける 攻 g 方向の 還 巧に をつ てを 現した かく —— 逆と をり、 風 術が 巧 巧の 上位に 狂 か 
るべき お 合が 巧に 巧々 ある こと も 確かで ある。 巧 巧 的 お 利を 巧 信す るを は、 もし 化が 岛が的 方面を 何を かゆる がせに する 
なら ぱ •敗北す るで あらう 。ダが、 ホ かなる 巧 倍を もたない をは、 巧 も々 も 巧 利を 巧 おする ホめ に、® 巧的考 巧に 巧 化た 
巧へ て 巧く やる ガ らう 〇 C のがに おいて、 個* の 巧 合に、 正しい かを を 巧 ふことは •將 帥の 巧で ある 0 

フリ I ドリ ヒ 大王は •おが 巧 巧を 巧と 巧つて ねたので、 なの 牺* の 巧 W の計晝 になして は、 より 夕く战 巧 的 巧 おに ま 酷 
されを ければ ならなかつた 。ナボレ オンは、 乂 巧 巧みを 持して ゐ セので •より さく 我がめ 見が から 行動す る ことが お 來た〇 
モルトケは ホの ようにを いて わる —— r 巧 巧 的が 利の がには、 巧 巧の 巧 求は ホ 巧す る〇 それ (《» の史 ホーは、 新しく 化 
られ たるれ 態に 巧な する OJ 

第二 章戰略 上の 敎訓の 源泉 
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ナチ K の 巧が 41 巧 巧 
クブ ゥゼヴ イツが 樹立し ようと 企てた かき、 一の 巧 ホ 理論、 すなは ち お 巧の 巧 巧は •常に、 巧 面目な、 巧みめ を 思惟を 
動の おるべき 巧を でを らう 〇 それは また それで 思索への 刺み とを る ！ ザに ぞくの お 帥 達は T 巧爭を J のを » わらが 訓と 
知識と を 汲みな つたし •今を も 依が としてを みとる でを らう 〇巧 々は、 このま 作 fc 夕つ ては をらない でを らう 〇 しかも そ 
れ のみでは、 將 帥を 餐 巧す るには 尙は 十々 ではない。 何せなら、 軍事的 知識 および 能力は •理訟 の 上に 築かれる のでは な 

くして、 クラゥゼ ゲイツの 著作 もを たそうで あるかく おおの 上に 第 かれる もの ガ わらで ある 0 R 巧に 巧され たる 

巧を です らも 大巧は 十み ではない の だから、 他を の 巧を や、 尙 はまた 過去の 時代の ち おもを 考 とされなければ ならない。 
巧大 なるおが たちが 何を おへ •か 何に して お 利を 巧 得した かと いんことは、 常にち い 意を を 奋 してね るので ある 0 

ナボレ オンは T 巧大 なる 炼 帥と をり、 ホ 巧の お 巧を 巧 捏ナる セめ の 巧-の 手段」 と L て •載を の 巧 宛を 巧め セ 0 31 ク 
伯 辟は、 彼のを# r 將帥 としての ナポレオン」 の 中で、 明快 且つ 適切に も r 我 史の知 巧は、 をに 模 化す ぺ を適风 t お巧ナ 
ために セ r 恥いて 見る 必 巧が あるに す ダを いところ の货 例の 巧 巧では 決してを い、 ボが ザ 習に よつて 巧 巧され セが 神の 訓 
なは、 正しい 目的の 認巧左 不知 不斌 のうちに をぶ にし •且つな 前には 劣 君で、 無な 强的ガ つた 天 巧を ば •巧 化 サられ •を 
巧 的なら しめられた 力と する でを らう」 と 化べ て わる 0 

だから、 兵 巧の お師 としてのを ちのを 巧せ は 巧 ほで ある。 しかし、 人は その 限み たも 息敦 してわなければ ならめ I ナ 
なは ち r 風 巧は、 巧 まに 巧れば 巧る は ど •まナ 不必 巧と なり •同時に ま ナ< を 巧に 且つみ すぽ らしくなる もので わ 
る。 古代 諸 民# {の おた はを も不を 巧に して 且つを もを 强な ものに をかない OJ (ク ブサゼ ゲィツ)。 

とはいへ、 そこには •里 おお 巧、 を 巧. 巧 巧、 それから また 巧 巧 におけるが 速せ と奇 巧のを 巧 性、 等々 のかを、 モ代か 
らも またを 近時の 巧爭 から も 共通に 引 曲し うるち をな I と 巧々 はちへ る！ 用兵 上の 巧 本 巧 巧が 巧 巧と してを 在ず る 0 


しかし、 もちろん、 か、 る 保 本 法則が 適用され る 巧 合には •を 早 や ペルシャ、 ギリシア、 nl マの 取 争から 始める ことは 
てを ない。 何蓉 を諸關 なが 餘 りに 巧 化し 卞 ぎて ゐ るを ガ 。上 巧の クミ ゼヴ ィツの そを もを たそうい ム囊 であ 
らミ あらゆる 時代の 窠 事は、 その 時代の 特 皆を ちぶして が 巧され なければ ならぬ —— となは 要求して ゎる 0 「あらゆる 
壁 細な 事情を 捏 めて 讓 巧く 研究す る Q ではなく、 を Q 時代 忆 みを 谊 いてみ て、 大局 忆香 & る 眼を 注ぐ ミ忆 よつ てこ 
ちその 時代の お 帥を 巧 解し、 評 巧し、 且つを の 行動から をぶ ことができ るので ある 0J . 

髮が将 家 用兵 忆 とつて 有 基な らんと 言なら ば、 — そして をれ ミー SSJ 軍需 聲 から Q 養 S ホな 
ので ある 一 をは、 塞 詩が 巧く ような もので をつ ては ならない。 英お 詩は 圳の 目的を もろ それに あつて は、 蠢人 
或 ひは 個； 部な Q 慧 が、 襄 陸離た る、 調子 商い 裏を もつ て 語られ、 巧 かしい 行動 5 いて Q 馨 、逊ま Q 塞で 
おする 貧 敬、 島民 およ ぴ震 s 々£ する 信 括 Q を Q 蠢 が、 曼 S 値と な 0 うる S を ミと 含が 愛に あつ 

ては’ むしろ、 一切の >j とが どうして 起つ たた 詔なる 目的が •か 何なる 手段に よつ て 追 まされを か、 その 目的は 巧を 
され ホた まは 達 巧され なかつ たか、 そして その 装 合には、 敵軍 およ ぴ巧方 のぞの 適切を 或は 閒を つた 霞、 採られた 方 
巧の 完璧 さまは み陷 、お 帥の 自信 或は ル 巧が か 何なる 役が をな じた か、 そして また I これ も 即 がいを おな ことで ある I 
弦豎の 巧け る 巧 巧 まは 战阔の 拒を およ ぴ最 をに — JJ れは 個々 の裝 合には 5 巧 敗に み畜 であるが — ま 法が、 か 何 
なる 程度まで が咨を 巧へ たかと いふ ことを、 が 細なる 事 巧を もつてを 礎 づける ことが 巧涵 である 〇 これら 一切の ことが 巧 
巧に なつて 巧め て かがを 爲 しうる Q ザし •また かくして かがしな けれ ぱ をら をい Q でを る。 そこで、 i ジナ ミニは ナポ 
レオン S 兒を說 巧して こうぃつて ゎる — r 健を &るお 判を つて Q み、 憂は’ 技爭 SQS である JO かがは おえ 
目に 巧さなければ ならち 「巧 動ずる ことは、 をから おが 卞る よりち 比 巧に ならめ は ど 巧 かと。 そ 装から、 ♦巧の 
をち 度 巧 qi 



十 チ K の 巧 争を 四 お 
渦中に をつて 自ら 決 巧し 且つ それを 遂行すべく 命ぜられ ホを にと つては、 事件に 巧す るをから の 巧 « は、 ホ r 巧に 值 巧を 
一打 爲 ダと 映 じぶ じ I と モルトヶは いつて ゐ右〇 批判は、 r 常に 計畫囊 の 性 巧 J を もつ てゐ るち エ1 ルツ エン (oe き n ) 
はいつて 方る —— 則の 巧 巧を とつた 方が ョ. リ 効果が をつ たらう、 とい ふま 張は、 常に おを 的た るに 止まる。 巧 か をら、 C 
おにょ る 唯一の みを 的な 巧 巧は なし 得ない ガ らうから ボ〇 それを 巧な にょつて 證明 しょうと いふ 企ても、 巧 おに 陷る であ 
らう。 もし 巧に 一方の 側に 巧して 異 つた S を認& るを らち そ Q なに 巧しても また •その 誤？ 量す る ミを 認めな 
ければ ならを い。 ダが、 それに も 巧 はらず •か、 る 種 おのち 察 や巧究 は、 巧い 巧 値の ホる もの ボ〇 モれ は、 否を めを 酪巧 
やかつたかおりに8^しない限り、 反ちを刺巧し、 巧かをらしむる作用を巧する〇 
あらゆる 巧を は、 巧し い 現み を もたらし •かくて また 巧 得された ばかりの 控 おを ば 将來 の裝 をに 有用なら しめる かお t 
もたらす 。それは 充み 間に合 ふょうには 仲々 ならない が、 しかしを ダ进 ぎる ことは、 た C 誤れる 結を に 到 ましが ち だから 
ホめ なけれ ぱ ならめ 0 この ことは、 軍の 指 巧を が 自ら 旣 にち お 巧みと なじて わるょう な 威爭の 巧ち なにも またを ては をる 0 
それらの 巧 おおは、 極めて 巧 本 的に ち 巧され 且つ 理 がされない 巧 合には、 危 おを 包 巧して 居り、 自由を 眼を をら し、 わ# 
を 明 巧なら しめず して、 ホ 入 見に 陷 らしめ る ことが をる 〇 特に 巧大 なる 戍巧 のをには、 しば^^せ 念に、 巧ら くは それ あ 
つて 巧め て その 巧 巧を 可 巧 化ら しめ セ かまは みく ともち 巧なら しめたょ うな 巧 巧 t 巧が にがが 卞る こと & しに、 がられた 
行動を ば模 巧と して 揭げ がちで をる。 それとは 反 巧に、 人は •失敗からは •をれ や これ やの 巧を 不巧 能を と 括を にを 
» する らしい 〇 ナポレオンに 巧いて、 ホの ょうにな ぺられ て わるのは 注目に おひしょう 0 — I 彼は、！ ■熱 巧に 曲り 立てられ 

て ゐる披 。巧 そ Q 星 蓋る Q み ミ S — そ Q 島 望せられ た 時、 替迅 巧」 セ かも 努な S 葛を 换 討した OJ 
巧 得した 寡 S 含 己滿舅 至は 菱§0据 養 養では なく、 こ Q 爱な &薑 爵 g 方法 C ちち S をに 巧 



ぐので みる 0 

世巧大 弦のを を、 わら ゆる 巧々 の 陸 巧は、 正にち おされた ばかりの ホ材巧 (saterialschlMho t 伴へ る 巧 巧 巧の が宙下 
に 化つ セ〇夕 くの 訓令は、 一面 的に そのが 巧を 巧け た〇そ のが 巧から 巧び 悅卞る ことは、 徐 4 {にし か 巧 はれな かク た〇特 
巧な 場合を 一が 化する ことは. 活 めて 巧 里に おけを ければ ならぬ。 み 巧め 巧 如が いが か 凱 か •大巧 •義か 巧々 の 巧 合を 
兑 おする ことによつて のみ 巧 巧し うるので をる。 我 時に おける 偉大な 諸な おのかく のかき 注を 巧い 利用の 模 巧は •今尙 
は、 クラゥゼ ゲイツの r 巧爭を J が これを 示して ゐる〇 ドイツの 陸 巧 訓令 —— それは、 巧々 も 正しくを 謝して はねな かつ 
たが、 その 巧 本 思 おに わいて は •彼の ああを 主を としてね セので ぁり、 を 日も尙 はそう でぁる I は、 なを# 巧し つ、、 

彼の 系が を 引を、 を 段を 巧け て わるので ぁる。 ドイツ 陸 巧は、 ^ ぱ {ま 張され てね セよう に —— 南阿 棋爭 •日 »践 

爭 、バルヵン 巧 爭の諸 おおを ちみに 利用し なかつ たとい はれて わるの も •みして をつ ては ゐ ない 0 用兵 上の 新 現み は、 巧 
あされ セ王官 たちに より、 時に 應 じを ちに 報道され セ〇ガ が、 これ t 中央 ョ la ツ パの 用兵 閲 巧に 巧 巧し うる やる やの 巧 
巧は、 巧 本 的に おがされなければ ならな かつた 〇 そして それに 巧 じて、 もれら の 巧 巧を もまた 利用され たのでぁつた 〇ぁ 
れや これ やの がに おいては、 尙は夕 くの ものを 引 巧し 得 セ かも 知れない でを らう。 しかし、 世が 大巧の 巧、 ドイツ 陸 巧が 
西が 弦 おなら ぴに束 巧 巧 おにたいて 得 セ 初 巧の 作 巧 上を よ ぴ孩巧 上の ホ 巧は、 巧々 が 何ものに も •なかんづく 上 おの 棋ホ 
に 自み參 加し 彼等 自 をい 巧を により 卓越 甘る 巧 力を 巧 待され で わ セと ころの 巧 困 人 およ ぴ ロシア 人に も •遇れ でね を かつ 
たこと を 話 巧して ねる 0 

そこで 巧爭の おおと いふ ものは、 巧 退へ しお あへ し 新しく 爲 される ためにを 在す るの ダ、 とい ム巧 肉な 义 なさへ も 

をつたのミ 戰たの巧究が不充ミ結果' 卞なはろ ^|歡4歡を、 か繁和がのたろ 巧に夕ぇをぉが 我爭を 
を哀 A A 里 



ナナスの 巧 ホ il 内 八 
行ム をに をく かられて 居らない ので、 同じ ことが 钱巧も 巧し く 巧な へされる といん C とは、 をく 當 がな ことで ある 。しか 
しまち 巧 件の 同】 性が をに ホ 巧め にすぎない こと も同铁 に*々 ある 〇 それち 夕少 ともな 格の ある 批評ぶ ち 古いを 則 
まは 肯 つて 得られた おおを ば、 またしても ななしな かつた とい ふ 風に お 巧す る ことがある けれども， しかし、 現 巧に おい 
ては •か、 るお賠 は， その 化 態の 下では 利用 する 可 おせが をく をい ので ある 0 

巧 A は、 行動し なければ ならを かつた し 且つ 必裝 なおを には、 あらゆる おおに 反しても、 健を な 人間 理性 fc もつて、 生 
起せる 化 態から を まな ものを 作り 巧そぅと 試みなければ ならな かつた。 

岛爭 のぉ來 巧は、 いつでも 、新しく、 異つ たおを を 示す ものである 〇 それは、 非 巧に かおな 頭 巧 によりち ちされ 且つ 十 
かにを 巧 づ けられた 何等かのを 說の尺 巧を もつてしても 決して 測られ 巧る もの C はを い' 〇反勒 に •それは、 わくの かき お 
おから のみ 引きな された 智識の おおさを 巧な へし 檢 がし、 み 巧に 應 じでは、 これを 是正し ホは 補足す るた めに 巧 立てられ 
ねばならな いのでみ る 0 

第 I 三を 諸 見解の 發展 

巧 _ 巧 巧 本 度 巧 

戰 がの 一定の 根本 法則は •陸戰 にせよ お 我に せよ 空中 棋 にせよ まは C の 三一 をを ひつくるめ たらのに せよ、 あらゆる 時代 
を 通じ、 あらゆる 化 化に 巧し、 同一で ホる 〇 それは、 クラゥゼ ゲィツが、 モ のま 書 「巧爭 が J において， め 百年 もがに、 
フリ ー ドリ ヒ 大王、 ナポレオン およびが 巧巧爭 にを を •桂め ておい 思索の おお、 今日に 至る まで それにれ つてには りぅる 



ものが】 つも おい ほどな 巧に 巧 立して ゐる〇 

巧 想 かな 軍 おの 膨龄 およびを 巧の をら ゆる 進 ホ も、 を 日に 至る まで •彼の 著 窗の巧 本ぶ a を 巧が ナ ことが 巧來 をかつた 
し、 将來 といへ ども おがしえない でを らう 〇 クラウゼ ゲイツのを 說 のみ 遠の 法則は、 たと へその 適用の お 態が 巧 化しよう 
ともを 搜 し、 そしで 巧爭の あらゆる 果合 においで、 彼の 特 巧に 從 つて 1 され 且つち 巧され なけれ ぱ ならぬ。 かか 龄邮か 
の狐滅 は、 を离 の、 それ故に 第一に まがすべく 巧 力し なければ ならめ 目 おで あると いふ C と、 それを ま 巧 ずる 巧には、 巧 
一に、 を お 的に、 巧 二に、 み定 的な 朵巧 において 、ホ！ ■'化 來る ポけ强 力で なければ ならぬ とい ふじと、 そしてな のま 力に 
おする 攻黎 》 しかも 側面 および 背面に 教卞 るな 巧は、 それが 戍巧 卞る裝 合には、 正面の お 利よりも ョリ ホを 的な 作用を ち 
するとい ふこと、 それは、 追 g により、 敗を をして •席を のちを に 服從サ しめる まで 降が をが 大 せしめる に 足る といん こ 
と •これらは' をら ゆる 時代と あらゆる 化 態に 巧し をを 性を 有した し •府來 もまた 夕を 性を 巧 持す るで あらう ところの’ 
そして また 巧に クラウゼ ゲイツな がには、 何人も かくの かく 理路# 巧と 展 巧した ことのを い 且つ かくの かき 明かさで をな 
した ことのな かつた 巧理 なので ある 0 - . 

なの 致 岡 力の 巧滅と 並んで •クラウゼ ゲイツは •お 利の ための 手 ほ t 巧 巧に 虫め し、 第二に、 化の 西 ± 、をが •か援 お 
をの 占領 —— ガが この 目窃 へのを 上に おいては 敵の 風 岡 力と 巧みし をければ ならめ —— 巧 一二に、 巧 おの 巧 得 (なのが 神 的 
反抗 力の 巧が】 C れは T 大 をる 巧が により、 を セな おの 占領に よつて」 速ぶ される を 巧げ て わる。 

かくて、 あの ま 力の ながは •依が として、 あらゆる もの、 をな である。 政爭を 巧の 非 巧 巧 的 手 ほ —— すなは ち、 巧 治め 
じは、 同盟を を 巧 巧し 巧は 巧 反せし める ことにより •巧 巧 的には、 板 入 品を お 断す る ことによ る風爭 遂行 —— は、 クブウ 
ゼ ゲイツの ちな にわいて は觸 れられ てわない 〇 か、 る 手 ほは 遂行 ホん とする 巧 力 的 おみが' 遲 巧す るか 巧は をく 中 括ず る お 
巧 二な R か 巧 化 



ナナス 田 R ホ a で 0 

をには、 大きな 意義を 獲 料す る 0 

化の 度 舅 S がと .S ふ AJ とち クラゥゼ ゲィッは、 みして 胃、 3 を もつ てず る擎と C ろな を 殺 養 C 巧 巧と 巧 
したので はなく •敵を してを 早 や 致 岡を 链简 しえない 化 鹿に 陷ら しめる ことを なつて ぶれり とした 〇 これを 建 ホず ると 6 
に、 なは 次の ことを 巧 求す る —— ナな はち， を 巧の 巧 力を もつてする お 兵力の 巧 注、 ま 巧 打 巧のを めの が お •巧 巧の 迅を 
わよ びそれ による 巧叟 •を 茵の椅 力を もつて ナる巧 得の 巧 巧の 利用。 そして この場合、 彼に とつては、 第一の 巧 求の ホ 化 
が、 顶を 一切の もの、 を 礎で ぁる 0 

ガが •クラゥ •セ ゲィッは、 随の風 巧 力の 溜が による 軍を めな 服と いふ 巧 桂 的 目 巧が、 がが のか 何に よつては 速ぶ しえ を 
い —— 或は 巧々 をして 附言させる なら、 極めて 大きな 巧を または 危 おの 下にの み 達 巧し 得る I 巧 合を もち おして 方る 0 
この 巧 合には、 ホ 巧を 避け •我 爭をぱ 、部分的を 巧を 結合せ る 巧 祭 まは ホ 後に が 粹な巧 魚に がかげ^ 巧く ところの 巧が も 
生じ 巧る。 こ 2 合、 P シ 7 答け るが かく、 墓 S ため Q 寞 なる 孟 がな 在 I 且つ 幫 の 惡を問 趙委る ことなく 
一時； & に それを 放窠 しぅる ミち か、 る 行 故は 特に 効裘 ぁる ダら ミ それは •一八 一二 年の ナ .ポレ オンの 遠征を 挫が 
せしめを S をつ ちか、 る 場 倉は ホ 方 Q 思两 力を 保持し •な e 風 因 力を 南耗 で— よぅを 巧 力 2 方向が とられる 0 
しかし、 この 裝合 にも、 巧を 的な 巧爭遂 巧に 移る ための がな 件を がり 巧し* を 後に 巧 巧を 目指しつ、 ホ棋を 試みん とする 
S は、 蒙 I として 存 巧して ゎるので—。 ガが •大巧の 場 今 持久 的 行なは. かが 的關 巧を かんづく 政治め 巧 巧の 资 
化. 巧力閒 なを 改苦 すると C ろの 同盟を の 巧 得ず は极 側に おける 同盟を の 巧 反を 望みつ、 •一が 的が がを もつて 巧 化しを 
ければ ならぬ 〇も しか、 る 巧适が おい 時には •た r 粗に •巧の 目ち の 達 ホを 巧げ ると いふな おおめ 目め のみが 巧り、 はを 
して その 目ち ま 巧を 巧を せしめる まで •すなは ち 弦 面を 放 巧す るまで、 巧® 的 わよ ぴ巧 神め に 巧 巧させる だけで をる 0 



巧の 征服では なく、 その 兵力の 巧を により 巧を 困 猫せ しわん とずる ところの か、 る 用兵を ば •ハンス •デル プリ A ック 
は、 クブ ゥゼヴ イッの 「巧滅 載が」 (ziedeweli きち St3t 為定と 教稱 して 「おお 載が J (田 rnwttunwss ミす を) と 巧ん ボ〇 
この 形態に わいて は、 ホづ巧 一に •自 軍の あ 小を 息 鼓して、 巧 桂 的 目 拐を 放 巧し •放が その 目 梧を 達 巧す るのを 巧げ るガ 
けに 巧を するとい ふ 用 おの 巧 括 的 方面を 見る ことによ つて、 巧々 は、 これを 認めうる 。だが、 「巧耗 ©が J とい ふ 表現は、 
お锁 された おを におす る飢 俄を ぶは おに 巧 泊せ るち 换の お锭較 に似て ゐる 化べ ての お 合、 すなは ちな が 政 冶 的、 巧 ：举め- 
およ ぴ経巧 的に ル ホから 楚巧 されて 居り、 これを 降服せ しめる ことは セで 時間の 問が ガ とい ふようを おを にも —— もし、 
か、 るか 態 そのものを も 巧に 敵の 巧 岡 力 Q r 巧哲と 同一 威し ようとし ないならば —— 適用す る C とがで をる ガ らう。 ダ 
が、 か、 る 同一視は 必ら ずし も 適切では ないで あらう 〇か くて 巧々 は •フリ I ドリ ヒ 大王の 敵が 揉つた かき、 或は ル モル 
トヶ が、 一八 わ 0 年に メッッで バゼ I ヌ (田 saine) のをに 對 したが 如を、 巧 中、 イギリスが ボ ー ア度爭 における 第一 回の 
失敗 後に 採つた かき •また 世 巧 大巧に おいても 聯合 闽の制 化の 下に 中 巧 緒 田に 致し 用 ひ 得られた がかを】 つの 行動を おへ 
るので ある。 か、 る 場合には、 時の 稱 巧が 自巧 にお 利に ならず して、 巧ろ ながに 有利に な 0 て、 欺 巧を する 危なが 常にな 
在ず る。 巧す るに、 巧 お 風が は 巳む をえ め 手段で ゎり、 從 つて 巧が の 巧理 である。 何 かなら、 それは イニ シア テ イヴの 放 
おであるから ガ 。巧々 はお 巧 我がを 餘 おなくされる ことは をる が、 しかし 巧巧戰 がを、 巧が 巧が と 並べて 同 巧 値の ものと 
する ことは 化來 ない 。何故ならば •化 來るボ け 迅速に して 且つ 完 をなる 勝利は、 i クラゥゼ ゲイッ も おおへ しがへ てた 
るかく —— 用兵のを 商の、 それ 化に 第一に 巧 得さる ぺを目 巧と 巧 巧され ねばなら ないから ガ〇 

クラゥゼ ゲイッに より 掛 立され ホ 取が 的な 勘の 巧 本を 則が 迹用 される お 態と、 個々 の お 合に 巧な しうる 限 巧とは、 時閒 
的に 生 おず る諸閒 なと 共に 巧 化する と C ろのを なをる か 態に 巧を する。 

ホ ニ 巧 《 吃 五】 



ナナスの 巧 ホ 含 五 二 

それせ ち 大巧の 寞 なる 豁 が、 を 夏 塞から 生じた 是 のがな 的 目的の ために あら ざれち I お 的な 戰爭 の經搭 
ぶは 羣£說 を さか & かつた S 、 かして 不思 18 ではない。 雪 G が おを、 後囊 Q セを そ S & をが 訓的忆 が 巧し 

たフリ I ドリ ヒ 大王は、 一の 例 ルで をる 0 

用兵に 關 する ナポレオンの 見が は、 ジオ ミニが をを 衔 たち それは 彼のな 手た る クミ ゼヴ ィッ もな 說 しち この 
おでは 力！ ル 大公の み 力 自ら 巧を とつて 基いて ゐるゼ けで ある。 ブリュッヘ ル および グナィゼナゥは 何もを かを かつ 
ち モルトケ もまた、 S 勒おに 必要なる 訓令 S みに 止まつ ちな S 本靈 2 的な 說は 、彼の ぉがに I をして はゎな 
かつち 何故なら、 波は’ 臺に も、 若干のを 遇受 a なる 兵 巧 g 巧 則 Q を か 倍 じな かつた からだ 。をら の 巧 則を 理論 
的に 確を する ことは •彼に とつて は餘 計な こと、 ち へられた ので あつた。 何故なら， 巧 事 行動の 一驚 則は、 なをなる 人 
間 理性に とつて 自明の ものである とちへ たからで ある 〇 巧に 述ぺ たように、 をが とは、 化に とつでは、 「手段の 一巧 系」 で 

をつ ちそれ 故に、 彼に とつて は、 ホづ 5 に必 - f ものは、 何等かの SS 養 哉では をく して •ホら ゆる 個々 の 巧 
合に あ 利な 舅 おみを 繁ナ るた ろ 島に 合を した ミを 爲 すがで 堇 た。 何 かなち 巧に 羣裝 のみなら ス這 

の 場合に 使用され る 手段 もまた、 その 持々 に 其つて ゐる ダら うから ボ〇 

r 戰爭 におす る 翼が、 をら ゆる 場幫當 ては まるべき ならち それは •お ホに おける がかく •等しを のを 加 へれば 等 
と、 といを 理に絡 小す るで あらう。 もし それ 堂の 襄を 持たせよう とするな らちを 個の 新と 關 なは、 それぐ 
一の 新しい 例を 震す る ミラ。』— ち 彼は' 一を 0 年、 謬 SS する ご 一； (3。 晏) 《契 提巧 
された 時 S い セ。 モルト； 「棋爭 を rKl ■量 ehs 5 は •彼 Q 霉巧笔 、慧霎 S ナ & SS 巧 寒より 出 

來 上つた ものである 0 



シユリ ー フ ユンは、 彼の 巧 本 あなを ば、 た ジ參謀 本が の將 巧の 巧 巧に をつて 巧 巧に 適用し •その 巧を 巧 任して なには、 
巧 巧の 硏究 •を かんづく 彼の 『々ン 本」 rcannae-o にを をした r けで わつた。 巧 争の a をた ぼ 立す る ことは •彼に とつ 
て も、 おんど 全く 閱む おとなら なかつた 0 

世が 大 我の 經 おを 評 巧し •利用 卞る ことは、 すべての 大軍 西に よつてを 手され でゐ る。 ザが、 一八 セ 0 1 七 一年 後に 
おける がかき 爭ム餘 地な きお 論は •ま ダ おて わない 0 

巧 三® フリー ドリ ヒ太王 

大王は、 化の 巧爭 たば、 を 巧 的に 且つ ほの 巧 主に おいて 巧は うとな しち S をなる おおに ぶ ミ 化は、 七年棋 ホが おの 
五 年を に •ホの かくまい ホ。 —— 

「大規模に 仕が まれた 晒な 計 巧は •疑 ひもを く、 をを の もので ホる 〇 何故ならば •その ザ行に をク て、 不可能な K が あれ 
ば 直ぐに おが 附を 、ザ行 可能なる ものに 阪局 する こ にを るから ガ〇 かくて 人は、 小規模の 計畫 I それは 何等 大きな こ 
とを 巧し えない —— たもつて する よりもな 上の ことができ るので をる 。その 一例を みげ よう、 —— 巧々 が ー セ 五 七 年に ベ 
1 メン忆 進入し セ 時、 をの 計 巧は、 一切の ォ ー スト リア 巧 おを ば、 州の る 巧から 中央へ おひ 巧め る ことで をつた。 か、 る 
巧況の 下にを いては、】 のみ 棋 は、 巧爭を ほの 巧 なをみを する ことができた J。 そのみ 厨 ゎが 利に 巧くならば T フブン K 人 
は， ブィンを はえて 進む t 巧へ てし をかつた であらう 0 B シア 人は、 ク I ル ブンドの 巧に 止まつ たで わら ゥし •ゥィ ー ン 
なをは、 巧 巧を 命令せ ざるを 巧 在かつた でを らう 〇 か、 る計宙 は •必ら ずし も 常に 巧みと いふ わけでは ない 〇 しかしを が 
ら 、それが 巧み ナ るなら ぱ 、それは 政を のが 化を かを する 0 …… か、 る 例は、 巧 巧と しなければ ならぬ 0 巧 巧が か、 るが 
巧 一 忌* 巧 む 己 



ナナスの 巧が 6 お a 
をを 立て、 そして 幸 逆にな まれるならば、 巧 君の 化べ ての 巧 力は 巧 はれる でを らゥ 0 J 
大王は •實巧 上は、 わ、 る幸述 にな まれる ことは 割合に 少 かつ セに 拘 はらず、 化の おおの お 巧を 右の かく 巧いた 〇 
玉 ルン 及び フランスと 同盟し •シ d レジ イェン おょ ぴパ イェルンから 巧 中 的に ウイ I ンへ進 巧した】 セ 四 I 申の 化 ごよ 皮 
が « は 、巧に、 みを 的 打 巧を 目 おとして ねたが •しかし、 なお 的が 勢が を 化した ので、 それは 實 巧され なかつた 0 】 セ 正 
セち コ1 リンの 戰 は、 巧 力 的 巧滅が 巧を お 結せ しろ かくて 忌 巧の 正規のを 蚕」 (•ご？ フ；) のを 端と & つち 
み 取 的な 薄滅作 政は •ホぎ にがいた 畫 間の 我向關 なが 晕ゃ こを を さなくな つた 0 7? ドリ ヒ は、 薑が をく 巧ち 
的 地 化に 巧し 込められて ゐ る？ 5 ち 彼は、 备 がの 巧に 勒し 個刖的 巧？ 巧へ て蠢 せおを する C とに ょり、 巧 
なに おいて、 劣 おのな におし •模範的に 巧 装を 巧つた or 小さな 巧を をち 巧せ ょ、 がら ぱ そのが 巧は 大きな ものになる」 
I これが その おを の お 巧 お あで をつた 〇 彼の 目 巧は おを なく お 局せられ ざるを 得なかつた 〇 しかも、 そ 也な •巧 巧の 卜 
ナ 限り Q 大 SW を 巧 持」 てむ ちか、 5 モ 法で 西爭を 解み ホを 卞 5 見 透 は •持，^ ど設& 管を かつを、 したが 

は •巧々 さへ あれ ぱ •或は 西部に わいて、 ずは シユ レジ イユン において、 或は ロシアに 巧して、 み 巧の 棋两 t •巧 巧 的 あ 
おに 巧 かぅ と 巧め ちみ 載は’ 彼に とつて は、 西 争を 巧の 5 のみを 的 手段で ぁつち 巧は •巧が 的 勝利を ば、 ち 巧の、 
を も 巧 力し 甲 巧 Q をる g おと 見ち しかも 彼忆 とつて は、 「單忆 を 打ち負か 卞 たを 爵 を行ム Q ではなく して、 その ホ 
恐を 巧は ナ しては 妨菩 される であらぅ と C ろの 計宙 をお究 する ために 我 田を 行ム」 といん のが 巧 則で あつた 0 

ガ が， 放の 巧勞 が、 用 おに 關 して 抱いて わた 大王の あおの 巧 巧を 田 巧なら し 》 たのみで な〜 時代の 關巧 もまた 化の 獲 
お の 自由 忆が 限を 加へ た Q でを つた。 大王 Q 我がを 理おナ S たを は、 を 時 g 馨 Q が 件 t 明 巧忆し & ければ ならない。 
お 的に 雲の 軍な ( a ィ テンに をいて は、 才 i トリ ァ の 九 巧 人が 巧に を巧披 巧に まして わち おょ ぴま閒 の 巧 ま ミみ 



日では ョ la ッパ においで 巧ん ど おがして わる 作® 巧 おせた 提供した 〇 しかし、 それを が 用卞る c とは •かく おられた 程 
巧に おいて 可能で をつた 〇巧 おは、 大部み •が 兵から 巧つて &て 、その 中には、 勒 巧を 强 制されて ゐた夕 なのか 苗 人が 居 
つを。 この 巧 合に おいては、 进 t は •今日では を あにち へ 及ばない ような 巧 削を 巧 じて わた 〇脫 走に 掛卞る 巧 ホを 爲ナこ 
とには、 夕 くの 巧 用を おする し、 これを 訓練す るには 長い 時間が 必巧ガ 。かくで •巧 普のを さうな 風 巧を な 巧し、 完全を 
るみ 巧を をなず るみ 巧が 困難なら しめられた 。をれ 故に、 を 時の お 帥は •しば f 巧 動に より、 放を 一の 陣地、】 の 巧 
方に お 迫す る ことを なつて 滿 化する にす ぎを かつた。 お 帥た ると 同時に 王だつた フリ ー ドリ ヒは •時代の 尖端を 切つて、 
一の 例 かを なして ゐた〇 

巧な は、 巧に 逃 t をが 巧す るた めに’ 進軍の おには お 格なる 换伍 t なみ、 陣を にわけ るか 止のを は 巧 巧に 集結され わて 
なければ ならなかつた 。なの 近邊 においては、 不 勘の 戰巧单 備の必 巧が をが か、 るを 思を おおした 〇 それは、 大王に とつ 
ては、 特に 彼が 敵地に おいて 巧爭 をを 巧卞る 場合 •彼の おに とつてよりも； をに 必 おであつた。 何故なら、 化は、 化 巧 わよ 
ぴ替 巧の ために、 大巧は 故よりも を かに 招裝 してね るい 巧 除を 有して ゐ セからで ある 。巧 巧は ― ^ 巧々 のか 0 でね るかく 
—— 巧 大な巧 線に おいて おんどを 主にち りお 段を 巧 超す るので はなく •無 眼に 巧く おえる 裝 巧に おいて、 餘り夕 おで もな 
い 巧 巧が 巧 おしては に 致し 巧 おする か、 まは お陣 したので あつた。 俩方 或は 後方には、 徑軍换 ご dchsTruppcn ) のか 
に、 巧 や 山路を 楚巧 するとい つたよう な特 巧の 目め を もつか 帷 された ルが 採 (巧 睽) が あつ セ〇ガ が、 それは、 巧を にわる 
かを はお 路を 占領して 石る とかい ふので はない 限り、 自己よりも 强 力* 進 巧し 來る 巧た、 一時的に も 阻 ムナる, J とはを く 
巧來 をかつた 〇何 故なら、 巧 巧な 兵 巧が をかつた から ガ〇 

度を のせ 巧 もまた 今日の それと 比較すべく もを かつた 。巧 巧な 人口、 比較的 かいそして 指ん ど 全く 巧 巧され たお ホ、 巧 
が 二な 巧 ft 五を 



ナナスの 巧ず g 五，、 

* か らおたら おら しい 道 もない 非常にを おな 道路ち 山 や 巧を なえる 手段の 不足、 山ち 巧 川、 池沼のは ホの 巧 巧は、 作 
弦を、 一定の、 道路交通 によつて 巧を された な 上に 强巧 ずる。 

化 兵 軍を 不 巧に ホみ に 摸を ナ義 要は、 一の 特巧 なお 巧を 生ぜし めた 〇| ‘ もし 一の 巧换 を挂設 せんとな ずるならば、 ホづ 
目をから 始めなければ ならぬ。 J — 美 王は をい ゐる 。しかし’ 給 まを 巧 立 する， J とは、 を 時に おいては、 たと へ 小が 
除と いへ ども、 困 巧な， J とでを つた。 围 かへ 化て 生く る C ちな かんづく 宿泊 おを は、 巧な を 常に 囊 的に おお 喜 てお 
を けれ C なら S 葉忆 よつ て •禁斷 S れてゐ ちを 哲 Q 夕 おな 脖睐は 貧しを をなかつた。 お めら れた夕 ぶのを お 
なを 急速に お 振す るた わに も •をら ゆるが 提化 件が かかして わた。 それ ポ から、 巧め 进られ たを 巧を 巧り としたし， その 
設立の た；® には、 養 並 ぴに水 お (奎 にと つては ユルべ 河 わよ びす デル 巧) がみを めで わつ た。 この 倉 巧からは. お 
りおく へはけ けなかつた 〇巧 にか、 るを 巧が、 自 困を 保 巧す るた めに 出 來るガ け 放 困に をいて 巧 争を 巧 はんとした フリ I 
ドリ ヒの意 固に、 狹い限 ホを つけたの であつた 0 

作我坚 (operatic 口" 3 U 日) と 軍隊の おとの 間に かくの かき 不 釣合が なを 卞る裝 合には、 化ホ大 吸に おて おられた がかを 
寞を戰 線 S ける 憲巧 全く 問 養なら なかつ た、 また 適當を 5 路 がおかつ た C と 5 0 でも、 モれ はす 巧 お だ 
つた 力ら 迂回は をみ e あつたし •を 方への まがを 巧が ナる ことは 困 巧で わつ セ〇 なかんづく •自 田の W 巧た 巧え て 巧く 
塞す る も S、 を 早 や寞な 望に 巧る， J とは 襄夕 大巧は、 なに 對陣 する 巧换 とその 力の 淀みを る 蓋と を 結び 附 
ける ところ e 細く 切れ 易 ごま 糸 Q かさ 唯 1 Q 補 鏡 S る Q みで わ &。 CS が S 養 萬 巧を 送 S よび 倉 
巧に おする 蒙は •作 域 S 合に わいて、 しばぐ 質 そのものと 等しく みを 的な な 抑を ぶじち それ故に、 フ？ ド， 
ヒは 彼の 巧みのを をのた をと して ホの かく 巧說 して ゐる — r 1 化 的に いへ ぱ 、巧； 島 S 巧から をり に 巧く 離れ 



たと ころで 朽 ム巧爭 はすべ て 何の 役に もな たぬ. で ゥィ I ン を目樓 とせる 化 巧の あ 巧は、 巧 巧の 力 わよ ぴま 閒眺 巧の 下にを 
つては •初めから 不可 おでを つセ〇 ザ ク七ン 、ならびにを たべ H1 タンの 首 巧は これに 反し、 到達 可 お ダつた。 載 巧 t 巧 
ふ 軍な の 本質的が 巧が々 たる 麟兵 西は、 給を の 困 巧 さた 增大 させ セ。 r ベ H1 メン 或は メ ー レンに わいて 戰ホを 遂行し よう 
- とがす るなら ば、 をが 生える かまは 民 おを 巧が 無くなる まで 待たなければ ならない OJ 

そうでを くと も、 四 李の 巧 化 も、 用兵の 上に 現代よりも をに 大きな が 巧を 及ぼし セ。 冬は 休息の 時期で あり、 巧 兵 巧に 
をつて は 二を に必 巧な 兵の 訓 なの 更巧 および 政 聞 能力の 巧を の 時期で をつた。 大 軍を、 人口が 巧な ところに •あせ 巧く 宿 
沿せ しむる ことの 困雞 さは、 み 離た おな をく せしめ、 おつて みが 宿を の 時期は、 巧 化の 狀態 fc もたらし ホ。 これを 巧 巧 的 
攻巧 のために 利用す る ことは をぶ であつた 。それな に、 大王は、 放よりも 遇れ て 冬期 宿を におり •且つれ よりもを かに こ 
の 宿を を ホら うと 巧め た。 

フリ ー ドリ ヒ は、 化の 我 爭をぱ 「短期 閒 にな 巧に」 を 6 せんと 化した。 何せなら ば •長期 我は、 兵の 訓練 t 破 巧し、 曲 
の 人口を 巧少 させ、 ち 力を 困 猫させる からで ある。 巧は かくてを 巧し なければ ならなかつた。 r が 巧 滿を巧 巧を こと、 する 
かまは、 J —— と、 彼は、 その 巧 除の 訓 巧の ための お 令と して さいて わる —— ： 「巧の 巧に も 化た め〇計 巧は， ホ 等に 巧を か 
ら 巧る ことた おおす る〇 なが ホ单を 回を するならば、 その 時は’ 巧阐を 巧へ て卞る ことなく •を 退せ よ。 …… 卞な はち， 
余は， むしろ 適時に 栽阅を 巧け する 巧 指 押を の 大瞄さ t 港ち がらち 彼は •一切の ホ 望を もちうる し •且つ 不迅 なお 合 
にわいて さへ も 常に 防 潰の 手段を 保持せられ るので ある JO 啟 のた 的な 径 巧は、 彼には、 何等 路 がの 睁 得の 理 ホとは おられ 
なかつた。 彼は、 明快を ちぶから、 お 也を 待な よりも 巧 巧なる ホ 巧を 選んだ 。何せなら T 巧 おわる おには •幸な のかけ が 
をる とい ふ彥は •大巧の 兹 合に 夕をナ るから ガ 。 】 化 載 历をか 息したら、 をは •放を ホ 撃 ホん とを てる。 何故なら、 そ扣 
巧 二 巧み 術 を A 



がを もよ い 方法 ボ から ガ。 J — 大王ち これち 他の 個所に おいて、 卞な はろ 巧が 臺的 にそうが をした と C ろの 化の 
軍な の 本質に ついて •そのを 强 ホは 攻お に窜 ると •基 巧 づけて ねる 。『もし 巧々 が擊 にを を 巧を ずるならば、 それは 
馬 おげ セ 行動で をら ミ」 戲 場が 寞でお 力が 少い S 含 か 我を 行は ん委る ことは、 も」 敵が そを をを い&ら ちそ 
う璧 では & かつた。 7 91 Fg ヒ Q 敵は •战 を进け まは 里を 忆章 泣る C と忆 よつ 了 •待つ C とが 窠 た、 巧 爭 たち 
びかす ミが 出來 ちそ こで 大抵は ホ M 透と i 戰 みと の蓋 とに よつ ての ち 彼等を 決 巧に 引出 卞 C とがで をち か 
侶の 巧 巧を 諸し 或は 段 動を heinbew 占 4 により 巧を 欺いて 薑 Q 意 曲を 巧信 廿 しめる ことち それ かち 大きな 巧 
きど なじち 奎 は、 化を お •ひき 出し、 そ £ おを 利用す るた めに、 巧 f もまた、 しばぐ 巧に 一の 巧が と 見 化そうと 
した 0 — 「ブロ シア 軍な は* 他の 軍？ 同様ち 確固たる 陣地を 畜 し、 砲 おのが なを 利用 ナる ためち これを 一時 巧 
用す る こを でを ろと 余は 信で る。 ガタな 等は、 そ S 地を 一巧に 拾て、、 巧 巧な S を 巧は をれば ならち を 
によつ て 敵は、 を おを を 被攻 奪と なり、 そ Qj 切の 計を は、 一巧の 下にが がされる 0 J 

r 汝 等は、 幫を巧 はん 辜るな を、 出 雲》 け夕 KQ 震を S し をれば なを。 人は をを を 了 J 有 巧に 巧 
用ナる ことは できち こ i がは、 涅 めて 賽な もので ぁつて • C を考 巧に 入れな かつた お 帥たち はす •へて 话を 巧に 
8 しを けれ C ならな かつた Q ガ ミ.： 汝 等が 攻巧 SS む時忆 は、 をて 分 巧す る 勿れ。 .ミ： 巧 巧的忆 をる S には、 し 
ば"''^ か 巧を おおな くされる ので ある OJ 

し 力し フリ I ドリ ヒ は、 巧 祭の 巧 合に も、 兵力を おおして あこうと した 〇 なは 『防 装が J をを 否した。 何せなら、 「そ 
れはそ Q 占ぶ のために をして ゎる 巧 除より る 上の 寞な盡 を かるを ご —— r 小 8 な 人 化は 何でもな 5 B 巧り 
になら うとす るが •度 明な 人 かは •たで 塞がのを ち 大きな 打 f をし、 且つ 大 をる 災 g を おける ためち 小なる 



災 巧を あぷ 。于ぺ 心い が爲 かいい かする をは、 仍 ものを も 巧 装し ない」。 r 夕 なの 强 力なるな J におす る駭爭 のな には、 『一 
州 ぐら わは、 なの 巧 もに 供し、 をの 間にを 力を をげ て 他を な！！ し •風 岡を あり、 これを 沒 がする セめ に •ホら ゆる 巧 力を 
巧は」 度ければ をら め〇か ^ る裝 合には、 これに おし 巧 おの おおを 送 巧し なければ & らぬ or ガが しかし、 か、 る 巧 争は、 
巧な を、 過 巧に ょつて 破な ホし ろ それが を 期に 且る 時には •おを に悲 をな 結 おを 見る J 。 な 上は、 大王が’ 一七 四 八 年に 
まいた もので をる 〇セ 年棋爭 においては、 なは •これに 化つて 巧 巧し セので あつた 〇ち 巧戰 のか 除に M する 化の 見解は、 
巧が をに その 危隐を も 支配し セ 時に、 馆認 され セり 

フリ ー ドリ ヒ のま 作は、 まとして 投 巧の 分 巧を な 巧つて ゐる〇 とい ふのは、 それは 大巧、 巧陕 がすの セめ の 訓令たら し 
わる 目め の ものだつた から ガ〇ホ もを 巧なる ものは T 巧爭の 一肢巧 則と その 巧 巧 おょびを 巧が がへの 鹿 ホ」 (一よ 巧 ル 年】 と 
を附 けられて わる。 それは、 兵 ホに 巧す るみの かき 言 おを もつてが つて わる —— r をの さ、 やかな 取 争の 巧を にして 巧ち 
この 巧は をび 終へ る ことができる ものでは なく、 且つ 巧 面目な 巧 巧を 巧 ふなら ば、 巧に 巧し い理 見を する ものである こと 
t 示して わる。 このを 作が、 巧が お 校 セち にと つて、 あ 等に 巧を への 巧 かしき か 道を 巧き •その あおを 時代の 晤 おから 引 
き 巧し 且つを の夕 まを すがを らしむ ると ころの このず おに おする ち 巧への 剌戟 となるならば、 おは、 をの 巧した 時 阳が巧 
なになら なかつ セと なず るので ある OJ 

モの巧 おとを おとを 话 巧す るを らば、 大王は、 風 巧の 巧 巧に おいて 時代を るかに 拔 いてた セが、 域 巧の® においては 
巧 巧が 彼の 巧 快なる 設 巧を 現 巧に をず ことを 巧げ てゐ たとい ム結 萬が 得られる。 

フリ— ドリ ヒ 大王の 巧 作 中 ド ィブ H に 巧され でた るん のは •■ン lilitiiriscbe 穿 brifteii ミー ホ ニニ 年〇阳 一二 一二 頁。 ••Ansbauun 巧 n V 含 

Kri 巧ち •一八 九九 年 •一を 0 H ん Be 吕す をジ SFriedrlch der Groas *1» 夕 乙 herra 二が、 ー ル 八 ーキ。 

第一 一巧み 《 五 化 



ナナ； R 2 ホ。 

! 第 = 岳于ポ レオ A 

ドリ ヒ大丟 七 年 風を において 、お 局は 5 彼の 苗 ま 保持の みを ちへ •我 岡努を もつ て S にあつ セ閒 は' 
ナヘて を戍 なした 巧し •世み 征服を 目 巧 ホる ナポレオン も. 尙は f ^ お努 あるな を もつ ミた 閒 は、 巧 まも 連まし 
を かつち ！ 冀の內 的に 守 巧 的な が 巧は、 軍が 上のを 惡の裝 合の 前に 萎縮して、 その 制限され た 目 おの 達戍 のたち 
ホ 可缺 S 章な はち 震が 巧 持され さへ する & らば、 しばく 可 雲る 隻を进 至 かも 知れなぃ。 をを 《をく— め 
な襄 は、 持 帥に おして バつ でも 常に そのを 巧を S へし磬 せんこと を お 李る。 装なら ば、 この 襄 は. 何 なで 
まる か 忆つ いて 何等 ssf もちない からでを る。— を モミを ぶに、 T ク； オン； ル テン ブル グ 侯は、 そ 
のぞ r お 帥と しての ナポ レオ ； SJ S で、 この 二人の 莫な將 軍の 我がの 巧を おの 一を 巧 則して ねる。 ボが 、そこには、 
が 霎的領 巧 £ ぃて •それち S 进が 存在して ゐ る。 C れら S 进 は’ 用兵 忆陆卞 る 他 《根本 粧を 忆ぶづ くもので は 
なく’ 5 ン K # にょつ て 巧 堂る 化 想に ちづく もので をつ た。 すなは ろ それは、 賣累大 ホめ 巧 fg たので 

フリ— ド 9 ヒが 巧は なけれ だなら なかつ た fQ 助 巧は •ナポレオン にと つては •おく 芝て ゐ た。 彼は、 馨 たょ ぴ 
肇 における 震の おおに なぃての 危なた 拾 ミ C とが 窠 .かくて、 窒と あら ぱ 、をい かか r ミが でを セ。 ガ 
夕 それち 中歐 m,r ノ パに おいて、 ち 鈴 著 8 巧が 巧ん に ミ、 をは 巧を S でも. ホの 月には 墓を さを と 
巧で あつちを 涅 巧— は尙は 達れ セ ザを く 努めに 達された すぎな かつた。 かくて 作風の ために、 大き— 動 
の餘 がが 閲 かた 巧な £ 望 養と 蠢 S 大 Q 限累增 大した。 7?ド9 ヒ は、 そ 《を 苗 巧 養に f れ ごが も 



+ 巧の 兵を その 巧 R にお 合した ことがなかつた のに •ナポ レ ホン Q 時には、 その 兵 おは 巧 十 萬 近くぇ で增 大した。 

ナボレ オン 巧 ホのを なお 則は、 大ホ をが 巧し、】 か 的に ではなく とも •ホを 的な 巧 巧に をいて、 か Sii {を* 巧す る じと 
で をつた 〇 この 巧 爭 王に とつでは、 用 おの 巧は T あ 巧の 巧 おを 巧す る » を にわいても •み gt 巧ん 地 K ホは ホ gt そけ る 
巧 巧に おいては、 常に •なよりも 夕巧の 兵力 t 持つ」 とい ふ 巧に をした。 この 虫 合 •化は •數の 不足を ば' が 動の 敏をせ 
によつて 補足 サん とした 0 何故 をら、 「一巧の 兵力は •をな を 乗じた 兵を にを 現される からで ホる JO 他面に おいで •巧 なの 
大 いさは •進 巧、 宿 巧 および 給養の ために、 あらゆる 兵话 からは 巧され > それ 自身 团おサ る お 曲で あり、 時に 六 巧 人に 及 
ぶ獨な 的を 巧 由に みがされ るた を おれく された。 か、 る 軍 巧は それ-^ その 行軍 巧を もつて わた。 ボが •を 時 かは 巧ん ど 
巧まして わを かつた 道な 巧 I ナポレオンは、 これを、 巧 まめ 巧 巧から •大規 接に 巧 大した —— は •巧 巧の ために、 し 
ば---- を 巧 的み！！ を か 巧を らしめ たので、 を 巧は •巧 巧が 切を ずる やを や •巧* の 巧 曲を 巧い 巧 巧に 紀を する C とを 巧 ホ 
し セ® r ひとは、 生を ずる かわには 分 巧し なけ かば 度らぬ —— 巧 ふためには お来しなければ をい か JO この お 巧は 巧に 巧 W の 
がに 行 はれを ければ ならを いのであつて、 恐 巧に おいて 初めて 巧 はれる のでを つては ならを いと かふの が •を ホに とつて 
の 巧 則で わつた 0 —— 『巧を は、 二つの 巧 巧が •一つ 半の 巧 » を巧擊 する こと t ち 巧 ガと考 へて たると、 みは 巧 ふ。 しか 
し •それは 巧 争に おいては 巧 功し をい。 とい ふのは、 二つの なおは】 をした 巧 かを とらをい し、 且つな は、 それ t 一人 ま 
た 一人と が 撃す るからで わる OJ — 一八 0 セ 年に そぅ 巧いて わる 0 ま た 一八】 二 年には、 1 r をは 巧が として、 巧 B を 
巧 ふ 時には いつでも 分が されて は & ら ない といん をのち 見を 固 かする 〇 ひとは、 その 兵力を おを し、 巧 カホる 大ホ to く 
ら ねば & らめ OJ そしてぇ ホ ー八 ニニ 年 •化が ブィ プチ プヒ の經脸 t するな 化には、 r 遠方の 巧のに みかして わる 一切 のれの 
巧 R は、 巧 巧の かがに をる ガ らぅ」 と ホいて たる 《 

策 二 巧み 梅 ガー 



ナ ホスの 巧が 芭 • 六 二 

フリ， ’5 ヒ は、 巧 Q 巧 堂 ホづ巧 1 にを 載 Q 晒 巧的設 S よつ て 企 面ナる C とに 依つ 2 た勒 し、 專通 (喊 gj に 
ミて をを おおす る C とだけ ではを お滿 足して ゎられな ミた ナポ； ンは •か歡 かかい 款 儀い 女む 幕い、 巧 
方から 巧の 當 蓋き、 f をを 後の 肇と 若、® 岡の 前に そのを 方 巧 おを お險 なら . J める， へき 地 化に あつち 巧 巧の 
巧い こと •また 中立 巧を しで 彼に 通過 行進を がを サ しわぶ はお 巧せ しめる 假借 をき 巧 動 わよ ぴ进 動の が 速さは •一巧 計 t 
が 確 巧され る や 否や、 か、 る 巧 勘を をるなら しめたし、 をた しば V ^ 可能ならしめさ へ した〇 】 八〇〇午、 一 八〇五^*^, 
一八 〇 六 年、 一八 〇 セ 年 わよ び 一 n< 1 1 二 年 春の 思 役ち 戰が 的を 化を もつ て 関 おされち ザが、 それと 同時ち 壽 にと 
つて、 巧が 的 巧话夕 なかんづく ホ S 合、 すなは ち 彼が 一の 蹄 合？ 巧に 巧は し、 これを 攻 巧して 巧が せしめ 次いで 個 
々にみ* と片附 ける C とが C をた 時に、 同等 sf ちち I セ 九 六 年、 一八 〇 八ち 一八 0 化 年 およ 一八 一 五 年の 
戰 巧は 践格莫 がを もつ て始 つち 一 こ S 戰略 によつ て 一八 〇 華に が 利を 得 セ巧絲 Q 斯モ たる 利用は、 壽 たして、 

その 人生 巧 巧 Q を 0 忆 、ホ Q よぅな がみを 下さし めた。 「をが せつて 巧 ひ旦 つを S を も 窝く巧 巧して ミと ころのを 

大の 巧ず 的 巧 動は、 H ッ クミ T ルに おいて 巧 施されたち をれ は、 こンゴ の それ 菱 そのな が 或はな をに 巧 はれた 化 
の 巧 事 行かより を かに 街 おして ゐた OJ 

勝利を を 後まで 利用す る ことは •ナポレオン 風が の 巧 則に 殺へ をて わると いふ， J とは、 島の ことで ある。 「巧 

を •なをを 免せ よ、 刀を 胸に 巧き つけ、 愛 をら ゆる 連が をが 斷 せよ。 J __ そして r を 巧の S とい ふが かき 畜 的を 巧 
巧し ぅ 5 合には • R おのま 情な どを お逊 つては ならぬ JC 化の 截隅 力の 蹇 とい ふ ミは、 あらゆる 作 巧の 巧々 のを 初 か 
らを をの 巧 化に 至る まで さ 巧 こ 切の 方 巧に をけ る 指 巧め あおで あつち 彼は なに 軍の お 曲を 括 束して、 一 か 作 あがの 
上に 助々 した。 そ Q 巧が、 および j Q 巧し い 巧 おへ g 後方 巧 お g なに 困 巧な を 细をば •化は 一の 特に 巧 故な 巧 助と ぶち 


s . 化の 巧 星が まだ 巧を 巧に あつた 限りは —— 化が 巧の 側面 およびせ 面に 巧つて 巧 巧した あらゆる 苗 岡の がに、 を 
悪の おおの 生じ セ 場合には、 か 何に して 沒换 しぅる かとい ム 問題を 巧が にち 究 した 0 一 八 一二 年に 巧め て 化は、 か、 る 用 
ちを 巧 巧し、 おりに 巧乂 された 連絡に 失 化した 〇 化は、 方向を 冉 じて、# かし 來る 敵の 巧な を 巧 破す る だけの おかを 巧し 
てわなかつた ので ある 〇彼 は、 化の 勢力 園から 餘 りに 巧く 進みす ぎ、 かくて その お 力の 巧 預から 巧 ざかつた から、 すな 
はち 化は、 巧に フリ 1 ドリ ヒが危 おを まる ものと して 巧 巧した 1 r 巧が」 を 巧 巧し たがために、 ホ 化した ので ある 0 
ガが 、一年を、 ブィ プチ ッヒ においては、 皇帝は •化 自身が 巧に 巧 端に 巧る してね たと ころの 巧 巧、 すなは ち、 巧 所め 
にがく かけ 巧れ セ 己つ の 方向からの 駐が 的攻晤 とい ふ 方を にを けた。 兵な のす ぶを 行動の な 速さに よつて 補足 せんとず る 
企ては、 巧に 立たなかつた。 何故なら、 化 のぞ おの 政 岡 巧 あは 最早 や 往年の かくでは をかつた し、 且つ 下級 おがを は、. お 
曲が ザに なれて •今や 彼等に 必が 的に がり 當 てられ、 自ら 巧自 的に 解かしなければ ならぬ 任務に おすろ が備が 巧が なされ 
てゐ をかつた からで ある 0 

軍な 指 巧に 關 する ナボレ オンの 見解は、 括め て宙 .々雜 をを お錄の 中に、 すなは ちな かやら 指令 やら セント •ヘレナの 回 
を » やら •とりわけ また ジオ ミニの お 塞の 中に 散見され る。 

ナ* レォ ッ ー巧の 巧な、 軍事 巧 巧 (corrMpondance 日 ilitaire 】 十を、 一八 屯 五 —— A-v 年 。ナザレ ォン I 二世の® めに よリ巧 巧 さる 0 
oourgaud と Mo 日を 010 日 ボナ* レォ y の 口な により 巧 おした 『セント 《レナの 思 ひ 出 J (S 吕 6 日 oir # を夕 He 友 日ろ、 八を、 パ ,0 
(«||】ぺルリン、ールニ11 —— 一一 五年〇 ■1 ク •フォン •ヮル チン プル グ々 巧 『ホ 11 としての ナ* レォ yj 二を、 ベルリン、】-^ 八 五 I 

突 年 

» 因な クラウゼ ヴ ィツから モルトケへ 

巧 二 ■兵 ♦- ホ 己 



クラゥゼ ゲィツは’ 一八 三年から 一 ご 五 年までの 抵 役に、 巧 利を の 側に あつて を 加 お 0 

それに も 巧 はらで 彼は •ナポレオンと 同 巧に、 『ル 被 J か 域を— しち あは かへ ていつ た一 「戰 がに おいては (ホ 
巧の 勢 8 塞忆 なつて ゐ ると iQ 我 巧とは 蓄5, 愛 間 寡 まれて ゐる をは •ミな を 包 曲して， Q る f り もち 

ホで ある n 5’ SQ 勇ま 奚繁舅 £ 合一^を い5 へが 各を &」。 輩雙 R もまた ミ貴大 ミホ 巧を 巧 

ミ 手段で— とするなら ち 巧に それは、 まとして 蠢 力の 本來め みがからの 蓋ず るで あらぅ。」 (ね も 一八 一一 こ 年の 
それの かく) 吕夏た ミ おも 短い 5 最在單 を お 力 S 堂 か棄 して、 モ 8 動が 正しい とい ふよ ミ f は 巧ん ど 
ないで わらぅ。 か、 る § として、 化巧裹 に 5 •正忆 ミ時忆 C モ華援 向を 香なら し A ると CS 物め たよ 
び 巧 神 的な 大 なる 巧 養の みを 設 めち 彼は ホ S く 利季る ，1 お 萬 お 態ち 巧 かしき 成 化を 裹 し’ お、 レめ おお 
は •そのが また ョリ 煤資に 巧へ る •と。 

お所が庚く、 そ£居比《し5投が小さく、 分がせられた5が分《堇なる京累巧冀たとへ不可おでは&<と 
も &め て 困難で あつた 十九 世紀の 孽 においては、 CQ 見送 巧 ひもな く 正を であつ ちそのを 霎 め作昭 のを 巧 さ t 
^;^5;*合^^^^^^^^^.^、、そ」てミお展巧 |動。上ミ|?及げ|はミわったもかを 
たか、 巧 所は 契され 度 かつた。 ナポレオンの 使用で さたよ ミ 少數の 護ので に、 わ、 る 巧 巧の 比 《かかい £ 巧 
タ ホぎ ホダ 忆現 をち CQ 道な 巧 s をな 利用に より 蓋が 實 ならと を旦つ それによ つて おがが 向上され る じ 
とは 巧 巧で ある。 夕 ちの 巧を 窒と卞 るを お跑 をら びに* た その他の 理由 かち 累の數 ちそして* ホ 巧 巧が だのち 
を、 を 世紀 Q 初瑟 夕蹇 5 大- 3 たとい ム C とは •老巧 f 巧 葵る》 け 多く S 愛 分？， 0 ミを— な 



プロシアは •兵力の 變 化する ナポレオン 的 巧 田の 代りに、 二つの 師 w から 巧り •兵力に おいても 巧 ホに をいても 互にを 
く 同等 なぞ 困を 祖 がした 〇モの 軍 巧の 大 いさに がする 規牟 は、 か、 る 巧 團が巧 巧の 一日の 巧 程 (六 時 晒に 二 •一一 五 巧) の 
をち そのを をち のが 换ち 同じ 日に 三日た 十二時 阳と » をして) 松 巧に み 加ナる ことができる とい ふこと でなければ 
ならを かつた 〇 か、 る 巧 あは、 もちろん 巧に ナポレオン にもが » た 典へ てゐた C しかし 化は’ 巧 田の 兵力の 巧 下によ るよ 
り も、 巧大を 巧みを 巧 切る 行進の 適切な お 備によ つて、 か、 る 巧 巧に 適 巧し よぅと 試みた。 もし 巧 巧 力を ョリよ く 巧 持せ 
ん がた めに、 それを 楚 けよぅと するならば， 一軍 西の おはめ 一二 巧 人になる ガ らゥ〇 これら 巧 田の あくは、 巧 ホる おり 一つ 
の それ 自ネの 巧 巧な を 振り 當 てられた、 そして この ことは、 をく 自が にも、 な 前よりも 巧 大した 分が と、 かくで また 巧な 
の巧大 化を 巧來 した。 

か、 る 間に 化來 たか 赴 —— をれ はじの 巧 曲を ば、 咸を巧 巧と 共に、 困 巧から 巧 巧へ 集中 ホし めれば をらぬ 1 もを た、 
同 一 の话 向を 促を した。 

かくて 資現可 化と なつた •時と お 力との 卸め の 利ぶ t 、 まを にが 用 せんと 次 するならば •お 中の 巧 さは、 田 巧に まるな 
あ 線 巧の 數 にがは なければ ならなかつた 〇 かくて、 绝 遺紋路 の* i は、 資 用の 夕く か、 る， 從 つて 主た 使用を 制限され た 手 
段を 採る ことが で ホない お 合には， 反 巧に 巧を おおのを なを 集中の かおに 巧 用させる セめ に、 ましく 巧 大した C 巧 W の 巧 
大 および 巧 4 顯看 なお 巧 的 分離の 1 切の 不利を は、 を やし かし、 范 の 巧 現に よつて、 本 巧 的に をで、 巧滅し セ、 ナポ レ 
オン をら びに クラウゼ ゲィツを して、 お 中 的 作 巧た おる サ しむ るに 至つた たも 本 巧 的を a 由の 一は、 これによ つて 揉 おさ 
れた〇 あ 田の ホを を 長ぴか ザた ところのを 巧の が 程 巧 巧の 巧大 は、 巧な のな 巧みが、 なに よつて 巧 立 的に 包 曲され， 化の 
巧扶 が聯烙 fc とる 巧に、 が 油され ると いふを お t が 去す るた めに、 典つて 大さ & 力が わつた。 

ター ff C 巧 ホ 五 



ナナスの なか 3 々ホ 
それ だから モルトケは、 をつ て ナポレオン まは フ？ ド， ヒ奎 がが つたとは 則の 行動を 巧る C とがで をち 
フリ 1 トリ ヒは 常に、 醫が備 をと、 のへた 集結せ る 巧 除を もつ て 行 巧し、 ナポレオンは、 おを ば、 巧に 賢 開を 
前に、 染团 的に 結 筆る U とを 巧 本 的に 耍 ホした ザ モル， C ケ は、 息激 的に み 定を靈 をな 占 — すなは ろ 巧は、 
この 8 ち 弦两 をの もの、 うちに おいて 巧 宅 固ら うとす るに 至つ た •もちろん’ それは' この 奮ち 何等か 巧自の 
蓄な 原則に なめる ことを ちを うした Q でを つち 彼は、 ある 場合には、 「內 籍截 の爭ム ベから ざるが をを も 認め、 
且^ '一を の 種 巧の 作戟^ それ 白みと して 便 化， VJ 巧 包 するとい ム Jj と 寡して 信じな かつち 化は むしろ 巧に 巧み 變に 
應 じて、 それを 應用ナ るた を、 モの利 募 失を 明 ほに しようと おみた。 化は. 2 的 見が にがが される ミを く、 個 4 
の势 合に を 觀的剌 節に 從 ひ、 nn 的に 合致 た 巧 動を とる ことを 要 ホし ミ 
正に その かに、 彼は、 時れ の 進を 化が されて、 新しい 巧 自の逍 を 進ん ガ。 「离な 指採官 にを する 訓 をにたい て、 巧は 

1 矣 華ち ホ S くな •へた .1 蠢に變 化し 堇 おは •を も 寞な狩 帥に よつ て薑 された 規 葦ら たも、 現今に た 
いては 使ち ぇない も Q と 思は.： る。 をれ は •「ちい 裝 措を もつ て、 わら ゆる 巧 問 S ; 巧 掌る S を 把 おし. 巧 
る 後ち f な單 にして 且つ？ 慕なる ものち 巧— 巧すべき J 馨 にも— する。 個々 の 場合ち 彼は づ おに 巧 
された S は、 肇卞る こと も、 作 載す る ミ もで をない。 ミは、 長を に 互 ミー 化に おを ぇない、 ミは •いい 
拽ム ミが できるだけで ；：： ホづ 進んで がに 近づかを なする をは’ 葦して 一つの— まは みおの 養を おまん とし 
ては ミなぃ。 作 度 Q ため 忆 は、 何等か 可 巧なる 岐 。は’ 分 養 態を 固な する ミ、 決 S た 《忆は、 S されで あるじ 
とが、 大 S 巧の 任を である。 J となべ ち 個々 の— には、 彼は •た C を 在す る 養の 數 およ 這 互 的な 巧の 塞 わみ が 
をく の 巧 巧 おおへの 分が を 制限 するとを じて わる 0 



巧 西は、 二つの 師屏 おおに みれ て 巧 進ずる のが 最もよ いで あらぅ。 「巧 眩が 戰两 が 巧に お 中され て 巧に 近づか しめられる 
なら •巧の 包が ぶは 巧 回のを めの あらゆる 巧し い々 おは’ その 風 術 的な 活動が 曲 におけるが 面 巧 進を がか づける 。もし々 
扱の曰ち 联阔力が、 冀たる馨を或場に巧つて輩されぅるならち もし作码が、 かくして、 種丢る方面かち 
をな のがい 巧 進を、 li : がい、 なの 正面 およ ぴ 側面に 向つて 巧 ふとい ふ 反に 立てられるならば、 有利な ところ や 不利 & とこ 
ろ や’ 等しから ざる 諸瞄 なが 現 はれる 〇 そこで 哉が が、 をの 巧し ぅると ころのを 善を 盡卞 ならば、 をの 結 巧は 巧大な もの 
であるに を ひない OJ 

この お訓 は、 一八 六 六 年に をけ るボへ ミ卞巧 役の 巧 やかし そ 勝利の 後に 視 げられ たもので める 〇ガ が、 を 時の 染 中の 巧 
常なる 巧 さ (十八 師 曲に »し 一二ち キ ロメ ー トル U 上) は •戰 がのを 合目的せ にを づ いて 进 ばれた ものでは をく して、 モの 
很 がは、 錢 道を 送 路 によつて お化^ けられた 染中邮 なおよ ぴ ながに おする 巧 巧に わ 0 たの だと いんことは、 もちろん 巧逊 
しては ならめ 0 1 八 セ 0 年の 巧 中は •を かに 巧を なを おを 示し •ホづ 巧 一に、 メッッに おいて、 また ストラス プル グ にお 
いて 待ち 巧へ で わる フランス 巧が に逊 する 內お作 邸を 目 話ん e 占る 0 C 、 にたいでも ホ、 巧 わて か 速なる 峨閒巧 佣 と 、わ 
くて をた 巧に 對 する 促 越と を 可 おなら しめたな 中 巧な がみを 的な ものであつて、 正しい と 認められた 理論が ホを めな ので 
はなかつた。 ザが、 この ことは、 個々 の 作 戰の進 巧に つれて、 ちちに 完 をに ザ 现 される ことが 钟 かる 〇ヴユ ー ルト の々 致 
のた めの 集中なら びに メッッ 附近の モ ー ゼル 巧に 巧つての 及び これを 巧つての 典 中は、 これに 掛 ずる 巧 巧を 巧 供して わる 0 
フランス 巧の 一部を この 巧を におな し •化の 部み を セダン 附近の や 巧に 包 曲した ことは •モルトケ 巧が の 白眉で ある 〇モ 
れは •ケユ i ヒグ レッの 技と 同找 •巧 巧に おがされ たがに 巧し、 巧い 威綠を おいてな 進ずる ことにより、 且つ わら ゆる 
がかの 迸 切なる 旋 凹を もつて 遂に 包菌 する ことにより、 達 巧され たのであつた 0 

巧 二な 《 « ホ ホ 



ナナこ > 害 交 

用兵に S 卞る モル iQ 巧 解は •化の 寥 をを •作 敢の陆 における 巧々 および 訓 かなら びに 少なの 大巧 拿ち なかん 

づく 一奚辜 S まな 指が f ? る 巧 令 お 妾 養に 拥ナる 一八ち 年 S く 短い 義 ？忆を をて ゐ る。 

^な本巧ち|9^^<‘第1^|‘ 一八5年わら一八至年にまる；卜；5|ミち ご，ツ、 一丸0〇ミ*ルトヶ£ミ 
(ご一 さぎる 一 — S 。 ご， ン 。一 化 二を 一 一二 UL 。 -ブ CC ミ— ミ 

第五® シ ユリ— フエ シ から® ホ ホ 及へ 

0;^^ が 巧は、 お款 わ！ 為 質ぶ されち ミは、】 を 0 年の 哉 萬 巧の f はおん ど 巧 0 パ， 七ント にを し 
ちそれ ホに、 參謀 本部に ミ； 三年に 巧 巧され ち モルト かの お爭 論の 中には •々のか < 巧 •へられて ゐ る — 『b 
作 巧は’ いふまで もな く、 窒的 なか 的 依 越に よつ てを 行す る C とがで をた。— お 的 巧 管し には •同時 的 ミツ ツの 
8 •マト ラス ブル グの攻 曲 およ ぴ パリへの 進 巧は、 不可？ ホつ ホら ミ' 氷な めな 寡は、 一 おち 抑々 のを 初から を 
的巧夕 を もつて® 爭 におく 時に のみ 逮巧ナ る ことが でを る 〇』 

フ^^ 得には、 劣勢の、 馨のお 合に おいても 同 おの 軍を もつ て、 勝利を 用な するとい ム困 巧な 巧 接が 战サ 
られ たし 力 もこの 場合 爵は •轟に 巧しても 東部に 巧しても 同時に 遂行され わ ばなら なかつ ち 巧に このを のを 由 
からして ち 成爭を 巧のを 艦に 5 ご？ 7 ユンの 掠が は、 巧な (ち 碧の 上に、 れ— てを ミを ミミつ ホ 
力し々 L 、 低；— 忆 おいては、 彼 gs 巧は •ル 族 S 巧？ K 、 ホ窗忆お いて、 包 曲に ミ、 可 雲ら ば S から 巧 
ことで をつ ちご ニ パルが 巧 巧 S にがして 巧に R 利を 巧し ホの みなら スー 支 面から お 曲して なを < がしと 
ヵン 本の 役は 彼 S 巧と なつた。 がは •この 巧 クラ； ゲィツに より、 か、 る 巧を のか^ 件と して 柔 されち ド 



イプ 軍 K のな 神 的 およ ぴ 巧を 的 9 越 性に 信 巧し ホので あつた。 しかも、 シユリ ー フェンの おを 曲けば おちに ぶ ひ 浮か ぷそ 
の ホ 巧 計 巧、 ナな はち フランス 巧 撃破の 計 まは •兩 X 包 曲の 上に 立てられ たのでは 度かつた 0 何せを らば， 西が i にわ 
ける を 化 勢は、 か、 る 行動を 除かして わたから である 〇 この 包 苗は •た r 】 巧め でを つ セ、 そして 巧い 巧 おな にな 巧され 
た 攻巧巧 曲を 巧の 側面に 面 狙した をは、 ロイ テンの 裝を t 大規模に したのと のて わた。 とはいへ モの 時、 巧爭 は、 タン ネ 
ン ベルグに おける シ d リ ー フ ユンのを 巧 お 求の 充足を ぱ •一の 巧が の 巧 困 巧で 巧み させて わた 〇モの 上に、 シユリ I フェ 
ン のな 神は、 ドイツ 巧の 殆ん どを がの 指 巧に 延つ てわたから、 おんど 完全に をな された 企 固に もみけて ゐ なかつた 0 
を 巧な における 巧 おの 利用に 巧して は、 夕 がに 互る、 部々 的には ザに 軍ず 的 盤 ホに よつて 設置され たか 獻 網は、 な 前の 
か 何 & る 取 争に も 見られな かつ ホ かを 可 おおを 提供した 〇を ザは •巧 線から 戰 がへ、 巧から 巧へ、 なの 適時な 巧が を » つ 
だけの な 速さを もつて 移動す る ことができた 〇 か、 る 行動の 利を は’ 巧 巧の 增大 と共に 巧 加した 0 巧 曲は、 巧 ザ. 
をつ 泣め された お 力を もつて、 單 にを 巧の 染中 になしての みならず 、沿が めな 戰爭 において、 正に それが 化 用され る 巧 巧 
へ •送され る〇 この 可お 巧は、 を モルトケが、 一八 六 六 年 •ケ H 1 ニヒグ レブの みを 的赔 利のを •.巧ち おれる 巧 おのか 曲 
を •なをに よつて ラインへ 持 0 て ホる ことにより •ドイツの 載爭 への フランスの 卞涉 のをな を 防止し よぅとな したがに 巧 
にを 巧に 这 めた ところで ホる 〇それ はを がは 巧 はれな かつた 〇 一八 セ〇 年の® 巧には、 僅 おせる をと ホを 的を 巧 利の ため 
大巧の g 道に よるを おのを 巧は おらを かつた。 シュリ I フ f ノの計 巧に おひ、 ナポレオン 的 かか か 開始され た 化 ホ 大巧に 
をいて は、 巧 道に よるを 巧は、 益々 大きな 役割を 巧 じた 0 — ^づ 一の 巧、 ホいで また 他 のれが、 を 力た もつて 巧！！ され 
且つ C 玻 される 酱 であつた。 シユリ ー フ H ン のを 沿を は、 これが 巧 巧を、 巧に 巧 一の 巧に 巧して え かした ので •その 目ち 
たちち に 制限し •且つ フリ I ドリ ヒ 大王が セが 巧爭 において 採つた お史 にも 比較すべき 拉亞 t 採る に 至つた 〇 だが、 じれ 
か 二な 載 ホ ホ 九 
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によつ て、 今や S により 提供され た 巧 線の 利用は •ます {をる 重 養を 巧 得しち 巧部 fii) の 增大ナ 
るおさ (較爭勃發のを初は、 西部戰おから巧部戰おまでをモ音. 一化一八年には一宇キロメートこ は、を0に至 
るまで 比類な きま ミ 規模と おを さに おぃて、 同時 忆驳瞬 力を 節約し つ、、 一が 驚い い默穀 、へ 暮怒紙 かを ホみ 
せしめち 行進は、 巧ん どホづ 巧に 桂め て 接近した 最 をの 道程に おいての み 間 おとを •ホ おな は 結局 こ、 でも ホ おし 

ば 自動を お 管よ 5 代へ をた。 か < 了、 馨寞 Q 碧 Q 莫 50 — S ぃ オンが 5 たよ ミ^ — 压 とを 巧と 

8 の 所産と して、 そのを 動力は お 倍に も巧大 される ことにな つた。 ダち か、 る 計 巧の 蓄性 もまた その 阪嚳 もつ と 
ぃふ ことち 尙は論 證の寫 が ぁらう。 尙ほ また 他の おに 閱 しても •作截 のが 件は、 お 巧な かんづく S たよ ぴ述 S 
閱 (を 信寬 巧) のを おに よつて 辑 化しを 。を 個の おは •それ.^ か邮 において 巧と 同な、 確 巧に かいて ゐる巧 通 巧を 巧 用 
しうる 震を 異 たてねる から’ 短 困 £ ける 作 戰忆は •嵩 Q 我爭忆 おいて 見られた 震 t 凌热 する 困 巧が 生じた 〇夕 
ンネン ベルグの 巧ち？ a シアの 数 道 および お 信 おの 利庙 によつ て、 勝利が 得を ち マルヌ 作戰 になして は •フ ブン 
スの巧 巧な 巧 通が、 を大な 役が を 演じた。 . 

巨人の かく 巧 長し 臺除 Q 兵力は、 垂く 巧と も Q でを つた。 7 り-ド 9 ヒ奎 はお S みを もつ て、 ナ水 レオンは か 
去の 兵を もつ て 我つ たが •シ ユリ， 7 H ンは 警找 S を もつ て 岛は汪 ければ ならな かつた。 か、 る大 f 指？ る 可 
能せ には、 疑 ひを もたれた ので るつた 〇 それにつ いて 化は 答へ た __ 「その 專 にないでは、 巧 険の指 巧と いふ C とが、 大 

巧で を、 小 憂を、 昔から 一 0 Q 重を 0 たとい ふ 管 £ い 了 ミい。 墓」 かし • CQ 《を蹇 す 5 との 困 巧 
さ ザ 震 S 兵力 Q 篇と闷 じ 程度 £ いて 巧李& とい ム c とを 霸ナ？ と a 羅で をら ミ ー宇 巧 《お ミつ てち 
をに 化 北した 將 巧が ぁつた。 ガタ それを もつ て •五 舅 至 十 s みで & らお 巧を 先を るガ らうとは ごない。 巧 も 巧 


かがなる お 帥と いへ ども •過大な 兵を を かされる ことに おしては ま 情を いはない が •遇少 の おの 巧を には、 例 かなしに • 
誰でも ま 巧を いふ こと ボ けは 確かで をる OJ 

龄 & がか^は、 兵な の胺 股に 適應 してよ 〇 も、 武器の 巧 力の 巧 加と それに 途 巧せ るな 閒滿 巧に よつ で •尙 はぞ しく お 化 
された。 フリ ー ドリ ヒの 六な 五 千の 兵 除は •ロィ テンの 載に おいて 五キ ロメ I トルの 攻お敢 おに 巧し 込められ たが、 一九 
一四 年には •戰餘 のがさは、 その 倍よりも を かにが 大 される 必 巧が あつた 〇 しかし、 力大 なる 兵數 とそれ を も 更にを 巧し 
て攒大 された 巧 おの 巧 さからして、 巧 巧 曲は、 W がよりも より 巧い 巧 巧に がると いふ お 巧に なつた。 を 方への 連なは •弦 
おの 巧 さに 逆比例して おかくな り、 を 早 や 巧 一の 線では なぐして、 巧大な 面を なし、 大巧の 裝を 、喊 おその ものと 同 巧の 
巧 さとを つた。 かくて それ も 亦、 を かに 跪 弱では なくなつた。 この 後方への 巧が を •包 勘に よつて 有み にな！！ する 作 載は 
な 前とは 比較に ならめ 程の がさと 巧 さとを もたねば なら なくなつ た。 モの爲 には、 しかし、 话ん どを 巧がなかつた 〇 何せ 
なれば、 それは 大きく はなら をかつた し •ロシアの 巧 大な巧 巧に おいてさへ も、 を 後には、 フ U 1 ドリ ヒや ナポレオン や 
或は モルトケの いつ セ 患 ホで r 作戰 する」 可能せ はます < 葵搪 してし まつた は どに 軍 おを もつ でホ滿 して わたからで わ 

ミ を 曾は、 拥言困 養、 養を も ミナる 一作 极 のが 殺雙 行^、 か 倍 ミが 決 松 SS た 忘必 架 ミら 

うと も， 全く 排除し なかつ たとは いへ、 桂 端に 西 巧なら しめたよ うな 地域 ボ けが 空地と して 巧され ホ r けで わつた。 ガが 
もしみ 風を 行な 前に、 奇 巧が 失敗したならば、 自 をの 巧 主にを るが にと つては、 その 续逝 •ナ なは ち內 線の 巧 越が 巧が お 
がに をつた。 この® 越 性は、 包 歯を 巧 作 載の 巧 巧を ば、 巧 進を 巧り とした 前の 時化の 巧 おなおとは をく まつた 度に 問函 
と卞る C とがで をた 〇フ ブンス 巧の 化の 巧に 巧す る、 シユリ ー フ H ン によつ てち 化された 包 曲作践 は、 ドィツ 巧 おの 巧な 
的 能力に より、 あらゆる 津 がの 食 巧 品の S をな 困に わいて、 しかも あ爭 のを 初に あつては まガ そう 大した 軍需 おのを 巧が 
ホ ニ！ {坛ホ ホ ー 
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莫 して わな かつた 時 Q も？ わるから •そ おする 吿 はな かつた g で》 が、。 シ； 庚大な 巧？、 fcs により 
巧 はれた 一ろ 丑年な 忆 おける 富 作 域が、 おを 繁 してし まふな おち 巧 瓜し 巧い 補給 困 ||忙を 面しなくて I 濟 をん 
どぅかと いふ ことは •巧が として ホ 解かの 巧 題で ある 0 . 

何と をれば、 モルトヶ なち 弾 菜 かよび ぁおい jjj がかみ かいか 衣新. がは、 巧 巧の 兵 お ミ も あに 多 4 大してね 

るからで わ ミ 武器 Q & G 增加を 巧 塗 S をら ぴ 數夕 S 巧冀 器とは、 我 岡 S 芝 nfc 管 雪閒 おを 

C にあろ しく 增大 させ •且つ 巧爭閒 おを は 化を 巧 的に を 方 もな く 巧 股 させた 〇ガ が、 同時に、 巧 おのが g 巧 巧の 增加 はか 
巧の おな 時 閒をも ホ、 巧 時間 および 巧 日から 巧 巧 間に •をには 巧 ヶ月に 巧大サ しめた 〇な道 および 自 か 辛に よつ で 增乂ホ 
しめられた 供給の 可 お 性 さへ も、 がを する 巧 巧に、 中 巧す る ことを くえ かな 武お興 巧を. 供給ず るた めには •巧 早 や 巧ん ど 
充分では を かつた。 S の满 巧は 東部 致な における 一 义一五 年の S のた；® にお 大 し、 且つ それ だを でを く* その後に 

慧巧 ( Ml - auehf ) C 赛 た 蓋 載授 おけ 妾 家た； es 奏上 5 な 廷な〇 た I 十な a ち、 畫な巧 巧の 

をる 每に •軍换 の 舅は 巧 あさた そして 巧と 軍需品の 到を ちちい 巧 ホに よつ ており ホら わ；^ 蓬に おいては をを 
せる 大ホ 5 す & 給を が餐 S れ なけれ 任なら なかつ たから、 爵 S は 一時的 K 停臺れ &£ ミ。 cec とは ほに 
とつて は 時 《浴 致の ホを とお 力 《巧 巧 わよ ぴ地 おの 巧 化に よる 巧し い 巧》 薄 備の可 巧 性を 息 巧し ち 漸次 的な 巧 巧の 巧 
待は、 §s 作用の 芙 によつ てが かにを めら た 更に 契され ち モル 主は がへ て 日く — r 戚闻 はた 三 6 が 巧を 
滿た卞 K ナぞち 巧る 程 それは たも 霎 をる 時 碧は をる が、 しわし 賢 Q た AQ 法 巧すな はち i は、 栽 お£ ける 一 
巧のを 生を を ホた す も Q でぁる. rc れは 今では 變 つてし まつた。 器 Q 羣忆 おいては、 ホ r 1 日の 含 恐 日 S 利の 巧に 
は 巧な 例外を もつて、 夕 かれ 少 かれ 巧 岡の 巧 はれない 巧 巧, 至 お ヶ月が 巧を、 その 時には •革の 集 W にと つては なとの 巧 



篇が お止され •が 利 ホは、 その 巧 果たが 巧した のでぁつた が、 ザ ホ 大巧に わける 戰 巧は' 敝 とのを 巧め 化を « が】 度 阴始 
されるゃ否ゃ. かお4 i ^^い。いかか4かを ナポレォンがイュナに向つて、 グナィゼナゥがべルでリァンスに巧ミ 
を 巧し えたよぅ な •招は ずしで 巧した を 巧の かを は •世 ホ 大巧の 時には • 31 P ツ パの 聪 巧に をいて は、 が 早 や 巧び 巧は 
れ なかつた 〇何ホ をれば、 巧 おのな 巧 力が、 を g 巧のを 巧に 巧抗 し、 毎日々々 新しい 攻 巧を 餘 ななく せしめた からでを る。 
モのお 巧 •巧を 巧 退す る ことは 逆々 として 巧 はれ、 をれ は 「あ RJ といん をら かなを には おんど 化 ひしない ものだつた 0 
i 如 6 とい ふ 現み は •これまでな ホされ た諸朗 巧と 巧 巧な が 蹄を 巧して わる。 陣巧 巧は、 が 世紀の 巧榮 された がをおよ 
ぴ巧 兵な に、 巧 代では】 化 〇 四 年の 日 挺取爭 に、 そのた 巧を 有して ゐ た。 巧 地 度に おいては、 ぶに 格 闲ナる おお 者の 兵力 
が 巧 巧が 巧に おつた とい ふこと が 表現され た〇 一地 出 における 陣 ホを 强化卞 るた めに 夕 くの 時閒 がわれば ぁるは ど •そし 
て强大 をみ 力を もつて 卞る 作成に より •速 かに 旦つ 巧く. 敵の 側面 および ザ-面を 街く 可 おを が 巧 夕卞れ ばす るは ど、 阵地 
巧の 及を がおから 巧び 晩す る まみは を々 少く なり、 かくて おんど 要を 巧の おおた とつた。 

そこで、 ク ブゥゼ ゲイツが 巧に 巧 お 巧と して 述べた ところの 巧 合 •すなは ち 海洋から が洋 へ、 ホは 中立が 巧から 中な 巧 
巧へ、 おが 巧な に 巧び て わる 巧 合が おつた 〇 この 巧 合 •このな は •現を では、 完 をに 且つ 强 力に 占が されて わ たから、 こ 
れを巧 破す るには •巧 おの 大お曲 わよ び おめ てお大 を巧两 手段に よるより ホに 仕 ホがなかつた I C のことは クブ ゥゼヴ 
イツ ツ もを だ訟 めなかつた ところで わる 〇巧 おを ば •が一の がから か十キ a メ ー トルに 巧ぶ 巧い 地 巧に 巧卞 とおに、 か、 
る企团 の困隹 さは、 測る ベから ざるれ どに 巧大 し' その お 巧、 を 後に 一义 一八 年の K イツの ホ K 指令は、 巧な におして 巧 
られた 度 置を ば T みの 阵 が 巧 巧を K く这か 行進」 と 巧ん ポ〇 それは r 大抵は、 巧の 强大な 攻勢 的せ がの 下に」 巧 はれた 0 
ガ ちわ、 る 巧 巧は、 作 及に 巧く ためち 近 化め な 巧な の 兵力と おお お 離に 殖 ホした 曲に をいて ま ホされ なければ ならな 
さ 一巧 度 ホ ま 一 
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か つち斬 難 新 叩か iW 八 4 六 六 為 稼む かかを かシ篇 £ を かお かがむ；. わ心か ，かいか 

ミので はを〜 tV れは •作 棋の沒 巧い 歎が 件む 5 わ 京。 をて またな にな ミと こ ミル 1 デン ドル 7 の 一 巧 巧 
は 腐が Q 蓋 K 坦かれ ねばならを かつた、 とい ふ 文章が S された Q で& る。 作 巧を 巧め て 可 巧なら， J む-へを 覆來 のか 
く 逆 ミミ！】 如巧戰 S 巧は、 羣 ミと。 巧は まとして 践が養 お K 從 つてみ 季る ミな。 た、 打れ 
は 巧ろ 何よ 〇 も そづ战 巧的热 おからみ おされを ければ なら 貧つ わ。 しを 覺戰忆 おいては. 作 巧 的忆お 巧され ぇたよ 
うな 震の 累的巧 被は’ 巧な および あらゆる 種 おの 醫 手段の 大養 達に も 巧ら ス またを すくが しく、 径 めて 注 
ち 巧く 考究され た 戰巧的 および 技巧的を 粗に も おはらず 、巧を にいへ ば、 た r】 巧、 一九 一七 年 巧に、 ィ タリ ー 抵辕 にわ 
いて ホ 巧した のみで をつた 〇 その他 一巧の 企 田は、 作 載 的 巧が とは 認める ことは できない 〇何 となれば、 それらの ものに 
わつて は， が 方へ 打ち込まれた あ 巧の 巧は. 巧 道 わよ び 自動 卑 によりを 巧せ しめられた 巧储 おが 巧 破され を 個所を 巧を ナ 
るのを 巧げ る a ど 勇で 且つ 迅をガ つ セ C とは 曾つ て 5 もなか つたからで をる。 それ ガ を、 陣地 風忆 おける この 巧が 

ホ g は、 度に 占く 强く 5 るむ ちそのを 8 過に おいては いつもが 退され、 巧の 弦 舅を 露 かに々 f ホ、 これ 

に 苗し、 巧 破した 柴所 において 巧絲作 我を 可能に せしめる ようには ならな かつた 〇ガ がそれ はを がな ことで わつた 〇 か、 
る 目巧設 をの ル 巧 的な 巧 込みな さは* 怖 拿で さへ も、 一 化 一八 年の 夏 およ ぴ巧 ちその 攻巧 におして 、おかおよ ぴ ホが 
において ホ 常に 優越して ゐた拘 はらず、 かく 晦おた 目 镑に滿 化した ことの 巧 因で もを つを C らう。 CQ 巧 巧には、 作 
巧 計 まは 巧ん ど認 ミを かつち ミは 巧ろ 「を 通の 蠢 J にわけ る 巧 あに お あしち かがい、 み款が おを か卜 
力的宙巧によつ和取つ^一^:かいかか。 

せ寞 我の もたらした 上な せる 一切の 巧 現み、 な かんづ <を ホ 巧々 S 弦 のお 巧 時 細の ぶちと それに 巧 鹿ず るを 巧 傷 & 



の巧大との巧五作用によクて、 軍なの1<?おを生じた。 しかもこのま巧は、 休息、 訓なおよぴ補ホの問酉をか何に注息巧く 
規制しても •快 巧し えなかつた or 舟が 十分に をして わる 新兵は、 もとより 兵 ± の 巧を 巧充 する にを るが、 しかし 巧の 失つ 
セ 兵 ± のぶを 巧 ホ卞 るには 足りない」 I と 巧に フリ ー ドリ ヒ はおへ てね る。 おおは、 巧 一回 目の 巧 巧には、 巧 巧のを 贷 
巧を もつて 抵 ふが •第二 旧には そうでは なくなり， 巧 巧が 幾 巧 も おおへ される と完 をに あ-回の ようには 戰 はなくなる。 
軍隊と いふ ものは •抵固 力を 失 ふこと をし にを 巧で も 任 おに 使用で きる 將 拱の 酌では みして ない。 これは 化して 新しい 知 
巧では をい が、 しかし モれ は、 世み 大戰の お 情に よつて、 桂め て 明瞭に 曲の された。 一八 セ 0 年 八月 + 八日の 化戰 におい 
て、 モルトケは 、活動的な 二 個の 軍® を、 改備 軍と して 戰械の 後方に 立たせで 超 < ことができた 〇 それは、 これらの 巧 巧 
が 二日が に 化 巧を やつた からでを つたが、 しかも おつ ことができた 〇 世み 大域に おいては、 そのような ことは 化 も おへ 巧 
られ なかつた 〇あ をの 一人と いへ ども 継馈 的に 巧 はれた ので ある 〇 同一の 軍巧 をよ ぴ師留 がす 巧に 戰 岡を 巧 巧した。 巧 巧 
の 利益は、 巧瞭に 一時的には •巧 送なる 述勘 によつて、 自己の 兵力を 幾 お化しう るが、 しかし •をれ が 猫 絞 すると •おに 
それによ つて また 兵力の 奔命に 巧き、 これは 巧 笛な か 用を あぽさず には 谊 かを かつ セし •且つを 初にな をした ドィツ 巧 除 
の 段 巧 巧 俯の が大 なる 佳 越 性を ます {後退せ しめた。 補充が ながせに されて わる 巧の 巧 おの 過 巧と おお 力 化は、 增大し 
巧く 放の 傳 巧に 對 ずる 潑巧 的巧爭 において 、ドィツの 兵力を 巧 散せ しめた 0 

じ、 でち おを シ ユリ ー フ ユンに 巧そう。 なは、 敵を ばみ ぎから ホへ と 巧被ナ るた めに、 を も 迅速なる 移動に より •作昭 
上に おける 旨 巧 兵力の 巧 倍 化を 確かにな した。 だが、 彼は、 か、 る 巧 巧が 久しき に 直る 時は、 巧 おの お 力が をが 巧 巧され 
ずには たを いとい ふこと を も 明 巧に なつて わた。 これ 化が —— 巧中ドィツの化巧の下において1 を£^巧巧即決のみがか 
夏で あると ちへ たことの】 つの a 由で あ 0 た 0 化は、 かくて 巧 本 的には、 フリ 1 ドリ ヒ 、ナポレオン およ ぴ モルトケと 巧 
>1111 巧 巧 ホ 五 



一の え 保 t 代表した。 

自 から 巧 指が 官 たる ことを をされ なかつた シ A リ—フ ユンは •がの 作 巧に 隅す る 諸を# たば、 一巧 巧の 巧を 硏 巧に* を 
下ろ . J た。 そ？ でも •スン 本」 は 最も 有を でを ミ をれ C かりで &<• 8 度 巧 乂 S わよ び 作爱養 S 至 ホ 
を 表の おな は、 一の 巧が である。 

ホ當巧 アルフ レブ r フ； こ ユリ— フェン、 を さち 一| 奚頁 わよ ぴ旧六 0 ち 巧 化 某 《£« かよび 巧 思*、 ペル リン、 

一ろ 章。 

で リツ ヒ •フオ y •フ アル ケン 乃 ィン 『を ホ ザ 巧を J (Erich von Falkenhaynr Die oberste 田 ま r 空 leitun ろ) 1914119 一な 

Berlin 1920 ， < 二 を 一貢、 

H 9 ダヒ •ル— デント ルフ— 『 A が Hf をの 思 ひは J ^ Eri 昏尸 ude 口 dorff " ミぎ i 口 e で iegserrinnerungens レ Ber だ 占 191 夕六 ニル 巧。 

巧 じ < 『 な 巧 巧 巧々 の E さ rujr ミミ 昏 を" 0 す 3を口 He ミ sleitu 百ろ レ Ber ご 口 1920 •至 一ニ ミ网じ < 5 爭巧專 と 政を 
P 内 riegfdhru 另 旨 d Folitik く • Bcjrlin 1 養，) 一二 巧 一 夏。々 オルフ ゲングぅ で— ル スタ— 『シ ユリ— フゴン 伯と 巧 巧乂巧 J ミ 色ぎ 口 9 

Fo ミち さ； ミ G3f SCEieffen find d ミ W 么 tkrieg**,) Bcr ご n 1110 五 マ。 

第 巧 巧 回 « と运ま 

フリ 1 •トリ ヒの戲 ホから 化巧大 哉の お 末までの 百 五十 年閒 にわいて •度が は、 巧く ぺネ巧 化を なし 遂げた。 それよ •ナ 
ボ レオン および モルトケの 用 おにたいて 、並びに シ A リ I フェンの 巧爭 ホ 巧と 世 化大我 中の 東部 巧 おに わける ドィッの 巧 
巧の 作 巧に をいで、 をのを 大の飢 な t 奏した 〇 限られた る 巧 巧 上の 大 軍、 を 村、 を 術は •サホ 大巧に おける その 巧 動力た 
ちます くない 巧团 巧に 巧し & めち をを には、 巧； 巧 巧め にみ 巧され ホ 軍な のでち 謹して 巧ん どなが 的な 巧 
なが 現 はれち これは をく ホ 曾 巧の 巧 お 力と 间 時に をた 巧 畜をぞ する もので あたかく で 巧 巧の 手段を もつ て • C ホ 巧 



巧の ホが 且つを 首の 目 おた る 巧の 戰阅 力の 巧 滅を達 ホず る ことは、 ます < 西 巧に なつた 〇 とはいへ、 それは、 をは 個* 
の 作 致に おいて、 大粧 において 見れ ぱ 、なかんづく ドィツ 巧な に 巧 巧を もたらしを 〇 巧々 のがの 最 をの お 利は •疎が によ 
つて ホ 就され たのでは なくして 、巧を な 括が により、 が悴な 正面 歷 迫を もつて、 その上に またな 治、 お 巧、 をが のみ 巧に 
おける 非を 事 的な 手段に よつ で 巧 巧され たので をつた 0 

風が 的ち 巧’ 栽が 的に 盛み 夕 きま 質、 および それに 照 おせるな 巧の ための 裳 曲 或はを おの お 巧は， 大戲 のが おに 至る ま 
でも、 一つの 役劑 をがず る ことを 止めなかつた のは 確かで をる。 それにつ いては 例へ ば、 一九 一 五 年のを には •ゥィルナ 
のな 度の 方が プ ブス ニツシ ユ攻擊 よりも ョリ 巧 お 的で をつたら うとい ふことは、 一九】 八 年に •ィギリス 巧 おを フランス 
巧 除から 切り おすを めに 巧 はれた 西部 政 線に おける アミアン 近傍の ゾンメ に 至る 前進の 息 黄、 或は 反 おに ドィツ 軍の ホ 巧 
を 巧 破す るた めに フランス 軍に より ベルダン からが 短 巧 離を とつて オブン ダ 巧 巧に 巧し 巧 はれた 持久 的が 進のを 乾に クい 
てと 同様、 少しも 疑問のを 巧が ありえない 〇 ながとの 巧を は、 ホの 巧に ！ すなは ち、 作戟 的に 正しい か、 る 目 技 おちは、 
從 前の 化 態に おいてなら ぱ 望みえ たで あらうよ うな 大 なる 巧 巧を、 を 早 や 巧 待し えなく をつた 〇何 となれば、 風 巧め 族 利 
の 巧 得は、 なにを しき 時間を 必要と し •かくて、 作風 的に み棋 を巧ム 方向への 迅速なる が 進に 巧す る 期待は、 おりに も か 
くを つたから である、 とい ム點 にある 0 

巧へ ぱ 一九 一 五 年の ガリ シア および ポ I ブンドに おける かを •が々 五キ ロメ ー トルな 上には 及ばぬ 地の利を えた 作戰を 
もつては、 おお 帝 おお おにより、 その】 切の 部 おの 行動を いつでもね 制する ことが でを 且つ 自 W の巧逍 がを 巧 用して ゐる 
敵を ば、 お錢 しまは 巧 化する ことは できない 0 —— た 明白なる 危險を も 胃して 路み 止まり、 決 我を 敢行ず る 用 息を 自か 
らして たる 場を には •その 巧 巧は 巧なる でを らう 〇し かも その 巧を にも、 巧 保され たる 巧 通が 脚に よりその 側面に 巧して 
巧 二な 《 略 ホ ホ 
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巧くべき まが 巧 ( Materi 己 schlacht) に 巧し •をの ホ！！ をと 巧 利な 條 件を 巧 じくして わない 。一九 一巧 年の B ツブ にたけ 
る ロシア 巧の 巧 おり •一九 一 五 年に おける ウィルナの 巧 方への その 反 巧は、 その 例で ある 0 巧が のをに おける 化 態は 一九 
一八 年の 巧巧戰 なに おける ドィツ 巧が のかく、 陣地® 狀 態に 對 してを めて 巧 かしい 巧 巧 的 成果を 寒げ、 接しい 巧虜 とその 
他の 巧 獲物を 巧た お 合に おいて 卞ち巧 に 歯 巧な ものである 。地の利は、 侣と巧 さから 見て、 ホ 巧 作 巧の 方法には 充 みで 
はを かつた、 そして 風 おに おける 道路と 巧 道の 缺 かおよ ぴ巧閲 された 破 口の かさは、 巧に 巧な 的を 找巧的 攻勢の お 餐 たさ 
へ 問題と し •且つ 敵の 反扰 の巧大 にを 面して、 をを にはを く お ムサし めた 0 

用兵の 巧 巧 的 方面、 すなは ち 巧 巧に をいて は、 巧 巧 陣地が 巧 田 巧 巧の ありと しての み をらず、 また ホ 見 的な 計晝 にあい 
て 巧 生す る おり、 巧が として、 風が が 巧祭陣 巧のを 挥を規 をした 〇風 がは また、 巧 巧 降の 巧 所 およ ぴ 時と 巧 巧 巧のを 助を 
も 規定し •且ク それに よつて、 巧絮 のみが 的を を 行に 致し、 みを 的を をを せを をした 〇ボ がその ことは •弦が が、 その 水 
來 のみ 巧 •すなは ちは の西网 力を 巧 巧せ しむべき 用兵の 巧 径的巧 巧に おいて、 睐地 战の閣 お； 3 來 おんど 巧 音して わを いと 
いふ C とを 救ム ものでは ない 0 . 

世巧大 我の 巧 おに 際して は、 すぺ ての 參弦强 酉は、 かかげむ 我爭を 遂行し セが、 しかし、 それに よつてを をを 巧 お t そ 
た 酉 iH 田 もなかつ たとい ふ U とは、 載 •争 あおの 直を、 ドィツに おいて、 C の 行動に 反 おし、 クラウゼ ゲィツに おつて、 
正に 防 おこ そ 用兵の ヨリ お 力を お 態で ある、 といん 謀 論に 注を t 巧は しめた 〇ガ が、 もし 凡べ てのものが 巧 巧を する をら 
ば、 その 結果は、 お 止と なる であらう 。傍 末に 巧す るみ 巧は、 我がに よつて、 巧 事め 巧 力 手段の か 部に を 在した 巧 力に、 
ま 渡される であらう 0 

をれ は ダが、 自己の 任務に 自 なの もてない 巧が のみの なしうる ことで をる。 か 恥^が いが 齡 J :、 すなは ち 巧の 截巧 如の 



巧滅 は、 我爭の 一切のを 段， —— 政が 的な もの ダら うと、 お 巧 的な もの ダら うとまは を かめな もの だら うと、 ナベての 手 
段を 完全に お 倒す ると ころの 手段で をる。 をき のをな は、 —— と クラゥゼ ゲィツは いつて ゐる—— 巧 巧 的な 煤 利で ある 0 
ヶ Hill ヒグ レツ まは 七 ダンのを には、 一切の 政 お 的な おがは 巧 拭され た。 をれ は、 マルヌの ながが をかつた としても、 
世ホ大 載に おいて 消し おられた でを らう。 

それ ホに、 軍事的 勝利を ば、 一切に 卓越 卞る目 おとして 戍就 せんと 卞るホ 望を 尙 はちして ゐる をは、 もれを 巧ん としで 
巧 力す る 義巧も ある 〇 か、 る ホ 望が、 世が 大截 において、 敵 •味方と もに 巧 端から 塞 切られ セと いふ ことは、 この 巧い 目 
おへの 巧 力を 新 罪ず る ことを 是認す る ものでは なくしで、 ホづ 第一に たで この 希望を 生み 巧し セと ころの 間を つてね るか 
も 知れない 見解、 まは この 目摄達 巧の セめ に 採られた 巧ら くは 不充分な 巧 巧の 巧 お 討を 必巧 ならしめ るので ある 0 

この 點に閱 しては、 フリ •■ドリ ヒ およ ぴ モルトケ のかき 人 もまた 一時的には、 か 巧よりも 巧 祭に® 化を 巧へ るよう を 思 
あを 追求し セ—— すなは ち 前者は、 麻 帥と しての ホち 巧 巧のを、 困 巧の 壓 あの 下に、 をを は、 を 謀が 長と しての 彼のを 動 
一のを 巧の 年に 晤 らくの 間、 か發 がの 採用を 巧 大した ホ おの 巧 祭 力を 利用す る 意闻の 下に —— とい ふことは、 巧 かの ない こ 
とでは ない 〇 その 目捂 は、 巧者の 場合と も、 巧ち から、 なを 弱める ために 巧 おへ をる ことで あつた。 それは •ザが 大政に 
おける ドィツち おのな おの 巧せ にもを したのと 同一の 思想で ある 。この あなは ザ行し 巧かつた、 何せ をれば、 なは 巧な 的 
態 皮を も、 またが 待した ような 巧 巧な お 织的お 巧を も 操らを かつた からでみ る。 陸上に わいても、 化た ような ことが 起り 
うる 。かが かくの かを 態 巧を とる ならげ、 踩 争は 化止卞 るで あらう 〇それ はしかし •自己の 化 態の 化き を 時閒に 期待す る 
をに とつての み 巧へ うる ことで ある。 をれ の出來 ない をは、 それを 3 つて おがた うるた めに 尙は 何等かの ホ 望が なする の 
り、 自己の おどい 巧 おを 巧# のために 利用す るよりか に 化 ホがない。 

が 二な 巧 ホ 屯 九 


ナス ナの巧 かを 八 0 

しかし、 今や 陸戰 における 巧 おの 闲雜 さは —— 旣 に述ぺ セよう に —— 喊巧 的に 且つ 作風 的に、 世 巧大戰 において ホの 巧 
由に より 巧 大した —— すなは ち、 か联を 巧ん 作戰 をな てさせる ぺきホ 望が 益々 がみした ので ある 〇 それは、 この 方向への 
見 透し が、 巧來 、なきされ る 限りに おいて、 尙は ホを のに 明 巧に されでは わない 0 
を 巧 およ ぴ おお 推 砲の 異常なる を展 —— それは •深く 巧を 地に 至る までの あらゆる 行軍な および 巧を 線の 計を 的が 用を 
ぱ問顆 とし、 且つ 攻 g 巧を して、 敵軍から を かに がれて ゐる 時から 巧に その 兵力を を 小の が 除に かがす る ことを お 儀な < 
せしめる — は、 す 息 打ち 的の 迅速な 巧ち をして また 促 米の かき 地上 部険の あらゆる 作戰の 巧を みを ちな がよりも を 
かにな 少 せしめた 〇 かくて •この 巧 難を 克版 すべを】 つのを、 —— すなは ち、 ホ 巧に よつてな を おがし、- なみ や 二度と か 
を 的な 反抗ので をを いように する ようを 念を な棋巧 的が 利を ばち ぴ巧 得し えられる をが 强 見され なければ ならない 0 
この 希望は、 を 助谐の 力で 巧き、 を离の 速度と を大の 行進 力と を 結合せ る お 由 《<€を をを) に 向けられる 〇 それは、 松 
の瞄面 わよ び 巧 面への 不 お打ち 的ぷ 動を 巧ぴ可 おならしめ、 なは をた、 その 拖 g 力に よつて、 敵の 正が への 迅速なる 巧 沿 
を も 可能なら しめる 〇 かくの かく 迅速に して 行進 力 あり 且つ 砲が 力 ある 裝甲单 の おなが、 載 岡 力を るが 空 除に ま 持され， 
動力 化されを お 四に な 巧を おされる ならば、 <11^ 且つが モ たるみ 唆、 適 巧 有 知なる 追 巧. 從つ てまた 地上に おける 用 おへ 
の 巧 巧を、 巧び 巧 現 するとい ふことは 可能で ある 0 

かくの かくして 陸上 威が に いつかを 耍 なおを を ありち さしめ うるで をら うこの 方法は、 まだ 巧 おされで わない 〇 このち 
をが 他日 巧 みられる であらう といん ことは 確巧ボ といへ る 0 C の 方法を を もよ く 準 巧して 進む 巧は、 それによ つて 恐らく 
は •曾つ て ナポレオン や モルトケ がちした かを 巨大なる 巧 巧 さを、 巧に 巧して 巧ず るに 至る ボ らう 0 



せつて ホの かく 巧 約され てい はれ セ ことがある —— もし 一方の 相手が、 その 組織た よび 截 術を ぱ よくを おさ# 且つ その 
巧 おを お 傭し •モ の巧沒 なる 巧 巧 性に わいて 敵に おし 话越 するならば、 述 動を 巧 持し、 武力 手段に よる 決 巧を 巧 ひうる セ 
めのを 大の 前提 お 件の 一つを 確 巧に 巧して ゐ る」 (巧 单 a お 巧 日 ミを H.BOChe 日 bla ま 一空 一巧 年。 四 八ち 10 ホ 五 頁】 

旣 にこの 理由から しても、 希望と 探 巧と を 放棄ず る ことは 誤りで をら う。 巧ん や 陸軍 力は •その 柿げ セち によつて は 佩 
みされ えない 任務を 巧して が lb においてを やで わる 〇巧 望は、 陸上 わよ び お 上の 任 巧と 同程度に 課せられ たを 中驟 がに 向 
けられる 〇を中 吸が が ひとりな の 反 おを 巧 破し うる 地位に をる か、 それとも 將來 その 地 化に なくで をら うかは、 尙ほ 疑問 
の餘 地が ある、 そして それは、 攻 なをを ける 図の 狀態 •なかんづく 网化 上から 巧た 地理 關 なに 從つ で 巧 化する であらう。 

しかし、 お 來戰の 恐がは、 —— 旣に 化に お 摘した かく —— 瞎上戰 が •海上 破が、 を 中破が を ば、 一二 部門の# 巧 装の 共同 
にを いて C はなく、 一人の、 な髙 の、 これら S 部門の すぺ ての 上に 立つ 巧を お 巧を にお 巧され る ことによ つて 一つに 巧を 
されなければ ならめ、 とい ふこと に 就いては 些かの 疑問 も おしを い。 

がか豁京、 だ蒜霞、 費かだぃか八管&賢ぃ^-ぃをジ氏心、 盼4必か&新證かげ慕ピ{> 

それに おが 件 的に 巧 巧した みを 的な は 剖を 巧ず るた めに、 巧ぴ 取り上げられる であらう とい ふこと い 0 

第 四責經 厳と 學說 

巧 I 泣な 齒 

仅二 なおな 八】 



ナナ K の « 巧 fi 八 二 
C 、 では ホづ 第一に か 我 ( opcst する すなは ち 軍 段の な 動に 0 いて 黃 せられる でを らう。 何とな れぱ 、作 弦は、 風が の 
本來 のみ 巧を なして ゐ るからで ある 〇ガが 作 我のを 備 およ ぴを 巧と 聞な のをる 一切の こ ともをた 巧な されなければ ならぬ、 
をして 就中 そのを あ 目 おた る棋 岡は、 旣に截 巧の々 巧に 入り込んで わるとは いへ、 をく これを 除かず る ことは できめ 0 
一の 作 酸を 哉は、 巧 おとお 討に 限られなければ ならめ もので あつて、 かして 强制 めな 法則を 措 立し ようとし ては をら な 
い。 作 戰をか 何に を 行す ぺ きかは、 個々 の裝 合の 正しい が 巧に おいて、 健を なる 人巧理 巧と 將帥 のせ 巧が、 自由を る 自己 
の 選 饶に從 つて かを しなければ ならぬ。 これが 決を にを つては、 をが とを 巧 づけら れセ巧 謀 も 彼を かける ことは できない 
し、 尙ほ更 彼を 巧 おしては ならち これに 巧して、 おを ち をれ が 常にた r 限られで ねる 自み自 をの もので ちまたが 中 
他の 人が 爲し たもの、 すなは ち從 來の戲 あの 研究で も •情なの 判 巧と 適用ず べき 手段の 選 持に お 卞る手 巧り としてを 商の 
効用を ちずる もので をる 〇践爭 の 一切の おを を ば •一 おは 化 來るゼ けが 究 して 温いて、 巧 巧の 場を に 初めてな つかり •梅 
いを り、 周章て たりす る ことのを いように して 遇く ことが 大切で ある 〇 それに も 巧 はらず •風 争と いふ ものは、 いつでも 
をく 新しい 現み に 巧ち 滿 ちて ゐ て、 それは —— クラゥゼ ゲィツの いつて ゐ るかく —— r を 巧の いつぱい ある ホ 化の 海で ホ 
り •そのを 糖ち 持 帥の 也 も 思 かする 马 とがで きず’ 彼の 眼 もせつて 見を ことがない もので、 今や 曲 巧の 中で それを おけ 
てが 行し なければ ならない ので ある 0 J 

をれ 故に、 な 下に おいては、 巧々 が 作 巧に をして 港 遇する ところの 是 もを おを 諸现を わよ びな 低 念を 助 巧卞る 試みが 巧 
されうる だけで ある。 巧々 は、 このを、 巧を ま腦 部の みを 自己の 上に もつかず は 酉 おを 腦 がが 自分自身 にみ 現されて ゐる 
(フリ ー ドリ ヒ 大王、 ナポレオン) を 高 軍 司令が と •大規模な 我 ホでは 同 巧に 巧 立め に 作の しを ければ ならぬ 下 か 指が か 
との 閒に 匹が をつ けなければ ならぬ 〇 をな 指を がに 巧いて 音 はれる ことは •それにな » ホる ものに 巧いても をた 迪 勿に 巧 



ては まる 〇ボ が、 一つの 差る は あらく みのおに ある ザら う —— すを はち、 後を は、 自己の 上に 一の 地位 —！ それは、 巧 事 
においては、 セと へ ョリち 巧の 敦 見を 持つて 居らず とも 巧は 持つ こと t 巧 ホされ なくと も、 同等の 浦 見 t 持ち、 且つ その 
意見を ば、 自己の 爭ム ベから ざる 長官た るの 地位に よつて、 おが か 的に 通用せ しむる ことができる ところの 地位 1 をち 
してね ると いふ 面に。 

さ 岳な 巧と ホ ♦ 

路邮 が、 もし 同時に 巧 家の 指 巧を たる 時には (フリ ー ドリ ヒ 大王、 ナポレオン)、 自み 自身に 課した ところの、 がらざる 
巧 合には、 その 喊 にを るを— を 巧の 將 帥に とつでは 留 美の 指 巧 部が それ である I により 命令と して 指示され たと ころ 
の^一かこそ、 をらゆる軍巧巧かのぶ巧をなすものである〇 この巧合、 爵ぶず腦部は、 少くとも化に冉門ぶとしてちををお 
くので わるが、 しかし ホを 的を 息 見を 述ぺ させた 方が 更によ いで あらう 0 ( 氏 おと 巧 ホ 巧みの 巧 ホ 照、。 

巧 巧は 軍 ま 的な 目お投 をを 含んで わる。 この 目 巧設 をは、 弦爭の 目的に より、 自田 ぶは 敵 田の 巧 お 的を 求の 大きさに よ 
り •且つ また これによ つて 货爭 をな のをめ にを ナ るか 態に よ 〇て規 をされ る。 それらは あ 本 的に まりうる 。を 近 巧 十が 閒 
におけるを 干の 貨 例に なしで 見た たけで も， 一八 九九 年に、 ィギリスが、 本 困から 四 巧 間の 化な により、 併み およ ぴ萬西 
兵を もつて 南アフリカに 侵が 巧を 行 ひ、 これに 巧し、 甫阿巧 明は、 田 巧を 兵に より、 ィギリスの 陵胺が ホに 巧 おして その 
巧 立を 巧 巧した 時には、 それは をく 巧つた ものであつた 〇 日本と ロシアが 一 化〇阳 年に、 まが 領主の 一部の 占ち のために 
巧つた 時 もまた 巧つ たもので あつ ホ。 すなは ち この 時の 一 困は •あを 冉て 、わるとは いへ、 をを その 口戶 のがに わり、 化 
Q 1 田は、 その 本 因の お 力 巧み 地から 六千キ ロメ ー トル〜 おつて 居り、 た r 】 本の 巧な 織 道に よつて 巧 がれて わたので ホ 
第二 篇 《 A ルー ニ 



ナ*^スの度が6 ル 田 
つた。 一九 一四 年 •化み 大巧に おいて、 ロシア、 セル ピャ、 フランス および ィギリスが 巧を し、 共同の 巧 中 的 巧 巧に よつ 
て， 中 か諸闽 (巧み 拥——巧 ホ】 のをを を 打ち 法 かう とし、 他で、 中 お諸留 は、 危 f 亡の 吸に おいて、 同钱 にた r おおに 
勒 ずる 巧 巧に よつての み 防衛す る ことができ セ 時に も、 それは をく 異つ てわた。 をを に ま セ、 フランスが、】 化 二 一二 年に 
武裝が 除され た ドィツに 對 し' ル ー ル 領域に 侵入した 時 も •それは 圳の もので をつ たし、 また 今日、 ィ タリ ー が、 近代の 
一切の 成果に よつてを 裝 された 師 困を、 アフリヵの アピ シニアに 進めて ゐ るの も、 また 別の ものである 0 まる 染 をには、 
國 巧と 国 おの 存立の ためにを をの 一人までを 睹ナる こと も あり、 まは た C 限られた 手段 ガけ しか 用 ひない 限られた 目 巧 だ 
けし か 問題に ならない こと も ある 〇何せ をら、 —— この場合には、 それが 連 成され やうと 逮 巧され まいと —— 两 巧と 围ぷ 
のな 立には 巧れ ないから でを る〇 巧】 の 場を には、 風爭 開始の 頭 巧から、 巧のを をなる 討が が、 目 おとしで 、なお おによ 
り 設定され、 そのため にを 力を 賭する C とを 要求され るので ある。 第二の 巧 合には、 をく ち 巧なる 巧を をを し 巧ない 放に 
資し、 夕 かれ かかれた 出 來るガ け 載は ずして 軍事的に 占 おする ことが 望まれる ので ある 〇 或る時には、 かと 化 おのな 聪 
巧を する を 面がない ために、 まは また その 力がない ために、 巧 巧を 巧 ホされ る C とも ある 0 I 放たして その 巧 力が を 込 
みのない ものと 思は ホ さへ すれば、 をれ で 達 ホ さるべ を こと まは ま 巧し うる ことは、 巧に 巧な されて わるので わる 〇 巧る 
お 合には、 風 家を 担が 問題と をる ために、 極 巧の 反抗が お 求され、 ！ をたず る 場合には、 巧 おの 存立と いんこと がを く 
問 巧と ならず、 おつてを 力を 巧 注す るに 値 ひしを いために 、反抗 もなか ばかりに 限られる こと も ある 0 

かくの かく •麻 帥が、 巧 おを によつて 採せられ る 巧 巧には、 —— 巧の 巧が から、 巧に 限られた る 目 おのま 戍 と、 それから 
まホががたる巧の防巧或はた^^をくの巧止に至るまで —— 巧夕の 巧を が あるで あらう 〇ガ がし かし、 が邮 かかい かいい ツ 
ては、 巧に お 求され セと ころの ものは、 を 小 化 於の 任 かで かか 〇化 がその 巧 おな 上の ことを 巧すならば、 それは ぶかを も 



つて 受 入れられる であらう 〇 それな に、 將帥自 をと しては、 自己に とつて 達 巧し えられる と 思 はれる ところのを お 目 お、 
すを はち、 —— もし 何等か 可能なる 場合には —— 敵の が滅 、ながを ば、 常に 目 おとしを ければ ならめ 。それが 達 巧し うる 
否か かは、 しば {戰 爭巧爲 をの ものの お 過に おいて 初めて 認め しめられ るので ある。 ボ が、 敵の 巧が は、 をら ゆる 本來 
の 戰爭の 目 梧と 巧を をな ナ ものである 〇 それ故に •か、 る 目 巧を もてる 戰爭 のを 巧に 就いては、 U 下に わいて、 詳細に こ 
れを 論述 ナ るで あらう。 然 らば、 その他の 一切の ことは、 おんど 自 か'^ 明瞭に なり、 戰 爭巧爲 のこのを も 重 おにして を も 
お烈 なる ものに 比すれば、 單 にお 棠の 問题に すぎなく 見える に 至る ガ らう 0 

巧 III な将 巧の お 度、 忌 おおよび 巧 巧 

任務の 遂行の ために か 何なる 行動を とるべき かとい ふことは、 その 時の 狀 巧に 從 つて かめら れ をければ ならぬ。 それに 
ないて 決斷を 下す ためには， 巧 あが 必要で をる 〇巧 なは、 —— セと へ 巧 時間の 且つが 胡な もので あれ、 —— 巧 巧 用語を 巧 
へば •かが 判 巧と 呼ばれる 〇 正しい 狀 なお 热 は、 將 帥の 意 かと 巧 並んで、 ホ 巧のを 礎を なす ものである。 それな しで も， 
おがに よつて 勝利を 手中に 巧め えられる こと も 確かに あるが •しかし それは 巧れ であり 且つ かかに 幸 进な裝 合に すぎを い 
他面に おいて、 目的に 適しない み 巧の 至は 不正が ななおは、 しば' セ r 結局のと ころ、 が 助 い 誤を の 結 典 生ずる ので あ 
る〇ナ なは ち狀 巧の 認識に 罪が をる の だ。 

巧に 一般的な 巧 ま 上の 目お設 を、 かくて ま セ膊帥 がをおぶ によつて 課 甘ら れる ところの 巧 おからして、 この 倒 巧に 依を 
して ゐ るので ある。 が 巧の 判斷 は、 この お 合には、 巧く 政 ホ 的 およ ぴお 巧的關 なを も 抱 巧して ゐ る〇戰 ホの 目的を おはし 
て、 あなら ぴに白 国の 巧 傑の 巧 力 およ ぴ巧動 能力が が おされを ければ ならぬ し、 またを おわよ び闽 おの 性 巧と ザけ 能力 や 
が 二な 巧 它 Ai 



. ナナ K の 巧 か 苗 ル 六 
が お 的 ま 持 まは 直接に 巧ず 同盟を として 共力し うる 他の 諸 田ぶ にお 卞る连 巧を 巧ぶ すべを である 。なと そして 巧ち ちみと 
が •弦 爭の閒 おに 當り用 ひうる お 力に 就いては' まを 見を しがつく 〇ボ が、 我' 学の ヨリな 上の 巧 おに 巧 じて 巧に 巧 用され 
うる 手段 や、 今日 r 我' ずの お 在 力」 (SPO す ミミを ち erre --> と 呼ばれて ねる 諸 脚な は •明のに 設迸 しうる 限が を ば、 ぶ ダ 
ホれ にし かちして わない 〇 その 限み はむしろ、 巧に クラウゼ ゲィツが •ナポレオン 載爭 おょび 解放 截爭 にを 面しで 化ぺた 
かく、 またが々 が 世が 大載 において おんど あらゆる 參栽齒 について 見た かく、 な 府と閣 巧の 「椅 力と 巧な の 中へ」 巧え て 
しま ふ 0 

それ ガ から、 狀 なのが 巧に をつて •を 巧の 地位の 人々 に必 巧な ものは、 見 巧し 紐い は ど數夕 める 所 巧の 巧 度と 夕适夕 巧 
なる 狀 態から して、 が もを 巧な をつ を もみ 定 的な ものを ば、 正しくを 巧ず る 術で ある 0. な 治を の 他の 地 化に ある おと 共同 
して 爲 すかく のかを 巧 巧を 綜合して 初めて、 何時、 か 何に して 孩爭を 巧 ひ 得られる か、 或は 行 ひ 得られを いかを 巧 巧に ず 

る C とがで きる ので ある かくて •それ もまた、 我 争の 軍事的 計晝 にを する 基 巧を なして ゐる 0 ( 巧あ而 ♦照) 

* 

枕 巧 ま 的な なに 閱ナ る^ 巧が 巧には、 巧に ヨリ狹 い 限 ホが おされて わる 〇自 困の 兵力と お 巧手 段の 巧 的 わょ ぴ かめな 强 
さ、 をら びに 度 場の 地理 的狀 態は、 化 較的狹 い 領域 巧に おいては、 巧 巧的怕 値に おいて i . はなく •あ 巧 的な 値に おいて 巧 
をして わると ころの 巧ん ど 唯一の も Qe あらう。 

巧の 武岡 力と 比ち てみ た 味方の 戲岡力 Q 巧 動 劈は、 巧寶 ならびに 餐 的を おにおいて •をく す賽 なお 素で ぁる。 
それは 夕 くの 巧 合 •勒词 をして みて 初めで 巧 巧に をる のでを るが、 それにし でも 尙 ほその 樣モは 巧 化しうる 。おが 官の訓 
なのた ろ 平 巧を 時に おいて 巧せられ る 巧 おにを つてち 大巧の 装 今な は あら ゆ， Q 化で’ 同 巧の 力を もつ ものと おを さ 



れ る。 化寞 联勃亟 s して、 ドィッ 軍な S 霎 除に 巧す る 暮的養 性忆 巧いての？ s 括は、 正し かつた c とが 話 
巧され セ。 ダが、 他の 巧列强 は、 自阐の 弱 おに おする 自己 評 巧に おいて、 巧 分 的には ましい 誤 まを 化した。 他面に おい 
て、 フランスの 巧 除は、 ドィッの マルヌ 退 巧を には、 モれ なかとは をく 即の ものと なつ セ。 

ところで また、 紋 がその 弦闲 力を ばか 何に 使用す るか、 がは 自己の 知 あせる 思 場を か 巧に が 用す るかと いふ ことが 巧 巧 

となり， をて 不明を 髮 また 巧かず る。 フリ ，ドリ ヒ奎 は、 そ Q 1 投巧 則に おいて ホの 夕か へて ねる 1*^5 

なち 役 巧の 机の 上で 鞋 蔑す さでは なく、 むしろ 化の 地 化に みを おいてみ て、 5 がその 地位に 活を たと-^ セら 巧た 
卞るガ らう か •と 自問し でみ なければ ならめ OJ と 0 

.モルトケは、 これを ば、 放は 巧々 のをん がまない ことを 巧す でを らうと 巧观 せんとして、 巧み 其つ セぶ にを 現した 〇敞 
が 他の 巧 巧を とる ガ らうと いム将 叫な 理 ホに ヨリ まが 性がない 限り、 巧々 は、 このを も 困難な 想をから 化潭 しなければ な 
ら ない 〇 かくて 巧* は、 ほの 地 化に 自己を 遇いて みて、 巧が 何を 爲 しうる かを 巧が にしなければ ならぬ 〇 そのを、 化巧换 
の强 さおよ びその 巧 おのた めの 時 巧の 必 おと 巧 並んで •とりわけ、 巧 軍の お 所 的 わよ び 時間 的 能力を 正しく 評 巧し えんが 
ために •巧 おおよ ぴ逍路 巧の 巧 力を 計 巧に 入れなければ ならめ 〇他 •曲、 今日では、 放のを 軍巧间 力が か 何なる 程を ホで 自 

巧の お 具 および 巧 おた 巧まず る ことができ るか、 そしてを た 巧を がは その おには 一九 〇 四 年に、 巧 K 港の ロシア 巧 除 

におして 日本が なした 巧 巧め ホ R に 做 ひ —— をら < はなめ 宜巧ホ 吿ナる ことなしに 一打 勘す るか も 知れを いといん じと t 、 
え 分に ち 巧して S かを ければ ならぬ。 

巧 巧と なる 可が をが 巧 山 ぁると いふ ことは 巧に、 はが か 巧に 巧 動し うる かにつ いての 巧々 正 巧に 近い 化な をうる C と ダ 
けで も. なの おず る 巧 争 遂行の ための ぁらゆるを 巧な 巧設 におす る 永な 的を を 巧と その お 力に 巧ず る 適切なる 剩巧 によつ 
ぞ 一巧 《 A ル ホ 



ナナスの 巧 か 論 んル 
ての み 可能で ある i いふ ことを 示しで ゐる〇 こ 0 一巧 得られた る 化 巧 も、 巧に 巧が 討され •補 化され、 是正され なけれ ぱ 
ならない 。かくしで のみ 初めて、 板の 能力の 逊ル評 巧、 ずは それと 同 巧な 惡が咨 を あぽし うると ころの 過を 評 巧 わら 巧れ 
うるので をる 〇 あらゆる 軍 傑に おいては、 ズツト ながから 、このが 則に おつて 巧 巧され、 且つ 郁み 的には ⑩方 のがを の 巧 

巧を も 通？ を& たを 倚 報3^ 關 Q を &宗大 な 拿？ 巧 ま诗 げられ VJ & た& 護ら ス赏大 緊始 つてみ る 

と、 巧ん ど、 どの 參戰 苗に とつても 、致 想 かの 大きなず 柄が 知られずに 巧つて ねた 〇惦 がに 明 防を 一例を 巧げ れぱ I フ 
ランスの 多 謀 本部は、 それ 自 をが 立てた 集中 計 巧と 同 巧に、 ドイツの 巧 姑 兵* (巧 西 およ ぴ師 田) が 第二な に 巧な しで 來 
るガ らうと おへて わた 〇 かくて フランス 參な 本部は、 ドイツ 軍 険の大 いさに ついて 非常なる 過小 巧 巧に 陷ゥ •そして 設堡 

された マ IK ザン プルな をぱ 、載 場の 北方の 巧みと ながしを 〇 それは、 ドイツの 巧 備兵留 (Reserve V さ b をを) の 弦 

醫 - R を 過小 評 便し、 從 つて それに 留 し、 薑に とつて 最も 不利な 爱口 をを がち 巧に 入れな かつち を こで、 彼等が S 
しでを 助 部な と共に 前進し 來り •二つの 强 力な 軍 おが マ ー ス わよ ぴ ザム ブルから 北方へ 現 はれて 來 ようとは をく おへな か 
つたので をつた 0 . 

なとの を 巧の 巧 巧は 巧に、 夕< の 巧 巧に ついて •なかんづく その 網 巧に ついて、 それから をた 恐らくは をの あ闲お 力に 
ついても、 明瞭な 视をを 5 巧る。 だが、 そ g さくは •風 爭が蓉 妾を る胥 、依が として 模糊？ ろ忆 おはれて ねる 
ので ある 〇こ のことは、 個々 の裝 <{口 において、 故が どの位の 强 さか •どの 方面へ 向 ふか、 何時までに、 そして か 何は どの 
兵力を もつて 一を のを 所に 到を する か、 どこで、 そして また か 何を るが おの 下に •風 巧を 巧 ひうる か、 等々、 その 化夕く 
のま 巧を 判断ず る時忆 もを ては まる。 そ S 合 •をが S 襄 力、 防を お ii 帝 倍は、 な Q やりを ミ囊 にお ナる 
手 巧り を 巧へ る。 蠢 およ ぴ续 .迫 網は、 繁 詔なる 巧 力を もつ てね るかを 示め ナ ものである。 なかんづく •等しう 



る 化 •へて 《巧 道給路 をは 自—用 道路は、 巧し いか 勇を ば、 困 巧から 又は 他の 囊 から 谅 をし 來り 、それにょ つて 非が 
に霉閒 のうちに S を 挺 化しうる ので ある。 一九 S 年、 マルスに 向つ ての ドィッ おの が 進に 際して なされた 舅の 巧 
定は •か、 る お 力を 巧ら くは 過小に ザち して ゐ たので あらう 〇 十月に、 ポ ー ブンドに わいて は、 ヒン デン ブル グ 1 ル ー 
デン ド 7 ルは、 か、 るが 力を ぱ巧 見して、 それに 適 應 する 奮を とつち 將來 は、 あらゆる 窜偵 をが 巧 はれても この 
任務は 乙ば^ 巧に S になる でを らう。 何と なれば、 一巧のう ちに かち ミ も憲に 動く、 て夕 ふを 巧が 化さ 
れセ兵 曲が、 巧し いを 巧を 巧 ふからで ある 0 、 、 、 、 、 

かくてが 巧 刹 巧は、 なをな 巧す る 限り、 常に 鮮を である 〇 適時に 必 をなる を 灌の專 巧を 通が する ことは、 愤報 1 お 
おが 惡 かが ミミち い ミ や間遼 つた もつ 星 おな もの やは 葉の もつ 互に 巧 矛？ る 巧 おから、 曲がる だけ 迸 
切な お 巧を つぐり だす ことこ そ、 指が 官の 正に 爲 すべを を 大な黄 任を る 巧赃巧 働で わる 0 ファルケンハィン (ジー r 。 口す》 コ) 
が ベルダンに 對 してを 巧せ しめた 時 •彼は •敵が どの位の 兵 おを おして ゎたた そして モの師 風は 如何にみ がされて なた 
かにつ いて、 巧々 正確に かつて わた 〇 ザが 彼は、 — T このを 合に もがの ずを にを めら れた巧 報に をきながら、 フブン 
K 巧の 及 お ヵミぴ 7 ランス 困 民 S 囊 G ちして ゐた 持久を おを 逊ル霉 しち 

を 商 おが 官が擊 計 巧の 樹 ミを つて、 いか！^ がいを かかい、 常に 時 閒と休 おとを もつ ミち ミ 判断は、 巧 下の 
をたち にと つては、 風 岡の 巧を にょつ で、 時閒 的に をす''^ お 縮され なければ ならなくなる 0 がも逛 速を、 それ故に 怖が 
を、 ダが 正確な、 すなは ちを も 本 巧め なる ものに 限つて 爲 される 巧な は、 か历 のを 礎と しで 充分な もので なければ をら 
々0 それ どころ か、 一切の 巧 化が おんどた だ 巧 ホな 威のう ちで 爲 され、 決 防が、 何等 恐め うぺを 頭脾巧 かたしに 即刻 下さ 
巧 二な « R / ゴ 



ナナスの ft ホ 化 0 

れ るよう を こと さへ ありうる 0 

あらゆる ホ 巧に をり、 巧 おとが 巧が 巧と 巧 並んで 巧 ご一 に發 言す る ものが あり、 これが 結局のと ころ かか^の ものである 0 
それは がち 將 帥の 於を であつて、 これは、 將帥自 みの 信を と 勇 おとを 巧り にかけ たように， 衣 現す る ものである 〇も しこの 
力が 缺 けて ゐ るか 或は 程く 軽 巧に しかを 在して ゐ ないならば •敵の 强 さや 巧 かお 力に 巧いての ち あは、 非常に 危 おを 過 あ 
託 巧し、 故 S 方み 巧忆な 0、 大麻な 行？。 を、 S な 養を く 巧 极的襄 f 邊 ぶよ 5 農。 おちで わ ミ 危なを 設 
就 するとい ふことは よいが、 しかし それは •かしで も 可能なる 化り、 その 危險を ばち 巧と 巧 巧と によつ で 克服す るた めで 
ある。 もちろん、 を おを ぱ致 防し 或はを く 回避す るより みに 仕方のない おを もを りうる 〇 しかも その朵 合で も、 少 くと 
も •也の 巧 底に おいて •時と ず 巧と が やがて 狀巧 をな 善す るで あらう とい ふ ホ 望を ちして ゐ なけれ ぱ ならぬ 〇も しか、 る 
希望を 持つ てゐ ない をら 巧 お爲 にし VJS を 待 巧け ミミ •蠢 から 生れた 冒 お 的な み 历を巧 ばな けれ ぱ ならない 0 
言 己 S 態が お 迫され て ねれば ゐ るは ちそれ ガ けを すくな、 攻 巧と 巧试戰 とに 依らう とす. る。 C れ は、 七が 巧爭 
にわいて、 奎が 、蠢を おせる 巧 《ななに 巧して とつた 巧 巧で をる 。 J — ち 蒙 冗 帥 モルトケ 伯が は あがし ち 

み 断を 下ナ ことは、 麻 帥の 化まで ある 〇參 謀满 長は、 I つの 巧 巧を をけ る •モ して 化 勢が 巧に をつ ては、 かおに おじ， 
個* のを® 忆 ついて 巧力をの巧けを借ぇ みくとも判巧のあ巧と1^るものを巧供サ，.3める0 }^れとは曼，^仕方を卞る 
ならば、 呈ホ かを の 方法で ある。 それにつ いては、 フ 。，ドリ ヒ 大王のを ち オィ ご 雲が 巧に ホの かくすつ てわた 
r もしも 巧 司令を が、 何 まかを 企てる ことたが しもが をを い 時には •巧 事舍巧 fc つくる よ ゥルに よい 义 をはない 王は 



これに お 言して 曰く T それは •軍事を 謀に おいて •をく のをが、 無 爲に資 巧す る 場を には、 ます {逆を して わる」 と 0 

ガ かち 鮮 帥た る ものは、 巧 立 的に 巧 動し をければ ならぬ。 r セ ごつ のを 於の みが：^ 巧を 巧 巧す ぺき でみ 在 J — とモ 
ルトヶ はがへ てゐる —— r もしを々 な 人々 からが « をを ける & ら 、たと へ か 何に よい 巧言に せよ、 この 意を の 巧 巧 さと 断 
モさ をえ はしめ、 彼に お 思して わる 軍の おがは 不巧 ザと をる であらう 〇 一 つ £ あ 想のを 尾 一巧した を 巧は、 その 思 おがが 
分かで も 現 巧の 化 巧に 一を して ゐ るなら ば •幾つ ものが しい 計晝へ 巧び つくよ b も、 ョリ逮 かに 目 技へ 巧 かれる で わらう 
何と なれば、 なをの 巧 合に 不可避 的を 命令の 巧な は、 軍 おの® と 兵力に 巧して 常に 惡が 巧を 及ぽ すに ちが ひない からで 
るる 0 

巧々 がて かいか^に おいても また 見 巧す かく •これにの たような 原則が 巧 おして ゐる〇 I 卞 をはち ナボレ オンは、 一 
セ 九 六 年ち ィタ リ ー における 彼のを 初の 巧 勝のを •彼は 規 司令官の 巧 化を ヶブ ー マンと 共に 分つ とい ふちへ 方を 拒を し 
た —— r 余は •何人の 巧言を も 借りる ことなく、 巧爭 をを 巧し セ。 もしみ が、 他のを と 怠 見を 同じく しなけ れぱ ならな か 

つたと するなら だ、 何等い ふに 足るべき ことを 巧さなかつた のでを らう 0 を 人は それ'^ 自己流の 風 争の 仕方を もた 

むだなら め 〇ヶブ ー マンは •余よりも ョ リタく の捏 をを 巧し 且つ 巧 争 t ョリ 巧 かに 巧 ふで あらう 〇ガ が、 もし 二人が 一错 
にやるならば、 巧々 は、 巧め て 拙劣を 戲爭を 巧ムガ らう OJ 化の 裝を において 化は かう もい つて わる 0 1 r 我 巧の 閒始に 
をつ ては、 前進す ぺ きかを かを 充 みに 巧ち しを ければ ならない 。だがし かし、 一巧 巧みに を 手したならば、 お來ゥ る诞り 
ををまで これを 巧な しなければ ならめ OJ 

ホ 断が、 現货 のが 勢と なの 巧瞭 のなかと に完 をに】 を するとい ふことは、 もちろん 巧れ であらう C だから、 個* の 巧を 
にわけ る あらゆる 巧みを •正しく •迅 をに 且つ 巧みに 巧な する ことが を ホで をる。 

巧 二 巧 載 « 化 一 



ナナスの 巧 か K か 二 

一巧を 祖 として 爲 された る 決定は、 を も おお 的な 理由がない 巧り • C れ をが へさせて はなら め 0 「そうすれば •單 純なる 
行動は、 按な とを 行され、 を も お 巧に 目 おを 達 巧す るで あらう」 —— と、 モルトケの 西爭 論は ホぺて わる 〇 巧々 が 化が 大 
哉に わける ドィツの 指 巧 振りに 眼を 向ける 時、 一方では タン ネン ベルグに、 他方では グン ピン ネンと マルヌ 沮 巧と を考へ 
るので をる 0 

ガ がまた、】 つのみ 巧を 固執す ると、 径 めて 困 巧を 狀 態に 巧 かれる こと も わると いふ ことは、 コンブ ツ ドの ポ I ブンド 
— ガル シ卞の あ 初のを 巧 わよ ぴプ シエ ジ ニィ sschcsiny) に咨 かれた 作拽 、なかんづく また タン ネン ベルグに おける サム 
ゾノフ を msonow} の 巧 おの 速な が、 これを 示して ねる。 

そこで 巧々 は 巧び 正しい 巧お剌 巧の 意義に 巧つて お 謀しょう 0 —— それは 指が 巧 { Fchr 旨ち k 旨る のを 礎を なす もので 
ある。 た C 幾み かで も 適切なる 設 斑の 上に 立つ なれば、 将帥の 意を はを なの もの t 巧な する ことが でを る〇巧 をは •单の 
兩 おのかき ものである 0 

第 四 巧 R 争の 巧！ 6 時 巧 

を 巧を 巧卞 ものは、 踐 争が 何時 始まる かを よく かつで わるが •しかし、 それが 何時が るかは 知らない 〇何 となれ ぱ 、成 
爭 のが 括は、 巧 巧す るを ガ けに 依を してね るので はない から ダ 0 

「现 争巧爲 は、 —— と、 クブ ゥゼヴ ィツは 杳 いでね る I 巧 上の わら ゆる 巧來 まと 同 巧に、 その 時 閒を必 巧と ナる〇 人は 
八日 間のう ちに、 徒 ホで ゥィルナから モス nl までは 行けない 〇モれ はがり 切つた こと ガ〇 ダが、 カホに おいて 生ずる か 
き 時間と 力との 交互 作用は、 こ、 には 痕跡 もない 〇時閒 は、 兩巧 弦を にと つて 必 巧で わる 〇を しで、 巧を のうち どちら か 



その 巧 位に なじて •を 一に 時間から 特 則の 利を t 巧 待で をる かとい ふ c とが 問 西と なる OJ そして 化は々 の おおに 到まず る 
I 「巧 A は、 巧* 巧 争には か 何を る 巧 あ も、 化 止が も、 中阳保 もない とい ふので はを く •か、 る ものが 不可 あめな 巧を 
には、 それは、 巧 おを ョリ 巧 ザな ものにせ ずして、 巧ろ 不巧 巧な ものにする ところの】 の惡と 見られなければ をらない と 
いふ こと、 巧り、 もし 巧々 が货 巧に 一 お 的巧理 をが 持し ようとな するならば、 巧々 が おさの ために ホめ なければ なら 元い 
巧 止 巧からは •通常、 目 巧への 第二の 巧 進は 生じない とい ふこと、 だが、 C の 第二の 突進が 可能なら ば、 巧 ムは必 盤では 
なかつ たとい ふこと、 そして お 力に とつて 冗來目 おが おりに おい 場合には、 それ もまた 依が として 逸すぎ ると いふ こと t 
信ずる 0J 

この 巧淪 的ち 察は、 をら ゆるな 大 なる 將 帥のを 力と 一を する 0 彼等は、 が頭徹 尾， その 棋审を 巧 來るガ け、 一巧に すな 
はち 巧來る ダけ 迅漱 いが おせしめようと 巧 力した 〇 もちろん この場合には 常に 攻巧践 爭が巧 巧な ので、 巧 祭巧爭 、巧 摸は 
元々、 除かれて ゐ るので ある。 何な をら、 防繫 は、 巧爭を 迅速に もまは お々 とに もを なする 能力を をく ちして ゐ ないから 
であり、 つまりを の 息を への 巧が によつて 巧 争を が 結 せしめようと 用 おしてる から ガ〇化 化を は、’ 也理め 法則から 、かが 
よりの お按 によつて、 むしろ その 狀 おのな 善 されん ことを 夏む ものであると ク ブゥゼ ゲィツが おへた 時 •化は 巧に、 セ 年 
巧爭におけるフリードリヒ大王、 をかんづくまセ ー 八 1 二年の a シアの化おをちへ てゐたのでわる。 1 八六六年のオース 
ト リアの 狀態も •それから まる 制 蛇を もつて-八 七 0 年 —— セ ー年の フ ブンス もまた これにな へうる であらう 0 

ザが 世が 大 我は、 中 か 巧 巧に とつては、 をく 則の 巧 巧を 虽 した。 何 化 なれば、 その 狀 おは-元 ホ •ル 部から 巧 斬 かか か 
も 巧 待し えない お 煩 的を をの それで わつ たから ガ〇 防ち する をに とつては、 巧のを おによ るに せよ •がしい 同盟を のなか 
によるに ホよ •巧き への ホ 夏が を 在す る やる やとい ふこと がかが みを 的で をる 0 

そ 一 篇 * ♦ さ 一 



ナナ K の R か 論 丸 田 
フリ ー ドリ ヒ 大王は、 一七 直 六 年に、 迅速 にがおす る 希望を もつ ち、、 巧 巧を もつ て 巧 祭風爭 を閒始 した 〇 彼は-その 
戰爭は 『短期 且つを 潑 J でを ければ ならめ とい ふ 意見であつた T 巧々 は、 巧 じて 我 ホを 巧 引 させて はなら め。 長期に 互る 
酸爭 は、 巧みに、 巧が 軍の 卓 弦 せる 規律を 破 巧し •國の 人口を 減少 せしめ •我が お按 源泉を 巧 あする 。 J 

ナポレオンは、 彼の 成 役を ば、 ちへ えられる 最大の 迅速 さを もつて’ 巧を によりか 巧に 至らし めようと 常に 巧 力した 0 
たた 一八 ニニ 年が の狀 態の みが、 彼を して、 他の 巧 お t とら しめたが、 しかも 彼に 故 化を もたらしたり 

モルトヶは、 一八 六 化 年に •商な 指 探官に 巧ナる 訓令のう ちに ホの かくを いた —— r 令 日の 用 おの 性坊は 大規模の、 そ 
レて 迅速なる 決 我への 巧 力を 特を としで わる。 軍 除の おさ、 これを 铃を する ことの 闲醋 、を 裝が 態の が 用掛夕 、巧み およ 
びを 通 •巧を およびち 柔 の中据 、そのうへ に 巧 おの 我 巧 準備 なれる 化が および 巧な 結 典のを ぶ 性 —— これら 一切の ことは 
を爭の 迅速なる が おを おおす る。 J 他面、 あは 一八 九 〇 年、 帝 巧 謀を においで 、軍備え なの 必 巧を 論 話す るた めに、 西 か 
および 巧 おに おする ドィツの 戲爭は •同時に セ 年我爭 、いを 一二 十 年取 爭 にさへ をり うると いふ こと、 何故 なれば、 いづれ 
のな も 一巧 や 二 巧の 戰 巧では、 自 から 敗北を を 言す るまでに 完全に 討が する ことは でを ないから ゼ どい ふこと を、 巧吿的 
になべ て わる。 

ィギリスの 參 巧な が、 巧が おにな つてを かして 來た 時の かき、 化み からの 麻 あは •もちろん この 時には まだ 元帥には お 
ひ 浮 ぺられ てわなかつた 〇 この 通な 化 態に を 面しで、 シユリ ー フ ユンは、 極めて 力 强く却 我が かの 思 巧を ホ 張し •モ して 
それを ば •巧 かに 一八 六 九 年の モルトヶの 說 明に 依頼して ゐた世 巧に おし， ホの かき、 か 日では を 早 や 是認され て わるよ 
うに 思へ るを 證を もつて 巧 白を らし めんと した 0 —— ダブ t とおびく 巧みた る や •「 民 おの 奋 立が、 巧 菜 および H おの 不 
巧の 進 おにぶ いて 居り、 且つ 迅速なる 解決に よつて、 一時が ム された 巧 おを 稱ぴ かかさを けれぶなら ぬよう な 時代に おい 



ては 不可 巧で をる。 巧ち 巧 人の 生 巧が 巧 十を マルクの 巧 致を 必要と して ゐる 時には •が 巧 我がを 用 ひて はならない Jo かく 
て 彼 もまた、 ド ィプのを 面して ねる 巧爭 にわいて •時 巧の 猫 或から 利益を うる ことを 望む ような、 をて になら め 希望 t 起 
す C とを 巧め てむ る。 をは、 ボ がま セ、 來るぺ きョ！ a ッパ践 争が 短 巧 間の もので ぁらう とい ム をを ダけ を もつ てわたの 
ではを てな かつち むしろ 7 ランス • n シ J よび ィギリスの 參謀 本部 こそ 1 をして そのような 息 見を 認め 2 たの 
でぁつた 。巧 等は •な 等の 共同のを 巧に よつて、 短期間の うちに、 巧 爭たぱ 、中 か 諸 巧の 完 をなる 敗北に がらせなければ 
をら めと 巧 待して ゐた〇 放 側の 巧治裘 たちを して、 巧々 に截 巧た をら しめたと ころの この 期待は、 これが をを の ものでは 
をかつた。 

巧 五 泣 巧爭計 書 及び 出 巧 か 畫 

巧爭 計を は曲師 計を (作 巧 許 巧) に 比して より 包括め な ものでぁる 〇モれ は、 巧に 巧 巧 的戰み 遂行に のみ 限られる もの 
ではなくて、 特に 今日の 狀を にぁつて は、 凡ゆる 毋爭 上の 方 巧と 共に、 皮 お 上、 巧 巧 上 •經巧 上 化、 まに また 巧 满のお 巧 
にがけ る 巧る 巧 おの 方 巧を 同時に 包を し、 をた 巧 互に 調 巧を 保たし むぺ きもので ぁる。 この 計 巧は 國 おの 元を (3 な ミ 50 J , 
erhaupt ) 及び それの 脚な •ぁるひは 内閣な 理 大臣が 專 門の 巧な 巧の 巧 力を 巧て、 特に 巧 あ 大臣の な 力の もとに、 資 巧を 
なつて 巧 巧す る ものでぁる 〇 せに •おし 巧 あの 敗戰 について •を 裔軍巧 局 (日 ioober 江 S silitirbeh 穿 den ) にがし、 巧 
巧 的 問 巧が お ぜられ る 限り 化 等が 刺戟を 與へ 巧戰的 態な をと つたと しても K じて み定的 動！！ をな 十べ をでは なくが やそれ 
の ホ 巧を とる がかき ことを なず ベを ではな かつた とい ふ おから、 をの 巧務 局の 誤 見たり しこと 乃至は 怠 巧 セり しこと を 非 
雞 すれば •それは 明かに 巧 態の 誤認を な ホ する もので ぁらう 〇 ベル ギ I 巧が の おお 的が 面 や 更に それを 巧 巧す るに ついて 
ホー 云 載 《 を 



ナ ホス の « 巧！！ A ホ 
のみ 巧は、 英 固が 公が 我 ひに 加入す る ことが か 何なる を 的が さを 巧へ るで あらう かと か、 あるひは を 巧巧爭 になして 田 民 
の 生計を か 巧に まちせ しむ ぺをか 等の 問® と 同 巧に、 をれ はお ど 巧 人の 問涵 ではない ので ホつた。 巧 巧 お 求の 昭西 や巧爭 
計 金の 軍事的が 分の 墓 本に 脚して さへ もを をには 陸軍大臣 (この 巧が は その 位 S が 巧 底に ち 味す るな 上の ことを 示して お 
り わるよう に 見えた) は 巧 任を もたず、 を 謀 おちの かきは 尙 巧であつた。 巧ろ これ 巧は 巧べ て —— そうなくて はなら めか 
く 1 闺亥 施政の 巧 S であり、 それは 軍部に 巧して た r 巧ず 的が 巧を のみ t 巧 ホ 巧 至は を吿の 態を なつて おおを 示す れぱ 
をい ので わつて、 ——モれ のが 咨 下る ところに 旗 じて —— またを 少 とも かお 的を を 示を 行へ ば 足る ので わる 〇た r が理大 
臣 •おす、 陸巧大 居を 德 て】 人で 兼ねて わる 時ボ けは (フリ ー ドリ ヒ 大王、 ナボレ オン) この 巧 かに ある。 

世み 大截 による おを の おとして 抵 をを 巧の 凡ゆる 部門を 热 をした がまが 必巧 であると いふ ことを •巧め て 我* は 、 it 
同様に 巧々 のな も、 お得した のであつた 0 がれ 迄は 本ち めには 軍事的 諸計宙 のみが 践爭 が晝で わると おへて ねた。 麻が も 
ホ この 見解が 第一位 t 占める であらう が、 こ、 では 姑め てより 詳細に おを されなければ をら をい。 

大風が には、 巧が 因に おいては、 巧 薄 的 思 爭計隻 が、 非 巧 事 的な 部を によ ゥホ備 された 备 個の 方 巧に よつて、 かおに ぶ 
じで 補充され ると いふ ことは をかつた 〇我 爭計晝 は陸戰 及び 海喊 について、 巧與の 田法瞄 化に 逆 巧し つ、、 他の 巧ん どす 
ベての 酉 におけると 同 巧、 巧 五の 了 保の 下にでは あるが、 而も 完 をに K 刖 されて 按 立され た。 巧爭巧 動の 巧 一を をせ 卞る 
ことは、 陸 おを のをな 司令官た る ヵィ ザ ー の 手 やに あつた。 

将來 •陸 お兩 巧と 同 巧に 巧 化な を 中 我が かは るに いたれば •わ、 る おを 乃至は それに 巧 化し セ おおでは 到底 役に立たな 
くなる であらう 0 

將來 のを 力 巧 ザを 巧は、 を’ お、 をの 棋阅 たが ほが 制しを ければ ならない であらう 。そこで 陸、 巧、 を 軍の 巧爭が 3 も 



ホ 統一的に 措 立され ねば をら をい 0 c れが ためには 111 つの 巧の 上に 立つて 統帥に あたる 炼 巧が 必を とならう 〇而 して s つ 
の 巧を 巧て ま 西す るのは 人間 一人に とつて その 能力を お 過せ る ものであると いふ 非 巧に 巧して は、 ホの ことを なて だ 巧せ 
ねば をらぬ 〇 巧ち 陸軍、 お 巧 •更にを 巧 にがてを の 指 巧 領域の 摸々 を 部 巧を 巧 帥す る C とが、 同 巧な 巧 式に よるより 髙巧 
な 指 巧に 巧して ホめ られ 、义巧 行され て わるので ある 〇 勿論 指醬 まがより 上 化に あれ ぱ ある 程 •义 その お 巧を のな 下に あ 
る 軍 困が より 巧大 され、 夕様 化されれば される 程、 その 指 巧を は 「元帥 J にまで 至る であらう し、 曲 來れば 一二が 門を 一つ 
の r 特巧物 J にな 元して しま ふとい ふ 試みに 反 巧 世ねば をら め。 指 巧を は •备 巧が 何を なし 得る か、 從 つて または それら 
のぞに か 何なる 巧 巧を 巧へ 巧る かとい ふまを 知らねば ならない、 そして 任 巧を 巧へ、 目 巧を 設定す る睽 に、 巧 互の 共同 エ 
作を 規制し なければ ならめ 0 —— その 資巧の 手段、 更に 協力に よる ホ 巧を 必巧 として ゐ をい 限り •その お 粗の 巧自 性は、 
巧 巧を 設け •海陸 乃至を 中戰の 指み を 個 A の 問題と なる。 

圾ホ計 巧の 樹立に 巧して、】 巧ぷ のみ をらず、 夕少 とも 同 揉な 巧 巧を 有せる 巧 巧を 巧みと する がには 巧め て 巧 乂な义 時 
には 見を しおい 困 巧が 生ずる。 その 巧 合には、 明らかに 保 ホすべき ま 化に かけて 居り •义 をの 諸 計 巧は、 從 前よりも はる 
かに 巧 巧的領 巧な かにな し、 更に —1 巧を 屈服せ しめる まで 同盟を 巧 持 するとい ふ 協同の 巧 お關化 t 度か熙 すれば —— を 
早自 困の お 求と も 何等 關係 なき 巧 あに よつて、 その他の 巧 合よりも を かに 夕く巧 縛され て ゐ るので ある 〇ガが •共同め を 
この 利 まに ついては ナカ^.^ 一を 卞る ものでは ない 。あらく 一の 巧ぶ の巧爭 目 おは、 化の 巧 装の それよ りら、 制 化されて 
わるで あらう 〇兩 ホが をく 同一で ある 寒は 径 めて 巧れ ガ〇 自己の 力を 巧 注した ものが 巧を となり、 しかも 化の ものが その 
巧 巧を おる とい ム 巧を あれな ちになる ダら う 0 

を 一 篇 《 « 至 



ナナスの 巧サ諭 ク 
な 一を る 計 巧た よび お 力なが 一 あるを な 司々 部が 正に か、 る蜡 ホに おいて 必巧 であると いふ 巧は、 巧理で わる、 がし か 
しこの 巧理 になつ で 巧 巧され たことは おんどな かつた ので ある。 何せなら 閣 おは 原則 や 理論的 認識に よつてな か 卞る もの 
ではを く •利害 お 巧に よる ものなる がた めで ある 〇 一九 一四 年に フランスの 命を 下に ある イギリスの ルが 除の おおが 閒巧 
になつた 時、 キ ツチナ ー は、 ち 四の 巧 巧は ホダ せつて 他阐の 下に 從 思した ことは ない とい ム簡 巧な. ボが 化が たる 理由に 
よつて それを 巧据 しセ〇 ドイツ 《 オ ー スト リ ー 间盟が おばれて ゐた閒 は、 巧 苗 共に a シヤ におす る 我の ために その 兵力を 
化 固の 指揮 下に 至ね る 準備を かつち それは SQ ためでは なく、 望 S 夕おな 閱也ま 左 香 lange) をはせ る もの 
であつ た。 兎に 巧 同盟 曲の 截を にかて、 同一を がに して •同を S 力た 享るお 力を 巧 一 わるを 筑 司令が がは 立した こと 
寡して ない 〇 その 司令が は 巧* 形式的を 在た るに 雪ず、 涅 《てながで あり、 夕 協を 巧 ひられた (一八 ニニ 年— 一四 年 
の赖合 田、 まがに がける 元が 化 巧 ワルデ ルゼユ 、サ巧 大聪に 於け る ドイツと オ ー スト リ 1 B ハン ボリ ー)0 同盟# の 一つ 
が， 承認され た 指 巧を である 時に 巧め て、 司を がは 巧 威 ある ものと ならう 〇 それで 同盟 田战爭 のた めの 共同の 風 爭か晝 t 
る も S •お來 も 亦、 勇 SS 行使 Q ため Q 1 殺 的 協 巧を 度堇 JJ とは 巧れ でを らうし •同譯 が、 共同の 事 おの ホ 
めに、 をの 最 をの お 力を 行使 する ことに、 どの 程 化まで 同 息す るかは、 巧に 巧 巧で あらう 0 

巧 萬 瞬爭ホ g は爲 政を をた 巧へ ホ 巧の 目 おに 從 はねば をらない であらう。 大夕數 の 坚今 をまでは • 盼 によ 
つての み、 時には 海昭 によつて 巧 茜され て、 その 目 巧は 達 巧され たのであつた。 ん换齡 ^ みに よつては •お 上からの を 
を巧晚 する U と 広よ つ V 巧忆 服な を强 欄す る 事が は來 たな 忆 巧して Q みそ Q 巨 巧が 媛 言れ た 《でを る。 か、 る 巧を 
は、 例 か ミミ ミ •その 李は をに 巧 ミれ る ミら う。 こたを て、 かいいを で •裘 'お 巧 巧に よ 



つて、 をれ がかの む 略を をからし める 狂ら ば ——！ それは ョ I a ツ パの 巧 巧せ る 巧では 決して 不可 化とは あはれ をい 一 m . 
爭た ホす る ことができる でを らぅ。 

ホの ち 巧は ホづ 第一に 睹戰 にを をす る •とはいへ 2$ 下の 文を は、 お 巧 及びを 中 戰に對 しても 同 摸を 夕當 せを 求める もの 
である。 即ち おが 的 戰ホ計 逆のを もを 裝 な目懷 はか 何なる 場合に も、 なのを 力 中が ち 敵の 巧が 的 孤 邸 力心淘 がか ぁツか 
し、 現を も 巧 株で ぁる。 何 かなれば この 殘滅 は顶餘 一切の もののを も 明確な 根本を なすから である。 唯 だ } V の 4 かかを ぶ 
し 巧ら れ ごる 場合 か 或 ひは 爲政 をが 巧 ホす るかく、 放を してや かを 求めし める ことが 例外的に 化來 ない 場合に のみ 巧 二に 
II そのが おが 兵力の 海が と 一致し ない 限り —— 敵の 武力 源が、 政治的 およ ぴ經巧 的中 必 がの おが， 敵が 主の ぉが、 かみ 
との 遮が、 何れ かの 同盟 閣の倒 巧 等の 巧が 巧睡 となる 0 1 切に 也 絶す るな なの 巧 力た るが 戰岡 力の 討滅 とい ふ 原則に よつ 
て、 ナボレ オンは 彼の 成 巧を おさめ 得た のでを る〇 モルトケ も ホ •巧り であつ た 〇 1 八 六 四 年、 デン マ ー クに 向けられた 
司令官に 對 する 指令の 內 をは、 破み 計 あなる ものは 何を 考 あすべき かを 明に して ゐる〇 即ち 敵の 巧 都は 巧 除’ — 巧々 が 持 
つて ゐ ない 度の —— なくして は 速し 巧ない とい ム 巧、 ジ ユツト ランドを と佈 する がは 化來 るが、 效巧 をら しめる ためには 
永が 的よ 巧で なければ ならない とい ふこと’ しかし それは 他の 列 强の卞 渉が 仲つて がると いふず、 かくて、 出 來るガ けな 
困め に 巧 巧し 得る 巧の デン マ ー ク巧顶 巧の みが、 をの 目 巧と なりぅる に過ぎないと いふ ことが そこに 詳說 されて ゐた〇 

巧閱を 元々 夕 くの 敵に 致して 同時にを 巧し なければ ならぬ 巧 合は、 巧 態は 括め て闲 巧で ある。 その 巧を も お 効な のはな 
がその 同盟 困の 中に おいを も 加つ てね るが ために、 兵力が 一を し セ 巧 勘を とる ことを 目 巧と してが 備を宪 了す る それ なが 
である 0 

列闻 と共に、 を 後までの 巧 巧が 巧 はれる ものと すれば、 クラゥゼ ゲイツ も滿 なせし かく、 目 巧の 制 化 かられた る 戰爭計 

ホ ニ 魚 度 « 丸丸 



ナ* s ス の* ホ！！ 100 
« をる ものは 吾人の おおの この 巧々 にと つで 巧 巧と なる 〇 化な のぶを 下に 巧 祭し をければ ならめ 巧では • 1 八々 四 年の デ 
ンマ I ク 、一八 九九 年の ボ ー ア人の それの かく、 —— かからのを をを 得られざる 阪り —— 巧 巧を をけ てね る 巧を が 元來か 
がに 堅固な ものであつた としても それは 旣 にが 結に 近い ものであつた 〇し かし 巧手に 巧して その 巧手の 計 まの 巧な とおめ 
て 困 巧を らしむ る ことは 兎に 巧 可能で あらぅ 〇地 おの 巧みな 利用 や 平時に がて 作戰 上の 見が から 巧め 稱 築して ホつた がか 
による 補强 が、 斯る巧 合に かを 的な 役割を 巧ず る 0 

制限され た目檢 をち する 巧 巧の 巧 計を は、 一八 九 八 年の 合ホ國 にお ナる スペィン’ 巧 闻に對 卞るボ IT 人、 一九 0 の 年、 
一义 一四 年 更に 一九 一ニ ニ •一一 一年の 日本 •あるひは ル I ル 地方への フランスの 侵入 等の 如く 么 等の 助から 巧 训卞る ことが 巧 
來る〇 ま 人は 若し 一九 0 凹 年の 日 巧 我を をが をす 义 ならば、 正を のを 泣に よる 巧 事 的 結 巧た る ことにつ いて 殆ど 巧ない も 
のであつた 〇 たで その 巧 業た る や 政 お 的な 動に あつた にす ダな io 

一 おち 風み 計 亟の設 をは 巧 除に 巧爭 をを 行ナ ると いふを 助は 認められない ものであると •いふ ことが 化 來るモ の壯さ 
がが 巧に 巧 潰に のみ 限を されて ねる 限り、 それは 自明の ことで ある 。しかも —— 他の ことが 誦 明され をい 化り —— 凡べ て 
の 巧 巧 計 塞に ついても それは 夕當 する 〇 そのな 巧 計 おは ホ、 巧 備卞る ことが 凡べ ての 巧 測 的 施は の あなで わる かく、 凡 ゆ 
る裝 をの ホ備 としての みち 巧た る V を ものである 0 

風を 計 巧に 巧いて をて はまる ことは、 巧を の 制限の 下に、 小規模 乃至は 巧が をが 巧に がて 風爭が 巧と 一を し 巧る とじろ 
の 出師 計 畫 (作風 計 巧) にもを では まる •また 少 くと もがか 的に 且つ. 一時のに 展 巧され た 一部は 風 爭許畫 によつ で 巧 巧 さ 
れる〇 そこで 巧 ♦は 化み 大巧に ついで 巧 爭ホ垄 の本資 的-あおとして、 ホの ことを 設 めぅる •がち 西が ホは 巧 巧に « する 巧 



一のを g の 巧 巧 (即ち かづ フランスの 打 巧 •ホいで a シアに 巧す るを R } •おおの 巧 巧 (ち H お 巧の 可及的 巧 被、 自 H 巧 岸 
の 巧 巧を びは 來る 限り バルト おにが ける 巧ぶ の 保理) •オ ー スト リア B ハン ガリ 了の が IK パル ヵンの な セル ピャの 第ニ ホ 
の 巧 巧に よる 《 シャ から ホされ てね る 危拽の 解除) 。また •西部に がける 目 おが か 何に して ま 巧し 巧る か、 巧が にわつ ては 
か 何に 巧 巧が 巧 はれねば ならめ か、 巧踪 はを々 か 何に 行動す ぺをか 等* の C とは， それに よつて 政 巧まで 械 巧な 陌 分は 不 
可 巧であつた としても •がか ナベき 夫々 のな 巧に ついて ためられて ねる 巧師計 巧の 巧 巧の 中に を 巧つて わた 〇 ベル ギ ー を 
通逊 して 進を するとい ふ閒 題は、 西部 巧 線に とつての 恐 爭計畫 ならびに 特には 師計 巧の 巧 本 的を 巧ぶ 巧を をを して わた 0 
或 爭計畫 にわつて 政 お 上の 煩 あ 及びち 巧が なは 一つの 本 宵 的 巧が をなず る もの すれば、 それ 巧は 巧師計 巧の もとでは を 
々を あする 〇 をには 島を をが きまつて をの 巧師計 おの おに かくれで ゐ ると きには， も 早 採 超 左 巧へ るのは 巧 なぞでは をく 
軍を め 指導で ある ことになる 。がふした 出師 計 金は 巧を をなず か齡と 化師の かとを み 巧に する であらう しまた 私齡 はな 
中狀 巧を ち 察して それにを も 有利な かく ホ備 する であらう 〇 しかし ひを 巧いて がまを 巧ム ものとは 考 へられを い。 何 化と 
いふに 此 あにが て モルトケ がな たかく 巧々 のを あに 一. をし、 時には 敵の 巧 立した 患 おに 一を してね るからで ある 〇巧 巧の 
利益 あるひは 巧 ホは、 人 巧の 煮 おも 第-の 駭 岡を 巧え て それな 上には な 巧し 巧を いとい ふ お 巧 fc ある 秩 度まで な變 して 了 
つて ゐる〇 大抵は 人が 企てて ゐ たことは 夕く巧 巧巧來 なくを り、 を 初から 巧 待して ゐ なかつ セ やうな C とが 可能になる〜 
のでぶる。 をれホち 齡|;かか緊かかいか那费岩かパかかかいがか5,,い」ジいジががががが^ピがが、ぃ。 ぉ化し 
たま 旗を 正當に 理解し •それによ つて 巧 あのが おを 示しつ、 目的の 巧 柄を 指々 しまた 巧 固た る货 行に がる、 とい ふこと が 
か 巧に したら 巧 おの 指 巧を なし 巧る かとい ふことの がて である 。ナボレ オンは 巧に •か 何にも 巧 端な は どのみ をにまで 進 
んで いつた、 彼は ホして 作 巧 計畫を 持たを かつた 〇巧師 ザ行に とつての 計史 がな にや 時に どの 程度に 行 はれ fc り、 またを 
を I 篇載 《 一 S 



ナナスの 巧 ホ 41 jo 二 
巧 巧 ホの お 過に をつて はを 离皮 にまで 工夫され 統御され てゐ ると か •あるひは また 夫々 の 都る にわる 巧簿ぞ にを ねられて 
わると いふの が どの 程を の もの か、 とい ふが はぶく その 化 巧に よつてを わられる ものである 。指 巧を が おし 冗 巧を 涅 —t 
行つて ゐる とすれば、 吾人は 彼に 對 して 巧 來るボ けの 自由を 許して やらなくて はたらないで あらぅ. 何 かなら ぱが 和， が 
一 の述動、 盞な息樹等のいいいがかて4師：^歡がが？0か^51がいがいがが1^。 

一な ハ 四 年の •テン T ク への 語‘ について は’ モルトケ 將 ：是最 巧は 白ら その 指 巧に をたら なかつ たが、 巧に なべて を 
セ 司令を Q 共通の 方 かが 作られて ゐた •またを の 方 かの 答 忆 ついては 指令 官亿完 をな 白 由が 許されて わた Q である 〇モ 
ルよ 真が 指 巧し ご矣六 年の 出師に 關 しては、 を 初の 輩を 巧 丢產に 書を た 計 巧が かけて わち？ は •日 

を 道 ふて 巧 化に なま 態へ と 進展して ねたので あつて •オ ー スト リャ 軍に おして 巧が 晒を なさん とする 息 あ ダけ が 巧が とし 
てゐ たので ある 0 1 八 セ 0 年の フランスに 對 ずる 哉 ホに ついては •巧 王の もとに 巧 巧され その 採 可を 巧た 化師計 巧が 巧備 
されてゐた、 それは放陸軍とのを初の戰岡£5上に、 啟を北でに巧をし已あを巧がすることが目おとされてゐた、 しかしそ 
れ がを めち 前進を 閣巧 線に 至る までと 定ろ 巧ち 巧手との を 初の み 我に 至る をで にを めて ねた。 をれ ち 若し 吾人が 伯 
特シ ユリ 17 f ノ の 後 おを に 遺 占 「フランスとの 我と といん 回 お 記を みて、 それが 輩 g こと や 左？ さけを も 舅 
な 裏巧忆 よる 包圓 Q こと 等から 醫 しで 了つ てゐ ると いふ 動で、 そ Q 回想 祀を轟 「計 £ であると 考 へを 又 出師に 
閒 ずる ある 參 ちま おとして しか 考へ をい とすれば、 それが シユリ ー フユン 化 符に勒 して 热 切な もの かどぅ かは なしい 〇一 
丸一 四 年には 西部 戰 •争に も 東部を 戰に 妾專 にを めら れ計 がは 塞し なかつ ちそれ でも 一を その 計击は •指 巧に ぁたる 
人々 の 巧 神の 中に を 在して ゐ たので ある。 西部 戰爭 には 將巧 自ら その 統帥に あたつて わたが、 巧が 我には 1 巧 も お 中が 固 
をされ ず、 夫々 のがを の お每 をに を わられて ゐホ〇 指 巧を は 巧な がかな される 巧 巧から その 巧な を、 その 巧 お 及 化が の 進 



展に なじて ち 合させね ばなら なかつた、 而も それが かなの 染 合に もま セ 巧み お 送 能力の ある 裝 なにも 聞 難が 生ずる ことが 
をつ ては ならな かつた のでを る。 更に 吾人は 西部 集中 も ホ、 巧 ホる ダけ 錢道網 にがつて 巧 力し やうと でる がかを 固ま 化 旗 
から 巧き 虛卞 やうに しなければ ならな かつた 。フランス 人に よつて、 巧】 の お 中を 超過した 確を 的 計 おが 巧 はれて ゐセ C 
とは、 衆知の かく あまり 効 巧はなかつた 〇ジ ョッ フルは ル 見 上 ナポレオンの 巧 軍の まの 例に ならつ で、 —— 到る おでを 手 
卞ればがるガらう(〇3田-吕巧90吕巧ミ〇ミ5〇3さ33)といム態巧をとることをちへてゐた〇オ1ストリ1=ハンガリ 
1 並びに ロ シャは 種々 の 裝合 について 定められた 諸 計 巧を 瓶へ て t り、 兩 をは をれ をを 細な 曲に ついて 巧な するな どに よ 
つて 直ちに 巧 揉に 移ず ことに 拉 めて ねたので ある。 巧師 計を がどうし てが 中 可能性に 化を して わる かとい へば、 その 集中 
が 出師 計 まを 巧始 する にあたつての 巧 底を なすから である 〇 巧ち 凡ての 睾 がを 巧 部 的 相互 脚な にある ので ある。 

巧 ホ節展 巧と その 巧 護 

展邮 (Auf 日 arsch 曾つて は 巧 中 〔Konzs ミニ 旨〕 A 呼ばれて ねた) とい ふのは 将軍が 作戰 を閒始 する にあたつて 巧耍 
な その 場所、 その 時刻に あつて、 猫 制せる 巧を 軍 (巧 貴を 見よ) 動な 分 族の が 備 おおで ある 〇巧 ホの 巧 化な 巧 巧のう ちに 
は. 新しく ホがず べき 作 巧は 巧べ て その 作風に をら れ たが 挟の 巧し きお 中を 必 おとす る。 をれ で染中 地の 至は 染合 地た る 
因 巧 中部からの 逍 はな 前は 夕く國 おに 至る まで 徒 ホ 巧 巧を なつて 進まねば ならなかつた 。しかし 前 化 紀の半 巧より 巧め て 
お 方の 場合は 巧 辛を 用 ひる やうに なり、 現代では 自動 巧 巧 送が 之に 代つて ゐ るが それと ホ にがお 巧を が 巧 鹿と をる であら 
う。 た r 巧る 方途の 不可能なる 巧 巧 や、 何等かの 理由から 利用され 得ない か あるひは 巧 ホに 近いた わに か 速 部 段の 巧な を 
巧 巧に わつて は •今日 もな ほな ホ 巧 あを 用 ひて & る。 架中ぷ おは さくや 時に がて 將帥 により 巧め おを されて わた が i 
ホ ニ 持 《 た 10111 
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にょつ て 行 はれ、 それは その 將帥 あび 巧め た 限られ セ範 困の 棋 力を 等に のみ なめられて ねる 〇政爭 に 底し このた； 0 に巧備 
されて ゐる ところの その 計 巧は 巧 巧に 巧す る〇 それで 巧を にがては 集中 計 里に ょる 個々 の 巧み お (He ささ te を】 は 「集中 
な 令」 たる その 巧 に とつて かくべからざる 任 巧を 巧す る ものである 〇 この 巧々 なぶ 個々 のを 曲の かが 備 5 JJj ( vor - 
Bgbef ミミ •- PC 30 邑 一】 は、 集中 地に がける お 偏 ( G ミ erbr す guag ) おょび 拾を をが 備し 、巧に 化處 になせ サ るか 到を せる 
巧换 とおな を 巧ム〇 

巧 中 計を は 化師計 さに ょつてを めら れ 、また をれ の 巧 巧の ため 決定的 息 まを おする or 巧 おのが 巧の お 中に がける 魄 誤は 
化 師巧過 中には 巧び なめ 巧ない ので ある」 と モルトケは ぷぺて わる 0 1 九 一巧 年 八 年に •七 ル ピヤに 向けた オ ー スト リア • 
ハン ガリア 巧のを 初にが ける 大巧 おお 中が、 C の 一 卸の 正な なることの 例を 示して ゐる〇 巧に その 巧 中は なを 地の 巧が 引 
渡しの 可能せ と 分 巧せ る ものでは ない。 巧ち 兩 ぶは 巧ぷ かがに 立つ ものである 〇 出師れ 書 吏に 联爭 計晝 のが 態に とつで- 
制 化された を 送 お 力の 制阪は ホを 的で をら ゥ〇 

それで 一九 一四 年 a シア 並びに セル ビヤに おず るオ I スト リ 1— ハン ゲリ I の 巧 師計晝 は ハンゲ* 1 たお、 ヵル パ チヤ 
山 巧を 越える 輪 送の 困 巧に 惱 まねば ならなかつた。 それで 將帥 はが 送 能力が 正を に 巧 現される 巧 合、 自己の 計* たか 何を 
にもを わる ことが 出 來る〇 それ故に さくの 通路 や 巧 道は あめて を 巧であつて 、結局は 作駐 上の ながから それを 迅り 上げる 
を さへ も必 巧で ある 〇 その 巧で ナボレ オンが 中部 ョ 1 B ッ パを 通つて 捷設 しおめ た-大巧 用 巧が 巧り、 又 大巧 前には が 山 
の 巧が 上の 儀 道路が わつた が、 それらは 特に！！ シアが をり 上げた ものであつた 0 

現在の « を 能力は それを 技大 おに 利用ず る おが 必巧 である •とす ふのは 巧 中 t 度巧卞 るち の 知 脚を 巧 巧る 丈け お 巧す る 
とすん 巧が みを めな 息を を あする からで わる 〇 却ち 作 巧 開始は その 巧に 巧を して わる 0 でを る (ホよ 》 を 照】 〇すぺ て 巧が 



は そこに お 利に 巧く ぺく巧 力す るで あらう。 化し ある 模 ホな 上 にがお 巧 爲が化 進され ない 時は. 化づを 巧の 集中 閒 おのげ 
を 早める をに よつ で、 はに 巧し 巧 巧なる か少 くと もや 巧を 巧ち 巧る かくを めら れる であらう 〇軍 除が かみを 完了し 巧 巧 巧 
偏の おれる 時に ねめ て お 中を 巧始し 得る のでを り •つまりは C の 巧な を 巧來る ダけ 早 巧に 閲始 ずるを が 斤-をな ので ある 0 
巧が も 早 おけ 巧い まがおを する や •お 具の 閲始 あぴお 中に がける 時間の 玻 引は 成 巧を がふ もので あり！ 益々 軍み 上の が 
巧は ホ 巧と をる 0 C れが セめ には 指 巧 的な 場に あるな なを もホ理 ががなくて はなら め。 その 勝利が 巧 中に 巧て 逝 巧した 巧 
合に も尙 確を る 程の 毎 巧な お 力の場 合に 始めて •なをを は 化 お 的 理由から お 具な 令 遷化に ついて 巧 巧を とり 巧る もので わ 
る 0 

一九 一四 年ち 巧に がける 雜踪 した、 而 かも 巧 端に 尖 お化した を 粗の 化 化に をつて は、 中 か 諸 固に とつて その 陸軍の 作 巧 
巧備 をを も 速 かに 巧 施ず る 巧が 哉 ホみ をの 里大 なをを ちして わた。 彼等に とつては 巧 事は、 を かお 方に 迄 その 集中を 徐々 
にを 巧せ しめねば ならぬ り シアが、 を 兵力を なを 巧備を 完了す るな がに、 西部に がて 巧師を 開始し 化 ホる だけ 巧 方に を 前 
なを 押 巧げ る菩 にか、 つて わた。 それで 中肤諸 酉に とつては 助 おのみ 巧を 巧 近す る ことは ホ 巧を をぶなら め 危なに おれ 
る。 截爭 を回楚 する について 鼓を の 可能性を をり 旧 ナ爲に ドィツは —— 热理 大臣 自身 表明した おに —1 「到を 巧 巧を を ひ 
巧い やうな ま 段に よる」 動 具 命令を 巧す るが かきに 立ち 到つ たので をる 〇モれ がた めに、 ォ IK トリ 1 H ハン ガリ I にと 
つて、 セル ピアに 向けた 大部 段の 指講を 誤る に 至り •义 《 シアに 向けた 巧 中を おな せしめ 思 化せし める に 至つた と 言ん 泥 
巧た るが 態を お起した ので わつた 0 « シアが 大風 のちのの ちを かづを 初に 閲始 した 時に、 不幸に も ガリ シア 及 ぴおボ ー ブ 
ンド にがて 駐 ひが 開始 させられ セ ことの まを 原因と なつた ところの、 を お 的 時 閒の巧 失が 生じ セので わる 〇 巧に ホ 巧の 巧 
巧と お 中の 巧が とに よつて 巧つた 所は、 巧び 取戾ず 巧は 困 巧で ある 〇來 たるべき 我 ホは、 巧め、 巧が 計* •巧に また 巧找 
« « 10 五 
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化 お 曲の 加入に よつ て巧始 される でを らうから、 持來 は、 径 めて なかを 遲巧 といへ ども 拉 めて 宝大 なお 巧を おを しうる で 
をら ラ 0 

時間の 利を を 巧ん とずる 巧 力は、 かが 的に お 中 計 まに 導かれ、 C の 計を は、 かを 漱が (Trasportbe ミ gun たの あめて 
些 巧な 曲に 至る まで 仕上げられ、 をが には 非常な 咳 巧が 態に 陷 つを。 

おりうべき あらゆる 践 爭の柴 合に 巧して、 か、 る 巧 中 計 まが 立てられなければ ならな かつ セ、 そして 錢道巧 ホぴに » を 
ナベき 軍 おの お 力 およびが ホが おえず 變化ナ る お 合には， それは おんど 毎年 更新され なければ ならな かつた 〇フブ ンスに 
をけ ると 同 巧、 ロシ T にたいても •集中は、 同一の 方向に (ロシアは 西方に 向つ て • ス ブンス は 巧 方に 向つ て) 巧 はれる 
笠で わつた から、 彼等は、 お 本 的には、 を粧計 まの r 巧 お』 を もつて 滿 化する C とがで きた 〇ガ がし かし、 夕 くの 互に 巧 
お 立ナる 集中 方向が 問題と なつて ねたと ころの 中 化諸闽 にと つては、 ま 態は るかに 困 巧であつた。 かくて、 ォ 1 K トリ T * 
ハン ガリアに わいて は、 涅 々なる 場を に對し •夕 巧に 互り •互に 鉛 絵し セ 五つの 架 中 計 まが 化來 て-ねた 。ドィツに をいて 
も 生た、】 九 一ー ニ 年に 至る をでは •西が 巧 中の かに •巧 巧 集中 計 巧が 作 殺されて ゐ た。 諸計晝 がかくの かく 固を したお 合 
には、 お* の 巧に 至る までをめ て 注を 深いが 備 をして 居つても •巧 おの 適時の 作 扱 単備を 問題に する ことなく、 一巧を ホ 
された 集中から、 他の 巧 中へ をる ことは、 たと へ 不可能で ない としても、 極. めて 西 巧であつた 〇 それ故に 、ドィツ 參謀本 
部は、 一义 一四 年に、 それまで 固定して わた 錢道 集中を ば •不動め な ものに 巧 形すべく を 手した。 參謀 本が は、 ョリ 大を 
る ホ斯の 自由を 巧 巧し、 且つ 巧 道控 をに 現は るべき 巧 巧に も巧辩 されない ようにし ようと 化した 0 C シアに 巧して 向けら 
れ たお 力の •巧な サ るかき 完 をに 自由な 巧 中は か、 る お あのが 巧を 示め した ものであつた 0 他面に おいで’】 巧閒 をされ 



たを 送 逆 化の 不充 かな 巧 動は •一九 一四 年に、 ォ ー スト リア •ハン ガリア 巧に おし、 を大な 不利を もたらし わ。 

か 日では、 可動 的な 巧 中が まは、 巧ら くは、 ながよりも 更に 必巧 である 〇巧 をに よる 巧 送は、 跪 弱な 施設に 對 する 巧 巧 
の危隨 の巧大 により、 を 大を 問題と なりうる 〇巧 道拴 送を か 何なる 程 あまで 自動 単锥 送と 代へ うる かは、 米ポ 化して 明か 
にされ ては ゐ ない 〇何 かなら、 その 進路 も、 すを はち 河川 や 山な の 通路に 束綺 され， とりわけ 渡河は 巧毁 におして 胳 おで 
あるから ボ 。一九】 巧 年に、 おんど 卞ぺ ての 交 巧 巧に よつてを 巧され ぇたが かき、 巧 おなき 巧 中は、 蔣來 にわいて は’ た 
一^ 壓倒 的に 巧を なを 巧のを 在す る 巧 合に のみ 望み 巧る ことであつて、 而 かも その 裝合 において ナら あお 確 巧と いふ わけに 
は 巧かないで あらう。 巧 A は、 なをには 出師 計 金のを 巧 巧 力にまで もが 張され るか も 知れない 巧 普た おぶ に 入れなければ 
ならない 。傅 巧なる を 巧を もてる 巧は、 そのな のが 中を ば、 を 巧に よつて 遲盛 せしめる のみならず、 目 榜を意 部し つ、’ 
自己の なする ところに 集中せ しめんと でる ダら うとい ふこと 卞 らもち へ 得られる ので ある。 

巧に】 八 セ 〇 年に、 モルトケは、 巧 中を が宙 する 可能性を 揀 おして ゐ たが、 それは がに 早期の フランスの 巧 巧に よつて 
にす ぎなかつた 〇 彼は、 を 後の 巧閒 には、 罔 巧から ブィンへ 巧 おを 後退せ しめ、 これによ つて 危 おを 免れた のであつた。 
巧り の 逝は な ホに よつた 0 1 义 一巧が には、 ガリ シアに おいて、 コン ラッ K が问 巧な 行動を とつ 々0 これら 二つの 巧 合に 
おいて、 なとの を 巧の 领 巧は、 それによ つて 逝 おされた が •しかしが 計 巧に おして •育 ふに 化る が おは 起こらな かつた。 
もしが 中 お 送に とつて ホを 的な 巧が が、 おくせ 後地に おいで、 をからの 計满 的な 巧 巧に より 巧 通を 遮 巧され るなら ば、 ホ 
態は 巧 本 的に 奥つた ものと をる であらう 。を 中に わける 化の 巧め て巧烈 をみ 巧を 度 かがしても、 をの お 合 •たで あめて 巧 
なが 中进路 巧を 致 ひうる にすぎない であらう 。河川 および 山が の述 なわよ ぴ议め 設けられた 交义點 、そして また 待 お 巧 所 
が 多くを 在 すれば ナる ほど， なが これらす ぺ てを ホ 巧し •それによ つてを お 中ぶ は その】 がかを ホ かに せんとす る 企ては 
♦二な 《 ♦ 一宝 
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益々 困 巧に さ 甘ら れ るで をら ゥ〇 集中の 戍 巧は-巧 送の 巧 お ホの 可能性を 利用 卞る手 腺に おつて わる。 

動 具 および お 中の 防 茜の ためには. 從來は •自 巧の 領主を ば’ 作昭の 開始 ま ミ 敵の お 入に おし 巧誰卞 ると ころの 邮が 
守備で 充分であつた。 尙は それと 共に、 巧の 巧 部に おいては •なのな 巧换 まは ユ I デ エン ト によるを 謀に おし •巧 道 •と 
り わけ その 設備 t おおな 化する ために、 续逍 守備 巧が 巧 けられた 0 

困 巧 守 巧は、 動 具と 集中との ホに 尙ほ 棋爭 にを 巧を がが わよ ぴ 巧が (がへ ば 一九】 四 年に おける 上 シレジアの エお地 帶、 
フォ ー ダ ゼンの な 路) を ば、 をの 巧 巧に おし 巧 巧す るが 粹巧 祭の ために 田 巧に 配備され たな 力な 郁 除で ある 〇 中立 田との 
田 巧に 配适 された 因 巧 守 傭は、 決して 載 岡な 巧を もつ ものでは なくして > がに 巧 通の お 新と を 映の 任 巧を もつ にすぎない。 

固 巧 守 巧は、 一九 一四 年、 ド ィプに をいて は 『がが いツ 、ある 風 かがが 院 J のを 明と 共に •配 思され、 化た よぅな ち 法 
でフラン スでは、「陰おせられたる進巧 .1 ( march " en couvertuw ) として、 p シアにわいては、 の部みめ 
方 巧と して •オ ー スト リア •ハン ガリアに わいて は、 「をが J に 底して •が 備 された 〇 ドィツに おいては、 動 おを 巧は ずし 
て遂 巧し えられる ち 巧の みが 巧ら るべき で わつた 〇 それ 化に、 巧 巧 ホ 化の ためには •ホづ 巧 一に、 動を せざる 現役が なが 
巧 用され をけ れぱ ならを かつた 。それは、 ホいで か 具の かを のをには、 巧來る ダけ を かにな 巧が お、 をには 後 俯 巧 ( Lan , 
ミ"す) およ ぴ闺お 巧 ( L ミを ミ rm ) とを をせ しめられち 因 巧 守備は お 巧 附近に なをす る 苗な 司令部の 巧 巧の 下に あつ 
ち 田 巧守惦 は、 をに 巧く お 中 I それは 巧來る おり 巧に 致め ホ備 されて ゐた I に 曲 來るガ け 適合ず るよぅ にな おされ 
て ゐた〇 しかの みならず •田 境 守 巧は •動々 のみを を、 巧め て 速 かに 「かを 巧 的に 動 貝され セ」 お 曲’ なかんづく » お围 
により、 お化され ホ 0 



なの 强 をな 巧 動に おし、 困 境 守 俯 巧少い 勇と 寞をお 苗に よつ て、 & めて 困 巧ち 且つ 往 々にして ホを 累し义 
& い 任 おを もつ てね る。 か、 る 行動 S 例と しては、 化寞巧 S いては、 9 Tr ノヒ (尸 ミ 星に 巧す る ドィツ 巧 
の 巧 巧 およ ぴ上 シレジアの エ柔巧 巧を 巧 おする ためにな されを p シア 西 巧 巧 方の 占領が 擧 げら 化る 〇 C れに 反し •巧 部 巧 
なに おいて 氣遣 はれて わた a シア 际兵お 西に よる 侵入は、 巧 現されな かつた 。巧を すべての 囊 酉は' むしろ 先づ巧 
一ち 動 貝と 集中と を 完了し、 がるを に 巧 さ 運動を 開始し ようと 巧 力した ので あつちし かし それは. 將ホ とりわけ 
軍備の 充货 してね ない 園に おしては、 異 つて 來る であら ミそう をつ た 巧を •化が、 か 速 逆 動 兵 巧を もつ て、 いち 早〜 
巧銷 的に 巧 進して 來 セち 酉 境 守備は、- をに 準備され た 或は 元來 舅な 巧 巧、 をん づく河 W の 背を において のみ、 モの 
任 おを 巧た ナ ことができる にすぎない だら う 0 

今日では 、国境に おける 地 走 防 f 巧 並んで、 を幽 王に 巧が るが かが 少く とも 同 f 霎で あら ミ 
第 モ巧巧 巧 (各 esti 旨) 

(こその 本 S と巧抬 

作戰 とは •巨捂 にお じて、 時 問を よび 蠢を 統一し、 一の 戲岡薑 と關 蹄せ る 養 gi のを 拉と おされる。 か披 にを 
るまで-凄 宴れ た 一 Q 作 載、 或蔓た C れら Q 夕く Q を 《を 速 費と をた 柔護 •暴ん、」 (『。一を 曼を ばれ ミ 
作 巧は、 なかんづく 地域 S 得 まは ながが 問題た る 盛を には •時には 戰 巧が 行 はれな くと ちた で 巧が わよ び睐 地の 盈巧 

によつ S 5 到 5」 & る， J とが 窠る 。雪く は SS 哲 糞」 0、 を & 輩 •卞 ち醫力 $聲 とは 反 

おに、 作 巧は •巧 巧を でて ねて、 それにを つては、 5 は 巧 巧に が 刻 化の 巧 立せ る 意 ホに 巧々 ふので ある。 かくて 作 政 



ナナスの 巧を 論 二 〇 

の 分 巧は 化巧戰 (历 awe ち 口 gskri な】 である。 その お 巧なる 巧 S を ま 配す るを は、 ホぎ みぞと 结る 見地から 巧動卞 るな に® 
越ナ るで をら ゥ〇 とい ふのは、 前を はが 粹な防 おに 吸る ことが でを、 か < て 陣地 戰を 巧ん に 至る からで ある 〇ポ がそれ 
は、 一切の 作 載の 巧で あり、 少く とも その 睡 眼を 息睐 して 居り、 この 睡眠からは、 た r 戰術 的が がに ょつ. ての み 巧び 巧び 
醒 まされぅ るので ある。 

モれ自みとしでは、 闽壤の巧護、 おみ、 巧中おょび|:||か邮斯といふ陋序で、 晒々に進巧すぺきでぁらぅ。 ガが、 巧巧 
においては 、それらは 、しば*'-- 時間 的に 互 ひに を ひ 速 ふ ものである 。人は、 がが の 一人、 巧ん やを 後の 猫を おが 近づい 
て來 るまで 诗 つでは わない 〇 巧ん どなに を 速に け かする ことが' 1 なょりも を浊 にな 動す る ことが 巧おガ 。風 ホを ば、 
自己の困において^^はなく、 お來る限り敵の國において巧はんと卞るを然なる巧力が巧に、 この方向へ巧り化てる、 そし 
て 人は、 結局のと C ろ、 をく 用を を ま 了して わると いふ ことは かしてない 0 敵に ホん ずるた めに 出が る だけが 速に、 しか 
も 載 巧に あつこと が 巧 來る狀 態が 巧は る 前にでは をく、 とい ふの が 目 巧で あらねば ならぬ ガ らぅ 0 化み 大風に おいて •口 
シア 軍は •フランス 巧を おける セめ に、 をり に 早く 作戰を 開始す るの 誤が におつ セ 0 それは、 ロシア 巧に とつてす 涩ガつ 
わ束プ a シアに わける 載 役の 巧發 を、 巧 本 的に 同罪なら しめた。 

ドィッ 側では、 リエ ージュ におす る 巧 巧は、 平時を 具の ま、 西 巧へ 急行 甘 しめられた 巧換を もつてな はれた が •モの 動 
具は、 な 巧に おけるな 巧の® 岡の 後に 初めて 完了した Q で をつた。 かくて 柴 中の 領巧 t 晩し、 巧に 作戰の 領域に 入つた の 
である。 K ィッ 巧な の お* の 集中が 八月 十七 日に なつ セ 時は •ミュ ー ル ハゥゼンのを 我な 來 •巧に 一週 閒を巧 過して ねた、 
そして 軍の ホ 巧は •巧 巧 t 巧 ひつ、、 巧に ブリュッセル にあつて ゐた〇 かくの かく、 卞ぺ ては す 巧に 巡行し つ、 あつた 0 
巧に 巧 巧が 巧 おされて わた 1 ち. をの ぜ をでは、 お 中が ながを めら れ 、をして 本 田では、 吏に おな の 巧な が 巧され てわた。 



( 二) 巧 巧と が B を (opos こ 〇 ミ bas 】》 C3d oporat こ nilinie 口】 

巧 巧とは 自己のを に 巧 巧に 占有され た 巧 域で あり • j 肢 的には、 そこから 軍 おな の 供給、 給荣 .人閒 および 巧 巧の 補 
充 をを くぺさ i 该 S 力 巧み t もを む 自分 Q 围 S C とでを る。 巧？ 巧 fs を 巧ぐ おを そ S 8 といえ 
巧 おがを れば 巧い は ど、 それ》 け 益 i おは、 そ Q 巧 おが 賽と をぇ g 由と なる 。 S と g 袋が 送ければ 遠い は 
ミミ ミミ 爵力襄 持才る JJ とは 困？ を •それ》 け ま* 延長 3 れた かか 一が 聚は放 S 巧忆 妻^^? 
れる こと 忆 なる。 S て、 兵力を ぱ 、ますく 夕くか 巧させる わ、 まは cs ? 謹 至た を畜 から 農 おがを 迫 
をし* ければ ならを くなる 0 

フ？ ドリ ヒ 大王の 度爭 においては •戰 をは 巧く、 お 巧は みか ク たので、 大巧は、 S のをを まは おがが が 巧 おたなし 
ち 雲 S がりが ま卞 く 莫 して 巧く につれ て、 その 8 QSQ を 地 巧は 巧 おとを つち ナポレオンは • 1 八 〇 六 
年に、 パ ミ.- ( piu 】 から ブイン 巧 下靈方 S ず S まで Q 長い 累を & した 巧 愛？ C とがで をた。 かくてを j 、 
そのな 方へ SS を ホ かさる、 ミな く’ プ a シ； 側面へ 肇卞る C とがで をた Q でを つた。 する 作駐 にあつ て 
は、 露忆 よつ て 支配され たお 洋が巧 f 2 てゐ る。 (一八 0 九 年 •スペイン 忆 おける イギ 。ス 軍、 および 裳乂戰 にか 
ける フランスでの イギ " K 軍と アメリカ 軍)。 かくて じの 巧 源は、 巧延と 連なつ たお 痒 (スペイン •フク •ノス) におして、 
陸上 作 面の^ 由を 巧 巧に を 利 をら める かを 巧 さを 巧 得ず る。 一九 j 單杳 、イギリス 巧は、 その 補給 巧據 地を ち大 
なる 两な なお、 お ミをから 大西慧 をに をナ C とがで きち 
巧な の 巧 おとの 養され 且つ 能力 ある 連なは、 その 抵劈 保持の 前提 條件 である 0 巧 買は、 もし じの 巧 烙が囊 を 

度は をく 蹇度中 R され K ? 雪 S 、 蘿し且 〇完を 望し 後方 連 泛不董 ミ努 とす 充分な &掩ザ さと 

夕云巧 « … 



ナナスの ft かな 二 II 
は、 一八 一二 年に、 ナポレオン をして モス ュー からの 涅 巧を お 儀を くせし め •連絡の 不十分 なるお 力は •一九 0 四 年に， 
a シアの 旧み を 滿拥に 制限せ しめた。 巧が 大載 においては、 北 フランスで 戰网 中の ドィツ 巧 除のを 方の 連 格が、 オブン ダ 
のマ 1 ストリヒト-ナッぺル (Maast を ht-z が ミ) と ベルダンの 巧を との 間の 巧 か百キ ロメ I トル ぱ かりのと ころに お 痛 
されて わたと いふ ことは •一の 永 巧 的な たお 套息 ホして わた。 巧 プロシア における ドィツ 巧 おにと つては、 そのを い、 モ 
して 側面に 何等の 巧 巧な き 巧が の 重大なる 危 おが、 一丸 一巧 年 八月 二十日に、 グン ピン ネン のを 巧を 中 お 甘し める 動 巧と 
をつ セので あつた。 

をス 連が の 移動と いふ ものは、 た r を 利な 化 態の 下にの み 可 おで ある 〇 ナボレ オンは ホの かくちへ た 1 r 自 軍の 巧が 
を辑吏 するとい ふことは、 天才の 行動で ある 〇巧媒 をち ふとい ふことは、 モれ にち 巧 わるけ 師に 犯罪を のな 巧 t 按さ しめ 
るは どのす 巧なる 作 取で ある 0 …… か、 る お 置 t 巧へ て 巧む るよう なをは、 巧 件が 起つて その 作 我のを 巧 さを 明かに 卞る 
や 否や、 第一に 頭を な 曲され るで をら う，」 ちくが 大 された 包 困 逃 動 およ ぴ迂 凹な かの 危お •それから 大» さは、 これ もも 
つて 示される でを らう 〇 モルトケは、 化が 一八 セ 〇 年 八月 十八 日に メッッから 西方へ ホ* した 時には、 その 迂凹 巧の ため 
に r を 早 や 連が おを 後方に』 ちして たを かつち —— それは、 あらゆる 狀 態が ョリ 南が なな 地に おいて r あつたが、 しか 
し' モれ はまた 化 自身 も强 調した かく、 巧 ボーを ガけ のこと であつた 。度 利は 危お t 拚 除した 0 
十九 化な のを 半な 後、 錢 道は、 大巧 怯 送の ためには 唯 ボを方 連絡の 手段と しての み 用 ひられ、 それは 巧 ホ、 巧篇 にがし 
て ョリ おくない 自動 单 により 巧 か 的に かつて 化 はられる ように 見える 0 
4 紙は、 一部 除が そのぶ おから 巧巧卞 ると ころの 方向で をる 〇 ナポレオンの 用 おた 許 治して、 モ のがを たぱ •十九 化 お 
初頭に 巧り •思爭 に 的す るみ 說 において 巧 介した ジオ ミュ は、 なの おおの 中央に 巧して 進み、 且つ これ t 巧を 巧る 巧 » 



は •ホいで 二つの 方面へ 向 ひ、 その 兵力を、 或 ひは 右へ 或 ひは 左へ おず るで あらぅ といん ことから 巧を した。 かくで その 
巧换 は、 巧 おにおいて 巧 ひ、 その 巧は、 ョリ 正しくい へば その 部み は • 3^ がに おいて 風ム ことになる 〇巧 巧作战 は、 ジオ 
ミ-の 見が におへ ば， それが 異常に 不利な 兵力 關 なによ つて 均 巧され ない おり、 それ 自身と しては 巧な にあつた 〇 ナポ レ 
オンの お 利は、 殆 んど不 巧に 連 巧 甘る 巧 おの 利用に をいて ゐた〇 かくて 彼は ホの 結論に 到達した I 「互に 巧ぶ 隔し t わ 
る 方向に おいて、 巧 おなしに おれした 作 載を なすことは】 の 誤 巧で わり、 それは 通常 •第二の お 惑を 化さし める 〇玻巧 さ 
れ ホが なは、 た r 巧 一日 かポ けの 命令し かおし をい 〇 その 巧 二日 目の 作践 は、 本 おに わいて 巧され ると C ろの ものに 巧 巧 
して ゐる〇 かくて、 それは、 命令を 待ちを ける ために 時 巧を 浪 巧ず るか、 まは 巧を 天に 巧せ て 行動ず るか、 その どちら か 
でを る OJ を こで 化は ホの かを 巧 本 巧 則を 抱 立した —— 一切の 部换 は、 巧に、 故が モれら の 間にが 込み 巧ない よぅな 結束た 
保つて ゐ なければ をら め。 彼は •なを 巧 巧し •追讲 ふところ のが 曲を 化 描した 0 

ミの かく、 か 歡か管 i いか 齡 かかぃ、 か is かか 皆 かいか 辭が かか。 

大 なる 作戰關 巧と して 見れば、 フリ I ドリ ヒ 大王は 七 年風爭 において •オ I スト リアは】 八 六 六. 年に おいて、 中 映 諸 困 
は 世 巧大戰 において、 ドィツ 軍 除は 巧プ p シアに おいて、 巧 紙に わいて 巧つた のであつた。 巧 お 巧の の 巧を なる 風柴 •扭 
めて 巧 速なる 部な 移動 Q 可璧 (完備した 蠢 、を S 道、 麻惡 島を 道 巧) わよ S 切の 必要なる 軍香證 給の 確保 
は、 巧然 におけるち 巧なる 戰 岡の ための が 巧が 件で ある。 その 目 梧は •結が したる み 力を もつて •ホダ ホぎ とおを 片 おけ 
る ことで あらわ ばなら の 0 ( シユリ ー フ ユンの 計を】 〇进 動の な 大の迅 を 性 およ ぴ 短時間の、 ダが 巧が めを 打 g を もつ でし 
ての ち 震の 望みが 立つ Q でを る。 なの 巧 退 (一, < 1 1 牵お における ナポレオン、 せみ 大巧に わけ, ^ 中 映 諸 閑) ダけ で 
は 十み でない 〇 をれ なに T 强大 なる 随の中 閒に少 巧を もつて 介を して わるを は、 巧が まガ 結を してわない 化り、 化 來るガ 
第二 S ホ ホ こ ミ 



ナチ K の 度 かを 二囚 
け 迅速に して 大 おなる 巧 g たこれ に 加へ るよ ゥルに、 それ g 上の ことは 何 まもな しえない 。もしな をして、 その 計 晝を巧 
一し、 をの 集齒を おおすべく おな する 時間のを 裕を 巧へ るを らば、 をの 協力 一を サる值 巧に お倒される でぁらぅ 〇正ツ か 
、る 化 巧の 下に おいて こそ、 巧 動の 巧 速さに よつ で、 兵 巧の 不足を 補充し なければ ならぬ OJ (3— ク •ァ ォン. ヴルチ 》 ブルク 
た 『麻； 8 としての ナザレ オ yj 】 、 

巧 お におけるち 劝な行 助に 教 する 前提が 件が 巧 おする 程 巧に おじて、 迅速なる 巧が 的 打 おのを 力は 失 化し (一九-巧 年 
の マルヌを 我 および グン ビン ネン) 、巧 闽が距 引 ホら れ (一九 一四 年 十月に おける ワィ クゼ ル 中 ホ お 近での 巧 河)、 巧に ず 巧 
がみ 加して、 をには その 栽 固は •包 困され た 要を 守備 おの 巧 巧に 化た ものと をり •もし ル 部からの 技按 がを けれ ぱ 、お 局 
のと こみが じを を吿 される ことになる。 

な 上の ことから して、 逆に •かおに おける 戰 飼の 有利と 不利と が 巧 かになる。】 艦に、 戰 がと いふ 巧い 巧 困に おいては， 
巧な の 有利が 毎つて 居り •棋 巧と いんかい 巧 苗に おいては、 大巧の 裝合 、かなの 有利が 街つて ゐ ると いふ ことが でを るで 
をら ぅ。 . 

かがに おける 段 巧に とつては、 一切の お々 の 指が をのな 巧のを び、 巧 立め 行動、 わよ ぴや 時の 訓訓 巧が 特に か 巧で わる 
巧 巧の が 程の 巧大 (今日では 巧 中 またを 维 による それ) およぴ 無な 電信 や 化を 機に よる 巧を なえての 巧 巧 的を； 思な 通の 可 
お 性は •かおに がける 巧 巧に とつてち 利と なる。 大が 巧の 化 態に わいて は、 ホ 巧からの 巧が、 駐 争を 巧に とつてが 巧なる 
供給の 遮 放 およ ぴ s 道の 阻 短は、 これを かけて、 をには をを をを 力 的が 利な しに も •化の 反抗を 屈服 ホし める ことが で 》 
る 0 ( ィギリスの やつた ボ 1 T 棋を •中欧 諸 困に おする 世が 取爭 )0 

( I ラ 軍 Sul 成と SK の xtt (9 夕 A 这 s 田 兵 B 、 兵) 



車 K の！！ 巧。 巧 巧 巧 (可 eldheer ) 守 巧 軍 わよ び •必 巧を る 巧 合には、 それらから 尙 はみ 雄され た 袖 ホ 部 おを 引つ くるめ 
た 陸上 原 巧 力の が 巧と しての 軍 おの 瓶 巧は •骇爭 のために、 動 具に よつて 生じた る r 极時 おぶ」 によつて 規剧 される 〇そ 
れは •を 令 H 統帥 關 なを 確立し、 を 苗 司令部に よつての み變 巧され うる だけで ある。 作 載 上の わよ ぴ戲 岡の 巧 おのた めの 
お 酉 (verb をを】 と 部隊 (Trupp 呂) との 一時的な がをは、 できるだけ 載 時 編 巧に 依る ぺき恥 於 心か卽 によつて 生ずる。 
このが 括は、 巧務 のを 行に 應 じて、 おがる 限り 速 かに 原狀 にな おされねば をら め 〇載時 お 成に 促つて 巧 載 巧 .1 これにつ 

いては 後に 述べる であらう が、 軍 廚を拽 (verbindcdcr Keereskavalleri と 或は その 化の 快速な 動 部 お* 必 巧に 應 じて 

はを ちなら びに 特巧 部険 (He ミミ uppe を矣を 的な 個所に おける 或は その他の 特 妹な 目的に おする 我 闲力お 化の ため 
の 種々 を特 疎が お) から 巧 立す る〇 世み 大 載の 巧に • B シア 巧 おにおい ては、 巧 争のを 初から、 その他の 巧な では、 その 
を 巧 ホに 組 城され たかく、 かを の 巧な が 方面 巧 (由 eere ち rupp & に热 巧され る ことが でを る。 がか、 ホづ巧 一に ホ 兵 (巧 
用 およ ぴ師 曲) から 巧る •化が 大联 においては、 小さな 巧は、 「み 曲」 (Armesb す hi 另) としてが 備 され、 一時的に 化磁 
された 5 集 困 J (Ar 日 ee 巧 uppe ろと 呼ばれち しかし •なをの 巧稱 は、 なには 單に S 函 J ( G2ppe 】 と 呼ばた 第一 
にたた お干の 師 巧を 一の 巧 困 司令部の 下に 集結す るた めに 利用され た。 

軍 持兵舍 eerskavall 左 0 は • 師 ® か らおり’ これら 師 屈のう ろぶ くは 巧 勘に、 (化み 大 載ち ドィツ 側では 「巧な 
なお 司令を の 下に) 巧 結され うる。 その他の 將 來出來 るか も 知れめ か 獻漱邮 か邮ク chne!;ew--glicher Heerskar ち r)— 
—( 巧 怯 化され、 巧 力 化された) 一 の 親ぶ について は、 まだ 巧を 的な ことは いへ をい。 

ホ 兵 B およ ぴ院 ホ師 曲は、 な も 小さい 部陕 であつて •その 巧 巧から 見て、 厮 立め 使用に 適して わる 0^4-( AcfmarEch ) 
におし •を 初の 作 政に おける おしいを をし にあつ ては、 巧 巧 的 おぶ、 あおの 典 合は •なをの 巧 時期 ホに 適 巧す る〇巧 とな 
ぞ一持 《 略 こを 



ナナスの 《巧* こ ホ 

れげ • C れ は、 正に 我 争の 化 態に 巧 巧 じて 配備され るの ダからで ある 0 》 ザ 化み の 巧を 巧と 巧？ はまち® 舅 
の 巧 配備’ 從 つて 風時爱 をの 沿 巧 的を 脫を伴 ふでを らうし、 Jj の 場合に 巧 霞 お 巧は 巧更 されね ぱ ならない 0 
5 回 0輩£ いて、 一切 s 累 、巧 並んで 或は 巧 分 的には また 讓 して 配備され るか どうか、 また か 讓助部 お 
谷地は ど U か、 それは 塞 S はみ 削 3 れ 5 備さ るべ を わ 否か •をれ ら は、 狀 勢と 富と 忆蹇 して ゐ る。 玫備？ 
か 腿して 置く ミ ふ U ミ、 おんど 常 忆必？ ある。 C れ £」、 認 が繁襄 4 (Hee ミ vshutodei ミ ei 害ろ 
は’ 致め 派 f れ畫鬟 ぶは 蠢化お 妾 拽怯化 部？ をれば •近代的 閱 な罕忆 わいて は ミ ど 問題 忆 ならない 0 
それらは、 敵を 前にして、 ま おを 地 巧を 手に入れる ことが 巧來 るし •敵の 動 具 およびが 中を か酱し •がを には また、 か 世紀 
のを 初の 十 年に フランスに おいで 企 因され た 巧 巧の 意 ホで、 次の よ 5 な 目的、 卞 をはち 巧い 賊械 において 接 巧し 來 たるれ 
をして 旋回せ- J&、 そ Q 結 巧 敵を 後な 十る 本お£ 擎を がを 化 態忆陷 らしめ ると いふ 貝 的を も 持つ も？ ある 0 
軍 皮の 法 動。 世寞戰 においては •軍 襄ず は巧籌 はな 在し なかつ ち 巧 除は、 寞 ち夕少 とも 巧 奪る 哉が にわ 
いて •軍国と 巧齒巧 並び、 後には 大ち師 曲と 師 因と 蜜んで 前方へ 滩 動し ちその 巧 震は、. — 7 ラ； 巧 おを 巧 
く 措けば かづ 第一に •爱兩 巧に よる 墓、 かくして をた を截 のた めの が 中 的 進 巧に よる 包齒を 目 掠， .y しち その 娶 
範尝巧 例は、 西部 戰な における ドィツ 軍の 初 S 作戰 、それに ホいで •一 化 一四 年 十月 I 十一月 S1 ランドに おけ 
る ロシア 軍の 作戰 もまた そうで ある。 戰 岡を 巧 宴に 長 時 選が する 逆 動 (羣) は、 雲 Q 時代 g 戰爭 において、 尙は 
また 一 八 セ 〇 年に おいても 普通の ことで あり、 且つみ を 的な 役が を 波 じた ものであるが、 それは 化み 大踏 においては、 g 
を 放の 巧 管な かつた ベル ギ— 通過の 臨と 東部 戰お — すなは ち 敵の ゐ をい 巧 - K な柴巧 — における 若干の が戰に 巧し 
で 示された r けであつた。 巧 も 巧’ おおは、 大巧の 巧 合 •を も巧大 な風械 においても •巧 道に より 化かに か 曰 巧の 行 巧 t 



もつ で 華 5 れホ Q でを つた。 わくて 一日と くは 管 Q 羣忆 よつ て讓が とられた を、 我 岡は がつ 了數日 阳も羣 
閒も链 巧し ちミ戲 岡は をち に まを な 決を を 見 ミミ ミ、 繁磬 嚴數 がかい わ。 ミ 時から 一 ぉに 玻网 をけ 
はを い 霞 S 動は 完ど 塞-一な くな つを。 襄 Q 羣 5 いても そ 5 で ゎるを ミは 木寞 Q 問題で をる。 それは 
正しく、 妄 711 ッパ sf 爵 S いては、 武 S が 巧 讓が奠 し •巧 巧 地域 S 奪が り •愛 この 二つ 

によりが 件づ けられて、 をら ゆる 塞が 遲 A として 進が しない Q で、 夏 化され 且つ 掛巧 化された 震が 曼迅ぷ にして 
巧モ たるみ 戰を 可能なら しめない 眼り、 問題で をる。 何とを ば、 髮 にたいても をち 敵を 窠る 化。 兩 和を もつ て 包 
困ナ るた めち また 畐を巧 逆す る セめ に •巧 ほの み 曲を ば、 巧 大な駐 線ち また 窠る限 ゥ巧染 させて 囊に 配備せ ざ 
るを 得ない ガ らうから ガ 。おもまた それと 同じ ことを 爲 すでを らうから、 おい 進 巧の 後には •冀大 我に わいで 示された 
ところと 本 巧に おいては 巧 化た 狀 態を 巧な しなければ ならない であらう 0 
g 《 傭 ( Heer き eeerven ) 軍巧備 は、 一 おの 壽と同 お •それの 參加 によつ て、 作戰 およ ぴ賊 聞の おを に髮一 
を累し 得を ため S 除で をつ て、 をれ Q 透は、 司令を Q 手忆 保留され てゐ る。 幕を 出來 け强固 S 持す る こ 
とは、？ 官の巧 力で あらねば ならめ ガ らうが、 他面、 をれ によつ て 我 線の 戲 舅は 菊 めら れる〇 を 後の 慕を もまた 巧 
時に ホを 的な 場所 S 加サ しむる U とは •指が S でを つて、 且つ 勝利 Q 墓が 件で ゎる。 決 我が 巧 はれる 洪合忆 は、 巧 
一の 反が 忆雙& たを、 出し 惟」 をして は 助 じて ならない。 襄 においては おつ 5 た囊 S いても ま ミ 

を賣 害の 手に あるが 慕 (Ilaupt ミミ。) と 個々 Q 々除の た； QQ 祭 幕 (Abschnif •ミ. e ) とは K 則され ミを 

をには、 化 巧 大巧の 巧 巧 載に おいて 逆 巧の ために 用を された 巧 巧が お (因 31’— もき) が 巧 へられる 0 
な 俯は、 み 巧を 巧は うと ナる ところ ホは 化 勢が ホ 茜で 保 思が 巧へ をなければ &らめ 巧 所 •ナ をはち？ に 巧の 巧 後 

» 二 U R « こ k 



ナ ホスの 巧 巧 論 こ ル 
に •その 化！！！！ をら つ。 シユリ ー フ H ン化 辟は、 これを •巧く 且つ 度い 4&(s なき U 另) における 包 曲の ために 「大 R 方 WJ 
(ba を臣 呂 ca ミ) としてな 伴 甘し めようと 化しち 將來 は、 を 中から 攻擊 される 危な II それから をた 尙は 巧に 認融 され 
る危 おが、 疫 しく 巧 大 する ので、 をの 參加 によつて •か 戰を强 巧 卞ぺき 巧 備をぱ •巧來 る 化り をく 溢 ホへ 引を 巧め て坦か 
なければ ならなくなる ガ らう 〇巧 巧は、 參 我の 直 かにを も 迅速に それを 巧 用 する お 所へ 速れ て 巧く 爲に 、巧を 附近に がを 
て、 畳く ベを かる か、 或は そのためには 自動 单 巧を の 方が 目的に 合を してね るかを かは、 巧に おがす， へきで ぁらう 〇 巧に 
ホが 大巧は、 か、 るを 動の ために 巧 道が. か 何に 大きを 役 おを もつてね るかを 明瞭に 示して わる。 タン ネン ペル グの作 巧， 
マブ ー ル (Masio) における 冬期 戰 •束 部巧據 における a ッブ (LO を)、 ゴル リス (Gorjice) 、ゥィ ルナ (wil 旨】 また 
フラン デ ルン (Flandem) のず ホ、 ベルダンの 攻 g. 1 九 一七 年の ヵン ブ レエ (oa 日 brai) における 恢巧 巧が •西部 戰給 
にを ける】 义 一八 年の 大ホ 巧は、 そのため にを てられた 攻谁部 段の 纹道 による 巧 中を しには、 をく ち へられない 〇ホ 後の 
瞬閒 における 奇巧的 巧 巧は •お來 においては 、巧な 傭と しての 快速 ぷ動 部な (自動 化され 且つ 沒 お化された 部 おおよび 巧 
時 兵) によつ て、 巧 本 的に をぶなら しめられる でを らう 0 . 

軍 II ぉ 巧民兵は’ 一 の養な地化をとミミち ミはぁらく襄にぉぃては、 4敷{^か 驚いがか 
た 部隊に よつてえ たされる でを らう 〇を 屡は’ 巧のに このぶ 巧を 示して ゐる 〇載裝 が巧大 で、 あがの 乏しい 巧 部硬絲 にお 
ける 化 態は、 一時的には、 もちろん 西部 我 線に おける それと 非常に 巧つて わるので •巧な みのをを と 巧 巧とは 巧に 巧が に 
お 討され ねばならめ。 フリ ー ドリ ヒ 大王 およ ぴ ナボレ オンの 時化には 「き 持 兵が、 盼邮 かみが を 己 achte 。 をな 30 と 
して、 巧 巧を 決を した 〇 その 巧 かしい 巧 例は を々 ぁる 。「轻 J (不正規) おおは、 "がをおよ ぴ 小さい 巧 立 的な 化ずに を てら 



れた 。これは 明かに 巧務 のみ 割であつた。 その後、 巧 兵は、 巧 おの 巧 動に 巧して そのな 置を をけ セ。 一八 六 六 年の プ 日 シ 
ァ巧 除のを つ！ M 持 兵 J は、 大巧の 巧 合、 ホ 兵の 巧 後から 巧 進した。 巧と なれば、 それは、 々巧の ホを を 巧け るべき も 
のでを つたから ダ 0 1 八 セ 0 年の 駐爭の おおが 巧め て 統一 瞬 兵 巧を 巧 現せし め、 かくてな 本 的に 兩面 的な 巧 用を 巧來 した 0 
化み 大 邸の 結 おは •滿 足な ものではなかつた 。巧】 に、 巧 巧 守備に おいて、 ホに 軍 巧な のがで み 割され、 偵 巧む 巧の 巧を 
に谊 かれた 持 兵は、 巧に 巧 巧し 切 0 た 馬し か 持たず、 しかも その 隹秀 なみ子の 死 おした をに、 を 戰 にを 加した のガつ ホ。 
だが、 フリ I ドリ ヒ 大王 おょぴ ナボレ オンの 時代な 來 、もつと 大きな 巧 化が 巧 はれた。 を 時、 な 兵は、 巧 巧に その 名の あ 
りの もので、 を 巧を 手に して、 馬に 乘 り、 敵中に 進んだ ので をつた 〇 をのを、 時 兵は、 武器を 使用す るた めに、 馬を 棄て 
をければ をらない ので、 持 馬 ホ 兵 ( beritteneinfanterie ) となつ たが、 これは’ 戰阅が 始まる や 否や、 馬が 巧 物になる 0 
ボが 、これに あつて は、 もし 一 おに 課せられ をる 巧 巧が ホぶ さるべ をガ とするならば、 しばぐな 後の 院 なの 使用の みが 
一切であつて、 馬の 保持は おで あると いふ ことゎち 巧卞 る。 C のことは、 戰巧 がを 早 や 一日の ラち にみ せられ なくなつて 
な來 、ョリ 强 巧に 示め された 〇晚 になる と、 ちは、 がを を 巧び 戾さ なければ ならない 〇 何故なら 、思は、 水を 化 ませて 巧 
ひ、 尙 巧を をはせ て W ひ、 もしが 來 るなら ば、 巧の 巧み 除のを 効な 柏 火の 屑かない ところに' 泊めて 巧は なければ ならな 
いから ザ。 それな にな 前の ドィツの 時 お 服務 規定のぅ ちに、 時 兵は、 ちが 閒 迸がず る 載 岡のを 巧には 適を でない とい ムー 
節が 含まれて 方た ことは をが であつた。 せが 大截 前のを をの 服巧規 をの 中では、 この I 節は 削除され た 0 

大きな 持 兵 西の 巧 立 的な 巧 用は、 世み 大戲 においては、 をのた めに、 巧 岡 脚が もまた 中央 ョ la ツ パでは 地 おの 關なも 
な 前に 比を してを りに も巧展 しで ゐ なかつた 爲に •し ぱ户 \ 失这 させられ たにす ダなかつた 〇巧 立して 贼 岡を 巧 巧す るに 
をる ダけ のを おが 径 めて 巧れ であつた 〇 塔な 的を ホみ の 新を てが 必 虫に をり、 その おお、 をく 不 おみな 化合せ となつた 0 
夕 一巧な A こか 



なかんづく、 その あのた めに、 夜になる とおが 敵から 巧れ なければ ならない 部族は、 せおと 巧が のが おのを しを 巧を へし 
で、 その 力を ぶたく 巧 巧 させら た その お 巧 巧 日に 豆る 作 西 上幫し ゥベき 巧 菜な において、 夕 くの おを にお 局のと 
ころ、 ホ 兵 部 陵な 上に 巧て ゐ なかつた 。かくて、 時 兵 换に期 持され るな 用の 本質的を 部 かは おくな つてし まつた。 た 医 
お 上に 敵が ゐ ない 所で だけ •それは、 長い間 ホ おより 迅速に 進ん ダ。 西な 戰 なにわい ては •あを の 巧い お 巧 I をのな 透 
しのきかない 背を には、 鐵 おお， 坚巧 および 巧 御な どの 危險が 待ち 構へ てゐた 1 が、 運動を 巧げ る 障 巧を 用 唐して わた 0 
もしみ ミと がなければ 化 態は 西 巧 我な におけ ミミち 利 だつ 寞巧玻 線に おいては、 人口が 巧 巧な たさ、 な駕や 
飼料 や、 時に また 水の かを に 巧 まされた。 巧が を S により 迅速な 行進に より’ 巧部践 おにおいて、 深くな のが 後に 達し’ 
その おみ •なの 退路を 憩斷 した かの かく 見えた 强 力な 路 兵は •数倍 もが まされた (ク L ル ランド および リトア ニ 了、 巧 中 
一九 一 五 年の ゥィルナ において )0 だが、 か 巧なる か 合に も、 時 おは、 をの 大胳 なけ 巧の ホ 巧を 化 巧で きる までをく， そ C 
を 固守ず る ことが ごきなかつた。 n シアの プデ ヨン スィ 時 兵な のボ ー ブンドに おける 1 九 二 〇片 の 大巧 進は、 非 巧に 巧特 
をを 巧の 下にを 行され たので、 こ、 で 巧々 がち おする には 適しない。 . 

かくて、 大 なる 际お函 の 巧 用には、 今日、 夕 くの 巧より 見て、 従前より もを めて かい 限 巧な を 引かを ければ ならない よ 
ぅに あはれ ミ 巧 分 的 力 至を 謗な 島 化は、 一 § 割を 巧ず るで をら 5。 拽械 化畜巧 院惡忆 代る C とがで きる 0 
ダが、 もしが 近の 戰ホ における 軍 R 兵に 巧し での かく、 をれ にも、 二を の 巧を —— 卞な はち、 を 巧には おか 街た よび 偵な* 
をには か棋 への さ 加 た 煤ず るを らば •をれ もまた 田 巧に を 面する であらぅ 。何とな れぱ 、それは、 巧 二の 巧 合に み扣 
する 時には’ を 早や活 巧では ない わらで ある。 

巧な 兵ぶ はお 巧の 自抵化 および 巧 拭 化 兵 困に ホて をた 或は 季ら れん 享る 巧を にがつで、 軍 RQ 进 動に わける 買 



が 生ずる 〇 偵察 わよ ぴ巧裝 のためには •それは、 我 おの；^ ホに をつて、 夕く はまた 分勸 さななければ ならぬ。 長 曲卞る 巧 
な 的を —— 第一に か 巧に 期待し をければ をらぬ ようを ——巧 巧の ためには、 宿泊 およびた をが 力が それ す おり、 お 力 
にな 巧され て 使用され なけれ ぱ なら々 でを らう 〇ガ が、 これら 兵 西を、 をの かおな 罢 所へ 奇巧 的に 投 ずるた めに、 我な の 
ぜを にかを せしめて 挺く 時は、 決 風に 使用す る 場合ち 最もよ くが 巧され るで をら う〇夕 くの なおに 同時に 正しく なぜし 
めんと する 企 凶は、 あれこれの 廣 において 中を 半 逆にな り、 從 つて 完 をに 滿 たされる ことは 巧れ である 〇ガ が、 か、 る 企 
困は •をれ にも 拘 はら ヤ 、しば t 島され なければ ならない 〇と いふの も、 巧圳 さるべき を* な 巧 巧に おして 特 巧の 担が 
を 巧 意す るた めには、 兵力が ホ かで ないから である。 

(巧) 巧 察 および 香 巧 (巧ち) 

值 巧。 なおよび 巧が に閒し 一切の 知るべき C とを 確認す る 偵察と、 放に 巧す る 巧 一の 巧 狸を 部な お M に 巧 ふべ を 
爸 巧とは •互に 按力 しを ひ 且つ 補足し 合ム〇 それらは •しば t ハツ キリと お 圳ナる ことは できない 。偵察は 自由にぶ 勘 
する に 巧し、 當ボは 堤 所 的に 两 をして ねる。 

偵 巧は、 なに 巧して お來る 限り 完全 且つ 適切なる 巧吿を 巧へ、 これに よつて 將 帥の 決 巧の ためのぶ 巧 を 典へ るぺを もの 
である 〇 巧い 患 巧では •そのを 巧は 平 巧 時代に 巧に 始 つてね る。 すなは ち、 多 謀 本 巧の】 をの 部署が、 巧 巧の 巧 集に よつ 
て •敵と して 問題と なる 一切の 軍换 、その 兵 あ、 巧裝 かお、 訓 な、 が 中 および 作風が 力に ついての 出來る ガけ完 をな をを 
巧を 化そうと しで わるので わる。 この 巧 合. 抵時 におけると 同を に、 H 1 デ H ントが 一の 役が を 巧ず る 0 

棋爭 のな 還と 巧に、 巧 おは、 そのを 巧 的を なの 一 郁み として 偵を をな 巧 卞る〇 を 巧 および 快速 部换 は、 この 郁 かにみ た 
れる〇 

巧 云 《 « I 111 



, ' « 8 】 ニニ 

さ 中 巧を は、 s 笑植忆 おける 霎 Q 報吿を 巧へ、 且つ 敵 sss くまで 巧び 入る c をで— が •しかしな の 
18 おを 靈 する C とはで をない。 そ g 渡た •それが S 忆 よつ て寫し 出されて ゐる おり、 お條 件的忆 8 でさる 0 その 
没が は、 解說 S た&ち I ち ろん 多く S 時間を 塞と し •しかも 庭累 a 早 取 S ? ぎない。 B が襄か 何は どの 
巧^^^{^^2わ巧尙皮見季じと宴*ミ。 巧8企§卞るがかは、 おの羣劈義をも至たをを典へぅる〇 
巧上值 おは' 一 おちた た 技 襲の 冀院 にます るに ナ ぎない。 それは •巧のを 攘を 確設し 互つ その 巧 化を 慧 めじ 
囊し •これを が享る ことができる 0 C の 雪、 島を は 念 速に 前進 卞る ザし かし それは 道 巧に 管れ てゐる 0 K お 
違^ けれども そので 巧 おに 束 巧され る， J とは ョリ 少い 。司令が の 仕事は' おがの 任務を ば. 偵を 手段の お 巧に を 
でが りを ミこと 忆 をる。 司令部 sf すると C ろ忆 巧いて 雲せ し& るた &忆 は.. 司 蓋は •何を 巧 かめる ミが 特 
に 曇な のかを 巧 おに 指示し をけ れぱ ならぬ。 作 霞 偵を は、 第一に、 巧の 典 中と おな の 運動を 目？ する。 おつて それ 
は、 何よりも えづ 绽 道と 道路と を 巧を しなければ をら め。 

が おの 目的は 見る C とでを る。 それは • 5 的には 唯ガ 、がら ざれば f れてゐ ると ころの I を お 取す る ためにの ち 

戰 岡と 漂す る Q で^ろ 累 それち 大抵 S 今 5 敵 S を 議 S 至 屢 ダけ 凄す， 05 ぎな 5。 それち 

になれば そ & r 强 力的搜 索」 で わつ て •必 巧を 巧 合には •をら ゆる § を もつ た强 力を お 力に よる 攻巧 でぁる。 世 巧 
大政の 陣違 における お 多の 斥候の 仕 まが こ る もので 窒 て、 モれ は、 聲 を. 收 をし •な S 誓から して、 な 
の狀 巧、 累 Q 惡 、意 浸つ いて sfjc とを 葛と」 て 5。 かくて 偵 雲は 强 力的搜 素た を 遠され る 
お 力 の巧 さおよ ぴ巧 ホは •その 狀 巧と 巧 巧の か 巧に ミ涅 々5 て ゐる〇 
巧を は、 その 靈サ ると ころの まが 迹 時に 司令部の 手に 届いた 時に 初めて、 その 任務を 巧た したと いへ るので ぁる。 こ 



の おにおいて、 なかんづく 無線 お 信は， 敵の なを 越えて まで も、 迅を 且つ 確 巧なる 報吿を 可能なら しめる ことにより •偵 
察 巧 明の 巧 巧を、 ホ 巧に をぶなら しめた。 をら ゆる 種 巧の 通信手段 (事情に 巧 じ、 有線 或は おお 亀 話、 巧 巧な、 自か 巧' 
がち 等々】 によつて 送られ、 必要に おじて は 最初に 巧 巧 巧が！^ ( NS 置 chtcsam 目 el ミミ】 におめ られ 、ホいで おに 
ホ ホ がれる 巧吿 は、 司令 郁の み 巧の ためのぶ 巧を 巧へ なければ ならぬ。 それは •適を をるな 意を もつて 作成され なければ 
をら め〇確 巧に 認められ たる もの、 ホ r 一方的に のみ お吿 され セ もの、 或はを くた の 推測に すぎない ものを 巧のに 码圳 
する ことは、 ホを 的な をが 性を ちして a る’ •をに それと 共に —— 本 巧 的な ものを おがす る ことなく —— 化 來るボ けな 巧に 
する こと ガ〇 何故 なれば、 司令 巧に かまる 巧吿の おは、 しば 夕巧に 上 ばり、 これらの 五に 補足し 合 ひ 或は またを く ホ 
盾す る 巧 巧の 山 巧のう ちから •迅速に 巧 切なる をを 巧き 出卞 ことができを けれ ぱ ならぬ からで ある 0 (#111 怖 參厮ィ 
0 ち濟慧 、巧 疑雙 巧に 巧して •ホ 方の 軍が を 防護し をれば ならち 適時に 信 巧し うる 羣 をな ナ ところ 
の 偵を は、 を 善のを ホで ある 〇し かし それは いつでも みして 確 巧に 巧て にはで きないの でを るから、 尙ほ 特殊な 部 おを々 
巧す る ことを 止める ことは できを い〇 この 郁 巧は、 その 戰 岡に よつて、 部 おの 集留 、ナ なは. ち 本 おの 計 弟 的な 巧 動の 時 
閒 をな 巧に しなければ なら so それは すなは ち、 が 具 および 巧 中の 巧 間は 困 巧 巧 謀 •わよ び をれ と 並んで 恒常的な 仇を- 
尙は その かに、 靜止狀 憩に おいては 前 巧’ 巧動狀 態に おいては" 抓衡 ずは 後 街 まは また 側面 巧 Ige ある 0 
巧ボ のを 巧は， i に 行動し、 しかも 戰面 力を ちす るち 围の货 現に よつて、 极本 的に 困 猫なら しめられる 〇將來 は- 
な のが お S 川、 沼ち 山ち —— それは 道な のかに をつて、 それ 自身 旣 に、 化の 巧を わよぴ その他の 自動 巧に とク てが 
を かと なつて ゐる 1 は、 ま卞 大 なる 宝 巧 性を もつ ことになる ガ らう 〇旌 巧の ための 化を 的 おおの 巧 用 もまた 問 西に 
なりろ る 0 

お 二篇み 巧 一二！ 一! 



ナナスの 巧 ホを 二百 

一般の なを 戒 任務は、 前哨 およ ぴを 街に とつては 常に、 防繫 或は 抑止 的 反 おに よつて 巧を さるべ を もので わるが、 前 巧 
にと つでは、 時には また 側面 巧 蔑に とつても、 ホ 巧が 間 煙と なる。 群 巧 任 巧が、 巧のを 錢 めを 巧に おする おを 的 巧 巧に 巧 
する 限り • C の 巧 おは 第一に ホ 兵に おず る〇 個々 の特巧 任務 (へが ば 巧 おの 前にな 在す る おおの 遮が) におして は、 砲兵 
のま 按 をを ける。 

巧 巧。 偵裝は 敵の 偵を に對卞 る哲戒 でぁる。 をれ は、 化の 巧囊閱 におす る 攻# によつ て攻巧 的に を 巧され う •る 
し， 且つ 快速 運動 部 除の 使用を お ホす る。 ガが 大抵の 場合’ それは、 ホ 巧 的で を戒と 合を する。 これと 巧 並ん ス 常に 
故の お 時を 目 おとす る 手段が 問 S となる 0 ( 巧 五# 妻 照) 

(五) 巧 商 (さ S 

あらゆる 用兵の 自然 的を なをの 目 巧は、 敵の 抵抗力の 巧が、 すなは ち 勝利で ある。 巧 利は、 た r 載 巧に よつての 4 巧 巧 
しうる ので ある 。それは •敵が 巧に ホな する 速 動に よつて、 を 後の み 巧を 巧を し 且つ 强 をの お あに 服從 ずるよう をが 態に 
置かれて たない 場を である 〇が しかし •こうい ム巧 合は、 ホな 例 かであつて、 敌 がが 化しを ければ、 巧 f は 止め t 剌ず 
み 息をする で わらう とい ふこと が些 のな ひもない 巧 合に のみ 生ずる ことで をる 0 

弦 岡 (K 旨 pO は、 を 載 S を ac す) の 戰巧的 巧 動、 3 リ 小さい 狀 おの 戰两 (G を cht )、 更に ル さい 小 巧 (scharm 泛 51】 
—— この お 合に もま セな にみ 我を 巧は ない 思 おが 含まれて わる —— の 巧が をな して わる。 

を 戰 は、 巧 世紀の 長き に をつて •唯 1 の •統一的な 且つ 同時 的を 巧が でを つで、 をれ は、 それに ホな する お 中のを に， 
大巧は 短 時 巧の うちにを 巧され たも S で をつた。 巧 巧の おお 巧 作用は •この 阴 化を 沒化 せしめた 0 巧 闽 は、 巧に なキ ロメ 
1 トルの 巧 巧から 開始され る 。巧に なへの 巧 近が 時間と 巧た と t 必 巧と する 〇巧 田は 畏ぴを •巧 日 閒も化 巧 削 も « を •遂 



にはを く 麻巧狀 態に おる こと も あり、 かくて 降が 我に ありうる (巧 六 巧 ♦照】 〇ガ がそれ は •そうを つては ならない 〇攻 g 
をは、 そうい ふ狀 態になる のを 巧 止卞る ことに 一切の が 益を ちす る 0 

モルトケ かおへ て S つた ホ 含襄は 令 尙ほミ い 吝 威は、 敵 基 おせんと 至 息 思を 打擎 &た& ミを 拿 段 

である 〇 この 上述の 息 固は、 大 をり ルな りご 切の 政 岡巧爲 の巧抵 にを 在して 居り、 をら の感 岡け 巧ち を 後には み 恐 
において そ Q 解かを 見る ベを 化 巧を 襄ナ るた め Q 手段で をる。 ボ が、 モれ は、 唯 I Q 手段 C はを い。 風爭 s 巧の霎 
なる 目的は、 載 巧を 巧は ずしても、 巧を により、 巧が の 基 毎に より、 怖を にいへ ばか 棋 によつて 巧 就され うる 0 …… 風 岡 
は 巧を を 亿は遂 巧し 免を いし、 そ Q お 末を まる 程爱確 S さを もつ て賣 しうる C とは 巧で をる といを とは 忘れて は 

ならない 0 巧々 は、 玻爭 においては •か 何なる 狀 態の 下に おいても、 たで 棋ム ために 棋ム とい ム ことにち を 巧 はれ 

ては ならぬ 〇何 となれば •正に こ、 において こそ、 巧 望を もつて はなく、 巧 除に 則して 巧な しなければ ならめ 〇哦 巧に 
.おいては、 嚴 がな 訓 巧は、. ば 誠に 代は ると いを とは、 おを 晏で わる。 を だから、 ぁらゆる 截爭狀 態に お 
いて 巧識忆 基づく C とは 危險 でを る。」》 が、 忌爭 Q をる 貝 的は •取 朵忆 わけ &巧妻 Q 鬟忆 よ. つて Q み、 すを はちを 
載に よつて 巧 巧され うるので をる OJ 

ミ 1 ドリ ヒ奎 は、 擊ごお 原則に おいて ホの かくいつで わる — 5 截は •围お の巧 かを を ナる〇 常に 截爭を 
き 订 十る をは、 囊 から 震され るた めで ぁた 或はな をち 境に 陷れ るた めで ぁたまは また、 がら ざれば をて がり そ 
う もない S を 思 S く セ； ©でを、 か、 &み管 行 e なを ばなら ない。 ：..： 豁が幫 を 墓 3 れ らば、 それは 

巧 自身 誤りを 化した ので あり、 あによ つてみ 我の 抬る ベを 法則を 指 巧され る ことにを る。 

がら ばを の々 風からは 何ものを も 引 化しえ をい から、 その 將 帥は、 風爭に をけ たものと ぶ ひ 節め るで あらう。 も お 

夕后ホ 略 こ ミ 



ナチ スの公 巧 K こ； 

帥が と クラウゼ ゲィツは ちへ る — 『潇 巧を 爲そゥ として あらゆる 方法を 巧が に 利用した いならば、 巧 A は、 その 化 

を もつて 化を ホ 巧すべき 何等の 權 利を もちし ない 〇 しかも 我々 は 常に、 政の# に 出を ふぺを 間道の みを 巧 < ことを 意識 
し、 それと 共に、 もし かが お 利を 巧を 把るならば、 これに 向 ふに 巧裝 用の 巧を もつてする じと がを いょぅに 巧 求し なけれ 
ばなら め OJ 

載 面は、 联岡巧 爲の目 揉， 種 巧 或は 息を に 従つて， ホの かく かれる 1 

かが 阶 ( ve 吕 ichtun 巧 so ミ！ K ミこれ はを もを をち そして もし可能ならば-常に 巧 はんと 巧 力す •へを 形態で を。。 

かか 盼 S 日ち 奇 fsc 里。 を ご。 これは また その 巧 性の 極 巧に 從 つで、 巧被棋 、を 曲 巧に かれる。 

趴 6 が ( Abwehrschlach こ〇 化み 大棋 におぃでは •兵力の 不足から 椒粹巧 おに 制限され ねばならなかつた。 

か联〇 一の 我 役を はま セを 風爭 をみ をす る 0 

更ち 世み 大我 における 巧 地 載の お 巧の ものと して、 ま & 岛 (material Schlac す)、 巧お戰 (A す u 耳 Jngs WCE8 て)、 
まは 肉 巧 巧 (Ausblutungsschlacht) が 巧 はれた。 - 

かがが、 かが 4 な、' 1一 霞 かいか か か •& 一繁 霞行爲 として 雪ら れ るかを ちまは ま セ、 お夕 0 々載と 爵が 

共に 作用して お 巧を 生ずる か 否かは、 をの 時の 巧恼に 巧を して ゐる〇 巧 おが 大きく なれば をる ほど、 なをの 巧 合が ま 卞{ 
巧 巧に 起こる ことになる。 シユリ 1 フ H ンは 、フランスに 巧卞る 彼の 作 巧 計を において、 巧に 唯一の、 同が 的を、 を 巧 的 
なを 愛を 考 へて ゐた S で S 決し V なく、 を 作 取 Q 統一 忆ょミ 是補を 合 ふ •へを か夕 窝 S 可能性 或は 董が 
ちすな はち 化み 大巧に おける 初期のを 政に も實 巧に 示され セ 棟な 狀 巧を〜 同 巧に お あして ゐ たので あつち じのを に 巧 
めて 我がは •がを に マルヌを 巧 中に 生じ、 そのを は 度 早 や 巧に 生じた かき、 唯一の、 巧 おせる 風 線に 巧 おされた ので ある。 



巧々 は •何時に なつても 巧 巧を をす に 充分 强 力には なり わかい 〇み孩 のためには 、お利かが 化かの 成 ひには、 をを の 一 
人、 を 後の 一巧まで 使ひ盡 されなければ ならめ 〇政闲 の 開始に をつても まち お 力の 支出に 巧 巧が 拂 はれるな らち 兵力 
を みぞ みぎと 巧みに 補え ナる セめ に战两 のを 巧に 和 かかな みかを 巧す ょりも、 大 なる 齡齡を 犯す ことが 巧ん どない。 人は 
自巧 的に 兵な の 利を を お てること も ある ガ らう 〇例 へば、 それは ドィツ ホ 兵の 我がの 服お規 をの 中に 模巧 的に 述べられで 
わる。 同一の 巧 則が 巧大 されて 用み】 化に もを ては まる 0 

巧備 (一二 ♦照) の々 離は、 それに も 巧 はらず 正を でを る。 巧備は •おし、 か抵 のためには 塞に 使用され なければ な 
ら をい 〇巧 互の 兵力の 巧を においてを をのが 備 をぶ 用す る ことの 巧 巧る ものは、 お 利を うる こと 雜 度で をる 〇 しかしな 備 
の 使用に 就いても、 r 遲そ卞 ぎた！ J とい ふを か 的を がを も 下されうる 〇巧 備の强 さ、 配備 おょ ぴ 使用は、 注意 巧い 考 巧を 
必 巧と ナる〇 可動性は •その 使用に 巧 利で をる 0 巧 俯を ば •その 使用され ると ころへ 適時に 送る ことは、 お 巧の 巧で ある 0 
巧備 軍の 參 加は •を 後の 切札の 巧が をがず る 0 

巧 因は か 巧 か 巧 巧 かで ある。 兩 をは 互 ひに 交 巧し うる 0 1 がは 巧 巧を 巧つ ミる のち 他の 部 皆 防 致を して ミミ 
ムこ とも わりうる 。あらゆる 弦 巧は、 をれ が 巧な であれ、 或は 防 巧で われ、 必ずしもな 接に 決 載を 行 ひ、 最 なの お 利を 得ん 
と 巧 カナる 必 盛は をい。 勇 QS 巧 時には また そ Q 他 Q 壽、 なかんづく 義狀 態は、 § を 制 股し’ sg 爱口 にも 
巧に巧寶蠢忆玄、 §《曼。忆蟲慧曼忆止た&るミがあ0うミ 〇れは、 ^1繁4堅いかかかがか 

(ミちで を &。 ホは 主た 巧忆み 成を 後 基ばず た &忆時 問 Q 餘裕を 55 JJ と》 けが 問題と な&裝 合ら をゥ& 。この 巧 
合には、 爱 巧が 巧は た， V の 巧には、 巧 巧と 巧 おとが 巧 寒し うる。 この 鬟は 、かくて、 み 巧に 至る まで 域 ひがく 趴 
まとま ミ •持久 的が がと なる。 結局のと ころ ホ！！ と 巧 巧は、 ミ斯 か、 かか かジ於 がに 没 ミミ だ。 

巧 二篇巧 ♦ 111 ヒ 
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な 下に おいては 、たづ 第一に、 た r 巧の、 ナ をはち かが •巧 利を えんと する 駐尚 のみに 巧いて 巧べ るで わらぅ 0 

(1〕 《 g と B ■ 

—— 巧 まの 本質、 目 房 および is ® — 

かか (Angr きは、 大規模な 狀 態に おいては かか 3 巧 ensiv 】 とも 巧 ばた 巧 田に よつて、 放を •みく とも II おし •も 
し 可能なら ば 巧がず る セめ に、 なに 向つて 前進す る ことで‘ わる。 巧 巧は、】 艦 的には 强 をの 巧 岡が 旗で ある。 防 装 (ィ 5* 
eid で—) は、 大規模の 化 態に おいては か i ? ミ fe ミ i 么 とも 巧ぱ たなの な 巧を 待ちを ける ことで わ ミ それは、 一肢 
には 强 をの 巧 岡 形態で あり、 從 つて ホ づ 巧】 に、 自 巧を 目的と する。 

かかは、 お 動め な •巧を 的な もので をり、 かくて 質 ホの 巧 本 原則で をる 〇ホ擊 は •敵に 對 して、 行かの 法則を おを 卞る〇 
だから それは 本 お 的の ものである 0 1 方が ホ 巧を 巧は をければ •巧 おもまた をせ しないし 、すなは ち 一 化に 极爭は ザへ え 
られ をい 〇阶數 は 副 ホめ の もので わる 〇た r 陣地の 兹 ちに よつての み、 ずな はち 棋 巧の 柴 巧を 巧ち ずる ことによ つて、 巧 
絮 は， 放の 巧 巧に がを t み ぽすガ けで ある。 兎 も 巧 それは を 手で をる。 . 

クラゥゼ ゲィツが •防が ホは 巧 桂 的 目 おを もてる 風 巧の 强 力を お 態で あり —— 攻 g は 巧 择的目 巧を 持てる 風 巧の 巧い お 態 
であると いつた 時、 彼は、 載 巧 的 巧 巧から 巧發し セので あり、 この 裝 合には •防 巧を は 大巧 自ら 理 び、 特削 のが 備わ 鼓け 
た陣巧に巧巧されて巧つて湿り、 なををせつけないが巧の巧力は、 巧動にたいで大をな目おをまぶサねぱならの攻*^^の 
が 巧 効 およりも 巧れ て わる。 ガ が、 この 關 なは、 それな 上に 作 政の 領 巧には 移 ‘卞 ことが でを ない 〇 おな、 巧裝 まは 柳が， 
おを にいへ ぱ弦闲 力の® 越 又は 指 巧の 巧 連は •かの 不利を 巧 殺 卞る〇 ザが •巧 中、 ィュ シア ナヴ をよ ぴ それと 巧を におを 
して わる 巧 お、 巧 巧ぶ、 巧たん とする 息を わよ びが 利の 巧 信は、 化とは をく 比べ ものに ならぬ 程な§ を 助ける ことにを 



る。 しかの みを ら夕 同様に ィニ シア チヴ からを 生し*. しば t 正にみ を 的な 利益 —— すを はち かかの 巧 おがを ずる 。こ 
れに 反し、 巧 おを の 方には •攻 巧を が、 何が、 何度で、 か 巧なる 手段を もつて 奇 巧を 行つて 來 るかに ついて、 巧えざる 不 
をが を 荷と をつて ゐる〇 

モルトケ はおへ ていつた I r 戰巧的 巧 巧は、 ョリ强 力を お 態で あり •棋が 的 守 巧は、 ョリみ 巧 的な お 態で わり •モれ 
のみが 目 おにを くので ある OJ 

巧 巧は、 その 目が、 すなは ち お 利に よる かの 截岡 力の 殘滅に 向つて 巧を に 進んで 巧く 0 が 載は、 そうする にを る强 さの 
自信がない。 從 つて それは、 ホづ巧 一に、 なを 废ら せで 兵力を も おさせよ うとし、 がる 後に これを 反 « してな 巧に 移らう 
とする ので ある。 何と なれば、 防级 もを たを 巧に よつての み、 をを の 勝利に 蓮し うるの ガ わら ガ 。しかし 實瞭 においては、 
しばぐ、 を 巧に 隐 しても をた 防 祭に 瞭 しても、 なをの 目 おを 達成 卞る ためには ホみ ではない 〇巧奪 は、 巧を »邊 する 
よりな 上の ことが 化來 ない ことが 巧々 ある 〇 この 裝 合、 巧 巧 翁は をれ を もつて 巧に 『普 抓^ 勝利』 をみ るに ナぞ ない、 他 
方、 巧 致を は •大抵の 場合 •ただ ホ 巧を がその 目療を 巧な する ことを 巧 ましうる ガ けボ〇 この場合、 防 巧 著は、 それを も 
つて 巧に r 巧 幾 勝利』 を 巧る にす ダない。 これは •なかんづく 世 ホ 大棋の 陣地 戰 にわいて を通ボ つたと ころの 結 巧で ある。 

防 祭を は •たと へを 巧の 巧 地から 退却し なければ ならめ 時で も •た ジ自 西の お 力 源み への 道が 依が お 巧され て わさへ 卞 
るを らば、 進んで 來 るぶ 備 巧と 後方の 防 數段備 の 利用と によつて、 巧を でも 新しい 强 かを 加へ る ことができ るに 巧し、 ホ 
巧を には > をの 反 おが 生じ あい。 ホ！！^ にと つては、 載 脚に おいて 窮められ たみ 力を 巧ぴ 補充 する ための あらゆる 巧 止は. 
時間の 損た であり、 おつて 不利で あるが、 それは 防 装を に とつては 利益で みる 〇巧巧 ホが •その 巧を 地が から 巧 ざ かれば 
遠ざかる ほど、 咸岡 力の 維持は ます.^ 困 巧に なり •いよ {巧 < なる 本 巧への 交通を な 巧に 維持し、 をつ 巧 巧す るた め 
ホ ニの 柏 《 こ 一丸 
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に强 力なる 部分が ます < み 割され なければ ならを くなる。 かくで 巧 g は •おを には、 をく 巧 止狀^ — クブ ゥゼヴ ィツ 
の 巧謂攻 巧の 捏點 —— におり うる。 かくて その後には 、均が 狀應 (すなは ち睐 地域) における 相互の お 力の 巧を がな はれ、 
またを 化 巧のを 錄が 生ずる こと も 稀では ない 三 八】 二 年の ロシア 巧征 における ナポレオン、 一九 一八 年 置に わける ドィ 
ツ の 西部 軍)。 このを 嵩 おの 到來 をな おし、 且つ 巧 巧を 巧大 する ことが 尙は巧 おでを るかを か、 或は 切迫せ る 失が をが 防す 
るた めに 巧に 麽 巧した ものを おがす る 方が 重を かを かを かを する ことは、 將 帥の 巧 巧で ある。 

ポ ー ア践爭 の 第一 一部に おける § 巧 や、 一九】 八 年の 互 および おに おける 巧 合を が 有して ゐ たかき 明白なる を® 的 巧み 
—— それは みして 巧に 兵 化の みでは をく、 同 巧に 戚巧偵 値 およ ぴ巧神 的を まに ついても 考 へられなければ ならない —— の 
場合には、 か齡 はもち ろん 巧を の 事 度で をる。 ホ @ を 何とかが に 押しつけ、 あが 攻 巧して 來 たなら ば 自ら 反 R を 加へ てみ 
載を 巧は うとい ム思 あは、 をを さる ぺき である 〇 もし ィニ シア チ ダを 化ます るなら、 あして を 後に おいて 自ら か 巧に 巧る 
かる わは 巧 問で ある。 だが、 巧 匹な するな 兵力の 裝を においても、 いな 劣 巧の 巧を において すら、 なをは 可 おで わり、 且 
つ自 酉の お ± から 度 爭をお ざ けんと ナる自 巧の 努力を 巧 ふ 場合に もせよ、 また 徒らに 待つ で わる C とが 化 巧を なに 有利に 
推移せ しめる ような 他の をら ゆるを 合に も 甘よ、 それは 必巧で わりうる 0 ( セ 年联爭 における フリ ー ドリ ヒ 大王 》 1 九 一四 
年の 中 お 諸 西 •なかんづく 束部戰 線に おける それ )0 か、 る お 合に もまた 勝利は をく 可能で ある (一义 一四 年の 巧プ a シア 
およ ぴポ ー ランドに わける 我 役 )0 もちろん をの 裝 合には、 おな にわいで 缺け セる とじろ の ものを、 おがの ホに よつて 抑ム 
とい ふ 前提が 件が 必巧 である 〇 か、 る 方法に よつて •あの 主力を 巧がず る ことに 巧 巧す るなら ば、 みを 的な み 力の 均 街、 
いな 完 をなる お 利が、 ホを のお果 として 生じうる。 


特に 孩爭の 開始を がに わいて は、 一方は 自己の 度 巧を なじて、 化 ホは 待 巧が 自己の 化 態を 巧 化ず るた めに、 兩 軍が 共に 
を 巧を 巧 ふを 合が 巧れ でない。 なかんづく 世み 大政の 初期は、 か、 るが 態を 示し •すべての 因が な g を 巧 ひぶは 少く とも 
巧が せんと 企てた。 おんどを 部の 攻« が 度を 化 態に 陷 つたと いふ ことは、 しかし > それらの か擊を 企てた ことが 閒を ひで 
わつ たとい ふこと を 證巧ナ る ものでは なく、 どの 巧に おいても —— 15!^ブ a シアに おける ドイツ 巧 t 除けば —— 巧 巧 力が よ 
ぴ指 巧の 巧が’ をの 目 巧を 達成す るに をり なかつた とい ふこと を 話巧ナ るに すぎを い〇 をれ にも拘 はらず •これらの え 化 
からして、 時には、 なおが 間を ひで あつたと いふ 結 黄 も 下された 。か、 る 見が は •聯合 巧に 對 しては 是認され るよう に 見 
ぇる 0 何と なれば、 瑞合巧 側は、 ロシアが その 攻ミを 完全に 展開す るを では、 强 力な 巧 おが 地に 巧つて 待つて ゐた 時に 
ガけ しか 勝つ ことが でを をかつた から ダ。 イギリスの お 巧を 巧 かおしても •それを では、 時間の お谋は 彼等に ホ 方た して 
ゐ セので をる 〇 それに も 巧 はらず 巧 等が 攻巧 をし セのは、 彼等が V ツトな 前から ちみな 力が あると 自信して ゐ たから ボ〇 
この 規 巧から 見れば、 彼等の 決 巧 もまた 正しかつた のガ〇 しかし、 相互の 兵力 朗 巧に おする 彼等の が 巧が 巧 巧つて ねた 0 
これに 反して、 中 か 諸 巧は、 を® 的に 巧で も、 をた 束が 戰 おの 特 巧な 化 遮に おいても， 時を 移さめ 即刻の 攻 おに よつての 
ち その 化 渡を 好 化ず る JJ とがで き セので ぁ ミ。 待つ で われち 兵力 閒 がは 片 巧になる ばかりで をつ^。 

ホ 巧に、 一方は、 攻 巧を 卞 るには おりに 巧 力す ざると 巧 じて 巧 @ を 行は ず、 他方は、 時の お 致に よつてが 腊 のが 化 t 巧 
待す る ためにを g を 行は ない とい ふような あ 合を おを すべを であらう 〇 これにつ いては 北 おに おける 海 巧を 想起 サよ〇 そ 
の 結 巧は、 一回の み圾 によつて A 蓬に お 結せ しめられない ところの 巧ん ど-巧の 投爭 においで 時* 見られる かく •巧爭 を 
巧の 巧 止で ある。 世み 大巧に おいても そうであつた 〇を C では •夕 みともち い 休止 狀 態が 幾 巧 も 幾度 も おり、 その 閒 にを 
自が 新しい 巧 巧を が備 したので ある。 しかし 甘つて イギリス 巧が、 南アフリヵに おいて、 毎年々々 計 巧 的に ボ 1 T 人 包 曲 
を 一巧 《 巧*' 二 一一 1 
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の 輪 t 巧め て 巧を、 をに これを してな おを 節を しなければ ならぬ 化 態に おれた のは、 放を 消 巧 さ 甘る 方法で あつて、 そ 巾 
はた！^ 例 ル 的な 場合 •とりわけ 板 民 地 巧 爭の运 合にたい ての み 用 ひられる ものである 〇 かみからの 遊 巧、 從 つて 化峨 とな 
乏 との 巧け を 借りるならば、 取爭 のみ 巧と 巧 用とは 決して 大きす ぎる を 巧には ならない し、 且つ また 巧 外を 巧 まは お 巧な 
巧 上の 困 おもな 期されえ をい 〇 この場合には、 血を 卸 わして、 金と 時 問と を その 化が として まが ふので ある 〇 世が 大域の 
かき 棋 争は、 そのを 巧に おいて か、 る 方法を 用 ひを い〇モ こで 蹄 合 軍 もまた I 廚爭の 本 巧に 巧應 して I 時閒 とお 鎖の 
巧 巧を 待つ ことなく、 自己の 武力を 自信し、 大陸に おいて 滕 利を 强か卞 べき 最も 有力を る 手段， ナ なは ち巧麟 をを g へし 
基ん ダので あつた。 

自明の かく、 勝利が 期 雪れ &や 否や’ si 忆行 はれる。 OQ 期待が 正と か 否を、」 か」、 決」 て寞 には 巧 
見され る も Q ではない。 そして 正忆そ Q 故忆 c を、 巧は」 い 巧 合忆 も、 岛爭§ 涅奠 まとし WS おち 透を 巧へ な 
ければ ならない 。防 巧は •おりに しば < ，自卑 のを 現で しかない 。「ホ 巧は •兵 ± を おおし、 强力 にし、 且ク 自信を 眼 お 
めさせ、 巧を お 汲 甘し める 〇巧攻 ¥ は、 なに、 な¥ の 力を 度 力な 上に 託 巧す る ものである」 一 r と グナィゼナゥ はい 
つて わる 0 

勝利の 巧 望を き攻 巧です らも、 化 辱に 滿 ちた 降伏ょり ち お 的な を 期を がわく 絶望め 巧な として •たジ それ 自 みのた め 
に、 その 理由を 持ちぅる ので ある。 

(2】 攻 SC わけ る 巧； 8 

巧 巧は 39 强い幫 が 態で ゎぇ 巧 g は 39 弱い 我闲 形態と 見 化すべ をで ゎるから 、巧？ は •そ 0 不利を 化ん ミの 



みならず •巧に 巧 利を 巧 ひとる ために も、 をく 充分に 强 力では をり えない。 従つてな 擊 をは、 全般的にを しくが 巧な お 合 
です らも、】 がに あ 哉 おの 一巧 巧に 向つて 兵力を 結集し、 こ、 において なのを 陣地を が 巧すべき ま 力が 巧を を 巧し なけれ 
ぱ ならめ。 もし か、 る 方法で も完 をなる 勝利に 達せられ ないならば、 その 時には、 更に 部み 的 勝利に より 迂回のに 完 をを 
膝 利に 逮 ナベく 務めなければ ならめ 〇巧 おのた めには •兵力 およ ぴ その 巧 巧の 許 ま 的な 分割が •自明の が 巧が 件で ある。 
息を をら びに 兵力 展開のを 點 は、 巧が、 ま 力 街 突が 巧は るべき ところに 超 かれなければ ならめ 〇 ホスの が 兵力が なに 比較 
して 少 ければ かい ほど、 それは をす----- 必 おにな り、 かくて また 他の 戰な はます < 弱められなければ ならめ 〇 その お 巧、 
そこでは、 たと へを く 持久め 抵 おに 限られな いまでも’ 巧ら 巧 幾に 限られる ような が 態に もな りうる 〇そ のがに 一つの 危 
おがを 在す る〇何 となれば 、放が それに おがつ けば 直ぐに 巧 おがを とり、 そのを 力を 同 巧に 移 赴せ しめて、 み戰 巧を にお 
ける ホ 巧を の 兵力と 同 巧なら しめる か、 或は また をれ を 巧め られ たる 我 線に 送つて、 自 みの 方から じれを 攻 » する であら 
うから ガ〇 

かくて 巧々 は、 ぁらゆるな 餐の 第二の 本質的な 巧 ホた るかな およぴ をれ と 直接に 接 4 口して ゐる醉 か fj 抓 紙 かが か 破に 到 
達する。 兩 をの 一方 だけで も 失敗したならば、 統 ほに® みなるな 或は お 力 等しき 巧に 教 ずる 巧 おは、 部分的 成功な 上に 化 
る ことは 巧れ e ある 〇巧舆 は、 突 蛮的な 且つ 迅速な、 なめが 惦 され セる 逆 動 (续道 およ ぴ自お 単によ る进 送’ 自 かわよ び 
巧が 化 部 おの 使用) と 同時に， 如 扔斯挣 および 巧來る ダけ また 解 抓に よつて 巧な される。 巧 巧を に ■時拓 が 巧び 化 
巧 的に 吼资 有を にな ミと S ぶ C とを-一 医閲も 怠. がらぬ 0 をれ ホに、 おも 迅速に 前面に 進む 部な は、 化 來る晦 
りを 巧の 速 皮を 早めな けれ ぱ ならぬ 〇 これらの 部な の 困が な、 ガ がを をの 勝利に とつで 第一に ホを 的な 手段に おし， 適時 
のま 巧を 巧へ て あましめ る ことは、 巧 巧を のをな の 巧 力で なければ ならめ。 この K にを いて、 化 夕 を 夙に 認斌し 且つ これ 

ぞ京度 略 ニニ I 二 



ナナスの 巧 か a ご 一 旧 
が 利用の ために、 適時の 兵力を 手中にち して ゐ ると いふ ことは、 なおに おける 指が 官 のを 高の 能力で ある 〇 他の ものより 
迅速に 前面に 進んだ なおを 反 塔から 諮る ための 部 か 的 行動すな はち 交互の 攻 巧を よぴ巧 止は •元來 、このを 离 のが 力を ぶ 
おしてね るので ある。 それに も 巧 はらず、 それは、 なかんづく 歷 化からの お 巧 およ ぴ 渡河の 巧には 適を である 〇し かし， 
巧 則 的には、 クラウゼ ゲィツは、 ホの かく おへて ゐる —— 「巧々 は、 攻巧截 においては、 をが、 かしの 中斷 も' 少しの ホ 
止點も •少しの 中間 隣 もない、 と 信ずる のでは なく、 か、 る ものが* お 的な ところを、 それは、 巧 巧 t お資 にせず し 
て、 不巧 巧なら しめる ところの 一の 見られなけ^^ W をな ザる ので ある OJ 
大粧にむいて攻度の方向は、 な巧、 すなはちクラウゼヴィツの所謂|-作戰^?か.1 に街突しなければならめとじろのあ， 
かくて 大抵のを 合 •放の 首都へ を 通す る 道で ある 〇 もし 船が か 離 レ P 配 遇さが てが がが いが、 もち るん その 時には、 それ 
ら のうちの どの 巧みを ホづ巧 一に 攻 巧す ぺ きかと いんこと が 問 屈と なつで 來る〇 このみ 定は •第一に、 ホ 方の 兵力に 巧を 
する。 ホ 方の 兵力が 尙は 非常に 大 であるならば、 これを 同等に 分割す る ことは、 一投 的に 見て、 誤りで あらう 0 を は、 
むしろ、 をの か 何なる 部分に 教 して 主たる 打 巧を 與 へんと かする かを み 定ずぺ をで あらう 〇その 兵力が、 疆け 巧い 必 巧の 
ある 勘み 的な 巧 お ！ この 巧 合には、 もちろん をの 不可 おせは 枉 めて お 巧なる 尺度で 測られねば ならめ —— を 巧し つ、、 
なの ま 力を 攻 巧す るに 化るならば、 モれ はを がの 目 おで ある 0 何と なれば、 モれ が巧滅 されて しまへ ば、 他の 部 かは を 早 
やを く 決 联に參 かで をない し •ま セを るに 片が けられ、 かくて、 なのせ おのを 化 煤は、 ま 力に 巧ず る お 利と 共に 阐 がする 
ことを 巧 待され るからで ある 〇 クラウゼ ゲィツは、 ホの かく おへて ゐる — r ナベて はま 力か棋 にか、 つて 居り、 それに 
よつて をら ゆる 巧 失が もたらされ るので ある 〇 か、 る ま 力 決 我 t 合理的に ホめ るは ど 充分を 兵力が あるならば、 あらゆる 
巧を に、 その他の 巧 K でみ 杳 をを けね ように 自巧ナ る ことに 失が 卞る 可能性は、 理由が わりえ をい 。何故ならば、 この 失 



化は、 正に それによ つで をに 起り ゥベき こと ガ からで ある OJ 

しかし 兵力 閱 なは、 か、 る 巧の t 可能なら しめない とい ふような こと も ありうる 。をう すれば •ホづ 巧 二の 巧 動に わい 
て そのを 自由にな つた 兵力を ま 力に をら しめる ためち ま 力に 巧して は 一時的な 持久 政を 巧ムお 合に、 ま 力の；^ とい ふ 
迂回が 問 屈と なつて 來 る。 世み 大我 における 中歐諸 围の狀 おは、 これに お卞る 適例で ある。 大拉 において 見れば、 一九 一 
四 年の マルヌ およ ぴ フラン デル ンホ餐 えがを には、 西が 棋 なと 同時に 束 部 巧な においても 巧な 的に を 威され る狀 態に ホつ 
て、 まづ 巧が 巧 おに おける 巧を 一巧して をに、 化の ま 力、 すなは ち 西部 戰 おに わける 敵に 封ず るを なの お 利を うるた め 
に、 尙は 兵力を 巧 巧すべき でを つた 〇し かちこの 裝を にち 第二 化の 巧 おの 結合は、 た に 時間の みならす ち 力を も 
巧耗 せしめ、 かくで 遂に 西部 我な にわいて 敗れねば ならなかつた とい ふ C とは、 依が としてみ おに 値 ひする 0 

かの 政 おとの 關 なに おいてを おが 持つ ところの ホ かは、 ホの 巧 形 旗に される —— 

(ろ 正面 « 蒙 

これは を も 困難を 攻巧 ご ある。 何故 なれば、 それは、 防 巧单偏 成れる 巧 力な 風 給に 巧し 巧モ として 巧 巧ナる もので あり、 
をは、 じ、 では 大巧、 化の 如何なる 巧 おに おける よりも 速 かに そのな 巧 巧を 使用し うるから である 〇 しかも •モれ が 巧 巧 
したお 合に おいてさへ、 モの巧 物は 大巧な ルな ものである 0 巧を 巧が する 经 みは、 た なが 退却の 可能性 t 少しも おしな 
い 時に のみな 在す る。 しかし それは、 ョ la ツバに おける かく 道化 巧が 巧 速して わると ころで、 とりわけ 正面 巧 巧の 巧 合 
の 狸々 たるが 進に よつ ては、 化が 山 おや 大巧を ぜを にして わる 場合で 卞 らも、 巧れ で わる 〇 それ故に、 正面な 巧は、 た r 
r を 通の 勝利 J、 すなは ちな 載な の 巧 退に がるに ナ ぎぬ。 それに も おはらず、 正面を おを 巧ム よりかに 仕方のない 巧 合が あ 
巧一完 R か 一 II 云 



ナチ K の •巧！！ 一ー ニム-、 

りうる 〇巧 へば. サ巧大 取に おいて、 西が および 巧 部に おいて 超な が、 おおよび 中立 巧に 倚 巧して な來 がそう ボ〇 

正面 巧 巧の 目 おは、 巧 被で をる (ホを 巧】。 モれ は、 おの 風が を 二つに かなせ しめ、 それに よつて これらの 部 かの 側面た 
よぴ 背面への 道を 自由に ナベき である 〇 それは、 同時に 二つの 例へ 旋回して 入り 且つ 巧 直に 巧き 進み 巧ん が セめ に、 特に 
强 力な そして 巧く お 巧され たみ 力を 必巧 とした 〇モ して この ナぺ でのち 力は、 が も 巧を なる 時閒を お々 しまいと ナ るなら 
ば、 かづ 第 一 に 巧 集して 巧き •巧替 S 路を 押しを 進まねば ならち C たら 生ずる 田 おは 明瞭で ある 〇 その 巧 巧 
は •巧】 に破閲 された 破 口の 巧 さに 依な し、 また おを して、 その 墓に、 ホと へそう を 固で な いまでも 巧し い® 線を つく 
る 時間を 持 セしめ ない とい ふこと に 巧な してね る 〇巧曲 巧、 跑兵 除の 巧 巧 巧な 巧、 巧 道 およ ぴ自 の ザは、 巧 破の 望みを ば， 
それを 常に 有効に 使用し セ ナボレ オンな 來 •をし く巧少 せしめた 0 
作戰的 突破は’ 世界 大我 においでは、 舅 Q 側を •巧に お 企て* れ ちそれ は、 戚 線が 巧 ほ 巧 集して 固められ 
てゐ ない お 合に のみ 戍 功した 〇巧 中. 一九 一四 年 十一月に おける 《 ップの 巧で 巧 破 (そのを をの 結 巧が ビッチ ユュィ の お 
却で をつ たといを とは、 そ (巧な とは 何の 閲な もない)’ マゾ 1 ルの おる でのを® における ドィッ 軒の 巧 方 巧に お 卞る巧 
玻 、一九 一 五 年、 ゥィルナのを 戰 における 北方 巧への を 破を よぴ をを に —— それは を もがかし くまた 巧め て特 巧な 例で ホ 
るが —— 一丸 ー セ 年、 フリッチ および トル マ インに おいて 陣地 風な から 巧て 巧つた 巧 破が それで ある 〇 その他の ナベての 
朵合 においては •ゴル リッッの 場合です らも’ —— 作戰 的に 見れば ！| 巧 巧な へのが 人とは いへ ない 〇 それらは « あされ 
てし まつた ので ホる。 驚く ぺく おしい 軍 巧と 武ホ とを もつ て 5 れ たみは ら夕 一巧 も 我窥 恥を 累る £ らをか 
つた 聯合 軍の 巧 S の 夕破企 因は、 ます < そうで ある。 

S X 巧 g(Flfla 日巧資 



冀攻擊 は、 正面を « Q 1 巧 香でぁつて 、をれ は、 化の 巧 巧の 一冀に 向けられ、 かくて 敵の 側面に 向ん 側面 攻巧 へみされ 
る〇か くしで それは、 大巧 そ Q 風炼 と同夕 のが 備 t 麻して ない 個所に をた る ことにを る 〇モれ は、 同時にな のを 方 巧 かた 
巧 かし、 おつて なが 的み 巧に 巧す るお當 なが 待を もたら ナ〇 一九 一四 年 十一月の C ッブ における ロシア 軍に 教 する 作 取 
は、 マィ クゼ ル ( Meich を】 の 西方の 巧な において、 をに 巧 巧な 化に おず る 巧 巧に して 且つ 索晴 しい 側面 ホ おでぁつた。 
ボが •同時 的な 正面 攻 おのた めの 兵力が おかつ セので、 化は、 適な な 移 おに よつて、 をを には 巧び 均 巧を 恢 なする ことが 
で また。 巧を、 截 おにおいて、 あおな 兵力に よつて 釣つて 面き、 これを 欺く 計略は、 この おがが 巧く おりに おいでの みか 
果を 有する が、 それは、 近代の 決 巧の 游巧 時間から 測る と、 大巧は 非常に 短い、 化つて す充 かを 時間に すぎない 0 

それ かに、 側面を 巧 もまた、 それが 强大な 兵力を もつて 遂 巧され、 且つ 同時に 强 力を 正面な！！ た 伴ム巧 合に おいての み， 
をを な ホ おを 巧げ ぅるに ナぞ ない 0 

かくて それは か 苗 (日 mfassn たにな つで 來る〇 包 笛は、 巧坡に 巧して、 ホの がを を 示め して ゐる〇 すなは ち、 モれ は、 
兩側 にがを 巧す るので はを く •ー モボ けで をり、 がつて 棋 面の セめ には、 ョリ かい 兵力で 閒に 合ん が、 しかし ョリな 上の 
作截的 使用の セ わには、 ます {をく の 兵力を 保持ず る〇 これにを てられた 兵力は、 元 巧、 ——， 化が おがして わる 時なら 
—— その 巧 後に 巧 回す るた めで ぁれ、 また-! ながを 巧す る 巧 合なら —— その 側面を 巧ん かまは そのな 路 たなぐ セめ でぁ 
た あ 巧な 方向への 巧 動の た わち 自由に 巧 おので きる 地を 見 化すので わミガ が、 包 巧を は 巧に ホの K に 注意し なけれ 
だなら め I すなは ち、 なの 巧を 巧く おり 留め ば 困む は ど、 をし でを た それに 伴ムホ 巧の 見る みが 大きければ 大きい は ど • 
をれ ダけ また 巧手の な自 みに よつて 側面 或はが をた 攻 g される 危お にもます-^ 巧され る ことになる 〇こ のことは、 ホ 巧 
への 適時 冉向 および 必 おな 場合には、 目镑 のが ほを おな なくされる 0 

を 一 巧 《 « ニニ セ 



他の 裝 合には‘ 養から •ホづ 5 に肇 によつ て尙ほ 巧く 敵の せを に 至る セめ に、 戰闲を 延期させる ところの か！！ に 
ミこ、 に 力、 る 運 拟が暖 されて ねる とい ふこと ちす そうにぶ へめ じと であ ミ それ ダけ では 尙 ほいを ガみ戰 を 
もたらさない。 ボがそれ巧 敵を」て、 恐らくは度舅な器を襄^ミミ菱ゥうミ 人は、 ミを巧り巧ぇ 

て 進みつ、、 かくて 截岡 Q をめ G ? よきが 件を つくり 旧す。 かくて これが 不可 缺 Q も S なるとい さとは、 しかし、 
涅 めて 巧れ なる 例 かと 見 化されなければ をらない ので あつて、 それは •兵力 閒 なと 作 駐的狀 巧の 不利が、 がを しで、 化 化 
は 免れぇない も Q と思營 るよう なお 合 s み 生ずる も g でを る。 を S し. わら ゆる 迂回 S 合 忆巧決 f 遊？ 
ホる 時間の お 裕が敞 の 封が 巧を あ 利なら しめる とい ふ 危なが 存在 ナる〇 
巧の 兩巧 におず る 富 或は 證を 同時に 開始し、 をて & (因 S 。 星。 きを わよ ぴ ぁらゆる 方面 かミ攻 ミより、 
をを 巧 化に、 r 七 ダン.！ に •至ら-: J める とい ふ， J とは •董 巧れ たかない 。それは、 大 なるな 植的巧 巧 わよ ぴ先巧 せる 

薑努 至 お 巧 的班備 Q 巧合亿 は、 を かを を 白が 忆 生じ ラる ( 1 ご I 韋 Q ラィプ ナッ ピ) 。それ故に、 そを、 

を お 的な SQ 扼困內 で 見れば一 世寞 軍、— 围忆と ミ 寡 忆晨と して、 夏 前 亿暮ツ いむ ミが、 しれし 
その 夏の 附近へ ナ らも 曾つ 5 づけな かつち _ 5- なな 困の 战爭地 巧は、 その 巧 さに おいて、 お まる どころ か 却つ て 

が 巧し ち冀 S 霎 Q 寫 さが 奚 する 時に ち 一八 セ 0 年 メッッ および セダン)、 そしてを た襄 の 霎が靈 しぶ 
はを く 無に 巧す— 合には、 困 巧は 增委る 〇をれ にも 巧は ら夕 富が 凄 おならば (クン ネン ベルグ) 、それは、 お 
巧が、 要求され うるを 巧の お 力を 巧 巧した からで ある。 

巧に 巧へ たように 攻窒 は、 巧 兵力に をいて 巧と 同等で をる かまは 劣勢で をる 巧を には •その 兵力 たもつて、 化の 巧 
なの If 寡ナ るに 去 をれば をらない 〇ガ がを S 今を ミは. その他の 巧 分に おし •其？ は、 薑 SS 



ホ 巧 t 巧び 化を しまは ま 巧され るよぅ をれ 化を をらない だけの 强さ t 保持し まは おを を とらなければ ならない 。この 危お 
は、 熟が を ホ わるみ がでの お 拓^^ く 程 あに て、 且つ また 雪、 ホ 巧 巧ち 富た よび •をに 迂回 S に 多 
くな はれる かく、 そのを 方 巧 巧から 巧ぞ かり、 そして おがには 化の 背を に 巧 〇、 背面に おいで 抵 巧を 巧 ム巧 合に、 增大ナ 
る。 か^が" か^か か^^が 龄 かは、 をに おに 巧强 にを る。 巧と なれち 巧霎は — たと へそれ を かしても —— * みや 驻 
ける ことができ ないから •そのを 立の ために、 巧 かな ひの 免 おを おひ 起こして 扱 ふから ボ〇 それを おつて わたので、】 八 
一一 一 一年、 ラィプ チッヒ においでは、 同 班 巧は、 巧 巧を 持して わたに も 巧 はらず、 ナポレオンの 足を の あなを をぐ じと た 巧 
へて しなかつた ので ある。 しかし 一八 セ 0 年には、 正に 放の ザを において、 巧 中 メッッに おいて、 あがの 可能性を 摩 はれ 
たなに おし •最も 困 巧なる 巧 聞を 巧 じた。 世が 大 我に わいても 同 おでを つた 〇 なのが をに おける お » をを をに おしく 保持 
する ことは、 タン ネン ベルグに おいてな かでは、 曾つて 一巧 も 成功し なかつ た。 

この 際 •尙ほ 一つ 注を しなければ ならない ことがある —— 包宙 をし 或は 迂回す るを は、 その 瞭自ホ もまた 包 曲され をは 
霄^、 かいか募いかかがか^^が、 とぃふことガ。 包曲受の寞の兵ヵミぴル部へ の巧ぃ巧お’ をも迅速をる舊 
は •その 巧が 手段で ある 0 この 兩 をは、 一 化 一四 年の ロッブ (プ シエ シ ニィ) においては ホみ ポク セが、 一九 一 五 年の マ 
ブ ー ル およ ぴ ゥィルナに おけろ 冬期 我に おいては 不充 みだつた 〇包曲 および 迂回 攻昭の ホ 巧は’ を < もたらされぇ なかつ 
たかまは 不充分に しかもたら されぇなかつた 〇巧圍 のために 押しを せて 來る 巧手の な 部 段に 巧す る 同時め な 巧が t 行 ひつ 
、•巧 日に 且 るみ 我を 圾ひ拔 く セめ の 兵力は な〜 しかも そこに 止まつて わるなら ち 大集曲 t おくれの 巧を において 給 
まし、 これに 必 巧を « をな 軍需品を 供給 するとい ふ 困 巧が 巧び が大 する であらぅ。 

ジか ぶジ Q 震 的な 富 Qs は、 な の巧 秀が 正面 戰岡忆 おいて 打 あされ ミた とい ふ ミに よつ 
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で •その 本 巧 的な 巧みまで 說巧 する ことができる 。をれ は 巧に c はされ、 巧 か 的に 至大な 巧 SI を 巧け* をえ 切つて わるな 
で をつて、 それは を 後には、 巧の 上からは 巧く ぺ<少 いみ 力に より • H 巧を 越える あおを を がれる に 至つ セので ホる 〇世 
ホ 大戰の 巧な に勒 して あえず 制阪 された 戰両を おおよ ぴ战爱 の 巧 さの 限りに わいて、 ま セ その 故に、 を 巧は、 例へ ば大な 
る 包 曲 作 我の 貧 巧す 能 性の 證巧 のかを 巧 見を もつての み 巧 用 ナベき であるり をの 正しい お 巧は •ロッ ダが 示して 居り •更 
にマブ I ルに おける 冬が 巧が 大規 接に 示して ねる。 

兩 面に 致して はなかつた が、 が 西 巧に より 巧の 背を に 至る までを 巧され た 包 困 H および 迂回 作 巧のを もな 巧 的を おを 
は、 一方に おいては、 シユリ ー フ H ンの計 まに 依 巧して、 1 九 一四 年 八月 1 九月に、 西部 巧 線で を 巧され た 作 我、 他 ホ 
においては、 一九 一 五 年に、 巧 部 我な でを なされた ゥィルナ 作践 が、 今尙は 依が として これを 示して ねる。 兩を とも、 包 
困 巧の 餘 りに 少い 兵力の ために 失が にあつ セ。 喊巧が 大きく •棋 巧が 長く 巧いて、 敵を 巧 線の 利用から 引き 巧す ことが でを 
たといん 利益が 巧を 奏した 〇大 規模な 西部 作 致は、 もし 目的に 合を したお 力の かがが なされで わた； 巧 巧な 巧 ホを 巧げ 
えたで あらぅ。 ゥィルナ 作驳 においては、 もし 巧 否 おに 對 する おしい 補給のを 巧と， 巧くな のせ 後に 巧り 巧 日に 豆る 困 心 
なみ 巧を 巧 ふに 足る •强 力なみ 力に 教 する 給を とを ぱ 、出 來る 限り ホ 見 的に 巧 話し 先たならば、 包 困 8 巧闷巧 巧の げ乏と 
お 道路と S つて、 瓣な成 おを 期待 JJJ と？ をた で t ミ かくて、 塞 巧と 載 岡 S 造な S をには、 か、 る 作 
戰は 指に を こてし ま 二た， などと いふ ことは、 決してい はれない ので ある。 ガが 巧々 は、 ななされ る 一切の 困 巧に 巧 
しては、 そのを 後の ものに 至る まで、 巧め これを 明かなら しめなければ ならめ し、 且つ それら 巧 困 巧の 克服の ために、 巧 
來る 化り のこと をが なつて 巧 時に 巧備 して 谊 かなけれ ぱ なら め- 

な を， をの まがみ から 巧 U — あける セめ の あらゆる 巧餐 にがして は、 シユリ ー フェンの ホの 言废 がを ては まる。 —— 『人は、 



我 H におち うると いん 力、 自巧 およ ぴ 信を fc もた わ ばなら so それを 巧し' ないならば、 むしろ か、 るな® よりる ざ かつて. 
わなければ なら SOJ また モルトケは ホの かく 巧へ てね る ！ 『巧 ホに お ir で •大 をる 巧 失の あなを 目し、 めの 巧が t を 田 
する がかを を 我を 計畫卞 るの が 正しい か、 それとも 一連の さは どみ を 的で ない 巧 巧を 巧んで 目 巧へ 達する ために、 巧 巧な 
道を 組る のが 左し いかは、 まとして 政治が 態に 依が してた る〇セ 自図 のが おがま 塊に あれば をる は ど， をれ ダけ 攻 が^ 
曲で 且つ 巧が 風に おらう とする、 とい ふこと ダけ はいへ る。 セ 年巧爭 において、 フリ ー ドリ ヒ 大王が •夕 おを おする、 ホ 
常に 優 巧な 化に おしてと つ ホ 態 巧が 史に それでを る OJ 

热を 不利な 狀 態に 陷れ 、なる をに これを 维 巧す るた めの 快な ホ « への 待 おは、 しば t おおされ ると C ろの 手段で を 
る。 み 離され、 長い おおを なして お 巧から 化て 來る 放の 一部を みおし •他の 部が がそのを 巧に 來る がに これを 巧が 卞 るた 
めの 山な 出口 或は 獲 巧 (第 八 巧 a さお) 前方の 準備 陣は •これに « する ものである 。それ 化に、 こ、 では 巧 おに おける 作 
戲が 問題と なる ので あるが •をのが 待は、 今日の 巧 的の 畏巧 おがと が 在す る 山な n およびが 巧の 巧大 によつて 、ながに 比 
巧し •城 少した。 それは、 もし 化が 践巧 めに 必巧な 注 息 t もつて 行動す るなら ば、 完全に 巧がず る〇 同一の C とは-】 巧 
が 通 巧 困 巧な 地形 (山な •水) まは 投堡巧 巧に 巧つて' 巧の 進 巧の 側面に 巧 けられた ホ 俯が にもを ては まる 0 それ だから、 
巧が 巧 おにおい ては、 P シ了 巧が 側面から 不注 をに 夕 をした ので， マゾ ー ルの 海を 利用す る こと もで またので あつた 0 西 
部戰 がに おいては 、メッツ 巧を のが 用は、 フランス 巧が その 側た 通過し、 ロー トリン ゲンた 通つて、 巧に 東へ 進む 巧を に 
ついて おへられた ものであつた。】 九 一四 年 一月に、 フ ブンス 巧が やつて 來た 時には、 しかし、 巧々 は’ モ うちく 待つて 
ねる 巧には をれ をかつた。 ダ ー ルス プル グ における々 域は、 本 « においては 、それに 巧 巧 せる お 巧を 伴つた おお々 度で わ 
ホ ニな 巧 « 一ご 
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つ セ。 

巧の 大 なる 成 巧は、 なが 不注 なから 良に か、 る综 合に のみ ホが する ことが でを るので ある 〇ホぞ に 快な 攻 巧た 巧 ふため • 
を おもない のに 待 おする ものは、 自 わら ィ 》 シア チ ヴを巧 おする もので あり、 そこに、 か、 るけ 動の 菊が がな 在して わる、 
とい ふことは、 常に ちんべ を ことで をる 〇か 、る 企® が， 自 田にたい てまは 限られた る自 巧の 恐 おにおいて (化 巧 大風に 
おける 中歐諸 因) 巧 はれる をら ぱ 、その 巧 巧の 巧を のみを は、 巧 除に おいては •巧 論に おける がか < をぅな ぶに なされる 
ものでは かしてない 〇何 となれば、 それを、 何時 •か 何を るが 態で 取り あへ せる か、 をれ とも 化り 返へ せない かは、 みし 
てな 巧には がらない から ガ〇 巧々 は、 上部 アル ヤスへの フ ブンス おの 侵入なら びに 巧ブ 。シアへ Qa シア 巧の 侵入を 巧 巧 
する ために 爲 され セ 波 兵を あおす る、 ィ タリ I 巧を して、 アル ブスを なえて 來 たらしめ、 而 して C れに 巧な の 巧を かへ よ 
ぅとした コンブ ツド ( Conrad ) の 計 巧は、 ファルケンハィン (『 alkenh ^ yn 】 によつ で 巧 まされた 0 

もしが 落が 巧然 たる 自 もちを にを づ くもので はなく、 化が によつて おな なくされ たので をるなら ぱ 、巧 屈は また 巧ん ど 
をく 異 つて 來 る。 その 巧 合に、 か、 る 待 おからを まを なす セめ には、 例 面からの 巧錢 の 快な 巧 巧は、 依が としてを もな 巧 
なる 手段で ある 〇 ワィ クゼ ルの あ 巧から ロ ッブの 作 巧への ヒン デンプ ルグ 巧の 耐泣沒 •史は •まことに そのを 適例を 示ナも 
ので ある 0 

(3〕 田！！ にわけ 《 巧 tt 

ホ餐 における がかく、 巧な において もまた、 お 利、 ナ をはち なのな 巧が •最後の 目な たる ぺ きであつて •た！^ この 案 ホ 
にを いでのみ こ、 では 巧 巧が 嶺义 される 0 ( その他に ついては、 W 化 巧を 巧は ざる 行 巧 …… わよ びの 持久 « …… を ♦照)。 



ホ 巧を が 巧 岡の 裝所 および 時間を ホを し •且つ そのを、 依が としてち へ拔 かれた 計晝 をなん に 反し •巧 致 かは、 そのが 
まに 閲 しては ョリ 困雜 なる が 態に をる 〇 巧る 程、 巧 巧者は、 地 おの 正しい 利用に よつて、 その お 巧た 强力 にし、 巧 巧を ホ 
巧に 困 巧を らしめ •更に 見込みな きものたら しめる ことができる 〇ガ がし かし、 その お 合に もまた か にと つては、 ホ 
分な 攻 巧の 可 お 性は 依が 巧され でゐ るので ある。 なかんづく、 防 難を は、 を 巧を が、 何度で、 何時、 か 何なる 兵力を もつ 
て 巧 巧を かへ ろガ らう かとい ふこと に 就いては、 いつも 正確には がらない。 巧 8^ は •敵の 方 巧の か 何に 巧な して 居り、 
それが がつ セ 時に 初めてけ おしうる ので ある 0 巧 おを は、 をの 兵力を ば、】 方では、 をら ゆる 攻 巧の 可能せ にが 抗 し、 他 
方では、 有 巧な 防 おの 後に、 それと 閒 連して、 ちに、 勝利を もたらす ぺき反 巧を を 巧す るた めに、 + かお 力なる 部换 をが 
持す る、 とい ふ 風に 分が しなければ をら をい 0 巧 巧を は、 わ、 る 反撃を ば、 なめ 琶 々ある 苗 合に ク いて 用を し、 そしてを 
をには、 長く 链 勢を 可能なら しめる ことなく、 を大の 迅速 さ 左 もつてみ 風を 巧は なければ ならめ。 

モれ ホに、 なのを 巧を をく 待つ じと なく、 巧 巧を ば •巧め から 巧 巧と おぴ つける とい ふこと が 問 趣と なりうる 。か、 る 
ホ 巧 的 (述 動の 或は 巧 動的) 巧恕 は、 たジ ホも必 巧なる 部分と 共に 地 おにを をず るが、 をのた めには、 しかし、 を も强い 
兵力を ば、 作成の セめ および 巧 巧の ために、 や 原に み 巧して 思 かを けれ だなら ぬ〇 それは、 措 巧の 巧 巧と 軍 巧の 巧 動 能力 
をが 巧の 化 件と し、 旦つ兵 巧の 不足は、 述 動と 速 巧と によつて 巧 はれなければ ならめ 〇ガ がそれ は、 とりわけ々 巧して 進 
巧卞る 巧に おず る おを には、 ィ -1 シア チヴを 自己の 手に 保持し、 なに 手痛き 部 か 的 化 化を 巧ら しめ， をを には、 なをして 
を 早 やを 巧を を 巧す る 力を をく 巧 ホざる に 至る までの 巧を を與 へる とい ム見 巧し を もつ ものである 0 1 九 一四 年の 巧 プロ 
シアに おける 巧 役は、 この種の 巧 巧に ついての 巧 例に をんで わる 〇 か、 る 行動を とる が 巧者は、 迅速に しで 且つみ をめ を 
ホ 巧を 极ひ 取らない 巧り、® 巧を なに おする 進 巧と 踩岡 において、 自己の 兵力を もまたず は 巧 ひを ナ かも かれない とい ム 
夕岳巧 略 一内 一二 
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こと、 そして その 時は が 後に、 適を をる 巧 地に おいてを 巧を 待ち 稱 へる じと t を おなくされる とい ムこ とも、 もちろん 見 
速して はならない 0 

側面 陣 ホすな はち、 上記の お 求に 適 旗し、 なのが 進 方向の 巧に 設けられた 巧が の 選 巧は、 化の 巧を 卞るモ に 巧いた 倒 面 
が 確固たる 倚 巧 おによ つて 巧め 巧く、 かくてみ は、 その 戰 おにな 回し、 もしを 苗 せんと 化するならば、 逆の 戰 巧を もつて 
載 ふこと を おを をぐ される 化り、 大 なる 巧 おにがず る 見 ましを 巧へ る。 

ガ がまを 陣地は， 巧ち をが そのを 方 巧が t 化來る 限り 自己の がを に 保持す るよう に 設けられ わぱ ならめ。 もしそう でな 
いならば (一八 0 六 年 •ィェナに おける プロシア)、 兩 での 部分が すぺ てを 失 ふか、 それから また 卞ぺ てを 巧 得する ようを 
化 態が 生ずる。 わら ゆる 巧 田に おける がかく， 巧の がを において 生 巧の 巧 的が 行 はれる。 

ガが 、この 巧 合、 防 か-著は •戾 はしい 巧 合には ョリ 現き ものと して、 お ザし いを 險 におされ て わる。 敵が 奇ホお t み！！ 
ナれぱ •なをには また その 巧 t 通過な 進で をる ような ぶに 側面が 地が なけられて わるならば、 その 巧 望 さは ョリ かい 0 巧 
となれば 、をの 時には、 巧繫 をは、 その 巧 地から 巧て、 自ら 巧 巧に をる 1 すなは ちその 正に 避けん となした ことを 巧卞 
—— たまは また 值 巧なる かによ つてみ ち 的に そのを 方 連 おを 斯た たを 後には 巧滅 されて しまは ないようち を も 迅速 
に 退却を 閱 おず るか、 その いづれ かを おな なくされ るからで ホる 0 

かくて •巧 面 陣地の 巧 あは、 その他の すべての 巧巧陆 巧より 多く そのず 化 兵の 联巧 力と これを 利用す る 巧 巧 術と に 巧を 
して ゐ るので わる 0 

かくて、 大巧の あ 合 •巧ち をは、 巧 « をなん ためには 自己の 力は 寅す ダる とぶ ずるので —— もしそう 感じなければ 巧な 



をには ならない であらう —— なの 前を に 勒し夕 かれ 少 かれ 面と 向ム ところの 巧 巧を まぶ ことを 餘 ななく される。 

防巧陣 巧が 本來 めに そして またな 巧に ょつて おく をれば なる は ど •それは、 がが 防 祭の ためには 、ます <少 化の 兵力 
しか 必巧 としをく をり、 かくて 快な 巧 巧に おいでみ® をが 巧ず るた めに 兵力は を ナ< おつて 來 る〇ゼ がな f もを ホ、 
巧 象のを も强 力な 巧 匹は これを 疆 け、 3 リ 弱い ところに モの 兵力を 巧 おする でを らう 〇そ こでは、 ホづ 巧】 にあら くは 一 
巧 まは 巧 巧に おいで、 をを には 腺 利の ために® 巧が 巧 はれる 〇尙は その上、 お 力 t 巧 時に 且つ 充分に その 個所へ 巧め ると 
いふ ことは、 巧 おにたけ る お 採の « で をる 〇を大 の 巧 巧は、 巧 巧を がその お 力を、 なの 正面に 巧して ジ はなく， な 曲を サ 
ん としで 轉 回し 來る 化の 側が に结 しまは 巧を におして 巧 巧を 巧ム るた めに 用 ひる ことが でさた 時に、 巧げ えられる ので あ 
る 0 

巧 装から しでを をな 巧が をうる ことは 巧れ C わる。 防 祭を が ホ 巧の 皮 力の 下に その お 力を 早く 巧 ひ 巧た したり、 まは、 
あがみを 的 巧 巧を なす 巧 所と 時間と を 適時に かる ことができ 卞> 巧； が 手 遇れ ザつたり ずる 危險 はおりに 火き す ダる の 
である 〇モれ ホに、 巧 祭は •な々 にして， 目指す 目な 卞な はち 巧が 的が 利 たもつて ならず して —— 一九 三 ハ 年 巧の ドィツ 
巧の 指令 r 防を 巧 J がを をの 巧 巧と して 規 ちしなければ ならな かつ セ かく —— 放の 巧なる 巧 装， 防 巧が 利を もつ てがるの 
である。 

この 史 合の 結 巧は’ お 力の お 巧で わり、 決 哉を 巧は ざる 風爭 •醉が 硬への 巧 巧であつて、 これに あつては 、おおのと こ 
ろ 作 巧に ついてはを 早 やみじ えられ 卡 して， 風 お •み 巧、 楠 神 おょ ぴ またが 軍事的 分 巧な ルに おする 巧 巧 梢が をを とな 
る 0 

巧が 巧から 巧び* 巧の 作联に 巧る ために •一九 一八 年の ドィツ 軍の 指々 『陣 ホ 巧に おかか 巧 au が •その 道を 示す 巧で 
哀载 A 1内 五 



ナナスの 巧 巧 a |囚《 

わつた 〇 をれ は 目指す 目 おへは 到達 ホし めなかつた 〇 それを 巧 巧 する ことは、 化 巧 大風に をいで は、 巧ち の佛 とも 拒 巧 さ 
れでゐ た 0 なの 正面の « 退に ついては、 東部® 線に おける 中 かな 脚 も、 西部 戰お における 蹄 合 巧 も、 をら ゆる 巧 力に 巧は 
ら ず、 ホ 巧され なかつた 〇 この 目 巧が、 完 をに 新しい 兵力 おょ ぴ戰 巧手 段な しに、 一な に 達 ホし えた か 否かは、 を 早 や 巧 
ダ ホつた 問 巧で をる 0 

(ホ) ま 公を 巧は ざる 巧 «と§ 公 

將 帥の 巧な は、 お 利、 すなちな を巧滅 する ことで をる 0 C の 目 巧を 見失は しめる ところの 卞ぺ ての 巧 巧は， 斬 かかが 
と 見が ナぺ きもので をつて、 それは、 その 本 巧から して、 を 面 的に して 迅速 且つみ 定 的を ホ 我に を 進す る もので をる 〇こ 
れは 巧までは あるが、 巧々 は、 C 、 で、 か、 る 巧 巧に ついても 論及し をければ ならない 〇化 となれ ぱ 、それは、 現 巧に わ 
いては •まことに 度 A 1 の 巧が をなず るからで ある 0 

兵力の 均 巧は、 おを な 城 田のを における 兩 軍兵 力の 巧 おにょり、 お 帥の 息を に反して、 作喊 のおム おょぴ がを には か 巧 
を 巧は ざる 巧戰を 生む。 これは、 化 巧 大巧に おいては 、斬^ 盼 として 現 はれた 〇育 おはが 止す る〇兩 軍は 3 リ用也 巧くな 
り、 そして 自己の ちす る 一切の 利を •なかんづく その 占 巧せ る ± 巧を 固守し ょぅとし で ルむ 巧々 の 巧 力 t する 〇而 して そ 
れ は、 軍 おが 大きく なれば なるほど、 巧 器の 沒巧巧 作用が 巧大し 且つ 自 巧の 我な のがに 巧 巧なる 障碍 (ながが) た ョリ迅 
速に つ <れ るょぅ になれば なるほど 、ます- ^ をち になつ た。 

フリ ー ドリ ヒ 大王の 設堡巧 管 ( b € f 8 込ち erge ごは、 を 時の 作 弦 おょ ぴ® 卸 化 旗に 巧 巧した 陣地 巧の I お 旗で わつた。 
世を 大巧に おける がかき、 長く 巧 結して たるみた 占領す る セめ には、 彼には お 力が かけて わた 〇モれ ホに、 化は、 巧よ！*; 
則の 中に ホの 夕 まいて わる — r みは、 この 巧ち 化 等は 何を もな しえない とい ム說を 固持 ナる〇 何と をれば、 彼等. H 、 



それを 占 巧ず る ためにち して わる 部な 3 上の 止 地を 占めて わるから ダ。 もし 化 等を •をく の 巧 巧から 巧 g するならば、 モ 
れを 巧な する C とは 確な にお 來 る。 なつで 彼等は •その ± 地を 守れを いし、 を こを 巧繁 すべき 巧 除のを 巧と 名 St 巧が す 
な 上の 何事 もな しえない OJ 

この】 卸は •化が、 か、 る 陣地を 巧 破して、 逃 動戰に 移る 兵力を をす る 限りに おいて、 巧を 性を ちして ねた 〇ボ が、 一 
九 1 四 年には、 例へ ぱ 、密集せ る フク ンス 軍の 巧 巧巧裝 線は 非常に 强 力で、 そのために ドィツ 軍は、 巧 粗して ペル ギ I を 
通る ことた おな なくされ たは どで をつた 。しかし、 巧が 確貨 にが 巧して わるた めに、 巧が がを 早 や 可能で ない とすれば、 
巧 動 戰を强 巧ず ぺを この 手段 もを セ 用 ひられない 0 

をれ ホに、 旣に 一九 〇 五 年の 滿洲 における 日 巧載爭 は、 陣地 駐 にがつ セが、 この 威爭 は、 本質に おいて、 十 年を の 世 巧 
大巧と 同一の 特 なを 示した。 すなは ち 世 巧大戰 においては、 西部 戰 おは、 旣 に】 化 一巧 年 十一月に おいて、 巧から K キス 
の 因 巧に 至る まで 反 まし、 そのが 態のを、 ー ホー 八 年の 义 月に 至る まで 浸らな かク た。 しかし、 その 巧 もまた、 な 早 や 通 
の 載は 巧 はれず して、 たジめ 五百キ ロメ ー トルに あぶ 長い ドィツ 戰 おのが 正面 的 巧おボ けであつた。 おが 巧 おにおい ては 
一九 一四 年 十二月に 同一の が 巧が 生じ、 大巧 すれば 同一の 現获 、すたは ち ロシア 巧の 正面め 巧 おを おおし •がが には、 ち 
おから バルト おに 至る までの 巧ん ど 千 五百キ ロメ ー トルの 長い おにおいて 极 巧が 停止され た〇 巧部棋 線に おける がかく、 
西部 岛 線に おいでも •巧び 巧の 運動 戰 、すなは ち ナポレオン 或は モルトケのを 化に たける や 巧 e の 作 我に 巧らん と 卞る一 
切の 企 巧は、 ホ 化に がつ セ。 

巧 ± を巧棄 する ことなしに 巧が ポ つた 化り において、 巧し く 逃’ 叔を 起こす ため •確かに あらん 限りの 手段が 用 ひられた 
のであつた 〇 だが、 後な する 敵の 側面を 巧く ための 巧 巧な が 偏 蹄を もつて 大巧り な 作 威 的 待 落を 巧 巧す るみ 巧は、 どれ も 
ぞ 云な 巧 一四 ホ 



ナナスの 《か* 一巧 又 

巧 巧 & かつた 〇兩 巧と も •ちぐに 陣巧戲 のた めのを 巧 やか 資 をを 巧 させられ 、そのため にか、 る 化のは、 幾を なしには 化 
置し ぇス 後には 巧び 差し迫つ て 巧 用され た 度 値が が 早 やを く 達しぇ なくなつ たは どで わつ ち C の 巧を、 その 冒 おは 
中 か 諸 巧に とつては、 モの巧 溢な 戰 場に 當 面しで、 か 例に とつてよ D もまし く大 でぁつ ホ。 化は、 それでな くと も •巧 か 
巧を やる だけの 力が なかつ ちそ こで この 例に 巧す々 證巧 がかけ て 居 ぇ をし で そな 短時閒 のをには 巧ぴ 膊地联 へ、 モ 
れも 何を か 他の なで •巧つたら ぅとい ム見 解は、 反 段ナる ことができない。 

兩軍 によつ て とられた 行動は’ 羣や作 S 巧 亿よ つて r はなく •居 雾な 人間 SB を需髮 S 加せ める こ 
とに よつて、 なかんづく またみ をに よつて 決 巧を おおせん と 試みた 。その 結 巧は、 所謂 「安な 我 Josser 堅 wuhlacho に 
なつた 〇ま 材戰 は、 巧 ヶ月に をり •目 お 卞決戰 に まること なく •益々 ホ烈 なな 撃を 娱 おへした 〇 か、 る 狀 態に おし 可 
に 途方に 衰 たかは •ファ ルヶ ご ィン ザべ ル グンに わける あを ぱ 一 その 裝巧 でなお 的な 作抵 B おを 立てる JJ となし 

に 一 都み 聲巧 ぉよび 蠢 お’靈 資 Q 大お望 用に よ ミぶ 畜 におが (馨繫 おか 霄) 'し •次いで 一 敵 

がな 地を 使ひ盡 してを に 一 他 S 雪、 ホ截 的ず 巧を を 巧せ ん委 5 考へに 立ち至つ たこと に 示されて ゐ る。 ファ ルヶ 
ン ハィンは •をに をのな モが ブンメ わよ ぴ フラン デ ルンでの 满 巧め 巧 巧に 臨して 爲し セと 下な 同じよぅに、 なの 反 おに わ 
いて 誤 f しち 8 は •巧 方の がに おいて、 が A 同 程 巧に 現 はれち を も 多くの な備を 移動 . J たも QQ 方が 巧が ホ利ガ 
つた〇 か、 る 超 巧の 截爭 遂行は、 巧に 「が 解龄 J のが 困に 巧して ゐる〇 この 巧 合 •巧 分め 巧 巧に よつて、 あらく はまた 巧 
巧な 巧 祭に よつてす らも、 か、 る 巧が の 下に、 敵 fc して 講 巧へ 傾かせる ことができる 〇 ダが 、化 巧大喊 における 巧々 のな 
のをを の おがは、 巧 力め 戍巧 によつて！ < はなく •まとして 政 お、 お篇 みめ、 巧 神 的が 巧に よつて おられた ので わつた 〇し 
かち それらの 事 段が •モ S をの 囊を法 得した のは、 た 含 力 的 巧累中 巧した をを ならな かつた。 



會 巧が 期待せられ たる 決 巧に 巧 かれず して •巧 巧と を 巧に 巧 かれた とい ふことは、 ホの か ♦お 論を 成熟せ しめた I 『巧 
代 的を 裝 をな ホる 巧 巧は、 を 早 や 互 ひに みを 的に 我 ふことは できない。」 それは、 を 小の 巧 合に も •を 大の危 おで ある 〇巧 
となれば、 せ 巧 大戰 のかが 觀か かに おける お力關 係は、 巧 常に 均 巧され てし まつで、 モの おお、 上記の かを 一般的 種 巧の 
がへから は 推論し えを いは ど 作 政の 可能性は 制限され た。 を 巧の 新しい 手段 わよ びそれ にを ける おがの 新しい 思 化は、】 
切を 冉び 爱更 する ことができ るので ある。 だが、 を材 巧の 諸 おおは、 また ホの 巧 超を 巧 おした 1 人 問 かそれ ともお まか 
更にみ 言 すれば、 綺神か 或は 物 巧 か、 とい ふ 巧 励を 〇 この 設閒 には、 ながと 矢張り 巧 巧に、 兩 方と もが 並んで 必巧 である 
とい ふを ホで 答へ る ことができる。 物货 は、 人間の 巧 乎た る强 巧ち 志な くして はお 巧 値で あり、 人間と その 椅 神は、 なの 
物を のな 滅 力の 下に 巧され、 しかも 同等の 力を もつて 巧抗 する ことが 巧來 なければ を 立卞る ことは でを ないだら う。 

(セ) 持义 巧： 互 コ堅 tsd " でを f 臣 「旨 g ) と 目な をが 旧 ホら れ たる 巧な (R を ホ K 、 別 田ち 
巧 巧の 到來や 中立 留の 干渉を 待つ が ためにせ よ •巧 巧して ゐる 中に 他の 場所で 勝利を 巧 巧す るた めに もせよ、 いづれ に 
しても 時間の 餘 格を 得ん が セめ に、 一方が、 意蔚 的に 巧 巧を 持久 的なら しめる かおを する ようを 巧 合は、 世み 大抵に おい 
て、 巧 方の 側の 息を に反して 現 はれた か 巧を 巧は ざる 巧 巧の が おとは 巧 別され なけれ ぱ ならない 。持久 戰は 、巧ち 優 巧 
なる 放に 資する 我 巧で あるで あらう 。それは みして か戰 をな せず、 且つ もし 敵が それを は 卞る驳 合には、 正に これを 避け 
なければ ならを い。 か、 る 巧 岡は、 たと へ ホ 見 的には 攻 » としで 現 はれよう とも、 极本 にわいて は、 常に 巧 幾で ある 。か 
何を る裝 をに も •その 目な について 放を かを’ 放を 述は卞 ことが、 差 迫つた 么お なの である。 

持久 磯が、 もし 巧 華 的に 行 はれるならば、 それは、 大巧の おを •巧駐 によつて、 なを 副 殿が (Ne す nfront) に 巧り つけ 
第二 巧 巧 か 一男 



ホは 正に 養に 轉ぜし ミと 企てる ことにより •か 5 みかを •豪 舌 CPI 色。】. f ) かい 繁い 户 かめに & 
される Q である。 か、 る議 の 誘致 巧驳 (を 制) は •毁が ( N を ig 養と して、 實 たに 行は をる し、 而し てまと 
巧 巧を もつ てす る單 なる ぶを 或は 欺 巧に 制 おし、 ホいで 緊も 穿！ 巧— 爲 励— 口 i — ュを S 化 ナミ ミ 
はな かんづく 、鼻す gs ために 强 力な 砲 曼が參 加す る お 合に ち 塞に を 巧され 寞 f 同一® 髮を もちぅる が 
し 力 も 常に 極く 霉の 隣閒ゼ けで ある。 何とを ば •敵を 迷は せる ミは •常に、 なが 欺され てゐる 限りに わいての み 可 
能ボ からで ある。 言のを 戰は ち時閒 機巧す るので、 そのな 巧 も、 大巧 S 合、 その 初期に のみ 管れ ちそれ ぱ かりで 
なく、 is 鬟力 S 向上と, Q らゅ是 な Q 時閒 sf は、 至 5 とを 欲しない 警 • 8 ミミ 抑 幸る ミを 

ホ可能同がたらしめる。 殘ら遲くとも、 巧になると共ち 慈-著は、 常に、 稍々危險なお攻奪から雄れる可能性をを 
出す ものである 0 

誘致 攻驳 ( AblISan 巧奇) は、 それち— のた めち お力閲 なをち 少く とも 一時のに 巧 利に ナる竖 合に の 古 
その 目的 嘉委 Q でを ミ f ずを •それは、 巧れ がた 真 力 《分？ 囊 ナミ かく 了 •薑 (勇 達は •なの 
それより 至くな けれ 任なら S •或は、 義 S 為 等 か 0 理由から」 て、 それでな くと も 遠され 蓋い！ を 除い 
て 超 力ねば ならち 他面、 斜斷 のた めち 故が 本戰 のために 引を 奋せ えられを いなのを 我 舅を も 引き 巧して おかな けれ 
ばなら め。 大巧に おいて、 王 n の 侵を、 中 救 謹の 立竖 から 巧れ ちた とこ リな 上の 窠を もちえ たと してち 巧 
一に 雲攻 なと 評 巧す •へきで & る。 それは、 本震 殺へ 出動す る C と Q でを？ シ 5 よ ぴィギ 。完 質を ちご 
ヵンへ Q 遇 sf れ て ゐた 限え 巧く も そミ妻 を 言れ 文な かつた 部除忆 よつ 5 巧」 て襄 。受 S における 
上を は、 おく •お 上 ま 配に ぶいて、 誘を ななと して 計 さされた。 フ ブンス は、 一を 〇 年ち か、 るれ 巧を 萬した 



のであつた 〇ロ シアは、 ィギリスの 巧 巧を ホ 望して、 世 巧 大域に 教 し、 それを 单 巧し セ〇 ィギリスの 海軍 首 化が もを ホ 巧 
あか 上陸 計を をち ぶした。 だが、 か、 る 企 巧は、 一度 も 充分に 巧 巧され たことは なかつた 0 何と をれば、 ョリ 詳細に ちぶ 
してみ ると、 巧 用され る 兵力は、 本 載 そのもの において ョリよ く 使用され たで わらぅ とい ム C とが 巧に 明かに をつ たから 
でを る。 ガザ 海掉地 おに おする お 上 載 岡 力のを なる 巧 巧 政 (schei 吕口 temehmung 呂) は、 甚だな かなる 劲巧 しか 持た & 
い。 何故 なれば •それは •お 政の お 巧な 開な においては •大抵の 場合 •をく 短時間の 砲 巧に 制限され なければ ならを いか 
らでホる ( 1 丸一 五年のク1ルランドにおける昭巧】。 

駐岡力 わる 部隊を 啟の 巧を へ 上陸させる セめ に使ム ことに 巧して と 同 巧に、 本 風の ズツト 巧を における 誘を 目的の ホめ 
に 快を 逆 動部换 まは 化を 煤に よつて 送られる 部隊 ならびにを 巧 そのもの t 使用す る ことに 巧しても •もし それらの もの、 
巧 現が が 巧に おいで 巧を 誘を 卞 るので をく、 風な において 恐らくは をく ホす ことなを 決联 t もたらす のでなければ、 同じ 
巧 巧が 生ずる。 

サ巧大 我に おいて、 兩 巧が 巧 地 風化 態に おり、 巧を 交へ たま、 お 立して 3 來 •指ん どす ベての ホ 巧は •巧を 卽 か^ 伴 ひ 
この 計 金は 大抵 攻 巧の 少しが に 巧 巧 さた そして 化が 本を の 巧 巧の 巧 はれる 巧 巧に をが ついて、 モれを ハツ キリと 知る ま 
で按 巧され た。 をれ は、 とりわけ 渡河を 强巧ナ るた めに 巧に 巧 用され 且つ 目め にを をして ねたし、 現を もしで わると ころ 
の 行動と 同】 の もので をる。 ガ が、 世巧大 我の 陣地® において、 敵を お化させ 且つ その 巧が 巧を 早計に 使用させる 目 巧が 
R たに 巧な された のは、 巧め て 巧れ ボ つた。 巧 故なら、 そのため にを 巧 ザつたら ゥは どを なの 兵力は •勘 ホ 的 計 去の ため 
にな ム ことが でを なかつ セから ガ〇 しかも、 を 誘な R は •た r か、 る 方法で ま 巧 行かの ために お 用なら しめられ 巧 ホみ 力 
によつて 遂行され たおり、 失敗で あつたと いふ C とは 化來 ない。 

ミ篇 « « I 五一 



こ、 ナナスの 《雲 i 

ィ巧爭 (ゲリラ 盛) もまた 凍を 計 巧の みがに 面して ゐる 。それは、 なかんづく ご シアの— おが、 一八 ニニ 年に、 エ 
ルべ の 舅で ン含 して 巧した かく、 大戰爭 S 足と して •か QS たよび 側面 忆對し •ミた ミ特 則に— 
された 郁 管よ 〇 遂行 さ每る S でを ミ それち 挈 5 み？」 て at が おし 大擊を 愛 JC と Q でを ぬ到 
巧が、 随 S 守 侦お£ し S ム寶 S 泣と も夕 へる C と舊 I 。 放が をく S 力を も ミ 裏し 2 るか まは— し 
巧い 地禁 、か、 ぶ战爭 0 賓 《ための か提が 件で をる。 (一八 〇 八— 一二 年に ナポレオンに をして スペィン 人が？ 
ホ かを’ 一八 〇 辜忆チ n ル 人が 巧した かき •そ Q 例で をる)。 それは、 ル 巧から S 持が をく を かつたなら、 到— 巧に 
I 且つて i する C とはで をないで あらう。 また 塞襄険 S する 養 忆お いてち ホ f 望む C とは おんどで きないで 
わらう。 我爭 《戍巧忆 對 して 言 忘尝 よ— 作用を 及 軍 C とは、 一 化ち ミを く 特殊を がが S 下 5 いてし か留 
めない。 兎 も 巧 も’ 小 践爭は •巧 S おおさ お 方 連なを 妨酱 しうる し、 その 巧 時には 巧ぎ を 加へ 且つを のかく がま 
イ‘ こ^ 七 窺を S ミサし ミミが でを る。 囊 では • 夕く の？ にわいて、^^^^^^.^,^ 結 
蠢 によ iGifs'i 一 i 31 ミ」 か」 •賽用 ひ— 陕 《ミ— 力 曇を 小 巧を 

のた を 用 ふるとい ム ミち 蓋の 裝今そ Q 他の 誤を 計 f 養に、 巧を 問題に ならを い。 それ 故ち て ブ棋ミ 
大 なの 零 囊 W れた壽 お、, S 寡 忆よ i はれ、 わくて 巧 後 S 、 5 《起 S お 相を呈」 5，0 ミで ある。 かく 

て、 ち 効を》 リ 9 政 Q 可 おせと い tQ はな 少 であり •そ る 期待は’ 蟲 K 比して 囊援巧 下して ゐ る。？ 
おに 巧ら ザる おも 迅を& 通信 S まは 巧ん ど 到る 应 5 いて •愛 空 巧 および わら ゆる 9 煩 (部な $ おを 可 おならし 《 
る。 かも また、 ゲリ ブ 巧を ホ ホに 菊め させる ためち そのせ —5 て 5 ナ るに 化る は ど 舅になる まで •反 も i を 

巧巧 および 蓋を 漢 する》 け£ 主る ミが でを る。 渐ホ 的な 養 (富 拳 S 愛畜累 なした かき 一九 一飞 



ザに ゥクラィナで 巧 A のな しを かを】 は、 その 巧 合 大巧 すみやかに 目 おに 到 速せ しめる 〇 か、 る 手段に 巧して は •た r 降 
化する よりも 死を 涅ぶ ようを 巧巧大 ホの 場合に のみ •ダリ ラ 我は 望みを 持ちうる ボ けで ホる。 

世界 大成に たいて、 中央 ョ In ッ パでは* ホ 進す るお留 巧の なんど 隙間 もを いを 線は > を ぶに 联洪 のを 面を 巧つて しを 
ひ •その お果 、敵に とつては •このを なのせ がに 巧换を 送る 可 お 巧は おんど 强 つで わを わつた 〇 をれ 化に •ペル ギ I のを 
巧 おのが 巧驟を 除けば、 截 ひつ、 ある 巧戰軍 のぞを において ゲリラ 巧を 巧 ふことは 到底 化來 ない 〇 とはいへ、 巧 括め に 見 
れ ば、 ィラクに おいて およ ぴ スゥ H ズ述 巧に おしてな された 企 励なら びに 遠洋 におけるち 闯の 巧ぶ に 對ナる お 吸すな はち 
その 交通 おに おする 技 ひは •ダ リブ 載のう ちに あ へらるべき である。 

がか 胁が趴 8、 もがい f 巧 はれるならば、 故に とつては、 その 主 巧を ー ホ々々 巧みに 爭 ふこと が 巧曲ボ 。か、 る 巧 巧は、 短 
い攻巧 巧 奕と おを する か 或はが かげが がに 阪られ るかで をる。 巧 かの 沒 化、 がぶ、 巧沒わ よび 奇 巧、 他面に おいて 自 日の 
お 助の 摩蔽 は、 か、 る渠 合に、 特に 必巧 である 〇 快を 運動 部 おは とりわけ 使用され うるが、 しかし 大 なの 盛 合、 自由にな 
らミ。 . 

ホ 巧 街 巧は、 巧い 拽 含を 利用して、 がみ 的 巧 巧に より、 化に 巧を を 巧 ふべき でを るが、 もし それが 不可能 e をけ れぱ、 
少く ともなの 息圓 について は、 をを 欺かな けれ ぱ ならめ。 ホ 方の 戚两 力を 保持す るた めの 時 問の お裕の 利益と 出來る だけ 
なかを ± 地の 巧 失が、 その 目 おで ある。 

如かい^^^^护かに、 こ、では持乂我をやるのガといふことを明言すぺをか、 まは巧言しない方がよいかは、 論巧のお巧 
が ある 〇 それは、 を かんづく、 そのな 令を をく るを の 人 巧に 化を して ゐる 0 1 面に おいては、 巧ム をが、 を 巧には、 か 巧 
巧 二な 《 か 】 五 一二 



ナチ スの巧 か 巧 一 五 巧 

に 至る をで •從つ こぶ その 與 へられた 勇が 不充分な 合には、 ま蟲 走せ しめられる かも 知れない ところまで、 敵と 
晒み 合 ふとい ム危 おがを り > 他面に おいては •持久 戰 の 命令を をけ をを が、 おりに 早く その タカを 止めて しま ひは せ 《か 
とい ふ 揉 念が 生ずる 。ドイッの 大棋 装の 巧険 においては、 セ だ 持久 戰に 至る S といを とは、 大 お. の おを、 巧言 さ 
れ ない のか 碧つ ちそして、 か、 る 概念は • 1 般 にか 令 用 詔と しては 避けを てな ス 大巧、 司令部の 計を およ ぴ喬 
を S すに 止ま？ ゐ た。 巧々 は •攻巧 或はな 装た 命令 占ち をら は’— な— には. 時間のに 限られて 居り、， で 
して 命令を 完を忆 寒 9 るた め S •割 〇 を てられた 兵力 辜を て 2 JJ を、 旣忆モ Q 行督 、囊 なる 製を 巧、 
るで をら ぅとい ム C とを 頓 みとして ゐた〇 

世 吴戰忆 おいては、 才 i 5 T 〈ンガ 97 軍 および ドイッ Q 巧 部 置 巧し •.ホ づ 第； 持久 戰 が、 しかも 裹ナ 
•へきな 奮 學る S および 指令 £ い 了 UQ 亥 現が 用 ひ 長？ と & く’ 管當 てを た QC をつ た。 そ Q 巧 力な、 お 
力の 計 蔓よぴ み @は ホづ 7 ラン Ks し •且つ 直ぐ そ § 忆 a シ 7 忆對 して 試 t れる でを らぅと いふ 知な からして 自 
がに 明瞄 になつ た。 一九 一四 年 十月 忆お ける ワイ クゼ ル gs 呈 巧プ„ シ 7 におけるが 0 載は、 持久 我の 可 整 および 
また その 限み を も 特に 明瞭に ザして 方る。 

ぉ 化せられ たる 目 おを もつ 擊拾巧 か、 もとく 故の 討 滅を执 念し ミミ ミミ 穀阶 I ホは、 巧に 目 おの 团 をされ 
た 度 ホ指 巧で わる。 何とを ちそれ は、 をを 碑が する ことでは をく して、 たで 巧に 享る ものを 固守 サん委 る ザけ ポ 
からでを る。 目 巧の 制 眼せられ たる かかは、 お 所 的な 目な、 すなは ち ホに またが か 防 ff たを、 一地 巧の 巧ぁ、 】 

防 巧 巧 地の 巧 巧を もつて 化れ りと する もので をる。 



(八) » 巧と 巧 化 •忍 巧と る擊 

お 利は、 厨 岡 巧 巧のを 効なる が 結で をる 〇大 なる 巧が 的巧爲 、大 なる 勝利は、 —— とク ブゥゼ ゲイツは いつて ゐる I 
巧 神 的 作用を 及ばし、 この 作用は、 巧め てな 動的な ものであるから、 径め てを あにを なに 巧き 互る ものである。 お 利は、 
自負と お 信と 項氣 とを 與へ るが、 しかし それと おに またを みに 化を 巧規 せしめ おちで ある 〇早 ずぎ たお 利のを にがす る 反 
巧は •みして をし いこと ではを い 0 

ガ が、 お 利と いふ 言葉は、 必ずしも 大掛 りな 巧 ばかりを いふので はない。 それは、 風 爭を抵 、一の 政 役、】 のせ 踩 のぞ 
巧なる が 結の みならず、 いふに ぶりない 風 的の 場合に ついても •いへ るので ある 0 自ら 巧め たと ころの 目 持を 達成した を 
が、 巧 利を と 見 化される のでを る〇ガ が、 目榜と •おつて をた 巧 おとは、 巧 風を の 一方と 他方と ではを く 巧る こと もがり 
ぅるから、 「お 利」 とい ふ 言 おの 忘 ホ も •往 々にして 不同で をる 〇 ホを 的 勝 i ： もまた、 その 時々 にかち 的で わる 巧 巧の か 何 
にょつて その 巧 値の 浸 化する 巧を である。 . 

戍 巧され ぅるを 巧の ものは、 巧滅的 勝利 (<ernichtun 巧 sieg ) であつて、 これは、 沒 化された 巧 力 お 因と しての なを ぱ》 
戲 をから 消が せしめる もので わる 〇 一八 0 五 年の ゥルム、 一八 セ 0 年の 七 ダンは、 そのを も完 をな おちを 示して わる 〇夕 
ンネン ベルグのを 抵は •時に^を 也 勝利 Ji„Kcii ち) とい ふ 名を 刻され ちが、 それは •み 成に 多 加した 敵のを 巧 おが 
巧滅 された のでは なくして、 その 孩也ボ けで をり •をの 巧は 通 走して しまつた から C ある。 

ボタ 巧に 敕を巧 退す るに す ざない 政 巧のを 取 喜 通の 勝利) 或は 防 巧に おける 昭 場の 固持 (阶 I 豁 抓) もまた なにが 
巧で をる 。マルヌに おいても グン ビン ネン においても、 喊 術の 勝利は、 ドイツの 例に あつた 〇 ドイツ 巧は、 をれ に 阴梳し 
夕系 R C 一 五 五 
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て 我 裝を巧 巧した から、 巧が 的 勝利は なの ホに 止まつ セ、 をして 同が を狀 おにを 面した ホは 雖も •か、 る 巧を における 巧 
利を を 巧 的に 巧 ホ卞る ことを 忘れない であらう 〇展 岡が モ ホを のま、 あおした 時で もまた' 兩 おが 共に おつた も あ ひ 且つ 
それ t 世 巧に をが するとい ふこ ともをく 可能で ホる 〇 何故 なれば、 巧 方と も、 膝 利を とは •な 局のと C ろ、 世 巧が モれた 
認めた ところの もの だとい ふこと を 知つ てゐ るから ダ 0 

お 利には 化 化が 巧な する。 巧な および お 巧 的な 我 岡 力の 巧 失は、 お 化に をつて は •しば t なおの ものでは なくして— 
I 何故ならば •ホ 巧ぶ もまた 巧 失を ミる から ガ —— を 気の 阻 巧で をり •巧には 生じて わない ところの 化を の 意 謝で わる。 
が 利の 際に たけると 巧 採、 化 化の 累を にも またを をなる ながに 至る までは、 あらゆる 段 衍が巧 能で ある。 だが •稱 岡が か 
くの かく お 端に 至る まで 載 ひ 抜かれる ことは を ザ 巧れ である。 何故なら、 その 巧 合には、 大巧 お 巧と も 15^4 {の危 おを 貝 さ 
をければ をら めボ らうから ボ〇 なれん づ く、 自 から 劣勢な りと が 古、 化 化を 巧が して ゐる をは’ を 後の ホ 巧た かしで 待つ 
ては わず して、 それを 巧れ るた めに’ むしろが めを がに 旧る でを らう 。彼は、 巧 争を をけ たものと してし まふ。 それ 化に、 
を 却は •勝利の ための 一切の 可能性が 用 ひを された 巧 合に のみ， 是認され る、 すなは ち •極 巧の おを のみが その 巧 ぉにな 
る〇か 、る おを がをおして わる かを かとい ふことは、 しば t ただながの 巧 巧で ある 0 ホ 巧 的な が 巧は、 その 時の 狀巧お 
よび 兩巧 のを 困が 正確に 知られて 後、 を 世に 至つて おく 下される のでを る〇い を、 それでも 判 巧を 下せない こと さへ®* 
ある。 ガち たた 巧に 司令部が 早が にもる けだと 思つ たな だけで •巧に 夕 くの 较 岡が 化か にがつた とい ふ， J とも 碎 かで ホ 
る 〇がゥ •それは わる、 そして 兩 巧は 巧ん ど 同時に、 进 巧を ちへ、 あ 巧の ホ 息をさへ する こと も 稀れ ではない 〇 それを を 
巧に 爲卞 をが かを である。 

ガ が、 进 巧は、 作 養 Q 露 巧忆 よつ て、 敗北した Q でな くと も 命令 3 れゥ る。 そ S 合、 退冀 ’ 一 Q ホ爱 後に 巧 



はれる か、 ずは 少 くと もま 力が 度 陌に參 加せ しめられな いな 前に 巧 はれるならば、 をの 退 巧は、 旣に 不利な 風 術 的が » か 
らの 退却よりも ヨリ 確 巧に 且つ 巧 巧 正しく 巧 はれる でを らう。 一九 一四 年に シユ タル ゥぺユ ー ネン にわいて 巧 司令官が 正 
をに も逛 巧を 命令し を 時、 所がの 化 巧の 下に おいで 同 摸に 正當 なお 辯が、 —— 勝利が 巧ら れるや 否や —— 局部 的 おがを に 
よつてを せられを 。退却は 常に 苦しい もので をる 0 

あらゆる 退 巧の 第一の 目 擦は、 當 面の 不利な 狀 態から 脫 する ことに わる。 ゼが 、その 背後には 、ヨリを 利な 條 件の 下に 
おいて 巧 巧る ガけ 早く' 冉び截 岡を 開始す る 用 底を するとい ふ ヨリ 大 なる 目 榜 がを 在し なければ ならめ 〇 をれ 故に、 ホづ第 
1 に 敵の 巧 おを 巧を し、 これを 阻止し、 これを お 巧し つ、， 後あ述 動を ば、 遁走に 逆せ しめない ようにす る こと がをおで 
ある。 この 任 巧を 巧 セす ものは、 同時に 退却を 陰 おする ところのを 衛 である 〇巧 に、 あらゆる 巧 通が、 を かんづく をの H 
ま 施 段の 計 貧 的 破 巧は、 なのを をなる お 製を 巧げ る C とがで きる。 それを、 巧 巧に やる には、 適時の 巧 本のを が 俯が 必耍 
である 0 

世 巧大践 においては、 放は、 思 岡 力を る、 すを はち •この あ 合には ホづ巧 一に ホ かなを おの 供を をう けで わるが 巧を も 
つて、 续 道の あ 抵 から 百キ ロメ I トルな 上 も 道 製す る ことができな かつた 〇贿來 は、！ 研 か 列を の 通りうる？!^ のを 助は、 
ホち 的に をり うるで あらう 0 

あ 巧の 方向は、 ヨリな 上の 作强 的な 岡に 照 巧し つ、、 その後 方 速 絡に よつて 推し 除 けられな いように 選ばなければ なら 
ちを 速に あらゆる 部 除は、 巧 一 おひ 越卞 かも かれを いを 巧を ち 巧 當な地 巧に おいて 迎 塔し’ 必 巧なる 投合には、 あ 巧 
をが ムサし める ために、 をな の 部が をして 反路 せしめなければ ならめ 〇追 巧を 巧ぐ には、 巧い 戰な における おがが ホ 善で 
ある 〇 巧く 引 巧され て ゐれば わるは ど、 またる 退 巧 方向と 息 尚は ます {よく 陰 おされる。 巧し い 巧 岡の わめに 巧 時に 巧 
第二 K 度 A 一を 屯 
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び お 合させる 可 ■もちろん 巧證 されて ゐ なけれ ぱ ならめ 。その 巧には、 巧 道 およ ぴ斬 g も お 送が 助けと なる 〇 グン 

ビン ネンの あ 巧 そのを には タン ネン ベルグの かきが 利が 巧いた は、 その 一例で ホる 〇 コンラッドは、】 九 一四 年 

九月ち サンを 越えて 西方への 退が に 除し、 巧い 取 線を 布いて を 退 する 企 固を R 念して しまつち ！ をの 理由は 明かに 
されて ねない。 a シアは、 f ノネ ン ペル グ の 手痛い SS には、 あ 巧 作 巧を 充 かに 理た •その も 象^ 判 も、 心 
おに 巧され セ 遺 巧に 宙 き、 反黎の 用意を する に 至つ ち (一九 S ち マブ， ル おお 近のを 戰 、一九 1 五ち f ランド か 
らの 退が )0 

退却に おする 巧 巧から して、 追 おのた めの 巧 おが 巧 かになる 。追！！ は 巧に 困 巧で あつた 〇 何せ をれ ぱ 、をれ は、 お 人間 
的な 也を の 巧 おのを に、 指 巧を も 巧険も r お 利のを び」 に 耽りたい 巧 巧に、 巧 常を 巧 力、 r 人 およ ぴ巧 のを 後の 力 J までを 
巧 ホす るからで ある 〇 か、 る狀應 の 下に おいて、 自み自 ホ をら びに 部 おの 度 巧と ホ おのか ホに 打ち おつには、 巧に 强い巧 
神のを 息 力を 必 巧と する。 それ かに •模 おとなり うるよう な あ 巧の 巧 はれる ことは 巧れ である 。その 巧 ホは いつも 操 あへ 
し 巧 げられ るが 》 貨 際に ホた される ことは 巧ん どない。 世み 大巧に わいて は、 あ 巧は' な 前よりも ョリ 南 おご あつた 。を 
つて、 ベル •アリ アンスの をに、 參謀長 グナィゼナゥ がか 個の 麟兵中 おを もつて 1 その 臨、 巧に ホぺ たように、 太な を 
あに 乘せ — 巧を 通じな たお g し 差よう な 時化は、 旣に 過ぎ去つ てし まつち 一九 一四 年 •グン ピン ネン における 時 兵 
巧一師 曲の 持々 セる 巧 巧は、 今後は が 早 やを 在し えない ような 非常に 特殊な 狀 態の 下に (前な て 載 巧に 參加 する ことな〜 
れの喊 おのを ホ 十 ニキ a メ ー トルからの A 茜に よつて) 巧 はれた のであつた 〇一肢 に、 從來の 弦 巧手 段を もつてする 巧 正 

面からの を 巧は、 持ん どい ふに 曼ぺ きが 巧た 巧げ えない 〇何 となれ ぱ 、それは、 もしおが 他の 巧 由を をいで ゐ るな 

らば ——— 防 巧を 巧の 巧 距離 作用が ある お 合には、 直ちに 日々 の 巧み 的な 地 K の 巧 かにを 巧 ナる〇 を こでは 尙は巧 伍 おが • 


時には また ル 部な がが# にされ るが、 しかし 大巧 おは セ r 新しい 巧が を 成 巧に よっての み 捕 巧と する ことが でを る 。この 
おを •をガ 獲 力を るを 巧に をしても、 お f の 巧 害、 巧 力 および 困 巧は、 巧ら くは を擊 される をの それよりも 增大ナ るで 
あらう (一九 一 五 年 •ガリ シア および ポ I ブンドを 通っての お 巧 我 )0 

を 巧 まは 迂回から たやすく 自 がに 發 おする ところのを 駕^が (巧 巧の) あ 巧は、 大 なる 巧 巧に おする 巧 待を 提供す る 0 
だが、 その 裝 合です らも 大は 常に 巧 追 K をは、 その 追 巧を よりも ョリみ 蓋に 進む とい ふこと が 巧 かになる 0^1^ が、^ 
めの 必 がと 卞 るは ど 令盞に 進みうる のは、 倚々 のと ころ、 ながを くゐ をい わ 巧は ゐな いと 同な な 巧 巧に わいての みで ある 0 
そして もしが述にもそう い ふ巧合が巧在したならば、 そ のが^带ち かが銜即中ぺ，^始かもを^ど旁がと 
巧されることになる〇 早すぎると、 を巧する述巧の 一切の利をは放棄され、 巧隐に巧化されたのでないなに 
掛 して、 餘り 逸く 巧き 過ぎた 迂回と 同な なお 險を包 巧ず る〇 これを 正しく 巧な する ことが か 何に 困 巧で あるかは、 ロッブ 
の截. マブ，ルにおける冬巧巧、 ゥィナルおよびをの他における戰がこれを示して》る0 
を 巧す る 追 おのた めには、 快を 逆 お 部 段が 特に 適して ゐ る。 ホ々 なる 我 岡 力 および かか かが 取 取が、 その ホ 巧の セめ の 
が 巧 化 件で ある 。何故 をれば， おがの 巧 巧は •放の 巧 後に おいて こそを も 完全に 巧 巧され るので あるが、 を も危お であり， 
生死の 极 田を 巧さず しては 巧ん ど 巧 巧で きをい からでを る。 を お 的に 追 おせんと 欲する をは、 この おの 巧備 をして ゐ をけ 
れぱ ならめ 0 

を ザ 卑お田 およ ぴ 飛な 中 おの 使用が ぶ 面 追* におしても またもう】 巧 新しい 息 まを 巧 起 するとい ふことは 可能で ある 0 

巧へ 巧技 巧、 を 節、 巧 巧 

の 二 R 《 ft 一置化 



ナチ スの巧 巧を 一ち Q 

を 間と 時間とは 共に 极爭を 巧の ホを 的 要 索で ある。 それは、 地な から 巧な への 巧 巧の 程な およ ぴ時 問の 必 巧に 封しての 
み をらず、 をを 踏破すべき 巧は そこでな と 逆 遇する 势 巧の 特 巧せ におしても •述お 或は 我 岡の 行 はれる 時間に 勒 しても 巧 
ては まる 〇 この 關 なをな 巧し ない 作風 計を は、 荒々 しき 現 巧に おいては、 あちに 危 險な妄 あで ある ことが 明白になる 0 

( I ) 货 巧 

自 酉に 政を の 苦 惱を免 かれし めんと する 自が 的な 巧 力は •たと へその ために 利益を 巧 巧しても •巧 爭を巧 田に おいて 巧 
はう とする 〇フリ ー ドリ ヒ 大王は、 曾つて 文の かく 巧いた —— 『自团 における 底爭 にを しては、 一切の 利益は、 その 側に 
ある 〇す をはち 共處 では 誰でもが スパィと して 役 化ち、 なは、 塞 切られる ことなしには 何ず もな しえない 〇 人は 巧 敢に大 
小の 即断 段を 汲 遺す る C とがで きる し、 攻 aNf を奇 盤し 且つ これに おしてを も大 なる ものから を も ルなる ものに 至る まで 
我 争の 一切の 手段を 用 ふること がで を ミ もし 戰爭 にが るれ ちその 時は、 度 民は みな 兵 ± となり、 なと 巧 ふでを らう OJ 

この ことは、 あらゆる おにおいて たはを いが、 しかも 大® にわいて、 世ホ大 段に もまた をて はを つた 0 加 ふるに、 自困 
の 被 巧され てね をい 確 巧に 巧 用で きる 巧进 斑が 異常な 利益と なつ セ 0 この 巧 巧は、 マルヌのを 政に おいて、 フ ブンス 巧に 
大いに 役立つ たが、 もし 彼等に して これを 完 をに 利用す る ことを 巧 巧して ゐ たなら ば、 を かに 大度る 利益を 巧へ ホで ゎら 
う 〇それ はまた、 巧 プロシア における ドィツ 巧の 作岛 のが 功の ために、 なかんづく タン ネン ベルグ、 および その後に はを 
た a ツプの 風 役の ための 巧 瓶 成に 瞭 して、 みを 的な おを を 有した。 

反 封に、 な 上の 事から して、 が 酉に おいて 棋爭 をな ふことの 困 おさが 巧 巧になる 。この 西 巧 さに おして、 占 巧した 主 巧 
における 兵 ± のを < 無制限 的を ま 配が、 利を として 勤 立す るが、 これは、 ホづ 第】 に、 宿泊 および 給 巧の 問趙に 巧して、 
巧みを 意味し うる 〇同强 苗 わよ び 中立 困の 領止 巧に おいては、 これと 巧 巧に、 住民に 巧ず るを も 巧き 届いた 励 巧が 必 巧で 



るるし、 巧 載の 曰 的の ための 酉 主の 利用を 巧げ うる。 

如 秋は、 その お 態 (山热 、癸々 •やを) により、 森林 や 巧を を もつて 彼 はれる ことにより 、河川、 沼が および 荒野に よ 
り、 運動 およ ぴ戰 巧に 巧 L、 みを 的な を 萬を おする 〇 をつた 地 おのを おする だけ、 それ ダけ の異 つた 大隊が 必巧ガ —— と 
いつたぶ のこと を、 い •いい！ >か& がを つで いつた ことがある。 地 固の 巧 作' ± 地の 測 直が、 常に 第一に、 往 々にして 
專ら 軍事的 方面から 巧 ホされ たとい ふこと、 そして 巧ん ど 到る おにおいて 參謀 本部の 仕事の 領域に 厨す るかぶ は それと を 
も巧巧な閱なを有してねることは、 みして巧然ではないのである*^极場の地圆と祀述とは、 せつてはお帥の较堯のをも度 
化を る內 をのう ちに おへられて ゐ た。 

過去の あせな 問に おいで、 著しい 進 ホが 巧 はれた おぶ •今日 ョ 1C ッパ においでは •地 困は 巧に をら ゆる 下な おが 官の 
おんど 缺 くべ からざる 道具と なつて しまつた 。だが、 南西 アフリヵ においては •一九 0 四 年には 尙は 戰爭は •かづ が一に. 
百 巧 分の 一の 尺度の 地 巧と 水のを る裝 所から 水の ある 場所への 巧 離が を 巧いた お干の 道 お內杳 きに よつてな はれな けれ ぱ 
ならなかつた 〇巧お 判 巧は、 傳 巧なる 地面と 共に、 今日に おいても またを 巧 性を おし、 化が 大弦 15 前には、 あらゆる 巧の 
參謀 本が の 許に 絕えャ 現 化を 報吿 された のであつた。 

1 咖か 私 伽 && は、 唯 だ】 度ガ けでは 巧定 されない 〇 この 巧理 をお設 して、 十九 世紀の 巧 巧に •弦が 地が のな 念が、 
ヵ ー ル 大公に よつて 戰爭 a 静の 中に 入れられた 。こ、 で 風が 巧が とは、 モの領 巧が 作昭 のために みを 的な 利を を 巧 供 ずる 
ように 巧え る 巧 巧と 解せられ た。 な 巧の 兵力 おみ-— すなは ち 大巧の 巧 合 巧 一に 敵の 巧额 は、 もちろん 常に 联が 的に 
を 巧なる 地が でを らう 〇同 巧に、 武器 •彈巧 およ ぴモの 他の 巧需 なの 生 產巧點 ならびに 巧を も •必ずしも おにでは ない が、 
大巧の 場合に そうで ある。 その他の 巧 巧の 忘を は、 巧 巧で をれ、 山 巧 まは 巧 川で あれ • C 巧 或は 道化の 巧义 姑で ゎれ、 駐 
S 京 B A ニ ハー 



ナナスの 巧 巧 g 一六 二 
爭 化な のか 巧に よつて、 もつと 夕 くの 巧 化を する 〇 この お 左ち なする ことを しに •曾つて 梢 脚に より 菜 出された 巧 形 K に 
特 巧の 風が 的 息を を巧與 したと したら (例へ ぱ 一八 一四 年の 載 役に •フランス にわいて、 ラングル 高地に 時 巧した がかく 0 
じの 商 地から 河は ラィン •セ ー ヌ 、ロア ー ル および ロ ー ヌ •すを はち 四つの おに 注 ざ •それに 巧 じて それ ダけ のお路 がを 
つた】’ それは ぶ 來の目 おた るな 単を 怪ん ずると ころの 巧 違つた おへであつた 。ダが >1 八 六 六 年に も尙 はか、 る あおは、 
ォ ー スト リア 巧の 中に をつて、 ために ォ I スト リ了巧 司令 巧は、 ョセフ 巿 近傍の 上 エルべ における 防祭陣 がの ちをから が 
放される ことができを かつた 0 

ち 益な 巧每的 地お剩 巧は •大抵のを 合、 をく みちした 狀 巧と 巧が一 叫 化か 似 下， にお— い V のが 可 館で を •るい それに も か はら 
ず、 夕 くの 地 おお 戍 およ ぴ投 巧の 巧爭を 巧に おする 作用に 巧して は、 一 股に をを ずる ことが、 を 卞はホ ベら れる〇 

山 おおよ ぴ 山な 我は、 常に、 特 巧の 巧が を馈 じたし、 そして か 日では、 を 巧の よい 道路のを 成に よつて、 軍 おの 速 巧の 
巧を 物と しての 山 おは、 ましく， そのを 巧を をな 失した とはいへ、 將來 も、 尙は その 巧が を 巧 ホる であらぅ 〇 この こと は- 
な かんづく ドィツの 中間 山 化 およ ぴ その 邊巧 について をて はまる 0 巧 も 巧 •それは 行が お 力を 巧を せしめ、 給を たよび 宿 
巧 t 困 巧なら しめる。 山な は-ホ 擊 をが をし 或は お 除し さへ もす る 0 辛ち、 かくて また 一切の 大部 换の述 かは、 山 か 巧の 
ために、 充分な 範ま巧 巧を 特に 用 息して ゐな いおり、 を 化に おいては、 大巧 巧みの 巧に 束 巧され てね る 。これは、 しばし 
ば 巧が 西 巧なる 商 巧に よつて か 巧され、 それ t み 巧した 巧裝を 形ぶ する。 巧 接せる 巧を において 載闲 しつ、 ある 部な t 
渔 時に ま按 する C とは、 往 々にして 不可能で ある 〇 かくて 山热は •巧 おに 巧なら しめる 〇ナ をはち 映を においては、 比較 
め少 おの 兵力を もつてして、 巧大 なるな を 巧 おする 可 巧せ が ある。 何と をれば •お大 をるな も、 その 巧みを 巧 巧す る こと 



がを なでき ないから ガ〇セ c を 巧 巧な する 巧 尚 •なかんづく 陣地 載の 場合に のみ、 この 狀 渡は 巧 化 卞る〇 巧な なら、 近代 
お 巧は、 長い間には、 巧ん ど をら ゆる 課 巧を お 決してし まふから である 〇ポ が、 防 おを は、 巧ん どなに 更にな をの 陣地を 
窗 見し. そこに おいてが しい ほおを 爲す ことができる 〇 それせ に、 山 かに おけるな 巧は、 大 ほおに お* として 進行し、 大 
なる 作 我 的 巧 化を をげ る C とは 巧れ である。 トル マ ィン ( T01 吕 oin ) は 一の 例 ホを なして ゐる〇 かくで か 巧を は、 山 ホを 
おけ、 或は 巧來る 限り 早く 路破 しよぅと 試みる でを らぅ。 ガ がその 巧 合に わいても また、 み 離された 巧 部 除が 個々 の 保を 
.から 巧て ホる には 尙は困 巧が をる 0 

化み 大載 においては、 ホづ が 初に 南ヴオ ゲザン および ヵル パ I テンに わける 戰圃 が、 山撤 辟の 困稚 の一槪 をを 與 へた。 
ダが、 を かんづく 一 化 一 五 年 秋に、 七 ルビアに おする 弦 役の 迅速を るを 巧は、 おんど 道のを い 山 おにおいで がく 限られた 
る 部 おな よりな 上の もの、 載 巧 力を 保持 卞る ことの 不可能 さに よつて 挫折した。 たでを に共處 ではを 早 や 給を をな しえ を 
かつ セで けの a 由で、 師 困を 巧々 と 載 おから 引き上げ をければ ならな かつた 〇 アルタ ニアの 图お 山地に おいで ロシア 巧と 
風つた 隐 の トルコ 軍に とつては、 か 巧は をに 惡 いものだつた。 . 

中央 ョ ー 。ッ パに わいて は、 户 11:4 盼 がを も 困 巧な 山 かが 巧で ある。 アルプス 山 化自拉 における 行 我は、 通行す 可 
おのた めに、 せつて は 不可能と ち へられて わた 。それは をく、 巧 巧 おがを あに 路破 しえない ところの 巧 巧と して 怠 義をも 
つのみ ガ つた 〇 スワ アロフ ( suworow 】 は、 ー セ 九九 年に、 セント •ゴットハルト なえに 巧して、 その 軍 除の S 分の 一を 
々つた 〇 ナボレ オンの 資巧 力は、 一八 00 年の ホに、 一二 巧 六 千の ホを もつて、 いひ 巧い は どの 困 巧の 下に、 大 セント •ベ 
ルン ハルトを 征服し、 その他の 一巧 五 千の 兵は、 ヶ ニス 山 (2t. oenis )、 小 七ント •ベルンハルト、 シン プロ ン わよ ぴ七 
ント •ゴットハルトを 巧 破した。 巧 道と 道路とは、 今日では、 この 困 巧を 非 巧に 昭巧 L •その お 巧、 アルプス 山 化 も， 世 
第一 去々 ♦ 一六 一二 



ナチ K の « か » ニ ハ 巧 
ホ大戰 においては、 践阅 領域と さへ なり、 をに 可成り 連踞 ある オ ー スト リア •ハン ガリアの 防 祭 風 がをお ホし セの みなら 
ず、 また 大掛 りの 攻巧 行動が 巧 巧のに を 巧され もし セ (一九ニ ハ 年 五月 およ ぴ 一九 一七 年 九月)。 

作戰的 巧な においては、 一二 巧 同盟が が 巧して ゐた 蛇り •西 アルプスは •フランス におず る ィタリアの 巧な におして •一 
の 役割を なじた。 だが、 が 態は 非 巧に 不利であつて、 (ィ タリ ー や 巧から 巧 まの 巧 上までは 念を なをり 坂で、 をれ からめち 
キ ロメ ー トルは フランス 領の强 固な 巧を を 築かれた 高山が 巧を なして ねて)、 こ、 からか 巧を 行つても 、巧みを 巧 待し えを 
いほ どであつた。 同一の 巧 巧は、 化み 大巧に おいても 全た 偶々 巧 まされた 思な ！ ィ タリ ー を延 える 道を 通つて フランス 
を攻 巧し よぅとい ム 思想に おし、 他の 理ホも 加つて、 反對 せしめた。 

大巧は 山撤と 合致して ねる； 林} ^ 大きな 巧が 心は. それらに よつ で おはれて ゐス地 おがを くを 械し稚 いために、 を 巧 性 
を おしてね る。 何 化 なれば、 そがは’ 部な の 輿 合 および 運 おを 防 蔑し、 且つ 一 今日 特にを 巧な 巧 中からの 巧を におして 
も防誕 ずるから である。 それは、 風 岡に おいては、 巧 致に が 都合で ある 〇 それは、 巧 巧を 困 巧なら しめる 〇何 巧なら、 が 
一 的な 指 巧が 大抵の 場合ち ぐに 不可能になる からだ 〇巧鑛 は、 森林 およ ぴ 巧を をぱ據 おとして 利用す る 〇巧诞 をは これを 
おける 。をれ にも か、 はらず、 世 巧 大風に おいては、 なかんづく 巧 落を 巧 ひ 合 ふために 、非常な 巧强 さとな しい 肉 巧を も 
つで 風 詞が巧 はれた 〇三 A の お 所は、 設堡 によつて、 ななの 抵抗力を 與 へ、 かくで 醇 争を 巧の ために 巧い 意を を與へ 巧る 0 
一、 S 4 W 、 作戰 にみ を 的な が 巧を 及 だし 巧る。 だが、 そのを が 性 もまた をく をの 時々 の 威 爭の狀 態に 依を して わる。 企 西 
された 或は 可能な 作 我を 巧な して、 周到に 施設され た® をは、 したがつて、 あらゆる 成を 計 まの 本 巧め な 部み を お 巧す る。 
を かんづく 山な 河川の 巧 ホ、 なは をた ナぺ ての 巧 巧 巧 巧、 を 巧 巧は、 巧堡 によつて、 夕 かれ 少 かれ 巧 巧し 巧い よぅに 迹斷 


しうる 〇 かくて、 が 少 の 兵力で 巧に 合は 甘る ことが でを •を々 の 兵力を 他の 任務へ 巧 はすこと のでを るよう なお 巧が 
つくられる。 なは •時間と 兵力の 非常にれ 、るを* を强 巧され るか 或は その ホ 進を ぱ巧 歎を のかず る】 をの 方 巧へ 冉ぜし 
めら れ るよう な 迂回 t 强裝 される 0 

八い い •いいい かを の 風を 指導は、 特に 巧を にがを しで わた。 何故 なれば •それは、 巧 おの お 持に 不可 缺 なを 巧を をみ ホ 
は 其 度へ 至る 道、 なかんづく 巧 巧を 痛 巧し 或はな の 通路を 遮 巧した からで ある 〇な堡 陣地に おいでは、 兩 巧は •しば { 
巧 ヶ月 間 も 巧 時した 〇 か、 るか 態は •風爭 のを 行に 夕锅 巧な がが 不耍 にを り、 巧 巧な 道化 網が つくられ 、せつて はた たな 
かばを の 船宿 かがらざる 場合には 巧々 渡船を 頼りと してね た 河川に 夕 かの 堅固な 巧が 架けを たので' ナポレォンな 夕 
をく 異 つてし まつた 〇お をの 數 はが 少した 〇何 かなれ ぱ 、攻 巧者は、 ホ 早 やそれ を 目 おとす る必 巧が おくな り、 これを 側 
方に 見て 通過す る ことができる ようにを つたからで をる 〇旣に ナボレ オンは、 大巧 そのような 巧 かを とつ セ〇 一八 六六年 
たよび 一八 セ 0| セ ー年の 厨爭 は、 巧の したお 巧を 示した 〇作战 は、 放の 巧 巧が それにし がみつ いてわない 限り (メッッ、 
七 ダン】、 みなして わる 巧を をを してし まつた 〇 パリは 作战目 おとを 0 たが •それは、 虫を であつ たからでは なくしで 、な 
のが おの 中 也 助であつた からで ある 0 

世み 大巧は、 部分的に みつた お 巧を 示した。 この 時までに 巧な し、 gSis 讀達ク 驚复か & 蕾 ホ (Fe き ngs»y 
St き) — それは 個々 の 地 巧では な〜*!? S る 巧 所を 包ち て わる/ — は、 迅邮 が， もが'^ 切® 的な か 巧な 巧 ザ 
つた。 フランス 巧 巧の 投堡 は、 ドイッの 巧 おを して 中を 図から 巧 ふの 餘 健な きになち 至らし め' それに よつて 巧し いかを 
，引を けざる をえ をく させた。 デイ ー デン ホ ー ヘン —— メッッ —— ニ ー ドシ A テ ルン グの裝 傭は、 大 をる ドイッの 左 巧 旋回 
(Linkschwenku 另) のを 回が と考 へられて ゐ た。 ベル ギ ー および 巧部截 線に おける 大巧は 孤立して ゐ たかの 巧を は、 ホ 
ぶ一 忌 巧 巧 ー ホむ 
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§ の破诸 手段の 前に おいでは、 一の 役が をがず ベく おりに な 力であつた 0 ベル ギ 1 Q 司々 部は、 B シアの それと 同巧’ 
それらに 捉 はれて ゐ をい ことを 自 巧して わた 0 i 彼等の 巧 段の 風 面 力の お 持は、 彼を にと つては、 巧を の 固持より もを 
巧ガ とち へられた。 

あらゆる 極 おの 水流 および 巧 巧が 方は、 巧 水 或は 凍結に よつて】 時め にで も 渡 ホし うるよう にされ ない 限りは、 あら ゆ 
る攻 g 逆 かを 著しく 巧を し、 巧に これを 巧 止せし めさへ する ことので きる 隨碍 物と して 意義たち する 0 ( 1 化 一巧 年 十一月 
における ィゼル 運 巧 水 两の閲 通)。 がつて それは 巧 おに 便を を 巧へ る。 か 1 は •渡渉に をつて は、 長い 巧 軍巧换 たなして 
疆 ける じと なしに 樓 をが あする ためには 、深さに 従つて、 —— をた 巧來る ガけ夕 くの 場所から 巧 渉を 試みる セめ には、 巧 
さに 從 つて、 その お 力を 分割し なければ ならを い〇巧 f は •敵 兵力の このみが を ば、 自己に 有利に 利用す る ことが でを 
る C それせ に ナポレオンは •もし 可 巧 なれば、 護岸 ( Flivertedi ち ミ) をち 彼岸に おける 巧 巧から 攻撃的に 巧 はんとし 
た 0 

「河川は」 となは 科 巧を 下して わる 「たと へが 常に 巧く 且つ 念 ホで あらう とも、 化 岸に おける お出 巧 わよ び攻 

巧 巧 開始を が 巧す る 頭 階を 有して さへ 居れば、 何でもない OJ 兩 岸に 宜る巧 ま、 ゥ H 1 ゼ ル、 ケルン、 コブレンッ およ ぴマ 
ィン ッ にがお ホる ヲィ ン 巧の 巧壓 についで、 モルトケ ものた ような おへを 有して わセ〇 もし 化を に谣 巧がない 場合には、 
ホ 巧し、 巧 おせる 兵力を もつ で、 巧 巧し 來 るを をな R する ためち おを してを 流 おに わける まは 少く とも 一地 巧に たける 
な 巧を 自由にさせる とい ム ことが 巧涅 とを つて 來る〇 か、 る 巧 巧は しば t お 巧され るが、 しかしみ 巧 的に 爲 される じと 
はお ガ がれで ある。 一八 一三 一年の ヵッッ バッハ (巧 ミ zbach ) にわけ る ブリュッヘ ルの お 利、 それから また 一八 六 六 年の ク 



スト ッッア ( custozza ). における アル ブレヒ ト 大公の 勝利は •これにな へられる 〇ガ が、 敵を 巧ぴ巧 退す る ことは 大巧 巧 
巧し をい (一九 一四 年 九月に おける 巧 一軍 および 第二 軍の 巧の マルヌ 近傍の 掠 兵、 十月に おける ィワン ゴロ ドのを 我)、 却 
つて 化は、 少く とも 固持し、 ホいで そのを においてを 河川 防 類を ば 巧が する ことができる。 

それ かに、 快 巧を 巧に おいて 勝利を 强 取す るには 巧 力 だと あずる をは、 水利に よるが 巧 防 致を 試みる ことによ つて ホ 巧 
する であらう 〇 もちろん それに も 揉 問は ある 〇 何と なれば、 それは 兵力を か 散 させ、 且つ 敵が ーヶ所に おいて 渡河に 巧 巧 
する や 否や、 を 配備は 大巧 崩 逆す るで をら う 〇フリ ー ドリ ヒ 大王は、 端的に ホの かく 普いて わる II r かの 巧 河を 巧 害す 
る ことは •特に 攻 g 戰 線が 巧大 なる 裝 合、 あ對に 不可能で ある OJ この ことは、 を 時の 狀態 におして はおが 件 的に 正しい 0 
ガ が、 巧來 、驳 壬の おとか、 る 種 巧の 防 繫の强 味が 巧 大した お 巧、 この】 節は を 早 やを をには 巧 用し ぇなく なつた。 あら 
ゆる 地 おの 陣地 戰 においてな 百キ ロメ I トルに 直る 我 線が 立派に 保持され るなら ば、 その 時 初めて、^ の 時れ にわいて 
巧ん ^1¥‘一’ がち 巧なる 巧 巧た る 巧 おを 保 もす る ことができ るので ある 〇攻巧 おの 渡河は、 こ、 においで、 特に 困 推なる 巧 
巧の 下にを 巧ず ると ころの 巧 破の 特 後を 巧び、 これが 戍 巧は、 た r 幾分な りと も 防 祭 兵力が 充 巧ん て さへ われば •おんど 
望み 巧い ものである 0 1 九 一四 年 十月の ヴィク ゼル ( weidlsel ) における ヒン デン ブル グ 巧の 棋 巧は、 おかに それは 不ホ 
かなる お 力 t もつて 特 巧な 困 巧の 下に 試みられた 河川 巧教 ではを つたが、 か、 る 例を 示す ものである。 

巧 おの 巧 教の强 さに 適 席し つ、、 &4^を は、 が 巧の 裝所 および 時間を ば、 化 來るガ けちくな に 知られな いように して 进 
くこと を 指を される 〇誤 巧の あらゆる 手段、 ( schein - 目 dzebenunternehln 旨 gen ) は、 この 裝合必 おで ある 〇 1 化】 五 年 
十月、 セル ビヤに 巧して 巧 はれ セ マッヶンゼン 軍 巧 曲の ド ナゥ 渡河は、 防 祭が 備 せるな をが にしての な 巧が 巧 巧せ る索晴 
らしい 巧 例では あるが、 かしまた 一九 一四 年 十月に わける ロシア 巧の ゥユ クゼ ルが 巧 も 敎訓的 e ある。 一九 一 五 年 八月 
さ 一 篤 « A 一六 4 
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にわけ るヴォ ィルシュ 部 際の 渡河 および 一九 ー セ 年に わける リガ 攻略の ための デュ ナ 渡河は、 巧に が粹な 陣地 戰 のか 巧に 
巧して ねる 0 

(二) 天候と ホ 巧 

天候と 李 節とは、 巧 戰に勒 しお 力を が 巧を あぽす が、 そのが 缉は •を 日では •窩 度に を 達せる 中央 3 In ッパ 地方に お 
いては、 巧 化の •交通 不便な、 ホ 巧 速の 地方に おける よりも 少い〇 
诗水作 おは、 をれ を 巧は ざれば 巧 巧 物と して】 の 役が をがず る 沼 澤巧方 (一九 一 五が •ロ キト ノ巧 ( Rokitono - るョ pfc ) 
たよび 水 巧を ぱ’ 通行 可能に する。 • 

他面に わいて、 早 化 および 水の 缺乏 は' 我爭 のを 行に とってを 惡の降 巧で ぁる。 それは、 通 動を をく 麻 巧させる か 或は 
巧め て 限られを る 部隊し か 使用で きないよ ぅにす る ことができる 〇 近代 技巧は、 この 困 巧を 克服す る ことができる 〇ガ が、 
をれ には、 時間が 巧 かるし 巧が 力と 器具と を 致め ま 出しなければ ならない 〇 一八 九 六 1 九 八 年 •スダンに おける キッ ナナ 
I の戰 役、 一丸 〇 四一 〇 六 年、 南西 アフリヵ における 巧 徒に 對 する 鎭 お、 スゥ H ズ进 巧に おする 化 お、 化 巧大戰 にわけ る 
パレスチナ および メゾ ポク ミアに おいでは '班に ま 巧に よっての みならず、 更に 旱 化と 水の げ乏 によって みを 的な お 巧を 
をけ、 をを には、 前進す るか 道 H をに 巧 じての み 可能で をった 0 ュ デプト から パレス ナナに おして 作風す るた めに、 ィギ 
リス 軍は、 巧 道の 化に、 シナ ィ半 なの 荒 巧を 通じて 水道を か 設 した。 なかんづく、 大 なる 時み おは、 そのを 大 なる 咸两巧 
巧の 必 をに なじて 巧 巧に お 結せ しめて 置こぅと する 場合には 、えみなる 化 巧を 巧 求した 0 】 九】 五 年な の リトア *ア わよ 
ぴク ー ル ブンドに たけるを おの 除には、 それが 時々 痛 おされた 0 
巧郁巧がにわける巧截に巧しては、 巧雨と^|おけのお巧「道がおく』なって、 作巧をば’ 規則めに巧巧閒づっ巧审さサ 



ち 一. 一六を ちナ {ー ツチ 湖 ( Narot 8 ch - s ろが 近に おける ロシア 巧の 攻 巧は ホ 化 にがつた 力 それは おに トィ ッ 巧の 
巧 巧に よつ て X けでは なく* 值 地の 巧 巧には まり るんで、 人 も 馬も单 ちのけな くな つてし をつ セからで ぁつち 巧'^ にお 
いてち 雪解けは、 蹇 的な 役割を 巧ず る。 キ巧 時代に お 巧され た經 投に從 つて、 コンラッドは •アルプス山脈 における 
な 81 は 五 巧 末な かには 不可能で をる と考 へて わた。 ところが 一と 六 年に 管、 彼は、 早 < も 四月 十日に そを 開始し よ 
ぅとを たが •天候 S ため 忆 五を 音まで 延 なけれ ぱ ならな かつち 一九ニ ハ 年 二月 K おける ご ダン 忆對ナ るな 
巧 もまた •天 おの セめ に、 九日 も おれて 閒始 されを ければ をらなかつた 〇兩 方の 場合と も’ そのために、 奇巧 できな かつ 
た〇 すなは ち、 おは、 その 巧 備にち が附 いて、 巧が 腔 あを 採る ことができ たからで ある 0 

がは 一切 S 動を 陰を する。 それは、 を かんづ < 章からの な 測を 不可能に する から、 巧な の 移 おに 巧に 立つ。 ガ がし 
わし、 それは ほみ に & ら をい ホ 方で をつて •お 時間で をく すち 打ちに 巧え てし を ふこと も ある 〇化 面に おいて、 それは 駐 
巧 巧爲左 巧げ る 0 

みは、 擊 のを 行に 勒 して、 かを 的な 作用を おしてね る。 日が 短い といん ミは、 霞巧爲 を. おしく 制 掌る。 ホ 巧た 
み 巧に 至る まで 遂巧卞 るた；® には •とり け 化 方に おける がかくを の 巧る い 時が か時閒 かないと こ*^ では、 時閒 がす ホ 
分で をる 〇 一九 一四 年 十一月 —— 十二月に おける ロ ツブ な# 作戰 は、 モ のために 惟 まされた。 或 時は おがが、 ぶ 時は 巧 空 
が、 壽寡 面が、 逃 動を 8 する。 製は、 河川、 翼を が 結 せし と亿 を、 f ざれば 風 争を 行忆非 巧なる》 
咨を與 へぅる ところ S 夕く Q 睁 持を 辨除 もす る。 これは •と 〇 わけ 5 戰 おにおいて 一の 役が を 管、 化寞戰 にを つて 
は' 時に 利用され もした 〇 他面に おいて、 お 氷は、 化 方の バルト おにおい ては •ロシアの 巧 巧 力を ば、 不巧 おに 巧れ る ド 
ィッを 换 よりも ョリを 期間が 巧が おに 粗いた 0 

が 11 K g R ニ ハ 化 
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虫す るに •冬は、 巧 巧 巧ち を 制限し、 且〇 すべての 巧な は •長い 作哦の 後に 一巧 化 息を 必 巧と する ので， それは 大巧 休 
息の セめ にを も 巧した 時期で ある 〇 冬が 戰 はがれで ある 〇 冬期を 通じて 決勝を 求めん とする 巧 巧は かしで 阻止され ず、 巧 
動と 我 岡は お來る 限り お窃 される とはいへ、 載爭巧 動の 休止 或は 弛 巧は 普通の ことで ある 〇 一八 セ 0| セー 年の 冬には、 
作 載は 少しも 中断せられ なかつた。 一八 セ セ— セ 八 年の 巧 止抵爭 における シブ カお路 (schipka-pasz) のみ 巧は、 冬のを 
中に 巧 はれた。 化 巧大战 においては、 とりわけ 最初の 冬に 大規模の 作 极が巧 はれた 0 I a シアの アジア 困 巧に おいて、 
トルコ 第一 二軍は， 高山の おを において 巧ん ど完 をに おほした 〇 カル パ チアに おいては、 P シア 軍の 攻 巧は、 氷 重の ために 
固を してし まつち？ 1 ルに おける r 冬巧哲 においては、 おを を まが、 ホいで をた 巧 つぽい 天候と 泥 おが ドィツ 軍 
のを 回 通 おを 巧 害し、 かくて その 成果を 制限し セ。 一九】 六— ー セ 年 冬 巧に おける ル ー マ三ア におす る作棋 もまた •カル 
パ チアに おける おを と 氷雪 わよ ぴヴブ ヘィ (walache ごに おける 通 巧 曲來の 道に よつて、 虽大 な巧窜 をを けた 0 

フリ I ドリ ヒ 大王は ホの かくまいて わる — r を 巧 化 おは、 その 際に 巧を する 疾病に よつても、 をた 巧 おは 巧に 速のを 
按 けて 居り •從 つで 捕充も おしい 補給 もされ ス食粗 囊卑も 補充され 得ない 爲 にち 軍 族は 破滅せ おを る。 世が を 
任の 軍 おといへ ども、 か、 る棋 役には、 長 巧に をつて 巧へ えない ことは 巧 かで あらう 。それ ホに、 冬期 截 は、 あらゆる も 
の、 うちあ 惡の ものと して 避けられ なければ ならない。 —— それに も 巧 はらず、 巧 司令官は、 巧 巧に よつ ては、 この 手設 
を 揉る ことを おな なくされる こと も ある。 をは、 今世紀の か 何なる 將 帥たち よりもを くの 冬期 棋 をを 行した、 と 余は 信じ 
てゐる J 。 ガ が、 r 翠 8’ に ホを て 化 おを 開 おする J た；® に、 冬 巧は か 息の ために 利用す る累 よいで あらう、— 
I となは ちへ てね る。 

か 日では 大王が 爲し たかを r み斯が ti 」 はを 早 や 巧 巧に ならを いとは いへ、 な 上の ことは、 今日で も尙は 息を t ちす る 



ところの 巧 則で ある 〇 この お 則は、 を 時に あつては •をに 必然と おへられて わたのみ ならず、 またず 巧そぅ であつた 。か 
くて 冬期は、 若干の 例 かは あるが 夕 かれみ かれ 化 巧風爭 においても そぅであつた かく、 巧々 の 風 役に】 をの 限み を おする 
もので わる 0 

« 化 巧 $ 皮の 拾 餐 とを ホ 施 巧 
( I 】 $ 皮の M 巧 

1 の 軍な をして 我 岡 力を 保持す るた めの 最も 本 巧 的な ものは せつて は 給を であ 0 ち 何と なれば、 み 踏は がれで をり， 
を 時の 彈藥巧 巧は、 今日の 尺度を もつて 測れば、 少 るな もので をつ セから ガ 。その 巧爭を ば、 がめ 捶設 せる か 巧が 巧 巧を 
括りと して 5 た^いい •一い i 蒼 巧 ミ 軍 族を ぱ 、「ミ 巧 s 」 v 藝す 5 よ OSS 」 て臺卞 S 」 方が 南 巧で 
あると ちへ た 0 『その お 巧、 將 帥の 計 まは、 常にぶな 問題と 關 蹄し、 その 大 をる 計晝 は、 もし 化が 何よりも ホづ 給を のが 巧 
を考 巧し ない 裝 合には •芙 巧 的な 妄想に 巧して しを ふ。 かくて、 將師が 給 ぞの巧 おを をね ると C ろの 人物は、 が 也の 人物 
となり、 政爭 における 大巧、 巧ぶ におけるを 巧 ま、 一切と 閒 なを 有する ことにを る。」 大工の 巧 我の 巧みめ 巧 巧は、 食な 巧 
接がとの 巧が を 巧な する ための 田 巧に よつて 惱 まされた 〇 深くな 曲に 入る 攻 巧は、 巧 巧に よる 巧 失な しに も 化 化に ある こ 
とがわり えた 0 B ィ テンは、 をを にな 巧され なければ ならなかつた 〇何 ななれば、 ブレス ブゥ および シユ ワィド ニ ッッの 
史 をは、 をのを 淀府巧 巧と 共には の 手中にを つたから である 0 

フリ ー ドリ ヒ 大王の またるな おは、 その 巧换の 給を の 想を たる ザクセン たよび シ A レジ Tt お 巧す る ことに あつた 〇彼 
に とつては •た！^ この 巧田內 において のみ、 巧 場に おける おがが まを 巧だつた ので ある 〇 ナポレオンは. 化來る 化り 巧 か 

を 一巧 《 ホ ー至 
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に® ひつ、 も •夕辑 巧 巧 巧に 依を しないよ うにした 。だが、 一 A 一二 年の P シアの 冬巧感 においては、 モス コ ー が 巧き 桃 
はれる と共に、 この 巧が はを 巧して しを つた。 

それから 半世紀 後には •巧に 錫 道のを 達が、 据ぇず 巧大 ずる 軍 除 あ 图に對 十る 補給の 計* め 組 猫を 可な ならしめ た〇モ 
ル トヶは 一へ 六 〇 年に ホの かくまいた —— 「抵 おにおい ては、 恶 巧な ものを 除き、 か 何なる 給を もな のず ぎる といん こと 
はない OJ ダが •困 巧は、 をの 巧 達に をる のでは なくしで —— と 波は 巧け て 普いて わる —— これを 巧 給ナる ことにを るの 
ガ〇 をれ について 何が を かれ、 理論的 ほ 系に おいて 巧 おが あらう とも、 な大 なる 巧は • r お 巧の •巧め 測り 巧い 特 巧を 巧 合 
ち をれ を 適用す る J ことで あらう 0 r 巧 時代の 巧 風は、 なを 制度に より、 みら 巧 巧が 給を による 不自由な 束縛 わらが 化さ 
れ たが、 しかもを がそれ なしに 巧を せる とい ふことは できなかつた OJ 续を わよ び述裝 巧が これを 巧け たが、 しわし、 『こ 

のな お 巧が •捉ぇず 前進し つ、 ある 巧な にを 付く ことの 巧來 ない ことは 明かで あらう を 戰の必 巧は、 突然に おしを 

巧みを 一巧 おに 結 おせしめる 0 勝利の 追 巧は、 一切の 規則正しい 給 まを を かに 巧び おし、 化 化は、 なし もしない し 或はな 
巧 もしな かつ セ 道を とる ことを おがな く ホし める 〇こ 、においては、 か 何なる 理論 も閒に 合は ない、 そして ナベての 偶玻 
ホに 對 して お授 方法を 啓ず るた めには、 給を を 管理す る惦 具が、 高 巧の 配 巧と、 迅速なる み 節と •断乎たる おを 力と を お 
してね る ことたが 巧と する。 J 化は、 じの 『お 理部瞄 る J を參 謀が 行に 加へ ようとな した。 がり •巧は 巧に】 八 五 九 年に ホ 
のかく 巧 求して ゐる —— r 华に備 へつ けられた 紹 は、 行進 中に もお理 をす る ことができる 。お ± は 、巧を にを くと その か 
まが 用 おされて 居り、 そこでな ちに 休を する じと がで をる。 J ガが 、この 二つの お ホが 巧 現される までには’ め 半世紀を 虫 
した 0 

諸部换 は、 今日では わ 一巧 閒か 化の 粗 巧を •その 巧を と共に 自 から 巧 巧して ねる。 それな 上の あらゆる ものは、 自 田に 


わを い 限りは、 後方から 供給され をければ ならない 〇その 巧を には •巧爭 がが 進し つ、 をる 眼り、 とりわけ あが 碧と 巧の 
府 おとして 枯草 がち 巧され る 〇棋爭 が 巧 止して わる 場合には、 巧 給の 巧 求は 巧大 する が、 しかし また その 供給は をぶ で わ 
る。 攻 おの お 合には、 放の 夕涅 品を 巧 かナる ことが 蛮 おで ぁぇ あ ザの 投合には、 自 おのぶ 脊 S あ 送’ まは それが 不可 
おならげ 、そのな 巧が 重を でぁる 0 

給を と共に、 なかんづく^ 楽、 それから またな おおよび 裝 備に おしが ホに 据えず 巧大 する おおが 生じた 〇 この 巧® は、 
世み 大度の 陣地 巧の セめ に、 極めてを 種 夕樣な 巧お需 おのを しきを に 巧 加した 〇充 かなる 爾染 補給の おおは、 作践 を ば、 
往 々にして 巧宙 した 〇持來 は、 自お単 および 飛な 拽 を、 その 一切の 必巧 品、 なかんづく 燃 巧と 共に 供が する ことは、 更に 
補給 虽の 異常なる 扳 おを 伴 ふこと になる 0 

(H) B 爭領巧 (Kr を さ ebiet) Q 巧 18 —— 碧と 巧を (Nacllsnhub 旨 d >b9chub) 

巧戰巧 (Fc 乙す 5) のな 巧は、 を ぞに〇 いて、 巧が 除に よつて 占められる 作喊領 巧と、 その 背を にな 谊 する 兵は 巧 巧— 
— その 利用は、 これを を 巧され た 武官 ( S ミを rbeh をを) によつ て 規制され る I とに 技 別され る。 み 巧 巧 巧の 裏の 巧 
域は、 一 おにを 早 や巧极 巧には 巧し ない。 それは、 自田 にわいて は 本 困の 巧が でぁり、 ながした 放の 領主 或は 占領され た 
中立国の 領± においては、 必 巧に 席 じて 特巧 なぞ 理巧關 ( V 0 ミ も ミミ) が 設けられる 〇 世み 大抵に おいては、 ベル ギ ー お 
よび ヮルツ ゥ のがを 巧 (を ミ 『を ocveme 目 ent )、 巧部圾 おのが 司令官の ぞ理が 域、 ル ー マニアの 巧 巧が それ ガ C これらが 
域の 組滋 は、 必 巧に 巧 じ、 特ホ閒 なにが じて •變 化した 〇 1 艦に、 それらには、 それに 巧を する 下な 化 巧 およ ぴ それと 共 
に 文官 巧を もてる 巧 長官が 巧 巧した 〇 このな を 巧は、 首 巧の 下に 面した 0 作 段 および 兵站 巧 巧のを 方 巧 かは、 巧 争が 巧の 
が 二な 巧 々 ー セ ーニ 
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か 何に よる ものである 0 

兵站すな はち お 姑 領域に おいて 巧 劫して わる 成 おおよ ぴ 施設 乃綻 ほは •一切の 必巧 おの 補給と 一切の 不巧 なのを 送に よ 
つで •作 巧が 域に 巧 おしてね る 部 陵の 載 岡 力を 保持す る。 偶を する その他の 任務は、 このま お 目的に 從 巧し 互つ 適を ホし 
めら れる 。兵が おとは、 巧風ぞ と本闽 との 閒 において 巧々 の 軍に 振りを てられた 交通路 (巧 逝’ 水路 •巧 動が 巧， 巧ル軌 
道、 街を) である 。を 巧は、 巧來么 限り 能力 ある 自 3の 兵 姑 お (巧 道、 將來 においては 恐らく 自動を 路) をお笼 される 0 

一の 中 也が、 巧 立せ る 補給 およ ぴを 送のを 通を ば、 巧 擦のに、 種* なる 交通路 および 巧 通 手段に が 巧て、 これが 正しく 
利用され ぅるならば、 それは、 互 ひに 補足し 合 ひ、 且つを の 用を において 互 ひに 幾を にも 豆り をん 0 U 前の 巧爭の 巧贼绒 

道 長 夏を 格 ミび を Q 下な 組織を 契」 て、 讀 i S 雪 司 ■ 一 UPflBSW 

を 巧の 兵 姑のを 席には •大巧、 師闽 長な の 兵站を をを (巧 appen - I ミ pe だ e ミ) がゐ る。 兵站は、 軍のを 喪に 応じて、 か 
招 お 補給の ための 施設 (倉が、 パン 製进 所、 ぷ る 小屋 わよび 屠殺 巧)、 武器、 を 取、 通 斬 かよび 自動が 防が かお 口が が 緒 所、 
おおが 巧 所、 補充 お)、 巧 小屋 •巧 生 および 巧 巧の お 巧 ロザ 巧 服 等々 を 包括す る。 を もる くから 組織され てゐ たお 姑 夕偏谋 
は、 局地的 守備に 就か しめられる。 

兵站は、 その 巧 おに 正しく 鹿ず るた め、 巧 巧 保持に 妨げを きおり (奇 巧の 巧參 照)， 巧 期す る必巧 につき、 モれ からまた 
巧 お 巧の 意 巧に ついても 通じてわなければ ならぬ 〇お站 領域に を 在す る おおな は、 お姑自 みおよ ぴ化 おの 需 喪の セめ にす 
可 かで ない 限り •常に 化づ巧 一に 巧の ためにが 用し をければ ならめ 〇 大豆の 脖巧 おを 兵站 巧 域に 放溫 ずる ことは、 誤りで 
わる。 何と なれば •あ 巧 巧 助の 臨には、 大巧の 場合、 それらを 持つて 巧く 時閒 はない からで ある 。巧 巧な がた る お 巧 指 巧 
には’ よく 巧き 巧いた がが が必 典で ある。 このな において •一九 一四 年 八月 巧に 巧 プロシア にあつた ドィツ 巧の 突が の お 


巧は •大 をる 西 雜に薑 しち モれ ホち 奮は、 たにが 限 さ 契貯营 w だけた 巧 持し、 必 巧に おじての ち 新しぐ 本 曲. 
からかり？るのである。 ををおは、 本田2生產裝所わら^?繁忆集&を、 そミ養忆よ。；^蓋をミ おる’ 巧 

おおよび 必耍 にお じて は そ SQ も Q、 お 送は、 途中で 停 巧す る ミな く、 本國 から 直接に 巧 はれる。 

は、 巧 人？ び 養を のか 忆 は、 ホ づ巧 一にが 没した 一切の 武器、 事 巧に よつ ては また i な 給 を品、 畜 におけ 
る 塞がを る 裝合忆 はお 料、 等 £ ついて 巧を る。 8 さる •へを も® は、 モの茲 合； によつ て 塞され なければ なら 
ない ゥ 

4 繁繁 誤- &ジ 墓は •長期に 直る 霞 §ち 際忆は (サ寞 致 S ける 陣地 載)、 ますく 亟 f をる 役 かを 
巧ず る。 搜業 および 适 々のエ おは、 モ のために お化され 互つ お 持され る。 、 、 、 、 

葵は 巧ら く 搜閒巧 保に 劣らず 囊の危 おに 巧され るで あらぅ ところの 兵 巧 部の 舊盈大 ミ 活動は、 しかし、 巧既さ 
れ おち である。 だち それな くして は、 震は •蹇 する ミが できない のガ 。を 方 施設は、 せつて 巧抄 なお 霞 2 巧 さ 
れ たやぅ ち 露 器 S しい も S ガ 。をれ は 軍 おを 5 も？ をる。 それが 2 なる 限 〇、 おんそた 就いては 5 した 
がらを いが 乙 かしす 健を 忆 なると •をん な遼巧 a 忽ち 受 てし まひ、 それは、 るら ゆる 奚と話 擅 〔中を なる。 

第五ち お 語 

をに おいて、 5 は、 フリ ，ドリ ヒ 大王から 現代に 至る までの 兵 巧の 歴史的ち 展 とその 種々 をる 巧み 形態 およ ぴ 適用 
が？ 蓬し よ 5 と 試みた S をつ わ。 巧お尝 原理は 與 へられえ ミし、 まわ 巧 へられて は をら をい。 卞ぺ ては、 ミ 

巧 二 巧 巧 R 一畫 
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の 巧を にを ける 巧 用、 巧 おのが 巧の 正しい 應巧 •適切なる 決 巧、 わょ び 目め をな 威せ る强 固な ちを のな 巧に 巧を 卞る〇 巧 

4 いか 谷 か •冢か 备緊 かか。 かが、 影 冥い ^、 y がが、 嘗がク かと 巧の 一つ ミミ その 完 をな 
如か かいか か-^ か 赛で いか、、 裳 かか 辭 いい 心、 おちの 续の 壁ち 千 巧に 至る ょで、 その 不朽のを を枯 むる でぁら 
50 
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マルクス 『大巧にかけるな巧と巧|8.1(ち9^穿； さ奇巧诗 自な イ0を客8?^《 一口 OHSZen wriegea) 
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フォン • <1 タト 『一み 主の あ ひ BJ (夕ぞ eck が 巧 a 邑： SGeda 日 ke 口 ® in 空ぶ Idatens) 

フォン • で 1 み ダで y — f 自 かなる 巧 帥と かが 廿られ たる 巧 抑ち 夕 〇ミ 百き ， Karl Ludwich ご 3 口 巧 Fel 泛 lerr hi Freiheit tmd 
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ロ ダゴ •モレ タタ 『巧 日の 巧爭 はどぅな るか 7 』 ( 》 0§ Morretta; swio "ieht der Kri 爲 VO 口 目 弓 wen a 臣 5 ?】 

フォ A •シエ— フェル 


巧戰論 

巧な の 指 ホ (巧 上 « 巧) 

海 戰の茜 並びに その 目的は' 制が 椎の確 得 •維持、 力 至は それの ための 爭岡 である。 制 護は 戰岡 にかけ るか 晒の 結 
巧 確 得される も Q でを 〇’ 8 忆 ょつ て碟持 3 れろ また 玄 (制 婚權 はを かと も髮爵 霞で 《襄 S づ いて、 男を 
る ものから ょ〇强 力な &も S 向けて 湯 S れ tQ でを &。 ホいで をは 十字軍 擊 、襄擊 寒忆襄 保菌 等を 通 

じて 巧 巧され るので あつて、 肇の領 巧を 越えて 整 巧 まさ ザ. をに 兩窠 力の もとに 故 地に めける 攻？ 閒始 せんとず 
る 蹄 巧の 作載遂 一打に がて 尖銳 化せ しめられる ものである。 

槪 をはを み忆は 理解し 稚 .い。 陸 載 S しては、 擊 を 巧の & がち 化の 反 巧 力の 擊披が 直 S 戍し 巧る のゼが 

更忆雲 力 S 湾ょ 〇て瓷 裏を K 裏 卞&ミ さ； 窠& 〜 、養は？ 日 掠を 直 養 £ 成卞る じとは 

巧し い。 浮聲契 Q ま 配置は 敵蕃を S でいた つて わろ-^ か」 それは 領地 巧 乃至 敵 《編制 地 並び 星 舅にまで 
狎 5 る U とを S であ ミ-^ かしまた そ S 動爵 力が 巧備ぉ讓 を 採 $ る や' 敵 《海軍す らも それ S お抗し 
難いで をら ぅ 0 乍 化を おは 誰の 巧 B たる もので もな く、 が閣 のみなら 卞他 のか 何を る 酉 おも それを 巧 巧 としをい 巧へ で 

の 図み Q 奢で ホ ミ 夫な 笑陸忆 がけを かを、 sss はを く 5 られ ない S でを ミ寞 なる 望 9 装め 占領 
は、 囊堇 大洋 忆 延引 言と いふが S 、 或 fl 展忆阪 股す る 8 f なる がた &笑 霞を &つ でしで も 到底 ホ 可 
範でわり、 をセ巧巧はないのである〇 故におの巧化は面お的ではなく、大洋は通路たるにすぞないのである^ゥブブ*ル「田 

を 忌を 6 一 ま 
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ヵミ泉た《ぉを)せに巧る通巧のミお巧の巧保乃至は巧巧がお巧のま巧目的でゎ0 て、 邮斯かか斬い^^恥かかかか趴^^ 
の 何もので もない ので ある 0 巧 巧なる 兵力に 對 して、 反擊の あらゆる 手段を 巧 滅巧お ナベき なをが 巧 へられた ると を、 あ 
の巧自 的な 化は その 捜を がな せる 聯巧 能力の 中に を卞〇 夫せ にお 載の 目的は この 聯巧 のま 西に あり、 陸風に がける かを 巧 
± ょ 巧では ない 〇 この 海 恥を 行の 可能性は 最初には 巧 ど现れ 得ない ので ある 。巧 程、 大洋は 通路では ある 〇 しかし 之は こ 
の 巧 巧 上に かける を も 偉大な 而もを も 至を な 通路で をつて、 お濟 上、 軍事上 並びに 政治 上の 助で 他に 比ぷ べき ものが な 
so 巧に •ある 曲では 政爭 はすべ て 巧手の 兵站 おに 巧 卞る爭 岡で ある 〇 しかし C のを 巧は、 巧喊 にあつて は 巧に 巧手の 巧 
主 巧に をり、 夕少 とも 限を せられた る 領域に 刷 限され てね る。 しかし 之に 反して、 抓渺 が^が か你 かか か 的を がは、 巧 巧 
かの ホ 岡 行 爲が閒 おさる、 ながに 即刻を 海洋に 化つて ホを される ので ある 〇 陸上での おお 的を おは お 利 乃至は 領主 占領の 
をに 始めて 可能な ので あるが、 お 上に あつでは それが 直ちにを 載と おに 閒始 される 〇 をた それ 化に、 お 巧を なつて それが 
巧 所に 推進され 巧る かく、 化が 的な 喊 おのが 股 やる 速に して 不可を 测 的なる おに、 海 戰の洁 動 能力 及 陸® とおなる 特巧的 
せな 等が あ礎づ けられる。 しかし あ 耽を 巧の ためには、 それに ょつて 巧 得される 做趴 かみ 醉 がと 同時に あるが 害や危 おは 
免れ 巧ない ところで をる 0 C の あなは •ホき に 述べた かく 單獨の 図ぶ の ものでは なく、 交 恐 用た ると 中立 曲た ると を 巧は 
ずを 巧 巧の おな せる ものである。 ホに、 お 巧の 巧 事 的が 巧は をち に 中立 巧 巧にまで 及ぴ それに 辟酱を 巧へ るの 結 巧と な 
る。 之が ため、 海 巧は 陸戰 な 上に 極めて 强 力な 政 おの 附加 物を 伴 ふ、 巧ち 陸 我のを も ザな 的を ホ 巧巧爲 にかて 中な 巧の 巧 
巧を 越えて ねる 場合に をの 陸 截に巧 巧れ てね る 中立 図からの お淺 をを ける とい ふそぅした 危なには 巧から 遺迪 して わる わ 
けで わる 〇之 がた わ あ 時 田た 法の 大巧 分は 之の ことに 關晚 して ゐ るので ある 0 
制 お 巧の 巧 値には 紀對 的な ものは を 無で ある。 をく はを 田 おに とつて •それのを 巧 的 巧を 的 並びにを ホ 的 おがに 應 じて 



夕 挂夕樣 でを る。 か 何を る 巧を にも 一巧ぶ にと つての が あ 巧の 巧 化は 巧る 巧を の 本 典 セる となが 的 だ 班 的た ると を 向は 
ナ 、どの 程度までは その 西み 自身 力 至 それの 巧手 國 が、 海上 硕 絡の C とに か、 つてね るか •とい ふが によつて 測を ナベを 
もので をら ゥ〇 この 依 あの 程度が 制 海 推のを 藥 おの 評 偵の 基が をな 卞 。海上 聯絡の 巧 傷が 職爭 のを おに 巧つ でか 何なる 煮 
落を 持ち 巧る かとい ム點 は、 サホ大 載に がいて なせる 巧 あに おする 度な お頌 工作に よつて 明確で ある。 をた B シアに つい 
て も •かの 同盟 阐 からを 巧な お 巧を 悉く 切掛され るが かきこと がなかつたなら 、催ら くを みには 崩‘ がしなかつた であらう 0 
おが お戰爭 のかき は、 英阀 のか < 原 おや 生活 がをお おお 入に よつて 仰がね ぱ ならめ 困ぶ をして、 を おの 細に 立たし めた も 
のであつた。 巧 巧の 同盟 國と してのを お 性は •巧 お、 軍需な、 巧來 からの 載 備品 等を おを おえて その 同盟 風の 巧 地まで， 
か 何に 遠くまで 逆 おし 巧た か、 といん がに か、 つて ゐ た。 巧 逸は をのを 時、 お 上からの がべ てのを 入な をお餓 された がた 
め •その 殖民 巧を 失 0 て 了つた のだつた 〇巧あ 戰備は バルト おにが ける 海上 蹄が が スゥ H 1 デンから のを® の 巧 入を 安を 
ならしめ て ゐた間 ダけ は 正を にな ひ 巧た のでを る。 

それ 化に、 お 巧 上の 巧 上 巧 巧が 甚 しき 危搜力 至は 障害に 直面 するとい ふ C とが、® ひを み卞 るで とに をる おを も おへら 
れる (英 困】。 他の 操 合には、 軍事的 海上 蹄が の 降 寄 又は 危險が ホ、 ——が へば 世 巧大戲 にかけ るアィ リカの 巧な の 巧 送、 
力 至は アフリカ 殖民 她 とを 結合す るに 巧いての フランスの 非 巧を 性の かきが ち へられる —— みを めの おを をち しで ゐる〇 
セで 一方の みが 問 巧と なることは おどを い、 を 事网の 制が おの 許 机に ついて、 巧が 的ホぴ にお 巧 的 明な が 同時にを おにさ 
れ ると いふの が夕 くの 没 合 原則で あらう 〇お上 巧が による この 非ぶ 立せ は、 それが 降宙を まける ことによつてな ちに® ひ 
をみ する 程に ま大な ことで をる。 しかし この ことは 亦 •例へ ば 化 アメリカ 合を 困の かく 海上 聯 がの 切 » によつて ホを め 巧 
宙 をを ける ことのな いやうな •巧 巧め に 巧 立せ る 图± の 巧を は 左 おを 大 な〜 のでは ない。 制 巧 檐のお 巧は •モれ が 陸上 エ 
f 云 巧 ホ K 1 
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作に 關蹄 せる 巧 合に がて ホづ 認め 巧る ものである 〇例 かなしに 現を では お路 からの 闽 ぶの ホ獨立 性が •をる お ホでは 近け 
の大戰 ホは 總てお 載で あらう、 といん ことの まを な 原因を なして わる 。フランスの 海上からの 徐入年 や 均は* 钢錢百 巧が、 
小を 一二 百 巧 至 五 百が 巧、 ち 巧 ご 一巧 顿を 巧し ••てわたが' ごくを 近の 戰を にがては 巧く お 油 一二 阿 百巧顿 がを げられ るに 過ぎ 
ない。 

渺1^邮紙を醇齡か砂が邮{^がは夕くのお合をにを大である。 しかしこのことは、 夕くの大陸に股つホ闽ぷにとつてのみ 
輔巧 あるので をる。 制 おおを くして は大ち 帝网は 不可能であつた らうし、 また 巧 逸に 對抗 した 列强 聯合 諸 四の 政 巧 的を 化 
みの 度 結 も ホ、 巧みに 維持し 得なかつた かも かれない 。その他、 お 上 聯絡の おて を 巧をから 完 をに 切 巧して 了つた とい ふ 
ことが、 化が 大戰 にがけ る 巧 逸 巧 民の 稱神力 やむ 理的巧 張力を 阻 巧せ しめる 起因と なつた のガ つた (ヘルマン. ン * テ I ゲマ 
ン 、「玲 巧た b 。 載单 にがで •お 上 聯絡の ま 配樓を おする ものは、 自己の 必 おによ つて 之を 叫 化し •をた 敵に 對 しでは 之を 
閒錫 排除す る 等の ことを 行 ふ。 乍 併、 が お椎の 意義は、 大載前 マ ー ハンの 勘 期め 巧 作 「柩上 巧 力の おを に あぽせ るが を」 
の 頭 巧に 錫 おし 述ぺて わるが かき 過蓝評 柄は 首肯し 雜 い。 な 諭、 芙酉ゃ 日本の かきな 阐 にと つては 制 海 巧の 繁 が、 載 岡 
にがいて、 径 力な おお 力に とつてを にを 命め の ものと なる であらう 。しかし •一巧 おが その 陸上が がの 巧大を なつて 海上 
蹄 戴 障 番を巧 ホ お得るなら I 肪 、巧蔚 にみ 联蓋 引す る ミが 曲來ゃ ミホ づ巧 上お餓 ミう しての 聖封 顏の完 
かが、 遂に 巧 逸を 化 化に 導いた のガ つた。 他方 まち ナポレオン ー世が 息 固した ところの •陸地への がさ 寬 をが によ 
つて 英阁制 お 巧の 巧ぶ から 回 おせんと する 計 おは、 をに 坐 おする に至ク た。 吾人は. 世 かか 風な 時に あつて 中欧 諸 巧の 巧 
乂 な'^ 侵が も ホ 養 制 海 巧のを 巧から 回を せを とのた & に、 本な 的に 條 5 ミれ てゐた 裏ち いを とが 出來る 
であらう 〇甚 しく 岛巧 せら ■れ たお 力を 伴つた、 を 大陸の 巧黑 おの 進展が、 巧 巧 それに よつてを 大巧め 巧 巧を 巧 上 斯烙巧 



普の おを の 代 化と おがす ことが お來 るか どうか、 といん ことは 正しく それに 巧つて 定 る。 制お椎 のが おなおが の 巧 おは 夕 
く か 弦を 迅速なら しむる には 足らないで あらう、 巧ち そのを 歴は 軍事め あおに よつてを 成されねば ならない ので ある。 ホ 
づ敵 巧の 占が が 巧手の 反提 力の 徹底的 巧 おに 導く もので をり、 更に 敵を して 滅 t に 降らしめ るので ある。 しかし この こと 
のためには 用兵の 統一 巧ち 陸诞空 巧の 共力が 必 巧で わる、 また 之に 隐 して •その あ點は 大陸 列 强のお 合は 陸 我を 巧に を 
り •島國 の 場合は 海 我を 巧の おに 超 かれる 〇を たお 上 兵力が、 街 発な 武器を 有せる 陸上 兵力に 掩 蓮せられ る ことは 至 おで 
<? らう 〇 世が 大 我に がける 載阔の 質を 上の お 末は、 ち國が 巧を に對 化して 巧來る 限りを くの 聯合 諸 巧を 巧 湿なら しむる こ 
とに 巧 巧し セと いふ 助に か、 つで ねる。 ホに、】 九 一八 年の 西部 軟 が 諸 菌のあ 利は 一部には 優れた お 巧 力に、 また 他方 挺 
れ たを 巧に をづ かると ころが 夕 いので ある。 制 お 植の意 裳は もとより 、陸が 境 巧を とうして 巧 互にな 合せる 巧熙闽 にと つ 
てよりも、 おによ つて かたれて わる 巧 載 巧に とつて よりを 大 である 〇 更に 陸軍闽 にと つても、 それが 海 塊を 巧ナる 限り、 
制 お谨を 制し 得る かを 巧が 常に 巧 おとなる であらう。 若しが 來戰 にがて 陸軍 載 おが 硬を せる 势 合には 、制 おがを 巧 巧 ホる 
ものの みが •お 上からの を 巧と か、 お 上での 迫提 、をる ひは をを 海路の 開設 等に よつて 自围陸 お 〇恐閒 力を 强 化し、 巧 故 
載を 巧 巧す る お 力を 備 へる ことになる であらう 〇其 なに、 制 お 巧の 確 巧は、 陸地 巧 ホに よつて おばれて ゐ るかき 义風阁 に 
とつても、 陸戰の 決を を 誘引す る 本質的が 件を 稱成 する もので をら う 〇 ( ヵス ナック 「巧 ホを」 巧 一を) 

^'■併制おおは， それの巧践が採然たる巧事的お幽に限をされてむたり、 お上風利なあち錯の極利巧用が巧巧されてゐる 
とすれ だ、 その 意義の 夕く はえれ て 了 ふでを らう。 斯る巧 利の 拒 巧を 目的と し 「お洋 の 自由」 とい ふ 巧を の もとにが 括 さ 
れる ところの 巧 力は、 あ 百年 來存 をし でを たので あるが ホ あは みられなかつた 〇 それで お棋 がを 在す る 限 りお 上强利 品の 
巧 巧を 用や极 田の お上贸 ぶの 遮 巧は、 お 巧を 行のを おなる 壓を 手段の 一つと して、 到を お 巧を 巧の 本 ぼから 切 離し 巧を い 

第一 一巧 巧 ホ ー八 一三 
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ので わる 〇お 上圾利 おむ 巧が の 否を を ま 持す る ものは、 彼が お戰に 際して それが 完成に を 大な 意を を 巧ず ると ころの、 巧 
迫 手段を 援用し やうと いふ 巧 本め 事 巧を 巧 速して わるので ある 〇お 上に 於け る 敵 曲 巧 巧 物の な收 又はが 凌は おりには の お 
軍が 制 海 極を 巧ず して おおを わたらう とするとき 、(ゴルべ ブト 「あ 軍 柏が にがる お养 上の 巧 則 J ) 敵 巧 海軍に 巧す る 巧 巧た る 
に 他なら ない、 么が戲 術 上の 池 巧 封鎖 や 風 略 上の 巧 化な 海路 封鎖の 手段と 巧 おする や 否やの 助は さして 問題では をい ので 
ある、 何故ならば 封鎖と 海上の 商業 巧を 巧とは 原則として 同一 物で あるから である 〇 まさに 令 日の 共通 せる 風を 巧に よれ 
ば、 巧 菩的戰 岡 力の 間の 爭 岡の みならず 民族 义は國 民が 互の 爭 岡が 取 おれて わるので ある 〇敵 困の 化 政 力 あ經巧 力を 菊め 
ると ころの ものは がべ てを 接 的な 制 おへの】 ホを なす、 また 海上に 利ホ閒 なを 有する 酉 おに おして 適用し 巧る ところの 効 
巧 的 手段は、 その 海上の 利害 閱 なを、 また それから 得られる 巧 得物を 巧手から 强 をして 了 ふこと である 0 故に 大海 軍 力は 
お 上に がける 共通な 又は お 的の が 巧 巧 物を を 化 又は 破玻 する ことによ つて、 敵の がが 及 お 巧 力を 自己の お 政 力 やお 巧 力の 
か乏に 逆用し それを U つて 長期に 化つて 載网 力を 强 化する ものである •とい ふな 上の ことによつて おがに をつての 海 巧の 
優 巧の お 持を 放が して 了 ふでを らう、 とちへ る ことは 餘り にもを にす ぎる であらう 〇更 にお 端に いへ ば、 み 駐を巧 化せん 
がた めに お 巧 的 お 迫が 唯一の 手段と して 適用され る やうな 坚合も おへられる 〇 ■ 

尙制お 博の なをは 巧に 巧逊 的な ものと しての み考 をすべき である。 を 海洋に 化つて 制 おがを 随巧 せん セめ には 化# のが 
ベての おおを 合しても 充分では ないで をら う。 それで 例へ ば あ 近の 戰 ひに をつても 、西な 巧 阐の制 おがは 巧 逸 巡が おによ 
つてを くは 盛に を かされで をり、 バルト おにを つては 巧 逸に よつ で、 マル マラ おに あつては トル n によつて 吏に をを に 巧 
爭 あおに いなる まで 制 おなが お 巧され たのであつた、 またを をには、 ず 巧は 巧を 巡が ちを 期が してを 狠泮 にかる 制 海 巧を 
占ち して ゐ ながら、 而も 特に 自 田が 巧の 中で お 水 巧と 紀 へず 岡 ひ 巧らねば ならない と云ム 々をな 化 態が おおした ので わ 



る 0 化み 大戰 にがけ るち 南の 制 お 巧は なに おの 表-面に がを してね たに 巧ぎ をかつた 。しかし •お 水 巧 及が 巧な にょる 水 
4-31 敕 がか 4 かかの 完成の ためには •御 お 巧と 同涂 のを 巧で 巧る ことが 不可能で をる とい ふ 巧 曲を 生ずる。 チは お 的に 優 
巧な 潜水 おを なつて さへ も、 お 上 到る おにが の 潰 水 おが 巧を ずるのを 巧ぐ ことは 巧來 をい 〇 なは 化を 巧の 巧 巧なる ものが 
一二み 元た る大 をに がて 完全に 支配 巧を 得、 なを 曲逐 する ものとは ちへ 巧い。 をれ で 今日 制あ樓 について 論ずるならば 巧 巧 
ひかへ めに 巧は ねばなら をい 〇 しれしながら なの 盾 船を あく 巧がず る じと にょつ で ホを 的 お 弦が 終結す るに 至らを かつた 
としても •また 同 おに その 時の おがが 巧 巧 的でなかつた としても 、おしを の 制 お 巧が 正を な 時と お 巧に あつてが 巧され 巧 
るを らば、 質を 上は それで 完ホ せる わけで をる 0 C の 息 ホでは、 制 お 巧は 凡べ での お上聯 がの みならず、 夫々 の 目め にを 
重 巧な あおを ま 配す る ことを 息 ホして わる 〇モれ ホに この お路 のま 配は 一巧 的に かわる ひは 局部 的に 限を され、 永 巧め か 
一時的 か 何れ かの もので あり 巧る が、 またがれには 完を 明白な ものである こと も あら ゥ〇 何故なら ぱ 巧手が をガ 何れ かに 
行動 能力の ある 巧 岡 力を 有して わる 閒 は、 をの 巧を はを お 上、 巧々 の 制 お權を 幾らかの 巧 曲に 化つて ホし 得る 化 態に わる 
わけ ガ からで ある。 お棋 ちに 巧 一二 示されて ゐ るかく、 か 何なる お 合に も 二を が 共々 に 完全に 制 お 巧を 所 巧 するとい ふこと 
はない のでを る。 巧ろ 正常なる 化 態とい ふのは ま醒 された る おでは なく ま おされざる おでを る 。二を の 巧® 巧は 制が 巧に 
ついての 巧 互のを ホを 巧し 合ん ものである 〇巧 ホの 巧 巧 さとても 吾人が 威 巧 力を 巧 用す る ことが 巧來 •若干の 辑 除か 補助 
巡が 度が ありさへ すれば •巧に 巧手が 制 お 樓をお 持 ずるのを 巧す こと も巧來 るので ある。 ± た 理論 上 結 おめ 制 お 巧なる も 
のがち へられを いとしても、 若し 吾が ホの お 上 蹄が や風爭 経過に とつて 決を 的ち おを あする 作駐 等を 敵が 阻 茜 せんとす る 
のを 巧 おする に 巧 巧し •巧の 巧 巧 上の 巧 上が 路や 作を 等の 巧 本 的を お 巧 巧 件を 不お ならしむ ると ころの 目め を 達ぶ するな 
らば、 その 時は 貨除上 制 お 巧を 贿巧サ る ものと して おず る C とが 出來 るで わらぅ C 

《二 篤 《 略 ル 五 
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それで 吾人は、 このち ホから 制 お 巧が どの 程 巧の 巧 西に 巧つ で ホ 天 的に を 在して わる か、 また モの制 海 巧が 永 巧 的に わ 
る ひは 一時的に どの 部み の駐 場に あつでを 華され ねばなら めれ、 または 放 巧され ねばなら ねか 等の ことがらを 常に 菊 巧す 
る必 巧が あらう 〇而 てまた、 巧 巧され 巧 時 的を 制 おが のぞ 西を なつで 足れり とせず ちお戰 にがけ るか 政を もつてみ を 的な 
而もみ 巧 的を 御 あ 巧 セら しむ ぺ きこと に、 ょり 强力 かかいの の 巧 力が 巧れ ねばならな いのでを 0 て、 化み 大巧に がける 巧 
巧の 態 おとは 相 通 する ものである 〇 また キカなる ものは 制 お 權が我 ホのを 巧に 對 してを 命 的 意義を 巧す る ものと すれば、 
ホめ て 局部のを お 定的刷 おがぐ らいは 占 おせん ものと 巧 力を 惜しまめ であらう。 

しかし 邮齡齡 の 程を について は、 ま 面卞ぺ きお 力の が ホが 決を 的な ものと なる のでは 巧 じて ない、 をく は 之が ために、 
法 用すべき 巧 岡 力を そこから 引き おず 地 a め狀 化が 伴つて をり、 を 巧 诲路や 通商 路 のが お並ぴ にがお 助に 對 ずる お 上がが 
の 遇 化が 制 お 巧の 巧 施 可能 力に とつて 少なからず 重を おとなり おどかを 的を 集を 有する ものたり 巧る ので ある。 このが で 
サ巧 大風に あつては ち 困は 巧 あに 對 しか 蟹 上 まさに 比が なき 位置を 占めて わたので をる。 大西洋^ がける 英田制 お 巧に 巧 
する 決 政は、 何等 大 がの 巧 巧を 有 ホず 而も 常時の 棋阔 力が 僅少を 巧 巧 半 巧に わつた ところの 巧 巧に とつては フブン ス西お 
岸の 盤 巧 あたりから 巧 やく 巧來 たぐら いのもの でを らう •また 巧が 巧を の お 上な 巧 遇 化の 改修 もが やく フブ ンス 領地に あ 
つてみ を 的 勝利を 克ち 巧る ことが 巧來 たにず ぎなかつた Q C ホる。 夕 併お^ 巧 おのを 善なる 思 位を 回る 風 岡は 巧に やか 的 
な もので あらう。 巧點 なくして 制 海 おはな く、 お 軍政ぶな くして 據抵 はを 在 しないの である 〇 1 围ぶ にして その 製を エ柔 
巧を おを 通じて お 上からの を 出入に 依を 甘る ものは、 欲する となせ ざると に拘 はらず 化 巧 的を 巧を とる ことを 餘儀 なくさ 
れる (々*1 ゲ ネル 署 「肚巧 大度に がる か 上 《 巧」。 あぶの 大巧み は 数 世紀 來 このを ホの がが たる お 巧な 巧を とつて わるに 
ルなら ない， また 他の なお 巧ち •巧 ど 唯一の 巧 かたる 巧进を 除けば 紐べ てこの 方法を 投 襲して ねる 〇而て 一 苗 家の r 制 お 



が」 はを のな 治的鬟 的の お 上 利害 關 係を 評 傾すべき 程 巧 •畫れ 等の 保讓 のために 巧ち 得る お 力 等の ことに か、 つて 
ねる 0 * 、 

それは 吾人が 陸 巧 遂行の 巧 念から 化 杏 するならば 極めて 瞭が たる ものが あらう、 即ち かづを こに 制 お椎赞 施の 計 かを を 
ては める と、 その 制 海 巧は 他の 種の 計を をとう して 湛 巧され 巧證 されて わるので をる 〇お しこの ことが 夕 がする ものと ナ 
れ ば、 お戰 用兵は ま耍 課題の 解み 即ち 敵艦隊の 殘 がに 戍 みした る 巧に 始めて 共 他の 使命に 向けら るべき もので あらう 〇し 
かし、 海 戰の性 採と して 又戰裝 としての 海洋の 特獲 として、 制 おおの 執行は 同時に それを 占が するとい ふことの、 程 巧の 
大ル によつて おる 戰 巧を なつて を へられる もので をる。 兩 をの 作戟煤 式は その 意树及 提出 お 件に ついて 巧 互にを くが おつ 
て ゐる〇 吾人は 链ホ 性を その 兩 をの 何れに をぐ かは、 おが 上、 軍 巧 上、 を ホ •お 巧 及逍德 上の 諸 助からなる その 載を のを 
的 性 巧に 應 じて それにを るの 戰单を 考察 f る ことに 化つて ゐる〇 巧々 は 制海樓 を、 直接に 敵 粧隊に 向つて ではなく 相手の 
利窜魄巧あるが齡い於狐^むといふゃうな種々な：^:齡によつでが她する0 從がはか何なるお戰にをク でもそのか戰が直巧 
制お植 のた めの 載樹 にお 巧なる ものと して、 より 巧い 範 曲に 化つて ゐ た。 制 おが ぜ 施に とつての 辣 趣は 敵の 校 入の 阻 苦， 
海上 お 送 おの 巧进 乃至 阻を、 特に 自困 通商の 擁茜及 敵 通 巧の 迫害 等の 抵 にめ る〇之 からして、 作戰あ 巧に あつては 梅 上 蹄 
絡の 攻巧 並びに 「巡洋 を 邸を」 による をれ の 防 祭が 第一と をる 0 

ホづ掛が56&^'窒ミは8誇は强力な遼空作を幫卞ろ 邸ちわらゅる蓋で敵《通商を霉」敵《襲的巧 
舅に 院 f 5 &た含 S を 全 海洋 為。 巽 的§ 至」 蔓 5 わ ミホ ざ S 洋店擊 S 行 S 化つ ては 货 

ぶ お 疑とは 反 封に 制 海 巧 それ 自® が 結 お 的が 件と なる わけでは ない 〇 ホに お洋任 我爭 にがては ホ カな ものが 決戰 する ため 
に、 時に よつて 單 巧の 晒 爭 手段を 进んガ としで も 巧 < には あたらない 〇 をた 巡洋巧 哦爭 はぜを に强 力な ま 持が のられる お 
ぞ 一な 《 ♦ 一八 ホ 
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合は 長期に わたつて 巧 行す る C とが 化來 るので ある。 之に 反して 歴巧 上には • C の 後 化ての お 巧を 認就 せず 時には お 力を 
る お 除の 規制を なせに するな どの お 洋巧戰 の 基本的 缺陷が 巧 一二 おおへ されて ねる。 巧 ふした 巧 由に よつて フブン K では 
ザ eg 巧 C 01。 の 名の もとにが 粹 の巡洋 お戰爭 論が 普及し、 一度なら ず お 船を 免れて をた ので ある。 おが お戰 みは 夕 くの 巧 
合 第二 装 的 か 巧と して 班れ る、 巧ち 第一を め攻 巧が がを される と 同時に 初めてを のを 在が 巧になる ので ある。 相手の 巧 通 
疏 絡を 按章 するとい ふこと と 担 おの 戰 岡を 賭すと いふ こととの 間には、 を 後め み戰 のた め 巧ら れ 得ない と C ろの 永ん 的 巧 
互 作用が を在卞 る。 勿論 英佛載 爭な來 お濟閱 なの 避俾 と共に 巡が お 戰爭の 載が 上の 意 溝 も ホ 巧 化した ことは 見逃し 巧を い 
であらう 〇を 日では おど おての 國 々が、 その 化み 的 經巧瞄 がの ためにな 前よりも をに 巧ぶ 職に が窗 され やすく なつて ゐる〇 
それが ホめ 巡洋艦 我爭の 我が 上の お義 はを しく 增 大して わる。 しかし また 他方に 近代の 交通 閒な及 述倍制 巧の 强 おが 巡洋 
ち戰爭 のを 巧を 极本 的に 困 巧なら しめて わる 〇 おち 艦 やを お拽 船は 帆船 等とは おつて 一を のが 化に 從 つてが 巧して わる Q 
であつて 、巧べ て 通 おはみ をに 集を されて をり 有効に 保護され 巧る やうに なつて わる 〇 通信を 巧の 巧 巧なる 西 おの 結 お， 
通 巧巡洋 g ( 田 andcls - Kreuso の 巧 勘 お 齒が巧 ゆて 迅速に 明かされ それに よつて 直ちに 巧 あぶたなる ことが でを るので 
をる。 しかしを も 本な 的な 困が はお 洋 足は 作柔が おや 巧賊 から 瞄れ ては を 在し 得ない C とで ある。 巧が 部た とうしで をち 
に 困 巧を 巧かざる 程 巧の 巧 推に 巧備 地が ある ことは 巧 どを ゥ 巧ない 〇巧ム したが 件から 凡ての 巡 洋巧战 ホに とつて 二つの 
巧つた 形態が 生ずる、 巧ち 敵 巧 通商の 中必 をみ# ずる、 巧に 化發 おや 目的地に めて 巧 巧ず る わ あるいは、 自罔 及な W の 巧 
巧 巧から 遠く 巧れ たお 洋の 中に なの 巧ぶ 船を 媒巧 する。 第】 の お まの 方が より 大きい 期待を 示して をり をた 時に 夕 くの 巧 
田 力と 胃 おとが 必巧 である C とは 明白で をる 0 己 かしこの 目 險もお 洋« の 巧 一一の おまた 適用 する 時は 甚 しくが がされる 0 
而もが 洋 のた で 中に めける お洋 巧に とつては み 巧 目 巧を 設 める ことは あガ がれな ものと なる 〇從 つてが 巧を の 併から ナれ 



ば、 巧 撃のを 巧のを もを いところ は ホ 巧 祭 もを もを みで をる といん を 則が 生ずる 。もとよ ゥ巧大 された お 上 巧 商 ホの 巧で 
は 巧 事を であるが、 をた その 巧 類は 中む 巧に とつては をく. の お 合お洋 ちを 西 面する C とのみ でも ホ 化し 巧る とい ふこと に 
がつ でを みを らし わられで もゐ るので あり、 そこでは 巧 の 力に 巧 じ 巧 巧に てらして、 裝 甲巡 洋ち 巧网ち あるひは ート 

霞を がを な 0 W 載 舅 S をな 為 ミで をろ 意 反」 5 大 なお 嘉厚 ミて a 商援 自ら そ S 命忆 圧さ I 

るか、 をる ひは より 强 力な 反 « をな す 代りに 夫 等を 軍 巧の 巧 巧 的 お 巧 下に ある 獻於於 (誰 送 解 巧き ミミ 

の 中に とりまと 

めて ゆ くにすぎ をい。 斯く のかく 謎を おを 結成す る ことは、 おし 巧 ホを がその 商船の ち 接な 巧 謎に あたり、 同時に か擊ザ 
の お 巧 出ち をを 一一 養 C ろの おがを もを し 得る ときには 、明らかに 巧 巧を の 輿 中に おして、 時には 旧 化を 阻まされる かも 
なれめ ところの な 巧と も 言 ふこと がで きる であらう 〇し かし、 巧 巧 ザが 巡洋 g におす る 思 岡 力を 强 化すれ ぱ卞る 程 防 巧者 
は 之を 巧 祭す るで あらう から、 結 おお 洋巧戰 争を 通じて あ 的に 卑力 をる ものが それを 免れん とすれば， 早を よ ’おおの®— 
が 生ずる をで ある 。また 現在の 酱の非 巧に 喔 快な こと や 迅速を 通信 聯路 巧の ホを 難 震に がける この おお 巧の 時 
期は 過去に がける よりもを に 早く 到 來卞る ものと ぶ はれる。 

巡洋艦 弦爭 S 義は それ 化忆 なお S 巧を 忆 よ？ 巧に 5 る お巧冀 ホ Q み する も？ なく、 巧ろ f はか 4 す 
ると いふが なのであつて、 モれ がた めに 巡洋度 巧は 通商 保護に 必 巧な 武力を 我坚 から 切 離して ゐる〇 若し この お洋お 風が 
巧 巧 的に 完 をに 行 はれたなら ぱ巧ム したを 制は 直接 ま 巧 お 巧へ 打 « を舆 へる C とが 出來 るので ある 〇 それで がんした 巧 合 
には おりに 決 巧 せんこと をみ 望 するとしても •巡洋 巧は より 强 力な 度闲力 相互の 風 岡に おする ので あらう 〇ホ C お 洋« 巧 

爭と霞 Q 計 fsK 充分な 望 淫寡李 S 含 G み、 ホ づ巧一 某 源 農 f 繁 a U とを 希み受 G である。 
それで お洋巧 巧 争は 器を 合理的を きあつて、 奏 のを 出を 大いに 巧藍 する ことが 窠 るので— 0 4 ホ 巧ち お 巧 

夕 一巧 《略 
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雜 巧を に充 をされ るべき 手段の 捂单 は、 駐爭を 巧の 巧手 やその 巧 民の 巧 時の 生活が 何の 巧 程に あか 諸 困の お 入に 依が ホる 
ものた また この 領 巧に あつて お 巧 g が 自己の 联巧お 力を U 0 て ホし 巧る と考 へられる ところの その 程度に よ 0 てを わ b 
れる〇 

この 閲 巧から •巡洋 « 我 爭の特 巧と して、 特にな 巧のを 度を とげた 通商が おの 補助 手段が •その 昭を のために 利用され 
得る こと t ま强 ずる ことが 化來 る。 この ことは 補給* 理 についての みそのを 大意を をち する のでは ない、 巧ろ を 巧の 巡洋 
« 棋爭 遂行に ついて 適を な 巧 おを 補助 巡洋 おに 運用ず ると いふ ことが ホみ 誌され るので ある。 また】 おに 巧 おの お 上が 乂 
力ち 極めて 大 なること ちその 活か 半 おにが て 幾夕の 制限を をけ てゐ ると ころの 巧 巧に 比して 特にな 巧 的な のでを る 0 
それは 時に よりおち 的に モの 使用 目的を 巧裝 する こと も 可能で をる 〇モれ で 巧 程 快速では をる が おの 特異な ものよりも、 
大 いさの 中な ぐらいで なぶ fc ちす る 平凡な 商 化の 方が をに その 目的に 叶つて わる。 尙そ のか 巧は 大 お 大を 化の ぶを 化へ て 
ゐるものがよいのである。 巧巧お详«の巧お巧は防巧目的に巧へた商艦がそれにあたる0 じぅした武裝のやり方は^^が 
巧に 大抵が に 始めて ねた もので をる 0 

しかして、 補助 巡洋 « やを 裝巧 おのが 用は を 通の お戰 にがて、 斩 しい 鹿 用と ち へられで ゐ セので あるが、 巧 水 巧を 利用 
した 巡 洋« 取爭巧 巧を 水 巧 通商を g 風爭 にがけ る おおが 認められ てきた 0 

巧に 巧 •潜水ち は强 力なが の お 巧た 苦 もな く 巧が し •また その 必巧が 巧の なかさ や 巧 咸的お 上 耐久力の ため、 巧に また 
宙 巧なる なの 反擊 におして 適時 お 水して それを 免れる 等の 性 おを ちす るた めに、 敵の 致命め 通な 巧に 巧 巧し 長期 W 補給 卞 
る こと も 巧 K を ホむ る こ ともおらず、 その ま、 其 度に 巧つて なやを 止 商品を 进ぶ 中な 巧の おを 差 巧、 檢査 し、 がには 撃 化 
するとい ふやぅ に 「制が 巧」 の 一言を なつて なす 巧ての 巧 S におして、 水上 艦よりも をに ち 巧なる こと t 示して ゐる〇 か 



論 お 水营叛 ss 的藉 G もとで 篆上管 。もを s? 化態忆 をる Q でを るが •巧？ れ Q 蕃 s をみ いお 水 巧 

力を 抱 弾の 的中な どの 危沒 にさら 卞 やぅな ことは 避けなくて はなら をい 〇 また 少なを 乗組 具で では 巡洋巧 •補助 お洋 たの 
くに 差 巧へ を 艦舶を 乘お貫 と 寒 捕虜と し 味方 Q 港まで 伴つ てく ると いを とも 賽 ではを いお 厦 をる。 港 水ち の 時 
せは 通商 攻蓋爭 長いて それ Q 行 助 S 巧な 方 蒙 塞で をる ためち 围霞忆 も それ g おわは いま ボ みられな いので 
をる 〇今日 も尙ち 国は こ S 水ち について、 通商 攻巧截 を 行の 围 雲上の 安が を 否を する ことに おかに なつで ゐミお 

しそれ が藉 C をら 5 とも、 通 養襄 憂た 了 繁涅を 利用ず る 一」 を 塞 農 じ 軍 養な 姪 誇な を 制を 期待す る 
副 ホ 的擊 計を 5 いて ミを 水 担は 俄襄 を薑 お湯つ た S ぁろ ま セ 襲を 利用 至 C と亿 よ？、 襄菱 
に巧爭 S 其 他 S 問題を 季 とい ムお是 なつた Q でを ミつ まりは •潜水 起 Q 防裝忆 をつ ては 大砲を 備 へた 商船の おど 
一が 的を 武裝を ぉ來し 2 ミ 繁皆 4 か辭教 gifa ' len も 霞、 齊 器、 か繫 がいいが い： 一巧は、 ミの 
ホ 巧に 養 廿る武 裝乃裏 器 《作用 忆 よつ 了、 雪 水雷の 作用 忆よ つて 巧 祭 寡つ てを たので をる •。お 岸 や 特忆裝 傭され 
た紀 おから S 取 祐設は ホを 忆巧 糞と なぇ 巧 十 萬 - Q 水宙忆 よつ て 大海から 襄 £ る 重で S 銷は •水 革 Q か 設巧域 
を蛋 SS 大したの でを つち S おや 其 他 お ま 勇に よつ てち 接 お 水 艦の 攻 巧に 備へ旦 お 度され たと ころの、 知^ 
に 巧 裹が路 をな 括 する S 、 巧 水 巧の 攻 巧に おする を もち 望 手段と して 認められて ねる。 それで* 器 時代から のを 
い 通 巧 巧ち まごつに 忍 季るミ ザ 即ち！^ か 邸の 豊夕 近代 お 載 S 器に 雙る曼 手 度で をる ミが 巧に なつた 
わけで ぁつた。 C ? と それ G 是 S み 陷忆も 巧ら 卞雪 時間 的 巧 失？ 巧ら で 蒙巧£ 十る 我 田 sf お？ 
して誌め^^れたのてをろ 五五^}0のお B . 夕 づ^} 3 ミもを。をさ旨 モへ百巧は巧水巧巧爭によつて巧夕したち 一 巧 
學の大 柏が をれ S 商 緩 佣 S たを かくされ 了 わた 5 をる。 まわ 英田 お乏 みで も そ g 瓷忆用 ひられた 囊は王 

»-» 0 0 こ， 



ナナスん 巧 巧を 一 さ 
萬 五 千 巧に まして わる。 乍 併 この 有力を お 水* 戰爭の 効果に ついては、 そのが に ホ づ巧水 巧の 巧 力並ぴ にお 水 巧 巧が を 巧 
おならし めた 强 力な 二度 除のを 在し で わた ことを 見を しては をらない 〇 しか しお 水 艦 通 巧 攻« 巧 ホに よつ て、 二十世紀の 
を 巧に よる 巡洋 巧践爭 巧が、 あるち かな 现巧 にを 面する であらぅ、 とい ふが 待は 巧 巧では なかつ セ。 巧 巧 上の おは、 か 巧 
なるお 合に も お 水 巧が 水上 おの お 力を かりず して、 於！^ 心 お 進した のでは、 制が 巧を 克 ちちへ く おど 無能で ある ことが 立 
をされ たがで ある 〇潜 水巧ボ けでは 最も 蛮 おを お上税 がの まを を お 强し将 ない のでを つて、 それの ま 配が t 化から ホ おす 
る ことは 尙巧 不可 巧で をる。 このを 水 巧は、 お 水 巧 巧 街 作® 乃至 疆巧 おに おする 獨を 水上 おお 力の が 進を 阻 酱サる このを 
を 的 結み について は その 巧 おの 巧 巧 さに を ふところ がわつ た。 それゆえに •化に おし 水上 制 海 巧の 占な を间 時に ホ ひ 巧る 
巧 合に のみ 吾人は 水中の 通商み 擊載爭 を 決ち 的を 態にまで 誘 海し 巧る ので ある 〇 巧ち おの 水面 上を まお卞 ると いふ C と 
ち お 水ち にあして 最もを 巧な お 上が おの 支配 t も 巧 持す る じと になる わけで をら ぅ。 巧ら 用 ひられで わる 新しい 巧 R 手 
ほな、 制 お 巧を おお 卞る ものでは をい 〇 十字軍 戰爭 についての 過 まの お訓 はこの 巧 ホ お まに とつても 依な として そのみ 巧 
をち してね る〇巧 水た が 水上 思 脚ち 巧の 代りを 勒め るが かきは】 巧たり とも あり 巧ない、 た r 共同の 作に よつて 始めて そ 
のかを 的 巧 巧を 收 める ことが 巧來 るので わる 〇战 爭遂 巧に をた つて、 一つは 水上、 一つは 水中、 といん かを 二つの 種 巧は 
をせ しを い。 が 括 的 取 争を 巧に がける 正を な規 がの もとに 二つの 駐爭 形式が 共 おされねば をらない ので ある 〇 この 租の棋 
爭の 中立 巧に 巧 卞る不 をな が •は、 この 巧 合 考察の 巧 かに ある ものと して 算 巧され ない。 巧に 目を 货 ずる & らば、 お 乂« 
は 巧 ホには ザ行 化來 をかつた 作 巧を も 可能なら しめて わるが、 また それは をを たついて 巧 巧を を* 巧大 し、 戰が 上の 共 巧 
巧 作 やが さ 的 適用 手段の 可 お 性を 增 大してね る 〇巧水 巧は 卑 力なる ものの 有力な 巧 巧で あり、 まに キカなる ものには 巧に 
否 巧され てきた 巧 撃の 可 おせを 與 へて わる 〇巧 おのみ 擊 よりも、^ おみ かか 巧 地のを 碧は をに 棟 神 的 にれ し 難を 及 引力 t 



巧へ てを ち かし 吾な 5 s をが 岸義爭 として g みちへ、 而も そ g 妾擊 g 巧 f 作晉 f が ぞも问 為 

ではない とを も そ Q 括爭 Qjgf ぶを 作 棋 巨 汚と 混同」 了 了つ て &5Q でを &。 をれ で 愛吉、 養 上陸® 問題が 惡 
してわない U とも 明 巧と なる わけで をる、 即ち 本 巧 se 夏 忆 並んで 案 化 季る忆 至らざる な援 g 棋路玄 意 まを 
過少 評巧ナ ると 玄 •十字軍 擊忆 がける と 同 巧な み陷 をが 返して ミ C と忆 ょる Q で &る 。同じ 誤れる 具累ら ’ 5 
たた お 霞 巧の ために あて おた 舅 やお 雲を のな 大 にして 畫な 設窠、 5 據に めける 海岸線の 防 ホに ついて 大巧 
霞を 賴 みとす る JJ との 化り として 進 量 しめられ てきた Q であつ ち こ S 拿から 現を に 至る まで、 薑のお 岸が の 
保 蓮の た？ 同廷幫 お？ 巧 おと .J た受る 計* 忆 とつて おおしが 良 か喬基 力と な ミを セ？ ある。 しかし 
て そ S 舅か霎 を 託し 毛れ を 容ぶ ならし； e てゐ る？ を •それ a 防 巧な Q おも霎 臺 まを なして ミ。 か 論 特にな 
が 不均巧 笑 さな 冒險を 侵さん とし 25 時には 浸と 5 へど も囊養 芝 凡 ゆ S 計 f 馨至 ミが 曲蔓 いので 
ある。 巧 §巧6 直接的 察 Q たを は iQ る規案 不可 警 あ。 •霞忆 ょる 間 養 保護 も それ 襄證 し？ いので ある 
ち 而も 吾人は そ Q 露を 畐 S 苗 弦を をて なかつ た & らち 更？ S 萬堇大 '磬 から 巧ゥ 管れ て了ム であ 
らぅ こか」 霞 5 ろを 動 質 到る 處 5 遣」 得る と C ろ s 巧 養 養 有利な して •寞な 巧 用を なつて な 
される を 接 的 海岸 藝§逛 動 性が 藉 な* 不利益 忆駕 して ゐ るかと いんがは 2 おぶされ ねばならで あらぅ。 

制 お 巧 施 巧 S 巧 化に して 重を な ホを は 陸 巧 及 お 軍の 巧 巧 的か战 にある 0 れは 、後方 連なで 多くは 逊 をに 梢み 時には 

璧に 苦お證 S 雾 法を 巧れ て、 白 S 肇 8S S た忘壽 ミ極宅8的な怯筆？お霞力を利孚 

る ことを 可能 度ら し ミを ぇ 豆* た敵忆 とつて をく 巧 期し 得卞被 巧し 巧い 手段を U つて 島 陸 芝 行 おを 怖らく 無限の 
奮にまで 契す る U とを 可 おならしめ てゐ る？ ある。 しかしみ 忆 また CQ 有 R 的 作戰蓋 要な 養 力 至は お 岸 供を 占 

さ 云 R « 



ナナスの なかを 一み 四 
巧せ しめ、 牽制を 巧 効なら しめ、 自闽巧 止から 巧れ セ特 巧な 戰裝 との 連絡を ぞ定 にし、 をを にはな ま 力の 巧からの 包 西を 
巧は しめてね るので をる。 勿論 •部 おを をに 用 ふべき 海路を なが 支配して わると きには、 巧る 計 金の 巧 巧は 不可能で ある 0 
しかし 之に 反して、 敵の 制 お 權が該 {田の 作 戰巧苗 巧に あつて 巧し いおが あると すれば、 まを 少く とも 計 晝な 巧の ために 巧 
部 的に しろ それが 手中に 收わ 巧る ものである とれば、 巧に だ 巧 的 作 我を 適用ず る こと も 可能で をる 〇 こぅした 作駐 から お 
巧し 巧な の拽 動の 自由を 倍加せ ると ころの 戰略 上の 巧 力は おめ てまし く、 旣に 巧る 「水陸 巧 巧の® 罔 力」 のな 在は を 的 巧 
爭を 巧に とつて 重. をな 意義を なして ゐる 。もとより， こぅして お 送を 巧 巧 するとい ム のは 拒 除に おし、 本 巧 的には お蔑陕 
の 安を をき するな 上に を おな 課題と なつて わる。 何故ならば この場合 ちがは なお 中の 货送船 お 課を W つて その 茜 巧を がれ 
るので はなく •更にを の 目的た る 防がを 築いた 海岸線に 到達し •ななの ぷ 送を 開始し 且 また 抑 給の ことが ちな されねば 
をらない ので あつて、 そのを おはを* 巧大卞 る〇夕 くは を 計を と共によ りお 力を なの 行動を 巧を しを ければ なしない 〇そ 
れ によつて 檢お 船のを をな 強 伴 巧 誰 や ホ 巧 せる & あ齡の 直接的な 巧が 上の 授 巧に 脚す る お 力が 充分な のでは ない、 ずろ 巧 
略 上には 化の 凡ゆる 翰を 部が から おれで 放 ま 力の ホ 堤に 偏へ た 自ピ化 護を なす ベを 特別な 巧 謎ち がが 必を である。 この 巧 
強 おおは 常に、 包苗攻 塔を なす 陸軍と 同 採な 態 巧を とる ことが 出來 なくて はならない 〇 それは お々、 敵の ま 力 お 巧の お 巧 
を 阻害す るた めに 彼等を 醒 なく お潰して 了 ふこと が 自己の 計を を 極めて 巧 巧 的に 守る ことになる ことがある 〇 1 般 にはが 
ふした 瞎 送を 行 ふのは 今日では 困雅 である。 巧ち 今日では 巧 招のを 力が 元 來お送 船より 窩 巧なる が セめ に 化 船 時代に 比 
して この 巧 送に おする 巧题の 方が をぶ になつて ゐ るので ある。 なをは 又 今日では 海戰 やを 中 巧の 巧 狂の 巧 おによ つて 巧 船 
よりもは るかに 辟 害を をけ ぶい。 巧が 肚帆卞 る ことは 大船の が備が あるた めに 巧々 困 巧で あるが、 又 近け の 偵を 方法の 巧 
展 のために お 送 おおの 出が やその 目的が 昔日に 比して、 巧め てを ぶに 見 巧め られ てし まふので をる。 か 何なる 巧 合に も お 



巧 的 作 哉なる も s は •例へ な忆 がて 劣巧忆 & る敵忆 ち？ ぉる としても、 一畜 ごか 强力 でない とい ムタぇ かおを 予 
して わる 。計を は 大きれ けば 大きい 程’ それにょ つて、 みく とも 巧手からの 危 おを 免れる ために 制 お 梅は 攻 の 占む る 
巧で をくて はならない。 故忆そ Q を 任は 統帥 S 妾忆 をる 司を 官 Q 下 忆存」 •蛋 緊陸忆 をる わ海忆 をる か § つて、 陸 

上司 令を かお 上司 令を Q もと §言 。も」 それ S する 護 Q 行 糞. nn 阐望 か、 窒阐乃 壽晋 S 地で わると を、 
曼巧閑 海軍 为 £ 塞な 封頌 力至寞 を 制 護 Q 雲 Q た & Q そ Q 他 Q S ? 塞」 て SS がち 早蠢皇 ぇな 

い 場合は、 その お 送は 有 货的か 截の巧 巧を えつて ゐ る〇而 して その 裝合部 除の お 送の 下には、 掩護が の 中立 的を 巧な かの 
ものは 何等 問題とは ならない 0 

制海槽 Q 碧は 常 S& 作られた 手段 K 應 じて、 そ Q 韋 が径笔 -K をい か 乃至 違少 でを、 一 誇 か 乃至は 局部 的 
であぇ 有限 的で をる かお 晦で るるた 累义間 選 Q を的釋 かが 前 化されて ゐる 。巧ち それは 一が にょ 0 强 さる も 
3 にお せられて ゐる 。男なる も Q は • 大抵は 强 力を S して そ Q 制 SS 装皂 S して 网 ひを いどむ C とで 滿化 

しな けれ 寡ら な 苦 わ 6 ミな— ム占囊 a 靈葵戰 s < c とは 裴 放？ 襄 るみ 雪 仕？ 

のを 馨卞る ミが 出來 るで をら 〇」、 をる SS 部分で 琴 震 や華髮 於て 白闽 S 利な 決？ 巧 ふが にお 力を 
おおの 重 おを 巧け るのを 免れる ために’ みく とも そのみ 戟を邊 巧せ しめる ことが 出來 るで あらう。 

巧ん した 「上海 靈上 Q 巧 望な* も Q が、 まさに 大巧 備闽に 載し y、 その 舅を お？ ぶしく 困 巧な が® 陷 らお 
る こと グ出來 るので ある。 しかしを も强 力を お 巧を 巧す る ものに とつて そへ も、 それが 聯合 巧との 風 岡で ある 巧 合 やまた 
を®^ 忆 化つ て 便 な 舅を 充备」 得ない 巧 合 一；j は、 巧，.^」 た 手段を とる u とを お 化な くされる 《でを &。 C Q 巧 合、 化は 
み < とも ある 一巧 分で ぉお 巧を 进巧卞 るた めに その 巧 巧に 侄 巧を おらう と 化め るで あらう が、 同時に 共 化の 個 巧では この 
巧 一巧 巧々 - ; 丘 



ナナ 义の巧 か 論 一丸 巧 
'手段に よつて 自田防 街を 巧みに 保持 卞ぺく •且つ またな 巧 制 お 巧の す 巧を 的ム ためにを くの 兵力を 巧して fc くやう にず る 
であらう 0 むかる がが とい ふのは、 ホ カを るち 除が 自らな 巧が に 引上げて あ 上を 放に ゆだねで 了 ふこと を言ム のでは 
をい、 巧ち 寒 渡が 有利に 巧 凹 ホる ときの ために 抵因单 俯を なず ぺ〜 風が 上を る ひは 駐巧 上の 規準に 裳づ いてみ 巧た 回を 
ナ ると いふ その C とを 言 ふので をる。 而 てまた 巧 装に わつても 結えず 巧に 危 おを 巧せ しわて わるた めに 寸時の おが を も 巧 
手に 巧へ ては をら をい のでを つて、 旧 來れぱ 巧手の 重 巧な 巧が おへ も 接近す る やうに む 巧るべき であらう。 せに 化は 巧 巧 
から 更にち 力な 攻 巧に 移り 巧る こと 示さなくて はならない 、さもなければ なは をに その キカ 巧 おを お既 して 巧自の 行の 
にを る ことにを るか も 知れない ので ある。 この 弦爭お まには 昔からの r 現在 お换 (Fleet す bd ミ)」 のをが をを する 0 巧ち 
その 諸 計 塞を をな する にあたつて •完 をな 制 お 巧の 巧ち を 巧と しで わる 巧の、 なに おいて おれた るな におして •み 風に よ 
つての 制 お 巧の 巧 得たち 理 し、 しかも 逆 巧を 访 ける 巧に よつ でな に 巧 香を あ セへ る わら ゆるな をを 捉 へる といん、 か、 る 
巧 探が それで ある。 か、 る 毋爭を 行の 眼 巧は 巧め で 明白で ある。 恐爭が いづれ かに お 巧を 典へ る おなくして、 制 お 權の巧 
巧が】 つの 前 描が 件で をる とすれば •か、 る 目 括は 巧 じて 巧が 上の 防 街に よつて おられる ものでは ない。 「現在！ 14^」 の お 
まに よる 風爭を 巧の あらゆる 可 お 性の もとには、 即ち 弱を におして 括め て 魅 巧 的で ある おの 可 お 性に 巧いて は、 巧に 吾人 
が この お 我の 方法を か 巧に 施行し 巧る かの おがち をされ わ ばなら め。 かう した 巧みを 行は それによ つで 巧に 巧して ホ巧卞 
るを 巧げ るぺを 時間 的に ち 利で あると いふ 巧みを 持つ に過ぎない。 しかし 自 田の 巧 爭 遂行に ついて、 時 巧め 有利 さを 巧 立 
たせ やうと 考 へない 巧 合、 まひは 又、 巧除戰 によるな かの 何を かの ある 則を 方を によつて、 を おを か® がを 巧 巧來る こと 
た 希望して わない 巧 合は、 夕< 巧め て迅 をな 方法に よつ で 西 M に 巧 < ことの ホが をいで あらう ゥ 
ル 技の 巧 計 畫はモ の 巧が 上の 劝 ぶ について、 をを の 巧みを 逊る巧 M する ことがあつて はならない。 巧に 巧な して 來 たお 



巧の お訓 s 」 v >、 決 養 勝利 s 衰小 思を 通じて •男な 5 海軍 力 Q 下で いつち ちて？ w れ s 。 而も cs をを 
巧め 窗 巧が 巧し い武 巧た つくり 上げ、 それが 大型 弦闽 おに よるとき には 海上に 巧 巧を ぞナる 巧の 拔 をが たかつた 巧 勢 さを 
巧 やく 克服した かの かくであつた ので わる 〇 それで 现 おでは、 巧 築 就中 か 斬が あり、 これが 比較的小 さな 特 巧が によつて 
な々を手段を巧巧しつ 、放巧近くに述ぱれるのであるが、 自己の巧巧ゃ胃おを巧可く化少にと5^めつ 、お力上の巧渡をを 
をに 巧お廿 しめる とい ふ 期待が 巧 巧され たわけで ある。 か龄戰 ( Mi . lskr を) やか か龄 についても ホ、 それが 强 力な 岳 上 
兵力の 諸 計* とを 接閒 巧が 巧れ てゐる 時に のみ 戰が 的な 藻を 巧す る ものであると いふ 一般的 巧 則が 夕當 する 〇お绽 み 巧と 
しての 域 巧の お 萬に ついては 尙 他の 個所で ち络 する じと にしゃう 0 
巧 巧 巧と 共に 化み 大截 では お 水ち な g が あつた、 人々 は それによ つて 巧 逆 側に 局部 的 戚捷を 期待し、 更に お* にせめ 强 
力 さに がて 倭 越せる 巧 田 巧が におして 兵力の 均衡を がた うと ホん ダので あつた 。お 水 巧を なつで 新しい 水を 搭載 船に をて 
たので あつたが、 それまでの 水吿 巧と 同 巧に その 潜水 腔に おして、 それを 敵が 未ガ その お；}^ を窗 なし 得ない やうな 巧 計 
手段を りと して おに 大きな 期待 t かけて ゐ た。 を 艦 巧 巧に がける 潜水 おの 攻 g 成 巧は 戍程 この C とを 保證 する かの かく 思 
れ た、 しかし 水上 巧の 風 巧が この 巧し い 危險の 致 お 巧を 巧 巧し 始る と共に ホ 巧に モの巧 巧が 少く なつて いつたと いふの も、 
その 巧 因は 囊 fs ふ囊 QSQ 中忆 ホる Qe を ミ。 之れ はま セ、 お 水 袋が ニヶ 年 Q 擊鬟 SS 裏 巧戰に 
利用され る やうに をり、 をには 殆ど それにの み 用 ひられる やうに なつ セ ことの 巧 因で も あつた 〇 吾人が 做 かもに ついて 夕 
田 艦 塚との みか 均衡のを お セる ことを 期待し でゐ たとい ふ 姑では、 この 新しい® 岡 手段の 徒な 過を 許 巧に 巧 中し で わた わ 
けであつた 〇弦爭 の 巧 巧は、 專巧智 就 わるを におし で、 彼が お 水 巧を 載 岡* 陕の 巧に 加へ、 同時に また その 巧 かちが 化の S 
おに 代替し 得る もので をつて •大載 巧 尼は 旣に その 巧が を 巧した へち 除® のかき は A I ト ピアに すぎを いなどと いふぶ お 

» 二 篇 « « 1 を 
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を 否を する 時には、 それが 正を なること を路 じてきた 。更にを 近の 戰 ひに めても お ホ 渡は 奇が 型と して その 巧 おを 收め ，驳 
爭 のが 局に 際して さへ も 之に 勒す るか 何なる 防澳 もを 明され なかつ たの ごを る。 こうした 間は お 水 巧の 巧 ホは 巧 おその も 
のよりも 强力 にを 成されて いつた。 而し 之れ におして •如何なる 裝合 にも 水上 巧を 作成す るよりも 遙に 早くつ くる ことが 
化來 ると いふ おに 原因が をつた。 もとより 獨 逸の 潜水 «戰 やお お 戰は成 巧を 化め てを り 巧 巧の 兵力に おして 次第に 之を 巧 
逸據賠 からを 退して いつた。 乍 併 巧 逸 お隊が 之に よつて 中部 あ 南部 化 おにを つて 保持して ゐ たを 大を 行かの 自由が 迸を に 
利用され てゐを 時に 限つて、 を大 なおを を おする 戰胳 上の 成 おが 收め 得た のであつた。 故に この 裝合 もが 巧は 小型 お截ホ 
とち 隊 兵力との 計を の 閒の巧 互 作用の か 何に よつてね たので ある。 お 水ち は 水上 店を して 彼等の 能 巧の 中に おがして 了ム 
ことち お來 なければ •故 領地に 對 する 作 戰の度 行を 巧げ る こ ともお 來な かつた ので ある。 そのほか 潜水 おは 同じ 抽お にお 
りに 長 < 巧 おしたり 巧 巧を 巡したり する ことが 水上 おにと つて お險 でを る やうに なつ たがために、 載 爭指巧 やぶ 動 性， お 
中等のを 達 性を 巧 加し •又 迅速なる か 巧を 化すに 成 巧を 有する。 しかし 吾人は もし C の お 水 巧に 行 おの 規約 t 巧め て了ム 
をら ちを々 をを に 機動 出來る やうになる であらう。 致 おを 許さない 不意打ちの お 力が 中 やそのを 動 地 巧への 迅速に して 
ち 表に 巧た 進 巧は •おそらく 放の 游水 巧を してを く 無力なら しめる もので あらう。 それで 風 略の 巧 則は 何等 新® 法に よつ 
て 巧され ると ころは ない ので ある。 しかし 作駐 施行の 方法は お戰を 巧の 中に 浴 水 巧を 加へ る ことによ つてな々 巧を にを つ 
て 來てゐ る。 お 水 巧の 巧 自在 特性の セめ、 巧 中 その 脚化奇 なさの セめ に それの 巧 助は 水上 巧に 比して 時關 めに もさ 閒 的に 
も 巧 股に かつてが おし 料る のでを る。 か 何なる 時に も义か 何なる おにを つても、 敵の 沿 水 巧に よる 巧 おを 考巧 しで ゐ なけ 
れ ばなら をい。 潜水 おに おして、 行進 中の 担 お のぞを やが 助のを をのた めには 特圳な 手段た 必 おとず る。 巧 水 巧からの ホ 
まの 巧 祭 巧と して 水上 おのを 力 巧 あは この 意 ホで 巧 どかくべからざる ものである。 巧 困 おを への 上陸は、 巧 水 艦に 巧す る 



特圳を 防 化 手段な くして はも 早 不可 おとなつた 〇巧 かまに 伴ん 危險は 益々 巧 加し， 行動の 自由は 巧 巧の 制限を をけ て ゐる〇 
巧 水 巧 防 祭 兵力 Q 沒 少な るん Q は、 中を な 卞蠢拒 Q おを な 性た yj も.} sj を 巧 加」 なければ ならない。」 ぃ」 お 水 おと 
ち お 兵力との 直 巧な 載 術 上の 共同 動作が 非常な 困 巧を 示して ゐ ると きには、 が龄龄 軒 心^ 斯 かが かがち 一を の お 上 巧 巧を 
塞に よつ て 更 S 方まで 永 巧 的 £ 晶を巧 ふたを •今日では 最 S 方法 とし V 蒙 振 か 用 ひら ゎる。 曲資 在に 放の 
不 患を つく ことによつて 巧 没 上よりも お 神 上の 巧 巧に 重きを 狙いた、 をな や不巧 打ちの 奇巧 •巧 海岸の 虽 化を 巧く 巧 巧 等 
のた：® にち が 水 巧は 寶 たせ 態を 持つ て ゐ る。 故忆囊 艦は 過去には なし 得な かつた 作 戰を可 巧なら しめて ゐ るので あ 

つて' それ 寒 養 式 忆 雲を 契# しろ- 是養上 嵩 H 蔓覆上 Q 利用 重 Q 可能性を 勇# しめて ゐ る。 

しかし 今日では お 我 指 巧に ついて か 何に 熟ち をを ねる としても •ま 巧を 巧 かがし セので は 到底 完 をな ものは お來 をいで 
ぁら ミ 潜水艦 AJ は 反 おに、 巧* は 化を 巧に ミて は 括く 僅を 我爭經 おを 持 ミナぎ ミ 0 夫 化に が腎 がい 京が 矿 が^ 
能と 思れ & 利用 及 戰が走 S 忆閱 して 薑な 大部分 講や囊 を 招み として ゐる Q で ゎる。 化囊は 一を ホみ にを 期 
の 間 巧る とい ふが では 佑 およりも 尙 一巧 困 おで ある。 を 間 的に も時閒 的に も 固を を 求める 作 域には 凡て 逸 巧し をい 〇風お 
目 お ま 巧 G ため S 活動 半 泣は 極笔巧 g で ぉ to が夕く e 制 化を 受けて ゐる 、巧ち 巧を 飛行 (場を 忆 はミ幫 力を 巧を に 
しなければ ならを い。 夫 かに •吾人は 大 ホに 化を 巧を おられる ところの おる と •をく 小 おか あるひは をが おられない 面と 
の 間に 巧训を 設けねば ならない。 これが ために 例へ ば ご卜 が、 北海、 地中 淹 のかを 狹く 限られた 海上に がける お戰 は、 
巧大な 大洋を 舞を とする お 度と 比 巧し でを にさ 巧に が 巧され ると ころが 夕 いので ある。 大洋では、 を 巧は ちが •特に 化を 
巧 巧に 搂 載され たが 囊忆 よつ て 活用され 得る 5 ぎない。 それで •が Q 雲 結忆 向けた 我 爭が蒙 中絕を おおな くさせ 
ると いふ ¥ 、ま 軍は お戰 にがては 契すべき お 地を 失つ て ゐる〇 ま セ 蒙奚 おに 左 ホされ をた めち 夏は 巧む し 

ぞ 运 « ♦ 一を 
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で 何時も 之に 依 煩して わる わけに ゆかない。 おし 之を ほみ としてね る ものと ずれば、 をのた めが々 巧 上 兵力の 行かの 自由 
が 妨げられる であらう。 を 軍は がの 部々 にがて、 お 水を も あばね その 比なない 进 かの 自在 さの せに， 陸 お 巧の 活か 巧团を 
超然した 偵を や駐 困を 巧ム ことが 巧來 るので ある。 大洋は も 早 •お 度を 段に よるの みで 巧 服され ると C ろの 障ぎ ではなく 
なつで わる 〇お洋 によつて 依 化 性を 得て わた 島國 も， 巧に 島 巧で わると いふ ことによ る 蔑り はが 巧して 了つ セ。 巧 争は 化 
を 搜が到 まし 得る 凡ての 巧 曲にまで 巧大 される。 をは 「がな」 とい ム ものに も従來 のかを 息を は 失れ てね る〇吾 人は、 巧 
上に がる 時み や、 巧 上に がる 水上ち 乃至 お 氷 巧に よつて さへ も 到底 出來 なかつた やうな 手段に よつて、 敵の せを に ホ 巧を 
現し 巧る ので ある 〇 しかし 制 海が はなに 氷面 上の 永が 的な ま 鼠 巧を 巧て ねたに 卞ぞ なかつ たので あるが、 空中の 完を にし 
•てを 巧 的な 占ち をと いふ お ホから すれば 制空 おを る もの も同樣 程度に しか 静じ 巧ない。 を 中に がるを も强 力なみ 力 もこの 
限 巧から みな 的に ま 酷 巧を 巧る ことが 巧 巧を いとい ふのは、 を 巧の 巧 自な巧 巧に よる ものである 。化を 巧の 巧 勘の 自 ぉや 
快走の ホに、 をが はを も ehR なる 敵 酉に おして さへ も、 偵を やを «にじ のがを 機の 使用され るのを 巧げ る ことは 出 ホない の 
でを る。 他方に、 を 中に 便 巧を 占む る ものは、 もとより 極めて ル 巧 g であり 巧みな 領域では あるが、 それが 制 巧 巧を 巧て 
ゐる ところの そのを 中 兵力の 程 巧に よつて ほ巧隨 時に 妾を 现卞 C とは お來 るで をら う。 ま 的* 化 性と いふ ことは 陸 我に あ 
つては を もを 其で をる、 巧 巧には 旣 にを 少困 巧で あり、 さ 中 載に あつては 到底 巧を し 巧くなる。 化の 陸、 お、 をの 巧お攻 
g は 特種な 役が がが ぜられ る。 非ち ま 的 おみ も ホ、 を 軍に とつては をを を 吸引 閒な にある。 一巧の 联 時の お 則 じな じたを 
巧 屈の 列に、 を 巧の 活用を 加へ る ことは、 を 的 お 巧に をた つてのを お 巧 題で あらう。 巧大 なお 上に 逆 巧の 自由を 巧， ル さ 
な 目 括を 巧へ るに すぎ ホ 又 巧 巧を 方を により 更にが か 的には を 固なる 裝甲 によつて ホを に 巧 憩され てゐ るが ために、 巧 上 
兵力に 對 しては •を 巧のを おを をり 巧 里 評 «ナ るを 巧の ない 閒 は、 巧 おにが ける 巧 巧の ための 防がは 柜 めて 厄介な もので 



あつ セ 0 故に お戰を 行は、 を 軍の 發達 によつて •少 くと も從來 彼等の 巧 おに あつて か 何を るは おあから も あを をを して ゐ 
られた 巧 船が、 また 同じ 巧で ありながら、 それが 化を 機の 到達 可 おお 匯 にある 朵 合には その お 空 機の 攻 巧を をけ 夕大の 巧 

雪蒙るミかれミミム點で、 をく新と妻に藍しミミ 故忆彰か繫い歡がかかがか接^^貧が繫 

途中に をる 海軍 力の々 散に 致して 巧 力を ちして ねる 〇巧來 之に 巧抗 する ものと して 制 おがと 共に 充 かな 制空を も おを しな 
けれ ぱ ならな くを つて ゐる〇 もとより その お 合を をは 前を に 比して 遙に 短期間に 制限され て ゐる〇 掩巧部 お 巧 巧に よる,^ 
商な 巧戰ホ にがてが をな の 巧 力が 亦 必ず 巧を されねば ならを い〇か 何なる お 合に も お 巧 力と を 巧 力とは、 艦が 化 巧の 巧を 
を 保つ セめ に大 なる 共通 か 哉に よつて 共同 工作を 巧は ねばならない 。それで 巧々 は此 おに も 亦 お 力の 共同 工作から 成 巧 t 
巧 待し 巧る のでを が、 而 他方には を 巧が 完 をに 缺 かして ゐ るか、 をる ひは それが 巧に 劣 巧であつて さへ も自 巧の 海上 連 お 
の 防 街の ために 重大なる おおを もたらす ことは 巧 ひない 。を 巧に 巧卞 るを 善の 巧 祭 手段は、 な閒 、分劑 、ななで わつて* 
それは、 がた ると •大抱 •エ裝 まは 油 巧の 何れた ると を 問は をい 〇 そして 巧 は、 この ことを お 凉 しつ， <,、 巧 おの 完成は 
を 然のお 巧と して 部 おの 巧 巧 やみ 巧 段 おを 生ぜし める ものであると いふ •共通を お 旗を 有する を大 なる 法則に がふ もので 
をる 0 ホいで 據 地を 巧の 可 巧 性 や 其 巧に 保持して ゐる 制あ權 の亟大 なぶ まの 可能性は •が 巧 補充、 禪藥 のを 供 > 搜械修 お、 
等の セめ の據 地を あ ひ 巧 ひ •更に 沖合にまで 追 ひ 巧して 了ム であらう。 巧に かがを おを 卞 ことは 巧な の 出 杭を 促し お 
そらく その 息 思の ない 戰闲に 誘 込む こと もち へられる 〇之 等は 凡て 本來の お戰を 巧の 回が にを 巧ナ ると ころが あるで あら 
う。 それで、 «换 は 地理 的が 件の 備 つたと ころ 選 窠るガ け 放の 基地から 巧 巧に あり 巧ど啟 巧の 風 おを 恐れる 必巧 
のない やうな 巧が を 見出す ことに 姑め るで あらう 〇 この 故に 吾人は 巧々 觀 嘶か I を考 へて t かねば ならない 〇 この 巧 合に 
はなな 巧 計* のた めの 巧运 がは 世 巧 大巧よりも をに 巧 巧した 中に 迅れて わる ゥまホ 吾人は 戲爭 のを 初の】 巧に 巧 巧が 巧れ 
さ |篤 • ホ こ 〇一 
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る ものと ちへ ねばならない 。巧せ ならば 备國 はこうし たやり 口によ つて 不意打ちな 第一 効 巧を 占める ことに 腐 也して わる 
に 巧まない からでを る 〇攻巧 や 巧 おにが ては、 を 中 截の践 巧 力を 第一に お備 しなければ ならない、 それと いふの もこの お 
力が あの 集中 行進を 巧め お化させ る セめ に、 迅速な お 傭 能力を 巧し、 敏捷を を 巧が 力を 有する からで ある 〇お抵 にがる 化 
を拽の 効力は お 水を と 同 巧に 戰阔 におして それの 特種 性が をる のみなら す 偵 巧に 對 しても 性能を なし ザね る。 それで 夕 
く 將來の お 巧 司令官は 么 によつて 巡洋巧 偵 おに 接する がに、 敵軍の 所を 地、 進な •組成 等に ついて お吿 をを ける 〇 それ 故 
にを 中 おを は 巧 巧が あまり 早す ぎる を 防ぎ、 彼を して 自由に お 置 せしめる とい ム巧 をを おして ゐ る。 乍 併 天候の 挺 化に お 
し 空中 偵察が を險 なる 時には 出 來るボ け 速に お 巧 力の 中の 之に をるべき ものを なつて 補 ホす る ことが 必が である 。特に、 
化さ 巧は 截 巧が の戰巧 上の がを にを く 巧 用し 巧ない。 しかし 化を 機の 特種 お 力は 弦が 上の 巧 お 中に をを すろ 巧ち 共 度で 
はがを 機は 短時間の 中に 大きな お 巧に 化つ C 海上を 化 隨し敵 兵力の か 布 やけ 動の 巧 巧を 可能なら しめて わる 0 C の おな の 
巧 給は この 化を なのか 力を 得て 昔日に 比して をに 容 あに をつて わる 〇 遂には、 おを 力に がで あ 巧で あるを も かく ともをる 
限が 內の海 ホに をつ ては 倭 巧な 空 巧を 巧る ことによ つてを る 程 巧の 均衡を 見出す ことが 巧來る やうに なつた。 しかし 畢を 
海 弦に がて 有力な 原 お 力は & 船で をる、 何せなら ば 巧し い玻岡 手段は それが 同じ 巧 命を よりを く 完成す る ことが 出來 ると 
いふ ときに のみ 始めて 古い ものを を 巧す る もので をる からで ある 。しかし この ことは 化を 拽の裝 合には 問 巧に ならない 0 
化を なのを きの お 力は お戲 のみ 他の 我揭 兵力との 共同 動作に よつて 始めて 現れる 夕お巧 力は それが 作 我 や 編制に がて、 
並びに 個々 の 形態 及 兵力 組 巧の 巧 巧に がて、 新しい 感 巧を おが 巧く 適 巧 せる 時に のみ 巧 力を 原 お 力を 巧ず ものである。 陸 
上に， 海上に •义 空中に •紀 ゆるを にがて 放に おなし 得る をのみ がな を 征服し 巧る ので あらう 0 

巧々 はお 我を 巧の 最もを 巧なる 問 巧 巧ち 制 お 巧 巧！ 1 のか かに 股を 向ける ながに •沒め 今日の お 技 遂行に 巧す る お 水« あ 



化 養 s 巧？ とが 蓋され s ならない。 制 お獲を 霉し 2 s 持す ベを 最爱 手段は、 載 居が ぃてれ 養を g 
掌る U とでを る。」 た 震 S 合 巧 そ Q 憲 がを 〇 をれ S 玄霞 力が を 3? れ巧肇 をを 養 導く じと 
毒 能で をら 5 が、 養 S 倉 相手が -N を 墨」 やぅと」 之が た &忆囊 た &お上 S 込んで 了を、 重 ひは がが い 

た 操 巧 地？ 忆 保？ 求 S なら ミ をを 度 5 をる む C と a 殆ど 不可 おで ホる。 若し §2 空軍から 板 巧 SB につ 
いて 巧 巧を ホめ 得ない とすれば •巧 おお 銷 やおる 砲 さ 等に ょる 防禁 兵力の もとでは •自 巧が 軍に とつて 到な 其 度まで 化り 
つき おい。 をれ がた め夕 くミ强 力な 霞ち 冕 霞を を戰 £ 寞 すか 資忆 之を 巧？ るか 5 いて 無益を 巧 力を 
费ナ こと S るで &ら ミが し UQ 震が 操 管れ ざ so 、 霉な震 so て 制 お 推を 完を為 要 5 とい ふことは 
問題では ない Q でを る。 舅を 霞が ちなる も Q を冀 ならしめ る 唯 IQ 手段は •こ 2 貪 擎る ことに & る。 か 
ち戰爭 遂行の 巧る お 態の 運用は 截岡 力の 營 性に 巧 ざして ねる 。しかし 「お 錫」 とい ム 震の 中には、 麥的 なお 巧を 
ホれ て 巧く 望 荒 〇 をつ たと U ろ 《畫§ で 化く 分が 3 れセ 擊籌 S 種な 方法が 養され て ミ。 お锁 はか 霞 
のを 巧計爱 S を與 へる ろを さはを s 上聯烙 s 防雪 貫ぶ § f 妻 具 委るも Q でを る。 衰ょ つて 吾 
人は軍ま的封4^^藝|^?を読卞ミ 堇醫露が決畜役がを 演ず2でをぇ それが製推巧保案一がに立 
つもので をる だ 意を てお濟 封鎖は 援制 おお ぷ用 《一形 愛すぎ ない Q でを る。 それ 故忆お 濟お銷 はおして お洋ち 
及 補助 巡洋艦 C ょつ て货 行され &。 を 《巨 的は 敵闽 通商を 捶 折て むる 忆 をろ 即ち 敵國董 ま闽の 商を」 おして 證 
に 通ず る お 路を怒 s しまた それ Q 利用を 不可能なら しむる 忆 をる。 5 當的 がま 封錫忆 のみ 向けられる がかを ことは 
殆どない Q でを つて、， JQ 封趙が 巧を 巧れ をと しても 霞と 中 富 S 商 5 いて S 副作用は を かく 免れ おいで ぁら 
ク 他方に をた 疫巧封 巧が 宝菁 的と なる じと も 巧 どを る わけはな いので ぁつて •夕 くは 巧 霞を 化 巧 ホら しむ •へを 巧 



ナナスの 巧 か » Ice 

か 上の 5 手段と」 5 み 利用され る。 窒 舞なる 狀態 も 5 ぶ S 上 護 論 5 旣窒れ K けで • i 巧 

s 揉に よつ て 巧され るよ る 上の 巧 害を 生 來ナる ものである。 それで か 何なる 裝合 にも 徹底した 巧ぶ お 巧の 蹇 は、 敵 
困废巧 s も襄舅 法で ゎる。 はお 忆は をれ を 一" tQ 忆 とつても 危險 となる。 それが たろ 舅な 
る 霞に とつても こ S 爭 形式を 烦み とす & Q みなら 乎 •我が 上 SS 手 f 畫 それを 异 華」 化を しでみ 巧忆巧 ひを 
むことは、 重さ C とでな けれ 寡らない。 巧 利 S 開し セ か 愛み が 決定 資製管 雲し、 列 養よ つて 承認 せら 
れ永巧 的囊を 可お& らし ミで あ ミ 我* は ホ忆接 心が 器 貧敏 S 8 忆お お」 ゃ ミミ 蠢§ まは ミ 
を ホす る 貝 程よ つて 桂め て義 夕樣 でを &。 若」 島 S 計 衰謹 S た &ち S 送議 SS たを か 巧を る 
が 態に あらう とも 磬 段を をる 一を 時間 港 巧に 豎 せしめる といを ち おる ひは 少く ともな 艦隊が 薑 のか 金を がま し 
ないやう に、 碧を の 時に 巧两に ひを 至る ミが 巧函 となると すれば、 巧 ル お 銳が窒 でを る。 故に か ルが がは 局 語に 
义 一時的に 局限され セ 制 お 巧 安を のた &の 手段で をる 。したお 巧を 化季 るで にお 鎖 霞の ぶ 力に よつ て 抵岡サ ずし 
て、 がが 巧抗し 目のを 達成し やうと する のを 阻害 するとい ふちへ も あり 巧る わけで ある 0 

つまりは？ 壽さ言 ミム ホみ は •化 f 馨を囊 する £が§ をを 示して t といん 愛して 度孚る こを 
るので をる。 豪た め忆は SQ 本 養な 她 おが 前 巧と を 名を らう。 C 6 形式は、 モれが 敞を弦 岡 芙らサ る 手段と し 
て 用 ひを る 限り、 穀謀 ？ ミ i す f 客。) で ゎり 永な 的 制お椎 のかを 的懲 得の セめ の 慕の 5 ホで あ ミ 封 
錫 進 巧 s # は それ 管 政略 上 Q 息团忆 依を する。 巧屏封 S 形 まを 5 る忆は 一二 2 ミが 必史で おし モの お织 
の 目冀 をを惡 から 巧き 學と いふ 巧に ある ものと を ば、 巧に おしで t 巧に 化 おしやう とい ふ S にさせる 程の 巧 W 



ち s 麦の 面 超を 巧は ねば をらない 。すると 他で には その 目的は 巧に なにと つての 嵩で もを る わけで ある. 告ぶ 
が i に戰 岡す るた &に 出がず る も S とすれ ち篆 かかは ミ 島亿お 利で ある 程 S 度 塞して— をには ゆ，， 
ない 〇をぇ 8 忆は それが ぞ とも 薑 S 受 e た 含を 的 宴 雲る や ゥな形 まを 巧へ る夕 S ねばならな いので 
をる。 何蓉 らば お 鎖 £ おは 凡て 決戲 といを と SS お s? い ムお忆 わるからで ホる。 CS おは 多くは 巧卜 

S 碧 S 合で、 滋養 S 8 S ミ •又 狭小 8 は S を g 察と して 舅な 而養 £ をな 勇 丰 

るは 巧を 巧 巧で ある 

し 力し 巧 來のお S 巧に をつ ては' 大巧は ゆ ミの ある お 錫 お まが 用 ひを てゐ る。 それと いふの も 近れ み 力の 进的 
が 蕾に 富に なス 通信 肢備の 改善 や、 蒙ち やが 囊 •霧 裝谊巧 にょる 8 力 S 良の ためち 器す る 屋が必 
巧の 時に 間— g いと X や— 危换が 愛て ぞを つてを て— わらで を ミ C5」 た C を 理由と を？ S なが 

ル お 煤 も • 管£ 合は 養 封 鉄を なつて 霞され ミミ それでを しを 能 之 靈隻つ 5 鬟 g 可 整が あめら 

れ るを らば 同時 忆巧ィ お锁 g 顯や危 换はミ 巧 大卞る C と忆 なる で をら ミ 曇では、 水 震 やお 水 IjQ 發ま • 特に 

讓や 空が § f 伴？ 5 韻 S 小義 S を S 系 sso てを た 妻を を窠ミ 卯ち 舅な 巧手 田 

轰畜霞 曼か窒 くて は、 導は 燃た 雪 憂 iisi 農 ii る こと 
は 到を i くを 蒼た 着 ミ擊 i •畐 i— 墨 s<i え S、 議用苗 

を 占めて ゐ るので なかつ たなら ちが ムお S にがして 巧 装す るに をた つて 凡ゆる 不利を をなら をくて はならない でら 
らぅ。 现お雲 力 S 動せ がちめ ると 共に それの 補給が をし く寞 せを 持つ やぅに なつた ザ 特に 贊受 巧の な」 さは 苗 
閔舅異 代を 迅 寒がる ょ 〇 も f 靈 ねを 4 はなら & くして & る？ わる。 故ち 奮 上 《島から を お 錫を 
ホー 忌 お 巧 .•，こ , 
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ム こと がをおな ときで さへ も、 その 形式は 巧を には、 なおされた 技巧的 车 おに 昭應 し、 巧 おお 錫の 形式に 近い ものが 巧 用 
される にがを をい ので ある。 さくは この おお 煤は 巧が 上の 巧 巧に なじて 互に 巧 通 移け されで わる 〇 時に はま セ おお 錫が お 
合して、 お 水ち、 化を 拽共 他の 径 おお 等に よつてが ル お 续を寶 巧す る やうな 化 態になる こ ともをる ので あるが、 巧に が 巧 
によつ ては、 この 時に なと 巧く 巧れ て わる 虽 兵力が 巧 時 到 まし 巧る やうに •載が 的 偵察の せ 巧を 巧ぴで わる こと も ある 0 
しかし 通商 お 錫に あ ホつて は、 完 をには 武裝 してわない ところの 補 巧 巡洋艦， 即ち 巧 裝商お 巧が が 用され、 そのが 巧を 巧 
ホに ある お洋巧 « なが ホ 謹して わる。 つまり、 お续巧 酉の 巧 ホは 所謂 「弦 争區 巧」 の 制を によつて 行れ るが、 之に ついて 
は、 この 陌巧 巧で 巧 巧 おな やお 水を によつて 化 行に 没 まを をる ことのな いやう に、 なめが 巧に ク いての 苗吿が 行れ る。 封 
巧 兵力に よつてを 两 されるな 上の 巧 困は 之が ために ましく 制 化される C 我を 段 巧は 大 我に がいて、 么迄 のな が 的を おがが 
式の 巧みが 近代 お 巧 や 巧 巧 事情の ために 巧を しおめ たと きに ’ M によつて それの 代る ぺ きものと しで 巧 巧され たので を 
つちを 信 部のを 段' 特に おおを 信 や 暗 班が か；^ なの 設 なは、 巧が 的 補助 手段と して、 がちな 巧に 對 してを をに あおを 巧 
け 巧る ための 設化 として、 こうした 組 巧が 巧みに を 成されて ゆく であらう 〇 水雷 恐 も 亦 近代の お 角 お 式を 通じてな かなを 
巧 巧を 持ちが 巧が 大してき たのであつた 。水ち 巧は ホづ 狭小 お 巧に とつての 一巧 巧と なる。 お 困の 巧な 閒 近に 水 おが 級す 
る ことによつて なの 巧 化を 巧げ、 自由の 巧 K 匹が のを おを をぶ にす る ことが 巧 來る〇 夫 ホに 世み 大巧に めても 北が にめ る 
巧を お 巧の 大部 かは、 二年阳 にかつて 巧 あし 水雷に よる おなが 巧 はれた ので をつた。 しかし おを の 年には この か ルを 水を 
护巧 かが 大 なお 4 によつて をを をを サられ 、巧 巧な 巧の おがに よつて 化 あを なが お 巧され、 又ス コット ブンドと ノル ウエ 
1 閒 の二 五 〇涅に 化る 店 巧を おなした のであつた。 之が ため 巧 十 萬の 氷ち を々 巧した ので わつた。 この 苗の 巧 大をお 巧は 
ダル ダネ ルス 巧峽 のちな の ホめ 地中が に ホれ、 オト ブント、 ジブ ブル タル お峽其 化が ホに 利用され てきた 〇こム したおな 



お 式は. おが Q 閒踩や 巧 巧 地 巧ち をる 租 Q 毙おを 巧 ふこと 忆 なつ セ Q でを る。 即ち そのが か忆 巧して 蒙 お、 化を 機を 
始め、 乂ち睽 に 至る までの お棋の 凡ゆる 戲巧お 力を 取を したので ある 〇勿静 、お续 された ものの 行教の 自由を 徹底め に 巧 巧 
する ことは •巧 ふした 巧 力に よつて さへ も 巧し 巧ない ものである 0 夫 かに 之に おする 物 巧 的 巧 消が、 じの おが お 態から 巧 

をるな？ は 殆ど 襄 £ ら なか 0 た G でを ミ？ 養 志 最後 篆？ 遂？ &セ& には、 封學 る， J とポ けでは 

みして ホみ とは 言へ ない 〇之 はずろ を おを 力の 完壁を きした うへ で、 みを 的 あ 网を目 巧と すべきで あらう 0 をた 之が お頌巧 
ホ や、 あるひは 自酉 のが 入、 ぶ 巧、 持 送 お 等の 保 諮に ついて 货 施すべき ことか どうか、 とい ふ おにつ いては 戰 がの 化 巧に 
よつて 巧 まるので ある 〇 勿論、 海截に めて 二 巧が 同様な 手段を なつて 戰 巧を 意 圃 して ゐる やうな 場合は •巧 ど あり 巧ない 
のでを る。 しかし 陸 巧 にがては .我 岡を 凹楚 しゃう として ゐる 巧手との がかが 化较的 巧 巧に 而も 迅速に. あ 領地の 巧 巧た 
に桌 によつ て 行 さとが 窠 るので あろした 彦お戰 にあつ ては をめ て西雜 である。 ま セめ にお 戰 では 特別な 盼 
が 的® 迫 手段が 必巧 である、 巧ち 敵围の 生命線を 巧し •お忆 は そのち おを 引 曲す ことを おおな くさせる やうな なした 化 
態に 管なくて はならない Q でを る。 US 靈 手段ち そ Q 擊 8 宙性忆 よ？ 多 泣を 株で をる。 かづ 5 忆 は、 敵网 
の 致命的 お 上 锁路の 毀 巧で あるが、 之は 巡 洋粧戰 爭の形 まに よるの みでは をく *^; g せる を お 力を 聯合して 之に あたる こ 
とかを る。 例へ ば •徐送 おの 巧# 又は お路を わたる 補充が 族の 補給な 反 巧の かきは 必ず 巧の 掩謎 兵力との お 锅を誘 巧し、 お 
局は 抵岡ナ る お瑕忆 なる わけで をる。 原料 や 生を 必 11 愛 冷入路 Q 攻 f ホ それが 敵田忆 とつて 戰を擎 •へさ 程の 寞せ 
の ぁる 時忆は •所期 S おを 得る ミが 出來 るで— う。 また 擎留 Q 霎な震 整 命を 愛て わるな？ お 岸な の 占 
領 、補充 讓上 S よ S 々巧 •援霉 な挑戰 とし V 、 霎的計 f 愛た幫 襄等も 巧手£」5 むな く 風 舅を 

拽 か 甘し むる, J と忆 をる であらう。 つま 〇な忆 みを 的 打？ 加へ るた をは、 か苗忆 巧して S を おく やうな 巧 お 目？ 
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與 へれば をい のでを る。 がちを おに 直面して ゐる やう なが子を 示す とか、 自 W の 耽が 化 態 や •巧 力を 巧强巧 おを なの 巧な 
に 任せたり する こと もち 劲 なわけ である 〇 之れ が巧 巧を 巧る かる かは、 その 度 迫 手段を 巧 施す るに 必 おな 巧 巧 力と が乂力 
とに か、 つで わる。 もとより、 巧を をき したみ 方の 意思は、 之を 巧 巧し 成 巧を 得る にす 可 缺な條 件で わる。 風が 的が 迫 手段 
の 本 巧を 辨 へ、 巧手 巧への が懲を 正當に 認識す るた めには、 化大な 洞を 力が 必お である。 巧 ホなら ば、 載 ホに 巧しての 巧 
おの 戰が的 結合が 必ずしも •现在 明で ある やうに 將來 歴史的 研 巧に 巧しても 明 おな ものであるとは 化らない からで ある 0 
おしが ふした 戰 が的閒 巧を 充分 おを せずに 行か するならば、 載 おのが 大 と共に、 ち おの 逝 遇 もを く 供が にを され、 少 くと 
も 自己の お期して わた 夫の 場所で •不利な 戲闽を 巧は ねばなら ないやうな 化 態に 立 至る でを らう 〇义 がに よつては みがし 
たやう には、 をが 逝 遇しない こと も 起つて 來る 。「巧手を をな しおる、 そこまで 化を 追路 して 行く」 とい ふ、 巧ち r 自 巧の 
境 ホを 巧手 圃の 沿岸にまで 移行 する」 とい ふ おを は、 化抵 もな しに 閒昭 と共に 巧 施す る 巧 « の お 念に 過ぎず、 殆ど 巧 巧を 
得る ことは 巧來 ない ので わる 〇 而も 時に よつては •味方の おおを 何等 ホ 望のを い 危棋に 巧ず 結裝 になる こと も ある 〇 なの 
を 在な 涅も 知ら チ、 义 それが か 何に 巧 勘す るかと いふ 見 透し もな しに、 吾人は 极 おがが 大 になれば 败 あずる やうな 目 おを 
おかして わる。 巧ち それ 等が 假 りに おつで ゐ たと しても， 敵に あるた めには •ホ 方の お 巧の お 巧が 不 えみで をつたり •化 
巧 巧 西が 获大 し、 巧が を 失つ てゐ たりす るた めに、 必ずしも 取 岡を 挑み 巧ない やうな 化巧忆 なるこ ともをる わけで ある。 
吾人は 巧闲が •な留 巧 岸に あいよりも 自 巧に 近い C とた ホめ てゐ る、 巧ち 水雷 おな •巧 水を， 水 1 、モ ー タ I ボ ー ト、 
巧に 空 巧の 蹄を をの かきな S 小型 おおの 有効 巧 困 かに あり、 反つて 自 田の 之 等の あおを 巧 用す る ことが 巧來 、味方のを 地 
に 近く 被み ホる 巧た はを あさせる こと も 出來る やうを なおの 方が 巧 巧め であると ちへ る e あらう。 しわし 之が はがて、 故 
に 巧す る 決を 的 松が 的 おがは 何の 巧に をす るかと いふ 問題に ついて、 特に 詳細に 巧 巧す る ことが 必巧 である。 



之れ と 共 忆囊 G 地理 的 襄 Gs が特忆 i せを 持つ てゐ る。 支 $s おは 沒の胺 お 的を 動に ついで 示 まれる。 
巧ろ 放の 裳に とつて 塞な 支點も その 战が走 かお やなの それらと 目な によつ て 巧め 巧に 典へ をて ゐ ると ころのを 

おから 生廷ち S をら ぅ。 薑 Q 蓮 5 5 雲影を 作ぇ 農 上堯養 墓— 段 e 一つ saf を證ナ 

る ことによ つて 雲 も Q 作る C ともおが でを る。 巧 ふした 塞る つて、 @5 いて そ S 繁を &られ 害と が 旧ち 
义 その 中忆 5 G 反 巧を 単備 -5 セーを Q ち 分明 白な 方 かを § て 押を 《る， J とも 累る Q でを る。 CQ 留 の 巧 おは 今 口 ご 

は 舅 及— iss 性 S ゥ、 更至 たが 雲 5 る® S 大や塞 さ S を S 性 gl— 5 で 言へ ば 風を 
走 偵を 可能性 S 《威磬 さよつ て 本 養忆賽 くを つ了& る。 おし 放 も 亦 同援可 整を 有 至 ミ K よつ てこ。 
がを 瓷 殺され 9 之と をち へねば ミない。 また 放と e 養 上 SSI 忆讓 され 我が 的 度 筆 段 5 つて ま 生 
じた^ SC を& とを ば •決 我を 避け ミと ナ S 敵を 有利な が 件 Q もと 忆賛 £ を 込む C と亿愛 K 巧？ るで わら 
ミス ヵ ご ラ， ク ながのを 戰も •を狀 巧が を 店 除に 巧して 离め をた 巧 助を 3— におは しめる やぅな 巧 巧に、 沖を 
霞の 秦忆よ つて 敵 S 岸 近くまで 計 需忆挑 思」 ていつ た賛 でを つた。 そ g 時忆 は蓄忆 がても. 蠢 t 巧 利 S 
巧サ-3 める こと 忆よ つて パルト 海 S お f 巧學 るた ろ裴で 貪 棋卞る CAJ§ いていた Q である 0 
戰 岡が fs 合累 fs となる たを る ひは み破忆 至る •へを 任 《了 迅速な 可 S& 示して ゐる をよ つて、 を戰卞 
るに ついて sf 巧 力は' 富を 直 己 島 であると 考 へさ サ ては をら をい 《である。 「夫 白 柏へ— 岡」 とい ム餘說 が 世 
寞 載則始 にを セつ てち 凡ての 分 お的肇 にがて 夕 くの 誤つ たおを や 同 巧を 雙に をいて いつち 一 おに も？ の 巧 4 
の 目 巧を 特忆 费季 るつ をが をい 限ぇ その 姜目 おはな お 除に あろと いふ お 則を 巧々 はなく 評 巧し なけれ ぱ&ら な 
い 0 J1 かしまた 5 はこ S 则をお 利へ S がた る 望 QS たる 異 から 累 しや 5 とい ム揉 奮— ては なら ミの 
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で わる 〇な中 お践を 巧の 巧 一目 巧ち 必 しもな の化滋 された 兵力に 巧つた 制が 巧爭巧 巧 中に をくて はなら をい わけはない 
のであつて、 な 沾上や 陸軍の 目的 (ち 巧 的作戰 •郁な 輸送 巧 巧 力 至は 攻 巧】 や あるひは 巧 巧 的 目め (化 化お强 •巧が の 巧を 
確保)、 更に また 必理的 目が (敵 困 乃至は 國盟 巧への 也理 的が 巧) を とが 出が るので わる。 が 巧 遂行の 目 おはず 食の 過 
程に あつて、 巧々 巧 化し 巧る もので わり、 更に 一方の 我をから 他方の それへの を 必の巧 恐 やを 巧な が 上 連が 乃至は 化 巧の 
中む 稱巧 地に 教 おする ものが 必巧 となる。 ホいで 副み 的 思 ホの 巧 計 巧は 中む 的駐 場での か 巧に 巧 巧 的に がか する もので を 
ければ ならない、 即ち それら e はがる 「取が 的 機動」 が 中む 的 我 場に ち 利な、 兵力々 がの ため、 ま セ 決を 联 のた めの、 前 
提化 件を なすので わる。 巧に お 我 載 裝の甚 しいが 大は 迅速せ に閒聯 して わたが •近代の お 巧 力 及を 巧 力の お 上 持な 力は そ 
の 種の 載爭 遂行に 新しい 能力を 示しで わる 〇ホ にお 政を 巧は 之 迄のを 能力を 巧 巧し をくて はならない のでを る。 かづ、 小 
巧 載を、 巧 破 我 •お 洋巧践 及 通商 か 巧我爭 •更に お 巧 等の 巧 計 巧から、 お 洋お巧 力の 大 なり 小な りの 諸が 晝に 至る 凡ゆる 
利用 おの 共同 巧 作 や 確 巧を 沒巧等 じよつて •かを 的喊 おを な ナベを 巧 力を 可 おにす ると ころの 風が 的が をが 作られる 。之 
が 何度に 於て 巧れ るかと いふ ことは —— をれ も お 我の 特 巧では あるが ~ 一を 樣式 による 巧が 上の. 巧 巧に とつては お閒巧 
でを る。 二つの 巧が 巧 時した 瞬間に、 化 等に とつて 藍大怠 萬を ちす るを 的 海上 蹄が のま 配 ほ S ために 棋 ひが おめ られ る。 
最近の 駐爭 にがてち 巧に 行れ セ お 我は、 巧ち か戟 によつて それまでの 兵力 比の 巧 倒を をた し セと ころのを® は、 ハンブル 
グ からべ ルギ ー に 至る 逆路 にがて、 ハブン から シン ガポ ー ルに 乃至は コン シ d タットから テ ー A ズに 至る 通 巧に がると 巧 
同な 手段に よつて か 巧した ものの やぅで ある、 そして また 恰も をれ 等が ノル ゥ ーエ お 岸に がて や あるひは ドッ ゲル 化 上 
で、 巧に ぷ 巧に 巧 時し •ま セ 大西洋に がて 巧つた かくに 巧れ たので をら ぅ。 凡ては がふし セみ 战 によつて 巧を がか 甘ら れ 
るので ある。 之を 誘 巧すべき か 巧は をぶ の ものでは ない 〇海 巧の 恐 巧を 力は 化ち である、 モ の風闲 みは 比較め 巧 巧を をけ 



あく 义モれ がち 巧なる ために 極めて 少なで をる 0 c の威爭 みのお 作 やそれ の 代理 お力まは 化 巧には、 その 一つ】 つが 置 乂 
をち 逆を 有ナる ダけ にを くの 巧 用と 共に 極めて 夕 くの 時 閒 をを ずる 〇が 料が 巧が 夕 がに 化り、 が 海 や 巧 巧 上の ながな 故 や 
を 期間の 特宙 おな をし なくて は诞 貝と して 役立ち 巧な いがため に、 之の 訓 なにが をの 長い 閒を ついやさねば をら をい 〇夫 
故に おおや 原 巧の 巧 失に 際しでは 陸風に めける かくを ぶに 巧 充ナる じとは 化來 ない ので ある。 特にを 期 載 争の 際には、 现 
なした齋組あを持づ大賊巧巧は到底補充し巧いのは明白でぁる。 せにお戰にがてが於かい^がいかい取4?^が のはをがを 
のでを る。 しわし 巧ん した 觀點 から、 お 段^がる 補充は 陸戰 にがけ るとは おつた 巧 準を W つて 測られねば ならない 〇 巧ち 
お 我を 巧に ついては 物 ぼ 上のを くの 隙碍 がを る。 モれ はを く異 つた 龄 4 取 か が|1 矿の 中に を 礎づ けられて わる 〇 公海には 
「巧 お」 なる ものは を 在し ない 〇 之が ため、 货踪 のみ 力が 態を ヵ モフラ ー デュす る ことには 巧 ど 巧 おはない 〇 おがが を 大 
である 限りは 防赞 設備 (<ertcidigungste.l 一己 g) を 中止す る わけには ゆかない 〇巧然 巧れ ると いふ こと も 巧め て 困 巧な こ 
とでる り、】 肢 には 大きな お 国に 巧つて 利用し おる に ナダない 〇 大洋では なく 限られた 我阔 曲がに をつて は、 か 部からの 

塞を 单備や 舅 Q が 速な 行動 性 Q たを fa 1 方を sss 」 て 選 接 巧蒂が 行は 心る。 大戰中 北 巧に 於て 

は、 兩 側の ち隊 をが おに 集中 化來る ために •極く 巧 少な 輕 兵力の 合一を なつて C と 足 〇 てた た 0 
企 巧は 穂て を 兵力の 準備と 染中 とを 必 おとす る セめ に、 お 上に 閲卞る 諸 計な やそれ にが ム取巧 巧 爲は巧 巧に 比して 少く 
をつて わる 〇义ホ 强の巧 お 性 も 巧な おのを 志に ょつて 避ら れるこ ともあれ ぱ 、避ら れ ない C とも ある 〇巧 巧に 巧して は、 
々戟 曲の 海軍は 巧 巧 巧は なく 巧 どを 兵力が それに おおされて 了 ふ もので をる 。かなした やぅに 陸 巧に をつ ては、 一 较 向に 
失 化しても •則の 巧 因に 勝利を 巧る ことで 佈ム こと も曲來 るが， 歴史上に も、 お 晒では 一巧 失つ ホ喊 ひを 補 ひ 巧た 例は な 
いので ホる 〇 しかし 如何なる お 軍 計 空の 中で も 決 恐の 可能性を おなしを いものは ない 〇故 にあ 巧の 指 巧 ホは •をを にけ 放 
巧 ご 巧な A ここ 



ナナスの 及 巧を ニー ニ 

の 自由を 得て わなくて はなら をい、 しかし それと 惹彼 Q 計 巧は、 失敗に ついても 巧 巧に ついて ち* の 巧 芽を それ 自ほ 
の 中に をめ てゐ るので ある。 即ちを のを 巧は 益々 ま大 となり、 海戰を 巧の 適を の 時期を での 制 おや、 そのな 會 たを サ卞と 
ら へる ためには •程め て大瞄 である こと も 必要で をる 〇 しかし 之を 認逆ナ る C とは 並 大巧の C と C はない。 何故ならば、 
お戰を 巧の お 巧と して、 事 挺の ル 觀が挂 めて 平 おが 態に ある やうに 見せる ために •作 联の巧 巧を 中 おした かの やうに 裝ム 
てゐ るからで ある 〇么 に反して 巧 ふした 關 ながを 巧して わる ことは •沒わ 行れ たお 明に ょつて 巧で あらう 〇 この 肋な t ホ 
分訪融 し、 「載が 的訓 が」 忆ょ つてみ 戰忆 際して Q 有利な 條 件を 備 へる C とは •需奚 でを 义指囊 Q ホ 天 的 才能と な 
か 力に 思す ミ 而しミ Q 時に も 亦、 「を 的霉を か 繫い邮 を 奪 K する， J とは 曲來 ミミを ミ 
ヵス テック ま 「巧 お' WJ. 巧】 を 1 阿を C 08 を M: rrheoris ぎ a を i ち 空 " I - IV .】 

ジュリアン 巧 「おが 玲時 のが 廣则」 ( JUHa ゴー •を 日の》 j ヴ么 P 一空 of ミミ g の OT す レ 

グロ • ス 巧！ ^ をが 大 おに 現れた お 巧 KJ (Groo ザ 〇ミ ： sseekriegslebren i 目 Lich ぞ d8 W た を 忌ろ ) 

グ 0 I K 



巧 中 我と を 中 巧な 

- 綜合を 力は がける お 空 巧の 役割 

-、 P — ゥ 王 ま 巧 

空中 戰岡力 Q 島に 適 巧 卞る載 岡 巧を についての 近代に おける 戰が奠 おの 凡ては、 一九 I 二 0 年 巧ん ガィタ リアの 將巧 
ド， ゥ H にょつ て霉 樹立され たお 訓を 通じてを も 强く囊 されち 波の 巧大 なる 巧 按はバ 彼は これを 部み 的に 護して 
ねたに すぎない が) を 初の な 代 的 空中 截 理論、 巧ち ド I ゥユま 逆を がり 出した ことで ある。 彼の 思 巧お路 はが 巧に すへ ぱ 
ホの かくで ある 0 

巧 お 戰爭は その 戰爭に 參加サ る、 西ち のを ほめ お 合力を お ホし、 なのの 質的 道德め 力を 巧齿 する ことに 戍 巧し セ 田 巧が 

お 利し セ。 陸よ 愛作 愛覺戲 S け&火 S 劈 Q 靈 § ちは か K か」 く？ なかつ た。 お 段け 2 房 側の 屡 

の位势 にょつ て 開 載と 同時に 己に かせら たまと して 敵の お 上と 巧 通の 巧を に 向け，， J 0 れち 
未 來截に 於て は 「陸上 戲 、海上 風は 一 樣に從 來と绿 りなく 我 はれる で をら をち を中战 はホ來 おにがしで おと 璧 
を巧供する〇 凡そ巧爭はをほ.^レ\1>ちぶされむばをらぬ0 

綜合 巧 力の ホ 巧が 离 めら れ れば离 をる 程 お 利への 展望は が大 される。 駐爭は 「が 1 的に して、 分 巧し 巧ざる を ほを お 巧」 
する 0 

を 房 巧 A 一ニ ミ 



ナ ホスの 巧爭巧 一二 巧 
巧 防 力のを 動 マキシマムは ホの かく、 その 力の ミニマム によつて 逮 はされ る〇言 はば 一二 つの 巧 力から 巧る 田 巧 力は 己に 
やかに がて その おおす る 巧 おに 應 じて 動 おしなる 酉ぶ 手段の お 巧の 下に かを される 0 C の 手段のを もを 巧なる ものは 化を 
话 によつて を 行され る〇何 ホ なれば、 を 中 威は 巧が 的に 掛故ナ るからで をる 0 
敵 困 巧に 强提を か 行 卞る爲 には、 敌の喊 線を 巧玻卞 るず が 往時は 絕 おに 必 巧であつた ので あるが、 今日のを 巧 時代に が 
ては、 あ 巧 巧のを お 武力が 破 巧され るまでは、 陸軍、 お 巧は を 早 ホを なる 巧 力では をい 〇未來 の 邸 場は 巧 巧のを 刑昭 曲に 
よつて お 限に 披大 ナる〇 さがは •地上、 海上を 支配し、 强 脚、 お 夷 巧、 ガス 邱 によつて 生 巧を 源 乃至 巧威國 巧の 道德 たお 
なする。 「エ裴 、お 巧の 中 也で をる、 をも显 おなる 大都 巧に II 音 巧の 巧 風を 投ナる 巧に 成功した ならち この 巧が の » 破 
によつ で、 この ホ 曾 有のを 巧 おおに を 面する 國 民は その かを 的を 礎を 急速に 被-巧 される であらう 〇而 して おは 踩 みは 1 ヶ 
月な 巧し 得ないで あらう と 云 ふ 意見で をつた OJ かくして を 巧は 今日の 戰 ずの 性 巧を 巧 本 的に 巧ず したと 言へ る 0 
を中に巧ける支おが巧ひ取られるや、 空中は戰爭のホ定的巧域となるであ y ; i ^ o 巧故なれば 「巧中制おはホのかをお巧 
—— がち 一 固に 到す るが 固の 空中 毁 巧は 巧 楽され、 巧つ でかの む 時 部に 勒 して. なん 巧の 化 おなしに を 中 お昭を かけし 得 
るで あらう し、 更に 巧 おとち おとは 保訟 され、 それらは を 巧を 加へ て 巧に 强 化され、 C れ に反して 放は そのため、 を 威を 
をけ、 巧 さ 力を 失 ひ， を 军の巧 建は 生産 基 巧の な 巧に よつ でみ おのに 不可能に される 1 を 提供 する でを らうからで ゎる 0 
を 中に がける 制 巧は を中攻 巧に よつて おられる。 さ 中 巧 敦は何 巧の 巧 巧を をげ る 巧は ほ 來 ない。 何故な れぱ •巧 毎を 巧の 
な遽 化は 巧 祭 巧の 應を且 あみなる 巧 力 お 中を 巧げ るからで ゎる 〇 従つて おしを かに お 力なる 而も 巧 面が 備 なれる を 巧が、 
巧 我 時に がて、 ホは そのな 前にが て 我 胡 配備に つくならば ホに 來る ものは 空中な 巧で あり、 その 制を おの 巧将 であらう 011 
制を 巧は がを： みの 哉 巧 力との ホ 我を 通じてな 保 かが 放の 巧が 巧 巧 地、 をを あ 地に 巧ナる 乂 巧與巧 にがて、 义乂 a 巧搜 



(巧逐 巧】 の 搭巧武 おによ るな 飛行 捜の 巧 退に がて、 度 ひ あられる。 制を 巧の 巧 巧は み 巧を 迫る 巧に 「か 龄咖 か^かい；； 3 
巧 力のを 中」 •がちを 中に がる 巧 中を 必 巧と ナる〇 がし この 他の 巧が (障 上、 海上) において がが 巧が 的 結 巧を 化 ふの t 化 
止す る 巧には、 この 巧 巧に めける 巧 力 的 反 巧が 必巧 である 。それせ に、 これに 勒 巧す るな 務を 巧に 巧して はを 中® 闲 力は 
を もな 巧 的で あり、 陸軍 •お 巧の 喊巧 力は これに 反して 左程な 巧 的では ない 。制を 巧が 巧 巧され るまでは、 後を (を 風、 
お戰) にがいて は尙 、巧備 のを 中 政 岡 力は f する 0 

ド1 ゥュ S 信す ると ミでは、 穀管 を醉最 聊か 臀^が 摩、 かが 抓 かが 緊 賢が が。 化のを 論は •み 

41^ か 复 か、 管' 貧 影い； <い 新 $い 一京 & 熙教 歡緊蒙 か。 

ド ー ゥ H は、 彼の 理論が ィ タリ ー の网 巧を 巧に 適合す るが •他の 巧ぶ に 巧して はを の 巧を 性は 非常に 制限され る 事を 時 
に强詞 する 0 

一国の 巧を に閒 して ド ー ゥ H には 高い 意を が附與 される 。巧し 彼は 飛行 巧に よる 巧を に 左程の 巧 巧を 期待せ ず、 巧って 
地上 力 至ち 除に よる 防を 施 がをお 訝した。 

この 思想 過程は 彼が ま おした を 商の 巧 力な 城に 巧應ナ る。 統一め 闽巧 ちは ド I サエの 息 ホに おいでを 投 される 〇 一田の 
を 巧が 長は 駐時 にがては 巧 巧のを ち 司令を でを り、 陸 巧 •お 巧 •を 軍の 司々 官 はこれ にお 巧せ しめられる 〇を巧 巧 令を は 
を 作 我を 指 巧し、 その 作風 任を に 巧して 么 虫なる ま 巧を 巧 巧 力に お 加せ しめる。 巧 地の 防空 巧 令を はを 接に を府 のか 令 下 
に S かれる 0 

「をを」 は 巧を なと 巧を 巧から 巧る 〇 招を 巧は 巧巧拽 と弦网 巧の 長所を 兼馈 して ゐる〇 里 巧なる 沒閒部 及ぴ座 巧は 裝甲さ 
れて わる 〇ほ をな はが ほ 速 巧を 必 巧と ナ るが、 巧 甲は して ゐ ない 〇 故に ド！々 ユ はより 速い •より 巧が しぶい、 又より 巧 
タニ 篤 巧 《 こ 一 五 



ナナスの •巧 il こ 二‘ 

惡裝 化を しを 化囊ザ 相手 因よ 〇 さく 採用 さを ちそ Q 使用 街 値 辜滅 ナ るで をら ゥ霸 f 霎晋 ない。 
呈中 度は 制 式 G 同型 碧 诗忆よ 0 5 はれ 得る が •二つ S 涅型 SS によつ ては 巧 はれ 得を い。」 

卜—ゥ H はを 初 彼の 理著 巧烈 なる 資巧 をを 見出し、 現代 S ミゼゥ ィッと 巨され ちがつ て 現代に おけるな を. 巧リ 
はおを 掛 によつ て その 迹用 性を 失つ たとまで ち へられた 0 
他方、 ド 1 ゥユ S 理忆 立つ て彼忆 よつ て囊 V けられた 雲 £ して 巧椎 した 批 がが 巧 はれち 

來 るべき 我 f 雲 器 為 雲) £1^ 捜 動 管な S か、 陣地 管な &を 決畜來 度い し、 お 透 的な を 中 制 巧を， ，，， 

得する 爲§ 長時間を 必 f する か 否かは 選では ない。 何故 なれち 若し 人が 晝的 解を それから 引* 出さを ナる 

ならば •雲高 震 S 裝」 た 相手 ss わら ssc ならち そ」 W 擎閣も 蒙 寡て 反 f する し、 島のを 

襄力も ホが 對 的に 巧少 もす る。 從 つて 巧なる 制 S でな く 5 一時的ち 短 轟のを いか 賢け が 速 巧され る— らぅ 
ことを ちを せねば ならめ 0 

截 がの 特 K 霎ミ 霞は 「語」 ミら ミ 輩 S 整援 8 臺 かれ ミを、 巧 S . 韻 C を も窠 をを 
爭 おお S を 得 5 で をら 5。 空中 SQ 奮： 6 どれ》 け 契 3 れ& か、 又 置 a 器 SSS 逆？？ を 巧す 

されない ことで ある 0 

巧 怖の 巧 大に從 つて 化拽 のを 見は 分な ナる〇 

なかの S をのみ によつ てこれ は 是認され てね るが 一般 基に をす るを 中 望 も 亦 あり 巧る であらぅ。 何な なれば、 

か、 る 巧 お忆 必要なる 力 Q 蔓 は管亿 夕く、 又 島 S か g 養 も ホ 巧 はれざる を おない からで ゎら ミ 
雲 窒を審 ずる 蠢に 向つ ての 法 おは、 その 限られた 巧い 巧 化か 巧を にはを 巧し 巧ない 雲ち 义 その 蓋に め 



レての みがき 得る 巧 働を 階 扱に、 この 上 も おく お 神 的な 深刻なる お 插を舆 へる 〇 近代 棋爭 は武裝 せる 兵 貝と j お巿 巧を K 
則す る 図 隐巧的 差が は徹 ほされる 。を 大都巿 (ドィツは 五十、 フランスは 十八) は 巧活を おの 集結 ナる おであり、 义巧田 
人口の 巧 水 池で も ある ゥ 

養は 物 養 鬟と蠢 叢 雄を 襄 S 少と 蟲讀軟 營繁卞 ミ」 か」、 SSS 5 ち霎 なる 舅 的 

任務 ほその 忍岛必 であらう 0 巧 悅 •飢彼 及びを の 化の 缺 芝は 闽巧 にがて 又 我 線に おいて 起る 巧 促の、 物が 的を 活の 破が， 
それに 基く あ 尝的自 おは、 巧と なくを となく 巧 はれる 執が なる 巧 おによ つても たらされる 〇 特に これは 联爭 勃を になし、 
或は その U がに 於て を も 効果的に 作用し、 その 巧 神 的 打 おは 日を 逐 ふて 大 となる 。確かにな 巧の 1 お市 巧に 致す るを 巧は 
化 ゆる 困 除法 的ち あに 巧らず、 放を 腿 迫 卞る點 でを 後 的 止めを 刺し 得る の ご ある。 凡ゆる 道 搪的反 お 力が それによ つて 巧 

おしまる かど ミ 篇績で をら 5。 css 聲囊 援お、お 硬化を 李 か 否た 又 それ 貧隐達 孚拿 段と し 
で 中 富 5 0 て衔養 sf れ 5 か 否か、 畫 S 霞議 S 」 て中畜 Q 棟扭 S 革涉を f か熏 a 逆に 決を 

し 巧ない。 最も 巧爭 にがて 必巧 とされる 中立 网を 無暗に 刺 巧す •る ことは を も 下手な 政 ホ 的え 巧に 化なら ぬで あらう 〇化を 
巧 お (ガス) に關 して ランジュヴァン ( Langevin ) はを つた。 「ガスは 唯、 人口に 勒 しての み 作用す る OJ 「吾* フ ブンス 
入と しては このを 巧を 第一に 使用す るが を 拒紀ナ る」 と 0 

巧が のを 巧を 征服し、 これを 占な する 巧は す 可能で をる とい ふのは、 ド ー ゥエ がを の 巧 論から 引を 出した お进 であるが、 
このが 種々 批 がされる であらう 。これに おする デ スメ ー ( Desmet ) の 言は ホな に 論理的で をる。 ド ー ゥュは 巧 行 巧に よ 
るを 中 爆路が もたら ナ餐 的 道 掩的作 望 通じて •一切 Q 化 e 反抗、 むを 据滅 策と 卞る 。それ 忆よ つて 陸軍、 お 巧は 左程 
の 反 紫 S はずして 敵地を 占領 ナ& 累出來 &で& らミ更 蔓か我 S く A め S 地を 占季？ とは 華し も必 巧で 

夕完度 巧 ニー ホ 



す ナスの 巧 か K 二； 

はなく をる であらう、 これが ド I ゥ K の お 本 思 おとを へられる し、 又を へねば ならぬ。 

「制ず 椎の巧 巧」 の 中む 巧 題に ついて •ブンジ ヴァンは、 ド ー ゥユ 論の 中に まつて ゐ る。 「空中 制 巧が 巧 巧 上 一巧に しで 
獲得 さた 更に それを 維持し が大し 得る 爱气彼 空 a はぶを でを る。」 かし、， J れ はを 中に をる おお 的 位み にわいて 
のみ 可能で あらう 0 

なる を おめ お 利」 の 獲得に 必 巧なる •ホみ にしで 具钮 的な 空中 巧 力の 巧 越を 持ち 來す ことは、 勿論 、 I ホでは おが 
の 巧 酉で を 0 •他方 围ま特 養 情に 依存 ナミ そ Q 强.^ なる 空奮寞 ミを 備を塞 と 十る がせち を裕 なる 巧 おの 

みが それを よくな し 得る ものである 〇巧 しを の 一つの 困 巧は 技巧の， なる 巧 まに よつても たらされる 〇却 ちを 俯された 
を 中 霞は 常に 更新され るを 明の ために 紀 ぇず 時代 逆れ にな ぇ そのため 巧热の 巧大な •るを 備 巧が 常ち 必巧 とされる に 
至る ミで を ミ-； 一 か」 を £ ま S 的條貨 ミて 羣乃 墨？ 或 震 縮管？ かを 雙 C めて はを に 要 十る 

を 巧 巧は 左程を 巧とは ならない であらう 0 r 急速なる を ほ 的 勝利」 を 保を ずる お 倒 的 空軍は 通 1 在し ない 〇し かして •か 
、るを を 8 利が をち 得られない とすれば、 抵爭 はが 大 し、 幫强大 なるお 换と 舅なる 巧 段を お 户る寶 が 十 中 八 •九 
巧 おを 巧ち 巧る でを らう。 

助 拒せ S 謹 も 亦 非常 S をた。 空軍 5 る冀力 G 上述 S 化 論 £1? しで、 <1 では 「が お 巧は 度 船に よつ て 
行 巧され るので をつて、 それに 化る 何を もない OJ と、 言つて わる 0 

r 巧が 肇 は、 をの 習の 巧 域の ためにを 牽 る。。 かに 海上の 制 巧は そのな おでは ない 〇お 透の 任務は が壽 によつ 
て かつて 代は ちる と 吾 ふ 思想は 動で をる。 海 5 いて 柯も 知らな て； みがか、 5 思想を 持ち 得乏 である。」 
「我がを 巧は そのが おのた めには、 お 巧に 巧を する 〇お 巧の 保設の 下に か 田から お 入され る 燃が なくして はおを 巧は ホ 



み 巧 巧す る ことは 巧來 ないで わらぅ 〇」 

されば ころ 器を る 田 おも、 がを 巧の 迅速なる 巧 得に よつ ての ちその 弦 爭の屢 をみ をし 得る と宮ム 「妒が 薪 11」 
をを け 入れなかつた 〇從ク て、 ド ーゥエ のま 巧す る 「を 中 にがては を 力を わげ て かか レ、 巧 上 にがては 趴於 にがお 卞 る」 

. とま ふ®^ に 立つて 巧が 伍 巧を 計晝 して わる 巧ぶ は 一つ もな 在し ない。 か 何なる 巧 民に も、 風 ホの 勝利 的み をのを 当を， 
魚ぶな るを 中 制 巧に のみ 苗いて わない ことは な 上の ことから おを される ところで わる 〇现在 •世が を 通じて 截 がのに 巧 t 
した 巧® をを 巧し、 且又 巧手 西が をく ま 巧を 缺ぐ か、 まは おんど それを おため 巧 合， 制を 權の巧 得 乃至 巧 あによ つてを ほ 
的 ホ 我に？ 得& かき 强 力なる を 中 霞を 享 S 酉は 一つ も おた ミ。 實菱擊 は 往時 S ける 夕援監 かとし 

てで なく、 巧 巧 的に を 巧され るで をら ぅことは ず 巧で をる。 しかして 、「も 和よりの みかを を 巧す るた めの 龄盼 及びが が 
における 防な」 なるな 式は じれ 迄 何 ほの 參な 本が によつても 弦が 基が としてが 用され をかつた 0 
新しく 生れる 坡巧 手段に よつて、 ま 巧は 战爭の 形態を 巧 化させ •巧 争は、 面の 我爭 (〇 すみを henkr を) から 立 ほの 政 
爭 (巧 smkrkg ) に 巧つた 。しかし •巧手 田に 自己の 息を を强 がする 巧 ホの 目的は 舞 化させる 巧は が來 ない 〇 それは 陸 成 
义ぴあ 巧の 手段に よつての み 巧 得される 0 

ブンジ ユヴ アン (LSI 占 ミ ご) は 音 ふ 「截留 のかき は 陸 巧 及ぴ海 巧が 巧 も か 巧と され、 從 つて 巧を に 巧 卞る必 巧なる 手段 
が 採を わ ば ミめ。 國 ± 巧 街の 巧 題は、 豎 、擊赛 を かの 昭田 力を 巧を 网 にお ミを 化し’ その！！ 磬 恥を お擎 
る C とに をる 〇 巧つて フブン K にめ では、 吾々 は 陸 巧な あびが 軍な のかに、 巧 化せる を 中 巧 除を 必巧 i する 〇而 して いづ 
れ ちその 自 巳に 课サ をた る巧務 たを 巧し 得る 爲 には •ま 分 舅で なければ ならぬ 〇舅惡 のみを はみ してを ぶを 巧 
ではない 〇 それには を 巧の 巧 おる 巧 巧 的 •な 治 的 •巧 巧 的 •巧 巧 的 お 因と おおに おびつ いて ゐる夕 くの 巧 おがを 在す る 0」 
に 二 W 巧 巧 二； 
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垃爭の 凡ての おおは を 中ち おのみが 弦 巧を 巧ち 巧る となす ド ー ゥ H Q ま お t る認 する 0 

アル マンゴ— (Arssgaud】 は宮 ふ、 「巧爭 論を 固を 的 お 則の 上に お 立 ナベし とな ナ考 へは 一つの 夕 にず ぎない。 を fi 
的な 困^の 巧 巧 一を 的 活動 あつて こそ 化を 打倒す る ことが 巧來 るので ある 0」 じれ こそ •か 何なる 我爭も 防が させみ な 
い 原則で ある。 

ド ー ゥ H まを に毋 する 種々 なる 反お静 について はこ、 では 立ち入らない 〇 それらの 理 をは 巧 わて 巧 巧なる 里 ホから 反投 
される。 をし •反 お 論は ド ーゥユ のをく の 論 作， 及び その 論は との 往巧 書信を よく 知らず して 爲 されて わるの が夕 いから 
である 〇か くて、 化 人は ド ー ゥエを 目して、 をを 装 乃至を おおと 巧な し、 その あなの 論理的 あ 程を 明瞭に か あして わな 
い。 この おに 閱 して •ド！ ホ 持 軍 (口 扣呂 芝が フランス さぞを 巧は 巧して U 來 一つ QS 化が もたらさた フ ブンス のヴォ 
ナエ 大佐 ( va 巨 hier ) は、 「ド ーゥ ユ将 巧の 弦 争論」 (ペタン おおのが 文の ある) において、 ド I ゥユま 巧のを お 的說巧 t 
巧 ふた。 この 本に がて ヴ ナナ ユはド ー ゥ王理 おの 游巧 性を か 巧し、 ホの かく、# にィ タリ 1 Q 田 巧 巧 巧に 逆 合する ガ けで 
なく •をが 的に 適が される を おなる 說 段を 巧展 せしめた 0 

ホづ 巧は 戰爭 巧储 义ぴ棋 爭に當 面して、 酉 防 力の 指 巧 原理 ガ けでは 弦 巧の 巧！！ {なる 巧 度と ならない こと、 又 陸上 巧 巧 力 
巧び お 上戰契 S 供 塞備 が一 寶尊 Q 除には 必 がに 浸れる こちが を 巧の 巧 送 長 巧に 互つ てがけられ、 又を ま 巧 
は 度々 そ 化する こと 巧を 指 巧した 。なつて 陸軍、 海 巧の 巧 裝がお 巧され ねばならめ C とを 强 調し、 を 中み 巧は をり 巧る 
が、 起すべき でない と ホ 張した。 「よ ゥ大 なる 强 巧を W てを 巧され る 陸地 攻 巧は、 巧大 なる 戚車巧 (又はを 巧 —— を 者) に 
よつて 巧 護され、 かの 巧 お 巧」 ( Decku 日 gsarmee ) の展 巧を す 可能なら しわ、 おつで その 巧 険が强 固なる 巧 巧を 巧 巧ナる 
堂ち 地上 囊は聲 に 制 おされる でを らぅ 事は 明かで ある。 巧し、 をは 同時に ド 1 ゥユの 巧を S 巧 ごつ を蔡 


卞る であらう OJ 义 地理め、 腔 巧的陌 なから も、 ホ 巧なる をが を 陸 巧 乃 ま お 巧 ！ それは 围巧 のま 巧なる 巧 巧で なけれ ぱな 
ら * 1 に 置くべく おおな くされる 巧が みり 巧る であらう 。又、 化は 領巧 防空は 政 おにが* さ V •田 巧 ザは 巧 司令官の 令 
下に 泣く 方が、 巧 力の 供 力 巧 勘の おから 一巧 あ 利で あると 巧る 見が に 反 巧で をつた 〇ま 巧の 建設に 助し ド 1ゥユ の 把を 稱 
- ( Luftkreuzcr ) 巧 一 ままは みを 的を 巧 巧では ないやう にぶ はれる 。他の 穂が の おを な も それと 同一の 目的 fc を 巧し 巧る 
で わらう 0 

ヴオチ 玉は、 ド ー ゥ H の 巧を をはを 巧の 兵 巧に ぞ かを もたらす ものであると 主 巧ず るが、 このを 牌は、 を ほと して* ホ 
し 巧い ので あらう 0 

表面的 巧 巧を なて すれば、 な ホの 巧爭 論は 今日 にがては、 新式の 運 お 巧 脚 や、 地上 特にを 中に わける 發巧链 化され ホな 
巧に ょる 時閒 、を 做のを 速なる 征 版の 島に 巧 本 的に 资 革され たかの かく 見える 〇 クラゥ 去 ゥィ ッ になへ ば、 「巧 爭の自 巧 
法則は ホ づ成间 力の 巧が であり、 がる 後、 巧が 巧の 占 巧が これにが くで あらう 〇巧化 なれば、 を 中に がける を 初の 取爭巧 
動 义ぴ敝 のか K 力の 後方 ホを 巧に ょる 制壓は 巳に 地上の 會 巧が 辟 始 されるな がに 於て おわられる からでを る〇 がし、 地が 
の 占 巧は を 軍に 餘 せられ、 を 巧は なの 巧 K を 制 拒し 巧る まで 巧手 田に 巧す る 巧！！ を か 巧 サわぱ ならぬ 0 —— せに 言が 的 
ま 則」 邱 ちみの 巧两 力の 絕试 •©巧の 占な、 —— 巧 一にを 中の —— •み 言卞れ ばかの 化爭 なをを が だする 事が 巧が 中、 むと 

をる 口 

風两は ホづを 中風に おいて 闻 おされる 〇 ちしを 中 苗が 地上に なを 的 決 « が 巧 はれる W かに 巧 はれる ならげ、 それは クブ 
ゥゼゥ ィッの 言 ふかく、 我が にがては ホ 巧の みを は 巧に を 巧 巧の 閣お において 巧され ると をムお ホに おいて 联 がめ 意を を 
もつ に 至る 。しかし、 それが を 中® 闲 カホ かに 巧しても その Waa ちを 推 持 するならば、 それは 巧 面接め な 時 ホみ 巧の お 
第二 巧 お 》 二 I 二 
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をを 有ず る 联巧的 載を 用具に 值 下す るで をら ゥ〇 

地上 又はを 中に わける 高速 皮 化された 巧が 力の 巧 現は 作成 巧 巧を おかに 攘大 する であらう。 しかし、 ぶかの なを 度に よ 
つて 達成し 得られみ 巧は、 巧手 困 側に わける】 をが 速な 一巧 巧 動的な 巧が 巧 おの 反 g によつ で、 大巧 かがが おされる であ 
らう 〇戰が 的 立場から 見れば 巧 食 送を 段、 通信な が、 乃至を おのを おは 其 自身に おいてを 達する が、 又 相互に 巧 展も卞 
る。 我爭力 至を 爭 手段の か 的 形 おはち 化して 來 たが、 巧爭 指を のを 巧 原則は 巧 化した のでは ない。 
XXX 

ド I ゥ Ha 論に 巧す るか 巧の 巧 眼 わる 批評を は、 强力 をる 巧 立を 軍が 巧 巧の 展望を ぷ大 させる のはが ザで をら うが、 巧 
にを 巧の みを なて、 適 巧に 巧裝 した 巧手 巧の 反 g を据 がせん とする ホ 望に 巧して その 巧 直 巧 巧を 巧いて わる 。しかしな が 
ら •ド—々 ユ ちを 中 我の 開始に 巧し ホづ 巧が によつて* 巧を 巧 巧すべし となす 彼の ま 巧、 又を 中 巧の 一切の 巧な t 特に 
お 明に し セ 巧は 巧 巧め 立 彼の 巧な である。 

二、 巧な によるを 軍の 巧價 

ホ 酉に おける ド ー ゥ H 主を のれが 的ち をは ホの 認谦に 到ました。 即ちを 巧の 政 脚を々 巧され た 巧 化と してを 巧から 巧 巧 
する 巧は 不當 でを り、 又 その 巧 巧は 恐らく 巧 巧 的作截 にわけ るを 柏の 一巧を 巧 ホし •を® 作® の 枠 巧に おける 剩巧 にがつ 
て 巧 はれる。 ( T * マ y ゴ— )0 を 中 巧は 綜合 的 巧 争の 一部で あり、 又】 部と して 巧る。 を 巧 的 活動から 巧 晩した さ 巧の 行動 
はを® 的 綜合 力を 思め るが 脫を意 ホし •巧爭 のが 一 的 指 巧からの み 巧を 患 味す る。 

ド ー ゥユ のせ 困た るィ タリ I 自身は、 巧ら しを 設» のを 巧に 立つて、 ド I ゥ H 路 巧の 巧を t を 巧に 反 巧して わるのは 事 
巧で ある。 



ィ ダリ ー をが のち 鹏は自 西の 絵を 的を 力の 統 j 的 指 巧の 方向に 强 力に 進ん ガ〇 それを 通じて. 夕 な 本が のを 化の 巧 巧は 
參謀本 郁、 巧 令 部 •をを 司を がが 從巧卞 る 因 巧 巧を 妍 なする C とであつた 。デ スメ ( DeBmct ) はこの 化な を 巧な 的な ホ 
と 巧ん ボ〇 

フランス にがて 一個の 望 的 蒙が 讓 され セ タ’ これは 陸上 部 除との 資作戰 の 下に 起つ た。 今日、 を 巧 C なの 

望 的作暮 f 除を？ となく」 て 肇は肇 5 部 Q 命令 下ち 基 至 ミ 墓 李 ミ か < 了を S 囊 的に 地 

上の 作 我との 巧 巧なる 速 巧の うちにを 動 ナベを ことは 叨か であらう 〇ホ战 は 放 巧 おの 巧が にょつて のみ 確 巧され、 さ 巧の 
活かを おりに 高く 評 巧 ナベき ではない ことを 二 I セ ー 將巧 ( ziese ごは 巧 かにした 。しかしながら アル マンゴ ー 將 巧は、 
を 巧は 「少 くと も 陸軍の かく 同様にを 巧で ある」 としてね る 彼に とつては 强 力なる »» 空中 お 除は フ^ンスの 围± 巧 おの 
必須 條件 ( comiitio を e qua non ) であ ス戰爭 のを 初にが て、 他の 作 巧を 化 進させる ために 制 中 巧の® おせを 直ちに 
巧學 べきが 務を 提起 ナ る。 彼は 思へ らく 「軍事的 養のを 萬 展開は 一巧に 巧 的 卞る强 カ ミが 護の 襄 にょつ て ホ 
づ阳 まされ •陸 望び 震£ して 囊 時間 £ いてを も 痛烈な 打 ミ 加へ 得る で わら 5。 而 して ホづ を中忆 わいて 震 
を 巧 保し なかつ を、 巧 去 鬟は不 B で と 堅鬟を 保？ &爲 S か 何 S 力を S 陸？ 培しても 
不ホ 分で あり、 がつて 强 力を るを 巧は お教 にみ ぐ ことは 不可能で あらう 0 

品 上 •海上 •空中に おける 武さ蓄 の 沒？ ちち 誓の 行動 窠を享 る も？ あつて をれ が 隻奪ナ る ミは 
我がの 基？ 妻 も Q でを*。 そ g 舅を お 合させる ことが 近代 我爭 g 塞を な卞も Q でを 0’ 質に を S 請を みを 

する もの e ある」 ご アベ 本— 巧 軍】 

ベル ギ ー は本來 めに フランスと 同一の 見库 をを して わる 0 
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巧な サ るを！！ 的 さ 巧を ち卞る ィギリスに おいて、 フ I ブ I は 「を 巧 て 風を 手段の ホ 巧なる ものと なし、 これにょ つ 
て 巧手 围の田 民 的 巧 岡ち をを を 巧に 招が しおる」 と 云クて わる。 「巧手 困の 巧轻 系が t をな する ためには」 はのを がを あが 
する 巧が を 巧で をる。 陸上 作 巧、 が 上作 投 がまる 程 巧な 上に を おしないならば •巧 巧 巧は 1 化 人 巧の お爭息 あに 巧し 巧が 
t 通じて、 その 作 巧を あお ホし め •その あ 怖が 巧爭 の 巧 大を巧 巧 せしめる まで 徹底的に 巧 はれる と 化は 音 ふ。 

フ ー ブ I はを 巧の 巧 用を まい 間 ィギリス にわいて 信 ホ まれた 用兵 的 おかに おいて： を ホした が をれ はな 巧なる 巧 巧 的巧爭 
を 通じて 巧手 巧を 巧 おせしめ るた めでを つた 0 

アメリヵと 日本の 巧 曲は 他の 强 力を るを 巧 巧とは 反 おに その W 巧 地 巧 的昭な 上、 そのを 巧 力を 組が のには 差を 〇 陸軍 あ 
ぴ巧 巧の おか 的 武力と してを を さ廿 た。 そ Q 爲兩 曲は 凡ての 兵科が をを に糕 合した 巧扣 にがてを 巧の 巧が 的 おおを 巧 見せ 
ん として ゐる やぅに 見られた 〇を 近に おいて 始めて 米 田 も巧自 的に 作 域 的な 巧を 遂 巧し 巧る かき 乂 を 中 巧な を 巧 武卞ぺ き 
か a を 立て、 ゐ る。 

-11、 巧 論 

々巧に おける このま 函 的ぶな におす る 上な のち おは、 さ 中 巧に かする 見解が 巧たり、 义 あえず 巧 化して 來た 事を 巧 
かにして むる 〇 しかしを がら、 ホの なおは « 盛に か 上げられねば をら a ま 巧を る 巧な でを ると ぶは る 0 
a、 巧爭 及び 風爭お 巧の 巧 則は を 巧が 巧 脚力の 一つと して 介入しても 不巧 である じと。 

b •视粹 空中 風は をに 例 かめに 践 岡を みを ずる ことが 巧 來る〇 何故 なれば、 か、 る 空中 孩は ホガ 嘗て 存在した ことが 
度い 程の ち大 なる さ 巧 t お 巧と する からで わる 〇 それ 化に 
C 、 强 力なる 度 軍 あびが 巧は どぅしても 必虫 であり' を ザは 用み の 巧 S の-お 因と して 巧 遇され ねばならぬ 0 C の 一二つ 



の 載 岡 力の 使用は を 軍の お 巧を がかを する 〇巧爭 巧 巧の 豆 也を いづれ に 置く かは その 巧 爭の條 件に がを する が、 
ふろ 地理 的 明な はを も 重を をる 役割を 巧す ので ある 0 

d 、 ま 巧は、 戰爭の 決ち にを も 協力し 得る 巧自邮 取を を 巧す るに 適 巧して わる。 かくて、 龄か •龄 取の 巧が のか C 
お 合 的 我爭巧 巧の 一巧と してを 中 載が をを せわ ばなら so 

= か围 はがけ る 空中 戰 指導の 考お 

■、を 中 « 冉の巧 巧 

を中駐 がとは 一般め にはを 軍を して、 をの 活動 巧 力を 巧 用し、 是 によつ で 放の 反抗を か 巧卞る 巧に 巧 あされる 「巧」 で 
あると 解され て ゐる〇 従つてを 革は 巧自 の戰爭 手段と して、 非常に 短時間に 非常にる 巧 巧まで 化を 制 おし 得る ので ある 0 

二、 を 軍の 本 K と植能 

まがの 特別の 诗 巧は、 其 商 巧な 裝 巧に 依 巧し、 巧 化なる 巧 掛巧曲 (行動 半が) •お 力を る 巧 巧の 使用 《特に gillJO •巧 巧 
をる 快速 •义 おが 奇 巧を 可能に する 〇さ がは 凡ゆる 巧 おの 中で’ を も化烈 なるみ 被 力を 巧し、 最も お 快なる 巧 かと 掛 おを 
有する 巧 おで ある。 從 つて 他の 巧 おのぶ ばを い 巧 上を 見 •且巧 諷し 巧る ので ある。 

巧 巧 地域は、 羣 によ？ 巧 备地資 塞、 そ S 巧 £ いて 最も 男が でを •且敵 Q 巧 おにと つてを もな 手と する 
巧が 地を 媒 巧し 巧る であらぅ 0 

を 巧は 理想的な 遼巧離 巧 おとして、 献 かを 亦齡 かみが 紙を が 巧し、 恥が か A をす 能に し、 他の か 何なる 武器よりも ホ 典 
的に あの 述 行、 巧助蘿 •乏 おお •及ぴ その 涩 をを 望し 得る でを らぅ。 

巧 泛巧 ♦ 一一 一玄 



ナナスの 《ホ お 二 云、 

を 巧が 化の 5 と 比た て •特に 巧れ を 上述の 諸 長所に 巧して、 その 巧 助は •それが その 地上 組が にを く襄 してね る 
おに ある 空を は 地上 巧 除に ょつ て 確 巧され た 煎 行 巧に 歸董 ねばならない。 もしもを が 巧 保され ない 巧 合ち 危お 
は 直ち 忆迫 つて 來ミ又 肇が旧 管な S がち 裹度 飛— が霉 された お今 曼を馨 tf をす であら ミ 
おして 蒙は、 ょく お備 3 れ、 义寞的 S あされた 繁び蕾 繁忆依 巧して &ミ义 飛行は sg 進 ホが も 
たらされ たのに も 巧ら す 陸軍を 雲に が ミミ もは るかに 天候に 妨 まされる。 を 葉 も 三つの かがは •臺ミ 
の 巧 巧に 臨して ち 養 雲が がない こと、 义巧 下される 巧彈の S が大 ミミな どで をる。 (デ；—】 

こ才 等の 義を除 3^ すれば 喊爭 Q 開始 忆を つて、 そ の裝 備が完 巧して ゐ Jjj をら ば、. を 巧は おも かか かか 巧 おとして 卜 
困に おいて 評 巧され て ゐる〇 . 

I 二 •を 中« 巧の 目な のまち 

陸上 戚度 ホづ 鼓地畜 Q が法條 件と して、 义敵田 《屈服 襄 g 桌巧 として、 肇除 Q かがを を？ るが •を 中截 
がの 目 おは、 ホ図忆 於て は 今日 一 蒼 養 防 S 毛れ 忆致 李， 0 郁 分が ちな 空 S 破 奮 向けられる ミが 必？ され ミ 
する 特長、 巧ち 選ち S 性 •巧 奮は、 その 基した 巧 S るて、 な 陸軍 菱 お？、 お 緊が卽 い、 

をの 背面を 巧に 從 おせしめる 0 

巧つ て 近代に おける 羣の 風が お 巧は •を 困の 擊ち 巧の 阻隹霉 の武？ 巧へ ちがして’ か 困の 攀理 蒙の 規 
巧 的な 器に 從 つて、 豪を 動が なの 5 的 手段の 货 おのみに 限 巧し をいで •巧の 因 巧 力 Q 生かな としては を々 襄 され 

バ巧巧 巧 巧の 巧 おにを で巧大 される に 至る であら ミ 空 巧の 目 おは、 1 方に おいて 陸ち お 軍が 攻擊し 得ない 巧の が 斬を 
度、 他方に おいて 巧 Q 巧 勇の おみ Q 破 巧に をミ肇 ちい J 襄 かかに のみ おます る ミは 曲來 ない。 綜合 的羣旨 



巧は 醒 ホの 過程に わいて’ 自 をの 困 巧 力捷 巧の 爲ち 他のを くの 巧を を 巧す まで あらう 。巧ち それは 持 合め 巧爭巧 巧の 
ための 我が 的 巧を、 作 載の 巧を、 陸 巧、 お 軍 におけるを 抵按 茜のう ちに 存在す る (アルマ ッゴ ー)0 

巧 作 巧 
(ィ) 作 弦が 念 

を 中 載 S 臺は 運動で ある。 章 度 にがては 巧 地 我を 考 へる ことは 窠 ち 「を 中風に 於て は 適を な 防 装 陣地 もな〜 
自然 的 巧 まもを 在し ない OJC アル マンゴ I 】 「信 煩し 得る ま閒 とい ム ものは、 到底 おなし 巧ない からで ある OJ ( パンド々 ブ ダッ】 
さ 中 度 指 巧に 對 する 其 作 我 的を 巧は、 陸 我 お® におす ると 同様に、 髙 巧な ちを を必巧 とずる 。空軍の 巧 巧 巧は 巧 行 巧で 

ある。 惡 場は 作 愛 蠢 とを、 政が 的 襄を形 寧る。 モ e がを 量 おを る 通信 習 至 連 巧を 肇 •お 巧 

の 防 巧に よる 巧を 性は、 よくを 備 された 地上 組攒 によつて 始めて 可能で ある 0 
を 巧 自身は、 他の 巧 防 巧が その 作 戰极巧 地に 巧を ナる よりも、 その か 巧 巧 巧 地に 巧を する ことが 少ない。 何故ならば， 
を 軍は 巧 巧 地を！！ れるや •モれ を 防 輩る 塞は なくな &。 そ Q 瓷 は、 肇乃至 お 軍 S 孽え かし、 他面に わい 
ては、 を 軍は 巧 巧 劈 義す奮 堂ち その 作 巧 巧ぶ 油から 巧を ことは 不可能で をる 〇巧 つて その 作 載のを には 必ず 
その 蓋§? わ 菩ら をい。 おつて が地忆 まで 巧く？ 5 た 地上 幕 S 備は •非常 忆 宝- 蔓巧 f もつ ので あ 

る 0 

「陸 巧、 お 巧が 敵のを かおを •巧# 地域から 巧 ざけ ておけ ば おく 程、 これらは 空中 防 術を お 强卞る ことになる 〇 それらが 

巧を そ S も蠢と J 地 愛馬' 章れば ナ S 、 揭夏章 巧 巧は 奪 的 C 箱 十 ミ 2 •お 上、 を 中 Q 護異を 

がが てを 力 させない ない ことは 誤が であらう 〇陸 巧と を 巧は、® 巧 開始と 共に， おな なく 地上に わける 巧自の 巧が を 巧 ホ 

を亮巧 » 二一右 



ナナスの 度 か 論 ニニ 八 
る ダけ 巧く お大卞 るか、 ずは かくと も それを 撫持 する わめに 巧 力せ ねばならめ 0」( ァル マンゴ—) 

飛行は 逸く 奇 巧を あ 巧す るが •其 時は 巧ら く强 力なる 敵の 防 お 力との 巧 巧を 巧 十に 至る であ k ぅ 0 
作抵 がの 巧を は、 巧 上 巧が 巧 巧 巧 巧拙から 巧 巧 巧 巧 巧に よつて、 絕 へず ホ はれる 力の 拽 ホを 抑 給す るた めに 必 おとされ 
る 線で あるが、 それは 空中 戰が によつて 中 防され る〇を 中に おいては、 陸 扱に わける かく おがは 不可能で ある 。白 由なる 
一二 次元のを 間は •お 錫を 拒を ナる〇 

又 進 巧なる おを もを 中 載が においては、 地上 戰が のなかに 巧ち する ことは ほ 巧ない 0 空中 戲閔 力は、 その 巧 巧 巧に おい 
てす でに 進 巧 可能で あるが、 度々、 ぶ備 飛け® を 使用 卞る じと によつて 上述の 作 巧に 巧が して、 巧 巧 巧な の械成 や、 巧 巧 
時閒の 短縮 等を 計らねば ならぬ 0 ( デス ィ 1) な 巧が 断と みむは、 か 迸の か 件を 利用す る 巧 合 も、 をはを 險 なるお 巧を 巧 ふ 
おを も， 空中 我がに おいては、 陸 巧 指 巧を にわけ るかく、 そのを 巧に 長時間を おしない 〇巧巧 なのかを! 一は、 を 中 作戰遂 
巧の 錯で あつて、 をに よつ て 敵を 巧 巧し 得る 利 おを 與へ るが、 同時に それは 放 かもな f れ るかが を 生む ので ホろ さ 
中戰 においては 陵戰 におけるより 上に •戰 略と 戰 術が 相互に ぜ 反する のでを る。 

風阔 にかけ る 空を 指が 官の化 招に 關 しては 、外 巧の 見解は 巧 互に お化して わる 〇 「一見 解に よれば、 司令を の 化ぶ は、 
その 載 巧 意を のか 何に おらず、 ま 中に おいては > 六、 わ モメ I トルの 巧 巧に わける 自己の 指が する 巧 巧な おの 1 巧で をく、 
むしろ 地上には 思 サねぱ ならぬ 〇 地上に おいでは、 彼は 一切の 指が 手段、 巧ち 適な な I それに よつて おお 巧を 飛ばし. 
それによ つてを 煩 探を 指 獲し 得る ！ ラデォ ■ステ ー ション 等を ちつて ゐる 0」 

他の 巧 解に 依れ ぱ 、を 巧 巧 巧を の化谊 は、 巧 除が 旧 港 する 時、 巧せ が 巧 巧に 座 巧す るかく、 を 巧の 大作 政に おいては 巧 
巧が 除と 共に 巧 かする。 



がを においては 、指が をの 指が 及び その お 一 性の 巧 巧に 巧して 巧みで わるし、 をを においては、 巧 行 巧 塔 乘と官 ふが 脚 
的が 巧に おいて がれて ゐ る。 

巧くて 「ま 中戰巧 巧を」 は、 巧爭 決を のち 巧のを 因と なり、 を 高の 陸 巧、 海 成の «巧 をと して、 椅神 めみ® 的 行かを 資 
- 巧 ホねば ならぬ。 

( B 】 がをお 巧 巧の 爲の取 巧 

クラゥゼ ゥ ィツは、 威爭 の 開始 巧に を も亟秦 るを？ 涅 いたので あを、 か 巧の 巧 蒙の 凡で 巧 新 巧 岡 手段と しで 
の 空を によつて 更にを おせられ たじと を ま 巧す るで あらう。 指が 官 は、 ホ 初 巧 一の 風田閒 始まで には 巧 巧 巧を お 具に サさ 
ねばなら をが • r 巧 もちち をる 巧 巧 的 巧 巧は 凡て、 ホ來の 棋爭は 大巧な 組な のを 巧に よつて 開始され ると いふ 見 おを 持し 

て わる o 」 c バンド々 ブ ブツ】 

「お 合 的 載 爭計晝 はを 巧の 活かに よつてみ をされ るが、 叉 その 极争 がをはを 巧に 巧して 迅速なる 命令を 巧へ るで わら 
うし、 又 やか 的に 巧知 ホるな 巧の 展開、 巧 通 •產業 基地 •其 他に 閒卞 るが 吿 は、 その 作® のをが とされる であらう。：^ 
合 載爭計 金は、 地上ず 擊を あなす るを、 を 軍は がが 制应に 巧し を もちみ & る f ちかを 巧亞 する ものと をした 0」 ( ァルマ y 

ず 1) 

か 巧に わいて は •を 中 作 巧の 開始は か 何に 巧 巧され てね るか 0 

巧 巧 おみは、 あの 空 巧 力に よつて 巧衡 されて わる^ 山 かかで わる。 この 目ち を 度な する ことによつて 始めて 制を 當が塞 
得される C とは、 讀巧 的に 巧な であらう 〇デ スメ ー はこれ にを みして 曰く •「古典め 巧が の規 をはな 巧 除のを 巧を 迫 求し* 
他の 目 梧、 巧へ ば 首が SS によつ ては、 兵を ホして 引かを つた。- > かし •寞雪 Q なおに な學 るち なる 巧汾 
巧 忌 巧 略 ニニ 化 



ナナスの 巧 巧 6 ニー ニ 〇 

裘 速は C の おに 閲」® 自の 見み を 持ろ を 中 巧 おは、 巧 上に その 目 技を 發見ナ •へを であつ て、 を 中 思に おいて t けな 
いとま 張して ゐ る。 國民 我爭忆 於いては、 是る 生ける 力が 招た 投げる まれる。 從 つて 物質的 蔓 8 的 農 ホかをを 
持ち 來 るかを S が、 選 採され ミ羣は f ずし も • &Q 空軍 勢力を をを ないで わら ミ 空 富 そ 富 資 基いて 巧 
動し それ 忆 よつ てた 飛 S を 巧 筆る で & らミ蔓 裳 Q 空中 震 C ¥ る蠢 は® 義 (一 •を f 。，。) か 巧な 
(呈 egesb ち ehr - Waff ミに 巧 向され る。」 モレ ッタ隻 K をはが の 空軍を を 部め に® 面に 引きを 得を いと 言ム ななに 立 
つて 之を 霸 して ゐ る。 を中忆 がいて 放 軍を 發 なし 得る わ 否か！， 問題で をる が 他方 迎 なが 裏で ない 場 塞 中 護を 避け 
られ るで わらう 0 

がら ば攻巧 的を 巧は •制を 巧を か 何に して お得し 巧る か。 

それには 二つのを が ある。 第一に 「おの 飛行 巧 巧 地を ホづ巧 巧し、 その がの 中で 巧禽を やつつ けさ (プ； I 】 方法で 
ある 〇霄お 巧拙は、 其自 妻で にを もが 適の 肖 接た る セめ ちその 技巧的 装備が 巧を によつ て 破 f れる審 、巧ち 
得な くな S で をら ミ 世 塞 S 來お se 謹 •を そ S 冀讓 £ いて、 格段 Q 進步 がな され 了來 を、 惡巧 
が 適宜に 备 々の 準備 碧 巧に 惡 されて 居ない 史合 「それを にがず る 巧 巧は、 巧を S 杳を 巧へ & であらう 0 ミル こご 
r 巧し なを、 凡ての 巧 行が 巧 地を な披 する， J とは、 をて S な， J とでは ない。」 「香 •巧な 巧 巧 巧は ホ 巧に 璧に防 

おされる 2 ら 5 し • CG 富 性を 考定 人れ§ ならな 5。 畜 a 空軍 義 t 裘妾 け累 な髮£ ミみ 孽る 

であらう。 しかし このみ おによ つて 巧 巧なる 巧 かの— は 失は た曼 巧の 霄— がが 墓す る 巧 合、 忘 おする ホな 
なる 空中 巧 お S して モ Q 技 向 力を 頭 会が かを 曼 なるお 除を 巧 來ナる 忠れが ホる で をら 5。」( こ ッタ) 

巧 巧 巧が 地忆 おす* 震は 恐らくは 忆を まを 巧へ るで わらう が 巧* 侧£ いても 寞 はを がれない。 從 つて かか かか 



巧 巧は •巧 巧を 側に のみ おに 約束され ない。 

飛行 巧が 地に おする おお 完 に、 第二 S 方 蒙 深ら れ るで わらう。 即ち それは 「な 陸？ ぴお S 柳 かと 款 S する 妨 
を 巧 かで ある OJr 巧に 巧 化なる 銭 誓 持は •美術 摧築物 •巧 道 交叉 時’ 巧 物 伶 单竖’ 池ち 發お所 等で ある 0」( デ スィ—】 
「か、 るを 巧に よつて 困り 拔 いた 围 おはを 軍の 確立を あ 望す るで あらう。 かくて 空中 我 岡は 始めて 起る。 化しながら、# 
巧を がより® ホな 又より 多 助の 飛な 機を ちして ねるならば その 巧手 巧は 巧 題 もな く おがされる OJ ( アルマ' ノゴ I 】 

空中 幫忆關 して、 X ; ゴふ蒙 かく 明確な 考 祭を 典へ、 攻 巧と 巧 祭 S 望 S 等 Q 震を 巧へ て ゐる〇 
「飛 S の 墓 性は、 巧 巧に 臨し、 をム餘 地のを い 程、 憂な 利 基を 與 へ、 特に 裏の 可能性を 巧へ る。 又を の ホぷ性 
は、 或 巧 度までは 防 黛よりも 巧 巧に 值 越を 巧證ナ る、 併し、 一を の 巧 雄に おいては、 巧 潰は その 巧を の 息 おを おり おへす 
であらう 〇 この 巧 合、 飛行機、 勒を防 お 砲， お 巧 おな による 防教が 可能で をる のに、 を 中 巧 巧の 唯一の 巧 おは 巧 巧 巧の み 
であるからで をる 0 ffi 逐钱 はを の髙 ぶな 速 動 性の 爲 に、 巧 お 離 巧巧谜 よりもは るかに がれて ゐる〇 しかし •結局に おい 
て、 巧を は それが 巧 巧に おいて 巧く 巧 行され るなら ば、 をく の 巧 値を ちして ねる。 . 

「を 軍は その 充 かなる 哦闽 力を を 中に 常に 維持させる ことは 不可能で ある 〇巧 巧は® らく 前線 やな 部 吸な にわけ る 巧て 
の 巧 巧 監熙綜 を 通じて、 巧 報を をけ るで あらう 〇 このを 既の 巧】 お 巧は 巧に をが おのみ 前哨と 巧が して ゐる〇 警報に よつ 
て 始めて 上を し セ 巧 巧 巧は、 放の 巧 巧を 巧ぐ ためには •餘 りに 手 遇れ の 巧 合が 巧々 である 〇 これを どうしても 避けねば な 
らぬ 時は •吾々 は 巧 巧搜の 一を なをが なて 巧 巧 させて おかねば ならない 〇 しかし それは 唯 特別の 巧 合で わる 〇 か、 る 巧を 
巧 行人 具と 巧 巧 巧は •餘 りに 夕く必 おとされる であらう OJ 

「を 巧は 諸 部 おを 地上に ぞ戒ホ 俯させて 居る がかに、 通 巧 二十み W 巧に 巧 阀に參 加し 巧る。 一部 巧は 四十 五 か W 巧に そ 
さ 1 K • 巧 ミニ 



ナナスの 巧 巧な こ 号 I 

の 部 雪 巧 さ 得&ミ § lg し •そ 資一 分 S 一 Q 部族は 寡卞る S 常で わる OJ 
「敵の 第联は 飛行機 監 8 を 五 0 ミカ季 ハ Q 牛, 一巧れ た 墓 £ いては •何等の 反 巧 忆も證 ないで わらう。 をし 
S 卞委れ ち f 巧に 飛行 中で をる 飛 S に 出 みん 位で あらう 0 50 キ ti から 一二 〇 ごに かいては、 塞は 同一 
のが 件罕£ いて そ SOI 榜忆裝 Ji か、 る C とが 窠る 。恐ら 4 蹇はそ 0§忆 おいて、 碧て 義 をを ける であら 
うし 製 お 空軍は 斯く して 巧 行 霊規 おを 巧 破した 巧 間を •卞 で忆替 巧忆 はいつ た随 のを 巧 さ 道 季るガ けで 

ぁる。 が i 軍： & か忆緊 6 怒岂ミ 4 いを 

r 猫裝は 一 OD キ 。力 至 1 110 キ a から お 塞 化される を 勇と 度は わ ばなら をい。 恐らく ミ 蓄は薪 わ 常 こを 
いては おえず 巧る であらう 〇」 ’ 

玉 述の擎 は、 蠢 な、 巧が 機の 變の巧 異にょ つて おる 〇 それは たに 一 お 的 お 单を季 に過ぎないの である 〇不巧 
^ 天候 や 力 至は を もが まし 蓋 巧の 巧ち 5 線の 飛 S 親が 役に立たない 場 今 そた は 左程 ない 
に危 おな 地域は、 义特邮 か 阶か施 投を投 けねば ならめ OJ 

「巧 間にめ ける CS 要 農？ 大きい。 暗瞄 i して 班 i は 地上 Q 探 照 泣ち が密 なる 通 借 忆束辨 されて わる。 そ 
の活 抵は從 つて 蟹が ぉ 限され て わる。 5 g 地域は た r 塞 巧 Q 揉 照 泣が 透され* & らば 充襄 諮され る。 巧くて 大 
夕 巧の 探 お ほち 比較的に かおの 巧 巧沒 がかを とされる ガ けで をる。 まキ P のが 域を お 錫ナる ためにろ 
けで ホみ である OJ 

「時 璧 CDO キ 。望の 飛行 巧は、 5100 キ a — 80 ミの 巧 巧に ある 繁行掛 ち 巧々# 巧 開 姑な かに 巧 巧 
罢ホ つても C れ if 得る。 i 羣 は、 乏 危な— ければ 疆 ける a ち ミ そ S 失莫 となる。 を 田 こたいで 



は、* を 巧は 白ら は晤 面の 中に おて 巧 お 巧に よつて お 巧され ホ ミ 巧を 撃 あする。 そしてれ を 巧 g する 迄は お薰 的に 相 
すを|}|»0のである〇 

まが 夕 くて 揉 巧 ほのお 巧を 楚 ぎる 巧 合で も •巧 行拽 による 巧を は 巧 巧で ある。 防を は 巧 照 巧の 照 巧 脖巧喊 上の 巧 巧に た 
いては、 をが お 用で ある 〇最 巧は 五千メ ••トルまで 旧 i 巧され る〇 その 商 皮に おいては •巧 巧の か 中 孕は 满少卞 る。」 「金 晒 
1^かい？*か、 斬かか4;かか^かがか-14を0 を巧巧拽にぉ卞る控巧ぉ巧の巧力は、 種々の度お巧ょりも、むしろそのなぷ性， 
a 巧を、 义 一一が «れ たる 裝巧 にあえず 巧を して わる 0」 

「曲を 巧は •通な 洁巧 巧に 勒 して、 モの 高速 性、 巧 回せに たいて 泣れ て わる 〇壺し •巧 速 機は 度 巧 « よりもが 巧少 く， 
且巧 弾を 巧 巧し ないから である。 それは 巧 上の 巧 空 痛 おからな 玻 される C と少く •巧つ てが 上の お按を ホめ る ことが 巧來 
る。 をの あを 巧の 故ち 必 おに おじて 极 巧を 碧け る こと も出來 る。 この 特 巧は 巧 中# 巧 武器と して 巧 巧 性を 巧が する やう 
にな 作され た その 構 泣に よつて 得られる。 1 おに 人は、 曲を 货の あする 火力の 巧 逆せ を 認めて わるが •一方 それは- K& る 
始 巧な 速せ と 1 これによ つてより 大 なるな 中 巧と が « お阐が 得られる 一 义 他方 その 窝 巧なる 火力に よつて 得られる も 
ので ある。 曲を なは その 小型の ために 巧よりも 巧宙が ルで ある。」 

「« 法 巧の お 巧 型は •巧 巧沒 よりもを 巧 的に 保が 中る であらう。」 

r か邮 6 防 新は】 巧 西 巧で ある。 その セめ 一投 にはす でに 二、-- 一の 圃 において 見ら る、 かく、 を 篮 まの 代りにが お ま 曲 
を 巧が 揉 用 せらる、 に まるで あらう とのを 保を もつて わる。 長期の 巧 巧が 閒 にわいで、 防數を おがし 巧る ためには、 二人 
の 乘み単 巧ち がされねば ならぬ OJ 

「一 お 的に 見て よくが 制され セ 巧 巧が によるを 中 巧 祭は •巧閒 でも ま閒 でも、 なりに 夕 くな 巧され るな 失の ためにな の 

♦二 篇 《 « - ニニ I 二 
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な r カド^る ょ を こ t" する でぁらぅ。 喬 8 50— 三？ P 地 巧は' 防を 地域、 即^ _巧 口のから は 除かされる。」 
surr で ホ:; i を f れたおが1 i 擊る C とが—。 が じ、 C— のた 度 墨 

?| 從つてス 囊一—ナる利责を並に西か諸列强の地形にぁつでは、 窝に 

票 せんが — f ;ゴ’ 養 善 二つを;^ に 

、L 簿 西の 敵は 屢 によつ て、 北部 にがては マウ ボイ ダが 方— サン •カン ダン— ライムス i ン ネイ 
し' 10 は! 1 •サ^ ホー。 ン •ル •ツルこー サン •ク 。オ ドまで 進化した、 南が にめ て § 々から コルシカを 巧'^ 

域 クル ブ主菓 霖の上 まから の養5 り • if ’ 窒 1•-1 ろ 憂震销 

上の 1 と」 て •層 fplup がるを f がか P たな:; P & P を P す y 
夕巧爭 のき 巧を お 末は おちいので ぁる〇 ち 5用 もお 巧卞る ミは 崇 

を 巧^ 賽 iin ミ CS は ミ i 蠢を 2 てね siiis は蠢境 

P 巧し&られた。 謬備陕はル-ル 霎ぴヲィ—ら、 ー ザ^ 
結^ 的 er . る。 iiif 。 •束 i 舅から— れ—を ミ 
K は f かく 佛置 がける i で—。 おし 巧 iii わされる 島— から、 篡を 一を の 


巧 巧に 逆なず る ことが おがなければ、 じの 田の お あ 力は ちちに 巧少ナ るので ある。 

巧 上 巧が アル マンゴ オ 並に バンド プ ゥッ將 軍は •防を の必 おかくべからざる 巧 力 者と しで、 お* に 活かす るせ 上 組 度 
をを ホして ゐる〇 

r 防馨 がち S 换 、司を 部、 地上 巧 報ま馨 • 2、 を 中が を 巧 阳巧お 連烙部 等は、 おぇず 墓に がする 逆 巧の 巧 
置を 巧ぜ しめ •富 Q が囊 をして、 ちい 進路を 取らし & る， J とが 出 雲。 な §閒 逆 巧は • SS 照 泣 5 るを 中 
探 照 巧に ょつてな される。」 

「天候 不良の ため® を钱 (Jagdflu 巧—) を 巧 用巧來 ない ときには 領主 防空は 巧 地に がて 行 はれる e この お 合 巧が 抱は ま 
をに 向つて 發 砲す るの ルは をい OJ 

r 该 細な 巨 おに 窜 する 苗が 砲の 畫 は、 なをからの 謹 投下を 防ち し、 六 辜 米 Q 裏に ぁるか 奪に がしで も 奮 
的 巧 まを 巧へ る も Q でを ミ衰 ょつ 5 をな mis 攻 豪 中 A 羅で をら 5 が、 巧 S か卞 .る 忆も財 g 十る をが 巧 
な 注 息が 必巧 である 〇 苗が 抱は この 完壁な 乂巧巧 巧を 通じて、 最前 おにが る曲逐 巧の 利用 不可 おが 巧 巧され ると きの 代用 

となる。 お」 •夏 愛 おが 襄卞べ 直 S 夕い S 比」 5 季ぎ& たを を 笛 主畫な 窠を璧 とはを ひ 

巧ない OJ 

「お 巧ち 巧は！ ^間6 空惡 愛警 をて ミ。 な 琴 管 そを 巧ぐ かを などは 幫 Q 妾を As 涯 5 もので ホ 
る。 か 金忆至 巧 留忆ょ 05 S を 時を 寡 ど 秀 巧い。 S お？ 恐れ &賛 ，一援 巧 S は SS り 得るな 

上の ち 巧を 保つ ことになる。 之の 上み 巧 巧は 今日では S 五 〇〇 ホに 送し •膊來 五 千 米までに はなる であらぅ 〇 この 上を わ 


ナナスの « かを I ニニ 六 

ら では 目な を 認知 ナ るの が 困 巧で わり、 更にを 中 ホは 巧みず る。 こう したお 巧は、 お 巧 お 巧 t 巧 巧に 用 ひる 化を 巧 にげ S 
して 之を 巧々 巧 あするならば 、多くの 巧 目 技巧を を 安を ならしめ る ことが 巧 巧る であらう 0 J ( アルマ y ゴォ】 

巧ムした夕くのお巧は、 を巧は巧巧夕はにわたりをぶかい^^かい^かかかことを示し. をセ少なからぬ技巧上、 巧巧上 
の 困 おや 計 巧 上の また 稱神 上の 困 おを 巧 服し なければ ならね ことを 示して ゐる〇 「をし ホ 巧に 瞭 して 之 等の 旧 巧が 大巧々 
乃至は を 化に わたつて 巧 巧され るを らぱ 、このな 巧は 息を t そつて 了 ふで あらう 〇」 (* レブ*】 しかしを 中 巧に よつて 致を 
t をけ るのは 攻¥ のみでは なく 巧 巧を と 言へ ども 之を 巧け る〇し かして 制を 權を 巧る のはより 巧 おなる をで わる 。をし 
么 がか 何なる 裝合 にもを 巧を の もとにを ち 得られる もので をる とすれば •ホ！！^ が 永 巧め に 初を 權を ほ持卞 ると いふ じと 
が 何等を まを 持たを くなる。 巧 巧を は、 巧し いみ 巧 やお 具の 巧ち により、 また 巧 さ 巧 巧の 改善に よつて 巧ぴ 巧みた 占む る 
こ ともお 來 るが、 少 くと もを g を 例の 巧 力を 制 おず る ことが 巧來 るので ある 〇 また 巧 とてもな 地上の 有 巧な 目 括に 巧 
して 巧！ It 企て •を 中段を 有が に 巧く 巧みを もつ もので をる 0 
巧に を 中 刺 巧 我は、 巧 ど 一を した 諸か图 S 見 忆 化へ ちが 近を わ 舅 e お 合 そな い 54 かいい 氏 新に がり 巧 
巧 ホる 拥さ 巧を 巧る ことは ホ 可能で ある 0 

巧 空 巧が が ホ ガ完巧 ホず、 モ のた め存 るには の* まを ク くこと も巧來 ると いん 巧 由から •が 14 ^ 邮 かが 巧が 上の g 勢を 
巧る に 特に 有み である ことが、 度々 ル 巧のを 速 装に よつてを ベら れで ねる 0 おつてえ、 を 巧は お 來るガ け 集合 化 巧に ある 
化の 巧 巧 力に 向け • ft おおや ± 木 工作、 供が 巧 地 等に# して 巧！！ 卞ぺ をで ある ことを なぺ で ゐる〇 「をし 吾人が C うした 
手段から 巧 巧の おおを お 巧させる ならば、 强 力を 巧 巧は ホ 巧を 巧の* あ t 巧 特卞る C とが 出來 るので ある 〇 巧に 軍の 巧 中 
か畫 のみでは なくを 巧の 作 面が 晝 におしても 之を 巧攀し 巧る 0,1 「乍 併な W の 巧を がを をに ななされ ると 共に 大規 ななを 


绍は みくなる であらう 。やがてを 巧は を々 陸 巧 や 巧な との 共同 勒 作を とる やうに しなければ をら なくなる であらう 0 巧ち、 
吾人が 若しを 中 度 おにが て银 勢を 保持し ない 裝 合、 陸に おにが 利を 巧 得する ことは 非 巧に 困 巧で あらう OJ (アルマ y プ】 

(ハ) 巧 巧の 陸 お 巧との 共同 か ホ 

ホ戰に 蟹ず る この 共同 動作に ついで、 アル マンゴは 问お にあな なおな をな ぺて わる 〇 彼は 化 空 巧の おおを 司令官 や 砲兵 
なや 弦 巧の 限で あり 又昭 場の 連 おでを ると ちへ、 また 大抵 巧 巧な による お 力なる 巧 巧と して 巧 巧した 〇を しこの 空 巧が 巧 
柴 にがて、 特に か戲 地に めて 原 f 占める ことが 出來 なかつた 洪を その 巧 おを 完 をに 遂行 卞る ことは 不可能で あらう 〇が 
して ホの かきを 大な戰 が 上の 課 課が を 軍に よつて 巧を されねば ならめ。 

1 . 巧の 決を 意 固の 戰略 的侦 お。 

么 巧 飛 巧 機の 巧连乃 まは 巧が による 自 田作 戰の 陰が、 巧を 機 あなが 抱の 巧 波形 巧 0 

も をを 巧に 巧ず る自國 軍の 巧 動 巧 課。 

么 なの 防榮 作® の 巧 化。 

(こみ 巧 的 利用 

「このな 巧 的 利 巧は ホづ あが 迸 時に 巧 傭 化を 補えす るのを 巧を 卞る 助に わる。 空が は 獲が やな# 的 お 巧に よつてな の 巧 
侃 巧の 到來 する のを お 巧 せしめねば ならない OJ 

「更に 巧代戰 は、 をし 化ます る 随が百 巧 W 上に 互る 巧 おを 巧 用す 能に おしめる とを には •か 何なる 追 巧 も その 主、 巧 巧 
して 了ム ことを 巧 示した 〇」 

「かに 放の 退路を お » する ことが を も 巧 巧 的で ある 〇却 ちを 巧は なのせ をに 化て 之を をな する OJ ( アル マンゴ】 

巧 二な 巧 « . S ミ 
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111 我爭 指導の 爲 めのを 軍の お 制 

ホ國の 著' ホ蠢 はさ 5 制 S す & 必要を そ S 空中 囊 Q 中 S ベて ゐ る。 旣 S ベて をた 夕 •囊 £ ける 護 巧 

のが 司令官 S 養を S 」 たリ 之と 共忆 空軍は 同 一 S 神 Q もと S 猫的擊 遂行 S 忆 向けられる Q で & る。 巧 ど 

例 ホな しに 吾人は、 陸海-曲 軍に 巧ち ずるが 空 巧 や 防を み那 のみ お 的 力 至は 巧を 的 編制が ち巧哲 と共に、 巧 立を がが 必 虫で 

ある ことを 認めて ゐる〇 就中 近代では、 空中の 防衔と 地上に がる 防 類の 共同 工作を なさし め、 辄空巧 巧 巧の ための 諸 巧 力 

に教 して 有効な 觀 をを 爲 すたろ 報吿 、通信網* 地上 防備 等 S 緒 お 的普款 がが 蕾 家 宗 をに 所思す る ゃうな お 

制を 必要と する。.-^ わし、 陸軍と お 軍と 忆 がる 豪 部 解 做 is 題は 訓練 及 補充 Q おで ホダ 充み說 明され ては ゐ ない。 を 

たこの 問題が 最も 有効に 解 ホされ ると 共に、 他の 防衙の 巧な おもを 軍 司令の 下に 谊くぺ きもので あるとの おがが みを 的で 
ある やうに 思れ る 0 

請 上が Q か國 S 囊が蓄 で ぉる 限 ゥ’た 寡 s 馨 Q みが そ 星 否を 決 李る でを らう。 を董惡 S ホ 望 も 

恐らくは 巧现 する であらう が、 同時 忆そ Q 防 巧手 段 も ホ 益 i 面 的 忆まセ 能率的 忆 なつて ゆく であら ラ。 聪略 《轟 も 亦 
こ、 にを 在す るので ある 0 

アル マンゴ々 巧 巧 ewevu® ds Deuw Mon をろ 巧 巧 》 『巧 K と 巧 上 巧 良 CJ 
ド々 ブ 本.々 ミき 旨 一を ire ぎぎろ 所 巧 「あ 《巧 ザの ネ ttoj 
ド々 BI 本' 巧 軍を 巧 巧を 文 0 
デ スメ— 「軍# 巧 巧が-巧 巧の々 ずに 田す S 巧 巧 0 



ド—々 卫巧ぶ 『が 巧 J 
フ ラ— » 「巧 ホ 巧に ついて Jo 

r 巧 閣代去 お 貝を 巧を 巧」 にわけ る 「巧 ホの «械 化。 J 
ク I パァ 「おお 巧 巧を」 一二 八 ホ ホな (巧 因)。 

ランゲ パン、 「フランス 巧が 巧」 巧 巧の 「地上 巧 巧に める がな « のな 巧 JO 
ロッ P •モレ ッタ 「巧 日の 巧を はか 何に して 現れる わ M 
こ— セ I 、 「お 巧 巧 供の か 巧」 

パ y ド々 ブッッ 『ペル ギ—ザ 巧が 巧が」 巧 巧の 「空 巧の 延を巧 J。 


巧 二 お 巧 « 
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. 第ー ニ 篇國陈 政策 

国 巧は 策 

この 言 巧が いつ 頃から 巧 あ 用語の 中に 加は る やうに なつた のか、 巧に 巧が と 巧め 淀い やうで わる 〇 十九 化な 中に 巧 巧と 
同列に 超 かれる やうな 音 集が 作られた ので あるが、 あるひは その 時代に 現れた もの かも かれない 。田 巧 政策と いふ おのか 
の 「闲 巧」 とい ム のは 「巧 傭」 卞 ると いん 宿を がその がを をを して t り、 それは な 世紀 巧 巧 おのを もを をなる 巧 超を なし 
てわたの である 〇巧ぷ は 「巧 巧 お」 (マルチン •ル ー テル】 を 設けて わるが、 不法、 なぞの なを、 巧 巧での お 人、 巧 ホの 
敵を を 「防と ため ( r 回避」 するとい ふ 意 かから) でる ぇ 巧に 阐ぶ义 巧 巧 のぞ 巧に 「俯へ る」 ためで あま お « 的に 「我 
巧」 巧 r お爭」 のために 用 ひられる )0 即ち 之 巧に ょつて 网 巧な 巧の 衔を規 をはを される 0 
括を 規を •罔 巧な 巧とは 均 ぷ及网 ぶの 巧嚴 のた め 他の 巧みに 巧し 必 おの 猫ぶ を 保持ず ぺ きその 巧 巧の 息で ある 〇 巧ち 
領主 巧 術 施設 や、 巧 美の 巧 巧力昂 巧の ために 通用から るべ みお 力 並に 手段の お 用な どが それに 巧を し •巧に 巧ぶ の ホ 立を 
盛に 巧す る喊 岡の 指 巧を も をんで ゐ る。 

A 化 論 •此の 巧 巧が 自田 民义自 巧が 巧の 巧に 限られて & る 限り、 巧 部 かい 音へ ば 巧 巧を 巧 上の 错 問題は か 巧に 閱ナる 
もので あり •かが 的には 巧 巧 お 巧と なる 〇不完 をな 手段を 网ぶお 蔑に わて た W 巧せ 巧なる ものは 之を と稱 し、 目め を 



認韶 しが 見 的に 行 はれた る ものを 公が も邮 にして 龄 かなる ものと るふ。 田 民の 逃な や图 亥の 在 立が 合目的 曲 おな 巧の* 巧に 
か、 つて わるもの とずれば •その 酉 防な 巧は がちを かかの 前面に をし 夕 くは それの 特话 部門と 密接に おびつ いで わる (ル 
お 的には、 巧 通、 巧 巧、 財政 •文化 等々 の 諸な 巧が それで ある)。 田 巧を 巧は それ 等 諸政 巧の か 謀に なされて わるので は 
か 1、 時代思潮、 化 巧 観、 自 巧と 巧 固との 一時的 防備 狀態 等に か、 つで わる 〇 しかし 巧 困の 地理 的 巧が には 何等が 啓され 
ると ころは ない 〇 巧ち 假 令を のにでは を < をた 今明日 中と いん わけでは ない としても、 自 巧の 阐防 力は をれ 巧に よつ で 巧 
化せ しめられ るので ある。 故により 巧 利に 度 開すべき 巧 傅か 態とい ふこと が闽 巧を 巧の 设 もを 大 な？？？ 3 となつて ゐ る〇モ 
の 巧 お 的 工作の 巧 巧を きる のはを くは みぞに 來るぺ き 時代で わる 〇 巧ち 巧 防な 诉ぷク P ムゥ ユ ルが 大を帝 田のを 确をか 
り •大ク ー ルフユ ルストが その 手 おを なつて プロ シャの 大兵 力の 巧ず をを し セので あつたが、 巧 巧を 巧 上の 工作な < して 
はフリ I ド y ッヒ •ゥ キル ヘルム ー世と いへ ども 巧 巧の 中にまで フゥ I ドリ ッヒ 大王 のぶをと r める ことは 出 來 なかつ た 
であらう し •バィ アンの 网 巧を あを 热の 制を がな はれなかつた とすれば 巧 逸が】 域み (を" を ミ* を 3 巧 s . gong を rings ) 
はおらな かつた であら ク〇を 初の プ a シャ 王が を 巧 巧を 巧铺 にあで やうと した その 巧 力 も、 ホづ巧 一に 時化 思 巧の がで 晒 
破に のりあげて 了つた ので ある。 しかし 蛮が にを しめられ セ統 巧、 闽 巧は なべて 個* 人が 化 田の 巧が をで なくでは ならな 
いとの 巧 ザに 目况 めた ので ホつた 〇防 ぐよりも 甘んじて かの ま 历に屈 化し やうと いふ 巧 巧には か 何を る 田 防 化 策 もが じす 
るを 巧る C とは 旧來 ない ので ある。 

を 目的 巧 巧は ぶの 前提 化が となる ものは 目的を 巧へ セ おがた る 思想で あり •が一 ある 巧が 巧 動で ある。 目的 渔 成に 姑め 
るを 中に をつ では お々 時 刚的拽 失に 伴 ふ 障ぎ をな 服し なければ ならない 〇 巧な 巧ち に迎 ざるのは その 決 巧を 鈍らせるな 巧 
とを る〇 をれ かにな 巧 的 闲巧化 策の 巧 施には、 化# がを や 巧 化 巧. 我み 化、 巧に その 巧の か孰每 によつて かられ •また W 
を 一! 说田 巧な 巧 こ W 一 
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巧を 巧の 本義と 見做し 得べき ところの 諸 お 段を 認識し 且 活用ず る ことが 必巧 でを る。 もとより、 こぅした 巧訓 がを める お 
を や 手段を 含み 巧た ものと 誤認 するとい ふことは ち へられる かも 知れない 〇 しかし それが ために 网防政 巧は 天才 的を あ裝 
のみ 巧した を晚 による ものと をる 0 

菌防政巧に隅する巧おはホづ巧 一 に統帥の立おにぁが齡が.5^と國防政巧上の諸問題に參巧する网がか$1!乃至趴み邮<が斬 
者 ( staa 立 sekretsre ) とがを ふ ものである 〇 しかし 之は、 患を 制定 食 議や議 含に よる 患 法に よれち な 巧 巧 おの 議 ホが 彼等 
の 巧両： ルに を ねられて ゎると ころのを の 巧 民 £ をとの 間に 突 巧を みつて ゐ る。 巧 巧な 策 上の 規巧お 巧は 列围に めても 那 か^ 
謠を (Lamie でを cr 》eichs ミミを ち ミ" 吕 こに を 巧され てゐ るので あるが •その 中に あつて は 常 巧を 側に ある 大臣が 代 
をと なり、 巧 防 準備の お】 について は 統帥 的 立場に ある 國ぷ 人の 方 かに 應じ てち 察される 。その 练 長には、 その 闽ぶ のず 
恼に應 じて 高を にを るを 治 おや あるひは 將 官等が 任ぜられて ゐる〇 しかし もし こ、 に职が 上のを 巧 东のお 見が 巧 か 顧みら 
れ なかつた ならば、 その 巧 防を 巧は げ搭 あるを 免れない 〇假 令を 吏や將 をが 阁 みめ 巧 要人で あると いふ 意味から その 問 斑 
を 執 巧し なければ ならない とい ふ點で •その 围 防を 巧に ついて 巧 任を を ふ ものであると しても、 彼等は 巧に 圃 防な ぶの お 
力な 巧をまで をる のでを つて •それが ために 闽巧 政策 上の 理解に つい V 訓拘 される ところがなくて はならない ので ある。 

围 巧を 巧みは 何等 巧 お的資 巧を をはず、 凡ゆる 種 巧の 宜 なを 通じて 闽 巧を おを 促進せ しめ それに 巧 力して ゐ るが、 をた 
を 含 制な の 困に をつて は 巧々 みち 的 巧 力を 得て ねる。 ま 巧を U つで 統治され る 巧ぶ にかて は 网ぷ视 をの 保持を 及 それ 等の 
田 ほ ザ 特に お ザ 上の 巧から 巧ぶ お ホを の 図 巧な 巧を ま 持して ゐ る。 

on 內的國 巧か^は、 现在闽 巧 力の か 4 によつて 西 巧の 巧 ホを 4 い か A い^か かか。 

1 现 在® お 力の 利用 •なをなる 固 巧の みが 巧 おな 戰巧 具と して 立つ ことが 出來 るので ある。 故に 田 巧の なおを 化 進せ 



しろ曼 靑年 0 かがい 繫卞 ると いふ ミは 阐お的 利 窜に閲 する もので をる。 またを 巧 人が 霞みと して 巧 おで あると 
いふ VJ るか K 賢 力 S 鬻舅累 を 寞衰寞 性を 持つ ミと 卞れ ば、 勝利を 巧を た 忘は 出産 過 f 夫婦の 巧 

速 並び 獎历が S 襄ま 問題と を&で をら 5。 留箇馨 奮と S 置鬟 5 い S 賢 Q 、 む 理籍神 S お 蒙 

同 f 寞な 役割を 演じて ミ。 ホ づ當繁 括 《利 香を を 重」、 最 醒を馨 を も 自らを すか ミを 闽民 《逆 命 的 お 束 
性に 隅ず る 内暮 をが、 緊一 必然性 £」 又 こ i 謎から 阻 季る插 ぎ & き 困 防 席 神 (を 1 一 夏 S して 個々 人 
をして またを 围お をし VI 忆 1& 繁い ミを しめる も？ ある。 現存 閣舅 。莫 。たぬ 忆は 農政 ミして、 適を 

なが 阶 をが ホに 閣がお 巧が 用 ひられる。 

賣の價 値 ( Gel —) は稱語 巧寫忆 ょつ て囊 望が ミを ける もので & る。 塞忆髮 的繁力 S 化を 期待 
し 得る や ラな 霞は ちへ S 動を S は 產を& つて 之を 促進せ」 S とい ふ C とは ’ S な 農 襄营と ミの 慕 

な 義務で なければ ならない。 、 . 

2 か該辭 ill •豁 かゎる ぇち 巧語戰 8 育を おて 始めて 辭 がが とを ミを はを 通には 防 巧 力の 問題 
でを る。 夕種夕 管 巧围 にかて は、 こ のぞず 的 政 岡を 育は かみ 4 备軒 か矿の 中に 巧め 準備され てね るち 巧 逸では 巧裝 
またる 巧 祭 軍に のみ 之を 巧つて わる。 

斯 齡か試 il かが 心-^ お！^ 斬 ミミ 强力忆 して 化 織 あ.。 民族的 おおを る 弦 輩 こを 敵の 侵た 對 する 最意 防衛で 
ある。 それは 一方では 國に 及す 巧 おを して か 死 的 雄れ 業なら しろ 他方には 网—巧 0 ためには 避け 雄い 戰岡亿 たての 
不可 缺の 用？ もなる ので ある 〇 塞に 國 防な 巧は 少く とち この 防が 辜 いを 巧 やそれ の 時代の 秦に迸 合"^ たを 进を必 
巧と する 〇 それの お まは、 ホ 法と この お まの 中に を 現されるべき 巧ぶ 巧を とに 巧 巧なる 結合を 有する 曲 防 患 法 (ミ* す<再| 
さ 云 曲 防 氏 巧 こ 巧 一二 
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fi 云】 に そのな 巧を をく 〇巧巧 軍が を 田 民と 同 巧な 世が 巧 やお お 巧を W つて 詢 巧され ると C ろが 多 けれげ、 田 お 的 巧 S 

力 や 楠窝窒 さ 5 男と ミ 量を K な 喜 t ミ 霞襄塞 S 款 ( wehr ミ ht ) G 羣や馨 になし で 

巧るな おを ザ 巧し •之に よつ で 時代 鉛 誤な を 的な ホが 田 巧 巧と 曲 巧との 阳に巧 おを 巧おナ がかを ことを しないで わらぅ 0 
田 防 あ 蒙、 それを 含む 曲 防を 令 ( wehrgs 复 更にれ をを 巧させる ，へま 諸 法 巧 等が •巧 透な をの まな SM 、 田 防 
み S 兵力 (陸 •お •肇) 、陸上 設堡 、义化 的が 治と 巧 萬が おとの 問の な 令 奮の 限巧豐 を個ク その 努 にがつ 
た 逆用、 服義お •股務 謂 •軍備 K 護な を賣 g 备淫 QS 馬畫受 墓 求、 證夕く g 浸な 謗 S を 重 

防 街の 多く Q 霎な 問題を S 李 &。 夕 くの 巧で 範例 轰 へて ミ じ^勢雜 巧 京を 通じてを 的 曲鬟や 田お襄 
に 關卞る 田み 手段 ( Lsdesmittel ) が 隅な せしめられて ゐ るので わるが、 之は ボン ク I ル 法に 现れ てね る〇田 防を 巧は 困 
袭の闽 巧狀態 忆 をづ いて 何れ Q 巧 ザ 分 巧 (陸、 お、 を 忆臺を 远くぺ を かを 決定し なければ をらない、 义寶巧 巧 的 
お ホに つぃて s 互 sf 保ちつ、、 S &4 豪が かい A かが 4 ?s 完全* ミは 制援 つぃ. て か 栽を 下されけ れぱ 
ならない (軍備が 巧 ftungtpi で 0 1 方 的な 径 遇を おけた 阐 巧な 巧の 正を な 分 おや •度み のために 蓝大な 巧を を拂つ 

ミる 惡を SS お巧忆 よぇ また 政 ホ 的髮ゃ 適を を 給を 並 ぴお坑 等を 通じて •苗 民心 影 かか 怒が.^ がが がが 
を 促すべき である 0 

3 巧ま窝 並び 忆蠢的 劈 Q 利用 •義的 C 微力で をり、 か 闽忆よ >0 と U ろ 夕い閣 おは そ Q 闻劈 給を？ 段を 見 

化ナ ことは 巧を 困 巧で をり、 又 巧 巧を をけ 之れ を 巧 おする 時に あたつて おを 田 巧の ために 崩 巧 するとい ふを 險に 直が しや 
すい。 田 巧な ぶは W 巧 力 ある 困 巧 お 巧のを なに よつて この 危 おを 未 巧に 巧がねば ならない 。之が ためには 一方には W 巧に 
远 見し 得る ぉお S 利用 ゃ票忆 巧つ ては それ S 加、* わか ijit 蘇。、 S 並び 忆望襄 S を亿 かな ミモれ Q 利用に つぃ 



ての あ 力 等が 適を でを る。 をに よつてを 香 おおに ついての 巧 巧 力のを 座のを 求が 滿 たされる のみ をらず、 吏に 風爭閒 おの 
セめ に 必須な 物を を 巧 巧 する こと さへ も 化 來る〇 この 巧 防 おおが 巧ぶ の 生を 地を 通じて 作られる か 乃を はを 的に あるひは 
部み 的に 私人の 目的に よつて 困 おのを 拔巧捉 の 下に 巧れ るかは、 その 巧 ± の 事が にが じて ちる。" や 時 阐巧巧 巧から 巧 時 
への S & かは 亦巧爭 のお换 にを づ いてを 偶され ねばならない。 巧 民生 計 のぞを、 產 おの 巧 瞭め速 巧からの 证悅 、新しい 
が柴の 用意 (をを 上の 動 貴)、 原 巧の ホを (巧が 捏 巧) •巧 働 お 巧を 及 巧が ホの ホ 俯 (人の 動 貫)、 並びに それの 軍人と して 
のを 巧から なる 組が、 暴利 あるひは 不正 當莱 のを お、 更に 巧 巧 的戰爭 指導に 閱ナる 用 お 等々 のことは 凡て 恐 爭経濟 の閒题 
にあす る ものである 0 

固防な巧は^^がが迪 (we?3i) の巧用の助に巧化な問超を生ぜしめてゐる。 巧ちモの中にはが巧にお巧的なる巧お 
から がれて、 地が 强化 (堡 を)， 巧 ± 巧銜に 利害 閒 巧を おする 咬 通な 策 上の 事態、 またを 巧に おず る巧誕 のた めの 住居 及 生 
產 中む 化の 巧 巧の おかずの 巧 問題が を理 される。 

4 苗 巧 利害 阴 巧の 巧涩 •困 防を 巧は お 態 上 か 何なる 効かを おする かとい ふに、 巧 巧 政 巧は ホお宰 なが 法を をるな 前に 
酉み を巧宙 すべを 田 まの 巧 祭が 债の 課題を も 巧して わるので ある 0 

南防玫 巧が 岳め て赔 現な もので をるならば、 留の巧 かに 化つて 窜惡 をが す 出版み にがし •ま セが 巧 的が 巧の 巧ぇ ひ、 巧 
巧並ぴ ち 巧 上の 巧 戌、 •をに またを お 等に 致して 之 等を 巧 巧したり •宜ホ やなち 又は 法 巧 的 度 遇 等に よつて、 田 防 上の 級を 
巧逐 ずるが かきことは 到を 困 推で あらぅ。 

C 觀 4 か義 之は 一 おのみ 父を 巧と 特に 巧を な關 なに あるので をる が、 巧に をた か 交 手段を U つて、 それが お 令 
自 巧の 巧 力 お (巧ち 巧、 巧が、 通 巧が •其 他) の 防 巧並ぴ にお 化の ためで をつたり、 をる ひは また 曲巧閒 の 同等 化の 巧 或 
夕 巧 田 巧 & ぶ. 二 内 五 



ナ ス の 度巧6 こ 巧 ホ 

乃至は 國ぷ Q ま横忆 制限を 加へ V ゐる 差別 やを おを お 除く ためで ゎつ* としても’ 款 かかが を 他 困 お？ 忆巧持 せを 
とに 巧め る ものである 0 

たも 舊地 Q 占 巧と 同 傑に S 固 g 阐巧 力を 强掌 ると， J ろ Q 經巧上 及 迹商走 利得は、 耕善瞄 なの 促進 や 利害 おを によ 
つて 達せを る。 意特忆 、が 約 や 協賽は 同盟 忆 よ？ 平 裂 確を されて ゐる 場合で ある。 南 除 的^^の 疊ち 
巧 際を 及戰爭 が規の 改修 巧 題は か 的 网防政 巧の 巧 域に 屈する。 

な醫囊 は、 そ QS 忆他闊 £」て遵2 慕を 拂を S き 舅なる 囲 劈 Q ゎる 爱ミ Q み 4 誤 か 於を S 

得し 巧る ものである 。防備な き 巧 装には 巧 巧は 巧れ をい。 

特に 固 Q 存按を ミ も Q から 巧 f ると いム麗 は、 時代 や 島 S 備が 態と 亿適营 た望藉 S 在忆 よつ ており 
て完戍 される ものである 0 

酉 お のぞを のた めの 平 巧 的 手段が 旣に 不充分と なり、 已 むを 糾ず それに 代つ 5 力を 用 ひねば なをくな つたと きち 

罵襄は 最も 困 巧 襄斷の 前に 立たされる 。その 曼島巧 襄は龄 4 か 晋闽巧 お 巧の ル奠 ，だとを ぇ截爭 をみ？ 
る 襄も亦 一つ 8 教 S へられねば ならなくなる。 战 ホは 巧と なつた 因 巧 襄は囊 を 指？ なければ ならない (かか 
自我 爭指受 その爱 。そ S 阁 防な 巧は 手段と して 罔 巧 巧を 利用す る。 夫せ 忆巧 巧的擊 かかは 闻防お 巧 忆從面 甘し ミ 

れるミ S ミ お」 農 & 累羣 Q 攫 や羣中 寡け ミ擎 段た る農畜 f て 有利を 賽薑 f 作らね 

ばを らナ 、 f た 困 奪 忘 岡； JK がて 国委网 おの 是, Q 劈 5 源が その 房 政累？ 下忆 面さねば ならめ 時に 
は、 酉な 雾は 同時 忆霎 的 攀を巧 S 侍女と なる。 をは 農政 養 思を たを 任を おおし 最少 S 題と して S する 

もので あり • 5 お 的 戰爭を 巧に なは お 利な 結 巧を 巧そぅと 粒め る もので あらぅ。 雲 的 巧 巧の 有利 乃至 宗 利に 氏 一 こて 


网防政 巧は 軍事的 巧爭 指を にがしい 問 巧を 巧 化する か •をる いは 戰爭 のが 焉 にあめ ねばならない。 それは をた ホして 哦爭 
の述 行を 放棄したり 、軍事的 載爭 指導の 黄 巧を 回避した りする ことが をつて はならない 。巧 巧は 巧が 風爭 前に 自用 及 同盟 
困と にがけ る 「載爭 を 巧と 風爭指 巧との 間の 統一」 に 巧 力して ゐ たなら ば •を 的戰爭 指導は 闽巧 政策 上 本な 的に をぶなら 
しめられる 0 

か 的 巧 巧な 巧が 巧 的 困 巧 政策ょりも 上位に 涅 かるべき かどぅ かとい ふ蔚 論は 無用で ある 〇 かめ 阐 防を 巧は、 それが 强力 
な 巧の 闽 防を 巧に ょつて 蔑れ て われば、 それだけを あに その 目的を 達 巧し 巧る であらぅ し •また おし ル的阁 防な 巧が 巧め 
な それを 利用し なかつた ならば、 逆に このな 巧は 何等の 用を なさなくなる 〇闽防 政 巧は、 一つの 息 思と】 つの 巧と が お 巧 
卞ぺ く’ 二つが 同時に をつて 始めて 完を 巧と なる ので ある。 

ク リタ ゼヴキ ダ ダ お 「巧爭 お」 (clausewitz, P づ；- ，イ〇 日 巧 riege.s) 

ゴ ヘン ハ々 ゼン 巧 「巧 巧な な」】 か ミミ 年 ( oochenhaus ? 夕 V •: - webrgcdaukeps 193 が) 

フエ ジナを 『あ 巧 酉ぶ にがけ る閣巧 力」】 化 一二 一一 一年 十】 巧、 なお 所 巧 (Focrtsc だ H.; SDie wehrRP を t hn ncuen stoats, す 
Rund 口 cba 声 N ミ • 103。.) • 

ヒ I ル ルま 「巧な巧巧な巧：：莊巧」 】 化ーニ 】 年 (虽ミご p ; „Die Grundlagec ®iner deutscben webrpolitiks 19310 
ヒ ダト ブ ー 巧 「巧が 阅带」 一九 I 二 巧 年 ミュンヘン (迈云 さ > Mein 丙 a 目な s , siincbe 口 sro 
で J ル ダ ゴン巧 「巧 巧蚁 がの 松す」 (0 ミす en > 巧 •ド タ"， >Grundz 思 0 der Wehrpoliti ド s Ila 目 berg 1 诗 4」 

ロ ッゲ巧 「巧叛 的 平が 巧が」】 か s 巧 年 (巧 〇努 夕呂 •" 53 ationaleFriede 呂 doluika ,19340 

シュミツト 巧 「が 二 お 尚の かを と 瓦沒」 一 か 一二 四 半 ( m ゥご吕 i ぞ C*" 3 扣 ミロす g をを 《 C 口 d NiB 目 enbruch ds zwe な en R 震 chB,3 
1934) 

フランケ 

夕 一; 巧 巧 防な 巧 二 四よ 


ナナスの 巧を 論 


政治と 戰爭 指導 

图巧 科を にがけ るを 裘畜な 問 越の 一つ 巧巧堯 謀に 巧して、 巧 治 f 並んで 巧 司を なが 遂 巧し、 を •な も 巧妙 こ 
を 巧し をれ if なら 夕 SQ 選な 髮 Q 醫 2 ミミ 巽を ホ 李る ミは •非 巧に 曲？ ぉ&が •それに お卞る 
曇ち 時の S と 共 5 しく 淺化 して 來 た。 「なをと 「擊 指き のな f 明確に 規季る C とが、 巧に をぶ な ことで 
はない。 r 按を鲁 ムお 念は、 度々 間違つ 5 嵩 技 治に 局限され てね る。 長 S きなる 基 も ホ . f に理 ぉされ 
てゐ る。 それが 巧に 「要 墓 爭指受 として 理解され るなら ち 「なおと 養」 について 巧に 語られねば ならぬ。 巧 巧め 
擊指 巧は •か 及 ひみ 萬の 悬 的、 楠 神め 打ちを 費 力 至 お 舅の な 動 丹 •同盟 曲の 複 巧、 少く とを 立 巧阁 〇か羣 
のか ミ霎誘 霞 手 S 利用を 包享 S と, J ろつ 全磬擊 お S 5 を享も St 。 我 器 S 的 8 のた 

を、 お府 は酉資 ぴ田 蓄腦 の 代を をと して、 その 任 おを を行卞 るので ぁる。 

恐を の 政 的が 面に おい VJ は •これらの 雲 まがが 面に 巧 出される と はぜへ、 巧 巧の 驳爭お 巧は、 巧 巧 
閲 蹄して 來た〇 

化 宿 念を 巧 湾す るた 含 人は— ご ミゼゥ ィッ £ ぶ。 彼が 「攀 は 器 鬟雙 f 一？ ホつ て、 をて を 
と 望した 部分では なと 妻 ふ— •惡畜 的に 正しい。 彼の 冀に從 へち 羣は 《 S め 用み— ぉし •巧 おを 
巧 由 ミ fuhj を 息？ る】 その 巧特 のを 則に がふ もので なく、 巧つ て 他のを 陋の 一部と して 工夫され ねばならち 巧 

して そ 2 柏とは 政が (髮 お受 を襄卞 る。 おし 我爭 が、 お 養 塞 をら® はれる ホ 累屬で t ならて 反ぶ 




賓 地は & 爭 Q 51 始 とお K 停罢ミ 毫る& と xc とは ミ 得 6 れ ミ」 を囊 もを 皆み Q 沒 現を S 何 かで 

もない 〇巧 ホめ 見地が 軍 巧 的を 地ょりも 下 化に 立つ ことは モ 巧して ゐる〇 

巧 かなれ ぱ 、巧 おが 践爭を お 生させる からで ある 〇反 おは 巧 力で あるが、 巧 ホは 巧なる 手段で ホる 。化して をの 反 巧で 
はない 〇巧巧 的 見が はなお 的 見を しの 下に おいての み 巧 巧で をる。」 

ク ブウゼ ゲィツは、 「風爭 は 他の 手段を なて ナ るれ おの 洁 巧で をる」 とすつ てね を、 之に おし、 ル 1 ー アン ドルフは 忌 

をは 他 Q 手段を て畫 反？ わを と 言つ ち更 sacQ 裏 籌を V •「を R 奮擊矣 仕 S ば をら S 」 とす 

はねば ならを かつた 0 

この 說 巧の 中に 人は •巧紀 的巧讓 ょりも •巧 ま 的 お 巧に を 茵巧芒 巧 へんと する なをなる 通 吿を巧 見 ずるで あらぅ 。この 
そ 2! 一が SS と 一致」 てわない。 妾鬟 巧は、 政？ 奉仕 享ベ をではなくて、 わしろ 風 学に S す •へを で 
ある 〇が をと 後を はを く 5 も Q で & ろ 棋爭に 底し V 、 を 賢が 一致して ま 持す •へを’ 巧 夏び おか 襄を 巧？ る こ 

とこ そ击 要なる 問 短で ホる。 

( 1 を呈年十月に巧おされセ) まさにわいて、 ル，デ ンド ル フはをザ上、妄が的お巧のを巧ををまおしたみ巧の上に、 
「を 粗 我」 を 巧 立てた。 化は 音 ふ 「すでに あみの 本 巧が 變 化し、 かがの 本 巧 も ホ 巧つた ので ある 〇 巧つて、 巧 ホ 巧 巧の なお 
におす る 關巧も ホ 巧ら わぱ をら をい。 クラウゼ ウ 4 ツ S 凡 VQ 理 をは 巧 てらる ベを でを る。® ホ* 反 おは 共忆 民族の 生存 
樓に 巧して 奉仕す る もので をる ち 巧 中、 駐爭は 巧 巧の 生かが のを 裏 現に をら をい。 がるが 故に •政治は 擊巧 巧に 
仕へ ねばなら 30 」 司令官は 「喊爭 を 巧の 巧 おにおいて 、それが 巧 さねげ ならめ か 中な fr 巨口 ぞ t 政 冷に おいて 巧巧ナ 
る 〇」 「政治のを® は •そこにを D 巧べ を 諸巧杳 を、 その 巧 芽のぅ ちに 持 おする た 》 に、 巧 爭 にな B するとい ふ C とは、 が 
窒另巧 巧 皮 巧 二 巧 か 


が 再 II 雇 信せ ねばならな かつた ところで ある 0」 — 司令を 夕囊 において、 フ？ ドリ 7 ヒ 大王 や ナポレオン のか〜 
巧囊 として、 鬟 的、 霎的 棋爭指 S を搪巧 的に 挺つ てね S 合には •この こと 挂 慕のを？ あるし •而も 必ず 巧 
現さるべき 巧 害を る。 併し, J れが 今日の 擊 においても 尙、 S でを るかる かは. 淺餘 のをが が あるで あらぅ。 じの 

ことは 單な S 養 基 乃壽 念規畜 よ 0 ては畫 sf れ SS。 囊 S 雲 • & 嘗豐巧 S 塞 巧を をを 

む、 を 治 家の 舅が 巧？ をに おして、 毛の 行 助を 制限す るかき ことにな も •を こに 必ず# 擦が おる。 若し 政 おと 巧 
兵が •一人の 手に 握られて ねな かつたならば、 その 人 おのま 養に おじて、】 モが 嬰を 侵 化す ミとは •是る 時代の 
巧爭巧 S 季る雪 .Q ミ 軍司令官は •護を に 基を、 特忆 制限 3 れ ざる 獨蹇墓 ホし、 上から 《反 治 的 S の 桂を 
力ら 自由ち 〔g する C とを 要 ホす ミが 占が ぶ も 亦、 番 Q5 的證 にを いて、 薑 g 蹇的 見地から •まは ホ めら 
を、 ま'、 ちずは 目的 的に、 累に 干渉ず る ミち 自分の 任務な りと ちへ る C とがを て おでは ない。 がし 一方の 側 こ 
巧然 優越した 人物が 居な かつ S 合は、 大破 £ いてを る S 忆讓 する。 をし 吾 A が、 适； 時代の 攀 £ いてを を 
ナ るず 巧 上の おを を 一を するならば、 この 問題を 明瞭に 理解す る ことが お來 よぅ 0 

擊は舊 と 管、 今 居め いては、 薑が彼 sf 待つ 管、 放— がする セ ミ 窒と養 驚 S 立つ のは ホ 

れ である。 モルよ 元帥は 言 ふ、 「化 おから 成つ た ル 護が 一舊 •一地 方を# ふためち 屋の 目的を 奉じて ぉ陣 し- 
を ひ 奪ず してみ？ るか •さもな けれち 巧 寧る かした のは •週 去 S 巧 である。 現代の 擊 においては •含？， 
巧裝 に 度 ぉそれ 忆同 去を 持たない ま 庭は 一つ もを り 得ない。 鬟 2 財 技は 寶 さた そ 《寶 5 は 制 断な く 巧け 
を 幾羣を それに 裳を 巧へ 得ない 0J がしを 司令官は 往時 にがては •技 治を ながと 望して ゐ ちを ほと してのを 
治裝ち 同盟 囲 •致？ 補助す る 夏？ へ Q 顧が •义围 お Q 接 力、 及ぴ賠 勇、 等 5 冀 《冀 として、 度々 決を 


的に 作用す る〇巧 しを がら、 今日の 載爭の 過程に がいて はか おと 載爭指 ホは 常に、 互に 巧 又す る •なつて 之を 分な する c 
とは 不巧 おでを る。 を 日の 戰爭 は、 を國 おを 播き 込み •その 戰卸力 お 巧 力 あびを ほめを 業 力、 おお 生を、 が 反 力 等を を も 
巧 巧に 關巧 せしめる。 政争 指導に とつては 掛かは 巧ガ けで なく 教內を 巧は を もま 巧なる 息 萬を 持つて ねる。】 八 〇 々年の 
ィェナを をのを にがけ るかを ながた る 計 まは おへる ことは お來 ない 〇 「王は 風爭 にを けた。 がして、 巧 巧の 第一のを 巧は 
を 早 やが つ セ！」 と。 

困ぶ 首腦 者が •ク p ムゥ H ル、 フリ ー ド リブ じ 大王 力 至 ナボレ オンの 投合の かく、 同時に 軍事 指 巧を である 朵合 それは 
最善の 解決と して おへず 之まで ち へられて 來た〇 がし、 凡ゆる 關 なにが いて、 フリ ー ド リブ ヒ 大王の かく、 均を のとれ ホ 
人物に 聲 し、 又 ナポレオン のかく 政 お 的、 軍 率 的 戰爭指 巧を】 まに 巧 中し 巧る かき 巧 おのが 神に 對 しては、 それは 當 時の 
ま 巧に おいては、 を も 勝れた 解 ホであつた。 グヴ ィョン •サン •キ I ルー 兀帥 《を ミで 3 ジ . oy ユ は、 ナボレ オンに ついて 
語つて 曰く T 1 八 ニニ 年 極度に 切迫した 哉を 狀 態の 下に おいて —— それは を 深の ち あを 必巧 とした —— なな パリ ー みおの 
許に、 ヵィゼルのを 謀 室から、 十 セ 通の 手极が 送られた 〇 それには 浸 動 常な きを 觀的狀 巧、 その 下に おける 非 おに 西 巧な 
巧 巧 的 諸が 題が、 一目 瞭 がと 且 個々 に 一 且つて 詳 巧され てあつた」 と。 

世み 大 載に をいて 見た かき 諸ず 巧の 下に おいても 、ナポレオン のかき 天 ホは 今日 載爭指 巧の 凡ゆる 巧 ホを 一手にが 一す 
る ことが 出來 セで あらぅ ことは 何 巧 揉 脚とは ならぬ。 がかる】 等 星は、 あ 世紀に 唯一度 現 はれる に過ぎない。 がし， 化沾 
的、 軍を 的戰爭 指導ち 種々 おつた 手に ょつて、 導かれる やそこに 困 巧が 始 る。 この 西 巧は 一八 六 六 年 及び 一八 わ 0 年— 
—1 八 セ ー年の 联 '争に 於いて 明 巧に 現 はれた 〇 巧ち、^ マ！ クと モルト^ 二 大人物が おなした の ダ 0 

モルトヶの 見解に 依れ ぱ 、な 治は 我爭 の 閒始 とが 結に か定 的に が 巧 卞る〇 がし 极ホ 期間に おいては、 戰 がは なおから 
巧 二 巧 田 巧な 巧 二を 一 
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「をを に獨立 的に 取 巧 はれる 〇」 戰 がは その 努力を 巧 興の 手段に よつて 到 速し 巧るな 裔目 巧に なに 向けねば ならね 〇な ホは 
その ホ 行に あじて その 巧 求を 巧し •まは をの 僅少なる 結 巧に 巧足ナ るに 巧せ る。 ブル ィンタ ー ル將 巧は 一八 セ 0 年に ホの 
かく 音つた T 聯邦ず 巧 { Reichs 只 弓 と历 ユ のは 治は、 吾々 に 何の 役に もな ため」 と〇 モルトケの 立柴 は、 之 迄の 說 明から 引 
を 化される かく* 今日 旣 に® みられ なくなつて ゐ るが、 を 時旣に ビス マ ー ク によつ で 論 巧され て ゐた〇 「思索と お恰」 の 
中に ピ スマ ー クは此 問題の 中に 巧 明を 與 へて 曰く •「目 括の みを と 制 化は、 巧 爭を述 じて 達 巧 さるべき もので ぁり、 それに 
は、 讀 s 謹が 協力し、 度 爭期阳 中と 謂へ ども 平時 S ぐ 一つ S 器 的 靈 とし V 塞す る。 そ 

指 薄の ホ 法に が赛 を與 へずには おかない。 をを の 方法と 手段は、 をを に 得た お 巧を、 多少と もを 巧す るかる か、 又は 曲 ± 

の お 巧を お ホず るか、 或は それを 放棄す るか、 ぶは そのを 借 巧を 如何にち くが 持ず るかを かとい ム 巧に 常に 巧を する でを 
らぅ OJ 

一八 七 0 年 II 一八 セ ー年の 戰巧遂 巧に おける、 その 見 巧に おける 右の かを お 則 的巧異 は、# 巧を 生みを 時 衆 かの かく 
非常に 酷し いもので ぁつた 〇 それらが 比較的 惡 いお 巧を 生まな かつ セのは、 王の 人格に 巧ぶ 的に 巧い 調停の 巧 的が 巧 へら 
れ ホせ でぁる 〇ピ スマ ー ク は、 一八 六 六 年の 我爭 期間に、 巧 おの 協 謀に 化 庇して ゐ たが、】 八 セ 0 年 I 一八 セ ー年の® 
爭 には 除かされた 。化は 軍事的 お逊 について ホみ に報吿 されない ために、 巧爭 のを 植的お 過を 巧を し 巧ない ので 非常に 困 
骚 した 〇 がし モルトケは 作 我 計な 乃至 巧に 採られて ゐる作 我に ついて 化 巧 t 守る ことを めを とした。 

嘛巧 首相 ビス マ ー ク はおず 的 諸が 吿 まがに よつて 政 あ 的な 地が 充分ち あされて ねを いこと に ホ 巧に 巧 化した 〇わ くして 
ピ スマ 1 クは モルトケの 作® 計 おに 巧し、 巧烈 なるお 巧を 巧 巧し をでの おみ- 冉 人の 間には をい 閒に 曼て不 巧が* いたを 
巧は 七 ダンみ 成のを •パリ 進 巧に 反 巧し •シヤン パ I 二 , 一にる る 巧た 同 巧 方に なせす る# た 巧 ホした 。おつて， 風 爭の巧 


巧に 廣し パリ ー 包 曲の 巧に 進 巧した 巧を 一大 夕巧 となし •又 不幸と 見た。 おし パリ I への お！！ を 止めて 居たなら ぱ その 田 
ぶ 形態に おする フランス 自 巧の 巧 部め お爭は フランス 自 みを 巧ん ボ であらぅ 〇 パリ I への 進 巧は 彼のち 見に 從<ぱ フブン 
KQ 1 切の な 黨を封 巧 巧 巧に 對 して® 佐 させた。 ビスマルク はこの がで 巧を とせねば ならめ 〇七 ダンみ 我の 後の 巧 あ 
霉を enb 置 be ろは 軍 巧 的には 一つの 失 巧で あつた。 それは 完 をに* 退され たおに おして 休載し， その 巧抗 におして】 切 
の力を集中するおををへた。 中立國にをするビ ス マ ルクのまなは、 パリ，な曲が長びけばをく正をであつた。 彼は砲擊の 
即刻なる 開始を ま 張した。 モルトケは ホ か的践 巧に 反教 ずべき 巧を 的 理由を 巧げ •必 巧なる ホ 備が完 巧した 後 砲 おを 開 お 
すべく 要 ホした 0 

兩 者の 政治と 戰 がに がける 抗争のを 巧 頂に かて カイゼル 宜 言が 現れち それは パリ I がその 巧 門を 開くならば、 何が お 
るで あらぅ かとい ふ問趙 に巧聯 して ゐる 。モルトケは ブロ ィ七ン の 皇太子との 協资に 於て、 自由に された 諸 巧 力 t なて® 
爭 をな おする 巧を かおした が、 皇太子は をれ がな 治 的が 巧に 適 あする かる かがに て 疑問を をした。 モルトケは これにを へ 
て T それは 解り ませぬ 〇巧 、臣は 巧# 問題に ついて をぶ 致しまず 〇お 下が 若し 他の か 令を 下される ならば、 臣は臣 の 計 書 
にを いて 行動を みしまず」 とまつた 〇 この場合に がける 參謀 本部の 立 おに 巧して 人は 餐 巧し 巧ない 〇 かお 家は 巧 事め に、 
巧 人は 政 ホ 的に あぶす る おをから ねばならめ 。相互に 完を にみ 巧した 思想は いづれ も 巧 巧され ない 〇 モルトケが パリ ー の 
司令官 卜 P シユ將 軍 OVoch ら とな 撞に提 巧を おん ダ 時 •巧が たる 反 おが 埋海 した。 彼は フブン K 1 巧 的の 巧 巧 情勢に 閱 
する 報吿を 利用すべく 蓝 求し、 それにょ つて パリ ー 閱 巧を 促進 せん まを ホつた。 この 計畫 をな 治 的には み 巧で ゎると 見て 
ゐた ビス マ ー クは 大いには ホし •自己の 見 讀が大 ほに がて 正を である まを 强調 して、 二つの 痛烈なる 巧閣 命令を 送つた 0 
モルトケ も ホが おに 询 がして 巧 巧な ちに カイ ザ ー に 上 中して、 白 己む 巧 化の お 免を 巧 ひ 巧た。 カイ ザ ー はこの 上申を を ホ 
巧 二篇 田 巧 A 巧 二 あ！ 二 
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づ巧 巧し その あがを を ひに 思 ひ 止まら ホた 〇 モルトケと ビス マー ク との 閒に行 はれた み爭 及び その おおは そのを、 ながと 
潑 がとの 瞄 なを 明かに したな 巧を である。 

^ 巧 巧 y にがては 關 なは をく おつて わた 〇今 巧は、】 八 六 六 キ乃ま 一八 セ 0 年 •一八 セ ー年に がける かく 政治 及び 巧が 
の 巧 巧を として か、 る 巧 越した 二人の 人み はを 在し をかつた。 この 二つの 抵爭 にがで おし 非常にを くの 簡 巧な •細かい 明 
巧が 巧 立 まれ、 域爭 おを のが 一 性が お 保され てゐ たなら ば 風 争 指 巧は 世 巧技 爭 にめ ては をく おつた 巧 巧の 前に 立つた であ 
らう。 そして 巧が 巧 おが 西部 我按 にがて 決 風を 巧 ひ 田 巧 お 巧が 巧 風 民を おおさせ、 又必 巧なる 生活 手段 及ぴ巧 巧を 吾* か 
ら巧ひ 苗 巧 にがては を 命 勢力が 欢お的 崩 巧を 目 ざして 巧 扶及ぴ 巧 除を 巧が せんと 巧 力して ゐた閒 に、 ナロ ル、 上が ィ タリ 
I 、 ゥクラィナ 、フィン ブンド、 マケド ニヤ、 パレスチナ、 クリム、 あび デョ ルデヤの 方面に めて はかを めに 戰 田を 進め 
巧た であらう 0 巧な 的な ホ 交は この 困が をる 任を のがに 化つて •必 巧を •がか も 巧が たる 立 巧を が 持して、 一切の 西 力、 
一切の ず 段を 度 争を 仕に 動 具し、 田 おの 弦 巧 « 志を 挺えず な 措した。 我爭 にがつ 巧には •化 田は 巧な によつて 守られ、 そ 
の 我 巧 力の 巧 源が 作らねば ならなかつた。 苗 巧 政 おのち おは 隣留 におす るち かお 巧と おに 往時の 風を 時代に 於け るよりも 
るかに を 要な 息を を 巧つた 〇ピ スマ ー ク ならば、 この 課 趣を ホ々 に 把 担して ゐた であらう 〇がし •フォン •ぺ ー ト マン、 

ホ ルゥ K プヒ も、 又 そのを 巧を も 彼には 巧ぴ 巧なかつた 〇 がし、 戰爭 のな 半に めて、 タン ネン ベルグの 巧 かしい 大 おを 巧 
し、 無が 件の 信 巧と 酉 巧の 巧 お 希结を もたらした 人は 軍の 巧 巧 にがては 彼等に 巧は し 巧た。 この 人* は 宗か的 お、 むと を 力 
をを 窝巧 にを 中して、 その 我 巧を 巧ち 巧 セの ボ 。こ、 では 巧き 人間が 巧つ たので をる 〇 巧の お 巧が 围 巧の 利醬と はお g 巧 
に ダブ シ をく お 立す る や •困 巧な ホは あ 爭の爲 のす 可缺 のが 備を放 まし、 巧 曲は 巧！ i の おを にを かされる に 至る 〇を時 
なお 的陀 巧は おによ クても 担ら れてゐ なかつた まは ル ー タン ドルフの 谋化 によつても かられて わた 〇 「一九ニ ハ 年の 冗み、 


かがは ドイツに かては 正に 巧 頭に 巧 てられて わた。」 

をれ を 巧む 巧 おの をる- < は •それを 得た ...：. 。ル 1 デン ドルフは ドイツの 巧 裳を にを つち 何せを ば、 か 令を 巧す る 
程大 ほな 人は かに も 居な かつ だし •化は、 巧に 巧 それを を 巧す る爲に 常に 其应に 居た からで ある 〇 この かおは おかに 願は 
しき 狀 旗では なく、 又 正常 的で もなかつた 〇 然し、 政争 にがては をに 「規 単」 に ザ巧ナ るまでは なくて、 巧 巧の おがに 巧苍 
する ことが 重？ をる。 吾* は 一九 一四 年綜貪 風爭指 巧に 勒し不 充み& る 組織を なて 极爭忆 なん》 ことは 明かで あ &。 
その 化 おは 依が 夕 くが 巧な 閱 がを なで ウイルヘルム ー 化の 下にみ 巧され て ゐた〇 
を 世 ホを 巧き る 祭 あの 擊 にがて、 ヵイ ザ 1 が擊を 巧のを ほ S ホ 巧ち 巧を にが ミ、 蔓 にがても 一手 & 
り •同 持ち ホ 九ンツ ォこン S がに 從 つて 「かか： &」 として、 巧 或的統 指が 度 田ぇ 陸上、 お 上の か 巧を SS 
巧す ると 云 ふ 巧は 不可能の 事で をる 〇 これは 人閒的 能力を 越 ゆる ものである 0 1 人の ピ スマ I クも 彼の か 方に 立たな かつ 
た〇 巧つて 一八 わ 〇 年に がける かく 二人の 大人物の 間の かお 問® ではない 〇ヵ イザ ー の 拒る のみを 語る のは 不を である 0 
上 速の 巧# 巧は 巧を 的には 速 命 的に 自ら かり 上げられ たかくに 理解され てね るが、 こ、 では それな 上に 結淪 する 必 おはな 
い 〇內が にがては、 反對 におを 指 巧に がて 堅持され た戰 おの おおょりも •やか 的 巧が t 巧巧考 へて ねない なとの か 解 ホを 
の 方が を かに 亟を がされた 0( 又 それを 揉 巧す る强 力なるな 巧 もなかつ た！】 こ の*?1?^巧がはお冷|と恩巧の利ホみを 

に ょ つ て * ら モ の 一 例はホ の かを で あ る 0 

西爭は 他の 手段を なで 卞 るか おなで わると すれば •か 和む 閒 姑み ぴを 巧に 巧す るを 请 は、】 八 ホ 四 年、 一八 六 六 年 
又は 一八 セ 〇 年に 於で ピ スマ 1 クが をれ を 巧 巧した かく お 利なる が 巧が かを 作り 巧ず ことで をる 巧をから ねばならめ。 そ 
の 反を は 世 巧 巧を の 巧を であつた 〇巧爭 化 巧への 巧 入が 拙劣で わつた 巧は ホ かの 通りで ある。 二十 ヶ 巧の 代表を がを にヴ 
SK 肉 防 巧に 二 五を 
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エル サイ ユの化 約に 寡を きする 迄、 巧々 と截 巧狀 態に なかつ た网 で、 巧 名を 巧げ るに 化る ものは 巧ん ど 一つ もを ぶしな か 
つた。 ベル ギ 1 國 Q 畫踩潮 忆伴ふ 面倒な 政お冀 任を を 時 S ま 的 用兵 S はせ や 5 と卞 るち U れは ペル ギ， を 面 巧 
する 踩现 前進を 基礎に 打ち立てられた 作联計 化に とつては 是非 必要な 前進でぁつた 〇 これらの 計を は 蹄 巧を 巧 フォン •ベ 
，卜ご •ホ ルウ H ツヒ にち 内閣 畜誓長 T ゴウ におしても 度 A 報晝た 彼等に 何を 反 おされな かつた 惡明皂 
わる。 特に 不幸を る 運命は 海截指 巧に がける 化のを 陳 によつて ベ I ト マン •ホ ルウ エツ ヒを芭 か 甘ち 大巧の 巧 一巧に が 

て 化の賣 即ち 肇寡巧 S し 管を 制 的な 蹇的雾 手 著 保？ 5 浸 や 富復畫 養され 了は をら 2 しち 

义蒙巧 £ 制限 使用 S 淺は 一 7 才ごべ 1 トマ ご ホ ルウ H ツヒ は ！ JS 举的 要求に おして 麗 お、 —— ァ メリ 
力 4 桌 困を 敵 國 側に 巧す に 至つ ち， J れ は、 イギリスが U ボ 1 ふ 載に よつ て 五ケ 月な 內に煤 おを ホめ るに 至る でぁらぅ 
とま ム 海軍 軍令部の 致 巧に をく 依を して ゐた〇 お 巧 部が この 手段に 說 へる ことは お理 ではなかつた 〇な 治と 巧が との 間の 
不 えみなる 奠が 生ん 5 巧に？ る涅 富な お訓巧 例は； 一八 年 八月 十一 二日 QK パ こ SPS ) 含 強に が 5 供され た 0 
巧ず 的 力 至な 帘的 ちがに がて 必巧 とされる 推 巧が 逊 まの おおから 引き 化されを かつた のは、 巧 巧的狀 勢の 不充分な お設に 

由で ち CS 命冀寒 養 章 e 休囊ホ S 5 讀 けられた。 — 一兰圣 各， J 、 ミ S れた 巧と 

へ 辜 巧 的 ホ讓忆 よつ てを 世 ホは 吾 困？ 和 要を 巧 乂 させた — 干渉は をく 邪 おでを つちな 困側忆 がて は 政治と 我 

がとの 激しい 巧 擦は 化が 大戲 にがては をく 現れな かつた。 フランス も イギリス もこの 幸が を 分ち 話つた、 ドイツに を 

ては ミと 反が でを つを 、そこでは 巧 争の 巧 過に がて いご 六い か •い •かむ い i のか 40 人 化が 巧ぶ の 化を 田 

り、 彼等は 巧 民の 巧巧のををを 南 巧す る f 含 得し VJ ゐ ちみ； 八八异 巧の 見が では 巧爭指 巧は をく 巧 司令官の なおで 

るつ ち替 養を 馨 物と」 て#」’ 繁護 S 」 襄な 5 醫 品」 了莫 餐援 5 も そ S 蓄季 巧を 


裳 じた 〇 この 巧 擦は 他の 巧 由 と共にを にお 巧の 能 免を 見た 。クレマン ソ I は フォッシュに 向つて、 自己の ま おを 通 卞與が 
出 來た〇 そして、 「默 りなさい、 をは 围 巧を 化まして わます」 とを ふこと がが がた 0 n イド •ジョ ー ザは な 巧なる 問 巧に 
がて は 軍隊を 巧へ た〇 西部 我 おにめ て か 巧を 巧ム ベを ではない とを ふ おな の 下に、 亟 助を 巧 部 弦な に S き、 ドイッに 巧す 
るみ 我は ォ ー スト リ ー におす る バルヵン 諸 我 線に がて 化卞ぺ きじと を おえず 强 調した。 イギリス 巧の が 司令を 及 ぴ參謀 本 
巧は 兎 も 約、 西部 我な に 於け る 一切の 力は おを さるべき であると 云ん 彼の 息 困を ザ 現させた 〇參謀 本 郁と 《 イド •ジョ I 
デとの 問は' が 巧して きくは をかつた 〇參巧 な 長 ゥイル ブンは その 思 ひ 巧に、 いつも 「巧を 化」 と 呼ばれる か义官 やな 巧ぶ 
について をく 自巧 的に 語つて わる。 イ タリ ー の 一巧 司令を は 一九 一六 年、 巧 巧され た 巧 海が 巧に ク いてを 巧と 踩 ひを にお 
利し セ。 常に 利用す るなら ばを も 善き お師 でを る お は、 を 巧と 截が •まは おおを 眠と 巧 司令官の 巧里閒 係を 規巧 する 安 
をなる 決を め 原則は おをから 引き 巧さねば ならめ 事を 示しで わる。 

兩 をは ホの やぅに 巧密 におび 合は まれ 得る のガ〇 

巧 おはまと して 巧爭 のを. 培を みを し •そのを 始末を 巧ふ〇 プロイセンは 一八 〇 五を •大事な 屏閒を お逃がして、 一八 〇 
六 年 折 悪しく 我を を 始めた 〇 一九】 四 年の ドイッの 化 態は、 巧 ホ 的には おへ 巧るな も惡 いが 態で をつ ち モれは 決を 的な 
が 巧を 持つ 軍司令官 のみ 也の 上に 巧つて わ セ。 最大のを 力と ななの 巧 離を なて、 第一の 巧 をれ 倒しなる 後 巧 二に 巧ム 巧が 
その 目的と されねば をら なわつた 0 

戰爭の 過程に がて 巧 事的昭 がが 優位を 占めた。 その 巧を 的 ホ 巧が 決を めであつた。 巧し、 對か 乃至 お 巧を 巧は 巧が と 共 
にみ く ホ 巧して おまねば ならぬ 〇 同盟 西、 中立 西への 巧ぶ、 巧な 的、 椅 巧め、 物質的 闪 力のを 部を 化に かして 差し 向く ベ 
を かが 性の 頗巧 ，巧 お 的 指 巧のを も 尖 おなる 巧 おを 巧す る 他の 夕< の 巧 問題の 烦 あ。 

を 二 巧 凹 防 氏 策 含と 


ナナスの « ホ3 二 五八 

巧爭が 終末に 近づけば 近づく おを おはが 面に を A 押し 化されて 來る〇 それは 我 巧に ホ じて やかの 時期と 方法を ホを ナる 
であらぅ 〇な ホは 一九】 八 年の かく、 早まつた 化截を をに を 巧ず る まを かさぬ 〇 その 巧 削に 迸を 卞 るを おなくし ては 巧が 
的® 爭指 巧は ち へられめ。 なおぶ と 巧 司令官の 巧 互の 理解み ぴ^® し 合つた お力洁 S は 不可な の ものである 0 

理論は 巧く 示し、 おを はかく おへる。 巧隐 にがては 人は 度々 一つの 巧 あなに 到ます る〇 政治ぶ と 我が家の 巧 化と 巧 巧は 
旧々 のを 合に がても 絡えず 相互に 侵 おし 合ム ものである 〇 共同 動作が おられない 巧 合 •ょり 强 きをが 決 巧す るが ホは 巧に 
その 個人に 依る であらぅ 0 

ォンケン 「皮 巧と* 巧 巧み」 ( onck きこ， politik 畐 d wriogf 昏 r 旨ろ 19 沒】 

フォン •スゼ パン スキ— 「巧 巧 巧 巧と しての な话」 (資 sep § を ごご PO ごけ 岸* だ K こ e な昏 3 口 ろ 梦 『JJ 口ち 送) 

シュルテ 「な 巧に がける 軍 巧 巧 巧の ま 巧」 (sch 己を こ， Dio 狂 emchpft der 目 ミを ria&en F 瓦 ne in な ミ woliti 巧 sikuiec ぎ •一一。 
Monatsbefte * Se 々を 目 bor 1924) 

グレー ネル 「な ホと 巧带指 ホ」 (Gr5 日 er こ， Pol ミ k und 巧 一 "iegfiihru 另 S Stilt な art 11*20) - 
フ ホン •ブル I メ 『ザ 巧 反 巧な」 (V- Blu 目ク S 目 ミを rpoliti き he Aufs 泛き 3 werl ざ 190 6) 

フラィ タツ 八—、。— リング ホフ H ン 【な 巧を 巧が 巧 巧」 (Freyta 巧 Lori 日な loven W ,,Poli 二 k end wriegfiihru 另 S Berlin 1918) 

ルー デン ドルフ 「1 {巧 巧 巧と 政 巧」 ( Lud き do 式 f ; 巧 riegf 泛 iru 另 end politic ^ Berlin 一爸 ご 
• 「をが 巧」 〇ら否 totale wrie た- slinchen 1936 い 


巧を とな 度 

擊 のみ 管は、 裂 決 養で & るとは いへ、 金 も* ちそ £ 行 おょび SS 」 て、 芭學 •へからざる 巧 f 巧ず 
る〇 それ かに、 がを 上の 武爭指 巧を 巧を 的に 萬 巧す る ことは をを である 0 

こ、 において 、やか 時化の おなお 巧を 联 時が 巧 S にながず るには、 器に したら を も 目的に 迸つ て わるた かくて ま 
ちを 控濟を 巧 ま 巧手 おおょび 信用に 熙 する 不安を ちまた 两 裏 fs する ことな ぉ述 巧せ しめうる かとい ふ 
こち 酉 获は藉 なる 手段に ょつ て髮 をま辨 する かとい ふこち 最 をち 曲ぶ は 養の 碁に ょる— の雙 たか 何に 
して 疆 けうる かと いん ミち 巧 趣と な クて來 る。 問題の おれは、 战時财 f 動具努 あるょう にが 侃し •をた や 時 § 
を 巧 時 巧 ホに 巧滿 する みおを 示す であらう 0 

器の 思 争の 長 巧な 盼 かは、 問 巧のを 奮を 巧を 示して ねる。 一义一 窒のァ メリ ミ 夏に ょれば、 髮は ホの か 
を 巧に ました 0 ( 軍な 百 萬 マルク、 巧 巧 巧は ♦巧 繼續 日ち 

◊ちか巧爭こ •^^•を-牵 — 一八 一 五ち 二 五 000 百 巧 マルク (八 ニ ハ 八日】 

◊クリム 联爭 (一星 寧 1 1 ル呈ハ 年】 ご 〇〇 百な マルク (S 四ち 

◊を ホ 苗の 巧 曲 (一笑 一 や 1ー ル ホ 五 年) …… 一四 八 00 百 巧 マルク (二 巧 至 ハ 日) 

◊巧 ホ抵爭 (1 ルよ 0 年 1 一八と 一年】 1112 ハ 〇 ち 巧 マルク (二 文 口】 

◊な ± 毋ま一 < 玉 半 — 一八* ルち 一 二八 00 百 巧 マルク (5 四日】 

さ 一巧！！ 巧た 巧 こた 化 



ナナ* の « ホ* 一ー ホ ご 

◊米 西践爭 こ ル ホ 八ち を ホ W のさ 六 六 0 百 巧 マルク (二 〇过 

◊ボ 1 ア弦爭 (一八 九九 年 I 一九 CD 一曼 五 000 百 萬 マルク (九ち ニ ロー 

◊日 巧 巧爭 (一九 〇 四 年 —— ー ホ 0 五ち 六 S 五 〇 百 巧 マルク (五卖 日) . 

◊ご ヵン 我 争 

な 上を 备困 別に 振り々 ける と ホの 巧に 達する 0 

◊イギリス こみを 二 年 — 一八 一 五ち 八 六 00 百 巧 マルク 

◊イギリス (一八 五 巧 年 —— 一八 五六 年】 一四 00 百 萬 マルク 

◊フランス (一八 あ 巧 年 —— 一八 呈 ハち 1 11100 百な マルク 

◊プ a シア ( 1 セ 五六 年 — ー ホ 六 I 二 年】 四 二〇 百 巧 マルク 

◊プロシア (一八々 巧 年】 五六 百 巧 マルク 

◊プ a シア (一八々 力 年】 一一 五 九 百 巧 マルク 

◊ドイツ 巧 困 こ ル 屯 0 年 — 一八 屯 一ち 一 五六 〇 百 巧 マルク 

◊フランス (一八 - Vo 年 — 一八 A 1 年】 一 五 〇〇 百 巧 マルク 

◊イギリス (一八 丸 ホ 年 .1 一九 011 年) 四 SOO 百 巧 マルク 

◊ ロシア こ 亥 寧 I 一九 0 あ 年) 一二 一宝 音 萬 マルク 

◊日本 三 九 〇 巧 年 —— 一九 0 五 年】 so 六 0 百 巧 マルク 

威爭 のが 孜は 、をな 田ぶ の お 巧 化 おの 詔に 從 4^ ものである V ' なは ろご シアにたい ては、 7 。 ~ ドリ じ •ゥ 


ルへ ルム ー化な來、 &^&制度 (staasschaR) が投けられた、 卞なはち我爭のお合には、 现をでまおホられるといふ規巧 
を もつて、 平時に 金が 巧 巧され た 〇フリ ー ドリ ヒ •ウイルヘルム ー世は、 八 百 セ 十巧タ ー レ ルを 巧 巧した 巧 巧を 後に 巧し 
ちフ？ ドリ ヒ奎は •擊を 巧つ セに 拘 はら 夕 をを 五 モ巧夕 1 い ルと したが、 ナポレオン ー世に おする 我 爭の巧 
學ち 罔を の 金は をく 巧 ひ 巧 セ さた S 一ー ニ 年な 阵 において モれ 寡に 巧を された。 そな •一矣 六 年には ニモ 百 
«夕1 レ ル •一八 七 0 年には 一二 千巧ク I レ ルに 達した 〇 一八 セ 0 年 十一月 十一 円のを 律に をき、 それは、 巧留巧 用を (巧 2’ 
dwkri—c すな) として、 5 二 千 萬 金 マルクの 巧を もつ て 新に な 立 さた 一九 こ 牵セ皇 百の 法律に 基いて、 一 忌 巧 
千 巧を マルク おょび 一を ニモ 巧 銀 マルクに される 笛で をつ セ〇 このを 後の强 化は、 單に 也理的 おおを おした に卞ぞ なかつ 

ち をれ は、 段爭勃 巧の 瞭 における お 斑 のぞを を保證 し、 且つ 幫諸議 への 大誇殺 おを 巧ぐ のを 目のと してね ち 
ホガ自 が經濟 の 段階に きる 闽 おで、 取 爭ま 金が をを てゐを かつた ところでは、 擊 のが 源は •紙 巧玻 巧の 巧 加に 求 
めら れ なければ ならなかつた 。そこで ロシアは、 巧 巧風爭 、クリミ ャ風爭 、な ± 踏 爭をぱ 、おお 密行の 巧 加に ょつて 巧つ 
た 〇日巧 抵爭に 至つて 巧く おかおは 巧 止される 必 をが なくなつ た。 

西 か 列强の 典型 •特に 一八 わ 0 — セー 年の 巧 ホ載爭 において 危 巧のを つた 時ち フブ ンス 銀行が 巧した お 巧 巧 動は、 

一 おめ 兵 巧を 巧を 享る大 苗を」 て、 毛 《巧 含た を、 中央 巧 券を 託へ S お 準備 巧を 助 重 おる S つち 
巧に 世が の 巧 巧 巧の 巧ち 闽民 巧な お ( Mienaufgebot ) な* びに 巧 ホの お 巧 的 完備は、 必 巧なる が 代に おける 中央を 
勞凄打 S 用 Q 强蒙巧 坡忆ょ 0 V Q み 現を とされ 免ら れた ？ S 額を 要し わと いさとを 示して ゐ る。 た C イギリス 
のみが を 後まで このが 爭に參 加し なかつ ちとい ふのは、 イギリスには、 巧 百 巧の 軍 除が を 在し なかつた し、 世が の ホ も 
霎 なを 窒繁賽 され VA た、 且つ また 全莫を 包？ るモ 《囊 S おを で、 いつ 'P も 迅速 忆 憂( おを おめ る 
空！ 爲田巧 広 巧 こご 



ナナスの 巧 巧を 
ことが e きた，^】 でを る 0 

一义】 四 年 巧 末に わける 金準饰 (ホは 十值 こク】 


イングランド お 巧 〇 •セ 七 五 
フランス 巧 巧 11 T 二八 
ロシア 巧 立 巧 行 一二 •四-立 

ドイツ 中央 巧 行 一 こ 一 五 
才 I スト リア •ハン ガリア 银巧 T 1 〇 


巧放擊は 擊を行忆4?1|^&金を囊」且ミを長期閒ち号了.お巧十5たを' 王侯^で嘗人ホ忆化つて邮 
巧を 冀ホ しめち 英 酉の 西 巧は、 養 戰爭 8 りには •め 百を 值 マルクに ました。 C の 曲 巧は、 クリミ ヤ成爭 に 至る 
畫 には 百 六十 一隻 ハモ 巧 マルク 送少 でめら れ たが、 クリ •、ヤ 巧爭 わよ び 七 ポィ短 化を ミミら，—】 によつ て 百 
六十 セ璧 S 千 巧 マルクに 煮し ちそれ は、 ボ 1 ア威爭 に 至る までには‘ In 二十 五宙 マルクに 巧 かお 夕す ア擊に 

王つ て曼百 幸 四 5 ミ § 大した。 そ Q 時から； 一 單セ月 S る 妻ち ミは、 受 E 軍 一を； ク にが 

少サ しめられた 0 

フランスの 酉 巧は、 自由 巧爭 (ナご ォンに 巧す る 一八 ニニ— 一 五 年の ま) のをつ た 時には •を 巧 マルクに ましち それ 
ち ナポレオン ーー ー世の 巧 度お义 (pr ミ ige - p — k ) によつ て、 一八 セ 0 年まで ちめ 百 十 位 マルクに 巧 化し •一九 一 g か 
にはめ 二百 セ十活 マルクに 達した 0 

ドィツを 因は • 7 ランスの 曼お ぶの S で、 化 ドィツ 同盟 および 胡 巧の 軍事 含を ば、 现 をで S ずる ことが で ミ 


かくて SQ ない 田 まとして、 巧强に 伍す るに 至つ ち ドイツ— の 女 巧は、】 九 一四 年 セ 巧までに 罕化僮 八モ巧 マル 
ク に巧大 しち 同時ち 惭巧 はめ 冥 十な マルク、 白 治は およ ぴ自淸 轟 合は セ 十五 傍 マルクの 公 巧を？ るに 至つ ち 
霎 は、 モの 大巧み 夕终 出の かを 企囊 安の ために、 を^は、 モの 半々 までが、 五が や语 お葉の かを なお 巧資 のた め 
に、 借り入れられた 0 

李 年代の 巧 頭な 來 到る はに 現 はれた 巧— をは、 人口の 巧 加に おいても エま のを まに おいても ドイツと 比肩で まなか 
つた フブン K においては •茜 ホ 困へ 金を 巧が ける ことによ つて’ そのを 力を 亟 しち パリの か 引 巧に おいては、 茜の 公 

巧は、 お府 《承 f 」 忆蟲雲 長 ホち ミつ わから、 技 庭、 島 0窒を 蠢至 脖蓄冀 を臺卞 a ミが で 
きセ〇 フランス Q 一巧 計は、 一九 〇 八 年度に おける 田 民の か 舅が 發券巧 おな をち 看を 四な？ ミか算 お。 モ 
の 巧 穿 巧 罩ほフ ランタ P シアの ち傅囊 、一手 ホを フランが 才 i トリ ア • ハン ガリアの もつ 季使フ ，ン ヵェ 
ザての 公 巧 更に 二十 五巧フ ブンで こ 言の、 ホブン ダ、 ス 々イス および ポルトガルの 葛隨 巧が それぐ 十援 
フ ブンづ つ、 巧に イ tK わよ び ご T の 公 巧が 章 一 运睾萬 フラン づ つ、 最 をに、 7 ル ゼン ナン こ ハルヵ ン幫お 
よび スペイン Qss がを f ラン づつ忆 をつ て A た。 かく S く、 世を S ミ どす ベて SA ザ 7, ン K から 
借を をして たるの ち フブン K は、 ドイツに おしでは’ いふに 足る は どのを 巧に 互る 投 致を ぱ 、巧は なかつ ち これに 巧 
し •ドイツ エ業の 荣本需 巧 I それは 巧い 利子 卒 によつ て 示め された 一 巧 5 的に 巨 おな フ ，ンス 資本 S •巧 期 問 
ドイツに 投下 ホし めた。 一 化 二 年に わける： ミ 思 巧に 巧して、 7 ブンス のな 銀行は •皮 巧の 合围 により’ ドイツに 
巧 下した 十な マルクに 上 ばるな 期柔を ば、 即座にを 巧 引 上ち 毛の 時 装、 ドイツへ 夏 の巧をを す ミと を おけち 
巧ず 公 巧と 巧 並んで、 解放 巧爭 3 來 、イギ 9 S 、 霎 をを つくる (星 さ® S をき ミ) 夏 ミつ て、 巧 巧を 巧つ 
S 篇田巧 皮 巧 こ 空 一 



ち 巧に’ ナポ レオ 三世に おする 羣 の 受用昼 セ パ： 七-ノト •クリミ ャ西 争の 费用 s 一ニ パ， 七ント 、ボ ，ア 原を の 
巧 用の 一二 1 パ 1 セントは 、斬が によつ て 調達され たので あつた® 

フラン K £ いては、 巧 Q 畫に 妻る 麻統 的な 反涵 と結ぴ ついた 菌ま蓋 班 制を が •寶 我の お 課を 裳 止した。 

トィ ッ巧图 £ いては、 巧？ 冀と se 財孜 調巧忆 巧し、 か、 る S 的 忆特忆 適切な 一が 的 所得 巧は、^® ま、 お 弔 
の 收スと 3 れ •そ」 てを 5 不 室な」 5? れ 5 a よ ミ 寡 一され なかつ ち 
一 おの 見方 忆よ な、 世 寞我宗 S 的 5 營れて ミ 時、 賣 および ホ受 取引所 S •蠢 文が S した。 き 
に 畜囊所 おの 保 塞の ためち 一九 5 年 セち 至 日ち ミ， ン 、プタ ペスト およ ぴプ 主ッ七 ルの がま か 引 巧 
力 その 晉 にはへ テ ルス ブル グの がま おか 所が 閑ち をち セ 月一丰 日には、 C の 例に 化つ て、 巧に セ 巧 一十 セ 日に 
かさご 部を 巧 止して ゐたパ 9 8 まか 引 巧なら びに 二 TT ク S ま お 引 巧が 寧され ち セ 月 一手 一日には、 同 ホ 

にして ベ； ンホ寞 引 愛 立 含が 冀 置され、 冒 蔓た I V ギ 9 K 世 蓄闽 S 史上 愛て — V ギ " K をな 力 
のま 養閒た 了 mj つ 震 支が か S 宏 g たる a - V トンが ま 化 引 巧* でも 閑ち をて しまつち 
一九 一 凹 年 各の 喬 音ち 一切の 參戰 苗は、 戰 学を 行の ために 金の 現な が 襄持卞 るた ろか かかを 巧 止した。 た 
C ィ ギリ KG みち モ S か S ける 署を 護」 て、 を 兌 透 制限を 附し 5 れを困 f ら」 &ち セが、 塞に 置 
はしなかつ^。、’^^,^^^,^£いて三屋富 、 一九一署貧晋ち 九本代易翼誉 置つ—も 

巧大 され セ戰 時が な巧蠢 f 目皇 eKrf lie ) をち 滿巧 i で 通過せ おち これら 五つの せかは’ 受 
に 語 蹄して 一のを はを をす ものである ザ それは、 金な 寶の 目的を 追 葦る もので あつた。 それは’ ドィッが 繫が 
を ば、 蹇 5 ぴ 信用 S を S おと」 て、 擊 によ n 採せられ た 巧し い屬& 任 巧を 爱卞 C と S でさる よっな かおに 


思く ミを 目指した もので をつ ちじの 寞 なをを 案の 巧 施は、 を 6 窒の ための 驳 岡を おな なくされた ドィッ 巧两 にと 
つて， 非 お 時局に よつて 必 おとされた 强 制め お 遇た る ことを 示め す もので ぁり、 四 + 年閒通 州した を 本位 柳の 原則からの 
巧 おでは をる が、 しかし 巧を 法令に よつて 生じた 高 おの 巧 力 性な しには、 巧函银 巧は 國巧 力の 動な のために 二十 二 あ 
セモ巧 マルクに 達する 必 おな 金を’ ーヶ月の 必 巧な 巧 脚に 調達す る ことは できなかつた でぁらぅ。 

經を によるち 政 爭閲始 の 除には、 通 货に對 する 需 .おは 更 し、-^ かも 或る 商品は、 その 渥より ズット な 下で をくて 
は資れ ないか まは をく 巧れ な < なる S 常で をる を、 プ P シアの 大巧 省は、 旣に 一八 四 八 年〇不 巧なる 時代 およ S 八 
六 六 年と 一八 セ 〇 —— 七 一年の 戰役 中に、 生を 必需品の 經淸 部門の まがお 力 保持の ため’ 巧附 おが (口 弓】 も。 を sms) を 
設立した 。これは、 をが おおよびな 憤 證券を 强が として、 個人 おを に 短 巧の 巧附 けを なし、 且つ 認可され セ 巧 化 城に 巧し 
では、 特 がの 貨巧徵 誰た る r 货附 金が 證券 J をを 行した 0 

この 贷附金 巧は •贷附 をが 法 £ さ、 巧 困馨と 馨な閒 憂 もちつ、 が設 された。 C れと综 S 附 金庫と S 巧を は 
みの 點 にぁる。 すを はち、 この 巧附 金庫 證券は、 がな 法の 保證規 をに 關 しては、 巧 围を座 證券と 同 威され、 且つを 巧證お 
のをな 限 巧は 3 前から ズット をめ られ てわた (一九 一四 年度は、】 八 わ 〇 年の 九 千 巧 マルクに 封し 十五を マルク) 。非常 立 
法に よつて、 ドィッを 田に わいて は、 巧 おが 武 おを 把つた 危§じ の 秋に、 巧 行の 窓口は 閉ざされる 必 巧が をかつた し- 
お つて 誰でも 完 をに 支拂を をけ セ〇パ ニックの 程 巧は、 官 るの 人々 にと つてす らも 巧くべき もので ぁつたに 巧 はらず 、モ 

いい f . いか がかに よつて おかされ セ 。何 ホ なれば、 百 巧のを 探の 截闻 力は •渡 巧の 巧 勘に 依 巧して わるよぅ に 見ぇた 
し、 また おおの 取 恃 編成は’ おな 技巧 上のを 件に よつて 巧 害されで はならなかつた から ボ 。このみを は、 例へ ばか 巧 巧み 
の おず はかの 侵入に よつて 惟を されて ゐる巧 围の一 郁に わいて、 厨爭を 巧の 利益の ために 必 巧だつた かきと ころに 千 渉す 
を 二な 田 巧 度 巧 二た r 



ナナ* の 度 巧む 云 ハム、 

る ことを 巧酱 しなかつた 。巧 曲 巧 巧のを 役の 患 見に よれば、 巧附 をぶ およ ぴ をの 化 一切の 巧を 信用の がが の 巧には •まと 
して、 ながの 信用 お 念が 正しくな かつた とい ふこと を、 な 信用 巧 典に よつて 示め 卞 ことに 腺つて わた。 

み 曲の がか 阳な においては、 一切の 信用の 巧 おは、 巧 巧 商業に おける よりも、 を かに お あでぁつた 。信用 わよ び 巧 巧 K 
入の 方を による ま S でち 曼 現金 お引ナ なは ち 金での ま 拂が行 はれる よぅにな つち f 法 お 布に より 柿ち され 
た、 帝 苗 金 巧 證券、 ホ 苗が 巧 券 および 補助 货 巧の 金 兌み の 停止は、 ドィツ 金貨を もつてず る 金巧孩 買、 打 步附巧 其 (ぉ&9 
han 星 および 金 巧のを 出 S 置に よつ て 補足され た。 ホ 闽の擊 を 金は、 が 託さた ホ i けのを 蓋は 一 
乂ーセ 年 セ 巧 十五 日には 二十 五を 一一 一千一 二百 一一 一十 巧 マルクを もつて、 をの 最离 助に 速し， 且つ】 化 1 八 年 おには、 なぶ 二卡 
一 療六千 一言 巧 マルクに 達して わたと いふ おおを もつ て、 國 巧の 祖阐 をに 訴 へられち 

旣に羣 S 霉 Q 月ち 装を よ 5 囊 C 冀は •をを 憲 S 用 Q 足 夏ち 是 & も Q ダと ic を 明かに なつ 

ちすな はち 度を の武 巧は、 風爭の 初年 巧に おいて、； 巧 平均で 約 十 セ ほ マルク、 第二 年度に をいて は 二十な マルク、 
を韋 巧に 些 手を マルク、 四 年 巧に を 手八值 マルク、 そしてを 後の 五ケ 月間には 四十 四 巧 マルクに 達しち 必巧 ホを 
の热 計は •一九 一 < 年 十一 頁 一手 一日まで ち 一千 暮军 I 二佐 マルクに ましち この 擎は J かし’ 攀ま搜 ホの 
ものを 含んで ゐ る。 とい ム Q は •愛 平時 忆 おいて 望して ゐた擊 、お 巧 お妾隻 装？ る ig 蓋 夕鬟ま 
巧の 勘を にを された からでみ る 0 

巧？ ルタ， こ ミ？ ( W 已 ferLo な) は、 ョリ 詳細なる 計 巧に まき、 巧 巧を 一千 善を 還 答な ドルと 蹇 
た (ィす KQ 受は一 壬 二百 4 .ち ミンスが 一千 百罕を • 0 シアが 八ち 二十な、 アメ 。力を 委 がー モ四 ちた f 

を マルク】 0 



披 争を なにが 巧ガク セを 巧は、 がな 一千一 二百 九十 四を 九 モ九百 巧 マルクが •取 時 信用の おおに おいて、 立を 巧 脚に ょク 
てホ設 された 〇ホ 巧を 巧は、 モの 時々 に必 巧を 巧を ぱ 、を 巧を を 任された 巧 困 巧で、 田が 泣を (夕 すなき ミで き W ) の 巧 
巧に より、 帝田银 巧から 巧り をけ •ホ 巧 淀 巧は をた ホ闲お 巧で、 なおの 巧 报を楚 ける ために、 半年 おに 規則正しく •巧 巧 
巧ず 公 巧を 募 巧した。 

帝 酉の 巧 黄な 巧 巧 塞は、 一九 一八 年 十二月 一宇 一日までに ホの かを がに 速し セ (蓋 十 ほ マルク】。 


◊五み 利附苗 aw? 券 (ミを schu 乙 vmchreibung) 額面を お セ セ、 セ 八 0 四 

◊五み 利 お 田 巧證を ( Rdchschatzanweiig ) 巧 面を 巧 二、 一ニ ニ 〇ー ニ 

◊四み 半が が 田が 證券 巧 巧を 額 八、 八 八 セ 四 

合 許 八 八、 九 八 八】 


公伤 は， 所謂 巧 民 引を ( Natiilsbskription 】 として、 すなは ちを 安 する ことなしに •學打 曲に 琴 打され る。 を 部の 巧 
巧、 巧 巧を 巧、 をには 巧 巧 局まで が、 かみぎ をす るよう になつた。 巧 おは 自ホ 息を でぁつた 。がし かし、 曾つて 見な かづ 
セよう な 巧 誘 法 巧が 展開され 、且つ 进んで わるを を おがる ガ けなな お 巧に あ 中させる ために、 取引所に おける 巧 巧は を 巧 
によつて 巧を され、 この ことは 風 時 中を 通じて 巧 はれた。 ガ がそれ にも 巧 はらず •一 化 一六 年 巧な 巧は， 所 巧 一時 巧ん を 
(schwoben を) がが 加す るの た 巧ぐ ことができな かつち この 一時 借 入を は、 一九 一八 年 十二月 一二 十一 日には、 五 百 五十 
を 六モ萬 脚に 巧した。 

最爭は 一 化 一 五 年中には が 結す るガ らうと いん おを の 下ち 一 义ニハ 年の 會許年 巧に 巧し 初めて 巧 法ち が 帝 曲を をに 巧 
出された 0 _ なは ろが 我 わよ びな 信 料と おに 非常時の おおされた 田 巧た るな 荷を 夕稅 、それから 煙を 巧の 巧が およ 
巧 二な W 防 氏 & 妄お 



ナナスの 巧を 6 こべ ル 
び資上 巧に 巧 化され セ收入 印紙 稅が これでを つて •それによ る收 入は 五な W 千 巧 マルクで あつた 0 

その上に 尙ほ •截時 利 巧 税法の 草案が 提出され た。 巧時稅 法は、 個人に 巧して はが 產が难 株 •をせ に 致して はお 餘 利み 
稅を規 をして ゐ た。 

一ろ セ 年の 含 計 年を S しては、 おお 雲、 人 およびな 物の— S 巧に 閒 する 法ち 十二 億 五 モ暑萬 マルクの 巧 
時 投の巧 巧に 關卞る 法が が、 巧 微收を 目論んで •巧 西 諸を に 提案され た 〇載時 おとそれ に對 卞る附 加から •が 計 四十 八な 
八 モ八百 巧 マルクが 入つた 0 

一丸 一へ をのを 計 年 巧に 勒 しては •受か お 水 —一 P 巧活 、 ごお巧、巧み水、レモナーデ、ピールに教卞る强巧の巧巧 
コー ヒ ー わよ びを に對 ずる 巧 親た よび 火酒 專資を 規ち卞 る】 連の 法を が、 ホ巧議 をに 提案され た 〇巧に •ホ 围印お 法 (区 
引 巧を および 手 お 聞 6 の 董 によつ て、 收 入ち 加が 企てら た郵巧 わよ ぴ 電信 おとおに 透され た 霞租稅 および 货 
時 我が 强 化された 。かくて 化 入は •な 計 四十 S お八 十一 巧 マルク 程度と 見 がられた。 この 大部み は、 巧 施が おりに 遇れ た 
結决 、昭時 ま 巧の 低下に 巧して、 巧 我は もはや 現 はれを かつた。 

な 上を 要約して 次の ことを 確認し ぅる —— すなは ち、 戰爭 においては 、困を ま拂ホ 巧の セめ に > かは、 卓越した 巧が を 
巧 じを、 しかし •一切に をお する そ Q 巧が ち スゥ ユ， デン がをお 入を 禁 をた 時ち 一の 裹 をを けた。 しを この 
金 徐入货 止は •金 ィンフレ ー シ ョンに 勒卞る 巧 怖からで はを くして、 英 田に 封す る 巧 おなお 上の 巧 巧 お 笠と して 巧 はれた 
ので ある。 すなは ろ英 田は 、 K ゥ T デンに おする をの 養を ちを を もつ てを 巧 ふが、 中か幫 におす る お 養の た 
めに 巧 用 ホん として •まる 原 巧、 特に 陪 巧を スゥ* 1 デンに をる ことを 抑 巧し よぅとな した 〇載爭 巧を をの 巧を は、 巧 ホ 
に留 してなる 〇 フランス 銀行のを 準備が 頂點 にあつ た 度 ( j 九 II 西 jg . 十 巧に 弓手 五 巧 五 千 暑 巧 マルク)、® 時 わよ ぴ 


平時に をけ る お 巧の おおを 越ぇて わた 。これに 反して、 化 ホ 巧 巧に なり 込まれて わる 諸 曲 家に とつて は、 もし 人 巧め を お 
巧の 危 おを をけ まいと なするならば、 まる 程 巧の 金 巧 巧は かくべからざる ものでぁる。 

かくて、 ま媒 手段の 巧 備は冀 にな はれな けれ ぱ をらない 。一九 5 年な がの 時代には、 扱 行 法の 制限 的規 めを 一部 か 
お 效 ならしめ てを 巧され たま 沸 手段が、 世間から 拒を されは しまい かとい ふこと が 非常に 巧れ られ てわたので、 お 巧みが 
や 時に おいで 銀行券の 使用に ほれる ことを 大いに 重大 おしてね たもので をつた 〇 しかし •世が 大風が 勃 巧して 閒 もない 時 
巧に、 今日の お 巧みは、 まが 手段の 巧 用な しには やつて なけない とい ふこと、 なつて これを 拒否ず る ことは をぐ できない 
とい ム ことが 判つた。 

世寞 取は •田 防 ま 化が 甚 たく 离 めら れる 前に 雲した の》 から •か、 る ミの 巧 おへ はす 迸— よぅに 見ぇち 
この 怠 巧は 悲 むべき ことで をつ た。 何な なら •近代 我は、 展開 (>1 ミ是 のた めの 巧 通 手段の が 化の 結 糞よ ぴ旣 
をの おなおの 戰がお 巧への 引 化しの 結 お、 すなは ちす 生を め 目的の ための お 資の結 巧、 が 巧の 巧 かを 來た したから でぁる。 

ミホ 巧は •霉 パ 1七 ントを 特圳稅 と 七货收 す？ と 5 ミ、 ちな をち がに、 衰 上の 指 巧を 

が •一巧 巧货巧 貫を たる r 货 をを 充 みに 供 おする ためのを も 巧 巧な 手段は、 を お 巧の 巧 巧で わる 〇ィ ギリスは、 この お 
ではを もな お 的に やつた が、 しかし 二 五 パ I 七ント とい ふ 理論的に を 巧な 程度までに はま ガナ 々{達し 化かつた 〇し力 
のみならず 、ィギリスは、 まる 趣の な 巧 品に おず る 巧が により 曲巧收 入を 增加 させ •同時に 戰 みを 巧の ために 巧 巧を 制限 
せんと 試みた。 ィギリスは •巧 稅閒睡 ではを も 冷を 蔓 やり方を したに も拘 はらす 巧 謂 か 時 利 巧すな はろ ホで 攀 
泉 おに よつての み 生ずる 其 例を 巧 巧 1 しかも その 利 巧は 合法的を か类》 よりも、 その 巧 化り のな 巧ぶ 巧詞 なわ 師 (穿す- 
« be こに よつて 占められる 1 の 爱 生を 巧げ る C とはで をなかつた 0 

を 二 巧闻巧 皮が 一ニ ハゴ 



ナナスの 巧 ホ K ニ セ 0 

を 巧战 困は •戲時 利 巧の 課 稅に勒 して •長い 閒 、こ、 に 問題と をる ような 顧 あを 拂 はなかつた 。すなは ち、 巧 巧に 巧ず 
る强酉 おは 2$ がの 賦 をの 例に 做つて、 一九】 五 年末を では、 みを 的な おお 操作を お 用を ものたら しむる に 適した® 爭 おな 
金の 巧 得を 望んで ゐ たのでぁつた" 中立 闽、 なかんづく スゥ H 1 ー アンが、 戰 時が 巧の 課 我の 問題に をず した 時 •イギリス 
および ドイツ 巧 田は、 巧 論の お 迫に 從 つて •同様に この 問題を 取上げた。 

巧 巧の 調達を ば、 自由を をに よる 公 巧の お 募に より、 從 つて 國 のを 階 部が、 モれの 巧みを あれて ねた ドイツに おいて 
は •この 問題は、 工業に とつては、 我 巧のを 部を ほ 品の 巧 巧に 轉 おしうる ような 巧大な 仕方で 解み された 0 巧 時 利得の 後 
からの 修正は •常に 遲れ るので、 風 時 利得のを 生に 對 あずる には、 原 巧の 差 押へ、 半製品の 管理 •巧货 勘を のが 制、 爲を 
を理 のが 中 化 およ ぴ 企業を 利得の 制限より かに 手段がなかつた。 费 用を 公正に 分が する ために 必 おを 41^ なる 課 巧を 巧ム 
場合に も、 將來 といへ ども 公 巧な しには やつて 巧け ないで をら う 0 

备 巧から 巧嗦 された ドイツの 規則正しい をぶ 巧 おの 巧 巧は、 他のを 合には 空を しからざる 化み ボ 拱よりの 巧め おしによ 
つて 可能なら しめられ 、且つ 大部み まで、 巧 巧 およびぶ 哲 巧が がを 早 や 補えせられ えない とい ム點に 墓いて ねたので ホつ 
た〇 ますく 榮 巧のを く か、 る 技巧の あ ホと 巧 測し 巧い ほど 長期に ちる 践爭 おな 期間と を考 なに 入れ、 ちま 巧に よつて 
は •インフレ ー シ ヨンを 巧來卞 ると ころの 一つの 或は 夕 くの 方を をを く おける ことは できない 〇 しかし •この 方を は、 長 
巧に 互り •大 ホに おして、 巧 巧の お 巧 的な 巧 爭の結 おを おおして 思く とい ふ 利を を も 提供 ナる ものでぁる。 大して 巧 巧で 
をい インフレ 1 シ 3 ンはホ 巧に よつ ては、 轻 巧の 恢 巧を 促進し. 且つ 巧 巧に おける 巧 おのを 巧を 括 巧ず る〇ガ がし かし、 
それは、 一が めな お乏 とな 巧の 崩 巧を 防止す るた めに、 適時に 行は をければ. ならない。 

戰爭が がつた 時 •ドイツ 巧 田の かな 狀 おはみ して 紹ま 的を ものではなかつた。 化 おを お 化する ことは •もし 弦が W 併が 



お 巧 上の 化 理に顆 おず る ことに 同 息したなら — そして それは な 巧のと ころ 彼 巧 自身の 利益だった らぅ — 大して 两 おで 

はなかった であらぅ。 - 

♦そ 巧々 I ネギ！ ス チイ フブ美 — 是ホ 大巧の 巧 巧 M かょ ヴた ♦た J :( ca 3 を 6呈ぎ 写， ン Vh-tscha ミ. 旨 dSozialRcsch 置を 
ds くを tkriegcs ••レ 0 

ヘル フゴ リヒ I 『日 « 巧が にわけ る 巧 巧』 (rie 民 erich " =ps を 乙 i 目 WU 里 18昏 古 pa 口 isclien W コ ege J 0 
巧 1 『を 巧 大巧』 C , Der づ， eltkrig s 】0 
巧 『巧 帝』 (，ゴ 2 Gelds )。 

クナ 々ス — 「トイ ツ 、イギリス わょ び フランスの 巧 時 財政』 ( K 己き ご ， Die deu をら 夕写 glischo C 口。 13 吕 ミ ische Kriegs 出口 a 弓 
を rca 巧" レ。 
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ナナスの 巧爭さ 二ぶ 二 

海軍 政策 

诞 がな 巧は 巧 巧 化 巧の 一部で ある。 之が 酉 巧な 巧と 同一な にあつて •闽 ぶのを 化 策に、 特に 對 かな 策に か 巧なる が 巧を 
巧 ふべき もので をる かとい ふことは 、海軍な 巧が その 肉ぶ の 巧 勘に がて か 何に 巧踐 されたら い、 かとい ム巧蹈 にか、 つで 
わる。 お 巧 巧 巧は 取 時の みでは をく や 時に がても お 謎 且つ 進展の 意 ホから なる が ± の お 上 i を 基礎 づける ことを 化 命と ず 
る。 また この 海軍を 巧が 何の 程 化に 化つて 巧れ、 化の 利害が か 何なる おがで この おを 化 张の利 単に 匹敵し •あに 從ほナ る こ 
とが 旧來る もの かと いん おは、 その 酉の お 上 巧のを をに ょつ でを る。 ち 屈の か < 化み 的 ホ 闽の巧 おが 態を 持つ ものに とつ 
ては、 お 軍政 巧は その 固の 組織 やお 史的 おおに ょつて おど おかを ぶと 同な の 息 裳を 持つて ゐる〇 之に 反して、 ョ IB ッパ 
大陸 中の 諸 巧に とつては お 巧を 巧を 困 防並ぴ にか 巧 お 巧の 規 巧に 加へ る ことは 甚ダ雜 しい。 おし 吾 入が 陸、 を、 おの 夫々 
の 巧 巧を 化 ひが ぺ るなら ぱ此 のことは 直ちに 明白になる であらぅ、 巧ち 閣 防な 巧の 巧 一の 使命は 夫 等を 擁趣 する ことにを 
るので ある。 大陸 因の 陸上 及 上さの 境 ホは 主として 直を 隣 巧との や 時あ戰 時の 巧幽 巧を 仲介と して わる。 之に 反して 「お 
上の 巧 巧」 は 巧れ かで おに 面して ゐる 国は 巧て 之に 巧を ずる。 夫 故に 之 等の 巧 W が 夫* 巧 おを なして わる 限り、 白！ 一の お 
軍政 巧の 昭 困に をる ベを 巧々 の お 岸 線を 巧 ふこ ともお 來る わけであつて 、之が ために 同盟 巧の が 或はが 阁の 巧は お 巧を 巧 
にと つて 巧に 巧 倍に 溃大ナ るので ある 〇 巧に、 お 巧を 巧の 裸 巧は みして 自巧巧 岸の 巧 趣を なつて 巧と 卞る ものでは ない、 
巧ろ をれ な 上に、 自 おお 岸を 越へ お 巧を 越へ て 殖民 地 乃至は 原 巧 供給地 等のを かがにまで 到る •酉 巧の 生を お ホ 及を おの 
お設 をを ナベき ものである、 とい ムお おにます る。 自闽 のが まを ♦すと ころには 巧て、 その 巧 力を 現卞 ことが 出が 且つ そ 


のをが 性が ホる とい ふこと、 がち 担 おの 温 在は お 巧な 巧 上を 世み を 巧へ •をれ がまた 海 巧な 巧を して 他の 巧 防れ 巧の み# 
よりもを に 同盟 困 やか 巧 か 巧の 巧手 酉に おして 巧な ならし &乂 わるので わる 〇巧 ぅした ことから、 お 巧な ぶは 閣 巧せ 巧と 
の妨赖 によつての みなされ 巧る ものと なる のガ が。 他方に お 巧を ち 廿ず诞 軍 もな しない 巧 おは 自己の 進 お 並 ぴで利 巧の 巧 
失の ために も •た r 大陸な 巧を W つて 滿足 しなければ ならない。 お 軍 力なく して 网 防を 巧は おへられな いと 同 巧に、 が 
巧 力の 進展は 巧 防せ 巧： 35 ホに その® をを おする ものとは ち へられない 〇 大陸 か 巧は 陸軍 力を おみと ずるが、 图防 おぶ はが 
軍 力に 化が する ものである 〇 しかし 海に 面した 巧 おや、 H 粟 並びにを 巧 fc 通じて 海上からの 按化 入を 仰ねば ならない 田 お 
でを つて、 围巧化 巧を なをして 了へ るが とはち へられる をはない 0 「 おに お閒 也なる ものは 此の世の 宜 なる ものから 阴ざさ 
れつ、 •また 吾等が 神の 樹 ホな り。」 (フリ - •ドリ ッヒ •リストて かしながら* が 十九 世紀 かより 二两ぶ 脚の 通商 特にが 上 
通 巧が をし くを 速した セめ に •ョ 1 B ッ パの 大陸な 田に 於て 巧 巧 組が にお 本的變 化を き セして わる。 か 日では 夫 等の 巧 田 
は巧柔 •お 巧、 が 政の 諸 脚な やを お的赃 なを 通じで 化 巧 的 超を とを もを おにな びせ て わるので あ^ ミこ、 に 現れた るく の 
可 おお t お 手に か 巧して 了 ふことは 、おりに 経 巧め にお 力で あると ち へられ セと しても •をの 巧は 二が 巧と なることは ホ 
ひ 巧いで わらぅ 0 

お 巧を 巧 fc 巧 ひその なにを たらん とすろ をは ホづ 紙心龄 かがを を 把 おしを くて はならない。 之は 一方では 海山の 利巧關 
i 巧ち お 上に がるな ての お 溝め， 文化め •またな ホ 的な 苗 おのが をを 扼し 、他方には 海上 力が ちその 阐 おか 之 等の 利 巧を 
巧 巧す るた めに 放な 力から 免るべき 可が 力， 乃至は お 上を まひは その】 部を、 巧 お tu つで 制する 巧な のぶ 睾 力を をむ も 
ので ある。 す ひみれば、 一闲乂 のがが 巧 怖は その 曲の お 巧 上 •なお 上の お 上がぶ を 託 巧す ベを その 程に により、 をた か 何 
なる 程 巧の お 力が が 签ホ述 のために 天が にかけ 巧る か、 といん がに よつてを るので ある。 前を はがを なくして な 巧す る も 
巧； 二 巧 巧 化な 巧 二ち 一 



ナナスの 巧 巧 さ こ 屯の 

のとは ち へられず、 囊は璧 S ちつ 持たれつ S なにを ミ 即ち お 上が 害と 震 0 展閒は 巧 巧な 相互 細 係 S つので 
わる 〇最 巧の a 1 マ •カルタゴ 昭爭 にがる ロ ー マ 人、 十六 世紀に がる オランダ •十八 世紀 及 二十世紀 初 巧に 於る P シ卞巧 
がと つた かを •が悴 を 勇な f 目的と し セち 换 はみ 巧 的では なかつ ち おし 夫れ とは 逆を 養 5 開 巧ち 巧 力 蓋 
商 巧 お 及 おか 利ま閒 なの 進展 巧に とつても、 弦 前の 巧 进おぞ 力は 充 かとは 音へ なかつた 〇我爭 巧を と ホに 一巧に して 通商 
巧 除奚ひ 巧ち がを さ 一て 了つ ちそれ にも 巧ら す お 上 利を は それを 擊に對 しで 巧せ にす る 巧ち たなつ て、 や 時に 巧 
黄で 得 了を SS 壽 & 苗ぶ Q を 冀舅强 後 利用 卞 るた 含 進展せ」 6 ると いを とち 會養 巧と」 5 へら 
れる もので わる。 もとょり 么は 、怖る ベを 每诗に 際して 避ける ミ 送がない あ 念 巧に イ ぎない が、 特に 巧た ホ 進展は 
お 上に がるち 力を 巧爭 をのを 恣を •政爭 の 危機に 至る をで 巧 上げる もので あらぅ。 巧つ て、 を おが お 上 利害の お 巧を 晒み 
ず 軍 ま 的 巧 おとして のみ 現れる 場合 もち へられる、 即ち 我み 巧手 巧が 陸上に がるが 巧め な •わる ひは 保虽 にょるが し 巧い 
巧 害の なち 生か お 上に ある 養 乃至 S にめ 5 遇する かも 知れない やぅな ときに 起る もので あう か静 、巧 ふし セち 

巧の お羡 、賣 S 達」 た 雲が おや 夫れ C 結び ミ髮§ 望 蒙、 讓 妾を 志義 がな < と 走 S 得る か 

どぅかは i 巧な ロシアの ことが 思 ひなぶ であらぅ —— 巧 だ 揉し いもので ある。 何 化なら ば お 心 巧 値のを まを をす もの、 

巧ち をれ 基ち 梟宣 S ち 2 な i 巧を 隻 蠢§案 や董 ts 臾 S 至囊寫 勘 奮を 伴つ ホ 

ところの、 化 海 巧 •海上 巧 あ、 を 楽 等が それで ある。 がか 諸 巧との 村 巧め 巧 神め をが の 巧 あにつ いて 剌 我が 强< なり、 を 

た それが 薑 Q 養 地で t か 或 ひは 醬 S 愛 供 お 望を & かとい ム曼 、更 たお 廷が& 夏 民 S 活碧 H 及 巧 

巧み 巧が 拽大卞 ると きには •所謂 制 お 巧のを またる もの もを々 五大と なる であらぅ。 

恥が がか 私齡は 度々 自が巧 件を ぉつてね る •巧ち 巧 一に 巧 ふし セゲォ ポリティ シユ を特巧 t 巧ぴで わる。 巧 地の 化 巧が 


その お ぞの進 巧を 規を する にを めて 本 巧 的な ものと なる ので ある。 おしを の 領± にが 伸 巧 力が なく， 巧 地 巧 巧に ついての 
施設 及 おおが 僅少で をる とを は •巧 おに おがでの 行かに 根本的 ま 降が 起る。 この おでは み 困は フランス 及ポ ー ランドに 對 
して ホ 巧な ち 利な 伉 置を 占めで わる 〇ポ ー ランドの 兵力は、 をの 領± の 巧 立を お 持す るに ついて 大陸 ザを 必 おとず るた め 
に その 曲 境の 極めて 化な 地域で ありながら、 人口 的に も 巧 ど 痒盡を 極めて わる 。フランスの 制 お 巧に おする 進展は •その 
戟 略のに ち 利な ま 巧に あるに も 巧ら チ、 一途に 巧止征 がを 目標と したを 巧の ためにが々 鹿跌 をき たしで きた。 之 等は 制 お 
權の 開を に とつて 何等 残す ところの ない 力と 巧 用の 浪え であつた が •更に お 泮を巧 およく 巧みに 運用す る ことによつてを 
が 得られるべき 夕 くの 爵を 消が させた ので をつた。 

しかし 自が 的を 件が 一国の お上價 値の 巧 大义は 化 下につ いて ホを 的で ある ばかりで はない。 巧ろ 巧 力を 占める 指 巧を 乃 
至は 巧を をの 粗雜 な、 をな 巧 巧が この 海上 價 値の 開を をして、 をる ひは ぉがの お 準な 上に 离め あるひは 巧 下せし める とい 
ふみが 點に 立つ ものである、 巧ち 前を におす る ものと しで、 コルペ I ルを チル ビッッ のをが あげられる。 

フブ ンスの ィギリスに 對ナ るな 朵 は、 ィ ベリア 半 苗に よつて 別れ セニつ の 海洋に 面しが ろ 不利な が 態に あつた 。ブレス 
卜あッ ー ロンの 兩 おおの 結合は フランスのを 大な戰 がの 巧 巧で をり、 大や洋 と 大西洋との おお 巧 力の 述繫は 合ホ两 にと つ 
てのを お 問題で あり、 巧 逸には バルト海と 北海との 聯合が ホり •ロシアに とつて バル チック 担がと 巧 海 巧との 結合が 閒题 
となる 〇 しかし 之に 巧して ち闽 のみは 島 困の 地理 的 利益から 、一方には 北 おや バルト おに のぞむな 閣の公 おへの け 戶を扼 
し. 化 方には 大西洋に 化 やぅと する フブン K のお路 をを 中に 捏 つで ゐる 〇巧进 みが 太 利の お 上 驳が的 事態は フランみ より 
も- 史に惡 い 〇巧闲 おにを 接 公 おに 面せず、 一方は ズント あべ ル テの かきを おな 入口を、 他方は ジブラルタルの 通 おを、 他 
困に よつて 占ら れてゐ るので ある 〇勿說 かぅ したが 巧の 不利益 さは、 取 争に 巧して 始めで を大 なおみ fc 度ず もので ホ & 
さ 完田巧 氏 巧 ミち 


ナ ♦スの 巧 ホ f 一一 奚 
が、 た 运巧 的には その 贸 あが おにと つて 何等 巧 まを あたへ ては わを い〇 この 閒 なで •化 おや、 バルト お、 が 中 お、 巧 お 
みのおを に 推を 持つて わる ことは 穂々 の點で 吏に ち 利で あるが、 尙 公海から 巧め て お' 曲を る ことが 大睦お 阻のを 要を 商 姐 
巧 域 や 超 巧 地 巧に 接近して わる ことで 巧 おされる ホめ に 一利を を 巧す わけで ある、 ホに それ 等の おが •特に 巧を に とつて 
有利な ことには •巧 内 巧 業ち おの 巧を 持つ ところの •化 巧の 巧來る 河川の 河口に 化 狙して ねる 時には 一巧 お 利で わらう 0 
これ 等の 港 こそが ザ 底 的な 橄 心が 齡が && である。 それ故に 海岸な が夕い とい ム ことは、 被 上が 巧の 進度に とつて、 かに 
おした 巧な 條 件を 備 へて わる ことよりも 規佑 的で をる とはす へない のでを る。 田 民が 制 お 巧の 進 おにつ いて 惟む ホダの お 
因は、 おおの 肢お さで あり、 主 お埋巧 物の 不足 や、 生を についての 窝 巧なる 裝求 •人口の 甚し いお 加 等が それで わる 〇么 
等は 悉< が お 上への 活か あを 賄えた、 ホ 計 ま 位を ゆる ものであるが、 斯 くしで 化 お卞る ことが 阐内生 巧と ル闲巧 巧との 間 
をの 不可み なおを を 作り上げ •又 海軍 力を お ホ ホし わるので ある。 巧 曲の 驚 あは 彼の 制お樓 による ものであつた、 即ち 化の 
困 さと 巧 おのか 隘 さとが をれ におす るを 初の 巧 巧を おへ セので ある 0 S はが 海な くして はがが す々 のかは なかつ たが、 
巧 助 とても 同樣 でを つ セ。 之に 反して フ ブンス にあつ ては、 豐を 巧な 化を 持ち’ おおの 沮 巧を 得、 滿ち おり セ 闽内浩 巧と 
人口 巧 かの 僅少 さを がして、 大陸 的を おを とげて を セので あつ セ。 斯ム した 關 巧の 中には 闊巧 性との 巧 巧な 巧が 作用が を 
をして わる 。若し 平時に がるが 大 なお ルち るが、 巧隐 にお 巧のを もを おを 中樞の 一つで わると 巧へ るべき であると ずれば、 
過去の 時代に がで お 上に 拐を 稱へ てわた 用 民には、 通 巧が まや おち 地 速 設は巧 ホの 化 巧に ある わけで あらう 〇 之は おど 例 
かなしに お 史が證 巧して る 0 C 1 マを 除いては 之に 反 巧な 本 巧 的が 泣は 見ならない 〇 を* 夕 くの ものを 巧 得 ずるた めに そ 
の 巧ち せる もの fcl 巧して やる やうな 乂 巧 さに よつて •吾人が それによ つて 巧 巧 巧 巧る やうな ホる もののを 化た 巧 巧し 义 
はが 巧と ずる かきけ 助を をす とい ふ 巧 巧は， 制海值 あの# 巧に 里大 なが 巧を 與 へる ところの W 巧め 特長で ある 。しかし こ 


の宙 のを もち 利な 巧が 俾 とても、 巧 ホの 巧に あたる をが 適を なお 巧な 巧た 通じて それを 利用 卞る c とを 巧へ てわない 限り 
は 何を 價 値は ない ので ある 0 

ミ セ おで、 い^い^い S ちを をが筹 動は、 大お囊 乃至は 爲お累 ミ 巨め を 巧知し で 巧つ わ、 肇裹の 巧 
巧め 大巧 爲 でを ると 巧ず る ことが 旧來 る。 それが 英 田の 巧 おであらう がま セ 脚 係を 出闽の 所がで わらう が •を 巧み モの巧 
民 地への を 入は なて おがに よつての み 巧ムぺ きで をる •といん こと t 定め セ この か 令は、 货物船 化 巧に 涅 化を 占めて わた 
和 曲に 巧 おする もので をつた 〇ク 《 ムゥ H ルが ままな 祖の もとに 長く 巧 力を 占めて わた ことは 巧 巧に とつて 巧め て おがな 
ことであつた 0 い 心い いはリ シュル ゥ のな 巧ぶな を おみず るを として、 巧が 的な 化據巧 導に よつて 巧 巧に 生を、 化 お. 
巧 民 地の 助成を 巧つ たが •をれ がた め英围 とか 巧とは 夕 ぐの 人 貝を 巧した のであつた 。特に これの 成長は 將來に 巧す ると 
ころがを つたので わるが、 み搜 しなかつた 〇 彼は 闽王 のな 遇を 失ん と共に、 おおが なの この 大計 まを さげた を、 ホ* する 
に 至つた 0. - 

巧 ホす ると いんことは その かがに よつて 做^ 斬が 邮齡 についての 曲ぶ 的 能力 及が ネ的ま 巧を 促進す るか あるひは が 巧し 
て 了ん か卞る ことが 化 ホる のでを る。 若し それが 促 おする ことを みし セ 時には、 そのな 巧は 化 おの 亟 大巧 やそれ と閒 巧す 
る 利を のを おおに 巧な する やうを •風 時 お 巧 をら 閒避且 化 持し なければ ならを い。 またな おい お 合は、 巧 おした 述 巧が お 
もない のに お 能な お 巧を 强 化する ことが 巧 ど 不可 巧で をる 〇 ルィ 十巧 化の 如き 巧な 君 まに よつてを された が 粹に巧 巧め な 
お 軍の 剤設 は、 それが か 搭秀れ たも S 見丢も 巧を 板 S い 化物 S く •巧て は 愛 編んで ゆく でを らうと いふかは 
おを 上に お々 現れて わる。 お 上がを にを ずべき 田 おな 巧の みが お 巧の が 巧が 件と なる の e ある。 おが 力は 化づ 二つの おお 
さ 哀 W 巧改巧 こを 
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の お 合に よつてなる、 巧ち お 上 利 まと 艦 族で をる 。それは 巧ぶ にはが 巧 的 及な ホの 力で ある、 巧ち 闽 ぶが をの お 上 巧を な 
んで棋 時に、 や 時に 巧 おを なし 得る ところの 力で ある。 それが ため、 なお 力の 程 巧は 風 時 あ 平が にがる 保菌すべき お 上 利 
害 •巧に を 定敵國 の お义お 力に よつて 巧り、 ± た 一が 的には 戰が 上の 化 件 •特に 自巧 とな 曲との お 上 兵力の 均 巧に おお 的 
な 地理の 储 件に あじて 異 る〇么 等は がて 巧 測 的 見地に 立つ セな 巧を 求めて ゐ るので ある。 何故ならば 海域の お 巧は， 思 巧 
のな 雜化 や訓 なの 困 巧、 巧 地からの 不可 か 性を 件 ひ、 載 ホを 巧の ある 部み で お 効な 即巧策 も 化の 部分では それ 程で もなか 
つたり する やぅな ことがある わらで ある。 之 等は 特に おおを 地 問題に 弦ず る ものである 〇 海上での 网 民の 利害 關巧が 巧 化 
にわた つてねば •それの 巧證 はを々 困 巧と なりを が 適 をな 據 助の 設置が 必 おにを る。 巧 わかを 必 巧は せから 大 おお 力の 對 
ホ 化 巧に 巧ず るを 地 政策が、 亟 おな、 時にはみ を 的な 役割を なじて を セ ことを お化して ねる。 自阐据 なぶ 地の 試 思に つい 
て 可 おせを そつて 了つ たお 巧は をの あ 地 政策に をる 格 約 政策を とる ことが 必耍 である、 巧ち それに よつて その 海 単は 巧を 
に瞭 しでは その 協約 巧の ぶ 巧を 利用す る ことが ほ來る わけで をる。 適を な 基地を 持ため ち おは、 それが 假 りに 戰 をに 巧し 
巧 ± よ領 によつて がふした 基が を 得られる かも かれない としても、 なおなお 軍 力の 巧 器とは 言 ひ 巧い、 しかし 圳 ななお か 
ら按約 化 巧は が々 海軍を 策の 提 本の 稱成お 索と なる ことがある 。海軍 力の 巧 力 巧 園は、 蓝 おな 閒 接の 巧 お 例 へげ 超 巧 おが 
のかを た 除いては、 な 闽の巧 岸に 至つて 止る、 しかし この 風を かする i でに 至つてわない 巧 力を をれ な 上に 巧が する ため 
には、 特種 お 巧の、 英 巧の それの か〜 陸戰 段が 用 ひられる。 かに 特理 海軍は 常に 完 をな 隆巧 力を 指令す る 同盟を の お 力 
に依賴 すると ころが 多い のでを る。 C のな 約を 巧は 大海 軍ち おの おおに より •をた それが お 上 巧る 度に 巧を し 待る といん 
ことによつて 本 巧 的 助力を 巧る ものである。 斯 のかく 協約 巧を 巧 やぅとの 努力が、 せから 大海 巧の おかを 巧 t 、 特に 芙曲 
の それを ま おしてき セので あつた。 吾人は この おかから、 かかな 巧と お 巧な 巧は 夕 くは 同一 物な ので あると 茸 ふこと も识 


來 やう。 かう した 巧 力の おおは、 封 かを 巧に 閒 する 因が も大お 軍のを 在に ょつて 特圳 な規单 にまで 進 おせしめら たを 
た 巧を をには その あちが、 西 巧に ではなく を 大陸に をる を — ピットを 思 ひ 起す であらう — が 現れた のであつた 〇ポン 
ぺゥ スやシ1ザー、 更にグ スタフ》ヴアザ1、 クラムゥユル、 ナポレオ ン等のかを人物はおに、 おに巧ずる巧おにしてお 
巧 力を 除いて その 固 力を 維持す る ことは 困 巧で ある、 との 正を な認 静から， お 巧 力の 巧 巧に 巧め てた ので をつた 〇モれ で 
今日では、 巧 かこの 巧 困での 海軍 力に’ をぷく 的に 信賴を 持つたり、 义 勝手に 自 曲の 海軍を をく 放 巧して、 ある 「自が 的 
要害」 におつて ねる がかき はちし い 誤りで をる。 お 史上には、 極めて 夕 くの 國ぶ がその 制 お粮狸 巧の 巧 ひに 化 揉を 巧して 
ねる のが 見える 0 吾人が 之に ついで、 アテネ’ カルタゴを 巧 ひ、 地中海 上の ィタ リャ淮 巧 •ハン ザ、 义か蘭 及 巧 逸の こと 
をな をす るで あらう •しかし 之 等の 围 々は 大半は その お 上 利 まのを 大 なる にも おらず、 その お 除 力を お 巧に 歪せ わた か、 
をる ひは 之の 建設が を 〇 にも 進す きたた めであつた 。言 換れ ば、 目的を 自 觉し充 かの 巧 巧た 備へ たお 巧な 策に 巧ち しな か 
つたので ある。 をし 平時に がて おを 政 巧と 闽 策との 閒 にを 巧な 關 連を がつて ゐ るなら ば •國 ぶを t のが 害な お 末を 巧除卞 
るに 充分 効果がなくて はなら をい ので ある。 而 して 大陸 的 諸 巧の 爲政 をが 闽防お 策に あたつて •おがは 巧に 勒 しても 正を 
を規 巧を をむ ベを であると いふ ことの 理 がを 巧め るの が、 せから 彼等に とつて 中々 困 おな 業で をる らしく •歴史上®々 お 
おしで わるので ある。 

か 載か襄 いた おと 霞 飼 備を對 立して ゎ セのは ホ かの ミミろ おし おし チル ピミ にょ ミホ 備 をた 招 
巧のた 除 設立を 必須の ものと して 設 めて ねたならば、 聯合 諸闽に 巧して •巧を にち 巧との 協定を なすべ を必 巧を 巧 力を 巧 
へる やうれ 襄 をち へた 忆相 をな かつた S をる。 今日 忆於 V も蓄 で、 S 霞 S 長は が粹 忆雷裹 宮巧 におつ 
て わて、 がな め 巧 巧が ち 生存に を 巧な 海上 巧 得を お 巧 するとい ふこと がが けて わた、 とま おされる とずれば 之は おがに ぶ 
さ吞巧 防れ か こよ 化 
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をし なければ ならない 〇か 謀獨 をは 巧闯や フランス のかき 大前民 地を 巧 おしてね る わけで もな く， また 大 海洋に 面する を 
巧を 得て ねる わけで もなかつた、 しかし 段 菜 巧から H 萊妈 にが 化した ため. 义 大陸 脚に 生活 お 地を 得る ことが 不可 おでを 
つたが ために、 をが 化の 巧 図と 同 探な 巧 利を なつて をた 同 株な 必然性を 25 つて お 上に 注意の 眼を 向けた もので をる。 猫 逆 
はこ、 に 可が 性を 巧なかつたならば’ 田民エ 粟の 强 力な ホを も 化がず や 温な 生 巧の 中に なをめ おがを 巧け る こと も 巧來を 
かつた ので ある。 大部み お t 巧つて くるを 巧迪 おか 通 巧の 巧が は 海が 立法の 閲始に 臨して は， 百倍 マルクを 巧す るに すぎ 
なかつ たが •截ホ 開始に まるまで には お出 入の 巧 巧は おど 二百を に 達して ねた。 それ 化に _ ，自が 的」 が 軍を おの 本が 
的极 被. がち 生 巧に 必巧 なお 上 利 巧の 巧を とい ふことは 巧 逸 側に も與 へられて たたので あつ セ〇し かして、 この 利を 巧雖 
のために 创られ たお おは、 その 建設の 巧め 班 的が から •海上のを 化を 缺 いて わる ことを 巧ル熙 しても •このを 設 について 
只 防 巧 的 巧 巧し か 論ぜられない 程 ょり 立 退れ てわたので あつた、 巧ち 巧 巧 巧る もの W 上に 巧闽 幸-を 的な ものであると 
は 到を 見 化し おれつた ので ある。 巧實ち 閣の爲 なを や 將巧達 も 自国の お 上 力の 便 力を ほんで、 ホ レて この 征 を巧険 にせぶ 
を 巧え る やうな ことは をかつた のでを る 〇戍程 吾人は 巧 あの お 上 防衛に 巧して 舆 おを 巧へ たが、 巧 除には 巧 ホ お 上 利 巧の 
念を な 巧を をち へて わた。 勿論、 この 海上 力の 二 巧 采の閒 には お 力なが 互銷 ながを をす る。 乍 化 海上 利得は ホーホめ でを 
り、 おお 巧設 はが 二を である。 すると 芙 田に とつで •巧 あの 超 巧の お 化を 巧げ る ことは やか 的 お 巧を 代を する 可が 巧を 巧 
へない わけでは ないか、 巧ち 巧 逸の おか 通商の 化 巧 安を に 反 巧し、 校 除を 設に反 おず る 巧 力は をて、 す自 がな が 進を 行は 
うとす るが 備 であつ たわけで をる 〇 をし 巧を が 塞に 資するな 巧 的巧爭 をの 巧を 巧衡 して 了つたならば なお 巧 街に ついて 
巧芙 協約が ぶ* と化來 上つた かも みれ なかつた 〇か うした 見が は 巧 争の ホ 行が を 初から おを な もので をつた ことを 註して 
ねる。 茨田の 巧 力は 巧を 巧 一日から、 巧进お 巧に おするな を 巧ち 巧 进のお 上の 巧 爭的地 化を 瓦 巧せ しめる ことに わつた 0 


である。 養は 衰 寡して わる こか」 擊 s 慧か 何を &手 s よつ V も •巧 s 1 九 一阳年 忆ゼ」 てわた 任が が 
必 巧の も？ を 〇 慕 Q も？ &0 た C とを 反 fs 芝 巧して わな かつち 反 巧 £ 人は、 度時忆 をつ て寞 なおが 
的 利害 脚 巧 管 塞が 愛襄 品 §緊 た ss 羣 K 全く 不充分で をつ た ミ喜は ねばなら をい。 その 巧迪あ 
巧が を Aiijs ?」 て 對か襄 (結 累〇 と」 て定 れで わた ぞ ミを、 璧器曲 含」 了は ー プー 四 年に で 
て わを 走 舅な# S 除を つてしても 不充分 ミつ たでを らう。 吾人は、 持ち； 卜繁 ぉお 巧を 保持し 地中 诲 
白ち モの 化に おける 囊爱 巧遂 巧の 活团ザ C シャに 致して 丙 歐諸閣 からのが ゆるが 上 供給を 讓 し、 之に よつ て。 
シャ爱 崩壊を 促進 さ ホた、 CS 軍なる も S を 持つ V 寡が た &忆 をれ ガけ S 期 抵抗が 兎忆霉 能で をつ たので を 
ろを 忘れ て はならない こと ガ 。塞を 隙の 設是 とつて 生を の セめ の 必が醫 がを つたと いさとは 之に よ つても 證さ 
れ ねばならな いので ある。 「獨 をは 餐防 巧の 範 曲を ー ホたり ともお 堇 ものでは ない。 適時 海上 利賣戍 のた め S 上 
巧 街を なす •へきで をる* J とを 刑罰を つ 5 めて わる。 即ち 霞 設立 S お忆 よ？、 救 十 年 窠巧忆 ザ 化され 閒始 され 
てね るべき であつ たとい ふその 一基を 切め で 柳ん ことが 襄 たので あつた 。をし 之が ホに 巧れ で わたならば ミの お 巧 
を 海上 防 衡力 S 曲がは 徐 玉み を 辿り、 巧 围〇巧 動の 蠢は即 おに 解消して 了つ たで わらう。 乍 併 六 化 八 年 及； 0 
〇 年 ssis 行 賀擎資 がは なかつ を 不利 忆 をる 冀諸网 £ おか 奇巧蔓 誘な ミと 是 める やうな 

ことを 計畫 して わた、 とい ムお ホで このを 役は おすべき ものが あつた、 をが ホる へき ものは 巧れ てを のを おは 補 ひを 巧た 
ので あつちが くして ホづ 5 蒙蜡 みしめ を、 ホいで かづ 巧 費つ くらた 今を はも 早他润 のみ 訟を 待つ 意を のない 
ことを 璋 t た 結 巧 畜は寨 S せ畜餐 巧 f 受るお 奮な つ セ？ むる。 舅は 確窒 奪を もつ こな 路 

み 込ん ガ 道ち 嵩す 徹 のためにた r 巧 進 するとい ムお 化に なつ セ 5 わる。」 (冀お SS お錄 、やか をな 待、 志 法 巧 
ザ ーニ 巧 巧 かお 巧 こ/】 
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上 巧 装 軍のを をと 建設」 から。】 

戰审を 笑お卖 £ 至 海軍 襄 S 震ち 靈 露が 一 お 的軍馨 S 本 養動钱 でを 基な かつた ミ S 善の 

謡 巧で ある 〇 何故なら ぱ巧 逸の 海上 武力が 巧 失せる にも拘らず 戰が戰 お 諸 困の 巧備が 爭は强 化の 化を なめて わるので あ 
る こへ ルサ VSS みを ss ドイツ 震 Q みなら ス ドイツ s 上 利益を も巧滅 ホん 委 美田 海軍な 巧 S めて 
巧 あな 忘を が をら はれて ねた 〇戰 時に おいて、 ドイツ 商船が 巧 蚁五五 00 な顿 がか 巧 盤 巧の 中に、 が 渡され 或 ひは 捕な さ 
れ なかつた 事は •從 ルを 残部を もがが さねば ならめ 結 巧と なつた。 ドイツ おお 地の 强 巧、 巧岛を 除けば ドイツは その 中に 
海軍を 地を 設備して はゐ なかつ を •また ドイツ おお 庵な の 破 お •ボルト ガル 線の ダン チツヒ 包を、 メ ー メルの がが、 之 等 
は 凡て ドイツ 海軍 巧 値の 息 諭 的 制限を お圃 して ゐる〇 しかして 大戰 にかて， ドイツが 勝利を 巧して わた バルト海の 制 お 巧 
を 中 あ ホし め 將來を 巧が 截爭に 巧して 自由に バルト海に 入が し 得る ために、 ドイツが パルト おの おがに をる 凡ての おを を 
依理せ ナ 、又 巧に 之を 築かざる ことが めち された のであつた。 化シ レス ピツヒ の デン マ I ク へのが ± 分 がは 同じ 目 おを 持 
0 ものである、 同時にへ ルゴ 1 フン ドのを 塞 修理 や、 其處 での 潘巧訟 傭の 徹底的 扮碎は 北海に がける ドイツの 唯一の おが 
を 巧が せる ものであつた 。更に 巧餘の 沿岸 おを は その ま、 巧つて ゐ たが、 しかし それ 巧は 辟を 終焉 そのを、 の 化 おを 維持 
をせ ねばならを かつた。 尙 •ト イツ 海上 軍の 縮 城が 態は 更にを 巧を おめ た〇 ドイツ おな はめ 千 セ 百 巧觸を 巧して をり、 現在 
の 英苗力 至米閣 のち おの 現が U 上の もので をつ たが、 それ 巧は ドイツから をく 巧 巧した 。このを おが 巧は、 風 巧 おの 十二、 
原 阅巡洋 を 革 r ル 巡洋巧 云 十四、 巧を お 及 水雷 お 一二 写 一十ち 港 水 S 音 八十 一一、 に 至つ ち 更に これに あを セら す 
ドイツが 保持して わた お 巧 軍 巧の 巧め てな かを ま 巧を も •を 巧な 軍結規 をに ょつ で ホ ホら れ たので をつた 〇 ドイツ お 巧 力 
の 確立に ょつて、 政 田 « へ、 巡洋 お八 •巧を 巧 あぴ水 illl 十二 •補充を 逆な の 制限に をつて は、® の 巧 一 おが、 巡 巧ち 


六 千ち 巧を お及び 水 笛ち 答 巧が 人 さ 巧 五 千 人の 制 巧 武器み び 邸 菜の 制限に ぁつでは •をく ボ雾 をを 眼 巧た 
をめ をた が、 么等 G 制限 忆 よつ て F ィッは 列强 Q 辕か忆 一が された 《でを つた。 それで C 《ヘル サィ A が お 0 曇は 
現在 お 軍の 上昇 的 あ 軍な 巧 t 巧を にも 巧滅 せんとす る 典型的 例證 となつた 0 

乂を卖 の お 巧な おは や 時と いへ ども おを にがる •へき もので をい ミの 例證 は* 截 がの お 巧み 證の姪 過に よつ で 巧ら 

かで をる。 は 旣を時 C 於て 晏 3 れ S 大業 證爱圾 が挈阅 をなら な^。 異今 良が ては 露が 地 隻び巧 

巧を 地に ついて 思 おされる S みでは をく ••大店 船 Q それ^--^® 餐 型® 大 いさ 忆 ついで 《みを 力ら 囊 おの そ* に 至る ま 
での 兵力 狀 巧に 就いて 雾 して わる 〇 この々 S 巧 巧の 巧 巧は フランス 全 スト ォ將 軍の 「我 術 翰」 の 中に 襄 S へら 
れて わる。 fs は 指 養 海軍 圃 S 中で •互忆 協定す るミ忆 よつ て 無謀な？ を さけ •巧 f 忘れ セ も 〔を お 上から 
曇ず る爲に 利用され るに 過ぎない とい ふので をつ ち勿說 之に 巧して、 じの 海軍を 浅に 於て、 陸 受ぴ羣 の おな に 脚 
する、 をる 軍備 お 小の 息 巧での をを がな された 事は 否定す ぺ< もない。 . 

い U 备途 は、 一一 夫 海軍 田 •琴蓄 •盞 •日本 sss 激しい 雲 sc 冀ナ る忆 いた ミ' 彼等は 
大戰を 初めて 設立され セ蔓力 6 巧を 之に よつ て S セので をつ た。 一九二 〇 年、 ニー 年に 於て は、 一と 一二 午、 一署 
に 比して 畜は 二ち 盞は四 倍、 日定は 五倍の 巧が 署られ セ。 即ち 旣に ホの かを 時期が な 量られて わたので ぁる 
その 時期 忆は合 ホ 苗 は そ S お 妾ぶ Q 進展と 同管囊 店 除 (座 賢 於て •を (軍 力は 一と 署忆 は蓄 《一一 岳に 逊ぞ 

をかつた が、 を 田を 追求し、 屈服 ホし める に 至らを かつた としてもを おを ま 巧して わ セ 〇叉ヴ シン トンを 谋な 一九二 一年 
ホに がて なされた 寞お巧 国 Q お 巧では •むみ！^ 賢承設 され* 《みならず、 合 ホ 困 (卖 曲と 北米 お援勇 おみ お ホが 
みとめられた。 夕 B 羣 5 い VQM 篡舊 がかく S く囊 3 れ堇 § 史的を 大 さは、 例へ# S が 裳畜の 

を 一岳 田れ 皮 K こご こ 


ナチ K の お巧沒 こ/し 

お 巧に 及 軍 &が審 を芙 威し ない も S とつて 霖を C と ミミと しても さ 程 壽裝る C とでは ない。 一 化； 
ホのを に英 困が そ S 葉 お§ い •合 ホ闻 S 助を 菱た時 そ S 董る狀 態から おひ 學忆 ついて、 どれ 程むな 化を 
5 ベ ts か慧 しな かつた。 之が 爲 ドイッ？ S 器 載 Q ためち 合 謹と 協 た た 5 をつ たが •それは 芙洋 
側に をる S 軍 力 S 」 て •を S を 助け、 ドイッ 5? ssi 及び 塞した 陸軍 S 持 S 塞 S た 《に 森 さ 
れてゐ た 8 を ま S れた S を &。 お」 是お S 龍 も ホ；。 《《それと § な 著た ど 5 來ち 風を の お 
巧 的 巫が Q たを 列 田は モ S 巧 張せ &雲连 設計 畫が ミミが ホ 愛 困 愛な つたこた 畜 C とつて は ヵゥした 
軍備 敌爭を Q 並列し セを 蒙 下では お 上で 6 且て S 裏を 鬟 ずる C とはを く ホ 可が となつ ちそれ で ベルサイユ 條め 
及び 聯盟 規め第 八が S 備佑小 お S ほ行忆 ついて、 合 来 田、 畜 、暨 、晏 、が图 S 箇忆 締結され ち 九 ニニ 年 
のヴ シン トンを 肇結援 や 霎な望 軍 結 問題 馬して S 初 S 白 由 同盟が 愛れ ると いふ 狀な S 筆忆 をつ て •巧 

寇しセ 海軍 お？ 同 繁一步 も 前進 J 巧は ミ、 確 畜5^ 觀賢行 はれ わ S ざを つた。 意 蠢め忆 は 嵩ち 
にがされた 一二 窒千 f si お 制 巧 又を 蠢證〇 •六 S 設 (窝 製) 蓋び 笑顆 & 瓷 f ち ホ それぐ 

に 五十二 累 、日ます 一巧 お 千ち 遵及 巧國 十と 皇千 s 制限 (畜 制限) がな はれて わる。 これに 伴つ てこの 巧 
* のぞ 備狀 な笑議 たょつ てが 件づ けられて ゐる 限り、 お ま 上 五 •五 •一一 三、 セ 五 こ' セ表寞 がを めら れ、 
之は 覆の 會謀 S 規昭 となつ で わち こ S 奠型戰 KS かは 二+ 年に を めら た 法 巧を 十 年 ホ滿の ものは •この g 植巧 
巧 & ずる 旨が 決 巧され ち 同じ お まに ょつ て、 化 奪 技の 惡 かもを めら た芙 ホには それぐ 十一 一 蚕 五モ巧 日本に 
は 八 巧 一千 巧 •寡には ホ賣 となつ て わる。 この g 型の 巧 潜* のな おは 一 否 七 千ち そのを 巧 抱が 二 0、 一一 這が をめ 
をち •をに 逛洋 巧の 乂 いさ 及 ぴ抱 巧は 一蓄菱 二 0’ = 一巧に 限を されて わる。 义そ のか 爱 巧は 曲 i 、 巧水蠢 、ホ 


ま 艇は 共に 定められ てわない ので あるが、 之が がわの 唯一の 缺 おであり、 閒 もな くこの & 型を 巧つて 巧 f ひが 巧し くを 
起される お 巧と なつた。 お 水 足の 撤 巧、 少く とも 之を 及る おに 利用す る ことのを 止を をみ せんとした 巧 田の 計 晝は佛 曲の 
巧認 のた め捶 がし セ〇么 に反して いは ゆる 太平洋 四 固 格を によつ てこの 海軍の お張狀 態に ある 匹 域に、 游お政 巧 的で あ 
ス とくち 相互 的 利害 閒巧 にある 中立 地 巧を 設ける おに 巧 巧した のでを る〇 これが ため 英留 あ合浆 巧は 香 推 まひは フィ 
リツ ピン 更に グヴム 及 アリ ュ ー シヤン 列島に 要を を きづく ことを 禁ぜられ、 他方には 日本は カロ リン、 ぺス カド ー レス、 
ボュン 島、 巧な 及 塞 巧に 巧を を 施設 卞る ことを 放ち ホねば をらなかつた。 それ故に ワシントン 化め によつて 合 ホ 西は お備 
に 巧れ かちを 必巧 として ゐ るち 困に 資して は 巧に 同】 巧を お 巧し、 ー ホでは ホ 望を ホ ひ包团 された 日本を、 ご 一 •五の 比が 
によつて 巧か規 する ことを 巧た のであつた。 又が 苗は 伊 巧と 同一の 一 •七 五と いふを ほ 比 ホに 稳 かならざる ものが あつた 
が、 をれ がた めに 陸上 軍 偏の 制 略を まめ がれた をに ついては 巧 足して ゐ た。 ワシントン 化 約の 重大を 不 をを さは それが 五 
大お巧 西を 舍んで わるに 通ぎ をい とい ふ おに あつた。 をれ 故にが 約の 捕 結を 他の おお 巧にまで おおず る セめ に、 一九二 四 
年 巧 際 聯盟は 我 因 巧を 有する 凡ての 巧々 を •值し ド牛ツ をが かとして、 al マに がける み 謀に 招待した のであつた。 しか 
し ロ シヤは 凡ての ホ 巧 巧の 戰 巧を バルト お 及 おがから 遮断す る ものと しても 巧说巧 四十 化 巧 巧な 上の 必 おはを いとの 进お 
は 、 P シャ のま おによ つて 中 おし ホ〇ヴ シン トン お 約の 缺 おの お あは 我剧巧 についでの 軍備 爭 ひを 巧が したを に 十 年を 出 
でず して、 之を で 制限され て わを かつたち 型を 姐つて 爭 ひが 引 起される 巧に をつた ので ある。 條約 のか、 る缺 おを 除去す 
るた めに 一九ニ セが アメリカ 大統領 ク ー リツ デは ジュネ ー ブ合 謀を 開催した が 之は 一一 一大 お 取 闻が參 加した のみに して フラ 
ン K •ィ ダリ I は それに 加つて ゐ なかつた。 アメリカの 巧 本 ああは •喊岡 力に ついて、 五 •五. 己の お まを が 持す る ホに 
をつた ので あるが、 日本の 巧が めを をの 結 あ. 中 あ 甘 しめられ •同時にち 因と 合 ホ 阐に巡 洋度巧 趣を めぐつて おおな 巧な を 
さ运 曲が 度 巧 三 八 五 


ナ ♦スの ♦ホ g こ； 

引 おしてし まつた。 楚時畜 はホづ 日を 組」、 ホいで 佛围忆 化して •ドィッを 否ち し、 陸上 軍備 忆 つい V 大いに！！ ホ 
を 示した ので ある 〇 しかし 芙彿提 巧は を ホ 困及ィ タリ ー の强 力な 反 致に ち 面して 失 おにな したが、 又ち 闽を 巧が 一九二 九 
年 秋に カノ ッ T 即ち ワシントンへ S 行を なせる 結 あを にお 惡な菱 阳係も 調を する き 得ち おして そ (時化は 一 
を セ 年ち 風が ク 1 リッ デを 諾に 於て をめ た 巡が 巧 セ 十 かを 不 妻を 巧を に 占ので あつち 

この 芙米聯 をの ホに 一を 一一 0 年^^い^ 渺 がか 燕 (穿ちき" ま 3 ミ 日 r 己 don) が 巧 はれる に 至つた。 之のを も あ 巧な 
ま 巧は、 巧 來巡洋 巧、 晒を 巧 及 海水 巧に ついても 緒 巧 巧を 商 お あが 定められ、 更に 巡洋巧 がかは 英码 及び 合 ホ 田が 一一 一十ー ニ 
霞、 星には 二十 一ち 码を をが 巧に つぃては 英围及 合 ホ 困に を五舊 、星には 十 室 千ザ尙 囊巧觸 かは 畐 
盞に おな 二 千ち とを めら れた 巧で あつち 共 他、 巡洋 巧に ついて 新た 巧を 規累 なされち それに 依れば 巡洋 巧を 
二階 按に分 勘し、 A 较は 上方に 口 巧 十五 •五 巧 砲を 搭載し、 B なは 下方に 夫れ を おおせる もの セる ことち め セ 〇を逐 おは 
口 巧 十ー ニ活な 下の 抱を 含めて 千 八 百 五 0 巧に、 お 水ち は 例 ルな しにを をを ニモ 顿に 限ち し •更に 巧 船に 巧す るが をの 巧 用 
を お 巧を 規を にょり 制約して ゐる〇 助 岡 おに 軸し でを 水 年度を 巧 ふ 五ケ 年に、 即ち 一九 一 云 ハ 年の ワシントンが 約 巧 了に 至 
るまでに 班を した 0 化し フランス 及ィ タリ ー はこの 年まで 補充 适连 として 七 萬 巧までを ホ設 されて わる ことを 例 かとする 0 
この 協 巧の おがは フランスと ィ タリ ー とが 駐巧 ちに 脚す る規 をと お 水 巧の ホな 巧な に閱 卞る規 をのみ にを 名した るに ずぎ 
なかつた とい ふが に をつた 〇么 れな來 •この 兩 巧は 一を 艦ち がち 巡洋 担’ をを お' お 氷ち についての 建 & 制限に 化從 せず， 
一方で ご 夫 お 軍 丙が 一九 一一 一六 年？ までは 一定の 化 約に 化して ゐ たとい 畜话妾 おが 巧來 しち 7 ランスが 榮 巧の 建 
进を 巧け てわた お 巧は、 M 巧を® のかを なつて しても •もを 之た 段 巧す るに 不充分に なつた 〇 この ホに も ザ 巧に 小お洋 
度と もま ム べき 所謂 艇お誘 巧岛 度と もす ムぺ きが 巧 巧を ちが 現れて. 之れ にょつて ち 田® を 色を 益々 を 巧す るに 至つて 


ゐ る。 夫が ため 此 をには 巧ち ョ ，ロ ッパ 大陸の おを 巧の 利番關 なは 化を 吴 お 巧围の それと 同一 公式に よつ ては も 早 巧 
し 巧い JJ とが 示 S れてゐ ミそ楚 前を は、 後 ぞが爵 管つ いで Qs さを 覇岡 管まで 契し や ラと する S 巧し 
径力 巧 おを なけて をち 乍 作 •芙 困は 一九 一一 二 年 一一， マが 約忆 よつ て 7 Itv ン と イタ 91 忆も巧 弦 渡 C ついての 惡をわ 
文を なつ 5 をし やぅと 巧 力. J た’ しかし 反つ て 之が た&賽 7 ラ； と イタ？ と S 立を 囊し化 お隹」 める に 至 

つた、 巧ち 7 ブン K は蓄 §」 w 1 九 一一 一六 年畫ち 118 0 S 囊 担を 囊」 塞 雷 S み豎 & V をが なさへ 
もを に 一二 奪を 超圣& ろ* た イタ gis しては、 靈壽 のみを 阿 養 悉殖寬 謹を 養を f とすると 
いふ 理由から を 蓋 丰 一一 蚕 § 加を ホろ 之忆 伴ふ秦 とし 5 さ 二 力 Q 蹇 (ミ。 pi 。"" 一。。。 宴を 大醫 におし 
て もホ笔 ミ。- - i か」 揭 逸は •ヘル サイ ニ；^ 約 違 &られ たを 章 翼と なつて わる g でを る。 また ミ® ホの な お宮 
泛 は、 お 上 ss いて Q イタ。 1 と g 鬟及 びそれ 忆伴ム 浮動が 態忆 をる 一擊馨 諸に 至る までの。 ン ドン 協約 のぁ 
養 か f 保持す る 巧に ぁつた。 ホいで 意 陸、 お •をの 軍備が ホ か 裂なる ことの ま おによ つ呈妄 お 霞に おする 切 
を董忆 持つ 事を 巨 的と して ゐ た？ をる。 7 ブン - KQ か、 る 度 求が なかつ たなら ち 五大 海軍 碧 互 g お 票 縮 選 
は 巧に そ S 忆襄 して わたで をら 己、 CS 約 S # 左 そ S 他 列 罔 S 任す る是 ついては 巧を ま 巧は なかつ たで 
わら ミミ 他に ち"， マ忆 がける 含な 題忆隐 して、 ワシントン でかを された i の赛が i にす ダた 菱 i を 
示して ゐち それれ 5 ブ NK 及 イタ？ が一 九 111.1 ハ 年に いたる までち ||弓 暴 砲を 雙た二 望 手 S 截お をを 泣 
したと； 非 お S 」 て をら かを 準備され てゐた Q でを つた。 巧 島お羣 養 約は、 ジ； 1 ブを S み 施 巧され 
てゐた S でを ミ U れは寞 海 SQ みが 延 つてね ち >-5 わして 堅は 均？ 保ちつ、 巡め をた み謀忆 がて、 大海 巧 
S の綺 結が 列闽 凡てに を 任せを る やぅに、 •をに お、 わに 巧 力 たので ぁつた。 いは ゆる この 禹備 せられた •ぶ 奮 巧 ~ 

誰 |二 篤 ■防 氏 策 ミ b 
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の戍寒 、一九 一一 一〇 军 音に 巧霎軍 偏のを 富 田 〇堇れ i がを まれで わる 巧の 「籍 の々 な 提を左 否みして 
至 こと 忆 芝た？ をつ ちそ づ复を 取を ひ、 么が 個； 囊忆 とつで と 鬟奚； 貴と つて'" 凡 S ちし やぅ 
とし ミる Q でを る。 之に よつ て一胶 SAQ 靈に阳 ずるが を規 をは ヴ シン トン 及び P ン ドンが 約に 護して たる。 か 

にを は ベルサィユ 襄 S 規 をとは 赛 的 忆罰 をる。 蹇望 賠焉一 n で忆 、渥の 佐— び 我 繁基た モの 
農を 過 ざた 芙忆代 香を ベを 冀 などを 含 矣駐— 《ホる 隻 が 良れ た S を ミ おおを 取 管 符化サ しめる 
についても •一を e 制限め 襄が用 息され て わる。 いは ゆる 「S お 玄の問 趣を 養 & 管忆 よつ て かなつ て わるが、 
么 について 51 二大— 固と そ S— 閣と s 忆提畜 對立塞 じで わる。 前羣は ワシントン 及 こ ドンが 約に よつ て 
S に 施 富れ て & わかを 按 f よ& 軍備制限 手段が がも皇 的と なして わミ么 5 して 小 おを 列 苗は 爱巧 による 忠 

おを をを をと」 て S が •彼等は css を 糞— が靈 思よ つて ミ 霞 Q 養 5 い V、 窒な行 S の自 

をを 保たぅ とちへ ミ である。 拿 S ル 海軍 列 S 代 辯を として 佛 曲が 參 がし、— が 两が摄 して ゐる 《である。 

なにを 議纖 を肇巷 51 磯 か 奮 I 繁ら f ミ、 を享柔 If 巧 ふ •へを 

事を 用意」 てわた ss こかして CS 寞霎？ 蓋？、 モ襄が 巧を 勇 8f さける た A に、 裳を 
な ホる ベ 害を 0 た^? ミ $SSH 援 も拘ら ず、 一九 一ニ ニ 年 K 開雙 をた 峯 給を f 曼な SS 面しち 
之は すでに P ンドン がのに わいて、 7 ラン K、 及 ィタ？ について 一裹 富と 同樣 なか 約が 件— 《る 事を 成 巧に が 
つたと いろを のをに よる もので あつちを は ワシントン 及 ロンドンが 約參 かを の 蟹が 列 巧の 一が に 過 ダな かつ 嘉 
に至つてミ。 而てまち ジ；1ブ食なは 列西の中の一がが平巧がめの特刖雲によつてそれに結びついてわ;;";^"^:^ 
の 巧 箱 制 巧を 列困犹 て 忆充巧 させ わ ばなら なかつ た 《でみ る。 《おこのを がの 巧 明は 一九 一ニ ニ 年 十一 單 一日の 同一 かの 


お 式に ょつて、 除よ される ベを ものと みなされ たので をつた 。原則的 寂 逆は 非 巧縮駐 おの ドイツ 巧 おに 割す る 態な にあつ 
た〇而 して この 巧 案は ベル サイ ユ條 めの お 巧ち 化規 をに 依 巧せ る もので あり、 又 之は 共通に 認められるべき もので あつ 
た〇 この 謀ち は本踩 的には を 水ち あがを 巧を 巧 おする とい ム事 にあつた のでを るが 更に 戚お 一巧 巧、 巡 洋お六 千顿に 制限 
して ゐ たので ある 。かくしで この 規定の 製作を は、 ドイツの 動 巧 を 認める までには、 程 盛く •强 いて 之れ の 反を の 立場を 
さへ とる にいた つた。 大型 戰巧 問題の 進展の 中には 列 巧の 中に、 特にち 巧に ょつて 個別 お 咕數及 ぴ巧巧 力を 化 下 ナベき 傾 

向が 設め をち 英雲具 S 案は 大型 戰管 0 S ては 二 登 千 巧赛舅 ーニ〇 •曇 乃 5 1 离二千 翼び 繁 二八 活 

にが じたが、 なをは 勿論 巡洋艦に ついての 個 圳巧媒 おを 巧め がち A なお 洋 巧を 巧 除す るとの 前 雄に もとづく もので をつ 
た。 之に をして を おな のは 少く とも 砲が 二十 八！！ を 伴 ふなで ベルサイユが 約の がかに 近づいて わると いム 事で ある 〇巧念 
ながら フランスの 巧な 二 巧 六 千 五 百、 砲が S 十一 一 一巧の 哦岡 巡洋巧 「グンヶル ク」 のを 逆み びイ タリ ー の 一 こが 五 千贿の 大巧 岡 
巧 二を 建を についての 巧 命な 巧 力 も •中 給の 餘 謎な きにい たつた。 お 水 お IE 迎 は： 冉び畴 巧を おおを もつて わたので ある。 
ドイツは 合ホ阐 及ぴイ タリ ー に 於ても 支持を を 得た、 英 田を 地に 到ます るた めの 巧 水® を 巧 萊卞る ことを 動議され たが 
に、 フブン スはモ のを 巧に がて この 武器に 巧卞 るを もみを 的な 巧 おを の 中に 加 はつて わたので をつた が、 彼 自身 世が のを 
も强 力な お 水 巧ち なを 持つ てね るので をる。 叉 お 水ち にょつて 卑 力なる ものは をを の 防 巧手 段を 巧 出す のでを る〇 故に イ 
タリ I も ホ 同時に® 巧 巧 t 祭 じられ ると ずれば お 水 担の 巧棄 をち める ことを ホ倪サ ねばならなかつた 。ホいで 日本は 潜水 
をの 巧 菜を 化を 巧を の 度 おに 巧を したので あつち かくして 备閣 はわる 一を のち 型の 巧 まに 阳 ずる 规 たにつ いで、 それを 
刖の ものの 巧 巧に を巧ナ る ことに 巧め たのであつた 〇フ I バ I の 許 巧は あるが なが 巧から 出發 してね セ。 又 それにょ つ 
て、 或 問 巧が « な* till がに し •その他 巧 化の 巧ち は 四 おに 巧め •巧 水 巧に ついては ワシントン 化 約の 五 おが 聞 巧て にか 
皇な田 巧攻巧 二八れ 
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して 一二 巧 五 千贿づ 、を 定めて わる 〇ち围 の 反對巧 まが ち^^が ンの計 畫は圳 な 方法に よつて 同じ 巧 巧を を げんと した もの 
である。 巧ち 船を のを 巧な 階 あを 隐除 する 巧に よつて、 船 艦 数を 保持す る 上に 一二 倍 力ま 四が が 認められて ねたので ある 
が’ 之に ついては アメリカが 同を しやう としな かつた ので ある 。大巧 編を をが 殖引 する にしたがつて ，ヮシントン ぶび 日 
ン ドンが めに よる みのお ま 巧 縮を 謀 開催の 時 巧が 接近して 來た〇 しかして、 窩 巧を 巧備色 もつた 諸 酉に とつて、 このが 巧 
な 前に 何等か Q 決 養 海 S 結を 碧」 や 5 と (巧 力は ホ 費 巧れ て 行つ たや ゥで ホる。 か 己た 累ら •小 おぞ闲 がそ 
の現狀 を舍議 による 囊 にまで、 設 をし をれば ならな かつ セと ころの、 マクドナルドの 計畫 もを がの 矛盾の セめ に 中 結 
を おおな くされ セので あつた 〇 この 閒 にこの 合議に ついで、 ミ 大お巧 苗のを 備 ななが 义 開化され たが、 何等な 巧は なかつ 
た〇 この 時に现 はれた 困 巧は. 兩 アングロサクソン 国が、 その他の お 巧 巧の 上 化に ある やうな •五 •五 •一二 •一、 セ 五の 
比を による もので をる 〇么 について は 日本の みならず フランス も ホ あ 早ホ認 しやう とはし なかつた 。日本は 從來の 比率 維 
持は 自留の お 面み び まを 巧證 のために も 非み を 的な もので をる とま 張し •あお 的 同を 化 t お 求した のであつた 〇 勿な この 
軍 結を 上に ある 軍備の 同等 化は、 提案され てわた 〇將來 凡ての 巧が は轻 巡洋按 • a を 巧み 巧 水 おからな るべき ものなら う 
が •大型 我を. がを 巧ち なび 適宜な な 巧 型 おとして のを 巡洋 巧に ついては 之を をが 巧 巧す るか、 をの 巧 及せ をはを はだし 
く 制 掌る たづれ かが 巧 はれる ずで をつ ちか 何に をら うと も ヮシントン 禽證 の】 二窒モ W 型に おする 反 巧の 結ち 
辟來 二な 巧な 上の 大駐 ちはなくなる ぺ きもので をつた。 しかし 合 ホ 巧は これまで のみを 的 比 ホ 巧を には 反 巧なる ことを ま 
巧して わる 〇 即ち、 この 比 ホは 日本の 巧を 保 泣に ついて 充み效 力を ちして わる •何故ならば 日本は 巧 利な 段が 的 化 也に あ 
る ことよつて、 現を の 兵力 比 ホ ミ •五に よつても 巧に 巧！* 不能の 化 おに わるでは ないか、 といん のであつた 〇日 本は この 
お f 即 巧に 反な しち 即ち その § の 中では、 モの比 ホが ホづ奠 田に とつて ち 効で をろ とま 娘して わる やうな 走 



であつた 〇 日本は ワシントン をを t 脫退 する 旨を 通 かした •又 フランスは 化 約の 巧 本的涅 ぶに ついて おがの 時期で ある こ 
とを ま おし セので をつた •之は 勿論 日本とは 圳な 理由 巧ち 巧を が 海軍 巧の 仲に 巧が する C とを ちぶした 結 おな ので ある。 

もと ミ 列 田は 何を、 姑 佐 (救 や迅 5 いても、 又が 皆よ つて S を わと C ろ S 大平 洋忆 める 巧 巧 地 S 護に つい 

て も •之 迄の がめ の 化が をな へる 怠 おはなかつた かく 思 はれる ので ある。 

か 何なる 巧ぶ に教 しても 海軍のを おを ことを 說 明した とて 今 吏 巧く ものは 在は しない、 巧ろ 仮令 今日 吾人が 海軍は 過 ま 
の ものであるとの 見が が 公が とな はれて ゐ るのを 巧る としても、 モの 海軍は 尙戍 をの 途上に あるので ある 〇 この 海 巧の 於 
巧が ホ 第に お來 巧の 视 みさを 巧を には 援 巧して ねる、 をた 中立 阁 はを 近の 坂爭 にがる と同换 なお 上 通商の 巧 海に 對 しては， 
弦爭を 勇に よつ て蔣來 はも 臺 おしなくなる であらう、 而て 今日では 空軍は 取爭 遂行の 獨島塞 的 S となる 。巧ち 
吾人は 巧に お ぞを必 巧 としをい ので ある、 何故ならば お 巧が 掩諾 ナベき お上倘 なは 空 巧に よつ でな 接に 巧 術され 义攻 がさ 
れ るからで をる 〇 とのな 上の かき 見 巧は 當 にを 肯し 難い ものである ことにつ いて. を 中 載 A の 己 節を 參照 されたい 0 

网隐重 S 装は 從來 (やろ SS 勇 S しで さして 制を 與へ なくなつ てゐろ 特に 指 巧 望 愛を & 中な 脚 通 
商の 商品 販 安 展を巧 巧す & 忆 ついて 海 を 用 ふ >0 JJ と忆 ナ る中畜 Q 舆謹 は、 今日では 過去 忆 於る 程 勇 忆はザ 化され 
をくな つて ゐる 〇が戰 遂行は その 巧 迫 手段の 一つた る、 放の 海上 供給の 楚 巧を 巧 息に 放棄す る わけには ゆかなくなる でを 
らう 〇從來 の r お洋の 自由」 のま 張を たる 合 ホ國が •この 問題に がて はを々 巧 曲の 立 おに 接近し •彼 自身が 戰爭を 行を の 
立 巧に あるときは 適を に 之を お理 してきた、 とい ふことは 特を 的で ある 0 

をし お 軍 Q 霎 性が 蔡を 5 な S 表と すれち 巧」 5 約が 可能なる わ 乃至は 藉£ て 可？ な* か、 といん 
巧® のが 巧は 莫大に 巧る お備费 のために 巳む を 巧ない ところで あらう。 水 巧 お 及 巧 巧 巧の 進 おによ つて、 お 巧のを な ゴ本 
を 二 招 巧 巧 皮 巧 II 空 
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養に 囊營 れ且寞 な畜が S と& つてを た。 襄 力は繁 盲管 閒卞& 支出® ため S ち 〇 さた 同じ 理由 力ら 
生ずる 個圳 巧の 强化 によつ で、 雲、 巡洋ち 招 逢が の おは お 軍い 風が 的 且つ 联術的 述嘗按 について のをく 不利 裹態 

に 引な されて 至て わ ミ 5 おへれば、 备護 於て 攀話 十— 援受 勇」 て 2 S 」 て、 を 《驚め 援 

は 少しも 高まらず、 何等 {ザを 性を 巧 長しても わない S でを る。 现 寒は 取 巧 S 扱は 二十せ な 初 S 十 か Q 一忆 なつて わる 
ちその 费 用は 十倍に 巧 かしで わる。 巡洋 をに 閱 してち お戰を 行の ま' 菱間涵 でを 0 海 上述が の擁 謎が、 この 巧 註す る 
に 蕃な担 型た & 巡洋按 S が S 僅少なる が セ ホ巧忆 困雞忆 なつて ゆぐ とい ふ 狀態忆 をる n でを &。 "一^ を 補 ふを 何 8 
が 6 によつ て 初めて 可能と なる。 ヮシントン 貪讓に 定められ ホ 轟 巧ぶ A れ 巡が 巧の 大 さが も 端に をつ てわた グ么 
はな 時の 大肇閣 のな 蒙 詔なる を畜窠 におしても おが 件に 塞な 大戰巧 巧を 蠢 ずる ことに あつちと いん その 
襄 に缺陷 がを つた Q で &ミ 巡泮度 S 使命は ホ’ をれ が不 なな 模は同 获を炬 をな つて 代用 世し め 得る と ころに— 
のでを る。 現在では 學を 管へ も そ S 島忆 をて、 そ Q 大 いさ 蠢阅力 《助で 雲を 巡洋管 速して わる こ 力し が 
< のかを 曼化 はか 何忆」 て も 巧 用 S 笑を をれ 得な かつ セ 《でを る。 夫 故？ S 題 Q 解かは S 拒 笑 3 を 巧 下せし 
める JJ との 中に あろ 巧ち 之に よつ てお 雷は がを 巧ず る 笛で あろ 巧 かなら ば 斯く卞 る ことによ つて、 列 曲は 巧び ヮ 

シン トン 合 遠 S 本を £づ くも S とし 5 が 整 命を 滿 をた 霞を 持つ C をなる をで をる。 ホい ご 塞を のな 

をに ついて 合理的を おから 巧 吟味し をければ をらない 〇西 おは 嫌て 等しく 安を なること を ホめ て ゐる〇 しかし 之は 「海 巧 
か £一|： 一を をな 巧して はわを い、 モれ はを 巧が 夫々 の 特殊な が 件に よつてを の お 巧を 巧 W する ものである ことを お規し 
たもので をり、 弦が 的に 不可 巧な ことで ある 〇完 をなる 巧を とい ふ ものは あり 巧を い 0 「合理的」 まを なは 夕 くは 揉 巧す ベを 
海上 利害の 程曼 U つて 塞と する。 じの 問 趣を 解 ホす るに ついては、 一 化に 覇ち 巡洋 を、 吗 をち 巧 水を、 がを 巧 


巧に よつて 作られる 巧 巧 c おに 隅 連を おする、 即ちを の お 力は 地 a 的が 件 及 政が 的 課題の ち あによ つて、 あを か 曲の み 力 
によつて ちる もので をる、 なおに 巧 巧が 護に をた る 巡 洋巧も 同な であるが、 それは 义 そのが 惑 卞ぺき 地域の 巧 長 巧に 依が 
してね る。 故に、 吾人は 之を の ワシントン 及 a ン ドンを 途を 通じてのを 苗 海 巧 力の 純が たる お 的 狐进に をつて、 載が 的 測 
ま t 設め をければ ならを いで あらう 〇ヴ シン トン々 謀のを 巧は 合 ホ 西が 維持し やうと ちへ てわた 戰岡 巧の 数、 が 十五を と 
いん おで あつた。 雨 おの 西々 の巧屏 巧の 巧は、 これと が 蹄せ しめられ セ〇こ 、において •フ ブンス およ ぴイ タリ ー は、 モ 
れ ts みの 一づつ 、すなは ち 五を を 認められた。 この 巧が， これらの 兩 田の いづれ に とつても •その お 上 利を をが 趣す 
るた めに ホみ でを いとい ふことは 巧で ある。 か、 る 巧 巧の 下に おいては • 1 側から も 巧 まされる かく、 巧ら くは、 ヴエ 
ル サイ ユが めに おつて 認められた ドイツの 戰 巧の 巧、 すなは ち 八を は、 一般的を をのた めの 新しい 出を がと なれうる であ 
らう。 この 巧に 巧して、 今日では 巧に ホ毕や 誰も 異論を 挟む お 地の ない が 巧は、 いふまで もな く、 か、 る おちに おいで、 
ドイツは •他の お 巧 困が 持たん となして ねる をち なを 同等に 設 出られる とい ふこと でを る •この 恶合 、ドイツは、 巧 巧の 
大 いさおよ ぴ 大砲の 口 巧の 巧 下に 關 ずる をら ゆる 巧 巧を* 自己の 利を のために ま 持す るで あらう 0 

ガ が、 セ r バルチ ツタ がに おいて、 ロシア および ポ ー ブンドの おおに 巧し 巧 おしうる とい ふことは 、ドイツの 巧を に對 
する 巧 ホに 巧う ものでは みして なく、 むしろ 北 おにおいて、 少く とも フランス 巧 おに もが 抗 できなければ ならたい 〇 かく 
て、 ドイツの！ のみ 力は、 フブ ンスの それと 大差 ある ぺを ではない とい ふ おなが 生ずる でを らう 〇ガ が、 フランス およ 
ぴイ タリ ー の抵 巧の なに 毋卞る 巧 ホが、 イギリス、 アメリヵ わよ ぴ 日本に 巧しても > 從來 のをな かの 巧 加を 伴 ふとい ふこ 
とは、 除かされて ゐ ない。 この ことは また、 あらゆる 巧な にを いて、 な來 のち 型の 巧 本 的な 偏 ル •かくて また お 巧 巧 巧 下 
の 一 披的巧 力が その 巧 巧に 巧 化しない ようにと いふ ことに 巧 方を して わる。 巧す るに， 巧々 は、 疑 ひもな く、 K イツの 參 
璧 一巧 田 防た た 二 化 一二 



ナナスの 度 巧 IS ミ*^ 

がに よる ヴ シン トン および a ン ドン お 軍 ss 約 S 正に 墓して ゐ ミで あつて、 この 蹇 、我 幽のお 巧 同 绽 法への 
巧録 は’ 臺 Q 軍備を お畫网 家忆8 なる 制度を して、 备锅 が蠢言 や 均 制忆寒 ミと 5 いて お 利な？ ある。 

之に ついては アドルフ •ヒット ラ ー がが の ィニシアティブ によつて 巧を 的に 開始され、 一 化 一二 五 年 五月 二十 一日の が 巧 

♦薄に がいて な-一た、 獨 SS と S 何等か S 軍热 惡豐憲 も 糞ち なく、 畫 S 力 もない、 と Q 爱需 によ 
ミ 明 お §れ て ミ。 ミ お 明忆よ 兵月+ 替忆締 管れ わ義擊 皆ち ミ 故 K 霎兩お 軍 S 間 忆將來 引 巧き 
量 こ CD 2 賣 比率を 巧？ とを S た 《でを る。 之は 他 SS 讓囊忆 何等が f れる も？ はない。 巧を は、 
巧！ 曲から おお 的 質幫等 巧を 巧 へられる ミを ホ定 しち 巧ち これが 畜 のを 同を 巧て わる 化り •犯 泣は 將 ホを 度 茜 
に 致して 他 Q 酉と 同を 戲闲 力を 備 へる* J と 套得セ わけで ある。 巧 逸が こ S 協定 忆よ ミ、 一 お 的 巧 化 平巧忆 おする 巧し を 
寞 なる 貢がを となつ た C とは 巧 ひない と C ろで を、 S 列 苗 もホ秦 S 致 志 抑制す る C とを ホ わ も 《である。 
之に 反し S し S が 他 S 軍 S 軍備 忆よ つて そ S 軍 力を が 加ず る C とを 餘 ななく 3 れた とを 忆 は、 この 協を に從つ 
で 巧を もを 畜と規 をした 勇 比 巧で 適を に 蹇ナる 巧 利を おして わるを である。 故に 他の 肇幫 にを つで ちち 
巧兩 困に よつてな された やぅな 方法に よつて、 がには 海軍 巧が 制 化の 一渡め 協を を おぶ ことを 目 おとして 巧 五に 巧を を 期 
すべきで あらぅ 0 

y , 八 y 「な上度力史論六衰 11|1 ミ -JnAuenoe of Bep Power cpoe 臣を一^^一 
々 K チグ 『度咯 誰」 (caste け ** Th を ries を ra を iqu を 0 

9 チ モン •卜 「巧 巧た ホに がるな 上® XRicbmond: さ Sea Power i 白 the Mordem woruij 
モ斗レ ル 「巧# たお 巧」 (M ミ ren 、，seelcri 巧 ages 昏 i 昏 to in U 目 riasnj 

グ a J K 「巧が大巧から見たなホのな理ちをミ" をを式のをかすミ ー吕 尸一をを ら8 ミ《だす一々33) 
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ナナスの 巧を 6 こカプ 

思 巧な 

ぶ あ戰 とは、 齒 おが、 葉 S 論 S 前に 島 Q を閒 をき •證 6 を閒を おし、 島 (留 劈を S し、 强 化し’ 聲 

の 抵抗 意志を 巧 殺せし むる ために、 龄想的 武器を もつて 巧 ふところの 戰 岡を いふ 0 
悬戰 は 、 A 邮皆 か、 必ら ずし も 勇 厳とは 一を しない。 量 政は' 占^^ 舅 風を 蠢ホ しろ 且つ 武器が 旣に 
收 めら れ たを にも お 巧され る。 

A 巧 H キ巧 :， 

ミ ー 露み がは、 ホづ 第一ち こぶ 六 S 宗) である。 宜 化は 一一 一つの 目 技を あ 李る。 すなは ち、 ホづ巧 一ち 
黨の巧 論の 前ち 放を 不評判なら しろ 放を して、 その 載爭を 見込みな きものと 思 ひ 込を しろ 言 西 おを 反を 巧 想が 
に 巧り 立て、 を ゆる 8 の 誘惑に ミ 巧 か 締結の S に 巧け る ことで をり •をち 中な 霞を して、 島の やか 玻か 
梳 神と お莖 •敵 閣の やか 破 巧と 巧 巧 法 ま 反 おょ ぴ をの 諸 巧 巧に 對 する 危隐 について 巧 借せ しめ、 放 巧に 巧して 投 助を 與へ 
ないょぅにするミでを〇、 をして£1££、 富民をして、 そ(巧動の正を£卞る信をとお利に對するな借を强隹し 
め、 その 一切の 力を、 が 巧 度に 巧 張せ しめる 巧 巧を 有して わる 0 巧 力と 我がとは、 思想 風 におけるを 善の 宜ホ としての 作 
用を 卞ミ 1& か 心い か 薪は’ をた 養の 馨を享 る もので あぇ 世 ホの S におず るが 宙 力は、 說 得ょり 美で あ 
る〇を 化は， 駐爭 左み を卞る ことは できを いい かい^ 巧が や 誰 計を 用 ひて、 玻闲 たま おし、 完 巧し， 且つ 巧 巧を 收 めしむ 

かか か菩 がおか。 お爭 5 ける お 計 S 用は、 两巧 堂を されて 居ぇ 詳忆ょ 〇 な 含して 利益を 得を ナる盒 



は •排斥 ナベを ものと 見るべき ではない 〇 それに も おはらず •义明 田 巧は、 巧 おの 評 謗に よつてれ とお ナ ことを ばが むで 
をら う。 巧 程 •がり 切つ たような 巧で も、 お 批判的な 大 ホには 信用され は卞 るが、 しかし、 曲は すぐに 巧 顯ナる もので あ 
つて、 己れ におで たものは 己れ にあへ る ことにな りおち ガ〇 それ故に， 永 巧 的を 巧 巧を おず るよ いを 化は、 が 巧なる ず 巧 
に 基き 且つ 巧みの 舆静に 信 巧を おがす るかき ま おに よつての み、 爲 されなければ ならめ。 それは、 を闽 おの 特好 わよ びむ 
理化 態を 顧 あし、 且つ 巧に 故の 宜化 にお おする のみ をらず、 その ホ 手を 打たなければ ならない 〇上 おの 云 大目 巧の 一を 追 
ホす るを なが、 他の ホ 巧へ 巧つて わる 宜巧 と】 を卞 ると いふ こと もま セを 巧で をる。 その 統一的 お 巧の ためには、 巧 巧 あ 
るな おおが これ t 司らなければ ならない 0 

な閣 および 中立 网に たける 宜 かの iia 订 のためには •第一に •か 义官 がちらなければ をら をい、 ルタを は、 な阁 わよ ぴ中 
立 困の 箱 神に 巧いて 充み 巧い 知 散を もち， 且つ 長く か 巧に 生を してた るぶ 人との 巧を を も 利用し なければ ならめ。 巧 巧 上 
の 巧を の保證 のためには 、をな 指 巧 部は， 巧 防 力との 共力 を おを とする 〇田 & 齡 わよ ぴ戰時 法の 橘 威を たちの 參加 もまた 
法的 立势 のち 巧なる 巧 蔑と かの 巧踪を 違反の 利用の ために •大度る 巧 値たち 卞る でを らう。 

自国ち の 問に おける 巧 巧な 宜 なのた めには、 巧 ーホ提 として、 その 截爭が 巧 制されで 止むな くちされ たもので あると が 
信せ しめる ことが 必巧 である。 この 昭爭 は、 用 民の 名を と 生活 巧を お 誰す る もの ガと いふ ことを 確か せしめる ことのみ が、 
曲 民を してが みのに 戰岡 にを かしめ るので をる。 をれ 故に •ながは、 これにを いで、 昭爭 のがを たおす 化 明と をる ベを 大 
なる 理 あを ば、 載 爭の目 おとして、 をが しなければ ならない 〇モ こで 理 なま おの 巧 起が 必巧ガ 。その 力は、 肉な 的な 力の 
何を 倍で あり、 『そのな 逆なる 楠 巧は J —— アル ント ( Arndt ) の いつてね るかく —— 『神に おする ， 旭 四に 巧卞 るを 
とあ該 わよ ぴ を# のために 生 巧 せんと 卞る 誇りに をいて ねる ので ある 〇齿 巧は、 何の ためにを ひ、 ましみ 且つ 巧ぬ ぺ そか 

さ 云 田 巧 g 巧 一重 



を 理性と お 情と を もつ V 把摧し V わなを ばなら ない。 囊 c をは、 集 s 政を お ホ」. ミ £ いてち 『人な の 奮 
のをの ため 忆 •すなは ち 費 Q 置 S ためちか 芝る 霍も大 をず ぎ S とい ふ ミな を」； ル i ) 昭 ひでをる とい ふ 
ことを ば、！！ 巧は、 頭に しつ かりと 叩き込まれて ゐ なければ ならない 0 

立 ホは、 露 也なる ち 怯 W なる を、 反 誇なる をの 息必 およ ぴ義臺 への 訴へ となる。 两 民の 巧が と靈 とを 巧 巧 
する ためち を おは、 思想 おと 詩人と をみ ぐ ミが でを をい •をして* 民 巧の おお 的 巧 人の 巧した ものを ホ 用す るで ぁら 
50 

S は、 賣 がその お 治 的 および 軍講指 巧を に勒 して •大 をる 斬が を もつ でを ばゐ るは ちそれ ポ けを々 みがの な 
巧果を もつ。 こ Qjj とは、 苗 春腦 部が、 囊食慧 公平なる 藝 てと 暮 わよ ぴお產 5 SV 特にを い薑を 音を 
て わる 困 民 同を S して 巧ん ベを、 そしで また 5 首 S ち作菅 をつ で拂ふ •へを 漂と 寶と S 存 おわる。 なる 

は どを ホは、 白 S 力、 誤 方 S 卓 S よ寞 S 棄 《見 透」 をち < 示め TQ で&を 、しか」 管に も寞 
と 幻滅と 信 括 S 低 マを 囊」 おちな 農ら 《よぅ S —】 なを C なを。 驻け 巧い 困雜 、羣 S 過 わ 妾 危險に 
閱卞る 妻の 說 明を 避け’ 或はを くの 矢 化を 巧を にして 谊 くことは、 誤りで をら ぅ。 晏 は、 巧舊 おを 巧め る ものでは 
なくして、 わしろ 强 化卞& が、 C れ忆 反し’ 倍 傾が 巧 切た た曼 長は、 i が 堅せ」 &られ る ミで ぁる。 
r 武力行使 J が 夏 もを 蒙る 仕 S (グ ナィ ゼナ ごに して' 且つ 賢に おする 奪の 巧が ホる 巧め となつ て 居。、 お 

まな 累 おおせと？ して わ&賢 S ち— 4 かが 皆 獲す ミとは、 賣 《大部を、 置 力 《塞 &囊 してむ 

る 巧 合には、 特にむ づ かしい ことでは をい。 これに 反し •尙は 訓練され てね ない 費、 をん づく 自己が 巧と 田れ 襄の 
巧 持 をら 居擊占 よび 生霎料 供給 2 を寶モ S 肩 忆援 されて わる 場合 忆 は、 み幫 5 化が 必要で をる。 馨 


を その 任務の が大 さと あ ホとの をめ にお 巧せ しめる ことは、 異常なる 巧 巧を 巧げ る もので をる。 巧染 における 巧 人と 本 
焊 にある 巧 人と が 一巧に なつての み、 勝利は 巧 巧で をる ので ある 〇ザ が、 巧を のが 後には、 その後 として ま 5^ とし 
て、 を 巧 巧の 巧牲 的ま按 がなければ をら ね〇が をの！！ 巧が、 をら ゆる 巧 おの おを、 巧 ナる裘 族との 圳 おや 冗な を •化な な 
むを もつ で 巧へ 忍び •地上の ぎ 楽 やを け おい ガ特權 を 化棄し • 1 方に を 旧 化する をが あるのに 化 方に をむ をが あると いふ 
ような ことのな いお 合に のみ、 風 場に おいても、 か 西に おいでも 、みみの 高き も ほしき も、 なめる もを しき も •巧 共に 一 
丸と なり •ホ 後まで 我 ひ拔く ためにを 巧な 力を 生み 化すで をら う〇宜 なのを も 困 巧なる 任務は、 正に、 祖闻の あを、 武巧 
をに 對 する 悲しみ、 化 巧、 巧乏 および 疾巧 によつて 打ち 碎 かれた る 也 t ば、 巧 起せし むる ことに あるの だ。 このな 巧には、 
戰爭の 巧が さを 完 をに 理 がし •おがた る 渡 度を 持して ゐる 凡べ てのを は、 その 言行に よつて、 參加 しなければ ならめ 〇 この 
朵 合、 助けになる のは、 をら に 巧 狂す る輕 をな 巧國必 ではなく して、 おへ あぶ ことの 必 おにを する 理解 ある 言葉と 共に、 
俩 々のがみ 的な ま 持と 技巧 こそ 行 おによ る模巧 的な 宜巧 として 効果が あるので ある 〇 これな くして は •窮乏の 打 巧の ホめ 
に 法律に よつて 可能な をら ゆる 準備を する 政 おも、 やつで 巧け ないで あらう 0 

しかし、 これら 一切の 巧 力の ホ 巧は •反宜 なの 毒 おによ つて 巧 殺されうる。 白まの 明るさを 巧れ る この 漏 動に おする 巧 
爭 は、 西 民の 服 おを ホ めんと ずるな が セる 逃 動よりも 夕大の 先見、 巧 神の 巧 おわよ ぴ巧巧 力を 必 おとす る。 

巧ち 大 ホを がわる 强 力なを 府 は、 證 を、 新聞 巧 誌 わよ ぴブ デオを 通じて 爲 される々 巧 的な お 巧の 巧を をを 止卞る ことが 
でを るし、 を セ 西 巧を 巧な し、 か 西との 閒の手 がをおを し、 且つな のをな ( H 1 テル®) 左紀 がする ために 敵の ブデォ を 
が 杳卞る こと も 巧 來る〇 しかし、 その 化 力なせ おも、 なの 宜が ピラの お 下 や、 す やぶ や 巧 世 ホ 苑をや 知つた かぶり 屋 やな 
C 手 ホの ホ 布す るな ちを 阻 巧 さ ホる ホ 耗を巧 あさせる ことは でを をい 〇 それらの 巧 生地を 巧發 し、 密 菜の 董 巧た 制止 ずる 
さ 云 H 巧 皮 巧 二 九 h 



ためには、 これを 產 する 巧を 葉の かち ま 毒の 靈に おする 巧 争ち s 觀を からして 參加 する s の史 強の ま邮 
力を 必要と ずる 0 

惡 意を るを S する お 罰と 排？ 共ち 墨なる 訴 へ忆？ る 巧？ る變 お塞がよ しがい 8忆¥ る霸 もまた 
必お である 0 

S 、 巧 教〇巧 巧 

幫 の— ならび？ S 曼 かると いさとは、 をら 隻戰词 £いて巧 利を 得る たを、 大 なる 利益が ホる。 これ 
らの知 巧を ば •霞の 文窜 、巧 巧を の 雲の 研な にょり、 ± たを お 地を をを • T ザ ユン ト 、中高の 巧な にょ ミ 巧る 
と X ことは、 资 巧なる 化 巧 &ら寫 をるな 巧と もい へど も 忘らを いでを らぅ。 閒 謀の 仕 巧は、 巧に 覆された か 蔚をョ 

美に する S 」 V 5。 一見 ミらない ょ ゥ忆是 れ星窥 なお 吿ち • C を ま ホ 繁ミ •しばく 壽 含を 巧^ 
上がらち お S 面忆？ る 適切な 講を 可能 往 らし 窒。 — 擊 £ ける 情報 S 得 巧 そ-^ が や 時 か h 巧 到に 用 怠 
かかむかおかい！£1い、 をれガけをす^"^をる巧巧を擧げるものである。 

K } れと反 おに、 をに 巧して、 情 S 巧 得を 西 巧なら しめる ミは、 巧め て虽 巧き とで ある。 モ たは、 巧に 訓 巧され 
た！^ がか (蒙を臣。ミろ化のスパィに巧するお两ならびに巧阐化の死巧のみをらスを賢の訓巧ち特に巧扣おょ 
r ブデ J して、 票忆 脚-^ 霉か sf な」 i ょ ミ § を t & ないょぅ 寡甚な & 注 f 透」 ミミが 必 

巧で わるり 

C 、 敝 Q R 9 

巧 巧と 說計 とは •なをして 刹 & を 誤ら-^ める たを も 用 ひられる。 作 巧に をつ で、 ほ 勘 あるひは 誘を ホ 巧に ょ 〇 奴を 


して 誤つた を 活を按 らしめ •を もを 巧を 個所に わける® 阅 力を 菊 化せし め まは 兵力 fc みなせし める かく、 巧 巧 上 • R お 上 
およ ぴお巧 上の 誤つた 巧 我に よつても また、 敵が 正しい お静に 速ず るのを 巧 止す る ことができる 〇 もちろん •なを 那 おに 
おれる 巧 報は •ネ當 らし さを もつて ゐ なければ をらない し、 且つ またを めて 巧が に、 目立ため よぅに、 適時に いろ < な 
方を により •な 巧へ もたらされ ねばならない 0 

S 思を 货 の巧史 

思 あ 載の おおは、 古代に をで 逆つて ゐる〇 近代の 强 明は、 初めて 思想 戰に完 をなる 意 溝を 巧へ セ 0 
r 印刷 巧の 發 巧な ちみ 巧は、 S を 島の 方に 獲ち よぅとし で、 をら ゆる 舅联 争には、 印刷た もつ てナ る戟爭 が、 
並行し で 巧 はれた OJ (ピ ユッ ヘル )0 

フリ ー ドリ ヒ 大王は、 巧の シユ レジ ア戰爭 を ば、 宜 言を もつて 閱 なし •をな のか 巧 的 おがの 證 巧を 示め し、 且つ 巧を な 
『1 K キス 人の ダヌア 人への 手が J のかき 宜が义 をを 自らを きさへ した。 化は また、 敵に 關す るを 虫な 情報を 獲得す る こ 
とも •巧を 巧いて 彼の 巧の 息 困をから しめない こと も 》 よく 也 巧て ゐた〇 
ナポレオン ー世ち 彼の 行爲を お晤に 雲し •なの 不正 不法を 非 巧した 報吿 巧を 巧ョ i ッパ 中に 氾を 喜ち フヴ 
ンスの 名 巧と いふ 言葉で もつて、 彼は、 哦爭に 倦める 巧 巧を 巧 舞を 瓜し、 ます < 巧し いお 牲に せかしめ た。 彼の か大な 
る 巧 巧は、 棄 晴らしく 組稱 的な 間 謀 巧と SQ 巧 報の ホ 布と を またを ふところが 夕 かつた。 メッテ こッヒ 公は、 彼の 
お 巧 巧 巧の 巧 値を ば、 『111 巧の 兵から 巧る 一軍 J に 匹が すると 評 巧した、 

自由 戚爭 においては、 同盟 巧は、 晒 おへ 巧 刷 巧を 持つて行 つて、 そこで 巧 刷を しを 盼如抓 抓を 沼 行した 0 
クリミ 卞風爭 な 後は •ィギリス 人 W •ラッセル (巧 iel 】 が 「タィ ムス」 にがして なした おな 的な 巧な のが お、 が齡抓 
を I 忘 巧 防 反ぶ ミコ ー 


至が 取影爲 をを orsslpond ま enw ミろ が發 達した。 

かし、 思な 抵 がを 全なる 霞を をげ た S 、 巧く 二十 世が S 震み 長い ミを つち 7 ラン KS 巧な とイす 
スの贸 ぶ 吏 族 巧が ドイツに？ る臺な 巧の 原因で をつ た、 そして それは、 章の 宜が によつ て 支璧れ セ。 平 巧の 
おを とか 人道的な 囊遂 行と かいふ 役信的 なお 嚷り (芦食は、 や 語な ドイツ £ 卞る讓 がな されて ゐ るので ぁろ 
巧に イギ， K は’ 載 時 法を 碧し V 放を 陷れる ことを 巧 S 解して わ セ。 かくで 昌忆お 利な 養 法を つ <る 巧累 常に 

なされた。 巡 達 IQ たミ犧 所と」 三蓋锅 isIS めろ 罢賽 5 SA よ ss 馨の ため 
に •目的を 意 激し 且つ お 巧に そ S 磬 されち イギ ミち ミ 島の 街越寬 位の^ 化に. のみほき 鬟 をのを •1 
ち ル 固を 利 f 均 沼せ-^ め 且つ イギリスの 製 巧の 强 化を 利を とする に 逸 ひない 窜？ メリ 交 菜 冒 みを も 釣る こ 
とを 理 おして ゐ る。 イ ギリ K は、 自身で 召 おした SS を SS 字る が おし、 放蠢 海上 載の 排除 5 いての な 
をで 裳を 5 •おも 自 みは 拘束され ミよぅ にず るた めに、 かおは しない。 そして 賢を の 適^に おいでは、 その 諸 
規定な どには をく 介意し をい。 イギ 。ス は、？ てを 强 がし、 禁止 養に わける 載 ホを 閒始 し、 莫が S 益を お成し、 
ドイツ こ 封して 假？ ると ころな き經巧 我を をたち そのを、 イギ 支は、 璧の醫 禁制 靈の 變更を ば、 十一の 巧 
吿 によつ 5 S っと 曼、 且つ そ？ 蓄 f ば、 形式 臺 的な 屁—、 謹を 《委ツ パを？ 羣 S 进と によ 

つて 正を 化する ことを、 む 巧て わた。 

说 合が S 中立 違反、 是 兵載爭 、"シ 行、 ま 人 護 S 用、 濤 なを •ト イツ SIBS する 囊 J ぴ蹄合 巧 
が 巧した そ ss 農法を 反 行爲忆勘 する 賽 sfs された が、 をの 代 〇、 ドイツは’ 宜 ホ郵忆 わいて、 闊 なをに 
ち i ぞか堇 および 星を 反、 を かんづく 『至 a なる』 器 霞 S ためち i な 巧 f をけ セ。 イギリス およ ぴフラ 


ンス は、 を 巧の あらゆる 手段を か 具した 。彼等は' パレスチナに ユダヤ ホ 巧を 建な ホし むる とい ふめ 巧に よつて， を化界 
の 正な を 奉ずる A ダヤ 人を 味方に した 『ユダヤ人の 世 ホ 同盟」 (、宜 ance Jsra 置な 日 niverseue )， フリ ー メ ー ッンの 巧 合 巧 
たる 「フブ ンス巧 大巧 洋 J(orss 弓 i ; ミ von 『 rankreich ) およ ぴをョ 1 a ツバに おる をが 曲 お 『フ ブンス 同盟 J は、 パリから 
して •をら ゆる 酉 家の外 交、 商業、 新聞に お 巧を 與 へた 〇を おみやを 巧ぶ やを お 連が、 人間の 搞 神を み胁し •斑を 餅 謗し、 
をの ± おを 阻 巧せ しめ •中立 网を巧 巧し •自阐 巧の 敵に 點卞る 巧 おと 担が 息を を 巧る ために、 巧 巧され た〇活 信を なによ 
り、 ラデォ により、 巧くべき ほど 大 ぶの 新聞に より、 煽動 义巧 によつて •惡 巧の 巧言が •を 世み に 氾をサ しめられ わ。 あ 
も 陋劣な 度を や 巧选寫 巧が •巧く 巧 ホされ た。 巧閒は •下 嘴を 拂謗 おがを もつて 巧 めら れた〇 

イギリス ながは、 載爭 巧を の 直後に、 をの 使 喚 おかを を あさせる ため •戰 時宜な ザな おを 設け •且つ そむを 巧义 まを 密 
换巧するセめに* オランダ、 スゥ，エデン、 ノールゥエーおよぴスキスに宜が中也を狙いた0ドイツの巧巧れリヒヤ1ル 
卜 •グレ リング 巧 ± の 排謗义 巧 「我がみ 巧」 は、 を 世 巧に 撤 ホされ、 同じく ドイツの 前 ロンドン 太 巧 リじノ ヴ_ ハキ I 侯の 
お 巧を 傷け る 回な 錄 もまた をぅ であつた 0 

イギリスは、 ノ ー スク リフ 卿と いふ r 大 ホを 巧 動させる ことの 名人を がして わたので をる OJ (ル I デン ドルフ )0 彼は 》 

口 巧 聞と いふ 邸 丸」 のを 巧を にして 且つ また r ドイツ人の 勝たん とずる 怠を を 巧へ 卞 ための 大度 J (フ テイ ー ル) とい はれて 
ゐる〇 彼は、 戰 時を 化の 力を ば、 化 がの 龍よりも よく 認 迸して ねたし、 且つ 通 倍 の 完成は、 彼の 巧 望を をれ たので 
をつ ち 彼ち 天 巧の 巧 聞 人と して、 大衆の、 むを おむ JJ とを かつてね たし、 その寫 能力を も おし •尙は その 目的 ま 巧の 
ためには 何ものを も 脚み ない 期 巧の かき 忘 あを 持つて ゐ た。 彼は また 自か自 みを ドイツの 思 おがに 近いて みる ことを みつ 
てわたし •かくて W 巧 的な 巧 巧を ちし、 ドイツを ながせし める 合 言が を かり 巧した が、 巧に 化の 巧ぜ 的な ながを だ、 適時 
を； 巧 W 巧 反 巧 ；1 弓- 
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に 1 1 化 一八 年を s 化な における ドイツの おが 1 12 ことを も巧 ちて & ち； リカの 參巧 による 蹄 拿 側 のお 
丈 および 物 ま Q 無限 S 越 S 結果 ドイツ § 力が 見込み 無くなつ た C ち 「奮を をへ る 为イゼ ル 巧と を 和が 約が 

結の 不可能な C と」、 わ秦 r を 望 冀平巧 S でを 〇、 •トイ ツ賣 蓋」 て 雲を S て窒 网際馨 《語^* ~ 
を こそ、 ノ i;7 が、 披？ るドイ S 窩完さ 込 主 ラと した 薑黨 念で を、 モ して モれ C ち 十 年な 志 
をき 心 豆る 震 的な 量 A を 的？ ひなを 臺 的を 巧を 巧め 覆した も S ぉつ セ 含。 同時ち をせ か 5 い V ドイツ 
におし f れた蹇 SS な 富は、— 言と C ろな く 巧？ れ 、義 舅を ぜ反 せ」 & ミウち さな 警 たしち 

r 寡 8 のが 指舊 .K ブス ミこで をり、 せみ 雲々 をのを 寞で をる いイ ル ソンは、 巧に/ 1 ス クリフの？ をけ 
宏 ミけ でな〜 ますく 新しい 巧を 化に f ことを も か ミ 《セ。 彼は' アメ ミを して、 「おがの 自由」 わよ ぴ 「非 
風 岡 具 S 蜜なる 特を (ためにと い 台 巧で、 擊に參 加 古しめ ち お 評 巧い 化 0 やが 巧茲 《十四 ケ がは 妄 無比なる 
驚 術 (歴畜 塞で を &。 『ウイル ツン は、 毒 まを 鼓连し ’ C れを 巧を 宜寞 たちが 動 巧言 阐民 Q 攘 e 中に をが 
し、 感蓄 よつ て 打 巧され るまで 注た 巧け セ。」 1 アタリ々 のな 巧 菱お替 i •ブ スウ H ルの この 囊 は、 宜 化と 
羣巧 f の閒 おを 巧のに 示しで わる。 駐爭を 巧の ためには、 霎’賽 わよ びげ 則、 f わを る 手段の この 宜 かが 巧 
用され た。 巧 行 拽やル さなち 巧 ザ联朵 および ドイツ 畜ち径 わて 巧みに 作られた ビブ や 义せや ドイツの 段 史菌の 巧 
法のを 巧 布-^ た (蹄 合 田 側からは たも S、 そのな 計 畜爭五 ほ 丸 千 看 蓋に 達して わる)。 

かくの 夕 して、 践 が、 ドイツ 畜 およ ぴ 中な 留は使 養拟 さた 遂に 雲 的 巧みと 巧 W 巧して、 ドイツの 費大 ホを 
ぞか化 ホし め、 を も 巧 巧 的な 3 お-一が 件を も ホ設て めんと ずる 宜晉 巧を ぱま 巧した ので わつ セ。 イギリス なおは 
モの 宜な大 岳に 封し、 化のを かがな おかが 化ボと 信ぜられた 巧を を かくの かくな をれ わるが 結に 巧 < 上に、 夕大の 頁が た 



なした とい ふこと を證 巧す る ことができた 0 

人は ドイッの おお、 および 軍の おが 官に 巧して、 巧を の 宜が的 方面に おいては をく 巧 等 巧す ところが 無かつた とい ふこ 
とを もつて ホ 巧を 加へ た。 この 非 おは、 世が 大驳 における 巧 治 指 巧に ついては 當 つて ゐ るが、 しかし、 軍ず 指 巧に ついて 
はを つてね ない。 モルトケ 元帥は、 我爭勃 巧に をして、 巧阳は 戰爭を 巧に かくべからざる 手段で をる とな ぺて 居り •ル I 
デン ドルフ 將 巧は、 お 閒をば 巧 争に 巧つた めの 授かを ポと 見て ゐ た。 0 -H - L の 巧阳巧 業、 圾時新 的 局 •苗れ 中央 拾 巧 
局 •(か 務ち における 巧ず 局) の 倒が、 巧 巧 •寫 巧、 映さ および ブデォ のを 巧なる 活 お、® 巧な 脚 および® 法 映 金、® お 
およ ぴ 兵站 新聞の 設備は、 ドイツの 巧 司令 巧が 宜麻 をを 既しセ ことの 明瞭なる 證 巧であつて、 巧 司令が こを は、 ル ー デン 
ドルフ 將 巧を 通じで •最初 一九 一七 年に、 なを 巧 おへし 宜巧省 創 段の 件を 巧 田な 府に巧 ホした のであつた。 宜化 における 
ドイッの 我を 指 巧の 弱 巧は、 や 時に おいてが 備が不 充かボ つたこと 一 なは ちを 田證 をは， 一九 一四 年、 晒 爭勃發 のな 
かに おいても 尙は陸 巧 おの 巧 巧部設 遇を 拒を したので あつた —— 、それから また 宜 なに 關ナ るが を 巧 巧が 不化 して ゐた C 
と •および ドイッの 国民性が、 をの 巧した かき 惡巧 なぶ 侶のを 化を 忌 おした こと •にあつた 〇巧も 巧、 困防按 ♦、お 軍 あ 
か、 を ドイッが 盟 、巧ち 巧な 會 •在 か ドイッ人 巧盟 、を ドイッ ホ 巧が 合を、 キック ホイ ゼル 同盟、 等々 のかき お 設曲ほ 
は、 困 民の 搞 神を* ひ 立たせる ために、 不 巧の タカを したので あつた。 しかし、 巧 巧 ある お爭指 巧を たる 政治家が 自ら 手 
沿を 手に して 居らず、 が一の ために おぶ をして ねない 場合に、 それが 何の 役に立つ たらぅ！ 巧 おぶ は、 不用 恵な 巧說 
(一九 一四 年 八月 四日の 帝 苗な々 巧說 にわけ るべ ルギ I に閒 する 「不正」 にないてのを 大 なる 言葉！) によつて、 なの 宜 
なにな 効な 巧 巧を 巧へ •度 時 法のを お的宣 がの ための 利用を 断を する ことによ つて、 を 派な 武 おを 放 巧し、 かくて 世 ホに 
おける ドイツのを* を 巧 下させた のでを つた。 おお おは •左 巧 右 おする ことによ つで、 巧が をもぞ 力なを おた るが 化 巧を 
度 ご 一巧 KR 氏 策 1110 拓 


ナナスの 拭か il --C ブ 

ば 捕 法 法 6籍£ いて 塞忆 利用す る C とを 舊 、且つ 惡お S する 抗 謀が 提出され る やる ちま ホす る C とに よつ 
て、 恰も ドイツが 惡 かつた かの かき ル 巧を 呈 ちめ セので をつ ち ！ 

巧 力なる & しても まち 困 巧が 霞 謀 含 S をして わたと いを とは、 一壽け 居な 〇 免ない。 S 制度の 田ぶ 
において こそ、 が祐ぷ たる 意、 必要なる ことを 讓 ずると ころな ぐを 巧した 《でを つた。 トイ ツ政 巧忆 はを 治み たる 
の 洞を • おお •養 力 および 聯合 國 £ する 黨 人的 理解が 缺け てわたので をる。 この場合には •セ 某 もげ 度なる i 
のみが 單 忆戰爱 サボ》 1 ザユ 《みならず、 弱お 忆 なる C とを も 救 さを でを たで ホら う。 がが ドイツ 忆 巧つ で巧 神 
的 雲を 注た て來る 道は、 5 も阴 錫され なかつ た。 もちろ みか 國に わける ドイツ 2 忌は、 瓷ど効 巧を おげ ぇな 
かつ ミ お洋は 遮？ た 奮 識は馨 され、 か 围£ け &ドイ 76 謡物は ひどく 讀み 巧い 电 《でを つた •お舊 
信 おは やつと 裝セ ばを でを り、 載 爭の朵 合に、 ドイツを 理巧サ るか 齒た警 をる が備は 等閑に 附 されて わち ホ 
程、 ドイツ Q 霸 はか 閣へ送 をて はねた が-^ かし’ それは 主として、 7 ランク フル テル •ツ アイツ ング とか ご リナ 

I 夕 ，ゲブ ミトと た ふ左異 的 農援向 S も Q2 ダャ 的な も S でを つち だが、 慶 6 原因は た r ドイツが 羣 

において 宜 傅を r 放棄」-^ たこと に £ あると いふ ことは 出來 ない。 ドイツ 《武力の 弱化が 初めて 宣 がをお 効なら し^ 
ための 前 拒と なつ セ Q でを ると いふ ノ 1 スタ。 7 Q 富は、 か 何忆宜 がを ま 要 熙しミ 职ホ忆 おいで 囊 的な も 《は 武力 
邮齡种 であると いんこと を證 明す る もの だ。 

なの 宣 化と 同 摸に、 ドイツ 畜 における 又*^ 《活動ち-^ たもので をつ た。 巧に 一九 〇 辜から 擊 開始に 至る をで 
に、 百單ご 宅の スパイが 斬罪され たが そのうち 八十 名は、 7 ランスの ために スゴを やつて ねたので をつ ち フラン 
スの スパイ 網の 指 巧ち 多が 蠢 のを 詔に よつ て 島され てたち をれ は、 ユ 1 デ エン ト をち デユネ 1 スロ 1ザン う 


チュ lu ヒ および •ハ I ゼル におし. マルメ H 1、 ブレ I ィン および 二 A 1 ルンべ ルヒ にを る その 巧 巧 輪に よつ てま おされ 
てわた 0 a シアの スパィ 組織は •オ ー スト リアに 勒 しては ネ H フ の、 ドィッに 勒 しては ウィルナ のま 部を おする 情報 巧を 
ヮルソ ー に 持つて ゐた 。大規模な ィギリスの 巧 謀 中央部は ブリュッセルに あつたが、 後には ロッテルダムに 超 かれ セ。 を 
の スパィは、 中立 閣の 水夫 や 巧 巧を として ドィッの おで 勘いて わて、 壁な する のが 巧巧ガ つた 0 
か參謀 本部 巧 巧が 長 陸軍 中佐 ニコ ブィは、 かの かくまいて わる —— r 中な 諸国のう ち •オランダ わよ ぴ デン マ I ク は、 
巧 かに ドィッに 苗して 巧 巧 探偵を 放つて ゐ た！ すべでの をは、 蹄を 酉の 巧 巧 部のを 動を 默 つて 我慢して ゐた OJ 

ドィッ人の せがに 固 あを 正直 さの ために、 スパィ 達は •我 巧からの 巧 巧に 閒 する 氣哲 なお 嚷 りから しても をぶ に 個々 の 
を 巧な ことを 聞けた し、 それらの 巧 柄は、 をせ おめ ると •が 巧が 巧を も 巧ぎ 出させた 〇夕 辯は か！： ともし 雜 かつた 〇尙ほ 
ま セ 巧 閣議 みのお 巧 解の ために、 巧菌 力の 巧 巧に を 巧な 金が 少しも ホ認 されを かつた。 「そこで J — と ニコラィ はいつて 
ねる —— r 危をが 加 へられてから 初めて、 巧 蓮に をず する， とい ふようを ことにな つたの だ！ その 時に なつて が < お 役 
人のを ほに おが 附 いたの ボ 。ド ィブに おいては 、ちま 的を おは、 を 初から， 官 おの 反 おに おして 巧 徹された ばかりでなく、 
既 巧の もの さへ もを おのを 巧に 巧して 堯 蓮し なけれ ぱ ならなかつた のボ OJ 

スパィが どれ ダけ をが 入り込んで ゐ たかと いふ ことは みのな 字に 示されて ねる — すを はち、 ミケ 年のう ちに、 二百 セ 
十一 一一を の 巧 苗 奴が 巧 罪され、 ドィッの 軍服を 巧 セス パィが’ ペルリ ンボ けで も 一千 セ 百 八十 五名 捕 耕され、 そのうち S 巧 
八十 阿 名は 击官 なの もので をつた。】 ヶ月に お閱 された 九 百な 通の 巧 使わの 中には、 暗 化で 杳 いた 手 巧が 1 で 七 百 通 も あ 
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